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一 八 九九 年 

兩 親 宛— ±1 月 二十 六日 於札幌 

拜啓 三士 一年 も 愈 i 殘少く 相 成 ゆ 候處、 御 多繁の 間に も 皆々 樣益 i 御淸 適の He 慶賀 此事 に泰存 候 0 小 子 亦 幸に 至て 無恙 

に徂 年し 得 申 候 段 乍 惙御休 神 奉 願 候。 當地 本年 は 降雪 至て 稀少に 有 之 候處、 一昨夜より 昨夜に かけて 非常の 降雪 有 之、 加 

之 烈風 地 を 捲き 雪 を 揚げて 其 猛咸當 難く、 一時 往來は 全く 止み、 天地 は 只 風の 荒る X に 任 申 候 U 近 to!; 小 子 は、 家の 都合に 

て 舊大島 氏と 共に 在りし 家に 引 移 居候 爲め、 壁屋の 振動 は 地震の 如く、 中々 壯快 とも 云 ふ 可き 光景に て 有 之 候 ひしが、 今 

, 朝に 至りて 漸く 靜 まり、 地上の 積雪 急に 滑 加 仕 候て、 初て 年の 暮の 如き 心地 仕 候。 

先日 海 江 田 氏 出札せられ、 宮島 氏と 懇談 被 致 候。 實地檢 查の儀 は 来年 正月 八日 以後の 事と 決定し、 鐘 海 江 田 氏より 同地 

に關 する 事情 委細 御 話 有 之、 略 双方の 事情 相 通 申 候。 宮島氏 は 其 後 道廳に 出入して、 同地 及 其 附近の 地形 状態 等 取調べ、 

侮 江 田 氏 は 一先 島津 農場に 歸られ 申 候。 尙 同氏に は 年末の 禮 として 金五圓 丈け 贈 罱 申 候左樣 御了承 被 下 度 候。 

試驗は 去る 十八 日 結了 仕 候。 成績 は 三 十五 人に 對 する 六 番に有 之、 總 平均 は 八十 五點七 分に 御座 候。 翌日より 冬期 休業 

と 相 成り 申 候" 小 子は此 休暇 を 利用して 靜 寂なる 處に讀 書と 保養と を 仕度、 用の なき 間 丈け 幌別か 登 別の 溫泉 にて 自炊 生 

活 仕度 存申 候。 御 許可の 程 奉 願 候。 山 崎 老婦 入 は此度 出京 被 致 候へば 旣に御 面 會も被 爲入候 半と 存 居候。 

街 上の 人 は 金錢の 催促に、 返濟 に、 忙 はしき 間に、 机 前に 靜 坐して 世事 を 知らざる かの 如く 讀寄に 耽り 得る 書生の 身の 

上 は實に 難 有 至極 に 有 之 偏 に 御高 恩 の 程 感體罷 在 候" 

拙 書 御手 許に 達 候 頃は旣 に年改 りて、 雜 煮の 椀の 數 重なり 、靄々 たる 和氣の 間に 新年 を 迎へ給 ふ 時なる べき かと 奉存 候。 

何卒 美 はしき 明治 三十 三年 を迎 へ 給 は ん事を 奉翹望 候。 草 々 頓 首。 

一八 九九 年  III 
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一 九 0  0 年 

兩 親 宛 ！ 三月 十四 曰 於札幌 C: 一一〕 

先 wz は 御玉 章 併に 壬 生 馬 行郞の 寫露 御惠與 に預り 奉 鳴 謝 候。 

御擧家 皆々 漾 にはハ 倫. -御 淸穆に 被爲入 候^ 大慶 此義に 奉存上 候。 壬 生 馬行郞 共に 驚く 斗 成人 致され 壬 生 馬 は 立派な 靑年 

こ 成られ 行郞 は甚隆 三に 似た る樣相 見目 前面 會の機 を 得た る樣 なる 心地 仕 候。 降て 小生 儀 其 後 益 i 健全に 有 之、 去る 五日 

より 七日まで 千歳と. K. 候處 に修學 旅行 有 之、 早朝 橇に乘 じて 同行者 三人と 先發 し、 月 窓と 申 候處に 師圑の 兵營を 見、 薪炭 

を债 みたる 橇に出 遇 ふ 事 幾 囘と云 ふ數を 知らざる に、 毎日 かく 多く 都會に 出し 都會 はこれ を 需要し つ k あるか を 見て 其 消 

費 力に 犬に 驚き、 島 松に 中 食し 三時 半 頃 千歳に 着 仕 候" 中途 禱を轉 覆せ しめらる. -事 合せて 四 度、 小生 は 先 地に 於て 食す 

べき 犬 菓子 箱 を預り 居候 爲め是 を 抱へ て 雪中に 半身 を 埋め 其 都度 大笑 什 候。 道の 嶮惡 これにて 御 推察 可 被 遊 候。 似し 平滑 

鏡の 如き 雪道 を 馬橇に 乘 じて 長 驅 T るの 快 は M. 驗 なき 人の 到底 解す る 所に あらず と存申 候。 千歳 は 落々 たる 小 僻村 不過 

候 得 共 tt: 昔 は 室 蘭 札幌の 通路に も 當り隨 分 繁華 を 極め 候 由" 主上 も 嘗て 御満輦 ありし 處に 御座 候 得 共 汽車^ 通以夾 全く 衰 

P し 立派なる 旅籠 屋の 見ろ 影 もな く 荒れた る は 昔 を 忍ぶ に餘 あり 候" 久振 にて 人間に 遠く 自然に 近き 幽 地に 來候事 なれば 

資に心 胸の 豁如 たる を 禁ずる 能 はず 明日の 壯遊を 胸に 騫き申 候。 此夜 同窓 四 人 爐邊に 相 集り 他者 熟睡の 後まで 快談し 一 時 

に 至りて 就寝 仕 候。 

五日に 相 成 候。 不幸に して 天 曇り 折々 降雪 有 之 候 ひし も 早 起して 結束し つ、 出 .5 ル致 候。 蓋し 目的地なる 孵化 場 は 當杓を 

橫 流せる 千歳 川の 上流 二 里の 處に有 之 候。 此 道中 甚だ 幽達 にして 殆ど 太古の 如く 林樹を 穿ちて 河邊に 出で 河邊を 去りて 林 

樹に 入り 委蛇 たる 一 道の 小 徑は小 子等 を屢々 名狀 すべから ざる 閑寂 古雅の 淸 境に 誘 申 候" 折々 人家 ありと 見れば 是皆 アイ 


ヌの 住む 者に 有 之、 勇悍 なる アイヌ 犬 は 異裝の 小 子等に 吠 ゆる 事 頻りに 御座 候。 正直に して 朴敬、 勇猛に して 冬 情なる ァー 

ィヌの 遣 民が 長 を 振うて 山中の 「自然」 と 勇ましき 戰 闘を爲 し、 酷薄なる シャモ (彼等が 日本人 を 指して 云 ふ 語) の 蛇 一 

の 如き 毒手 を 避け 居る 有樣は 轉た愁 痛に して 淸 新なる ー篇の 詩に 御座 候" 小 子 は 例の 自然 癖に 不堪 掏り 後れて i. 吟 しつ >f 一 

心中 無限の 慰藉 を 得て 孵化 場に 着 仕 候。 

人工 を 以て 鮭の 卵を產 ましめ 適 當の裝 置 を 以て 之れ を 孵化し 他 魚の 襲 擊に堪 ゆるに 至りて 之 を 放ち 海に 下らし むる 者 之 一 

れ 人工 孵化 大體の 組織に 有 之、 近來當 道に は處々 設： 危 せらる、 に 至 S. 候。 常 場に 於て は 年々 二 千 萬 粒 餘の卵 を 孵化 仕 候 由、 

赤色の 美しき 卵に 眼 を 生じた る もの 卵 を 破りて 魚 體の現 はれた る もの 等 種々 有 之、 中々 の 奇觀に 有 之 候。 此の 設明を 聞き 

採集 を 終りた る 後 再び 前 路を經 て 鼸り此 夜 も 千歳に 一 泊 翌日 行して 歸札什 候 U  一 

品 川 氏に 次ぎて 外 山 氏の 5^ 去 あり 共に 一 方の 才能 ある 人 を 失 候 事 惜怨の 次第に 御 iSi 候。 

ボア ー も 追々 風向 不 {日： 候 由 氣の毒 至極の 次第に 御^ 候し 長き 物に は卷 かれる と は 云 ひながら 何卒 正義に 由て 立ちし トラー 

ン スバ ， ル の 面目 を 宣揚した き 限に 御座 候" ヒリ ツビ ンも 哀れなる 狀 態の 由、 世の中 は强 慾なる 强カ 者の 勝手 氣 儘の 如く 一 

見え 申 候。 然し 正義に 依る もの は 最後の 勝利者た る 可き を 信じ 彼等の 上に 祝福の 加 へられん 事 を 祈 sl^ 申 候。  一 

當月分 g 費 冬の 事と て 薪 代 其 他 防寒の 用意に 平常より は 相 掛り申 候 得 共 不足な く Ins 申 候 問 御 配慮 被 下 間 敷 願 上 候" 但し 一 

小 子儀裕 非常に 相 損じ 風通し 大分 澤山相 出 夾申候 間 乍 御 而倒御 新調な し 被 下 度、 丈け は 二 尺 三寸 許、 柄 は 可成 よごれの 目 一 

立たざる 黑色 せる 者に 願 上 度 甚恐入 候 得 共 宜敷奉 願 候。  一 

尙御 序の 節 左の 書物 丸 善に て (中 西屋 にても 可 有 之 や) 御 買 上げの 上 御， や.： 付 願 上 候。 (中略) 尙眞狩 別の 儀宮島 氏に 於て 一 

宋だ少 々調 付 兼候樣 子に 有 之 候 得 共今兩 HI 日 御 待 被 下度爾 あらば 兎角の 御 返事 申 上らる 可く 候。  一 

乍 末筆 不順の 候 折角 御 自愛 奉 祈 候。 早々 頓盲。  . 

尙 去る 四日に はわ ざく 小 子の 誕生 御 祝 被 下 候 由 唯々 感謝の 外 無 之 候" 小生 は 自ら これ を 全く 忘却し 居り 同月 同日 生： 

1 九 〇 〇 年  五  一 
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れ なる 森 本と 談話の 際 二人 思 ひ 出し 二人ながら 大笑 仕 候。 liT- に 口上に 祝し 合 ひたる のみ、 赤飯 もな く 菓子 もな く氣樂 

なる 事に 有 之 候。 

母 堂 宛 11 四月 二十 七日 於札幌 〔一一 一〕 

拜啓 春暖 の 候に 相 成 申 候 處御擧 堂 皆 々 樣益 i 御淸祥 の 段 大慶 此 事に 奉存上 候" 

次に 小 子 亦 幸に 至て 元 氣旣に 去る 二十 三日の 體格 檢查に 於て は 

身長 五 尺 三寸 二分  體重 十四 賞 八 百 目 

一 常時 二 尺八 寸 三分 

(盈虚 の 差 略ニ寸 

の 成績 を 得、 强 健と 注せられ 申 候。 此頃 は當地 も氣候 極めて 宜敷相 成 申 候 間、 朝 は 五 時より 五 時半に 起き 夜 は 十一 時 頃に 

寢ね、 コッく やり 居 申 候へ 共 一向 疲勞も 感ぜず 實に 之れ は 小 子 一生の 幸福と 存じ、 併せて 幼時の 衰弱と 度々 の 御 丹精と 

を 思 ひ實に 感謝の念に 堪不申 候。 

大重氏 逝去の 事 實は或 新聞に て 一寸 兑候 樣覺候 も、 多分 人 違 ひなるべく、 よも ゃ大霜 氏に は 非ざる 可し と存 居候 ひしに 

果して 同氏に て 有 之 候 事 唯 驚愕の 外 無 之、 壯 健に 見えた る 人 も 如露の 命 果敢なき ものと 存申 候" 短き もの は 入の 命、 人の 

命より 長く して 而 かも 至って 短き もの は名譽 高名、 唯々 人が 其 能を盡 してな したる 仕事 は、 小石 一 つ 動かした るに さへ 無 

限の 生命 ある を 思 ひ、 小 子 同室の 河 野 氏が 飼へ る 小鳥の 籠の 中に 閉 こめられ たる ものに 歌 一首 與へ申 候。 

よしや 世は汝 につら くもつら き 世 を 歌 ひ 淸 め よ 其 細き 音 に 

御 笑 覽被ド 度 候"  " 

河 野^の^ に付き 母 態々 參邸有 之 候 由 乍 例 御 熱心 實に感 入 候。 同氏 も 未だ 十九 歳なる 弱年と 申し 殊に は 生 來體格 至て 


不 健の 方に て、 唯 諸種の 體育 によりて 僅に 健全 を 得 居る 次第に 御座 候へば、 此 運動の 好 時期に は 却て 適宜の 體育を 爲す方 

1? なりと 存じ 深く 勉學を 忠告 不仕 候。 然し 氏 は 所謂 江戸 子の 質に て、 熱した る 所に は滿 腔の 力 を 注ぐ 方 故、 今 は 遊びに 台 

ど 寸暇な き 有樣に 御座 候。 時々 は不及 乍ら 出來 得る 丈け の 忠告 を 爲し又 自ら 其 先導と ならん 事 を 勉可申 候。 

最早 櫻 も 散り 果て 候 樣子御 庭前の 佳 香 ある 花 も 泥土に 委し 候 か、 當地も 昨今 は 漸く 春めきて 嫩芽は 未 催さず 宾へ 共、 ^fc 

曇りと も 云 ふ 可き 空に 時々 霏々 たる 細雨 さへ 致 申 候。 今夜 も蕭々 たる 雨の 音靜 かに 机 邊に聞 居 申 候 0 

皆々 樣の 御高 詠 澤山御 漏し 被 下 實に難 有、 身 其 境に ある 心地 仕 候、 小 子 も 負けぬ 氣 となりて 腰折 一 首 

梅 櫻 散りし く 中に 5 れし くも 心の 花の 盛り 久しき 

眞狩 別の 件 如何 御 運 相 成 候 や 乍 蔭 御 案 申 上 候。 i," 明 書 漸く 下 附相成 申 候 間 同封 御经付 申 上 候。 御 落手 奉 願 候。 

先 は 御 返事 旁 右 申 上 度 草々。  . 

兩 親 宛 i 六月 四 曰 於札幌 〔四〕  ，  , , 

拜啓 御玉 章 拜誦仕 候 處御擧 家 皆々 樣益. -御 健勝に 被 爲入候 段 奉賀 候。 壬 生 馬の 病氣も 左程に は 無之樣 子に 承知 は 仕 候 へ 

共、 何分 病症 不善の 樣に存 ぜられ 候。 何卒 充分 保養 仕 候 樣御傳 聲奉願 上 候。 

土地の 儀 確かに 拜承仕 候。 早速 坂. K 樣へ御 傳言可 申 上 參上仕 候處、 折 惡敷上 川 地方へ 御 出張 被 致 候 由に 付 其 儘 歸宅仕 候。 

小牛： 等 も 水裔學 研究の 爲め 明日より 三日間 全級 余 市 地方に 修學 旅行 有 之 候爲， 暫時 不在と 相 成 候 聞、 若し 其 間に 坂 本樣御 

歸宅 もやと 存じ 御 仰の 趣 相 認め 同氏 宛に 差 殘申置 候。 期日 も 愈 i 切迫 仕 候 事に 御座 候へば 何分 速 かに 御 措置の 程 御 便利と 

奉存上 候。 拓殖 銀行 等 も隨分 繁忙の 樣 子に 有 之 候へば、 土地に 對 する 熱度 は當 道に 於て 隨分 高き 事に は 有 之 候へ 共、 坂 本 

氏より 御 紹介 被 下 候 人 も 東京に 常住し 居る 人ら しく、 當 地の 事情に も 餘り精 敷と も存 せられず 候 間、 充分 あてに する 譯に 

は參る まじく、 久慈 氏との 御 約束 を 御 履行 被 遊 候 事と 御 豫定の 事 最も 堅固に 有 之 候 半 かと 乍 恐 推察 仕 候。 坂 本 機の 御 話に 

I 九 〇 〇 年  七 
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も 、「毎日々々 土地の 事 を 色々 と 取扱うて 見れば 如何にしても 北海道の 土地に 有望なる 未來 ありと は 思 はれず 勿論 五十 年 六 

十 年の 將來は 知らず、 二三 十 年に して 投入 資本に 對し滿 足の 利益 を擧 げん 事は覺 束な し」 と 申され 候" 眞 に左樣 らしく 被 

考候。 唯 北海道に 土地 を 持つ は、 利益 以外に 土地と 申候强 固なる 不動の 基礎 を 有する と 云 ふ點に 於て 着手すべき 事と 存ぜ 

られ申 候) 

當 地に 參候 電報に よれば、 トランス バ.. 'ルの 首都 プレ トリ ャも 遂に 陷落 させられ 候 由. 緣 なき 他 國とは 申ながら、 亡國 

の 恨み 如何に 長 からん かと ：！ 情の 至りに 有 之 候。 

出張 中の ニ敎授 も歸來 せられ、 舉業も 多忙と なり、 試 驗も相 近づき 申 候" 結了 出京 膝： 卜に 高 容を拜 する も 近き にある 可 

く、 亡 祖母 樣の御 命日 も 早く 旬日 内に 差 迫 申 候 事 驚かる k 計に 御座 候。 

御 雨 親 機の 御 孃舊も 乍 憚 奉 恐察 候。 

先達 靴の 代價 請求 申 上 候處、 昨年 被 下 候 五十 圓 中より 仕 拂 へとの 仰 拜承仕 候" 同 金額 御. 经與被 下 候 際、 父上 樣 より、 土 

地の 件に 用 ゐて餘 は 小 子に 使用して 可な りとの 御 仰 有 之 候 間、 書物の 驛入其 他 必要 缺く 可らざる 費用に は 相 用 申 候へ 共 靴 

の 如き は 如何 や と 存じ わざと 御請 求 申 上 候 次第に 御座 候。 何れ 使用の 計算 は 書 認め 入御 高覽申 候。 

尊 地は旣 に暑氣 中々 烈敷被 爲入候 半と 奉遙察 候。 當地は 朝夕 は 未だ 冷凉 秋の 如くに 御 鹿 候 へ 共 晝間隨 分 暧氣强 く 御座 

候。 然し 小 子 は メリ ヤス 観 衣 一枚 あはせ 物 あはせ 羽織 を 着 居 申 候。 四 篷 の^ 綠は 新たと 相 威り 實に 快き 時節に 有 之 候。 當 

年 は 貴地 方に は惡病 時々 發 作の 樣子、 乍 憚 御 自愛 御專ー に 被 遊 度 奉 祈 上 候。 先 は 右 申 上 度、 草々 頓首" 


一 九。 一 年 

宫部金 吾 氏 宛.！ 八月 二十 五 rr 於 東京 〔五〕  一 

拜啓其 後 御 健康 如何に 御座 候 や。 追て 冷 氣催來 候 得ば 皆々 樣， 1 機嫌よ く 被 爲入候 半と 奉 湾 察 候。  一 

去る 二十日の 夜：！ 町 區平河 町 寰亭に 於て 内 村 先輩 及び 生 等 四 人相 會 して 晚食を 共に し， 談獨立 敎會の 事に 及び 快談 慷慨 一 

交 i にて 御座 候 ひし。 內村 氏の 11 立敎 會に對 する 意見 は、 甫め同 敎會を 創立せ る 時の 靑 年の 心は實 に大膽 なる ものにして： 

HI 敎會の 天職と して 世界に 向 ひ 宗派 的 偏頗 心の 不可 を宣傳 せんとし たる 者 なれば、 獨立 敎會の 存在 を 永久に せんと 欲せば 一 

何處 まで も此 主義 を賞徹 せざる 可 らず 然らざ れ ば 同敎會 存在 の 理由 は 消滅す るな り。 果して 然り とする 時 は 同 敎會を 牧すー 

べき もの は 創立者と 同 境遇に ありて 最も 創立 當 時の 事情に 同情 を 有し 得べき 札 幌農學 校 出身者 之れ に 膺るは 至當の 事に し： 

て、 苟も 他の 敎會 他の 教派に 於て 養成せられ たる 者 は 縦 令 同情 ありと する， >5 其 程度に 於て 大差 あるべき が 故に、 此の 如き 一 

人 を 牧師と する は 殆ど 敎會の 理想 を沒 了す ると 同 一 の 結果に 陷 らんこと を 恐る 故に 今 若し 適切な ろ 牧會の 人 を；.， 設見 する 能 一 

はずと せば 敎會を 閉ぢて 他日の 成立 を 期す る も 可な り。 又 當時敎 眷內に は 頗る 暖臉の 信者 多き 樣 見受けら る \ が 是れは I . 

っ斷然 たる 處 置に 出で 大 淘汰 を 行 ふ は 我が 敎會 の眞 正なる 復活 をな さしむ る 上に 頗る 切耍 なる 事な りと 信ず。 兎に も 角に 

も氣候 秋に 入らば 微行して 札幌に 至らん、 而 して 窃かに 數 人の 人 を 集め 獨立 敎會の 成立せ し 所以 を 充分に 述べて 同 敎會の 

眞 天職 を 明かに せん。 而 して 創立 當時 衷心より 同情 一致した る 入々 (黑 岩、 内 田、 大島、 宮部， 余) 敎會の 元老 會議を 開 

く 事 を 見ば 更に 幸な りと 申 居られ 其 他敎會 創立 當 時の 眞 事情 等 委敷伺 申 候。 先生が 躅 立 主義の 爲 めに 十 年 I 日の 如く 苦心！ 

奮闘せられ たる 事 生 等に 取りて は實に 多大の 感謝と 藿發と を 値せし め 申 候"  . 

先生 生 等の 思 ふ 所 も 不過之 候。 獨 立敎會 にして 適當 の說敎 者牧會 者な き 間 は 講壇 を 閉ぢて 謙 適に して 眞 面目なる 感話祈 一 
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禱 會を爲 さば 如何に 御座 候 や。 義務的なる 同情 薄き 説敎を 聞かん より は 確かに 多くの 效果 ある やに 存ぜ られ 候。 何よりも 在 

來の靑 年 諸君 1 組に 九月より 新たに 來會 すろ 靑年 諸君に 充分の 便宜 を 與へ給 はん 事 を 切に 願 上泰り 候。 田 島 兄の 仰に より 昨 

日 二 本 锾に北 野. を 訪間致 申 候" 牛： 等の 見る 所 を兹に 忌憚な く 申 述べ 候 間 何卒 其邊御 含みに て 御 推察 願 上 候， 北 野 氏 は 年 

齡 ni 十二 三の 人に 御座 候。 子供 は 四 五八 居られる 樣 見受け 申 候 (少 くと も 同棲 者)。 明治 學院 に學 ばれ 橫濱 海岸 敎會を 牧し後 

高 知 敎會に 轉じ而 して 渡米 二 年に て 去る 六月 歸朝 致された る 由に 御座 候。 氏の 獨立敎 主義に 對 する 意見 は 諸 外國の 如く 一 

の敎 派の 腐敗 隋-落 等の 爲 めに 巳む を 得ず して 他の 敎派を 生ぜる が 如き は 眞に已 む を 得ざる 者 なれ ども、 日本の 如く 未だ 何 

等 此の 如き 現象の 必要な き國に 於て 直ちに 諸 外 國に發 達せる 教派 を 輸入す るが 如き は眞に 無意義の 極 なれば、 充分 其 撲滅 

の爲 めに カを盡 したしと 云 ふに 有 之 候 やに 聞 取られ 申 候。 而 して 氏の 敎 派と 關 係を絕 ちし は 米 國に航 せる 後に して 返會願 

を： HI 木 基督 敎會に 出した るに 日 太 基督 敎會は 放逐 致 申 候. E に 御座 候。 而 して 氏 は 近々 中本鄕 なる 櫻并女 塾の 近傍に 轉 居し 

同 塾に 設けられん とする 敎 會を牧 する 事と 相 成 申 候 由に 御座 候" 見た る處 (固より 初對面 殊に 生 等の 經驗少 き 凡眼 を 以て 

見し 事 なれば 參考 として 御高 讀願ヒ 候) 寧ろ 落 付きた る溫 厚の 人の 如くに 御座 候。 而 して 云 ふ處も 決して 不 進歩的に は 御 

座な く 候。 獨立 主義に 取りて は賴 もしき 所 も 澤山有 之 候。 然し 家計の 困難 は 人 をして 置々 思 ふ 所の 外 を も 口走らし むる 事 

を も 思考の 中に 入る.. -の 必要 も ある やに 存ぜ られ申 候。 内 村 氏の 云 はる \ 絕對 的の 同情者 は眞に 他人の 間に 求め 難き の感 

有 之 候。 尙獨 立 敎會 の 内情 等 に付きて は 內村氏 に 問 合 はさ れん 事 を 云ひ殘 して 歸來 候。 

申 上 度儀尙 多く 御座 候 得 共 思 ひ 出した る 節に 讓申 候。 折角 御 自愛 專 一 に 遊ばされ 度、 主の 祝福 深く 御 全家の 上に あらん 

事 を 祈 上 候。 草々。 

宫部金 吾 氏 宛 11 十月 二日 於廣瀨 河畔 c: 六〕 

拜啓。 其 後 は 御無沙汰 申 上 候 段平に 御 海 恕願上 候。 小生 一昨日 夜 東京 出發森 本木 村の 住居せ る靜 閑なる 家に 暫く 同宿す 


る事と柑成札幌2^來多得難く候ひし聖快を得たるを感謝致居申候。 當 地に 參候前 村 樣を御 訪問 申 上 候て 敎會 歷史の 儘に 

つき 相談 申 上 候處、 犬に 賛成せられ 書物と して 出版す る 必要 あらば 左樣致 可き 事 なれ ども 「聖書の 研究」 に揭 載せば 讀者 

の 數も從 つて 多數 なわば 都合よ かる 可し と 云 はれ、 末 月より 十二月までの 誌上に 於て 多大の 頁 數を與 へらる X 事に 相談 相 

調 申 候。 斯様に 相 成 候 得ば 內村樣 の 札 幌行も 早く 出 來可申 (若し 君が 夫れ を 書き 校正の 勞を 取り 吳 るれば 十月 十日 頃より 

出發 する 事 を 得ん 非常に 好都合な りと 申され 候。 但し 是れは 誰に も祕密 にせよ との 事) 旁 i 好都合と 存申候 間 獨 斷の樣 に 

御座 候 ひし も 夫れ に 決定 致 候 樣致申 候。 此 地に 來 居候 間 勉強して 執筆に 從事致 候考に 御座 候。 尤も 同雜 誌へ 揭載 する もの 

は 一 個の 歷 史家と して 獨立 敎會を 描く 可く 成功 も 過失 も 善 も惡も 共に 隱す 所な く 書け との 内 村樣の 御注意に 御座 候 得ば 出 

來 得る 丈け 其 意を體 する 積り に 御！： 候" 又餘り 同敎會 の報齿 じみ 候ても 一般の 讀 君に は 興味 を 與へ申 間 敷 候 間是も 充分 加 

減 致 候 積り に 御 鹿 候。 されば 委細の 報告 を 聞かん とする j! 飛地に ある 獨立 敎會 員に 向って は 或は 別に 書物と して 出版す るの 

必要 も あらん かと 存候。 如何の ものに や。 尙 御高 慮の 程 御 敎示願 上 候。 

尙 明治 二十 二三 年頃より 最近に 至る 敎會 の閱 歷は旣 出の 敎會 鬧史 にも 無 之 小生 も 一 向存ぜ ざる 次第にて 記述に 闲難罷 在 

候。 何卒 先生 等其當 時の 事 可成 委敷御 思 出しの 上田 中稳 氏に でも 筆記 願 上 候 事相 叶 申 候 得ば 幸甚に 御 il 候。 若 又 其 頃の 參 

考書有 之 候 得ば 御纏め 御经 付被不 候ても 宜 敷と 存上 候。 

小生、 來七 日夜まで 當 地に 滞在の 上 歸京候 積に 御座 候 間、 若し 東京に 御 書面 被 下 候 際 は 齒町區 下 六 番町十 番地に 願 上 候。 

東京に あり 候 ひし 小生に 取りて は 此地實 に 心地よ く 精神 犬に 爽快 を覺 えて 感謝 多き 生活 を 经居申 候。 此 地の 風光 を 思 ふ 

に 付け 尊地此 頃の 美し さ 思 出され 三人 集る 毎に 尊 地の 事の み 申暮し 居候。 

井街 にも 面鲁致 し 家 は 寶却 相濟み 母堂 及 弟妹 諸氏 は 近々 の 中に 歸國 有之樣 子、 彼の 衷思ひ やられて 同情に 不堪 候。 

先生の 御 健康 近頃 如何に 被 爲入候 や、 何卒 充分の 御 攝養被 遊 度、 御擧家 皆々 樣の 上に 祝福の 愈 i 裕 かならん 事を 切に 率 

祈 上 候" 草々。 .  .， ■ 

1 九 〇 一 年.  一】 
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此度は 森 本より は學 校の 方 非常に 多忙 故 御手 紙 頂戴せ しに も 不係御 返事 不致 候故宜 敷傳聲 可致樣 申出 候。 彼 は 矢張當 

地の 所謂. W: 敎師 間に ありて 宗教 上の 意見 は 常に 相反 馳 せる 樣 子に 御座 候 得 共 充分 慎重の 態度 を 保てる 由、 殊に 彼が 獨 

立敎會 負た る 事 は 彼等の 中に 於て 殊に 彼が 光榮を 感ずる 所の 由に 御座 候〕 

足 助 素 一氏 宛 11 十月 十二  於 麵 町區下 六番町 €〕 

今朝 兄の 血と 涙に 滿 てる 手紙 を 落手し 繰り返して 觅、 今夜 も 一 一度 三度 繰り返して 見、 僕 は 喜悅と 恐怖と 悲觀の 不思議に 

混合せられ たる 感慨に 滿 ちた。. 僕 は 兄が 眞面 nw に 其 疑惑 を 透視 せんとし 是を 忘却 せんと 務められざる を 喜ぶ" 第二に は 兄 

が 其 深く 晴き 疑惑の 解 稀 を 僕に 求められ たる を 怖れる" 第三に は 僕が 恐らく は 兄の 衷心の 要求 を 充し能 はざる か を 思うて 

悲しむ ものである。 然 ー 僕 は 僕の best を 試みねば ならぬ。 

第一 に 僕 は 兄の 寛大なる 奢恕を 求めねば ならぬ。 僕 は 札幌に 居る 時から 兄 は rWarir.tl ご を 得ない のでな く  rwarmthj 

を 失った ので はない かと 思った" 若し 間違ったら 免して 吳れ 給へ。 兄 は 失戀の 人で はない か。 兄 は札蜣 に來ら ざり し 前に 

於て 靑 年に 取りて は 最も 悲慘 なる 此 き 杯 を 味 はった のでなかった か。 是は 僕が 空想の {4.; 想より (但し 心よりの 同情 を 持 

てる) 產み 出した る當 推量に 過ぎない が、 思へ る 事 を 語らざる は 不德と 思 ふから 敢て吿 白す る。 其 果して 然る か 否や は 兄 

の 次便 を 待た う。 僕は此 苦味に 就て は 多少の 同情 を 捧げ 得る ことが 出来る と 思 ふ。 

「暖 さ」、 兄 は眞に 人心の 眞 中に 這 入った、 是れが 僕の 切に 喜ぶ 所で ある。 r 暖さ」 は實に 人間が 先づ 何者よりも さきに 求 

むる 必 *g 、物で ある。 世に は 露の 「瞹 さ」 に 代 ふるに 「溫 さ」 位 を 以てし 「暖 さ」 を 忘れん とする 者が ある" 然し 兄の 如き 人 

が 「溫 さ」 位で 満足の 出来な いのは 僕が 重々 同情す る 所で ある。 僕 は 兄に 「暖 さ」 を 神に 求めよ と勸 めまい。 (勸 めたい は 

山々 なれ ども) 又 兄の 此 頃の 感想が 一時の 激情より 若く は肉體 上の 關 係より 起った ものと は 云 はぬ〕 只 兄なる が 故に 僕 は 

二目 言 はんとす る 事が ある。 『世 は 兄に 一 の 「暖 さ」 をも裔 さぬ とする も 兄 は 世に 「接さ」 を 供し 得る にあらず や』 是れ であ 


る。 世が 兄に r 暖さ」 を 齎らさず とて 兄が 「瞹 さ」 を 世に 供す る 特權は 失 はれない。 兄 は 橫行濶 歩して 世に 「暖 さ」 を 供し 得 

る 特權が 永遠に 確立 せられて ある。 世が 擧 つて 兄 を 氷詰めに すると も 兄 は 其 身中の 熱 を 以て 若し 全體を 溶し 能 はずん ば 其 

一塊な りと も 溶し 得る ではなから うか。 是れ は實際 甚だ 困難の 事と 思 ふが.、 丈夫 兒の 事業と して 是程 偉大な 事 はない と 思 

ふ。 ミル は 無神論者であった 相 だが 其 外出す る や 必ず 衣 囊に堇 の 種子 を蓄 へて 置いて 路傍に 散布した と 云 ふ 話 を 聞いた が 

是れは 兄に も 出來る 事で あると 思 ふ。 兄よ 少しく 透徹す る 眼 を 有する 人に して 如何にして 世より 眞の 「暖 さ」 を 得たり と 

思惟す る 人が あらう ぞ。 世の中と は 矛盾と 誤解との 倉庫であって 其處 に醱酵 する もの は 冷淡と 死灰の みで ある。 僕 は 近頃 

其 兩親を 失 ひ (！) 孤兒 (！) となれ る 二人の 少女 (！而 かも 姉 は 僅に 十六に して 妹 は 九つ) を 知れる が 世が 此 二人に 爲す所 

は 氷よりも 冷 かで 僕 をして 慟哭せ しめたる こと 幾度 かで ある。 然し 弱き 事 「無」 に 等し かるべき 少女 等も尙 世に 「暖 さ」 

を 供す る爲め 働き 得る を 思 ふ 時 僕 は 再び 天に 向って 感謝の 淚を 垂れざる を 得ない。 自ら 省みて r 瞹さ」 の 極めて 必要なる 

こと 殆んど 生命に 等しき を 感じたなら、 己れ は 其の 「瞹 さ」 を 感ずる の 偉大なる 歡 喜に 與り 得ず ともせめ て は 「暖 さ」 を 感じ 

得ず してな やめる 人に r 暖さ」 を 供す る 事に 滿 身の 力 を 致したい 者で はない か。 兄 幸に 少しく 其 周 園 を 見 給へ。 兄 は此世 

界に 於て 最も 不幸なる 者で あるか、 否々 此 世に は 「瞹 さ」 を 感ずる 能 はざる の 不幸なる こと すら 知らざる 不幸なる 者が あ 

る。 「暖 さ」 に缺乏 せる 兄 は 縦 令 太陽の 如き 「暖 さ」 を 世界に 供し 得ず とも！ i 火 位の 「暖 さ」 は 彼等 薄倖なる ものに 供し 得 

るで はない か。 兎にも角にも 目前の 事實は 『世 は 兄に 「暖 さ」 を齎し 得ず とも 兄 は 世に 「暖 さ」 を 供し 得る』 事で ある。 

先づ滿 身の 精力 を 是れに 集注 せられよ。 前途に 道 は 必ず 開ける と 僕 は 堅く 信じて 疑 はない。 

思索 は 進歩せ しむれば 無窮に 達し 得べ しと 雖も、 無窮に 達した る 思索 は 遂に 豆 犬の 安心 を だに 齎 さざる は 僕が 近頃 殊に 

深く  ずる 所で ある。 

兄の よく 知り 給 ふ 如く 僕 は 神 を 知れり と稱 する 者の 中 最も 缺 11 多く 且つ 弱き者な り。 され ど 萬 一 兄に して 僕が 有する (若 

し 有すと せば) 「暖 さ」 を 要し 給 ふなら ば、 而 して 兄が 是れ によりて 幾分な りと も 兄の 「冷た さ」 を醫し 得るならば 欲する 
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如く 僕 を用ゐ 給へ。 され ど 僕 は 兄が 眞に僕 を 知らないの を 恐れる。 僕 は 思 ふに 兄が 僕に 待つ より は I 層 下劣な 性で ある。 

〈f 中に して 兄 を 失望させる 事 は 僕の 到底 堪へ 得ぬ 處 であるから 是れ は豫め 充分 兄の 熟慮 を 仰ぐ。 

兄が 僕の 如き ものに 兄の 苦衷 を 打明け 下されし は 僕實に 神の 前に 感謝に 堪 へぬ。 

僕の 机の 上に 菊の 一枝が 生けて ある。 此 可愛 ゆい 慕し い 花が 一輪で も此 世の中に 殘る 間、 僕 は 失望し まいと 思 ふ。 是 I.- 

にはド ー しても 何物 か 父 何物 か を 愛する 深涛 なる 意味が あると より 思 はれぬ からで ある。 

思 ふ 丈け のこと を 書きたい が 充分に 書け ない。 此 平凡 極る 手紙が 兄の 掌に 落ちても 兄の 思想 は 何等の 影響 を 受けぬ かも 

知れない が、 然し 是れも 靈魂を 有する 罪の 子が 出來 得る 丈け の 能力と 同情と を 披瀝した ものと 思って 再 讀を煩 はすこと が 

出来れば 何より 滿足 である"  . 

「惡に 勝る  >1 勿れ、 善 を 以て 惡に 勝つ 可し」 

「冷に 勝る に 勿れ、 暖を 以て 冷に 勝つ 可し」 

昨日 今 曰の 札 幌の秋 景色 眼に 浮ぷ漾 だ。 どうか 此 自然の 大 病院 中に 充分 攝 養して 兄の 健康 を 一日 も 早く 恢復し 給へ， 縦 

令兄の 不健康 は 原因に あらず して 結果な りと する も 不健康の 結果 は 決して 美しき 原因に 立歸る ことが 出来ない と ふ。 

僕に 一 層の 信仰が あったらと つくぐ 思 ふ。 義人の 祈が 出来たら とつく ぐ S ふ。 


末 光績氏 宛 11 十二月 十六 曰 夜更於 東京 〔八〕 

我が 肉の 兄弟に まさる 愛の 友よ。 

君が 手紙に 現 はされ たる 美しき 情 は 余 を 泣かしむ。 君 は 實に美 はしき もの \ 中の 美 はしき ものな り。 

君よ 君の 價値 なき 友 は 去月 參日を 以て 兵營を 出で 今 は 家居の 生活 を经 りつ あり。 彼 は 在營の 日常に 自由 を翹 望せ り 1 

「我 若 自由 iV 得ば 大 飛躍 を爲 さん」 と。 而 して 自由 は 彼に 歸れ り、 而 かも 彼 は 依然と し C 兄の 價値 なき 友な り。 

兄が 今夏 故郷より 歸 北の 節 東京に 於て 相 見て 相 語り 相 祈らん こと は 彼が 渴す るが 如き 希望な りき。 而 して 彼 は 之 を果す 

能 はず。 彼 は 永く 期待せ る處の { み； に 歸 せる を 思 ひて 痛き 失望 を 感ぜざる 能 は ざり き。 

兄よ 筆と 紙 は 互に 熱した る 心 を 結び付 けんに は餘 りに 無力な り。 兄の. 形 を 見 兄の 手 を 取らん こと は 彼が 兵營の 寒さに 於 

ちた か 

ける 唯 I の 媛み なりし もの を。 

され ど 總ては 主の 御手に あり、 相 見る 能 はずして 相思 愈 i 激 せる 時 如何に 强き祈 を 主 は 敎へ給 ふぞ。 

兄が 家鄕の 消息 卒讀に 不堪、 兄が 是に對 して 發 せる 火の 如ぎ 發憤は 是實に 兄が 人類に 注ぐべき 發憤 なり。 兄よ 着 實に近 

きょり 始めよ、 人類の 救濟は 就らん。 生 も 亦 思へば 我が家 庭に 對 して は 悲觀の 子な り、 自ら 確信の 足らざる を 恥ぢ實 行の 

擧ら ざる を恥ぢ 神に 據 るの 足らざる を恥ぢ しこと 幾度 ぞ。 我等 は 到底 今日の 家庭と 相納れ ざるな り。 唯々 眞の 同情 基督の 

如き 愛が 此難戰 に 打 勝つ 可き なり。 我等 をして 尙 一層 眞 面目なら しめよ、 尙 祈を續 けしめ よ。 

兄の 旗色 を 鮮明と なせよ。 農學 校の 將來に 憂 ふ 可き もの 尠 なから ざらん。 兄 等 數人實 に 彼等の 中に 於け る 光な り鹽 なり 

爾り 代表者な り。  . 
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今の 中な り、 兄 願く は 充分 世に出で て戰に 望む の 素地 を 造れ。 

^の 誘惑の 中最 恐るべき もの は 人情な り覊雜 なり、 「然々 否々」 是 我等が 取らざる 可らざる ものにして 而 かも 取る に 困難 

なる ものな り。 

假面を 被れる 惡魔 嗚呼 我 は 其 前に 戰慄せ ん とす。 

兄 日曜 舉 校の 天使 等 は 恙なき や。 彼等に 好意 を傳へ 給へ。 タリ ス マ ス 近づきぬ" 

兄の 居所 好適の 地 ありし や、 選擇を 充分に して 身體に 害を釀 すが 如き 位置に 居る 勿れ。 

兄の 書よ 蜀讀 みて 獨 藏す るに 堪 へず 兄の 許 を 乞 ふの 暇な くして それ を 森 本 兄に 经れ り。 兄 願く は 許せ。 彼 は 我が 半身な 

り。 余の 知れる 所 は 彼 亦 知らざる 可らず、 余の 歡喜は 彼と 共に 分たざる 可らず。 彼が 兄の 書に よりて 如何に 懼 喜の 情に 溢 

れ しか は 余洵に 想像に 餘 あるな り。 

兄 願く は哀 みの 中に 喜べ。 主 も 亦 「哀しみの 人」 なりき。 是 我等に 何等の 慰藉 ぞ や。 哀しみの 人 哀しみの 人我 等此. 中に 

無限の 慈淚 ありて 我等の 罪 を 洗 ふを覺 ゆ。 我等 弱し、 され ど 地の 總 てより は强 し。 

兄 主に ありて I 體 たる 者よ、 生の 爲 めに 祈る こと を 願く は續 けよ" 同情の 祈な くして は 生の 返 歩 は展々 たり。 生の 足ら 

ざる 卑しき 祈 亦 兄の 上に あらん" 

寺 漸く 窓し。 あまり 强 しと は 云 ふ 可らざる 兄の 健康に 注意せ よ。 

生 は 早く 兄に 筆 取らん とせり。 然れ ども 此頃生 は 憐れなる 程 筆す \ まずな りぬ。 前後 意味な き 長文 兄 を 倦ます のみなる 

可し、 而 かも 比 中に 兄 生が 限りなき 愛着の 情 を 見得る や。  - 
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君が 誠意に 滿ち たる 注意と 感慨と を 生 は 感謝 を 以て 意味 深く 復誦し ぬ 。か.^ る 事 を 君 等より 聞かん は 生が 唯一 の樂 なり 0 

誠に 洵に總 て は 君の 云 ふ 所の 如し。 生 は 君の 書きし 所を讀 みて 針鈷を 身に つくる が 如く 覺 えし 事 甚だ 多し。 

され ど 君は尙 多く 坐を憐 まざる 可から ず。 君が 云 ふ 所の 如く 生 は 川 氏傳に 生の 立脚地 を 示した る を 忘れず。 され ども 生 

は 果して 川 氏と 同 一 の 立脚地に 立ち 得し や。 生は尙 多くの 點に 於て 孃 疑の 子 實行 足らざる 子な り。 君は此 點 に 於て 生を憐 

まざる 可から ず。 

され ど 君は尙 多く 生 を 解せ ざる IS からず。 君よ 今の所 謂 宗敎を 見よ、 そ は 宗教に あらず して 道德敎 なり。 人情の 自然 を 

顧みず して 形式の 不自然 を 偏 軍す。 こ は 生が 求む る 宗教と 何の 關り もな きものな り。 

彼等 は 弱者に 同情す と 云 ふけれ ど 彼等 は 今の 時に 於て 眞の 弱者に 同情す る 事な し。 意志の 弱き もの を 2^ よ、 彼 は 確に 基 

督 信徒の 同情の 中には あらず。 生 は 是を大 なる 恥辱な りと す。 生の 「草い きれ」 一 篇稍此 悲痛 を 寓し得 ざり しゃ。 君よ 彼 

は 生が 胎 より 出で たる 鬼子に は あらざる なり。 

君よ 祈禱は 如何なる 形 體をも 取り得る ものなら ざる か。 君 は 此點に 於て 生 を 解せ ざる 巧らず。 

生の 宗教 的經驗 は眞に 生の 勉めて 語らん と 欲する 所な り I！ 嗚呼 君よ 生の 倨傲 を 許せ。 爾り 生の 所謂 經驗 なる もの は 無 

に 等し。 され ど 生 は 基督 を 思 起す 時此 熱望 —— 寧ろ 野望 —に 驅られ ざる を 得^^ 而 して 此機會 に 臨む 毎に 生の 感ずる 

最大の 障碍 は 生が 嘗て 爲 したる 經 驗の尠 なきに あらず、 生が 有する 信仰の 足らざる にも あらず、 生の 抱け る 教理の 不完全 

なる 故に も あらず、 生の 有する 智識の 淺 薄なる 故に も あらず、 唯 生の 今の 蠢々 乎た る 境遇の 故な り。 君 は 生の 爲 めに 生の 
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^^めの爲めに日々祈禱を與へ給ふなる可し。 生 は 同情 ある もの \ 祈禱 によりて 他日 必ず 大瞻に 生の 所信 を宣傳 し 得る の 時 

あるべき を 信じて 疑 はず d 縱 令ば 此 地上 一 人の 同情の 祈な くと も 生 は爾く あるべし 爾く あらざる 可らず。 君よ 生の 信仰 あ 

らば 誠に 此の 如きの み" 君 は 生 を 解して 而 して 憐 まざる 可らず。 

君の 宗教に 就て 云 ふ 所 一 に 生が 衷心の 同情 を 引く T 世に 討究の 精神な き 生涯 あらば そ は 生く るに 價値 なき 生涯な り」 と 

は プラト， 'が 不磨 言な りと ぞ。 生 は 是れを 以て 君に 臨む の 寛大 心 ありと 信ず。 され ど 生 をして 尙 多く を 望ましめば 「信じ 

て 疑よ. ざる 生涯」 なり。 生 は 君が 總 ての 彷徨の 旅より 歸 りて 此樂 園に 入り 給 ふ 時 を 指折り 數 へて 待つ 可し り 

^ を 言ず る 者^ 獨 - 】■ し て 足れり。 され ど 友 あらん は 如何によ きこと そや。 

生尙 多く を 語らん とす、 され ど 此厚暑 は 生の 寢言 をして 愈 i 寐言 たらしむ 可し。 

若し 許されな ば 他日 を 期して 相 語らん" 

隆、 行、 源 太 健全な り や。 彼等に 好意 を與へ 給へ。 此方 皆元氣 なり。 

讀 了の 後 火中 を 乞 ふ 

末 光績氏 宛 I 八月 二十 二日 〔一 0〕 

兄の 温 書に 接して は 生 は 繰返して 幾度 か 其 溫さを 味 ひぬ.、 兄の 云 ふ 所の 總ては 生 を 泣かしむ、 同情 を 以て 感激 を 以て 而 

して 發憤を 以て。 

兄の 生に 對 する 第一 の 要求に 生の 答へ 得る や 否や は 疑問な り。 兄よ 戀人 の 歡點を 看取す る こと 能 はざる なり" 若し 强て 

生 をして IF よし めんか 兄が 一 層 强 くな らんこと 是れ なり。 ， 今の 基督 信徒 は 自らの 弱 からん こと を危 み、 强て 自ら 强 からん 

こと を 希 ふに 似たり。 是れ 彼等に 眞 正なる 基餐の カ來ら ざる 所以なら ず や。 世の 眞 面目なろ 觀察家 は 云 ふ 「基督 敎 徒は强 

し」 と、 |e して 基督 信徒 は al ら 衷心の 狀態を 省て 曰 ふ 「基督 信徒 は 弱し」 と。 是れ世に最大なる にして 2;^ 彘き 1 ビ" 


I なり。 然るに 今の所 謂 信 従 は 强て此 調和すべからざる 矛盾 を 調和 せんとす。 彼等 は眞 面目なる 者 熱心なる もの 品行 

方正なる もの を 捕へ 之れ に說 くに 信仰の 道に 入るべき を 以てし、 放逸なる もの 冷淡なる もの 操行 修まらざる もの を 放ち、 

是れを 罵る に 彼等 は 到底 基督の 道に 入り 得ざる 呪 はれた る ものと なすな り。 是れ 何に よる ぞ。 彼等が 自らの 弱き を 忘， -强 

て 自ら 强 からん とする に 依る のみ。 基督教の 誤解 せらる、 こと 此に 至りて 基督 敎 には^ 命な きに 至ろ なり。 生 は 文 

て 曰 はんとす、 兄 自らの 弱き を？ i む 勿れ、 「若し 强て 誇らん とせば 其 弱き を 誇」 る 可し。 兄よ 少く とも 生の 經路 はかくな り 

き。 坐が 短き 過去 を 顧る 時 生の 長所 生の 强き所 (若し ありと せば) 生に 何物 を も與へ ざり き。 生 は 屢々， © を S: ちて 歎じ ュ 

「如何 なれば 余 はかく 弱き や、 着々 實 行を擧 げんと する の 意志 力なく、 他人の 頑陋を 破る に 足るべき 智力な く、 感 f よ 『1 

女 千の 如く 劣情の 爲 めに 其 根柢より 振 ひ 動かさる \ なり。 此の 如き 砂上に 信仰の 堅き 摟閣は 立つ こと 能 はざる なり」 と。 

而 かも 兄よ 生に して 今 芥子 粒 程の 信仰なる もの ありと すれば そ は 全く 生の 自ら 弱し とせる もの. - 上に 立てられ たる なり 

き。 生の 信仰 は 唯 感激の 上に のみ 立てり。 生の 總ては 弱し。 され ども 基督の 爲し給 ひし 所 は 生の 弱き よりも 弱 かりき 0 生 

は 嘗て 東京 市 を 見て 憮然たり しこと すら あらず。 され ど 主 は rv! ル サレ. ム」 を 見て 淚を 流し 絵 ひつ.^ 「牝 鶴の 雛 を 其 翼 こ 

集む る 如く …… 」 と 云 ひたりき。 生 は 嘗て 神 余 を 護れ りと； K ひて 安 じたり き。 され ど 主 は 血の 淚と 汗と を 流しつ、 「主よ 

何 ぞ我を 捨て 給 ふや」 と 叫び 給 ひき。 生 は 傲然と して 人の 罪な 定めて 憚から ざり き。 され ど 主 は 奸踪を 犯せる 娼婦に 向 ひ 

「我 も 亦 汝の罪 を 定めず」 と 云 ひ 給 ひき。 兄よ かく 思ひ來 りて 一片の 淚な きを？ る や。 何の 涙ぞ。 何の tsj; とも 知る ベから 

ざれ ビも唯 腸 を 抉らる、 如き 心地す るな り。 生 は 假に是 を 感激の 淚と云 はん。 主 は 世に 最も 弱き 人な りき。 其 小なる 弟子 

たる を 希 ふ 者焉ぞ 己の 强 きに 居る ベ けんや。 兄よ 安 じて 弱き に 歩め 强き者 をして 强 からしめ よ。 我等 は此 世の 弱き者 を 代 

表し 得ん こと を 祈るべき なり。 眞に 弱き者の み此 世と 來 世と を 通じて 强し。 我等 は 生きて 死す る ものに あらず。 死して 生 

くる ものな り。 生 は 兄の 家事の 煩累 を 聞き 眞に 同情の 念に 不堪、 是れ實 に 晴く見 ゆる 恩惠 なり。 兄が 云 ふ 所の 如く 人に 信 

仰を與 へずして 是れに 理想 を逼 るは殘 酷なる 事な り。 生 は 兄の 堅き 信念よ く 彼等 を 導きて 基督の 道に 歸 らし めんこと を 祈 
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りて 止まず。 兄よ、 憐め。 生玆に 基督の 道に 依らん としてより 旣に 四年而 かも 未だに 生が 家 入の 間に 一 點 の 靈人を も 投じ 

得ざる なり。 され ども 生 は 失望せ じ。 生 は 倦く ことなく 實 行の 傳 道を續 けんとす。 生 は 今生の 信仰の 許す 限り 彼等 老いた 

る もの k 意志に 從 はんこと を勉 む。 され ど 若し 生此 家の 主權を 握るべき 運命に 立た ば 生 は 大膽に 生の 所信の 如く 行 はんこ 

と を 切に/ \ 祈りつ、 あり。 生 は 切に 兄に 望む、 兄 も 亦 一家の 事に 係る 位置に 達せば 憚る 所な く 其 所信 を斷 行せ よ。 是れ 

我等 過： 俊 期に ある もの 、家庭に 處 する 最 よき 道な りと 思 ふなり。 兄が 经り給 ひし 堇の花 は 涙な しに は 手に する こと 能 は ざ 

りき。 誠に 自然の 裝ひは 美しき かな。 我等 をして 自然の 兒 たらしめ よ〕 人の 褒^に か X はりな きこと 自然の 如くに して 我 

等 は 始めて 人たり 得べ し。  - 

生 今 此地を 去りて 北米に 赴く に 臨み 生は更 めて 兄が 生に 賜 ひし 尊き 同情と 親交と を 感謝す" 實に 我等 をして 永く 爾り永 

遠に 基督の 前に 手 を 握らしめ よ。 基督の 僕た らん もの 絕對 なり。 孤 獨 の 地に 置かる \ とも尙 感謝の 笑の なから ざらん や。 

され ど 神に よりて 結ばれた る 友 あら ん こと は 如何 によき ことなる ベ きぞ。 

發 足に は 三 曰を餘 さどる に 至りぬ" 故國を 去ろ に 臨み 我が 國 土と 民衆と を 見る に 嘗て 經驗せ ざり し 親愛の 情 を 喚起せ ず 

んば あらず。 我等 若し 此國と 人と に盡す こと を 得ず んば災 なる かな。 兄が 家庭の 苦しき 而 して 樂 しき 消光 も 纏て 終らん と 

すらん。 再 札 幌の靈 鄕に笈 を 負 はれん 時 全能の 攝望及 祝福 兄の 上に 裕 かならん こと を 祈る。 兄よ 兄 も 亦 生の 弱き 信仰、 主 

によりて 勵 まされ 其 卑しき！ 人の 僕と して 翁き 血と 淚とを 知り 得ん 爲 めに 祈 を 賜へ。 

若し 許されな ば 海 を 隔て  >- 信 を通ぜ しめよ。 

瀨川 末女の 件 生 今 何を爲 すべき か を 不知。 然れ ども 彼女の 希望 は 看護婦た らんと する にあり。 兄 願く は 彼女の 方向 を 導 

き 彼女に { 几 しきに 適した る suggestion を 與へ給 はんこと を 願 ふ。 

兄が 健康 を 慮れよ、 異鄕に 袖 を 分つ 殊に 患と ずる 所の もの 是れ のみ。 サ ラバ サ ラバ。 

八月 二十 二  RI 夜 こ ほろ ぎの 聲 漸く 聞え て 雨後の 氣 水の 如し。 嗚呼 秋 至れり。 


家 族 宛 11 九月 五 tn 於 伊豫 丸 〔二〕 

本船 は 今一 時間 十三 ノットの 速力 を 以て、 シャトルより 約 七 百哩の 海上 を 航走 致 居候。 雲 は 半天 を 染め 居候 ものから、 

華やかなる 秋の 日 輕く海 波と 戲れて 快き 搖籃の 中に 身 は 宛ら 大 江の 間 を 行く の 思 ひに 御座 候、 此時此 處 に 一 管の ぺ ンに托 

して 小生の 健在 を嚴 慈の 膝下、 並に 愛 弟 等に 御 報知 申 ヒ候は 小生の 最も 光榮 として 歡喜 とする 所に 御座 候- 

「遠く 遊ばず」 て ふ 古語に 漏れ 易き 身の 弱年の 時より 屢 i 家々 離れて 孤 遊の 阿 蒙と なり、 皆々 樣の御 配慮 を 煩 はし 候 事、 

勿體 なき 次第と 決して 愚かに は存居 申さず 候 得 共、 是れ 自己の 利益 を 計らん とする 爲 めにあらず、 及ばず ながら 同胞の 爲 

めに 何物 を か貢獻 せんとす る衷 志、 御高 察な し 被 下 何卒 御 許容 成 被 下 候 樣奉願 候。 此 度の 遠 遊に 就いても 小生の 爲 めに 此 

偉大なる 機 會を與 へ 給 ひし 御高 恩 決して 忘却 致 間 敷、 殊に 出發の 際に 於て 賜 ひし 種々 なる 尊 情 は 感謝の 辭を 知らず 候、 只 

愚駄に 鞭ち て 希く ば 恩 遇の 萬 一 に 負か ざらん こと を 期し 可 申 候" 

彼 日 云 ふ 可から ざる 爽快の 意氣を 以て 橫濱 頭 を 解纜 致 候て より 船 は 埠頭 を 離る. t 少 程の 所に 止り、 此に 三等 船客の 撿 

疫有 之曰沒 せんとす る 頃に 觀昔、 富 津の岬 を 後に し 夜に 入りて 安房 半島 を； りて 驀 直に 北行して、 一 一十 六日に は 早 白砂 も 

靑山も 見えぬ 渺茫 たる 大海原に 進み 入り 申 候、 事務長に 父上 機の 御 書面 を 示し 申 候處、 色々 心配 致し 吳れ大 に 好都合 を感 

じ 申 候， 御見经 り 被 下 候 方に は御覽 なされし 如く 小 子の 室 は 右舷 最 端の もの に 有 之、 船窓 二つ 有 之 候て 廊下の 通行人 少な 

く 機 關の音 響 も 船 體の動 搖も餘 り 感ぜぬ 所に て 至極 好都合に 有 之、 殊に 同室 者 は 新 潟 日報の 主筆なる 猪 股と 云 ふ 人に て、 

年 三十 六 新聞記者に は 似合 はぬ 無邪氣 なる 好意 ある 人に て、 今に 至る まで 互に 助け合 ひて 犬に 便宜 を 得 申 候。 此外 船中に 

て 殊に 知人と なりし 人々 に は 中等 客の 中に 久滿 (スタン フォ ー ド大學 卒業生 東京に て 一 面識 ありし 人) 氏 及 其の 夫人 あり、 

三等 船 .M: 中には 森 本、 柏 井園 (明治 學院敎 師學者 的 頭腦と 態度と を 示し 最も 誇る 可き 人) 及 他の 二 牧師 あり、 何れも 親切 

なる 好意 を 傾けて 吳れ申 候。 上等 船客に は 西洋人 多く 日. k 人 も 四 五 人 は 居候 得 共、 トラ ムプ と棋の 上手な 人々 の樣 見受け 
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申 候、 此外百 人足らず の 支那 人 香港より 薬 込み 來候レ 

却說 二十 六日 朝、 始めて 陸 を 見ざる 大海の 日の出に 接し、 莊嚴 雄大の 光景に 暫く は 目 も 眩む を 覺ぇ申 候。 人々 未だ 船 こ 

なじま ざれば 何となく 手 持 無沙汰に て 定まる 仕箏も 手に つかず、 退屈の あまり 我等の 仲間 (前 申 上 候 人々) の 間に 投票 始 

まり 候、 其 結果 を 御 笑 草と 致 候 得 者、 小 子に 對 する 投票の 結果 は 

(一) 好める 食物 11. 鮭の 腹子、 ォ„ 'トミ ー ル、 林檎、 味 |« 汁、 澤庵 (此中 最多 數は 鮭の 腹子) 

(二) 愛 讀の霤 11 船中 食堂 案内 (是れ に は 註が 必要に 御座 候、 二十 五 H の 夕食 事の 際 小 子 は 一等 室の 食堂に 行く 可き 

や、 二等 室の 食堂に 行く 可き か を 知らず、 猪 股 氏と 二人に て少々 マ ゴ ツキ 候が 惡 口なる 彼等の 目に止まり しにて！ リ 

ェ マル i ノン 全集、 名家 文集、 米國 失敗 豫防 策、 田園詩人 バ -ンス (最多 數 船中 食堂 案内) 

(三) 最近 抱懷 せる 思想 —— 一 二等 食堂 合併 策、 食堂の ありか、 上陸 後に 對 する 諸種の 豫想、 余 は米國 より 歸 りて 何 を 

なす 可き か (最多 數、 一 二等 食堂 合併 策) 

人の 直 覺とは 驚く 可く 鋭敏なる ものなる 事 を 知り 申 候、 此 日又ィ ルカの 波間に 浮沈して 船 を 追 ひ 來るを 見、 夜に 入りて 

は 日本 入と 支那 入との 綱 引 を 見 申 候。 急に 爭 へば 日 太 人 必勝ち、 漸く 烈しき に 至れば 日本 入必 敗れ 申 候、 些細の 事に も國 

民の 資性 は 示され 申 候。 (以上 九日 書) 

是れ より 以下 は シャトルの 旅館 に て認 むる ものに 御，： 候 - 

二十 七日 半晴風 あり。 讀 書の 後 三等 室に 到りて 支那 人 (麗 南と 稱す、 美しき 名に 候 はず や) と 筆談 致 候、 其斷片 

問 汝 何處來 往何處 

答 自 香港 來往 唆喇域 

問 汝家有 父母 乎 信 何敎乎  . 

答 有 三 母 在. 5^  , . 


問 三 母 何意予 不能 解  . 

答 一大 母 兩小母 卽妾氏 也 

問 家 三 母 得 無 不和 乎 

答 亦 相 和 

問 君 解 英語 乎 

答 不能 解 

問 君 適 富 春秋 前途 多望 請旃厚  . 

答 志 小無甚 所望 

問 君甚 淡白 君最 所望 何 乎 

答 所望 者 亦 求 財 囘家也 

鎗色々 有 之 候 得 共、 要するに 凡てが 甚 消極的に 御座 候、 一般に 東洋人. の 通弊 は此 にあり と 思 ひ、 自ら 顧みて 恥 づる所 多 

く 御座 候〕 

二十 八日 曇天、 東北 風 烈しく 時に 雨 を さへ 下し 申 候〕 此日 始めて 船 暈 を 感じ 終日 床に 打 伏 申 候。 壬 生 君の、 逡られ し 「一 

葉 舟」 を讀み 「松 島 だより」 に 「^^ の 花 さきこぼれて 秋の色 を 示す が 中に も」 云々 と 云 ふに 至り、 故國 の秋景 目の あたり 

に 見ら る. -樣 なる 心地 致 候。 昨 曰 今日、 日本 内地 も 夏 漸く 老いて 初秋の 姿 潔き 事と 察 上げ 候。 

二十 九日 曇天な りし かど も、 時には 秋の RI さして 波濤に 明晴の 紋を畫 き、 時には 小雨 潜々 として 晚 夏の 北海 を 懐 起せ 

しめ、 夕刻に 至りて は 天の一角に 虹 美しく か、 りて 忽ち 消え、 日の 絞なる が 薄く ほのに ほひて 雲に 隱れゅ 候。 此 あたり 海 

上に は 浮 藻の 一 を も 見る こと 能 はず、 前 目 一 碧と 申すべき 有樣に 御座 候 中に、 11 天 翁と 云 ふ 海鳥の み 我物顔に 此 寂寞 鄕を 

橫行致 居候" 船の 食事 を捨 つる を 拾 はんため に 隨ひ來 る もの >t 由に 候が、 翅の强 きに は 驚き入り 申 候" 此日 同室の 猪 股 及 
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他の 一 人と 稍 三時 間に 亙る 議論 を 致^。 -隨 分 興味深き ものに 御座 候 ひし も 永く 相 成 候 間 止め 申 候。 

三十日 冷氣 非常に 加 はり 申 候て、 白氣の 鼻口より 出づ るを覺 ゆる 迄に 至り 申 候" 今日は 日曜日、 我等 基督 信者 は 互に 

集まりて 靜 かなる、 眞 面目なる 時間 を感 話に 過し 申 候。 之れ 幸福なる ことに 御座 候。 

三十 一日 此日 八月 は 終 はるに て 候。 霧 四方に 罩 めて 數 間の 彼方 は 白茫々 たり。 

種々 なる 用に 取 籠め られ 手紙 を 充分に 書く 暇 も 無 之、 遂に シャトル 出發の 時と 相 成 申 候。 其 後の 事 申 上 候 得ば、 九月に 

一日 を 二度 致し 候。 八日 午後 當地 着、 其 後 三日 種々 の 事 を 調べる 爲 めに、 又 市中 見物の 爲め 三日 を 費し、 本朝 八時卅 分の 

汽車 (大 北鐵 道) にて 東部に 向け 出發 致す こと &相 成り 申 候。 亂筆亂 文 平に 御招捨 下され 度、 委敷事 は費府 着の 上申 上ぐ 

可く 候。 

時下 折角 御い とひの 程 祈 上げ 候 草々 (九月 十 一 日) 

家 族 宛 11 九月 十五 曰 午後 一時 半 於 シカゴ 二  5 

至極 健全 昨夜 當 地に 着し-親友 森廣 君の 下宿せ る 家に 投宿 仕 候" 十一 日朝 シャトル を發 してより カスケ.' ド山を 越え 

十二 日ロ ヴキ ー 山に か. t り 候處、 飛 雪紛々 として 來り 高山の 頂上 壯快を 極め 申 候" サム ミットと 申 候 停車場に て雜 客の 多く 

は 下車し、 日米 兩 軍の 雪 合 戰致申 候。 是れ より 以東 は 満目の 荒原 徐ろに 行人 をして ョ ル ダン 河畔 を 想起せ しめ 申 候。 かくて 

一 望漠々 たる 荒原 を橫 切る うち 光景 漸次 多樣 となり 來り、 赤き 家屋の 原頭 林間に 見 ゆる 樣 到る 處畫 となる 可き もの 御座 候。 

十三 日 有名なる ミ ス シプビ ー 河 を經て 十四日 拂 ir セント .ボ ，ル に 蕾し 朝食 を 終つ て 又 直ちに 汽車に 乘り、 其 夜 十 一 時 頃 

シカゴの グレ. 'ト. セント ラル 停車場に 着し、 此 に 森 君 に 迎 へ られ申 候。 

異郷 同 語の 入 を 得る さへ 喜し きに、 知己の 人に 遇 ひ 申 候 事に 御座 候 得 者 無限の 愉快 を 感じて、 其 夜 は實に 快く 安眠 致 候。 


(此日 は 長き 旅行の 疲勞餘 程 出 申 候て 寐に 人り し は 一 時半〕 

今朝 は 八 時 迄寐坊 をな し、 九 時 頃 森 君と 共に 朝食 を 食 ひに 至り f、 森 本 三人に て 唯今 森 君の 事務所の ある に來 居り. i. 

候。 是れ より 彼の 親切に より 市内 見物に 出掛け 可 申 候。 凡て は 後便 を 以て 可 申 上 候 得 共、 一寸 御 報知 申 上 度 皆々 樣の御 健 

康祈上 候。 草 々0 

家 族 宛 —— 九月 二十 七 曰 午後 十 時 〔ニニ〕 

シカゴ 府 より 略書 差 上 置き 候 後 は打絕 えて 御無沙汰 申 上 候 段平に 御 海 恕被下 度 願 上 候" 

尊 地 は 例年に まれな りし 暑さ も旣に 九月の 下旬と 相 成 候て は 漸く 冷 氣に相 成 候 半、 最早 櫻の 黄葉 も數 少なに 相 成 申 候 事 

と奉存 候。 其 後 皆々 樣御揃 ひ 御 健勝に 被 爲人候 や、 父上 樣には 不相變 の 御 多忙に 候 半、 曾 我氏歸 京の 後 は 多少の 御 安息 を 得 

給 ひ 候 や、 母上 樣の御 病氣も 追々 好 時期に 相 向 申 候 ま. -順當 の御經 過に 被 爲入候 半と 察 上 候。 壬 生 馬 君に も 例の 如く 瘦せ 

たま X にて 强健 なり や、 實に此 度 シカゴに て 鹽屋と 云 ふ 人に 面 會致候 處、. 同氏 は 嘗て 純粹の 肺病に 罹り、 北 里 氏の 注射 を：！ 

起して 試む る 氣に相 成り 二三 ヶ月の 間に 藥量を 漸次 多量と なして 注射せ しに 其 効能 著しく 顯 はれ 来り、 今にて は全洽 する 

に 至れり と 申 候。 聞く 處 によれば 此 注射 は 單に 肺病 患者の みならず 通常の 人 にても 其豫 防の 爲 めに 行 ひて 効力 ある 上體質 

を變 じ、 .E^ 膚は黑 くな り 肉 も 加 はるとの ことに 御座 候。 何事 もた めしに 御座 候が 高木 氏に でも 相談の 上 試みられて は 如何 

や。 出發の 際 混 維に 取 紛れ 彼の 海岸の 繪を持 參致候 事 を 全く 失念 致 候。 何 か 其 後 傑作 に て も 出 來候節 は 好 便に まかせ 御、 途 

附願上 候。 日米 間 は 不便な 事に は 小包 郵便 無 御座 候。 隆！ n 君 は 旣に薩 摩に 向 はれ 候 事と 存候 兎角 勝れず 勝ちな りし 健康 は. 

囘復 され 候 や、 犬なる 不平 は 其 人 を大に すれ ども 小なる 不平 は 益 其 人 を 小に すると 存申 候〕 君が 敢て 小なる 不平に 執着す 

ると に は あらね ども、 若し 此の 如き 心が 起って は 大變故 申 上 候。 與 へたる 好意が 酬いら る.. - ものと 思 ふ は 抑 も 謬な り。 生 

は 基督の 生涯 を 見て 好意て ふ もの 如何なる ものなる か を 知 申 候。 基督の 與 へたる 好意に して 正 當に酬 いられた る ものと 

1 九 0 三年  二 五 


有鳥武 郎仝藥 第八卷  二 六 

て は 一 つもな し、 甚だしき 極點は 世俗が 彼の 與 へたる 好意 を 十字架 もて 迎 へたり、 かくて 是れが 世に 最も 大 なりし もの、 

行爲 なる を 思へば、 君よ 我等 は 他人より 一 つ の 好意 を受 くる ことなき も 感謝して 好意 を 人に 分つ の 生活が 出來 ると 存申 候。 

好意な き 世の中な りと 失望 さる. 1 事な く、 好意な き 世の中 なれば 己れ 先づ 好意の 人となりて 此 世の中 を 光明 界 となさん と、 

其 處はー っ樂犬 的に 行かれん こと を 望み 申候リ 英 夫君 は 其 後 如何 や 大分 有望に 見えし 身長 は 益々 延びつ >t あり 候 や。 米國 

に來 ると 身長の 偶き が 何より 殘 念に 御座 候。 何時も boy.  boy. とて 子供 扱に され 申 候、 然し 君の 身長より 大切なる は 君の 

年齢に 御座 候。 君 は實に 幸なる ことに は 生か 嘗 つて 經 たりし 如き ナ マ クラ 生沾 をな さ^るに あり 候 得者此 後と も 意志 を强 

くし、 專心學 業 を いそしま れん 事 を 望み 申 候" ハイカラ 宗の 如き は、 米國 にも 流行 不致 候。 行さん は イカ，、， 座 候. 0、。 毎 

日 壬 生さん に を そ はって ゐま すか、 ひんの よい 子供に なれます か、 よく あそび、 よく べんきょうす るので すよ。 すべて 男 

は 男らしく あらねば いけませんよ。 

生 儀 シカゴに 滯在致 候 間 は 一 方なら ざる 森の 厚意 を 受け、 毎日 市中 を！！： ル 物し 夜 は 種々 なる 懇談に 二 時 過ぎまで は 何時も 

寐に 就き 不申、 隨へ 疲勞仕 候。 此所は 唯今 人口  二百 五十 萬 御座 候べ し.. 製造業の 最も 盛なる 處 にて 近く 三十 年 以来の 進歩 

は 驚く 可き もの \ 由に 御座 候" 森に 導かれて マ！シャル.フ.^1ルド と 申 候 小 賢 if5 に參申 候、 シ 力 ゴ にも 珍しき 大 建築に て 

此 建物の 中に 使へ る 番頭より 小僧に 至る まで を數 ふれば 七 千 人 居る と 云 ふに て 略 想像が 出来 申 候" 圖書 館の 如き も 立派な 

ものに て 凡て 美しき モザィ ぶの 眼 も 眩ず る 計りに 御座 候" 美術館に も 早速 參申 候、 製作 物 は 殆んど 凡て 舊 派に 屬し 居り 大 

して 大作と 思 ふ は 見 當らず 候 得 共、 參考 品の 彫像 並に 古畫の 模寫は うれしく 候 ひき、 バンダイク、 ダウ ヰ ンチ、 ル. 'ソ 

ミ レ，' 、バ I ン. ジョ ー ン ス 等の 模寫に 初めて 色彩の 巧妙 を 驚き 申 候、 壬 生 君 共々 あらば と：^ 想 頻りにて 候 ひき。 一 日 は 劇 

場 を 見舞 ひ 申 候、 題 は トルストイの Resurection にて 此頃 英國 にて 演ぜられ たる ものなる 可く 候、 Welsch と 云 ふ 女優が 

所謂 スタ， と 相 成 候て 一 座 をな せる ものに て、 抱！！：： 氏が 新 小 說に紹 かした る 所と 殆んど 間然す る 所 御座な く 候。 唯 生 は 嘗て 

此 * を讀 みたる ことがある 故に 興味 は 一 翳 深く 見物 致 候、 夫れ よりも 何よりも シカゴ 府 を 代表 致 居候 もの はュ -1 オン ，ス 


トゥク .ャー ド なるべく 候、 是れは 市の 西方に ある 一 大 屠殺場に 有 之、 米國 のみならず 歐洲の 肉の 需要 も 此處が 中心と なる 

もの に 御座 候。 周 圍四哩 なる ー區劃 は此大 屠殺場に して 場内に は此 場の 爲 めに 特に 銀行 あり、 鐵道 あり、 散 髮屋、 料 

理屋は 愚かな 事に 御座 候" 場に 入れば 犬なる 柵 ありて 其 中には 羊 何 頭と も數を 知らず、 押 合 ひへ し 合 ひ 致 居り 候が、 片端 

しょり 殺され 候 かと 思へば 哀れに 御座 候。 羊 を 殺す ところ は餘 りに 慘酷 (羊が あまり^ 順なる 故) なりと て 見物 はさせ ず 候。 

牛 厥の 屠殺場に 到れば 此には 立派なる 接待 室 あり 態々 會 社に 餹 はれ 居る 一 人の 少年の 案内 者 我等 を 導きて 豚 を 殺す 所に 至 

り 候が 幸 ひ 午前に 終りて 實狀を ざり し は 何よりの 仕 合せに 御座 候" 打ち もらされし 豚の ウメ キっ 、場 隅に かたまり 居候 

も 明日までの 命なる 可く 候" 夫れ <\ 分業 的に ハ ム 及べ，' コ ンの 製造 を 致 候が 行き 屈 きたる ものに 御 iit 候。 夫れ より 屠 牛 

場に 參り申 候。 唯 見る 満室 唯腥 血、 人は帽 より 靴に 至る まで 血 まみれと なりて 働き 居候、 機械 車輪の 音 轟々 として 耳 を 聾 

する 斗り なれば 生き 殘れる 牛 も 驚愕して 聲も得 立てず、 半 失神せ る 如く 眼うる みて 狹き栅 の 中に もがく 樣悲慘 とも 何ん と 

も 申 樣無之 候。 やがて 撲殺 者 來り數 頭 づ\ を 一 團 となして 狭き 栅內に 追 入れ、 押 合 ひて 身動き出来ざる 樣 なした る 後鐵槌 

を もて 前頭 をう ち 候に 傍に 友 牛の 尸 タ くと 斃 る.^ に 驚きて 悶 ゆる 牛の 命 も 亦 忽ち 電光 朝露と 消え失せ 申 候" 

かくて 數頭斃 し 畢れば 床 は 自然に 一 方 高と なりて、 死 牛 は 長さ 三十 間 幅 十 間 も あらんと 思 はる &大 解剖 場に 轉り 出づる 

にて 候。 兹に牛 は 脚 を 縛せられ て 高く 吊り上げられ 候？ sit 者、 例の 血に まみれた る 3f 所謂 牛刀 を 以て 喉 を 刺す に 血 は 瀧の 如 

く 流れて 床 を ひたし、 實に汗 を 流す 許りに 御 iii 候 U かくて 十數 頭の 牛の 血 は 常に 混々 として 紅 を 染め、 滿 場の 血 臭は實 見し 

たる 人に あら ざれば 例へ て 言 ふに 言葉な く、 ダンテ 地獄の 卷 にも 此血臭 は 描かれざる 可し と存申 候" かくて 見る 間に 牛 は 

頭部 を 切り取られ 脊髓 より 折半せられ 腸 をぬ き 出され 洗 はれて 淸淨 なる 肉の 一 片 となり 終る に 候。 日々 殺さる. -牛 三千 頭、 

豚 幾 萬 頭、 人 は 此慘事 をな して 初めて 其 生命 を繫ぎ 居る にて 候。 慘 酷なる 動物に て 候。 ト ル ス トイが 菜食主義 を 取る も實に 

道理に て 候。 然し 我等が 鷄 一 羽 を 殺す 以上 は 此の ス ト" ク-ャ た 卜の 攻擊は 出 來不申 候" 此 樣なャ リロが シカゴ 府の 特色に 

御座 候、 星 亭と申 候 人が 町に なったら こんな 町が 出 來可申 やと 存申 候" 是れ より 生 は、 フキ ラデル フ キヤに、 森 本 は、 バルチ 
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モアに 向 ふ 害に 御座 候處、 增田 君より 手紙 をよ こし 申 候 間 急に 紐 育 を 見舞 度 相 成り、 殊に 紐 育に は此後 何時 行かる \ とも 

判らず 候 間、 心 を 決して 二十日 夜 紐 育に 着し、 增田 君に 會返 し、 絕 えて 久しき 對面致 候" 樋 口と 申 候 日本人の 下宿屋に 至 

り 比 夜 は 殆んど 夜 を 徹して 語 申 候。 かくて 翌日 は 共に セ ント ラル 公園に 至り 露臺 により 秋日の 麗 かなる 光の 中に 再び 色々 

の 事共 語り 申 候。 此 公園に は 木鼠 非常に 多く 遊び 居候が 人 を 恐れず して 可憐 至極に 御座 候。 夫れ より 此 公園 內 にある 美術 

飽を見 申 候が、 シカゴ の 夫れ に 比して は遙 かに 上品に て 製品 も豐 富に 御座 候" 生が 嘗 つて 購 ひたる 小畫 r ジ ャヌダ ー ク幻を 

見る 阛」 の 如き は 鼓に 原 畫有之 候、 此日は 月曜日な りし 爲め 美術 學生澤 山 入り 來り 居りて 模寫致 居候。 矢張り 舊 派の 遣り 

口に 御座 候。 鬼に 角 製作 品に ゴマ カシ ものな く、 色彩 も形體 も忠實 なる は 感心に 御座 候、 二十 二日に は 他の 公園に 至り 有 

名なる 動物園 を 見 其 夜 は 又もや、 ミセス， フヰス ケと云 ふ 人の 劇 を兒申 候" 此 女優 は 極 品の よき 腹藝の 人の 由に て 外題 は 

「マ グ ダラの マリヤ」 に 御座 候 ひき" イス カリオ テのュ ダ及 マリヤ を 二 個の 中心として 凡ての 舞臺は 仕組まれ 基督 在世 時代 

の 時代劇に 御座 候〕 マリヤの 初めに 可憐に して 後に 高潔な りし 其 動作 もさる ことながら、 ュダの 煩悶に は ホト/ \ 感服の 

外 無 之 候。 委しく 申 上 候 得 者 永く 相 威り 候 間是れ にて 止め 申 候 得 共、 立派なる 高貴なる 娛樂を 有する 國民 は實に 羨む 可き 

ものに 御座 候。 此の 如き 劇 を 見て 害を受 くる もの は あらざる 可く、 殘る處 の 感化 は高尙 なる 趣味に 御座 候) 

二十 三日に は -1 ュ ー ジャ- 'ジ ー と 申 所に 田 島と 申 候 友を訪 ひて 閑談 半日、 此は紐 育 人の 别莊 ある 海岸 村に て 風光よ く、 

田 島 君 は 鼓の 或る 莊に 働き 居る にて 候." 裏庭の 林榴樹 下に^して 林檎 葡萄 を 飽くまで 食 ひ、 其 夕方 別 を 告げて 紐 育に 歸り 

申 院所新 袁戶氏 夫人 S 兄 上なる、 ジ ヨセフ • エルキントン 氏より 手紙 來り、 學校は 二十 二日より 初り しとの 事に (新 渡戶 

氏に て 聞け る 所では 十月 初旬より なりし に) 直ちに 結束して 翌日 卽ち 二十四日 夕、 費府に 蕾し ジ ヨセフ 氏に 迎 へられて 直 

ちに 小 賢 店に 至りて 衣服、 机、 其 他の 小間物 を 買 求め、 再び 汽車に 乘 りて 五 時 四十 分頃ハ ー バフォ ，ドに 着し 申 候" 豫 ねて 

報知 ありし かば 學生 三人 生を迎 へに 來り 居り. - 其 人々 に 導かれて 直ちに Ra^^kley  Hall なる 寄宿舎に 入り 申 候。 彼等 は 親 

切に も 余 を 功け て 夕食 を 終らし め、 記名 をな さしめ、 又 校長 シャ- 'プレス 氏に も 紹介いた し 吳れ申 候" 室 は 西 面の 二階に 


有 之廣さ 十四 五疊は 充分に 可 有 之、 窓に は 壬 生 君の 好きな 葛の 雜靑く 生 ひ 茂り、 靜闞 心に 適し 申 候" 勿論 一 人 sie るに て 候。： 

此 夜：： リ.' と 申す 經濟、 歷史 の敎師 の處に 至り、 生の 擇ぶ學 科 を 定め 申 候、 舉 科は英 國史、 中世史、 勞働 問題 及獨逸 語に * 

御座 候。 毎日 大抵 一 一 時間 づ . ^出席 致 候 割合に 可 相 成 候"  一 

學 校の 廣 さは 五十 町歩 許り 有 之 候 由、 高抵 ある 美しき 芝生の 所々 に楓、 柏、 樺な どの 大樹 蔚々 として 聲 ゆる 間に、 蔦に. 一 

て蔽 はれた る 石造の 堅牢なる 城の 如き 建築の 散在せ る樣 美しき 眺めに 御座 候。 停車場 は 直ぐ 傍に 御座 候 得 共. 田舎の こと 一 

に 御座 候 ま &四邊 も 至而淸 潔に 御座 候" 

校長の 人物と 學 生の 品位 高き に は 敬服 致 候。 未だ 深く 見た る 譯には 御座 無く 候 得 共、 よくも かく 一  粒 撰り の學 生が 集り； 

たる ものと 思 はれる 計りに 御座 候" のびく としたる 發 達の 樣、 惡 くひね くれに ひねくれ たる 日本 學 生と は 雲泥の差に 御 一 

囊"  一 

實用的 英語の 不自由 は 唯今 最 困難 を 感ずる 處に 御座 候 得 共、 不遠 慣れ 可 申と 存候" 兹に來 候 得 者 生 如き 馬鹿 ものに も 矢 i 

張り 愛國 心と か 云 ふ ものが 起り 申 候て、 一 っ競爭 してや らんとの 氣に相 成り 申 候。 此校 にて 大學院 の 科 程 を 取れる もの は 一 

生の 外に 二人 あるの みに 御 il 候〕 本日 は 日曜日に 御座 候 儘、 朝來 閑暇 を 得て 所々 に 手紙な ど 認め 申 候" 朝 十一 時より フレー 

ンド宗 の 集合に 出席 仕 候。 老男 老女の 中には 新渡戶 氏の 云 はれた る 如く 古風の 服裝 せる もの あり、 式 は 至 而嚴肅 に 行 はれ 一 

申 候" 此夜は 靑年會 の會合 ありて 之れ にも 出席 致 候 得 共、 生の 初めての 經驗 にて は 左樣兩 者と も 感心 不致 候。 日本の 或る 一 

敎會の 方が 遙 かに 眞 面目に は あらず やと 存申 候。  一 

金の 費途 は 大體を 申 上 候へば、  ，  一 

收入之 部  一 

爲替 にて  弗 二 六 一、 七 五  1 

現金に て  二 五、 〇0  一 

】 九 〇 三年  二ん  一 


支出. Ki 部 

學資 

費府 にて 買物 

旅費 

計 

差引殘 


有 島 武郞仝 集 第八卷 

二八 六、 七 五 


11-0 


弗 


八 〇、 〇〇  ， 

ni 七， 五 〇 

三 九、 五 〇 

二 五 七、 〇〇 

弗 二 九、 七 五 

と 相 成 候 得 共、 諸 買物 は 未だ 勘定書 来ら ざれば 拂 渡し 不仕、 又 旅費 も 未だ 精算した る 次第に 御座な く 候 間、 其 中に 精細 

御 報告 可 申 上 候 得 共、 一先 大體の 處申上 置 候。 

書體 例の 如く 亂雜に は 御座 候へ 共、 何卒 御 判 讀被下 度 候" 愛子、 志 摩 子へ も 御 見せの 程 願 上 候。 當 分の 間 は 多忙に て 他 

に は 手紙 を 差 上 候 暇な くと 存候間 御 便の 節 は 其 旨 宜敷願 上 候。 

喜 寛 氏より 御 依頼の 寫眞 は兩 家に 間接ながら 屆け 置き 候 間、 左 樣御傳 言 被 下 度 候。 

此日 夕方 大風 雨、 其 名殘尙 止まず して 雨滴 點々 として 窓に 逼る。 

家族 宛 11 十月 十八 日 I： 一四〕 

永らく 御無沙汰 申 上 候 段平に 御 海容 被 下 度 候。 先日 は墦田 君より 母上 樣及壬 生 馬 君の 御手 紙 を 囘经致 吳れ、 餓 者の 食 を 

得た る 如く 貪り 讀み申 候。 

皆々 樣 御機嫌よ く 被爲入 候， 田、 父上 機に は 御 餘暇を 以て 御 轉地を 被 遊 候 由， 殊に 烈し かりし 盛夏の 候 を 日々 御 務め 被 遊 

候 御 苦勞， 稍 醫ぇ給 ひし 事と 喜 悅罷在 候。 


當 地に 參申 候て より 不自由 もな く、 日々 愉快に 消光 罷在 候" 此地も 漸く 秋 深く 相 成 申 候) 私 居り 候 室の 眞 向に 日本に は 

見 難き 程の 犬なる 楓樹有 之 候が、 當 地に 參候節 は綠翠 滴る 斗り なりし 其 梢は大 かた 黄葉と なりて、 日々 の 風に 亂れ 散りつ 

っ靑き 芝生に 落 紅の 色 美しく 御座 候" 畫 にして 見 まほし き 眺め は 校の 四邊 にあ ふる.^ 計に 御座 候 得 共、 多忙の 身に は 拙き 

繫筆取 試みん は 固より、 心長閛 かなる 散歩 すら 致 難き こと 遺憾に 候。 實に 中々 多忙に 御座 候。 日本に あり 候 節 は 英語の 講 

義 とて は 一 囘 だに 聞 かざりし 事と て、 容易に 聽き 取りが たく、 無據數 多の 參考 奮に よりて 其の 缺 けたる 處を補 はざる 可 か 

らず候 得 者， 人一倍の 苦勞に 御座 候。 論文と して は 「曰 本文 明史の 序論」 とも 申すべき もの を 撰み 申 候。 日本の 歷史 を社會 

的に 研究して 日本の 天職と も 云 ふべき が那邊 にある かを揣 摩し 見ん との 希望に 御座 候へ 共、 果してよ き 結論 を 引出し 得る 

や 疑問に 御座 候" 一寸 壬 生 馬 君に 申 上 候、 增田 君に 托 言し 二 三 册の霄 物 御 经附被 下 候 樣願上 置き 候 間、 同書 名间 君より 御. 

聽 取りの 上 は 可成 早く 御 買 取 の 上 御 经附被 下 度 願 上 候" 

去る 八 曰に は增田 君其歸 朝の 途を 以て 態々 小 子 を此閑 村に 訪れ 吳れ申 候" 而 一夜 を玆に 過し、 翌曰出 發致候 雨 日と も 

非常なる 大 暴風雨に てた まさかなる 珍客 を 景色よ き 野外に 伴 ひ 出す 術 も 無 御座 候 ひしが、 こ は實に 待ち まう け ざり し 偶然 

の 事と て喜悅 極まりなく、 彼 や 是れゃ 熱談に 一 夜 を 徹し 申 候。 彼 去りし 後 は 寂寞 急に 此室を 襲 ひたる 心地して 孤獨 殊に 深 

く 相覺申 候"  . 

越えて 十 日本 好きなる ミセス • モ f リスと 申す 老婦 人 毎月の 例に 倣 ひて 此 地方に 滯在 しつ >1 ある 日本人 を 其 野 莊に招 

き 御馳走 致 吳れ申 候" 會 する 者 男子 十四 名 女子 二 名、 異鄕の 僻村に かく も 多き 日本人の 一堂に 會し 得る は 全く 彼の 老女 史 

の 好意に 御座 候" 男子の 方に は 知人 一 人 も 無 御座 候 ひしが、 婦人 は 二人とも 一面識 ある 人に 有 之 候" 一入 は札幌 にあり 候 

節 新渡戶 宅に て 二 ni 度面會 せし 人， 他の 一 入 は 華族 女學 校の 卒業生に て、 愛子さん と共に 下田 女史の 塾に ありし 鈴 木 歌 子 

と 申す 人に 御座 候" 二人とも 年 も 經歷も 小 子より は 姉に 有 之、 親切に 世話 致吳れ 候" 鈴 木 氏より 愛子さん に 殊によ ろしく 

との 傳言 にて 候 ひき。 
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今日は 日曜日 風の 勁き が 上に 稍々 寒く 御座 候 得 共、 雨な りし 昨夜の {t^ は 美しく 晴れて、 晚 秋の 趣 殊に 心地よ く 御 座 候。 

唯今 十 時 五十 分に 御座 候、 是れ より 例の 如く 會 堂に 集り 御座 候 間 出席 可 致 候。 此 校の 取れる 宗旨 は フレンドと 申 候 ものに 

て、 基督 敎の 中に も 大に趣 を 異にせる 者 若し 强而例 を 取らば、 佛敎 中の 禪宗 とも 可 申 候" 安息日 は 長閑に 御座 候" 此日は 

手紙 を かくが 何よりの 樂 しみに 御座 候。 

山 本に も 高木に も 多忙なる 儘に 全く 御無沙汰 致 居候、 何卒 宜敷御 詫び 願 上 候。 

御、 逢 附被下 候、 「太陽」 確かに 落掌 仕 候 難 有 御 禮申上 候。 壬 生 馬 君 は 音樂學 校の 演奏 會に御 出な され 候 や 評判 は 如何に" 

日露の 關係此 地 も 中々 喧しく 御座 候〕 色々 と 想像 も畫 かれて 東洋の 平和 を 祈り 居り 申 候" 是れ が愛國 心と 申す にて 候べ 

きか、 毎日 友に 新聞に 該 記事な かりし や を 聞く 故 遂に は 笑 はれ 申 候。 

時 漸く 寒く 相 成り 候、 御 自愛 之 程 奉 祈 上 候。 

兩 親 宛 11 十 一 月 七日 〔 一 五〕 

母上 樣の 御詠な つかし く 相讀仕 候。 

去る 三日 は麗 はしき {〈 ュにて 小春の 如く 美しき 天長節 を獨異 鄕の學 窓に 祝し 遙 かに 聖壽の 萬 歳 を 祈 申 候" 小なる 日本 國の 

君主の 御 誕辰 を 地球 を 一 囘轉 せる 大陸の 田舎の 片端に て 心より 祝し つ \ ありと は 我ながら そ^ろに 一 種の 快 を 感ぜざる 

能 はず 候" 願 はく は此 小なる 日本が 眞 天職 を 悟り、 是れに 向って 猛進し 犬なる 貢 獻を此 地球に 爲 さん 爲 めに、 犧牲の 一人 

となり 得ん こと は 小生が 心より 喜び 祈る 所に 御座 候。 越えて 五日 小 子の 窓 前 を 例の 如く 黑 人の 郵便配達 夫が 郵書を うづ 高 

き 迄 小脇に 抱へ て 來るを 見、 今日 こそ は 何 か 獲物 ありげ なる がと 思 ひ 居候 處に、 室の 戶を 開きて 入り 來り 待設けた る 膝下 

に片々 として 落し 行きた る は 書信 二通、 太陽 ー册、 松 本、 河 野、 田 島よりの 手紙、 未だ 此の 如く 多數の 書信 を 一時に 受け 

ヒる 事な き 小 子 は崔濯 せん 斗り の懼 喜に 滿 たされ、 雙頰の ほてる を 禁じ 不能 候 ひき、 實に萬 里の 異鄕 にあり て 故 鄕の書 を 


得る 斗り 嬉しき もの は 有 之 間 敷 候" 

何より 感謝すべき は 皆々 樣の御 勇健に 御座 候、 併而小 子の 壯 健に 御座 候" 母上 樣 にも 餘程御 快方の 趣、 無上の 義に 御座 

候. - 偖而 何事より 申 上ぐ 可き かと 迷 ひ 申 候が、 先づ 片端より 順序な く 筆 をと り 試み 可 申 候。 

學 科の 方 は 若し 是れが 日本語 もて 講義 さる- J もの なれば、 朝飯前 位の 程度に 御座 候 得 共、 何が 搭小 子に 取りて は 琉暢極 

まる 英語 もて 講義 せらる.^ 事に 御座 候 得 者、 中々 困難なる 仕事と 相 成 申 候" 三 ヶ月 講義 を 聞かば 大抵 は 理解 出来る 樣相成 

る 可き か、 唯今に て は I ヶ月と 少しに 相 成り 候。 先 日英 國史の 試 驗有之 英語の 答案 を 書き候 は 先 づ是れ が 始めて、 又 「日本 

の勞働 問題」 と 云 ふ 題に て 論文 を 命ぜられ 鬼に 角 十六 七べ， ジの もの を 書き上げ (糊と 鉄に は餘程 御世 話に 相 成り 申 候 事と 

御 察し 被 下 度 候) 十二月 末に は敎 場に て 其 朗讀を やる 次第に 御座 候" 英語に て 論文 を 書き候 は 是れが 初めで、 兎に角 始め 

てのもの は 中々 骨が折れ 申 候。 勞働 問題と 申せば 日本の 勞働 問題 を 大きな 聲 にて 朗讀致 候 事、 情なく 相 成 申 候" 而 かも 米 

國の 如く 勞働 者の 爲 めに は 上下 擧 つて 適當の 注意と 保護と を 怠らざる 國に 於て、 工場 法の 一 つも 發 布せられ ざる 日本 政府 

と 「製 絲ェ女 も 人間 じ や もの、 責めり や 泣きます 病み ゃ寐 ます」 と 讅ふェ 女 を 有する 勞働 者との 狀態を 語る は 寧ろ 面 を 赤く 

せざる を不得 候。 何故 なれば 日本 はかく 形式 を 輸入す るに 敏 にして 精神 を納る >t に 迂きゃ を 怪しまる.， I 斗り に 御座 候 0 いま 

に 積り くし 積弊 根柢より ひッ くり 返る あり はせ ず やと 杞憂に 堪 へざる 次第に 御座 候。 中世史の 論文と して は 僧庵 制度 

を 調べ 居 申 候。 是れも 七 八 枚の もの を 書き上げざる 可から ず、 然し 是れは 少し 精密に 相 調べ 申 候 間 多少 は滿 足の 結果 を 得 

る こと &存 居り 申 候" 

壬 生 馬 君へ 申 上 候。 小生の 獨逸語 は 進歩 中々 渉 取 不申候 得共敎 場の 方 はドシ ドシと 進歩して 唯今 はレ "シン グの 喜劇 

"Minna  von  Eelheilv- を 初め 申 候。 レッシングと 云へば なつかしき 名、 其 人が lnl 頭 を 擡げし 最初の 旗幟と して 佛蘭西 流の 

影響より 全然 脱 逸せる 國 民文學 の產聲 なりて ふ此書 興味、  1 く 讀み居 申 候" 一 年中に 讀み 終る 可き 霤は 

Schller —— Wilhelin  Tell.  . 
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Goethe    Hermann  und  Dorotlica. 

、、   coetz  von  Berlichingen. 

Heine    Buch  der ILIeder 

Buerjer    Lenore. 

の 諸 冊と 自修すべき 物と して は ハウス、 ズ-' デルマン、 フォン • シ H  ，フニ ル 等の 諸 作物 掲げられ..：：.. 候。 是れ 丈け の 書物 

を讀み 終らば 讀書 カも獨 逸文 學に對 する 趣味 も 加 はるな らん かと 心細き 心 輯み致 居り 候。 

日露の 關係 切迫せ る樣 な、 切迫せ ざる 機な 是れは 到底 かくの 如くに して 永續. する ものと は 存不申 候。 鼠 小 Is と辨天 小僧 

と を こき まぜた 様な 露 西亞の ごろつき 方 始末に 負へ ぬ 次第に 御座 候" 召集に i¥> る 父上 樣の御 命 旨 拜承仕 候、 其 折 は 何と， 

か 可 仕 候。 

此十數 H 美しき 天 氣相續 き、 丁度 月の よき とて 云 ふ 可から ざる 愉快 を 感じ 申 候 事 幾度と 云 ふ 事 を 知らず 候。 日曜 日の 

午後に は 大抵 散歩に 出掛け、 近郊の 田園に 名 殘少き 秋 を 操 候 を 何よりの 樂 みと 致 1" 候。 此 前の 日曜に は 二人の 友と 共に 村の 

北方なる 美しき 豁谷を 流る \小 流に 沿うて 行人 稀なる 黄葉の 道 を汕」 り 申 候" 瀧に 沿 ひ 溝に 從 うて 頹然 たる 古屋の あるに 近 

づき 見 候 得 者、 屋 架の 端な どに 其 建築 せられし 年の なる あり、 1719 なる あり 見る からに 頑丈に て 質素なる 石造の 小 

屋 にて 煙突の み 太く 犬なる が屋 棟の 兩 端に 突出せる 樣は 正しく 其 建築の 古き ものなる を 證し申 候。 思 ふに 當年 淸敎の 徒、 

故國の 民に 手痛き 迫害 を 受け、 遂 ひに 居る に 不堪して 其 愛着の 地 を 離る i に 萬 斛の淚 と 衷心の 祈と を 以てし、 小なる 船に 

乘 じて 寂寞な ろ 米 大陸の 北部に 上陸し、 水に 從 うて 深く 溯り 此谿 谷の 汀にまで 來 りて、 其蝸盧 を營み 自然と 戰ひ、 猛獸と 

鬪ひ、 蠻族を 干 ひ、 兹に其 信仰の 自由 を完 ふして 新たなる 宗教の 生命 を 開きし 所に 候 ふ 可し、 と 思へば 油然た る囘顧 俯仰 

の 情 淚を誘 ふ 迄に 止め 難き を 覺ぇ申 候。 此 あたり 畫に せま ほしき 所は數 かぎりなく 候。 

然し 槪 して 米 國と云 ふところ は (是れ は あまり 口 は どった き 申 分に 候 得 共) 景色が 平凡に 候" 寧ろ 景， が 雄大に 失し 過 


き 申 候。 山と 申せば 一所に かたまりて 山 斗り、 野と 申せば 一 所に 廣 りて 野 斗り と 云 ふ 有樣 にて、 云よ 父 直線 的 こ 御座 ffe ！。 

曲線が 思 ふやう に 布置して 無 之 候" 氣候も 亦 是れと 同じく. 一向 直線 的に て 未 二 ヶ月し か此 地に あらざる 小 子に も、 明朝 

の 雨なる ベ きか 晴 なるべき か 位 は 大抵 間違な く 判斷が 出來申 候。 米 國の氣 象 報告が 正確なる も當然 なる 次第に 御痤 候。 日 

本の 如く 變 化の 不測なる 所 無 之 かるべく 候。 噴火山の 如き、 地震の 如き、 津波の 如き、 忽ちに して 雨、 忽ちに して 風、 自 

然は其 美妙の 半面 を も 日本の 裏面に まざく と晦藏 したる もの 、如くに 御座 候." 是れは H 本の 隨史を 論ずる 上に 其 有力な 

る 據と存 申 候。 餘 計な 處に 筆が 走り 申 候" 

此 地の 入の 外國 人に 對 する 態度、 少く とも 小 子に 對 する 態度に は島國 魂の 小 子 殆んど 敬服の 外 無 之 候。 その 襟度 は 確に 

我々 の 一段 上に ある 寧 は乍殘 念い なみ 難く 御座 候。 彼等 は 小 子 を外國 人と は 見て 居らぬ 樣に 御座 候。 尤も 米 國と申 候 1： 其 

者が 各闕 人の 集合 團體 なる も か.. f る 習慣 を 養成せ る 一 原因なる べき も、 外國 人が 立 止まりて 一 寸 何事 かすれば 忽ち 周圍に 

人の 黑山を 築きて、 宛ら 火事場の 樣な騷 ぎは此 地に 於て は、 やらして 見た くも 出 來不申 候。 彼等の 無頓着に は 時々 腹が立 

つ 位に 御座 候。 

米國 人の 最大 長所 は公德 心の 發達 (至而 個人主義なる にも 不拘) にて、 其 及ぼす 所の 勢力 は 偉大なる ものと 存申 候。 而 

して 彼等の 最大 短所 は 誰も 申す 所に は 御座 候 得 共、 拜金宗 と 婦人の 行動に 御座 候樣党 受けられ 申 候。 拜 金的の 靡氣 より 僅 

に 逃れ 居る は 與み術 敎育 宗敎纏 術界の 一 部分なる ベく 候へ 共、 是 とても s 潮と なって 拜 金の 孤 岩を衝 くと 一 K ふ 勢に は あらず 

して、 拜 金の 楚 歌に 園 まれつ、 苦 戰苦鬪 して 餘曰を 造りつ .1 ある 有 樣に有 之 候。 夫故學 校に 於て 適當に 訓練され たる もの 

も 社會に 出づれ ば滔々 として 拜 金の 波に 押し流されざる もの は 稀なる 由に 御座 候。 婦人の 事 はもと よりょく は 存ぜず 候 5$ 

共、 恐るべき 事 は 彼等が 金 を HI 懸けて 結婚し、 華美なる 坐活を 以て 此上 なく 望ましき ものと 心得 1115 る やうに 聞 及 申 候。 

^る 諷刺 家が "The  Third  sex.- 人 第三 性)， J 云 ふ霄を 著し、 米國の 未婚の 女子 は af^ 性に も 女性に も屬 せざる 第 一二 の 他の 

或る 性な りと 罵りし も、 强ち 無理なら ぬ 所 も 有 之 候 樣存ぜ られ申 候 0 少く とも 彼等の 服裝は 彼等の 消息の 一部 を 語る もの 
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にあらざる 可から ざるに しても、 今少し さつば りした 風 は 出 來ぬ者 かと 餘 計なる 心配まで 致 度 相 成 申 候。 服 裝は小 子希臘 

か羅 馬に 歸り度 候、 單 純と 優美と を 充分に 包含せ る は 此服裝 かと 存申 候、 又 筆が 橫 道に 入り 申 候。 

本日 メディアと 云 ふ 所 (汽車に て當 地より 二十 五六 哩) に エルキントン 氏の 長子 (新 1 戶氏 夫人の 兄 上) を 訪ひ中 候" 途 

すがら フ ヰラデ ル フ キヤ を 少し 見物し 美術館 を 約 四十 分 程 見物 仕 候" 存外 小さき 者に て 到底 紐 育のと は 比較に 不相成 候に は 

稍 失望 致 候 得 共、 縛畫は 割合によ く選拔 せられ ありて 見 答へ する 者 少なからず、 殊に 古名 畫及其 模寫に は 色彩と 云 ひ、 活 

励と 云 ひ、 布置と 云 ひ、 永く 其 前 を 去り 難き 者 も 不尠、 近世 佛國 流の 筆 もな きに は 候 はね ど、 其 色の 中には 依然として 所 

謂舊 派の 面影 を 保てる は 不思議に 御座 候。 是れは 小生が シカゴ にても 紐 育 にても 同一 の 感じ を 持ち 候 所に 御座 候が、 或は 

是れ 米國其 者の 氣 候に 關 する 事に は 無 之 や、 米國の 空氣の 乾燥せ る は 日本人に は 驚かる & 1 現象に 御座 候 得 者、 從而 水分 

の 存在に よりて {<H 氣の變 化の 多端 を 察する の機會 少なき によるに は あらざる か、 其 所に 參り候 得ば 日本の 風光 賓家は 幸福 

なりと 存申候 (是れ は 壬 生 君に)。 

房 子 大きく 相 成 候 由、 撫 かし 可愛 ゆき 事に て 有 之 候 半、 當地 にて 未だ 小兒と 親しみな き は 物 足らぬ 心地 致 候。 小 兒は實 

に 社 會の樞 要なる 一 分子と 存申 候。 

今 H は 如何にし たもの か 凡ての 事が 忽ち 理窟に 落ちて 資に堅 くるしき、 面白から ざる 手紙と 相 成 申 候. - 何卒 幾霄 にも 御 

容捨願 上 候。 

此地 ni 四日 前より めっきり 塞く 相 成り、 黃紫も 大方 は 振 ひ 落され 申 候。 秋の 逝く は 心細き 次第に 御座 候。 

壬 生 君に は 積 日の 素志 を 達して 藤 村 氏に 御 面會の 由、 淸談逸 興の 程 雜察申 上 候。 君が 送り 給 ひし 藤 村 集 は 時々 小生の 疲 

れ たる 頭腦に 一 脈の 淸風 を经る 介と 相 成り 申 候。 彼 は眞に 今日の 日本に 尊敬すべき 一 人に 候 かな。 小生 は 散文の 中 彼の 「哀 

緣」 を 情深し と 讀み申 候。 君が 好み 給 ふと 覺 えし 「秋 詞」 は 其 なだらかなる 文の 外 小生に は 多くの 感興 を 引かず 候。 どう 

も此文 は其觀 念の 中に 明瞭なら ざる 處 ある を 强 ひて 文章の 美に 晦 したる 所 なきや、 君の 見 を 聞きた く 候。 君の 痛く 好み 給 


ふ 一なる 「葡萄 葉の 影」、 是れは 小生 も 至極の 同意に 御座 候。 

行 ちゃんに は 又々 メタル を 得 給 ひ し 由 目出度 存上 候。 此 頃は學 校の 成績 は 如何 や。 

隆三 君に は委敷 手紙 不差出 候 ST 御 便の 節 は 宜敷願 上 候。 

山 本" 高木へ はよ ろしく。 

「成功」、 「平民の 友」 は 當分拜 見す るの 暇な しと 存候間 御 斷り申 上 候。 

向寒の 候 皆々 樣益 i 御 自愛 專 一に 祈 上 候、 今日は 是れ にて 失禮仕 候。 草々。 

家 族 宛 11 十 一 月 一 一十 八日 午前 十 時 四十 分於ァ ボン デ ー ル 〔一 穴〕 

此 手紙 を 認め 居り 候 窓 邊を假 りに 何處 なりと 想像し 給 ふ 可き か、 そ は あまりに 意外なる 處 なれば 縦 令 千里 服の 明 あり 給 

ふと も 恐らく は 能 ひ 給 は ざらん" 

今日は 感謝祭と 申 候 日に 有 之、 基督 信者 は此ー 日 を 他の 日より 聖別して 特に 天佑の 無窮 を 感謝 致す にて 候。 我等 も 今日 

より 三 日間 休暇 を 得 申 候。 學 友の 中なる 一 人の 友 は 小生 を 誘 ひて 是非 其 家庭に 伴 ひ 行かん と 申出 候。 彼の 家庭が 人の 聲遠 

き 田園の 中に あり、 多くの 小さき 弟妹 あり、 其 妹の 一人 は畫 家なる を 聞きて、 小生の 心 は 遂に 動き 其 美し かる 可き 家庭に 

伴 はるべく 約束 仕 候。 

昨夜 卽ち 二十 五日の 午 下 * 學科を 終へ たる 後 小生 は 獨 り 費府に 出で 書店に 到りて、 レナンの 基督 傳 (此 休暇 中に 讀 終り 

得 可き 格好の 小册 子) を 求め、 我友ァ ー サ ー • クロ， ゥ M ルの學 校より 來り會 する を 待ち受け、 共に 六 時 十五 分發の 汽車 

に 搭じ申 候、 車 を 同じう せる もの、 ァ- サ，' 及 彼と 共に 我が 校に 學 びつ. - ある 彼の 弟の 外、 彼の 兄、 彼の 親戚な りて ふ 一人 

の 少年 及 少女 も 加 はり たれば 賑やかに て 候 ひき。 暗黑 なる 夜 を 走りて 車の ァ ボン デ ー ル なる 彼の 家 ある 可き 停車場に 着せ 

し は 八 時半な りしなる 可く 候。 費府 より 三 十七 哩西 南方に ある 一 個の 小なる 孤村に 御座 候。 此所 にも 彼の 弟 一 人 妹 二人 待 

1 九 〇 三年  三 七 


有 島 武 郞 4^1 藥 第 八 卷  三 八 

受け たれば 今 は 同勢 正に 九 人と 相 成、 小さき 妹 等の 其 兄の 歸宅を 勇み 喜ぶ 樣は 見る からに 美しく、 其腦 やかなる 笑 ひ aL ゆ は 

靜 かに 寒く 暮れ果て たる 田舍 道の 琳 しきに 殊更ら なる 對照 をな して、 宛ら 小生 自身が 己れ の 家庭に 迎へ 入れら る. 1 が 如く 

感申 候" 暗夜 (星の 光 はさ やかに て 殊に 地平線 近く 信愛 望の 三體 尊く かや やき 出で たる 參宿は 秋 暮れて 冬の 正しく 來れる 

を 吿げ申 候) にて さだかに は 認め 難く 候 St 共、 道の 兩 側に ブキ ツチ ョ なる 木 柵 をめ ぐらした るに よれば 四邊は 牧場なる 可く、 

そ を めぐりて なだらかなる 小山 連れる が 如くに 候。 此 道の 極れ る處 かすかに 燈の 赤き を 指して 友 は 其 家なる を 示し ゆ 候。 

奠を振 ひ 落した る大 なる 柳の 夜目に もさ だかなる ほとりに 來 りたる 時、 最も 年 幼き 妹 は 其 愛犬の 名 を 呼び 申 候處、 小な 

るが 忽ち 來 りて 彼女の 裳に 戲れ、 若 主人公の 歸宅を 迎へ申 候。 柵 を 越 ゆれば 二階 造りの 低き 家屋 あり、 是れ 友が 家と して 

獨 り 此廣漠 たる 圃 園の 中に 立てる ものに 御 候。 階 を 上らん とする に 膝 あり 低吟して 其 主人公の 歸宅を 喜ぶ もの k 如くに 

候 ひき。  • 

父 は 煖爐の 傍に、 母 は 戸の 側に、 愛兒 等の 歸宅を 待ちつ \ あり 候。 何れも 五十 を 越えた る 頑丈の 夫婦に て 質朴 正直の 相 

は 頭の 先き より 足の 先き に 至る まで 現 はれ、 其 親子の 愛情の 濃 かなる こと 側 目に も 羨し き 計りに て 候 ひき。 賨家 なりて ふ 

彼の 妹 も 亦 ピアノの 傍に 謹し く 其 兄 等 を 待ち設け 居候。 小 子 は 最後に 室に 入り 候處 皆々 非常なる 喜悅 もて 迎へ 吳れ、 家族 

の 凡て は旣に 小む づ かしき 「有 島」 なる 苗字 を 階ん じ 居りて 最も 賴 もしく 覺ぇ申 候 C 

暫くして 夜食 は 始まり 申 候、 長男なる 我が 友 は 特に 屠られた る大 なる 七面鳥 を 皿の 上に て 割烹し、 各の 皿に 分てば、 懂 

語 笑 聲四邊 に 起り て 愉快なる 食事 を 終 へ 申 候。 

父なる 人 は 嘗て 費府 にて 辯護士 たりし が、 健康の 勝れざる 爲め 一 家 を 擧げて 二十 七 年 前 田舍に 移住した る 由に 候。 丈 は 

小生よりも 薛く、 白 毛 を 交へ たる 髯胸を 被ひ黑 色の 小 精 を 頭より はなさず、 一 家の、 王 人 公と して 咸權と 慈愛と をた & へたる 

樣は 宛り 古牧 民の 父老 を 見る 如く、 母なる 人 は 小肥りの 一一 コ 二 コと 笑顔 を 常に 頰邊 に湛 へたる 老婦 人， に 候。 長男なる 我 友 

(丈 低き 頭 丈なる 彼の 兄 有 之 候 得 共 我が 友が 長男の 如く 振舞 ふより 見れば 彼 は 異母 兄なる 可く 候) は瘦 せぎ すの 丈 高く 口下 


手に して 言葉 少く、 極めて 眞 面目なる 男に て 最も 心から 人に 親切なる ものに 御座 候" 其 次ぎの 妹が 卽ち 美術家に て、 丈 は 

小生よりも 遙に 低く、 髮も 衣服 も 極めて 無頓驚 年より はふけ て神經 質ら しき 婦人に 御座 候。 次の 弟 は トマスと 申し、 長兄 

より は 稍 快 潤なる も 容貌 も 性質 も 大體は 其 兄に 同じき 一 好靑 年に 御座 候。 其 次が ゥヰリ ャムと 申し 今年 十五 歳 黄金の 髮長 

く、 廣く 形よ き 額 を 覆 ひ、 面 は 寧ろ 母に 似て 愛嬌 深く、 兩 顎の 稍 堅き は缺點 なる 可く 候 得 共、 其 他 は 美しく 調 ひて モデル 

となさん に は 好適の 少年、 其 次の 妹 はファ -1 T と 申し 年 は 其 兄より ニッ 下なる 可く 候」 此 兄弟の 中に て擇び 造られた るが 

如き は此 二人の 兄妹に 御座 候。 プア- 1 1 も 其 兄に 似た る顏 ばせ 美しく 無邪氣 可憐なる 其 容貌 は實 に天國 にも 見 まほし き 計 

りに 御座 候。 其 次ぎが まだべ ビ， 'と 呼ばれつ \ ある カザ リンと 申す 九 歳の 末 妹に て、 其 快活なる 聲は 常に 其 家庭 を 賑やか 

し 居り 申 候" 

偖是れ より 家の 構造に 御座 候、 階下 は 三 室に 分 たれ、 其 客間と も 云 ふべき は 窓 小さく して 暗き 室に て、 型 像、 寫眞、 畫 

額等雜 然として 配置せられ たる 中に、 日本に て は 音 樂學 校に でも ありさう なる 立派な ピアノ、 オルガン、 さて は. ゥ アイ ォ 

リンの 處 狹く据 ゑら れ 居り 候" 其 次の間が 書齋と 食堂と を 兼ねた る 所、 室 は 南西に 面して 稍 明るく、 古き 書架に は シェク 

ス ビヤ.' を 始めと し ブラウ 二 ング、 コル リツ ヂ、 より 米國の 有名なる 詩人の 集 且つ は聖敎 にか X はりある 書類の 集められ 居 

り 候の みか、 小生に は讀 むこと も出來 ぬ佛國 の文學 書類 多く 有 之 候 は 一 驚 を 喫すべき 次第に 御座 候。 其 次ぎの 一 室が 躉 所 

に 御座 候。 

食事 を 終り 候て より 老父と 話始申 候。 色々 の 事共 語り 候 中に 纏て 日本語の 構造に 談 進み 候 節、 彼 は 熱心なる 種々 の 質問 

致 候 後 申 候樣、 

「余 i に 六十に 近 けれども 尙に余 は 勉強 を廢 せず、 佘は專 門なる 農學の 外に 興味 を 言語 學に 有す。 余 は 希臘、 羅典、 英、 

IT 佛の諸 語の 比較 研究 をな して 益 i 趣味 を增 せり。 余 は 余の 研究 を 東洋の ニ大國 日本と 支那と に 進めん こと を 希 ふごと 

生活の 餘裕 左程 有 之と も覺 えぬ 農場 主の 言と して、 寧ろ 亦 驚く に堪 へたる ものに 御座 候。 食事の あと 片 づけ 終りて 長女な 
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る マ， ガレ タト (畫 家) 我等が 室に 來り、 小生の 爲 めに 一曲 ビア ノを彈 じ 吳れ申 候。 

此夜寢 に 就き 候 は 十一 時半な りしなる 可く、 小生 は 二階の I 室に ァ， 'サ ー、 トマスと 三 人に て 床に 就き 申 候" 寢 前後 庭 

に 出で 候處、 満天 一 點 の 雲な く 晴れ渡り、 星宿 砂よりも 多く、 半月の 光に 裏 枯れた る 草 野 は 雪 を 被れる が 如く 白く 輝き、 

家 を 顧れば 燈火 赤々 と 灯されて 平和と 祝福 宛ら 此ー 家に 集められ たる 樣に候 ひき。 物 昔 一 つ 聞えぬ 靜 寂の 夜 を 迷 想 は 日本 

のかな た 東都の { へ なにまで 走り 申 候。 

一 一十 六日 午前 七 時 起床 凡て を 措きて ァ， サ T と共に 家 を 出で、 バ ， ンの ある 處を見 申 候。 朝 寒の 霜 さへ 置きて 寒暖計 は 

十二 度 を 示し 申 候" バ I ンの 右手 稍斜坂 をな せる 處に 羊の 群 うづく まりて 朝 陽の 淡き 光に 浴し っ& あり。 

バ， 'ン をめ ぐり 候 得 者、. 石栅の 中には 數 頭の 牝牛 及數 羽の 鷄及 七面鳥 あり。 やがて 昨夜 見たり し ジョ， と 云 ふ 小犬の 外、 

犢の 程なる が 若 主人公の 前に 來申 候" 猫 も 七 八 頭 居候、 中 一頭の みは 此 犬と 如何にしても 交情 温まらず とァ T サ，' は 話し 

申 候。 言へば 何事 もな きこと に は 候へ 共 周圍の 光景の 如何にも 詩趣に 滿ち たるに 醉 へる 小生に は是れ さへ 一 種の 詩 味 を帶 

びて 聞え 申 候」 ァ ー サ ー は 牛と 馬と に 牧草 を與へ 終り、 家に 歸 りて 朝食 を 終り 申 候。 (十 一 月 二十 六日 朝認) 

朝食の 後、 美しき 少年 ゥヰリ は 勞働服 を 着、 毛絲の 帽子 を アミ ダに 被りて、 バ， ンに 牛乳 を 搾りに 行き 候 間、 小生 は 又 

其 見物に 出掛け 申 候" 猫 は 自ら 其 周圑に 集り 來り 候に、 ゥヰリ は より 迸りつ- f ある 5^ を 其 口に 向 はしめ 候 得 者、 彼等 

は嬉々 として 之れ を 味 ひ 申 候。 總 じて 家畜の 丁寧に 取扱 はれ 居候 は 日本の 比に あらず 候、 此 仕事 終り 申 候 後、 少年 等はァ 

ボン デ， ルにフ ブトボ T ルの 勝負に 出掛けん としたる に 端な く 此に其 老父と 意見の 衝突が 初 まり 申 候。 老父 は 笑 を 殺した 

る眞 面目なる 容顔 もて 頻りに フ ツ^ボ， 'ル の遊戲 として 不適 當 なる を 說き、 (竄に 小生 も 是れに は 同感に 御座 候、 米國の フク 

トボ ー ルは 寧ろ 野蠻 的に 御座 候) 其亂 暴の 極 死者 を さへ 出す が 如き は、 是れ戰 爭の可 を 主張す るに 等しと 云へば、 少年 等 

は 否 さに あらず 此の 如き 殺風景 を 生ずる は 遊戲が 規律 を 守らざる 故な りと 云 ひ、 一 時 は 愉快なる 談論 風發致 候が、 遂 ひに 

各 其 主義 を 固守し 老父と 老母と は 家に 留り、 他 は 皆 (娘 等 も 共に) 出て 行き 申 候て 家內は 森閑と 相 成 申 候。 老夫婦 は 此の 


閱靜を 期と して 小生の 音樂を 聞く を 好む と 云 ひしに ベ ト， ベンの ソナタ を オルガン、 ビア ノ にて 合奏 致し 吳れ申 候。 假り 

に 瞑目して 此 一場の 光景 を 想像し 給 は 父、 其 時の 小生が 感情 は 小生が 拙き 筆よりも よく 現 はれ 可 ゆ 候。 古風なる スト ー ブ 

の 傍、 布 破れた ろ 椅子に 身 を 埋めて 謹聽し 居る 他鄕の ー靑 年に 對し、 頹齡の 老父 は オルガンに、 老 S は ピアノに 其 熱心な 

る 精力 を 集め 申 候" 四周 は 森と して 針の 落ちた る を も 聞き 得る 靜 けさの 中に、 ^界に 類 を る音樂 家の 樂は思 はざる 人 

の 手に よりて 奏でら る. - にて 候。 寧ろ 快濶 なる 曲に は 御座 候 得 共、 音 樂には 全く 耳な き 小生に も 何と はなき 天才の 面影 は 

感 S ^ちれ 候て を さへ 催し 申 候。 小生 は老 夫人に 强てム ー ン ライト. ソナタ を彈 ぜんこと を 請 ひ、 是れを も讓聽 仕り 1^ 

r 是れは クラシカルの もの なれば 一般の 人 は 理解し 難しと 云 ふ ものな り」 との 前置 有 之 候に も 係らず、 聞き 居る 中に 身 は 何 

時 か 月光 光裡の 人となりし 如く 覺 えて、 是れ にも 不覺 涙ぐまれ 申 候。 か X るう ちに 少年 等 は 歸り來 りて 寂寞 は 再び 快 潤な 

る歡 語に 破れ 申 候。 

午後 ま 裏庭に てフ" トボ ー ル 始まり 申候" 小生 も 加 はりて 相 試み 申 候" 夫れ より 此 手紙 を 認め、 再び 老父と 日本 歷史の 

中、 維新の 有樣 など 語り 申 候。 彼 は isi 米 利 加に 來れる 最初の 使節の ことな どよ く 記憶し 居り、 其 中の 二人の 姓名 を 暗 じ 居 

り 侯て、 或る 部分 は 小生よりも 委しき 位 驚き入り 申 候。 國民 固有の 美の 沒 了せ しむ 可から ざる を說 き. 日本 は餘 りに 外國 

文明 を鹼 入す るに 過ぎたり、 日本 固有の 優美なる 衣 ^ の外國 風に 變り、 固有の 續畫を 捨て. - 洋風に 摸す るが 如き は 感服す 

る 能 はずと て 思 はざる 所に て國粹 保存 主義 を說 かれ 候。 流石 は 農夫 だけに 頗る 保守的に て 米國の 服装が 歳々 月々 其 流行 を 

變 ずる 如きよ 寧ろ 滑稽な り、 余よ 嘗て フ ロック コ ー トを 着した る ことなし とて 皮肉なる 笑 を 题へ申 候 I 夜 老父と 一、 ブレ 

ト と共に 燥爐を 阔 みて 色々 の 話な ど 致 候 節、 談 美術に 歸り申 候。 小生 は アム ブ レツ ショー 1 スト は 如何 やと 尋ね 申 候處、 若き 

美術家 其 派の 企圖の 極めて 淺 薄なる を 笑 ひ 申 候" さらば ラフ ァュ ル前派 は 如何にと 相 尋ね 申 候處、 彼女 は恰 かも 悪魔に 劉す 

る 如 さ 口調 もて 是れを 否定し- 彼等 は 美術の 特色た る 可き 「美」 の發 揮に は 毫も 關 心する ところな く、 單に 小なる 自己の 

小さき 理想 を 表現 せんと 勉 むる のみ、 縛畫と 詩歌との 差別 を 混同せ りと 申 候 U 彼女に 乞うて ワグネル を オルガン にて 聞き 
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申 候へ 共、 興趣 は 割合に 少く候 ひき。 (十 一 月 二十 八日 朝認 む) 

二十 七日， 溫度 十三 度、 後 庭の 池 氷りて 氷滑りに 可な りと て 少年 軍 出掛け 申 候" 小生 も 之れ に 交りて 嘗 つて 北海道に て 

試みし 所 を 再び 試み 申 候。 午後 はァ ー サ，' と共に 馬車 を驅 りて 近隣の 農場の 見物 致し 候" バ， マ ，と 申 候 農場 を訪申 候。 

農場 生の 妻 君 は 新渡戶 夫人と 同じき 舉 校に 學 びし 幼な 友達なる を 知りて， 世界の 如何に 狹 きかに 驚き 申 候。 トマスと 申 候 

人の 農場 は なだらかなる 山の 上に あり 候へ 共. ァ ボン デ ー ルの 孤村 は 宛ら 腺 下に 畫圖 を展 きたる 如くに 候。 折りた & まれ 

て なだらかなる 小山 ゆたかに 幾 團の枯 林 を 載せつ i 蜿蜒と して 東北 を かぎりて 西南 方の 一 面 を 殘し幾 の溪流 山峡より 出 

で、 村屋參 差た る 所に 一 條の 小川と なりて やがて は悔に 注ぐ に 候 半、 ァ ボン デ ー ルとは 小川 多き if 谷と 云 ふの 意な りと 聞 

き 及 申 候い 水 は 米國の 他方の 夫れ に 似ず して 澄みて 美しく 候〕 赤 ペンキ 赤 煉瓦の 家屋の 赭 褐色に 霜枯れた る 四方の 林錄に 

相 發 したる 美しき 眺めに 御座 候" 郡 立の 小學 校の 稍 i 犬なる 建築の 殊に 目立ちて 見 ゆる はさす がに 田舍に 御座 候。 

百ェ， 力， 餘 (我が 三十 町歩 位) の 土地に 働く 勞働者 僅かに 二人より 三 人の 平均に して • 而 かも 裕に 其經營 をな し 得る 

は勞働 貸金の 高値なる と 器械の 精巧なる と 經營の 粗放なる と を 現 はして 餘藉 なく 候" 勞働 賃金 は 一 人 一 ヶ月 n 一十 五六 邦の 

由に 御座 候。 

此夜 夕食後、 皆に て 連れ立ちて 停車場に 新来の 客を迎 へに 參り申 候。 

小なる 二人の 妹 ファー 1 1- とべ ビ ー の 手 を ひきつ -^、 色々 の 話しながら 田舍 道を步 むの 快 比すべき もの 無 之 候。 プア-一 ，は 

眞に 貰って 歸 りたき ほど 可愛き 兒に 候。 微笑 を 港へ たる 顏 ばせ など 溶け 相に 御 ii 候。 此夜 彼女と 組になりて カル タを 致し 

大に 勝ち 申 候。 又 彼女の 作りた る 人形 を澤山 見せて 吳れ申 候。 十 一ー1 の 少女が 描きた る ものと は 思へ ぬ 手際に て 「御身 は 

嬉と 昔樂と 何れ を 好き 給 ふ」 と 申候處 「11 を 好む こと 甚し、 音樂も 好き なれ ども、 出來 得べ くは畫 家に なりたし」 と 申 候。 

畫. 豕に はふ さはし き 少女に 御座 候、 確かに 長 45- より 上に 出づ 可く 候。 小生 は 彼女と 相 遇 ふ は 11 此 地球上に て 11 此數日 

のみなる 可く 候。 一度 彼女と 別れ.^ ば 再び 會ふ機 會は與 へられざる 可く 候" 何ん となき 沈 想 を 裔 す はかく 我等 を會 せしめ 


たる 運命の 手に て、 再び 會 はざる 可く 我等 を 別つ 蓮 命の 不思議なる 手に て 候 かな。 

h 生 は マ.' ガレ プト に 請うて 記念の ス ケ プチ を 乞 ひ 申 候、 其 兄と 小生との 寫生を 致し れ候。 誇張で も 何んでも なく 運筆 

は 小生 を寫 生せ る 方 少しく 上手ら しく 候。 

潮く 去 は 現在に 追 ひっき 申 候。 今 筆 取りつ X あり 候 は 十一月 二十 八日の 午前 十 時 四十 分に 御座 候、 室に は 今 二人の 少 

年が スケ， 'トを 1^ り 出して 池に 至らん とし、 老 夫人 は 外出 服に 着かへ て 村に 買物に 出掛く る 處に御 鹿 候" 小生 は 多分 本日 

暇 乞 ひして 校に 歸る 可く 候。 

御 一家の 御 健： M を 祈り 上 候〕 

此書は 日記の か はりに わざと 委敷相 認め 申 候 ものに 御座 候 間， 何卒 御 保存の 程 願 上 候" 

兩 親 宛 —— ± 一 月 二十 七 B 於費府 〔一 セ〕 

$g も 相 逼り申 候。 平 河 町 通りに は 例の 歳の市 賑々 しく 候 ひし 事と 存上 候。 餅 切りに も 肩 を はらせ 給 ひし 事と 察 上 候。 此 

冬よ 鎌き こや、 將 東京に や、 何れにしても 皆々 樣ぉ 揃な されよ き 年 を 重ね 給 はんこと を 祈 上 候" 

其 後 は 打ち 絕 えて 委細の 御 消息 不申 上、 失 禮の程 平に 御 海容 被 下 度 祈 上 候。 彼 感謝祭に 友人の 家に 得 易から ざる 田園 生 

活の 機會を 擅に し、 三十日 歸校 爾後 學科は 些かの 變化 もな く鑌て 施行せられ 申 候" 唯變り 行きし は氣 候に 御座 候。 學 校に 

參候節 は 初秋と は 申 乍ら、 尙殘 夏の 俤 木に.. -草 にも 雲に も 水に も 見られ 候が、 漸く 秋 景色 調 ひしと 思 ふ 程 もな く嚴冬 天地 

に滿 ちて、 今は肅 殺た る 景色と 相 成 申 候" 來校以 來三閲 月に して 歳 は 今 暮れん と 致 居候。 囘 顧の 想は此 歳暮 こそ ありあま 

るまでに 裕 かなる ベ く 候。 

人事に 於け る 只 一の 變化は 英阈史 の 敎師を 失 ひし 事に 御座 候。 此人は 小 子の 論文に 就き 世話 を燒き 吳れ候 害の 人に. て 徒 

座 侯 ひしが、 入物 は 至て 好適の 人に て 候 ひし も、 學カ 不充分の 點 ありし や、 痛く 學生 等の 輕蔑を 受け、 夜逃げ 同樣 に..^ 子 
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等に 一言の 別 辭も殘 す ことなく 此地を 去り 申 候。 學 生の 敎師を いぢむ る 有 樣は隨 分烈敷 ものに 御座 候" 是れ はたし かに 日 

本の 舉生 以上に 御座 候。 其 代り 資格 ある 敎師 に對 する 柔順 敬服 は 誠に 感ず 可き もの 有 之 候。 

此冬 休暇 は 去る 二十 四 曰より 初り、 學 校は閉 さる. - 次第にて 巳む を 得ず 諸 所 相 尋ね 候上ミ ス • リ.' ビ ン コプトと て 新渡戶 

夫人の 明 友の 家に 寄寓 致 候 事と 相 成 申 候て、 二十 三 曰 夕刻 出府 仕 候。 室 は 三階の 屋根 下 なれば 天井 は 床に 對 して 斜線 をな 

し、 小なる 窓 一 つ 穿 たれ 甚だ 以て 陰氣 なる 室に 御座 候。 寢臺は 殆んど 室 一杯の 大 いさのが あり 候へ 共、 椅子と 机 は 甚だ 不 

充分と 云 ふ 有 樣、 畢竟 室 其 者 は 滿足出 來不申 候へ 共、 ミス .リヴ ピン コプト 及び 其 寡婦なる 母の 親切に 世話 致し 吳れ 候に より 

我慢 致， 居候。 室料 (三食 を 含む) 一 週間！^^弗には驚き候へ共、 是れが 此邊の 相場の 由 なれば 致し方 も 無 之 候。 

先達 は經濟 學專 攻の學 生と 共に、 費府に 出で X 勞働を 得ざる^ 働 者に 對 する 設備 を！^ 物 i。 不 景氣、 天氣、 氣候其 他 

の 原因に て 勞働を 得る 能 はざる 勞働 者は此 組合に 来れば 此 組合 は 三 時間の 勞働 をな さしめ、 之れ に 二食 及 一 泊 を 許す 組織 

に 御座 候。 男の 勞働者 は 薪 を 切りて 其 三時 間の 勞働 を充し 居候。 又 本部に 至り 書記長 をな せる 夫人より 其 組合の 事業の 有 

樣相 ira 申 候。 小生に は 其 話 は 半分 位し か 聞き取る こと 能 はず 候 ひし も、 其 婦人の 容顔に は 殆ど 敬服 仕 候。 質素なる 服裝を 

なせる 瘦 形の ーー一 十四 五の 夫人に 候が、 其 顔に は 明かに 勤勉と 知" 慧と 同情と 希望との 色が 讀 まれ 申 候。 米國の 婦人 中には 概 

して 好まし からぬ 輕 薄の 夫人 多き やう 見受けられ 候 中に， 時々 此 種の 卓越せ る 婦人 を 見出す こと 有 之 候。 鬼に 角 此國に 著 

しき 现象 は夢惡 高下の 區別 著しき 事に 御座 候" リフ ァ インせ る 紳士 淑女の 中には 誠に I 見 父母に 遇 ふの 想せ しむる もの 有 

之 候と 共に T 等なる 者の 容顏 動作に 至りて は 醜 惡の狀 殆んど 人 をして 一 瞥戰 傈を覺 えしむ る もの 有 之 候" 槪 して 今日の 文 

明なる もの は此 傾向 を 社會の 凡ての 方面に 齎らす 樣に御 u 候。 是れは 祝すべき 事なる か 呪 ふべき ことなる か、 容易に 決し 

難 かる 可く 候" 社會學 者の 須く 攻究すべき 大 問題と 存申 候。 

此の度 始めて 米國に 於け る 大都會 の 生活に 入 申 候。 都 會とは 到底い ま はしき 所に 御座 候。 半日 歩き 候へば 鼻の 孔は 眞黑 

に 相 成 候。 水源に 降雨 すれば 水道の 水 は 炭 煙に て 墨よりも 黑く相 成 申 候" 其の上 轟々 たる 輪 聲は晝 夜 を 捨てず。 (十二月 二 


十八 日) 

往還の 雜閙は 晴雨 を 限らず、 夫れ は 夫れ は 忙しき ものに て、 此大 都會が 一 の 活動 物に て 一 刻 一 秒 何とも 知らぬ 煩悶に 休 

む 時な きもの.^ 樣觀ぜ られ申 候。 殊に 目 を 引き 候 は 貧民の 有樣 にて、 其 程度の 低き 事 は 到底 日本の 比に あらざる 可 候。 社 

會の儘 少なる 部分が 贅 澤ョ昧 をな す 間に、 此 下層の 人民 はかくまで 烈しき 苦痛 を 嘗めざる 可から ざる か を 思 ひ、 此の 如き 

が 所謂 文明なる もの」 理想的 活 現なる か を 思へば、 今の所 謂 文明と は眞に 「片輪」 文明に 御座 候。 

小生 當 地に 來 候て 以來、 敎會に は フレンド 派のに のみ 參居 候て、 他派の ものに は 一 切 出入 致さず 候 ひし 所、 昨夜 機會を 

得て 浸 鱧 派の 大會 堂に 到り ゆ 候。 御 知に も 候 はんが、 フレンド 派 は 稍 佛敎に 於け る 禪宗に 似た る ものに 候て、 衣服から 

言語 動作に 至る まで 出来る 丈け 簡 質素 を尙 び、 會 堂に は 別に 牧師と 申 候樣の もの 無 之、 集合の 時は會 集の 中 感ぜし もの 

祈り、 又は 語る と 云 ふ 仕組に て、 小 子 毎 日曜 毎に 此に 出席す る 間 時には 餘 りに 沈默の 時間の 永き に 厭き 果て、 讃美歌 位 は 

歌 ふ 方よ きに あらず やな ど 思 ひ 申 候處、 昨夜 浸禮 派の 會 堂に 至り、 初めて 米國に フレンド ある 所以 を 解し 申 候。 先づ 見渡 

候處， 一 千 入 は悠に 入り ；傳 可き 大 建築に て、 四 壁 はモザ イツ ク もて 聖徒の 像 や 花形 や 眼 もさむ る 計りなる に 聽席は 凡て 蝦 

夷 茶の ビ 口 ー ド にて 引きつめ たれば、 其の 華麗 は 殆んど 劇場に 入りし 心地に 御座 候。 加 ふるに 正面に は パイプオルガンの 

パイプ は 東洋風の 最も 華美なる 色彩 を 施し、 其 下の 段に は 敬 手と して 男子 は黑服 女子 は 思 ひ 思 ひに 花の 如き 裝ひ をな して 

着席 致 居り 候樣、 愁 の 天國に 入りし 思 ひ 致 申 候。 やがて かの パイプオルガンに 伴 はれて 謠ひ いづる 音樂は 一 揚 一 抑、 樂 

色と 肉聲 と美し き 調和 をな して、 趣味な き 小 子の 耳に も 難 有 聞え 申 候 得 共、 是れ が敎會 かと 思へば 殆ど 嘔吐 三 斗 を 催し 申 

候" 在國 の時佛 徒の 儀式 を 見る 毎に 三條 とか 五條と か、 事々 しき 裝裟を 眉 白き 老僧の 恥 しげ もな く 着す る を 見て、 若し 此 

の 樣を釋 尊が 見 給 ひしなら ば 如何に 思 はれ 候な らん かと 存候事 有 之 候 ひしが、 是れ は佛敎 ばかりにて は 無 之 候。 講壇に 立 

ちて 道 を說く 人は是 程の こと 解らぬ 樣 にも 無 御座 候 得 共、 依然として 此の 醜態に 安ん ずる を 見れば、 肉智の くらまさる. 

此の 如きに 至る かと そ どろ 恐ろしく も存申 候。 

1 九 〇 三年  四 五 


有 鳥 武郞八 Hi 集 第八卷  四ム、 

昨 曰 遇 ひ 申 候事 にて， 快く 感じ 申 候は當 地に て 有名なる 大裏フ 口 ビ デント I 保 響社屬 取と 知合 ひこ 相 成 

に 御座 候。 兼ねて 同氏の 一 友なる 一 日本人 (當時 同氏 宅に 滞在中の) と 小 子と 同じく ハ， バ，' フ ォ ー ドの 上級に 在る 一 米 

入と が篇 i 磨き 居 申 候 も、 未だ 一面の 機 I 之 候 ひし 處、 副 一 緩なる ゥ キング 氏 は 是非 小 子 こ 中？ 共 こせん 事 を 

勸め、 小生 を i に 伴 ひ 申 候て、 實に 親切に 馳走 致し 吳れ、 一 介 I 洋の 一 霊に 向って 勿體 なき 位の 着と 好意と 裏 

し吳申 候、 日本に て は 1 寸 難き 事 かと 存申 候。 (十二月 一一 一十 日)  i  S 

一昨日より 毎 rfil に靈申 候" 午前 九 時より 午後 五 時 謹、 隨分顯 な I もて 勉靈居 候。 明 曰 は 森 本、 バルチ 

モアより 當府に 來可申 >  愉快なる 時 を 得る こと \ 鶴首 罷在 候" (以下 明治 ミ 十七 年 一月 六日 夕歸^ き) 

磨の 際爵か 仕事 仕 纖串上 震 I、 此 I 年間 i ろ 專心雕 i 事す る 方 I と存 裏、 此 ii は何處 かこ 

て I の醫に 就き、 靈 と金と 基ん と存 居り 候" セント ルイス if 存申 候へ 共、 if 勸 工場の 大きな 樣な も 

の 寧ろ 何 處か大 なる 慈善 的の 研究所に 入り、 精神と 肉體 とに 利 益を得る 方 勝り はせ ず やと 田 il 候， 

此 手紙 は十螯 相 f  、  I 何やら 矛盾の 有 蠻御囊 I、 本 III 廛而、 露より 歸校 I 豪に 御座 

候 

此冬は i 方 は 七 年 f の 管の 由に 直、 或 時 si 詳 にて 0 度 以下 四 度に 相 義事有 之、 きま 愉快 i じた 

る 日 も 有 之 候 ひき。 i を 乗 4£ 見物 (棄 以來 同地の 近く, i 住みながら 同地 直 物 i は SI めて こ 御 養) 

致し、 中々 匿き もの を 見串霍 共、 手紙 餘り 冗長に 相 成り 串 候 間、 以下 I 便に， 串 候。 II 被 下 候 書物 ニ晷 

か に 落掌 仕 候 難 有 御 禮申上 候" 

来る 十九 日より 試 驗相始 可 申 候 間. 暫く は 多忙と 存申 候。 

此 手紙 御手 許！ i 相 環 候 頃 は 春陽の 霧 i し 來る 好 時節と 存上 候， 當地は 只今 全く 霧の £ あ I。 永 滑り 大 流行 

に 御 崖 i  , ^子 は 試む 可き 暇も金も 無 御座 候。 當 地に 来りて 心より 「時 は 金な り」 と 言 ふ 格言 を 的確に 感じ 賁。 


上 樣には 御 入院な くして 相 濟申候 由、 大慶の 至りに 存上 候。 此 地が 寒く 候 得 者、 何やら 貴地 も 今年 は 別けて 寒き 樣存 

ぜられ 申 候が 如何に 候 や、 格別の 寒氣 なきやう 祈 上 候。 

日露の 間 漸く 逼れ るが 如く 報道 續々 新聞紙 上に 相 見え、 日に 心 元な く 凡てに よき 螨理 あらん こと を 祈り 居り 申 候。 米國 

人 は 多く は 日本人に 多大の 同情 を 拂ひ吳 れ申候 間、 此國に 居候 而も 甚だ 心安く 有 之 候"  . 

此度 はこれ にて 失禮仕 候， 皆 々様の 上に 祝福 裕 かならん こと を 切に 奉 祈 上 候。 (一 九 0 四 年 i 月 六日 認了) 


有鳥武郎仝集 *ぉ八^^.3  e: 八 


一九 0 四 年 


家族 宛 11 一月 二十 二日 於ハ， バ， 'フ *1 ド 〔一八〕 

何處 にても 新しき 所に 參り候 當座は 月 曰の 立ち 候事遲 く、 やがて 暫く 相 慣れ 候 得 者、 目が まひ 相に 時間の 早く 立ち 候が 

小 子の 經驗に 御座 候が、 去る 十二月の 程より 曰が 早くた ち 出し 申 候て、 旣に 一月の 末 近く 相 成 申 候" 來米 以來數 ふれば 旣 

に 六閲 月、 今更ら に 何の 得る 所ぞ と 自ら責 むる の 外 無 之 候〕 

今日は 喜ばしき 日に て 候 ひき、 日頃 来信の 數 漸く 稀と 相 成 候 机上に 四の 雁 信 落ち 來候" 一 つ は 札幌の 同窓生 一同よりの 

年賀 狀、 一つ は 御 I 同よりの、 一 つ は喜寬 志摩兩 君よりの、 一 つ は隆三 君よりの にて 候。 不計 も此日 我が家の 殆ど 凡てよ 

り (愛子 君の を 得 ざり しは殘 念に 候 ひき) なつかしき 御 消息 を 得、 而 かも 其 御 消息の 凡て 御 健勝と 平和との 御 消息な りしに 

は ひとし ほ 感謝の念 を 高め： 候。 . 

頃 来の 天氣 誠に 甚だしき 變 化に 御座 候。 二三 日 前端 書 差 上申 候 時 は 寒 氣膚を 刺す が 如く、 電燈 のな き爲 めに 停車場 近き 

荒物屋に 蠟燭買 ひに 到り 手に 持ちて 寄宿 舍に歸 り 申 候處、 五指 は 全く 感覺を 失 ひ、 翌日に いたりても 指の シンの 痛む を覺 

え 申 候 位に て 御座 候處、 今日は 朝 來蕭々 たる 雨、 迷 霧 四 邊に滿 ちて 尺 を辨ぜ ざる 有 樣、 氣 候の 爲 めに ゃ數日 前より 少々 

發熱、 頭痛 甚 しく 一 時 は 困難 致 (恰も 試驗 中と て) 候へ 共、 病氣に 負けて はならず と 存じ、 友人より スケ， 'トを 借り受け 

後 庭の 氷 上に 到り、 一時間 程 滑る と 云 ふより コ & ビ申 候處、 少し 汗ばみ 申候處 直ちに 床に つきて 發 汗し、 今 は 大方 氣分も 

舊に復 したる 樣には 御座 候へ 共、 此氣 候の 激變 は隨分 若き 骨身に もこた へ 申 候、 充分 攝生 致し 可 申 候。 

此試驗 にて 半 學年は 終る 事に 御座 候。 何分 耳の 慣れざる 爲め 講義 を 充分 聞き取る こと 困難に て、 ノ-' トを 十分に とり 得 

ざり しかば、 多くの 參考 書に 據ら ざる 可から ず、 又 答案 も 他の 學 生の 如く 迅速に 筆 を 走らす こと 出来ず 候 得 者、 定めて 不 


完全の 答案 なるべくと 存申 候。 来る 半舉 年に は 充分の 好 果を表 はす 事 は 左程 難事なら ずと 存申 候. - 讀 むこと 丈け は 稍 習 ひ 

覺ぇは 致 候 得 共、 英文 を 書く は隨分 困難なる に 先達 中より 中世史に 五 千 字の 論文 を 課せられ、 苦 戰奮鬪 して 漸く 七 千 字 計 

り を 霄き責 を 果し申 候" 

かし 讀みづ らき 英文な らんと， 目ら 憐 むの 外な く 候 得 共. 兎に角 是れは 小 子に 取りての 初 舞臺、 今日より 明日に かけ 又 

二 千 字 計りの 論文 を 翳く 可き 豫定に 御座 候 = 是れは 英國史 にて 「英國 々民の 發達」 とも 可 申 課題に 御座 候。 

冬期休暇 後 は 再び 眾 なる； f 校の 生活に 歸り申 候" 日々 奮 を 持ちて 學 室に 通 ふの 外 無 之、 何とて 申 上ぐ 可き 程の こと 無 御 

座 候 得 共， 近頃 盛なる は 氷滑りと 橇 滑りに 御座 候〕 (是れ は 行 郎君の 御 質問に 御 答へ) 小生の 室の 前 下さが りに 平 かなる 校 

庭に て、 雪 一 Ira に 降 積みて 其 表面 凝固 致 候に、 年 幼き 男女の 少年 各 手に 手に 小さく して 色彩 美しき 橇を携 へて 來り、 寒 威 

の 激し さ を 忘れ 果て、、 夕暮 暗くなる 迄 遊び 戲れ 居候。 其いで たちの 可憐なる こと は 言語に 絕し申 候〕 

時に 書に 倦み 候 節 は、 窓に 倚りて 之れ を 眺め il:^ り 候に、 殆んど 時の 流る \ を 忘れ 申 候" 此廣庭 を 行き 盡し申 候 得 者、 其 

處に氷 池 ありて 鼓に は 稍 i 年長けた る 男女の 嬉々 として 氷滑り 致 居候。 母なる 人の 色彩の 趣味 深き にや 雪に 出で \ 遊ぶ 少 

年少 女 は 多く 赤き 色の 精ゃス 力，' ッ や を I 牙ち 居り 候た め、 雪の 白き との 對照 ini 覺 むる 樣に 美しく 御座 候) 

先日の 夜は當 校の ジム ナジュ ム とて 體操 場に 當校、 -1 ュョ ー ク 大學、 フキ ラデル フ キヤ 大學、 スヮズ モア 大學 聯合の 運動 

會有 之、 一度の 經驗は 1H- 致と 存じ 見物 仕 候。 多く は 器械 體操 にて、 業の 綺麗なる は 我 邦の 學生 以上、 殊に 腕力の 强 きに は 

1 驚 を 喫し、 體 格の 均 齊 なる 發達を なせる は 見事に て スパルタ 少年の 昔 も 思 ひ 出で 申 候。 され ども 是等は 確かに 我が 國の 

擊劍 柔道 以下な りと 見 申 候" 輕 業師の 稍 i 品よ きものなる 可く 候、 教育家の 深く 顧慮すべき は 其 子弟の 智育德 育と 共に 體 

育な る ベ きに、 是れは 又 程度 の 餘 程む づ かしき もの 至極 硏究を 要する もの と存申 候。 

壬 生 馬 君の 此 頃の 御 境遇 小子遙 かに 羨望 致す 斗り に 御座 候。 君が 君の 好む 處に從 つ て 益 i 深く 入られん は 小 子の 何より 

も賀 する 所に 御座 候" 君 は旣に 君の 尤もよ き 所 を 撰ばれた りと 小 子 は 思 ひ 申 候" 而 して 小生の 判斷は 多く 違 ふま じき かと. 

1 九 〇 四 年  四 九 


有 il^ 武郞仝 a  * お八 卷  五 〇 

存申 候。 願く は 躊躇な く 君の 堂奥に 向って 進み 其處に 人間 死.. S の 靈火を 捕へ 給 はらん 事 を菌申 候。 岩ー兀 氏に は 一 面の みに 

て 遂に 再會を 期し 不能、 多く 氏の 高敎に 接する 事 能 は ざり しも、 窃に其 人の 薰容を 高し とする 念絕 えず 候。 君の 又 氏に 遇 

ひ 給 ひし 時 願く は 生が 深甚なる 好意 を傳へ 給へ。 世の 戰は 孤躅 にて なす 可き もの、 他者の 力に よらん とする もの \ 失敗 踪跌 

する は 火を睹 るよりも 明かなる 事に 御座 候 得 共. 此淚の 谷に 於て 同情 同志の 人に 遇 はん は 如何に 大 なる 快 さか、 而 して そ 

は 又 命に て 候べき。 生が 最も 氏に 知り 度き は 氏が 基督 敎 研究の 結果に 御座 候。 そ は 命 を 得る は 智慧 を 得る に 勝れば なり。 

母上 樣の御 入湯に 是非 御斷 行なされ 度存上 候、 父上 機の 御壯健 もさる ことながら， 時には 御 休養 可然か 暫く 御 一 緒に 何 

處か 問靜の 地に 御出で あらば と存上 候。 

洋館 出 來致候 由、 行 ちゃんより 委敷阖 を 得て 想 傑 すれば 室の 樣 より 飾りまで 凡て 見る 如くに 御座 候" 中 川 君 小生に 輔仁 

會雜 誌を逡 り吳れ 候爲， 壬 生君英 夫君の 「天幕 行」 を 見 申 候、 彼 事 ありし は 生が 未だ： r 本に ありし 時な りしに など 思 ひ 出で 申 

候〕 成程 藤 村 振りの 品よ き 御作と 拜見致 候" 壬 虫 君に は 小生の 鬼と なりし 夢を見られ 候 a、 是 にっきよ き 戒め を 得. e. 候〕 

「汝 凡ての 罪 .sil を 捨て 高く 仰ぎて 天 國の幸 を 望む 可し、 彼處に パラダイス あり、 彼 所に 平和 あり、 汝 常に 死の 闲意 せよ、 

人 はは かなき ものな り、 そ は の 如くに 逝く もの なれば なり」 

君より 手紙 無 之 由、 小生へ も 彼が 歸國 以來 一 囘の音 信 もな く 窃に心 を 痛め 居 申 候 (小生 手紙 出し 度 候 得 共 彼の 所 害 

を 紛失して 尋ぬ 巧から ず)。 彼が 米國 にあり し 際、 生 は 長く 彼に 書 を 怠りて 彼 を 苦しめ たれば 其 返報 返しと 思へば 格別 恨 

みは 御 痤 なく 候 得 共、 唯 彼の 健否 を 疑 ふの 念に 不堪、 壬 生 君より にても 御 問 合 はせ 被 下 度 候。 

來る复 休暇に は セント ルイス 博 臀，. 會に 行く 便 を 得ん かと も存 居候 得 共、 考 へて 見れば 御 化粧した 餘 所行き の 米國を 見ん 

よりも， 家居の 米國を 見ん 方 利益 多き やと 存申 候へば、 他の 方針 を 取 候 や も 知れず 候。 博 覽會に 到り 日 木 出品の 偉大なる 

に 肩幅 を廣 くす ると も其爲 めに 醜 小なる 面 を 赤く すると も、 それ は あまり 大した ことに は 無 之と 存申 候。 舜 in 君に は 同地 

に 来らる.^ 由、 面會 の出來 ぬは殘 念に 御 候" 


日露の 關係 急なる が 如く 急なら ざるが 如く、 身 外 邦に ある ものに は眞に 之れ 一喜一憂に 御座 候。 祈らる- -は 皇天の 佑助 

此兩國 の 上に ありて 彼等が 財 狼の 如き 私愁 によりて 動く ことなく、 眞に攝 理の大 に 畏れ 國 民の 血 を 尊敬し 此尊貴 比な き 血 

と 肉と を 私慾 の 祭壇に 捧 ぐる 事な からん こと に 御 鹿 候" 

唯今 少々 多忙、 喜寬、 志 摩の 二君に は 別に 手紙 不差出 候 得 者， 何卒 此の 手紙の 趣 御 披露 被 下 宜敷御 傳言爲 被 ド候樣 奉 願 

上 候。 £ ^山 本に も宜 敷、 先 B 山本兩 君よりも 手紙 を？ 4ffi. 候 得 共， 例の 如く 筆不精の 爲め 家の外に は遂々 御無沙汰 致 居候" 

草々。 

風、 雨に 和して 慘 たる 夕暮。 

家族 宛 11 二月 二十 八日 曰 曜日 朝 於ハ， バ， フォ ー ド 〔一九〕 

福 歸 革の 花落ちて 何の 草と も 見分け 難き までに 綠葉 茂り 梅 枝 も 潮く 花に 竦く 嵯峨 たる 瘦影 ぼかく と日當 りよき 障子に 

うつる 3- と存上 候" 野には靑芽の三四寸霜解路を壬生馬^^の節漸く忙しかるべきか、 明日 を 限りに て 二月 も 逝かん とする 

に 朝 來蕭々 たる 雨、 殘雪 に濺 ぎ、 铅 色の .WH® く懸 りて 冬 時雨の 樣 すさまじく 候。 

先週の 月曜 Hr 卽ち 二十 二日の 朝 二 時 牛 頃 何時に なく HI 覺 申候而 身に 熱 ある を覺ぇ 朝に 至る まで 眠る こと 能 はず、 早速 

醫師の 診斷を 受け 中 候處、 病室に 移るべし との 事に ゾ其 日より 學 校内の 病室に 移り 就床 仕 候。 當日は 熱 稍 四十 度に 相 昇り、 

眠る ともなく 覺 むる ともなく 色々 なる 夢 やら 現 やら を 交る <\ -! 5^ つ、 相 過し 申 候が、 醫師 の手當 よき 21 めに や、 翌朝 は 痛 

く 快方に 相 向 ひ 熱度 も 遂に 下向し、 二十四日に は 早 床 を 離れ 申 候" 病名 は グリップと 申 候 傳染的 流行病に て、 當時此 地方 

に 患者 數 多く 候 ものに 御座 候。 1 種の 風邪に て 決して 心配す る 性質の ものに は 無 之、 且つ 小 子の は 其， 1 過至而 よろしく、 

纖 かに 三 H 病みた るに 不過候 問 何卒 決して 御 配慮 被 下 間 敷 候。 此病氣 の 性質と して 囘復後 非常に 疲勞を 感じ 候と 尙 咳嗽 時 

時 有 之候爲 め、 未だに 病室に 閉籠 り 申 候 得 共、 明 2： より は敎 室に 出席す る こと 相 出來可 申と 存 居候。 熱度 高 かりし 爲に 
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や 頭 弱く 相 成り 申 候に は 何よりも 閉口 致し 居り 候。 外國に 於て 病氣の 經驗は 是れが 初めて、 願く は 終り なれ かしと 祈り 居 ■ 

御擧家 皆々 樣御變 りなく 被 爲入候 由、 異鄕 にある 身に は 何よりの 慰藉に 有 之 候" 冬 春の 交に は 殊に 色々 のこと ども 有. M. 

候 もの 折角 御，： in 愛 御 攝養奉 祈 候"  .  i 

金 百 十 弗 御 送 與爲被 下 候 由 難 有 奉 鳴 謝 候。 就 而は御 報知 當 日より 郵便 局 よりの 沙汰 屈指 相 待 申 居候 へ 共、 何等の 報知： 

もな く餘り 不審に 御座 候 11 去る 二十 六 H 費府 郵便局に 向け かけ 合 ひ 申 候處、 羅べ の爲 委細 同 爲替に 關し申 越せとの 事に 一 

て 再 申 f 仏し 候 得 共、 其 後 何等の 返答に 接不申 候、 途中 多分 間違 ひなき 事と 存申候 得 共、 餘 りに 相 遲れ申 候 間 心配 致 居候 ひ . 

御 仰 越の 逡金 方法 は 尙問合 はせ 御 返事 可 申 上 候。 

室 蘭支廳 より 又々 兎や角 申 來り候 由、 困った 奴等に 候" 御迷惑の 段 察し 上げ 候、 何卒 一日 も 早く 其 落 清を兒 得ん こと を 一 

祈， is 申 候。  ： 

n 露戰 1^ の 瞟は當 地に 於け る 凡ての 新聞の 第一 面 を 始めと して、 大部 をふさぎ 絝畫 やら 寫眞 やら 地阖 やら 夫れ は 中々 大ー 

した 入氣に 御座 候" 一 股の 人氣は 勿論 日本 方に て、 殊に 勝報の 陸續揭 げらる、 は 海外に ある 身に とりて 心地よ きこと に 御 一 

座 候。 され ども 何しろ 敵 は 大國、 求 源の 多き は 到底 日本の 比に あらねば、 彼が 持久の 策に 出で 徐々 として 戰備の 經營を 初 一 

めた らんに は 最も 日本に 取りての 頭痛なる ベく 候" 元來米 國は國 家と して 露 國に對 し 是れ迄 一 方なら ぬ 恩義 を 感じ 居候 者 一 

に 有 之、 .獨 山"： 戰审の 時 も 南北 戰爭の 時 も、 露國は 常に 友情 的 熊 度 を 以て 米國を 救け し は米國 民の 宋 だに 忘れざる 所に 御座 一 

候。 而 かも 今の 時に 於て 此國 民が 翕然と して nl 本の 同情者た るに 至りし は 何に 原因す る やと 云 ふに 其 重なる 者 は、 、一 

一 、 露 國が^ 太 人に 對し 大迫齊 をな せし 事。 ， 

1、 フィン 入に 對 する 露 政府の 大應 制。  . 一 

一、 日本の 小。  -ー 


是れ等 たるべく 候" 勿論 此 度の 露國の 行動が 東洋に 於け る 米 園の 高權を 犯す 事 極めて 犬なる は米國 政府 をして 今迄の 友 

情 を 抛ちて 嚴正 中立 を 取らし めしの みならず、 各國 政府に 通牒して 支那の 躅立を 保全す る ことに 全力 を盡 し、 暗に 露國の 

底意 を 担む の 擧を爲 さしめ し 原因なる べき も、 是れ等 は 人民の 同情 を 直接に 動かす 動機と なり 居不申 候" 又 米國に 於け る 

露阔 同情者の 主意と する 所 は、 

一 、 歷 史的に 露國は 米國に 友愛 あり、 これ を 無視す る 可から ず。 

二、 所謂 恐 黄 病。  . 

三、 基督 敎と 他敎 との 衝突な りと 云 ふ 事。 

其 一 に對 して は 多くの 反對 なき も， 又 多くの 同情 もな く 云 は ど此說 は强大 なる 反響 を齎 さず 候〕 其 三に 對 して は 米國人 

の 或 者の 如き は 論じて 曰く 「外觀 的に 云 ふなれば 此說當 を 得た るに 似 たれ ども、 日本に 於け る 教育の 進 や， 道德 心の 發 達に 

見る 時 は、 日本 は露國 よりも 遙に其 h 督敎理 的と 云 ふべ く、 露國の 基督教なる もの は眞 正の 基督 敎を 去る こと 極めて 遠し、 

又 日本 は 基督 敎國の 新 文明 を 轍 入す る ことに 於て 確かに 露國の 上に あり、 さらば 日本 若し 勝た ば そ は 間接に 新 基督教 的 文 

明の 勝利 を 意味す る ものな り。」 と 是れは 基督 新敎國 たる 米 國には 隨分强 尤なる 立脚 を 有し 得る 議論に 御座 候。 其 二に 對し 

て は露國 の大、 日本の 小 は 米國民 をして 未だ 此事を 深く 念頭に せしめず 候 得 共、 割合に 寬大 平等なる 米國 人の 腦裡 にも 此 

恐黃的 傾向の 强きは 著しき 事實に 御座 候。 人種的 嫉妬 心、 是れ來 るべき 世紀の 何時に か寶 現せら るべき 大 現象なる ベ く 候 

に、 此 時に 當 りて 黄色人種 中の 曰 本に 案外 進取の 氣慨 なき は 誠に 悲しむべき 事に 御座 候。 小 子の 思 ふに は 日本のと るべき 

遠大の 方針 は 日本が 今迄の 島國 根性 を續 くる ことなく、 大膽に 進取 的に 其 特長なる 性質 を 利用して 人種的 觀 念の 打破 を 計 

るの 外な しと 存申 候。 白色 文明と 黃色 文明との 同化に 成功して、 白色人種 をして 黄色 文明 を 同化せ ざる を 得ざる 樣 なさし 

むる 事に 候" 

今一 っ米國 民の 日本に 對 する 同情の 著しき ii は 日本の 文明 的國 民なる に信賴 する ことに 御座 候" 此度 のことの みより 申 
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候ても 日本が 靜肅に 忍耐して 露國の 返牒を 待ちし 態度 は 著しく 米國 民の 同情 を 喚起 致 申 候。 聯合 が 北京 を 攻めし 時、 日 

本 軍 は 唯一 の異敎 軍な りしに も 係らず、 最も 大膽 なる 行動 を爲し 且つ 敢て 掠奪 亂 暴の 擧 なく、 よく 國民 として 軍隊と して 

秩序 を 保ちし は米國 民が 未だに 「實 行に 於け る 基督 敎軍」 と： K ひて 尊敬 致 居候 所に 御座 候" 外交と 云へば 正義 ゃ道德 はも 

の 、數 にも あらぬ 樣思ふ は 矢張り 間違 ひに て、 政府 は 所謂 政策と か 云 ふ 上から 米國に 於ても 隨分 ひどき 事 致 申 候 得 共、 國 

民の 判 斷心は 矢張り 明瞭なる 道德的 基礎の 上に 築かれ 居り 候" 縱令此 度の 戰が 日本の 勝利と なりて 結着す ると も •  nn 本 

が 堂々 と X  X  X  X  X を 保？^ せん 事 は 小 子の 日夜 祈 居候 所に 御座 候" 

先日 バ ルチ モアに 大火 あり (新聞に て 御 承知の こと \存 候が)、 二 億 萬 弗 以上の 損失との ことに 御座 候" 森 本の 滞在 致 居 

候 町に 御座 候 得 者、 同人より 委しき 報知 を 得 申 候。 凡てが 大規模なる 丈け に 損失 も 大規模な るに 驚 入 申 候。 あの 石と 鐵と 

より 造られた る 建築が いかにして 燃 ゆる か は 不思議な 位に 御座 候 はず や、 燃 ゆる こと 三日 果て は 消防 夫 も 防ぎ 兼ねて ダイ 

ナ マ イトに て 家々 を 打ちく づし申 候 由。 

召集と あれば 歸園致 度く と存申 候。 さはれ、 なるべく は當 地に 滞在 勉强を 續け度 存居申 候。 

壬 生 馬 君の 御 書 委. 1 披： 仕 候』 小 子に 對 する 御 心配 は 決して さる 事に 御座な く 御 察しの 通り、 身異鄕 にある 淋し さの か 

く顯 はれ 申 候 ものと 御 承知 被 下 度 候、 君の 向後の 方針に 對 して は 小 子犬に 賛成に 御座 候" 君よ、 大剪猛 心 を； 一 皁 つて 其 道に 

勇し き途 W あらん 事 を 祈り 申 候" 滑 田 君と も 計り 給 ひしな らん、 彼の 意 は 如何に ありし や。 告田 君より 相撲に 對 する 新聞. 

^来り 申 候。 小 子 興味な し、 然し 御 芳志の 程 御 禮願上 候。 

戰爭 以來贵 地よりの 郵便物 i® れ 勝ちに て 何よりも 心細く 御座 候。  、 

山 本 高木の 皆 々様へ もよ ろしく。 英、 行 君 共； i 健 4.1 にて 御 勉強の 由、 何よりも 結構に 御座 候。 

此 S 休に は 或は 森 本と 共に 幻燈 を もって 日露 戰爭の 話 をして 地方 を ま はるか も 知れず 候。 是は 然し 猶以 後便 可 申 上 候。 

先 は 右の み。 草々 敬具。 


家族 宛 11 四月 一 B 於 ハム， 'フォ ー ド 〔一一 0〕 

去る 二月 九 曰發の 御霄拜 受難 有 繰り返し 拜見仕 候。 御， 逸 金 も 恙なく 落掌 仕 候 段、 不敢取 端 書 を 以て 御 報知 申 上 候 通是亦 

奉 鳴 謝 候。 早速 委細 之 御 返事 申 上ぐ 可き 笞 の處、 兎や角 多忙に 相 まぎれ 御 返事 延引 仕 候 段、 平に 御 侮 容願上 候 U 

何よりも 感謝 致すべき は 11 海外に あって は 殊に —— 皆 々様の 御 健康に 御座 候。 母上 様よりも 久 振りの 御 書 並に 御、 咏歌 

拜見大 に 安神 仕 候。 小 子 儀の 病氣は 固より 一 時 的の もの 日本の イン フ ル ェ- ン ザに 當り候 ものに 有 之、 何の 故障 もな く 快癒 

に 相 向 申 候 間 何卒 御 放念 被 下 度 候。 當地 時候の 變化 激しき は 到底 日本に て は 想像 も 出來ぬ 位、 此頃は 風の 都合に て 天氣定 

まり 候 節 は ぼかく としたる 春 日和に て、 草 も 潮く S 円み 木の芽 も 見る がう ちに 大きく 相 成 候 心地 致 候處、 昨夜 は 天候 急に 

變り 今朝 は皓々 たる 白雪 五寸 ばかり 相 積 候 を 見て 驚 申 候。 かやう の變 化に 候 得 者 遂に 打ち 負けて 病床に 就き 申 候 事、 致し 

方な き^ながら 殘 念の 至り、 向後 は 一 層 之 謹慎 を 相 加へ 可 申 候。 

父上 £i 初め 戰爭の 御 報知 を 賜 はり、 當 地の 新聞に て 日々 11 恐らく 日本に あらせら る \ 方 々よりも 多くの 確實 なる 報道 

を 得 申 候 事と 存候 11 相 窺 ひ 居候 もの 御 親 報に 接して 1 入 之 安 意 を も 慰藉 を も 得 申 候。 此度 のこと. -ても 何れ は 喧嘩 

雨 成敗の 語に 漏れず、 彼に も是れ にも 多 かれ 少 かれ 野望 も 無理 も 有 之 可く は 候 得 共、 餘 りと 云 へ ば 傲慢 不適なる 露 西 の 

措置、 B 本が 勘忍の 緖を絕 ち 申 候 は 決して 事を好む にの み 出で たるに 候 はざる は 明白に て、 擧國が 熱誠の 一致 をな せる も 

1 りなり と存申 候。 此上は 何卒 時局 早く 收り 我が 國が 襄を擧 げし 其實 —— X  X  X  X  X  X  X を 露國に 承認せ しむる 11 遂行 

せられ、 極東の 何處 にも 彼の 豺狼 等の 跋扈 を 再びせ ざら しめん こと を 祈 居 ゆ 候。 

是れ は又餘 りに 轉 ばぬ 先き の 杖 的の 老婆心に は 候へ 共、 戰爭の 結果が 彼の H 淸戰爭 の 時の 如く 影 を 捕へ て 實を捨 つるが 

如き 不體 裁な かれと 願 はれ 申 候。 此 書中に 封入 致 候米國 新聞の 切りぬ き は米國 民の 日露 戰爭 に對 する 兩 極の 觀念 をよ く 相 

寫し居 申 候 事と 存申 候。 恐黃. 1 の 1 部の 間に 激しき も事實 ながら、 論 說に顯 はれた る 日本へ 同情の 一 文 は 11 我田引水の 
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高慢なる 條々 は 偖て 置き ！| 堂々 たる 論文と して 見るべき もの ありと 存申 候" 此の 如き 同情者 を 有する は賴 もしく 覺 ゆる ノ 

と共に 我 國が益 i 眞文 明の 率先 者 —— 是れは 決して 達し 難き 野心と は存不 申、 米國 など も 裏面の 非 文明に は 驚く こと 有 之 一 

i - たるの 資格 を 養成 せん 事 を 期すべき なりと 存申 候。  一 

山 崎の 老人 出京せられ 候 由， 益 i 年 よられ 候 事と 存申 候。 世の 逢 離 ほど 不思議なる もの は あらず、 思へば 同 老人との 交 j 

際 は 愛子と 其 友との 交りより 始まり、 遂に は 小 子が 永く 同 老人の 介抱 を受 くるに 至る と は眞に 奇妙に 御座 候。 同 老人に は, 

非常に 小 子 を 愛し 吳れ、 己れ の 孫の やうに 致し 吳れ申 候 間、 小 子 も 亦 忘れ 難き 或 者 を 感じ 居り 申 候" 此 手紙 御手 許に 入 申； 

候 節 同 老人 尙 在京中な らば 吳々 も宜敷 御 傳聲の 程 奉 願 上 候。  一 

山 本、 高木に は 永らく 御無沙汰 致 居候、 敢而 忘る. r と 申す に は 無 之 候へ 共. 偖て 手紙 か X んと存 申 候 得ば、 彼 や 是れゃ 一 

の囘 想に て I 夜 を 空 ふす る覺 悟な かる 可から ず、 實に 手紙 を 本國に 認め 候 夜 は 眠り 難く 候。 されば 寧ろ 疎遠のと がめ は 得！ 

ると も 其 時間 を 勉强致 候 方と 勝手なる 理窟に かまけ 申 候、 何卒 是亦宜 敷 御 鳳 聲願上 候。  一 

先日 太陽と 共に 壬 生 馬 君の 油 II 相 屆き申 候。 配達 者の 持 来れる を 見れば 無殘 にも ni 片に 打破れ 居候に 不思數 滴の 淚 こぼ 一 

し 申 候" 折角の 御 骨折の 御 志、 云ひ樣 なき 心地 致し 候" 而し 兎や角 工夫して 漸く 繼ぎ合 はせ 今 は 破れ目 かすかに 見られ 申 一 

候 得 共、 さして 障りに もなら ず 書架の 上に かざられて 日々 無上の 友と 相 成 居 申 候、 重々 御 禮申上 候。 實に此 色 は 心に あり； 

あり レ， 覺ぇ ある もの 種々 なる 囘想を 伴 ふ ものに 御座 候。 御 苦心の 明き を も晴く 描き 給 ひし は 充分の 御成功と は 云 ひ 難しと 一 

する も大膽 なる 御 企 圖と存 上 候。 殊に 濕 度の 裕 かなる は 此畫に 著しき 御手な みと 存上 候。 雲の 色に 壁の 光に うら 寒き 十二 一 

月の 空氣も 確かと 拜見仕 候。 若し 難 を 云 はしめば、 輪廓の 不確 にあるな きかと 存申 候。 憨 i 畫筆 握り 給 ふ猛心 湧き 給 はや： 

木炭 畫の 不撓なる 御 苦心 偏に あらま ほしと、 是れは 凡て 盲目 象 を 評する 類に 御座 候。 

御手 紙の 御覺醒 潔く 拜見仕 候" 小生 も 大に發 奮 仕 候" 實は 明日の 期待に 迷 はされ ず 昨日の 囘 想に おもねらず、 今日と； K 

はず 現在 瞬 轉の今 を 捕へ て 心の 儘に 思 ひ 心の 儘に 動かん こそ 世に 力 ある 生活なる ベく 侯。 何等の 永き 迷 轉ぞ、 今 も、 しの 中； 


常に 這 個の 疑惑 を絕 たず 候 得 共、 愈 i 身に 沁みて 覺 ゆる は 義と 愛と 獻 身と を 人の子に 敎 へて 逝きし 年若き 導師の 面影に 候。 

是れ をき けば 愈 i 堅く 是れを 仰げば 愈 丄咼き 超絕の 人格 神容は 小生 をして 其 小さき 奴隸 たらしめ 候。 此願 を果し 得ず ば縱 

令 世の 凡ての ⑩與 へらる \ とも 滿. 足 は 夢 致 間 敷 候" 

先日 行 郎君の 御依賴 により 晝端書 一枚 御 经申上 候、 是はミ レ-' の 「晚 歸」 を心覺 えの 儘に 摸描教 候^に 有 之 候。 此畫は 

費府の 書； 堂に 有 之 候 もの、 橫 三尺 縦 二 尺五寸 程の 油 II に 御座 候. ギブソンと 申す 當 地の 富豪 歐洲 にあり し 時、 彼の 有名な 

る r ェンヂ ラス」 と此晝 とニ而 示された る 中より 撰び 取りし もの.^ 由に 御座 候、 ミレ ー の 息子 は 父の 遺作に 就而 彼が 畢生 

の 貢 獻の 中、 傑出の 作 二つ あり 一つ は 「ェ ンヂ ラス」 にて、 他の 一つ は此 「晚 歸」 なりと. S. 候. a、 縱令 「ェ ンギ ラス」 の 

崇高 はなく とも 此畫の 價値御 推量 可 有 之 候。 實 にや 高 逸の 品數多 ある 屮に、 此竇蘄 然として 明星の 如く 輝き 居候" 時は收 

獲旣に 終りし 晩秋 か 初冬なる べし、 うら 枯れた る^ は、 一面に すき 返へ されて、 遠き 彼方に 老いた る 攀の其 S 捨てられた 

るが 見られ 候〕 

蒼然と. して tr 暮れん とする 頃、 音 塞き 時雨の 漸く 休みて 密雲 散 じがて なる に團々 たる 月魄雲 をす かして 天地の 廣を 照す 

處、 造遙 はるかに 荒歸を 限る 一 逑の棘 林に 通へ る 一 路を拾 ひつ . ^、年 尙 若き 男の 帽子 まぶかに 一 群の 羊 を 率て 家に 向 ふ樣、 

何ん と はなき、  1 甚の詩 意 を ひき 申 候し。 鬪に向 ひて 道の 右なる 畑 中に 一疋の 犬、 是の みは 他の 寂寞た るに 引かへ て、 活氣 

滿ち たるが 面白き 對照を 致 居候 を 端 書に は 描き 落し ゆ 候 11 見る に從 つて 一 物 一 事の 措置. 1 合に かな ひ 一 點 I 驚 を も增減 

すべから ざる は 老大家の 巧まざる に兹に 至りし なる ベ けれども、 幾多の 苦心 も あるべし と 尊く 存ぜ られ 候" 色彩の 妙を傳 

へん こと は 遂に 望みて 得べ からざる 事に 御座 候 得 共、 此書 一により て 見れば、 ミ レ ー は蹺 多なる 色彩 を 用ゐし 人と は 思 はれ 

ず、 よく 練りよ くきた へたる 衝少の 色 を もて 驚くべき 自然の 調和 を 得せ しめたる にやと 存ぜ られ申 候" バ-' ビ ソン 派の 製作 

£1 數枚有 之 候が、 色彩の 潤爛を 企てし より は 調和に 心 を用ゐ し； S 向 何れの 作に も 見られ 候樣 感じ 申 候" 筆は軟 くして 丁寧 

に 御座 候。 輪 腐の 正確なる は此 人の 特色 今更 申す まで も 無 御座 候。 最も 驚異すべき 色彩の 發揮は 月の 光と それに 映 じたる 
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雲の 彩に 御 鹿 候" 當今當 代の 米國畫 家の 展覽會 開かれ 居り 申 候。 Originality のな き は 何處も 等しく、 鑑査の 不 jfn 田なる も. 

れ 難き 弊と 兑られ 申 候" 此國の 所謂 紫 派 は 哀れに 候. - 此國の 人 は 空氣を 描く こと は 出来 ぬげに 御座 候。 ^^ぉこ濕度少なき 

故に や。 

橫濱 出航の 際の 寫眞 御惠经 被 下、 色々 なる 囘 想に 打 たれ 申 候。 雲 1 つなく 晴れた る 暑き 日の さるから に 夏咸稍 i 退きた 

る 心地な りし 事 明かに 記憶に 殘 Sis 申 候。 直 良 君に よろしく 御禮願 上險" 

此度は 種々 なる 事の 爲め 案外の 出費に 相 成 候 得 共、 平 B 、なれば かくは 相 嵩み 不申、 然し 此 以前に 申 上 候 樣覺ぇ 居 ffer が 一 

ヶ月 K 六十 圓 にて 充分な らんとの 見込 は 外れ 七 八十 圓は 必要の 樣覺 えられ 申 候， 出 發の際 申 上】 直 候 一 ケ年 千圓の 見込み は 

本年 は 過 剩と相 成、 甚だ 不本意に 御 鹿 候 得 共、 此 手紙 御 落掌 被 下 候は丄 W 成 早く 百 弗 御 金 願 上 候。 其豫算 よ、 

三十 五^六 十 仙 現在 金 

當： n より 夏季 休業に 至る 雜費 

百 弗御经 金の 分 

三十 弗  論文 撿閲料 

七十 弗  夏季 休業 中の 雜費及 移轉費 

唯今 當 校に 於て マスタ ー ォブァ ー ッの if 位に 對 する 論文 を 霤き居 申 候。 一 寸百ニ 三 十 頁の 論文と 可 相 成-題 は 「日 木歷史 . 

に 影響した る外國 文明」 と 云へ る ものに 有 之、 入校 當時は 課業の 方 多忙な りし 爲め手 をつ くる 暇な く、 漸く 此 論文の 方 

に 相 懸り申 候 間、 果して 五月 中旬 (論文 提出 期) に 間に合 ひ 申 候 や 否や は 相 分らず 候 得 共、 右の 豫算は 間に合 ひたる もの 

として 申 上 候 ものに 御座 候" 

若 成功 不致候 節 は 尙半ケ 年 當校滯 在の 積に 御座 候" 移轉 費と 有 之 候 は 學位を 得 申 候 はや 此地を 去り、 ハ ！バ ，. ド大學 (ハ 

，バ -' フ.^ ，ド にあらず) に 一 年 を 過し 度き 心算に 御座 得 V- こて li^。 


此 手紙 は 曰 を 隔て k 相 認め 申 候 得 者. 其 間に 二月 二十 三日 投函の 御 書 も 難 有 拜誦仕 候" 夏期 休業の 消費 法に つき 御意 見 

を 賜り 感謝の 至り 篤と 鑑考可 仕 候。 

壬 生 馬 君が 三月 七日に 認められし 御 書 も 確かに 落掌 難 有 披見 仕 候 得 共、 御 返事 は 次便に 相 讓可申 候" 

餘り 長く 相 成 申 候 故 此度は 是れに て 御免 蒙 可 申 候。 

尙乍 末筆 御 擧家樣 の 御 健康 奉 祈 上 候 U 

壬 生 馬 君 へ 。 鳥 谷惠吉 より 態 々 端書绘 り 吳れ申 候 返事 可 致 辔 に 候 得 共、 多忙の 爲め其 儘に 致 申 候 段 可 然御傳 へ 被 下 度 候。 

草々。 

此地も 潮く 春ら しく 相 成 申 候。 庭前の 草 漸く 靑 くして、 日の 光 もや はら かに 感ぜられ 申 候。 先日 來 好機 あり 候爲 め、 費 

府の造 1， 所 併に べッレ ヘムと 申 候 所なる 製鐵場 參觀致 候" 確かに 有益なる 智識 を 得 申 候。 

目と 耳と 口と を 働かせて、 何 やか や 消化 せんと あせり 申 候樣、 側 目に は を かし かるべく 候" 

行郞 サン 病 氣シタ 相 デス ネ、 ダケ レド モ、 モ- 全快 シテ オメ デ トウ。 米國ノ 印紙 ヲ數 枚御经 リシ マス。 若 シ此次 ノ便ノ 

^、 日本 ノ切 手ノ ス コ シ珍シ イノ ヲ经 テク レ ルナ ラバ、 此地デ 外國ノ 珍シィ ノト 取 リカ へ テ 又经ッ テ上ゲ マ ショウ。 コン 

ドノ ハツ マラ ナイ、 アタリ マエ ノバ カリ デス。 

足 助 素 一 、 末 光 績氏宛 ー! 四月 三 B 於ハ 1 バ， フ *， ド 〔一二〕 

今 曰 は 安息日な り、 米國の 天地に て は 我等が 救 主の 昇天 各所の 敎會 にて 記念され き。 

此夜、 今、 生 は 急に 兄 等の 事 思 出し 又 特に 兄 等に 報ず 可き 何事 もな けれども， 兄 等に 筆 取る ことによ りて 生の 渴は醫 さ 

る 可し。 

兄 等 健 かなり や。 兄 等の 書を豫 期せる の洵に 久し けれども 未だ そ を 得る こと 能 はず。 生 は 敢て兄 等が 貴重なる 時間 を盜ま 
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ん とする ものに あらず。 され ども 兄 等 若し 生に 與へ 得べき 寸暇 あらば 願く は 兄 等が 近況 を 報ぜよ。 m 

むる にあらず、 願 ふなり 希 ふなり。 簾の 生 も 兄 等 を 忘れ去らん に は餘 りに 健忘なら ざれば なり。 二 兄よ、 安ぜ よ。 

兄き よく 知れる 如き 優な き生活を 改 むる こと 能 はざる も 神 は 尙そを捨 て 給 はざる なり。 生 は尙健 かこ 生きて 地の 一角 

に 存在 I けで あり。 愚かしき 心靈 のな やみ、 時に 嚴 しく 生を責 むる ことなき にあらざる も 未だ 望 臭へ る ことなし、 

神 は 永久に 讃 むべき かな。 

例年に なき 激し さなり と 人の 云 ひ あへ りし 冬 は 今將に 去らん とす。 春 信 二分、 luff  ？ to 

ル おは 「i」 の 麗しき 所な り。 兄 等の 居る 地に 似た I 物 時々 娘 を 過え 其 時 兄 等の 居る 地 を 想ひ而 して 兄 等 を 1。 

尙ほ淺 き 雲の 曰 月 を 以て 米國を 評せん に は 早計なる ベ けれど I が 今の 思 ふ fig ひ 出 づれ， よ、 米國き 3 ま 

003BOI  If  a の 別名な り。 小生の ぼぼ § は 寧ろ 此國の それに 遠し。 f 一  以て 之 を悲 み 一 

以て 之 を 喜ぶ。  ( ^  _ 

末 光 兄. 生 は 我等の 愛する 敎會を 思 ふ。 彼女 は 健かにして 愈，. 美しき や。 其 牧者 は 敬 はれつ，. あるな らん。 

足 助 兄、 兄の 其 後の 健康 は 如何。 

二 兄よ、 兄 等の S の 苦痛 は 如何なる 行 歩 をな せし や。 心醫 苦痛と は 如何に 深く して f も のぞ や。 生き ふ、 ， 

、- ^か 其 一 生 I して 負 ふべき I なり。 哀痛すべき ものにして 漏す 可き ものな り。 緣 我等の 負 ひで ある 十囊の 然る 

力 $ し 

兄 等 は 森 本 兄の 消き 聞かざる 可し， i»!ls?t 彼の i と觀と I の 鞭 f り 慰藉な り。 

木 村 兄 亦 遙に西 スタン フすド にあり。 其 忍耐と 鬵は 殆ど 人 を 泣かしな 人生 誠に 羡む 可き もの あらば I 信と 義と 

^耐 と發 憤と を 羨ましめ よ。 兄 等と 生と に此友 ある は 卽ち入 生 を 讃美す 可き 所以に あらず や 0 

土曜 會の人 皆 健 かなる 可し。 願く は 彼等に 生が 衷心の 好意 を 傅へ 給へ。 H 藤 君 今米國 にあり と。 され ども 生 は 未だき；. 


聞く こと 能 はず 生 は 彼と 互に 相 慰めん こと を 欲す。 

眼 を 閉ぢて 思へば 札幌の 春色 幻の 如く 心に 浮ぶ。 過去の 「隨 感錄」 を 繰返し 見る に 三十 四 年 四月 二十 一日の 條に、 

「午後より 森 本、 井街、 末 光、 ェ藤、 宫部 謙、 良 ちゃんと 共に 丸 山に 遊ぶ 久振 りなり …… 池に 近く 來れる 時 沈 觀 に 沈め 

る 足 助 君に 遇 ひぬ …； 彼 若し 苦み て 益 あらば 彼に 一 層の 苦楚を 授け 給へ。 …… 」 

など 記し あり 兄 等の 日記 を も 繰返し 見よ。 過去と は 如何に 嬉 くも 亦 悲しき ものなる ぞゃ。 

兄 等よ、 生 をして 筆 を擱 くに 當 りて 言 はしめ よ、 總ては 益な し、 神 を 信ぜよ。 兄 等の 總てを 神の 手に 委ねよ。 如何なる 

こと ありと も 人を對 象と して 兄 等の 心 を 満足せ しむる こと 勿れ。 神の 手づ からな し 給へ る 封印 を ぎ St の 中心に 與 へられ 

ん迄は 我等の 武器 を 捨て ざら しめよ。 自己 衷心の 滿足 (「自己」 の 満足に は あらず)、 人生の 意義 は 唯是れ のみ。 

金 木 君の 死 を 聞く。 生 深く 彼と 知ら ざり き。 而 かも 其氣骨 ありて 正直なる ー靑 年な りし を 記す、 哀痛に 不堪。 

此書兄 等の 手に 落ち 兄 等 幸に 直に 生に 書を经 ると も 恐らく は 其 書 は 生の あらざる に 達せん。 され ど 宛名 は 

Haverford  College,  liaverford.  Pa.,  U. リ. A. 

にて 可な り。 

別紙 を 夜學校 生徒 瀕川末 君に 與へ 給へ。 若し 彼女 返書 せんと 云 はば 兄 等の 中 彼女の 爲 めに 十錢の 切手 代と 狀 袋の 表書と 

を惠み 給へ。 

家 族 宛 —— 五月 二十 二  B 日曜日 於ハ， バ， 'フォ ー ド 〔一 1 二〕 

今日は R 曜日です。 殊に 米國は 此の 日は靜 かな 日で、 汽車 も 往復の 度が 減る し、 馬車 馬 も 休ませても らふの が 多い し、 

人 も 室に 籠って 讀 書と 手紙に 時 を 費す 有樣 です。 

朝食が 七 時 四十 五分、 終って から、 友の 誰彼 四 人と 共に、 稍 六 町 I る 停車場まで 無帽で (田 官氣樂 さ) 手紙 を 取り 
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に 行きました。 C 日曜に は 配達し ません) 美しく 晴れた 朝です。 樹々 の 稍が 漸く 濃い 綠 となって、 ライ ラックスの 香が 宛ら 

蒸す 樣 です。 日本 なれば 多分 六月 中旬 位の 氣候 でせ うか。 停車場で 母上 及び 壬 生 馬 君よりの 御手 紙と、 愛子 君よりの と を 

得た 時 は 非常に 嬉しく 感じました。 楓樹 の靑々 とした 蔭に 陽の 目 をよ けながら、 一 通り III 通の 御手 紙 を讀み 終りました、 

室に 歸 つてから モ ー 一度、 二度 繰返して、 急に 筆が 取りた くな つたので す。 

暫く 前に ワシントン 府 からの 繪端書 を 差 上げた のと、 御： g 親樣の 御手 紙に 對 して 簡單な 端 書の 御禮 をした 後、 頓と 御， 屬" 

沙 おした のです が、 實に此 日頃 は 忙しく つて 遂々 打 かまけ ました。 何卒 御 許 を 願 ひます。 

鬼に も 角に も、 一 年間 此學 校の 厄介と なった 事で あるから、 何 か 働いた 丈け のしる しを殘 したいと 思って、 論文に 「日 

本 聽史に 影響した る外國 文明」 と 云 ふ 機な 題で、 論文 を 書き 始めた のです。 材料 を蒐 るのに 去年の 暮ま でか.. つて、 今年 

の始 から 書き出し たのです が、 丁度 其 際 グリップ (日本の イン フ ル ェ ンザ) に 犯され、 其 後 どうも 頭が 本統に 直りません。 

夫れ にもって 來て 日露 戰爭の 獅子吼 (姉 崎 先生 獨特 の) が驀 直に 殺到した ので、 一 時 は 腦髓も 心臓 も 平時より 變 調を來 して、 

枯木 i に 倚る と 云ふ樣 4 者 的 態度が 取れなかった のです。 で I 時 は 殆ど 失望して、 今年の 十二月まで 在 學の期 を延 す 

事に しょ，^ と 決心して 居た のでした が、 丁度 ni 月の 中旬 頃でした、 力 ー ラ ヰル、 エマ ー ソン 往復 寄 翰 集の 古本 を 買って 讀 

んで 居る 中に、 例の 力， ラヰル が佛國 革命 史の 稿本 を、 友の 過失に よりて 灰燼と なした 時、 失 Si してく 殆ど 禁を踐 せん 

とした 力 ふとした 事から 大 勇猛心 を 起して 喷り 附く樣 になって、 再び 草稿 を 改めた と 云 ふ 事 を、 エマ ー ソンに 書き 经 つた. 

書翰に 来て、 其 大事 件が 私の 身に 起り つ \ あった 弱志 を 根本から 破壞 しました。 私の 仕事 は 力 氏の 夫れ に 比すれば 固より 

九 牛の I 毛で は あるが、 夫れ でも 仕事 は 仕事です。 一 っ奮發 してやり 遂げよ. つと 決心して、 夫れ から 澀り 勝ちなる 英文の 

筆 を叱咜 百番 して 漸く 去る 十六 日 稿を脫 し、 淨霤 したら 二百 三十 頁 程の 論文に なりました。 英文の 手紙 一 つ 書く にも 苦し 

み 苦まねば ならぬ 憐れむ 可き 英作文の 技倆で、 是れ 丈け の 長い もの を 奮いた に は 他人の 知り 得ぬ 苦心 も ありました。 兎に 

も 角に も當 年の 本校 論文 中で は 最長の 論文で、 內容も そんなに 劣って は 居ない 積り、 唯殘 念な こと は 文體の 拙劣です。 


其 後少々 疲 勞を覺 えて、 筆 を 取る のが 非常に 物憂く つて、 遂々 御無沙汰に 打 過ぎました。 四 五日 中に 試 驗が來 ます、 尙 

二つの 論文 を 書かねば なりません。 少しく へこまざる を 得ない が、 モウ 一 奮發 です。 人生と は、 「モ， 一 藿發」 なる 語の 繰 

返しら しく も 見られます。 

一寸 端 書で 御 報知した 通り、 去る 春休 暇 を 利用して バルチ モアと、 ワシントン 府の 見物 をし ました。 バルチ モア は 森 本 

の 學んで 居る 所で、 四月 十五 日の 午後 彼と 同府の 停車場に 會し、 携 へられて あの 大火の 跡の 宛ら 古 城址の 如き を兒、 ジョ 

ンス ホプキン ス大學 附屬の 病院 を參顯 し、 其 日 を 終へ、， 翌 十六 a に は 二人に てヮ シン トン 府に 至り、 名に し 負 ふ 米 國の首 

府を走 馬燈の 速力で 見て ま はりました。 先づ 公使館に 行って 入口の 金色なる 菊花 章に 云 ひ 知れぬな つかし さを覺 え、 呼 鈴 を 

引く 時 は 宛ら 我が家に 歸 りついた 樣な思 ひ をし ました。 何處に 行っても 優しく 取扱 はれる 米國 で、 コン ナ考が 起る の は あ 

まり 女々 しい 樣で すが、 女々 しくっても 仕方がな いのです。 國會 と阖書 館と が此 地で 有名な 建築です。 花 歸 石の 數百 段の 

階段 を 登り 盡 すと、 大理石と、 花 31 石と で 建て 上げられた、 山の 樣な大 建築。 場 內も總 ての 規模が 壯大 で、 堅牢で、 米國 の， 

精神が 打 こまれて 居る 樣 です。 開會 中の 議會も 見ました が、 議事が 花々 しい 問題でなかった 爲め、 活動の 有樣は 目撃し 得 ま 

せんでした。 大統領 も此 日は缺 席でした。 偖て 見物 は圖書 館です。 是れが 恐らく は 米國で 建築と 美術と を 調和 させた 最大 

最 美の もので せう。 見た 處は 國鲁と 同じ 樣な 建築 振りで、 羅 馬の キヤ ビ トル 風と 云 はう か、 セント たヒー タ 寺の 樣 です。 

場內は 凡て 大理石、 床 は モザイク、 壁 は 當國に 於け る 畫界の S 擘が各 一 區を受 持って、 後代に 名ケ殘 すべき 好機 會を 握ら 

うと 勉 めた 跡が 見えます が、 打 見た る 所ド， モ薄ッ ぺ ラ なのが 多い 樣 です。 然し 中には 裝飾畫 として 申 分の ない のが あり 

ます。 肝心の 讀書 室よりも、 是れを 一通り 見る のに、 凡そ 二 時間 か  りました。 讀書室 は 又 華麗 を 極めた ものです が、 組 

織に は 別に 新機軸 も 見受け ませなん だ。 兎にも角にも 國家を 飾る にかくの 如き もの を 以てする は、 羨む 可き こと- -思 ひま 

した。 軍費と 監獄と に 費やす 多額の 不生產 費 を、 ド， 力 可成 減じて か、 る高尙 なる 趣味の 養成に 費したい もの だと 思 ひま 
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何しろ、 さすがに 町の I 帶 の空氣 が、 費府 ゃバ府 とは大 ちが ひです。 何となく ゆったり として 居て、 米國 特有の 銅臭が 

尠 くあります。 聞く 所に よれば、 米 國人は 殆ど 總が \ りして この 一都 府を 裝ふ爲 めに 盡 力して 居る さう であります。 夫れ 

から、 博物館 を 見ました。 嘗て ペルリが 日本に 來た 時、 彼から よこした 贈物に 對 して、 此方から も返禮 をした のです が、 

ペルリ 1 行 は 勿論、 米國 政府の 役人 も、 日本からの 贈り物の 眞價を 知らないので、 邪魔物 扱 ひに 此の 博物館の 地下室に 荷 

造りの 儘 捨て置いた ことが、 つい 近頃まで だった さう です が、 此頃 漸く 貴い 品々 である ことが わかって、 取 出された と 云 

ふので す。 米 國が其 時日 本に 送った 品物の 中には、 ォモ チヤの 汽車 や 電信機が あつたので すが、 當 時の 日本人 は 殆んど 魔 

法で も 見せられ たと 云 ふ 樣な眼 をして 珍しがつ たと、 ぺ ルリに 附 いて 行った 一 船員の sa 談が此 頃の 魏 誌に 見えました。 

其の 汽牵ゃ 電信機 は 今 何處に 行きました らう、 面白い 記念 だと 思 ひます が。 

宿 賞に か& ると 云 ふので， 此の 夕方 バ府に 引返すべく 疲れた 體を 汽車に 投じました。 

翌日、 卽ち 十七 日と 云 ふが 日曜で、 朝は當 地で 有名な 御醫者 (一 診察 金 五百^と 云 ふ) の 聖書の 講義 を 聞きました。 世 

界に 名高い 大學 者が、 町 は づれの 御爺さん や 御婆さん や 文字 少き 善男善女 を 相手に して、 熱心に 談 つて 居る の を 見る と、 

淚が 出ます。 此 大事 實を 忘れた 人が、 宗敎を 口の 先で ほめて 見たり くさして 見たり する のでせ う。 

此日、 一 句 非常な 名言 を 同 先生から 聞き ましたが、 今 一 寸 出ません。 

森 本の 下宿して 居る 所 は、 出獄 婦人 感化院の 幹事の 官舎です。 此 日の 晝は 幹事なる キ ー ン 夫人から 中餐の 招きに 遇 ひま 

した。 菓子の 中に 入つ て 居た 少量 の 酒 氣に眞 赤 になった のが 私の 此 u の 失敗です。 

午後 は當 地の 有名な 公園に 遊びました。 可成 il:! 然を殘 すと 云 ふ 趣意で ある 相で、 11 ゲ 1 ァを まねた 譯 でもあります ま 

いが I 中々 趣が あります。 上野 動物園の 四 分の 一 程の 動物園が あって、 夫れ を此 地の 入 は 矢張り 誇って 居ます。 夕方 ま 

で散ル して 日の 暮れに 家に 歸 りました。 

十八 日が 月曜 HI で、 此 午前 は 森 本は學 校に 出る、 私 はピ- ボデ， の圖謦 館で 論文の 材料 を 集めました。 ゴンゼ と 云 ふ 入 


の 日本 美術史 は餘程 面白さうな 本です が、 悲しい 事に は佛 文です。 此圖謦 館の 傍に 美術館が あります が、 憐れな ものです。 

午後 はヂ ヨン ス ホプキン ス大 學を兑 ました。 町の 眞 中に 建て \ あるので 好 位置と は 云へ ませぬ が、 書物の 多い 事と、 敎 

肺の 揃って 居る 事 は、 さすがに 當國の 大大舉 校です。 校長に 面會 しました。 校長 は 私 等に 殊に 有名なる レムゼン 氏です。 

氏の 小 化 if 教科書 は 先生の 弟子なる 久原 氏に よりて 飜譯 せられて、 日本の 舉 生で 私 時代の もの は 知らない 者 はあります ま 

い。 其 人に 遇った ので 實に 愉快で ありました。 がっしりした 半白の 眼の 色の ぃ& 先生で、 話 は 日露 戰爭が 主題 を 占め、 與 

が乘 つて 来る と 先生 机 をう ち 座 を 進め て if 論 せらる X のでした。 

此 夕方 又 キ-ン 夫人から 招かれて、 出獄 婦人の 前で 森 本と 私と 一場の 講話 を 乞 はれた の は少々 閉口し ました。 11 而か 

も 不意に 11 が 先 づ難關 を 切り 拔 けて、 夫れ から、 茶の 御馳走に なりました。 令 孃と院 の 取締なる 夫人と 三人で 非常に 親 

切に もてなして 吳れ ました。 ピアノで 美しい 樂も 聞いて、 夜晚く 辭し歸 りました。 此晚 から 冬が 歸 つた 樣に氣 候が 寒くな 

り 出しました。 

十九 日。 私が あまり 都會の 生活の 無趣味な の を あざけって、 バ府も 米國の 京都と 聞いて 居た 程で もない と 云うた ので、 森 

本が やっきと なって、 靜闞な 部分 を 見せて やらう と、 電車で 田舎に 連れ出されました。 レ， キ* サイドと 云 ふ 避暑 場の 1 

哩程 手前で、 車 を 降りて、 色々 な こと を 怒ったり、 喜んだり、 笑ったり、 嘆いたり して 心 置きな く談 りました。 鳥屋から 

孔雀が 野放しに なって 出て 來 るのに 驚いたり、 遠方で 敎會の 鐘が 聖歌の ふしに つき 出される の を 停まって 聞いたり、 吹き 

ざら しの 野原で 風が 砂 を 捲く のに 稍 i 閉口して 歸 思が 動きました。 町に 歸 つてから 私 は 又 陶 書 館で I 心に 勉强 し、 此の 夕 

方 再び 暫時の 間 彼と 別る >uj と >1 なりました。 ヒドィ 風で 塞い 日で、 くたびれた 樣な 足取りで 停車場 を歸 つて 行く 森 本が 

隣れ つぼく 見えました。 實に彼 は 非常な 戰 をして 居る のです。 さぞ 苦しい 時 も 事 も ある だら うと、 同情の 念が 頻に 動き ま 

した。 

此 夕方 ァ ボン デ， ルの、 此前ー 度 永 い 間 厄介 になつ た 友の 家 の ある 停車場 に 着きました。 前々 から 度々 手紙で 招かれた 
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のです。 老父と 一番 末の 娘と が 馬車で 迎 へに 来て 吳れ て、 再び 温かなる 家庭の： S 氣を 飽くまで 吸 ひました。 

二十 一日の 朝 は 其 村の 小學 校の 見物に 半日 を 費して、 生徒から 色々 な 質問 を 受けました。 「日本で は小學 校で 練兵 をす る 

さう だが 本當 か」 と 羨 しげに 尋ねた 腕白 さうな 小兒も ありました。 何處 でも 兵隊さん は 小兒の 理^と 見えます。 

午後 は 二人の 少女が 花 狩りに 連れて行って、 林の 中で 兩 手に あまる 斗り の 野の花 を 摘みました。 米 國に來 てこん な こと 

をしょう と は 夢にも 思 ひませ なんだ。 此日 は此ニ 少女に 私の 凡ての 自由 を賣 りました。 二十 二日の 朝、 此 家を辭 して 又ェ 

ルゥヰ ンと云 ふ 所で 下車し、 有名な 白痴 院を 見舞 ひました。 內村 氏の 「警世 雜著」 に 委しく 書いて あるから 此處に は 多く 

申します まいが、 賓見 によって 得た 感じ は 容易に 失せまい と 思 ひます。 晝 食の 馳走に なり、 非常に 丁寧に 待遇され、 樂隊 

まで を 聞いて、 其 夕方 玆を辭 しました。 白痴の 一入が 私の 荷物 を 停車場まで 持って来て 吳れ ました。 又 キット 來 いと、 幾 

度 か 親切 さう に 云って 別れて 行きました。 ドクトル っハ ー と 云 ふ 人が 翳 師長で、 內村 氏と 同時に 働いて 居た 入です。 內村 

氏が 桃 を 喰 ひすぎ て 腹下し をして、 夜中 廊下 を 往復す るので、 やかましい 誰 だと 尋ねたら、 おごそかに "AJAP1 と 云 

うた なぞと 腹 を 抱 へ る樣 な懐舊 の 話 を澤山 聞きました。 

夫れ から メデャ と 云 ふ 所で 再び 汽車 を 捨て  >、 新渡戶 夫人の 兄 君に 面會 し、 其 夜 費府に 着いた のでした。 

其 後 再び 例の 論文に か. t りきり で、 つい 此 間まで 寸暇 もない 始末でした。 

稍 丄ー一 週間 程 前から 此邊が 非常に 美しくな つて、 櫻 や、 林檎 や、 木蓮 や、 堇ゃ、 蒲公英 や、 梨 や、 杏 や、 こどめ 櫻 やが 

一時に^き 出して、 米國 にも こんな 優しい 姿が あるかと 驚き ましたが、 今 は 夢の 樣に變 つて、 滿 目の 靑 葉と なりました。 

雲の 色 も 形 も 漸く 夏の 夫れ になって、 時々 暮 方に 夕立 雲 も 見ます し、 遠雷の 聲も 聞きます。 

戰勝を 喜ばる \ 御手 紙の 屆 いた 此頃 は、 戰 敗と 云 ふので はない が、 色々 と 軍事の 不幸 を 新聞紙 上で 見て 心 を 痛めて 居り 

ます。 「初 濯」 の 悲しむべき 最後、 「吉 野」 の沈沒 など、 實に 意外の 凶事 哀悼に 堪 へません。 

隆 三が 歸る さう です が、 モ -' 着いた 事と 田 3 ひます が、 病 氣はド ，デ スカ。 何卒 一 日 も 早く 快復 されん こと を 祈ります。 


壬 生 馬 君の 感想 は、 幾度 か 味 ふ 積り です。 是に對 する 意見 も 申 述べたい が、 隨分 長く 書いた ので 頭が つかれ ましたから 

他日に 讓 ります。 君の 爲 めに 一 寸 私の 論文の 中の 文 學に對 する 外國 文明の 感化 を 略述し ます。 


第一 期 純 日本 思想 

第二 期 


/印度 思想に 對 する. 

i 日本 思想の 反爭 ， 


第三 期 

第五 期 


印度 思想 (日本 思想に 對 

する 印度 思想の 勝利) ， 


J 支那 思想に 對 する 

一日 本 思想の 反爭 


支那 思想 (日本 思想に 對 

する 支那 思想の 勝利〕 


古事記 萬 葉. m  (勿論 多少 支那 印 

度の 感化 は ある も) 

源氏物語 (佛敎 思想と 感情 主義 

との 銜 突) 

西行缺 集、 方丈 記 (絕對 悲觀主 

義〕 

近 松、 西 鶴 (儒敎 の 道義 主義 • 階級 主義と 

口 マ ン チシズ ム 平等主義との 銜突) 

馬 琴 諸 作 

(絕對 道義 主義) 


是は 私が 自分で 作り出した 時代の 分け 方 だが、 多少の 眞理が 拾 ひ 得らる X かと 思 ひます。 唯是 等の 書物が 手許 にないの 

で、 細い 所々 を摘發 して、 此論據 を 確め る こと は 出来ない が、 私歸朝したら此基礎の上に 一 層緻！^な硏究を重ねて見たぃ 

と 今から 樂んで 居ます。 君の 意見 も 聞きたい と 思 ひます。 

愛子 君から も久 振りで、 非常に 委しい 手紙、 實に 嬉しく 拜讀 しました。 御 返事 をす る 箬 です が、 忙しい ので 此 手紙 を 見 

てかん べんして 下さい。 しまさん は此 春から 餘り すぐれなかった とのこと、 吳々 も 大切に なさい ませ。 

モ ー 一ヶ月と は此 地に 居りますまい。 此 後の 如何 は 追て 申 上げます が、 手紙 は兹の 番地に 出して くだされば 屆 きます。 

是れ だけ 書く のに 四時 間 か. - ります。 それ だから 一 つ 手紙 を 書く の は 大きな 仕事です。 

皆々 樣の愈 i 御 健勝な らんこと を 祈ります。 私 は 大丈夫です。 此地は 夏 は隨分 暑い さう です が、 東京の ぢりく 日照り 

に 慣れた 身に は、 そんなで もあります まい。  、 
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寫 眞を寫 しました。 其 中に 御 透りし ます。 

直 正、 痕光、 房 子、 はしかに 羅り候 ひし 由 速 かに 囘復 され、 御 祝 申 上 候。 直 正に、 兵隊の 伯父さん は、 直 正が 早く 幼 准 

園に 行って、 字が 書け る樣 になって、 手紙 を くれる のを樂 しみに 待って 居る と、 御 傳言願 上候レ 

壬 生 馬 君に、 增田 君へ も 長く 御無沙汰 致 居候。 此 手紙 を 御 覽願上 候" 米 國史の 成功 祈 上 候" 

家 族 宛 11 六月 十二 曰 朝 於費府 a 一三〕 

快く 晴れ渡り たる {4! に、 朝風 膚凉 しさ を覺申 候" 昨日 當市當 所に 相 移 申 候。 

又々 永らくの 御無沙汰 何共 申！ I 無 之、 平に 御 許容 奉 願 上 候" 

母上 樣、 壬 生 君よりの 御手 紙、 並に 金 二百 滞 確かに 相 屈き、 落掌 仕 候 段、 萬々 御 躞申上 候" 聖 ルイス 行の 爲め 態々^ 剩 

の 金まで 御 }f 附被下 候て、 いつもながら 隈 なき 御眷 顧の 程、 咸 〔佩 至極に 奉存上 候" 

木 月 七日 總 ての 試驗を 終り、 十日に 卒業式 有 之、 三十 人 程の 卒業生 は 理學士 、文 學士を 授けられ、 バシフ ヒック • カレ， 

ヂ 校長、 本校 一 昨年の 卒業生、 併せて 小生の！  一  K は マスタ 1 ォブ. ァ， ッの舉 位 を 授けられ 申 候。 if 位 も 一年の 所 學も聊 

か 誇る に 足るべき 程の 事に は 無 之 候 得 共、 在米 一年に して 此 を 得た る は 曰 本人に は 稍々 珍ら しき 例に 可 有 之、 兎に角 

一年の 間、 小 子が 不肖の 質 を 以て 此 地に 爲 したる 一 端 を 御 報知 申 上げ、 日夜 眷々 の 御念 慮 を、 聊かな りと も 慰め 得ん こと 

を 祈る ばかりに 御座 候。 

當 地の 卒業 一？^ 前後の 模樣は 一寸 か はりて 面白く 御座 候" 九日 卽ち 卒業式 前日に は、 卒業生の 級會 なる もの 開かれ、 卒 

業 生 主人と なりて、 敎授竝 に 卒業生の 家族 を 招待 致 候" 五時參 集。 式場に は敎授 並に 家族の 人々、 今日 を 晴れと 着か ざつ 

てつめ かけ、 卒業生 一同 は 正面に コ ツチ 向きに 着座. 致 候。 簡單 なる 挨接 終りた る 後、 級 中に て 最も 滑稽と 惡ロ とに 長け た 

る 一人 進み出で、 級友の 批評 を始 むる にて 候" 抱腹絕 倒の 事共 多く あばかれ 候 中に も、 滑稽なる 賞與を もら ふ 人々 の樣を 


かしく 御座 候。 例へば 許嫁 ある 舉生 には^ 母 車、 鬚の 多き に は 三 尺 ほどの 剃刀な ど 滿座笑 ひこけ 申 候。 批評 終れば、 級 中 

選拔の 一人、 級を總 代して 演説 致し、 グ オケ ー を もら ひ、 夫れ より 別室に 於て 晩餐の 饗應 あり、 右 終って 學.^ の 音 樂有之 

候 後、 クラス 詩人 一 篇の詩 を 誦し、 最後に 大匙 授與 式と 申 もの 有 之 候。 是れは 美しく 彩られた る、 犬なる スプ ー ンを 全級 

中 賢 も 紳士  (嚴 正なる 意味に 於て) らしき 學 生に 贈る 式に 有 之 候。 其 選に 當れ る學坐 は、 是^^.を非常なる名譽と致申候。 

而 して 該スプ ー ンは 因緣附 きの ものに て、 始め 新人 生 入校す る 時 は、 第二 舉 年生 は 此匙を 造り、 嚴 かなる 式 を 以て 是れを 

新入生に 渡す のにて 候。 新入生 は 委員 を 設けて、 四 年 問 是れを 大切に 保存し、 かくて 卒業の 際是 れを最 優等の iKH に授く 

る もの.，, 由 聞 及 申 候。 些々 たる ことなれ ども， 舉生 同志の 自らなる 獎勵 法と 感心 致 申 候。 

翌 十日 は 卒業式に て、 午前 十一 時より 式 有 之、 其の 模樣は 日本の それと 大差な く、 午餐の 馳走 以後 は 校庭に 於て は、 舊 

卒業生と 新 卒業生との マッチ 有- NT 講堂に は 有名なる 辯士を 招待し、 其 雄 辯 を 振 はしめ て、 來賓は 何れな りと も 聞す る 

に まかせ ゆ 候。 

二日に 亙る 立 ちづめ の 騒ぎに て、 隨分 くたびれ 候辔 なる にも 不係、 來賓は 非常なる 熱心 を 以て 來會 し、 地方より 來れる 

もの は、 費府に 泊り がけに て 二日に 亙りて 來 校した る を 見受け 申 候。 餅の 米國 魂の 何事に も 差 出づる 夫れ がーの 原因なる 

ベ く 候 得 共、 他方に は 又敎 育に 熱心なる 程 思 は れ て 賴 もしく 存申 候。 

住む 事 僅かに 九 ヶ月、 何事 もなかる 可き 害に は 御座 候 得 共、 面識な き 人の 纏 (口せ る 外 國に九 ヶ月 一所に ありて 得た る 親 

しみ は、 日本に ありて 得た る九ケ 年の 親しみに も 相 當致申 候" 訪ひ訪 はれして、 去りし 日の 懇情 を 謝す 中に も、 品性 學識 

離れが たなく 思.^ 友 も 有 之、 二人 去り、 三人 去り、 やがて 物の 暦の み収 散され たる 寄， £ 舎に 取り 殘 された る 時には、 一方 

ならぬ 辦 しさ を感申 候" 親しく 交りし 友の 親なる 人々 卒業式の 際に 會ひ申 候が、 夏の 間 は 暇なる べし 泊り に來 よと 誘ひ吳 

れ 候が 三 家まで 有 N 候。 呪 ふま じき は 人の 心なり、 其 奥底に は 何人に も 同じき 形の 琴 潜みて、 同じき 昔 律 奏でら る.^ なり 

と存申 候。  . 
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卒業式 日卽ち 十日に 舜 ni 君より 荷物 相屆 き、 披き InK ば 美しき 故， t の 品々 御、 i 下され 候 I 兒し、 幾靈 にもく 感謝 

仕 候。 今日は 此の 地 を 去る に は 御座 嫌 共、 校 S め 暇 乞 ひに 囘 らんと 鬵霧 とて、 早速 あの 芦 舟と、 月夜との ピロ， 

ト 織：^ 1 を 校長に、 一 を 小 子の 論文に 骨折り 吳れ候 教授に 相 贈り 申 候。 二人とも 非常に 喜ばれ 申 侯。 

校長に 別， ¥議 に は 手 I りて よ W 此の 校に 來 I れ たりと て、 親切に 別辭 S され 不 i 塞れ 申 候。 彼 は S 

とて 取 分けて H に 立つ 處も無 御 優へ ども、 揮 然として 何となく 慕 はる 文物に 靈候。 校長の 器た るに 負かず と 申 候べ 

き 力 0 

此夜は 獨り霧 舎の 一 室に 眠りて、 翌十 二日 我が 城廓な りし 此 室に 別れ、 此 校に 別れ、 汽車に 乘 じて 費府 こき、 一先 

此下靈 に 落 付き 申 候。 聖 ルイズの 義、 誠に 御 親切に 御言 i 被 下、 重々 難 寨存霍 共、 舉は f に f 處 ここ、 殊 

に 雜閙の 街に li 者、 小 子の 夏 I ひ は あまり 行く 氣： i も 相 祭 申、 誠に 此 地に 於て 何 If る 善 I す 方 2 

あらんと 存申候 間、 一 先見 合せ 申 候。 (以下 六月 十五 日) 

去る 十！ n 日朝、 同窓 學生星 野 勇 nr 紐育府 より 來り、 小 子と 共に 昨日まで 滯在致 申 候。 彼 は 政府より 派 遺せられ たる こ 

て、 此度聖 ルイズに 至る 途屮立 寄りた るに て 候。 異鄕 異人の 間に 舊 友に 會 する の 决は此 園に 於て 有し 傳る 最大なる こで 

有 之 候。  i 

停 i にて 手プ V 取りた る 時の 心地 は經驗 したる 入の みが 知り 得 申 候。 

此夏は 如何に 御 消光 被 遊 居候 哉。 鎌 倉に 御 出掛け 成され 候 や。 

霊 君に は 目出度 御 卒業の こま 奉囊レ 今後の 方針 如何な され 候 や。 御 序の 節 御 報知 願ト； 候。 隆 ー15 も 旣こ着 京 被 致 

iff 身體の 不健全 は 萬 巳む を 得ざる ことに 菌穩 ば、 充分 御讀 可菌。 滑 田 君 は 君の よき 相談 相手なる ベ 

きこと 生 信じて 疑ひ不 申、 若し 君に して 小生に 御 相談 ありた きこと あらば、 同 君に 御 相談 あるべく、 彼 はよ く 小生の 

思惟す る 所 を EC 惟し 可 申 候-  . 


九日 頃に は舜 三 君來 費せられ 候 由、 而會を 樂み居 申 候。 

先日 小 子の 寫眞 一 とまとめ に 致し、 御 郵经申 上 候 間、 御 §拳 被 下 候 事と 存上 候。 

小生が 渡米の 際淚を 流して 離別 を 惜み被 下 候 ひし は、 安藤 大人 と、 河 野 夫人に 有 之、 か >1 る 人々 に 小 影を呈 する は 小 子 

の 痛く 喜ぶ 所、 何卒 其 11 曰 宜敷御 傳聲奉 願 候。 

德富 蘆， 化 氏の 「不 如歸」 英譯 せられ 申 候。 暇 あるに まかせ 一 讀 再び 淚を 流さ しめられ 申 候。 

追々 暑く も 相 成 候 得ば、 何卒 吳々 も 御大 事に 被 遊 度、 父上 樣の御 精勤 もさる ことに は 御座 候 得 共、 此夏は 暫くな りと も 

御靜 養の 時 あらむ こと を 奉 祈 上 候。 日露 戰爭も 不相變 都合よ く 運 居候 機 子、 眞に 天佑と 申すべき か。 

父上 様の 御手 紙 は 唯今 飜譯 中に 御座 候。 何れ 其 中 投書 可 仕 候。 

御 注文に まかせ 先日 來 時々 畫端書 差 上 候が、 御 受領 爲被下 候 や、 繫端書 は 途中に て 取らる X との 瞟さ有 之 候 得ば、 一 寸 

伺 上 候〕 

先 は 右 不取敢 得 貴意 度 草々 拜具。  ， 

山 本 愛子 氏 宛 11 六月 十三 H 於費府 〔二 四〕 

白！！ の 翼 やかり し 夏の 夜 を 枕に かよ ふ ひんが しの 夢  - 

家 族 宛 —— 七月 十四日 朝 於費府 ai〕 

吹き 來る 風の まに く、 黃塵堆 き 下宿屋の 窓遶 に、 絕間 なき 電車のお どろし き 昔 を 聞きつ > -、 一筆 呈上 仕 候。 

學校を 去り 候て より、 此 市に 移り、 心當 りの 處に 參 考 となるべき 仕事 を 見付けん と存候 ひし も、 當 方の 注文 少々 むづか 

しき 爲め、 適當 なる 處を兒 出し 兼ね、 且つ は暑氣 と喧騷 とに て 不快 を 極む る 都市の 生活に 得堪 へずして、 心 あっき 招きの 
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まに く、  M: びァ ボン デ f ル なる ァ， 'サ. 'の 一家 を訪 ふべ く、 去月 二十 二 曰 此市を 去りて 田 阔裡の 入と 相 成 申 候。 米国に 

來り てより 眞に 親しみ を覺 ゆる は 此の 家の み。 隔てな き 老夫婦と 幾多の 小兒 と、 今 は 慣れ親し みたる 二 匹の 犬と、 匹の 

猫と、 共に 心よりの 懼： 付 を 致し 吳れ申 候。 參り候 節 は 正に 牧^と 麥 との 收獲 時と て. 男子 は 眼の 廻る ほど 忙しき 時- 農事 

の觀 察に は 此の上な き 1： 會に 御座 候 得 者、 破 精 弊衣 洗足と なりて 彼等と 共に 汗と 砂と に まみれつ、 相 働き 申 候。 彼！； t の體 

力 は 到底 日本人の 比に あらず、 よく 働き. よく 喰 ひ、 よく 寢ね申 候。 然し 小 子 も 思 ひしょり は 腕力の 勞 働に 甚へ、 終日 働 

き. S. 候〕 而 かも 一夜の 安眠 は 再び 翌日の 元氣 を囘復 し、 屢 i 彼等 を 驚かし 申 候。 琳滴 たる 汗と なりて 働く は、 苦しき 中に 

こよな く 心地よ く、 暫^の 暇 を、, ゆみて、 臺所 にかけ 込み、 冷水 一杯 を飮 むの 味 は、 格別に 御座 候。 本邦の 農事 を 此國の 夫 

れに 比較し 候 得 者、 實に 驚かる. 1 懸隔に て、 其 粗放なる 事 意外に 御座 候。 一 H  ，力-' よりの 麥の收 穫 二十 五より S 十 ブジ 

シェルと 申 候 者、 日本の 收 獲 は 倍の 餘に當 り 申 候" 日本の 農 況を 語り 申候處 * 唯々 驚き -is り 候。 午後の 約 一時間 は、 此 

家の 老父 小 子の 爲 めに 論文の 訂正 を 致し 吳 れゅ 候〕 綠 陰に 淸風を 仰ぎつ \牧|1；^ の 香、 人 を 吹く 處に ペン を 取る も 詩興 裕か 

に 御座 候" 夕 暮の殘 陽尙. 1 れる 頃に は 少女 等に 伴 はれ、 ^生の 苺 や 櫻の 實を 取りに 森の 中に 分け入り 申 候。 小 禽の雛 を は 

ぐく む il 諧々 たる 間に、 器に 盛り 上る ばかりの 收 複 を？ おて、 明日の 朝食の 膳に は色鮮 かなる 果 物 を 供す るが 少女の 務めに 

御座 候。 夜 は 思 ひくに iw 樂を 奏づる 者、 棋を圍 む 者、 新 を ひろぐ る 者、 團 欒の樂 しみ を 爲し候 中に、 小 子 は 翳 架より 適 

意の 繫を とりて、 甘 請 時の 移る を 忘れ 申 候" 此 家に 止まる こと 略 三 週 ：11、 其 間に 讀み候 もの は、 トルストイの 集、 メ ー テ 

ル リンクの 作、 ダンテの 地獄 篇、 ュ，' ゴ-の 「九十 三年」 及び 古き スクリ ブナ ー 誌に 揚げられ たる ミレ 1- の傳、 力， ライ 

ルの 「衣服 哲 if」、 並に へ ー ゲルの 「歷 史哲 iki 等晝 間の 激 働に 係 はらず、 此 處に來 候て より 頭腦 非常に クリャ ー となりた 

れば、 思 ひしょり 夥しき 讀翳致 申 候。 殊に 所がら 感興 多 かりし は、 ミレ ー の傳 にて、 幾度 か 同情 や 激 やにむ せび 中 候" 

彼が 社 まの 「弱き： 一?」 に對 する 熱烈なる 同情、 否 彼が 弱き者 其 者の 代表者な りし 事、 自然に 對 する 無上の 崇 二つな が 

ら 純一の 極. 英 國のバ ー ン ス，. '共に 世界の 双璧と 存申 候) 兹に 至りて 學 者と は 如何に 憐れなる ものに 候よ。 口に よら ざれ 


社會 主義 を稱 ふる 能 はず、 筆に よら ざれば 信仰の 極致 を述 ぶる 能 はず、 は資社 會の貲 相と 離れて 眼鏡と 美 溝との 後ろ 

こ 頃悶紛 維せ る 一 大頭腦 をー畜 ふるのみ。 

去る 九日、 潮く 論文の， 訂：止 を 終り 申 候 間、 土 一日 名殘 惜しき 彼 家 I り 5 び 此の 地の 客と 相 成り 申 候" 招に 入れば 頭 

腦ょ 忽ち 盲し、 氣カは 減じ、 不快の 念の み 心中 を 組織 致 申 候" 到底 田 <lc 者と して 生れし 井と. 今更ら ながら 獨 笑まれ 申 候 

去 國の際 高木 氏より 種々 の 有益なる 御注意 を 受け 候 中に 「偏屈 者 は大嫌 ひに て 親類 づき あ ひ は御斷 りなり。 彼處に 至らば 

イブ 二 ング ，コー ト でも 作りて 舞踏 稽古すべし、 如何なる ことにても 心得 置くべき が 大切な り。 余が 伊藤 侯 其 他の i 紳と 

親しみ を 結ぷに 至りし も此 舞踏 與 りて 力 あり」 と 仰せられ 候 を確 かに 覺ぇ 居り 申 候。 寶行は 小生に とりて は 不可能に 御座 

候" 尹 は 愚か、 ビス マ， ク とヂス レリ， が 手 を 引いて 參られ 候と も 眞平拜 辭可仕 候。 

當國の B 露. 執 ^ も 追 々下火と 相 成り、 新 IS にも 馬鹿々々 しき 報道 はすくな く 相 威 中 候〕 これから 彼等の 巾に 眞 面目な 

る、 正 言る 意 見を| る I 碧 申 候〕 此間 3 富 滞在中、 一 人の 一 寸 大きな 地 I 遇 ひ 申 候處、 彼 は 一 方なら ぬ 日本 

ビィキ にて、 生 4 てより 此方、 他國に對 し此 i 同情 I ちた る ことなし、 曰 本の 軍備は 世5 冠たり と稱し i 支へ な 

しと 申 候迄 は先づ よかり しが、 や、 がて I 讃の辭 をつ ぎ、 「逢 物 も 決して 少しと 云 ふに は あらず、 義 提灯 S き 則ち これ 

.S り- と 張り上げられ 候に は 當惑仕 候。 殺人の h 手と 人に 知らる、 は あまり 難 有き ことに あらず、 何 力 外の ものに て. 1 

界の バ處- 】 も 知らる --に 至る まで は屮 々 .in 慢所 か汕斷 がなら ずと 存申矿 

隆： 一； 君 は 旣に歸 京 被 致 候 事と 存申 候。 其 後の方 針 如何 取 定められ 候 や 心に 懸り申 候" 隆三 君より 直接の 御手 紙 望ましく 

待ち；^ 申 候。 

壬 生 馬君 はいよ く 望まれし 方針に 響る \ 由 妻々々、 、に 御 i 申 上 候" 世に 樊 なる 幸福と は、 己れ に 最も 適し 

たる 生 •€ の 業 を獎び S£ る こと X 存申 候。 願 はく は 益 i 精進 事の 堂奥に 入られん こと を 祈り，.^ 申 候。 

本年 九月 下旬より マサ チュウ セット 州なる ハ， バレ まに 移り、 计ムに 一年間 辑を 修め 度く と存 申候レ 同校 は 御存じの 
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如く 米 國ニ大 if の 一 にして 規模の 大 と- 經歷の 古き と は、 一 年の 通 學 に價 すと 存申 候" 費用 等の if は 未だ 充分 こ 厂 乂 調べず 一 

候 得 共、 只今まで とさして 變 りたる こと は 有 之 間 敷と 存申 候" 此 手紙 御 落掌 被 下 候 は ど、 何卒 可成 早く 金 三百 弗 御 经附被 _ 

下 候 樣願上 度、 これ を 以て 本年 中 を 支 ゆるに 充分な りと 存申 候。 C 來學 年末までの 墨 費 も 其 中に 含み 申 候) 當地は (番地 略)』 

にて 願 上 候〕 同 夫人 は 新渡戶 夫人の 友人に て、 小子屢 i 世話になる 人に 有 之， 確實 なる 人に 御座 候。 小 子 何 L に 滯在罷 在" 

候と も 同 夫人より 囘. 疾致吳 れ可申 候"  ； 

去月 末旬當 地に て i しつ，， ありし 河 井 道 十と 云 ふ 婦人 (札幌 北 星女學 校の 助 敎を爲 し 新渡戶 氏に 出入せ しかば 在 

國 以来： 曲識 ある もの〕 の 歸國に 托し 五六 枚の 印刷 畫御经 附申上 候。 新築の 洋館の 装飾に と存申 候〕 遊學 費に て 此の 如き も- 

の 買 ひ 候 而御经 附申上 候 事、  甚不當 ながら 好 便と 思へば 何物 を も御经 附申 上げざる は 何となく 殘り 惜しく 覺 えて、 かく.^ 一 

取 計ら ひ 申 候。 同 婦人 は 一 寸 おきやん の樣に 見え 候 得 共、 心 はよ き 人と 存申 候。 小 子の 來 たてに は Ki 世話になり 申 候 53、： 

相 當に御 會見願 上 候"  .  一 

御手 紙 御 膝下に 屆申候 は 酷暑の 候と 存上 候，」 蟬の聲 聞かぬ 此方の 夏 は 物 足らぬ 心地 致 候へ 共、 貴地 は 之れ に 引き かへ て 

かしましき 頃に て 候ぶべし。 萬に つけて 御 自愛の 程 奉 祈 上 候。 

山 本、 高木に は 例の 如く 御無沙汰 何卒 宜しく 御 傳難願 上 候" 

森 本 は B 露戰爭 の演說 をしながら 地方の 巡囘致 居候〕 木 村は激 働に て少々 身 體を害 ひ候樣 子、 「時間がなくて 充分 勉強が ： 

出来ない、 僕 は 勉强の 方は斷 念した から 君 等シッ カリ やって 吳れ」 と 可哀相な 手紙 をよ こし 申 候" 彼等 を 思 ひ 候 得 者 何時 一 

も咸 《奮 致 申 候。  一 

一 

田舎に 滞在中 パ ンを燒 くこと を 覺ぇゅ 候 U 今朝 彼等の 小兒 等より 小 子が 調合して 燒 かずに 殘し 置きた るパ ンを、 小包 郵 一 

便に て经り 越し 申 候。 味 ひ 候に 中々 うまく 御座 候。 無聊 なれば かば かりの 親切 も、：： J より 嬉しく 御 疾。  ユ 


家 族 宛 II 七月 二十 三日 於 フランク フォ ー ド 精神病院 〔二 六〕 

私の 今 手紙 を 書いて 居ります 處は、 費府を 去る 約 十九 哩 なる フランク フ f ド 精神病院の 三階で あり 升。 然し、 勿論、 

私が 精神病 を ゎづら つたので はありません 故 是れは 御 安神 下さい。 

ァ ボン デ， ル の田舍 から 費 府に歸 りまして から、 一寸 手紙な 差 上げて 置き ましたが、 費 府に歸 ると 市街の 雜鬧は 再び 絕 

間な く 私の 神經を 刺戟し まして、 果て は 暑さと 車の 音と で神經 がいら くして 終夜 床の 中に 寢 つかれないで 困った こと 力 

二 晚も續 きました から、 是れ では 到底 居た 乂 まれない と 思って、 何處か 閑靜な 處で讀 書の 暇が あって、 併せて 何か觀 察の 

出来る 處に 行きたい ものであると、 日頃 親しくして 居た ハ， バ ，フ *， ド大學 の 協議員の 一人に 相談 をし ました 處が、 早 

速 親切な 紹介 狀を此 病院に 宛て >, 書いて 吳れ ました" 但し 此の 病院 は 私が 此冬兑 舞って 面白い と 思うた 處で、 私から 彼に 

鼓に 紹介して 吳 れる樣 に賴ん だのであります。 (以 V- 一 一十 四日 朝) 

去る 十九 日に フランク フォ， ド 行の 列車 は、 矮小 里. 髮の 一青 年 を 精神病院に 運びました。 私の 仕事 は 病 房の 監督 をす るの 

であります。 患者が 凡そ 十四 人 居りまして、 是れに 監督者が 五 人 ある。 其 一人と なった のであります。 生れ 落ちてから 始 

めて 試みる 仕事 を、 毎日の 樣に 致します。 先づ 初日に は 食卓の 給仕 をし ました。 其 次の 日に は 患者に 入浴 を させました 

其 次の 曰に は 患者の 床と 其 室 を 掃除し ました 「、 日本に 御出で \ 之れ をお 聞きに なったら 學生 にある まじき 仕事の 樣に思 は 

れ ませ 5 が、 此 地で はそんな 事 は 一切 かま ひません。 私の 外に も舉 生が 二三 人 居ります。 額の 汗で 食 ふの が 俸い 人と して 

ある 米國 では、 舉 生が 大 威張で こんな 事 を 致します。 

私が こんな 處ヶ 撰びました 理由 は、 米國に 於け る 慈善事業の 一斑 を觀 察したい 爲め、 且つ は 己れ よりも 弱き ものに 幾分 

の 助力 を與 へて 餓ゑ たる 心を滿 足せし めんとの、 申さば 利己的の 考 もあった のであります。 

參 ります 前に は 色々 な 想像が 胸の 中に 蟠 つて 厭な 氣持 にもな り、 潔い 心地に もな りました が、 第一 に 胸に こたへ たの は 
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勞働 時間の 長い ことで、 朝の 六 時半から 夜の 九 時半までと 云 ふので、 讀 書の 出来ない ことが ひどく 殘 念で 御座いま したが、 

來て 見れば 實に 暇な 仕事で、 食事 前後と 掃除の 時 を 除いて は、 全く 閑散であります。 患者と 共に 美しい 芝生に 出で、 折々 

患者 を 看視しながら、 、ノ ン モッタに でも 露臺 にで も 凭り か \ つて、 綠 濃き 木蔭で 思 ふ 存分 讀 書に 耽ける ことが 出来ます。 

丸で 何處 かの サン マ， レゾ ー トに參 つた 機な ものであります。 

早 四日になります。 院 內の漾 子に も 追々 慣れて、 何も 不 自 由 は 感じません。 I 母 週 四時 間の 自由なる 休み 時間が 與 へられ 

ます。 私 は 今朝 九 時から 午後 一時までの 休 を 得ました ので 入浴して から、 此 手紙 を 書いて 居る のであります。 雨が 降って 

居ります。 此 三階 は 監督者の 合宿で、 大きな 机の 上に 古い 雜 誌の 表紙が なくなつ たのが 五六 册、 昨夜 私が 摘んで 来た スゥ 

ィ T トビ ー が コップに 揷 してあります。 鯽 がうる さい 程 居て あたりが 靜 かで、 雨垂れの- g 子 窓 を 打つ 音が、 しづ まった し 

つと りと した {/fe^ に、 單調な 響を與 へて 居ります。 

六月に 御 出し 下さった 御手 紙 を 此院で 受取って 犬なる 感謝 を 以て 繰返して 拜見 致しました。 此度は 父上 樣 から、 又隆 ni 

君からの 御 音信 も 得て、 嬉しく 存じました。 父上 樣には 相變ら ず、 母上 樣 にも 曰に 墦し御 快方の 趣， 無上の 事と 存じます。 

御 寫眞を 待ち遠しく 存じて 居ります。 隆三 君の 病氣は 左程の ことはなかった さう で 御喜び 致します。 然し 此の 夏 を 利用し 

て 充分に 養生して 再び 强ぃ 立場に 立って、 與 へられた 力で 働く ことが 出来る 樣 にならん こと を 祈って 居ります。 向後の 方 

針 はどう 定められ たか、 きまり 次第 知らして 下さい。 

私 は 此の 九月 中旬まで 居る 積り、 それから ハ ー バ-' ド大學 に 入校し ようと 存じて 居ります。 此約ニ ヶ月 間に 得る 給金が 

約 三十 六弹、 實に御 恥し い 話であります が、 私が 己れ の 手で 金 を 獲る 第二 桥目 (第 一番 n:! は 著書) であります。 (は 下 七月 

三十 一 日) 

大變に 長く か- 1 つて 書く 手紙で、 途中で 色々 思 ふこと が變 りまして お分りに ならぬ かも 知れません が、 己れ の 手で 金 を 

得る 第二 番目で、 昨日 芝生に 居ります と迎 へが 来て、 他の 一入の 看護人と 共に^ 務 所に 參 りまして、 十三 日 分の 給金 を も 


ら ひました、 其 時 は 可と も 云へ ない 心地が して 泣いて いさか 笑って V のか 分りませんでした。 

看護人の f ライ ランド 人で、 太って 頭が はげて 居て 一 寸 福相に 見えます が、 案外 依怙な 人 苦しめの 人でありまして、 

私 まム. ak- と f れて時 S つく を i5 ま K  g 謹すべき 事に は 生れてから 未だ 人に 使 はれ 裹驗 のない 私に は此人 

の 1$ き i て、 怒が 心頭から 燃え立？ とがあります が 「此處 だな」 (1 戶氏か 寒に 敎 へ られ ました 話で 

す〕.： I して 羊の 樣に なって やって 居ります。 其 時 は 何 か 物足りない 雙も (頭の 一 つもな ぐり 合 ひ を すれば 氣が 晴れる 

t らう，： f たりし C) 募が 好んで 人の 下に 立 S にも 感じます が、 時に 暇に なつてから 獨& 庭の 森の 下道 を 散歩し 

て、 靜ク i した 一日 を考 へます と、 儘の 念が 湧き出て、 不 i を 以て 祈る ことがあります。 藝を讀 みましても、 今 

まで 左蠻も 感じませんでした 句が、 ひしく と 身 i へて 新たなる 纏 を 拾 ひ 得た 喜び I ずる こと も 霞い ます。 (以 

下人 up 一 一日) 

さは 火 管で 午後から 休み を 得ました から、 更に 此 手紙 を續 けます。 S 角此 度の 仕事 は 私に とりまして はもつ けの 

a. であり まし ヒ。 後來 必ず 是れ が爲 めに 益 せらる、 事が あるの を 信じて 疑 ひません"  ， 

d 喝 HriMS: 一^せられ たこと は、 何よりも 目出寒 じます。 男に 取って は 一 大事の 決した ことで、 議父至 

る！ 結^ i 時 I であらう と 霞し 恭。 今は議 命の 上に 堅く 立って 靈さ れんこと を切に望 みます。 

^  '！^  i  2  I： ほ、 ヒ 氏. わ 卸？ こ ia  く^こ 君の 手紙 を 得る ことが 出來 ると 田 3 ひます 力 若し 

fa が 其 マ 1^ の 消 E は 私が 最も 聞き 度く 思 f5 所 此 ITT 紙カ润 レ i く f  l-ft^ び f 

さもな くば 是非 聞かして 下さい。 藤 島 氏と はよ き師を 撰ばれました。  . - ' . .nk^ 

此 度の 御手 紙と 同時の 便で、 愛子 君から も幌を 頂きました が、 特別に 謹 事 をいた しません 力ら 此 手紙 を 御囘し 願り 


是れで 失 I します。 此頃は 日本 附近の 海が if の爲 めに 危險纖 子、 此 手紙が どうか I に 御手 許に 入らん こと 一 

を 祈-ります。  、七ヒ 
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七 < 

增田英 t  、壬 生 馬 氏 宛 —八月 二十 九 I フランク フォ， ドき f  s£ 

ォホ應^；：：；冠と：；；：：^^：：^：^：^畫：^：：^^^^ざ、 ム リニ 

時、 慰み こま 蒙お と！ ぶ- r  3,^ 一 、ト  ，ス ST を V,- て イす 力す 力し。 生 力 紐 育に 英兄を 見たり し 

時」 £M 謇を と 云 ひし を 打ち消して、 君 は 「汝其 頑癖尙醫 ェ ズャ」 と 生 をた しなめ S き。 

資に生 I しき 執着 は讓 なり。 幼くて 山手の 英 t 校に 通 ひで ありし 時、 生ま 響こ甚 へずして きき LI 

：: 洋； 具： r 發誉 れ、 我より 年長けたり し其友の爲め に、 痛く たしな K ば"""： 

HH  ははて 英ー 兄の iis めの 故に 犯されぬ〕 簾 歳月 擅に 移りたり と 雖も、 i にして 享ナ 

u^iiit 今 基く 生 を動 かしたり し は、 グ ワンダ イクが 「薦の 耶蘇」 と 云 h, お 

^SJdfi 秦て 泣ける 二 個の 女性 あり。 かす |光は淡 くさし 入りて、 P^^Hk 

H^0t 肉の 美し i ん憲 し。 i 蕭画 は、 十 lilf"n"" 一、 人 

p^^-pilif  .  is さはれ こ讓 雷らず、 今 は 凡て臺 

キー 一一 UUJJ^^r 英ー 兄の 紹介 狀を 同封せ る 井上 君の 書を領 しぬ。 (生 は此院 にある が爲 めに 彼 I ふこと 能 まざり 

%  in 或は 井上 露 5 蠻 就ける なるべし。 i<ilp 

を f さ 兄よ 生が 兄の 書 を 見たり し は 正に 幾 ヶ月 目な りしと する ぞ。 生 は嘗 つて かくして 兄 U し 濃 

，ども 兄が 同じ 手段 をめ ぐらして、 生に 酬いん と は 生の 霧せ ざる 所な りき。 Hi  a 


兄よ、 ヒは今 充分に 如何に 生が 兄 を 苦しめたり しか を 味 ひ 知りぬ。 最早 や 充分な り。 此 上に 兄 は 生 を 苦しめ 給 ふ 可から ず。 

生 は 夢な きを 誇りし 身なりし かど、 此頃は 夢 多くな りぬ。 三日 前の 未明に 生 は 兄 を 夢み たり。 何やらん 悲しくな りて 夜の 

g くる、： p«t- 眠ら ざり き。 兄の X  X  X  X  X さる 可き は 疑 を いれ ざれば、 敢て心 を 苦しめず。 兄の 米 國史は 如何に 進行せ しゃ。 

三年^.. H ず 鳴 かざりし 鳥の 如何に 特殊なる 聲を 放たん とする、 生 は 鶴首して 其 刊行の 日 を 待てり。 

愛子 jhn 、生の 寫眞を 見て 泣きし とや、 實に哲 は銳き 1^. 覺を 持てり。 彼の 寫眞の 生が 手に入りし 時、 生 は 封 を 開きて 稍々 笑 

V- へろ 己が 肖像に 滿 足せし が、 暫く 見入りて 其 中に 否み 難き 悲愁の 色 を 見たり。 寧ろ 危惧の 容を 見たり。 願く は 再び 手に 

取りて 熟視し 給へ、 かくて 坐 を憐み 給へ。 嗚呼、 光、 我が 暗き を 照し 始めて より 旣に五 年、 而 して 惠 山に は 尙ほ拔 き 難き 黑 

II ありて 潜めり。 坐が 不邁の 愚 性 も亦甚 哉。 如何 なれば 生 は 罪 を-厭 ひて 罪に 居る や。 如何 なれば 世の 智慧 を あざけりて 世 

の 智慧に 居る や。 如何 なれば 動かざる や。 如何 なれば 搖ぐ や。 何故に 「眞 善美」 と 云 ひ、 「絕 對」 と 云 ひ、 「眞 理」 と 云 ひ、 

「理想」 と 云 ひ、 「エネ ルギ ー」 と； K はん 代りに、 「神」 と 云 ひ 得ざる や。 是れ 生が 憂な り。 ^純 を 罵りて 乳臭 脫せ ずと 云 ひ、 

商截を 蔑みて 世の 情に 長け ずと 敎ゅ る學 者は災 なる かな。 所謂 老成 達 練の 土と は何ぞ や。 世 を^み くだき 、嘴み くだきて、 

味 も 香 もな き 殘薛を 舌の 上に 剩 しつ.^、 人世 斯 くの 如きの み、 惡笑 する 醜類の み、 我等 彼と 何の 干り あらん や。 

而 して 尙 且つ 其 欺く 所と なり、 自ら 葛藤 を 明鏡の 面に 拈 して 煩 絕し悶 絕す。 願く は 我等 をして 「舉 純」 「明白」 の 信者た 

らしめ よ。 我等の ライフ • ゥォ， クは 鼓に あり、 人の 複雜 を囘 らして 神の 單ー を來ら すに あるの み。 

生が，. y の院に 於け る 二 ヶ月の 消光 は、 生 をして 嘗て 知ら ざり し異土 を 歩まし めぬ" 實に 面白き は此 世な り。 かくば かり 

狭き 地球の 面に、 如何に 多くの 積載せられ たるよ。 此 小なる 精神病院の 中に も數 多き 玉國 あり。 同情の 鍵 もてる もの 其 中 

を 旅し 得 可し。 押しな ベて 云へば 光 少なき 國々 なり。 にも 勝りて 憐む 可き は 看護人の 人ら しからぬ •  幾 なり。 生 は 初め 

て 米國の 金に 活 くる 人 を 見たり。 彼等 は 金 を 得る が爲 めに 働きつ k あり。 働く が 故に 金 を 得る にあらず。 生 は"，^ P ーハ と 呼 

び 付けに せられ、 種々 なろ 餘業は 生の 肩 上に 投げら る. - なり。 他の 學生 にして 生と 共に 此に勞 働し つ . ^ありし もの は 遂に 
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其の i を 忍び 得ず して 二週間 前監 督 者と 口論せ る末兹を 去りぬ" 彼が 負 ひ つ ありし 凡ての i ま 皆 生の 上に 來ナ 0 

1 へ H て 彼よりも 稍 まぶ ことに 長け たり。 此 謹に 立ちて、 患者の 信用 は 坐に 多大の 慰藉 i すなり。 墓 人 i 

P  SI  Jap のきと Too  I  II  (彼等. 生に かくすべく 强 ひながら) と を厭 へど も、 患者 は 却て 不暴な る 

直觀 翁ち て、 彼等の 或る 者 は 生に あら ざれば 其の 郵便の 投函 を 托せず、 liiiikt 

者 は 生 裏して 画 子と なさん と 云 ひ、 或る 者 は 生 を P して i^f. と 云へ り。 i す。 小一の 同情 I ま 

慰藉 もて 酸 いらる \ なり。 夜 九 時より 十 時の 間自 虫に 散 ！• (以下 九月 I  H 午前 一 時半) 

(生 は此 曰、 S として 午前！ 時より 夜の 明くるまで 患者の 眠り を 守るべき なり U  ，たる 蠢に f 閉ぢて 耳 をす ませ 

は、 宛ら 彼 世 S あり。 單 調なる 長 廊下の 一 端に まれた る 机の 上に は 昨夜の 夕刊 新聞 二 If  i の i 表と 置か I たり。 

1 時間 毎に 各室 を點撿 する 間の 時 を 利用して 此 霱を認 む。 

君よ、 羣が 安く 深き 眠りに あり 給 ふ 時に 蟲に S 心の 呵責に 遇 ひて P 閉づる 能 はざる のみ か、 秋の 夜長 を 如何 こ 

して 自ら 殺す-" きと 案じ ゎづ らふ 人の子の ぁる直ひ 給へ。 讓靈 なる 人生の I よ、 i に 不一 If り 痛 あり。 誰 

力 は 其 不言の 傷に 代りて 蓄 はず やと 思 はざる。 誰か は 其誓の痛を 探り出して そ を 癒さん き I る。 而 t 顚 みて 已 

を 1 は、 見よ 我 も 亦 信仰 足らずして 同じき 痛 傷 を 心に 負 ふ 父、 淚の滂 佗た る を 禁ずる 能 はざる なり。) 

を 許さる X が 故に 生 は 学 後 庭な ろ 森の 茂み を獨 りさ まよ ふ を 此の上な き樂 しみと なすな り。 森は廣 くして？。 魔魅 

ありて 住む I 薦 If も理 なれ ども、 g はこよ き 休息の 床な り。 此 I が 王土、 鼓に 至る 時 ft  i 威力 

を覺 えて？ 夢む るな り。 時に S りなく？ く覺 ゆる こと あり。 時に 纖白灼 する が 如 I 覺 えて 不 I 立す 

る こと あり。 把 然として 何事 を も 觀ぜぬ ことあ^。 森 はこよ なく 愛すべき ものと なりぬ。 

「他 を 欺く 可し、 己 を 欺く 可から ず」 と は 古人 I なり。 され ども そ S れり。 「己 I く 可から ず、 如何にして か 他 を欺 き 

得ん や、 欺きた る 人 は 自ら 欺きたり と 信ずる のみ- 而 かも 欺かれた る 人 は 聊か だに 欺かれざる なり」 と强 sfs し 


めら れ たる は此處 なり。 

壬 生 馬 君の 新しき 境遇 さ こそと 思 ひ やられる。 君 は 生の 如く 幼稚なる 時より 家 を 離れて 遠く 遊ば ざれば 事變 りたる こと 

最多 かる 可し。 洋行と 云 ふこと 左程 貢き こと. 1 も 思 はね ども 君 を 伴 ひたしと 思 ふ はお 畫の ある 所へ なり。 今更ら 寫眞、 版 

物の 無 袁義を 悲しむ の 外な し。 寫眞と 原 賓とは 全然 別物な りと 信じ 給へ、 其 差 は 天と地との 差よりも 甚し。 

此 秋はハ ー パ ー ド にある 可し。 英 一 兄が 嬉端書 を 寄せ 給 ひながら 旅せし 跡 を^る はなつ かしき 心地な り。 ボストンなる 

孓 Quaker ビ Home- の 著者に 折 あらば 手紙 かきて 生. を 紹介し 給 はや 幸甚し。 彼 所に て は specipl  Course の 而も 特別の も 

の を 取らん とす。 歷史に m- きを 罱 きて 宗教と 哲學 との 一 班に も 指 を 染めん と 期しつ X あり。 經濟と 政治と は 是非 槪念を 有 

せざる 可から ずと 思 へ ども 坐の 頭腦は 全然 之 を祖絕 す。 必要に 逼ら る.^ にあら ざれば 其 硏究は 難 からん。 

愛子 君. 冉び 男子 を 設け 給 ひしと や、 隆 三の 書に よれば 最も W らしき よき 子な りと、 名 もよ き 名な り。 願 はくば すこやか 

に 生 ひ 立て かし。 

愛子 君、 志 摩 子 君、 英君、 行 君の 寫眞 は費府 にて、 壬 生 馬 君、 行 君の 寫眞に 併て 一 家の 寫眞 は此院 にて 領收 しぬ。 實に 

幾度 か 繰り返して 感慨 多し、 英 一 兄の 大禮服 驚け 給 ひし はなき や、 さらず も 一枚 を 遠り 賜 はらば 幸な り。 

曉鶴聞 ゆ、 去年の 今 は 我等 を 載せた る 船、 正に 經 百八十度 を 通過し つ、 ありき。 船旅の 十四日、 翼 長き 海鳥の 鳴く 聲 

に 朝の 夢 は 破られし が。 

さらば 余が 働く 可き 時 は 近づきぬ。 筆 は 箒に 代らざる 可から ず。 祝福すべき 他の 一 日よ 來れ" 此日此 時、 君 等が 夕餉の 

膳に 喜び あれ。 

家族 宛 11, 兀月 二十  一 B 於費府 〔一一 八〕 

電車の 響 すさまじき 贄府の 一 逆旅より 此 一 書 呈上 仕 候。 一 昨日 新渡戶 一 家族よりの 端 書 屆き來 り、 「皆々 樣 日光の 遊 を 終 

1 九 〇 四 年  -ノ 』 


ぉ岛武 郞佥第 第 八卷  八 二 

へ 給 はヒ鎌 倉に 來ら るべ しとの 由」 と 報じ 越され 申 候。 今日は 二十 1 H なれば 學校も 始り候 時節 夏の 休養 も 終へ 給 ひ 

て、 夏の ものと 秋の ものとの 出し かへ 入れ かへ など、 鬼 や 角せ はしく 入らせられ 候 節と 奉遙察 候。 菜して 日光 鎌 倉の 御 避 

暴 被 遊 候 はに、 父上 樣、 母上樣ともロ夜御多繁の御心^^、 少し は 休まり 給 ひし 事と 心より 欣喜 罷在 候" とうに 手紙 差 上ぐ 

べしと 幾 1  ノ、 か 筆 は 取りながら、 其 俊に 紙 打 裂きて 御無沙汰 申 上 候 段平に 御 宥免奉 願 上 候" 御 消息 は 度々 相- S 、き 其 都度 盡せ 

ぬ 感謝 致 居候- 殊に 去る 頃经り 給 ひし 御寫眞 は資に 嬉しく 朝暮打 眺め 居 申 候。 皆々 樣の. r こや かげなる 御容子 —— さはれ 

母ト 様の やせ 給へ る は、 尙全 Nx^ え 給 はずと 心 痛められ 候 —— は 何よりの 慰藉に 有 之 候" 又 先度 リッピンコット 夫人 宛に 

て 御 经附被 下 候 三百 弹も 確かに 一格 掌、 難 有 奉 謝 候" 母上 様の 御手 紙に 霄き 籠め られ し、 此の 金子 出途 の御訓 HH, 淚 もて 拜 

Eff 候〕 相 忘れ 申 問 敷 候 U 

此前拙 書 差 上. S. 候 は、 確か 七月の 二十 五六 日頃の 候に やと 存居申 候。 かの 精神病院 よりと 確かに 心 S 平え； 115 候" 偖て 彼院 

にある こ と^ど 一ヶ月 中、 .K 月 十五 日 を 限りに 辭 して 費府に 出で 申 候。 小 子 事 幼少より 膝下 を 離し、 今に 至る まで 諸 所に 

ありて 他人の 中に 交り、 種々 の 事 致-居候 得 共、 未だ かくの 如く 苦しく して、 而 白き If 驗に は屮： 遇 はず 候 ひき。 先づ 邦 

人の 問に 入り、 知識 も 品性 も 左程 我より は 勝れり とも えぬ 入々 より、 T し P 、に 見られて 時には 腹 立し き 歸詈の 言 を M く 

時、 心なき 看護人が 訴 ふろ 所な き 患者 を •  遇する に、 入に して は ある まじき 卑劣の 事す る を 見る 時、 偖て は 神-畢生と 銘打ちて 

此院に 働け る 男の、 X 布 職 語と 羅典 語と に 稍 i:i じたる 外 は 基督 敎 徒の 特色 を 何處の 隅に も 兌 出で 難き を發 兄した ると きな 

ど、 苦し さは 胸 をせ めて 獨り 森の 中に 人生の 墮_? ^の 如何に 甚し きか を 思 ひたる こと も Ri に は 候 ひし も、 又 一面に 患者と 

云 はる. - ものに も、 一 かどの 光 1^ は 消え失せぬ 事、 少 許りの 同情 も 多大の 感應を 引 起さ ざれば 止まざる 第、 全く 異語 異胞 

の 人の 中に も、 やさしき 心 もてる 入 ある を： 出で たる こと —— か.^ る 境遇に て は 殊に うれしく 感申候 11 宛ら ii に 等しき 

我が 信仰 も 恩- M と 試練と によりて、 神 を S. みれ 人 を 愛する の 道に 進む を覺 ゆる 事な ど、 交々 心に 逼り候 得 者、 凡ての 

凡ての 悲愁 は 1. たく 消えて 躍る が 如き 歡甚と •  お 謝の み 胸の 中には 殘り申 候" 始めて 基督教に 入らん として、 皆々 樣の御 心 


痛く 苦め 奉りし より 旣に六 年、 我ながら 腑甲斐なき 心の 喈 さに： 迷 ふこと 長く 候 ひしが、 此の頃 漸く うれしき 光の 彼方に 白 

む を ml 一 申 候" 今 は 神の 導きに よりて、 此の 不返轉 の 道 を 力に 任せて 迎り可 申 候" 

、皮の 精神病院の 生活 は 確かに 威 功に て、 小 子 は 皆より 信賴 せられ、 愛せられ 申 候" 或 患者 は 小 子 を 養子と なさん と 云 ひ、 

或る m (者よ， 小 子と 共に 祈る にあら ざれば 眠りに 就かず、 1^: る 富貴なる 患者 は 小 子 を 自家に 伴ひ歸 り、 其會 社の 員と なさ 

ん こと を 主醫に 申出で 候 由、 何れも 頭 病める 人の 所業 なれば、 眞 面目の 沙汰に は 御座な く 候へ ども、 小 子の 些かなる 同情 

も 4sf を 幾分な りと も^かすに 足りし と H 心へば、 心 嬉しく 存申 候" n 本 八 は 思 ひしょり は 勉強なる 忠實 なる 人民な りとの 

觀念 は、 小生 確かに 看護人 役員 等の 腦 中に 銘し. 申 候" 小 子 は資際 忠實と 勉強と を 以て、 此の 生活 を 一 賞 致 申 候" 仕事 は卑 

しく 低き 事に は 候 ひし も、 其 仕事 を此 精神 もて 働き 遂げし は、 小 子が 感ずる 最大の 1〔 謝に 御座 候。 是れ程 嬉しき 報酬 は 無 

十六 日の 朝、 彼處を 去り 申 候處. 例の ァ ボン デ-. 'ル なる 田舎の 友人 費 府に滯 在して、 小 子 を 待ち設け ，き り 是非に と、 其 

夕方 小 子 を 其 家庭に 伴 ひ 去り 申 候" 小 子が 此米國 に 於て 得る 唯一 の 隱れ家 (眞に 温き 所) は兹に 候へば、 小 子も强 てはいな 

まず、 其處に 十九 日の 朝まで を 過し 申 候" 林檎が 花の 樣に實 り、 麥刈^し跡には^^菊咲き、 川 添の 柳の 紫潮 く 散る に 近き 

秋の 靜 けさ を 唯獨り 身に しめて、 悠々 たろ 思念に 三日の 日を暮 し、 過去 二 ヶ月の 苦し かりし 戰の傷 は 跡な く痊 され 申 候。 

十九 日、 此家を 訪れん こと も 今朝 を 名^りなる 可し。 人の 世の i; 遇 離散 古より 不思議 は 無御麼 候へ ども、 名 もな き 一人 

の 異邦人 を かくば かり、 心 摩く いつくしみ 吳れ たる 一家と、 此世 にて は 又 遇 はざる 可く、 別る. -と 思へば 堪へ 難き 悲痛 も 

胸に 逼り、 殊に 愛した る 幼き 一 一人の 姉妹の 學 校に 出で たる 暇 を、 逃ぐ るが 如く 再び 費府の 街の 塵に まみ ゆるべ く 汽車に 投 

じ 申 候" 

二十日に は當市 ペン シ ルバ ュ ャ大學 に 入 if したる 舜三君 を 訪問し、 共に 久濶 を 語り 會ひ申 候" 君 は 例の 如く 至極 元氣に 

て、 克く食 ひ、 克く 語り 貴地の 模樣 など 色々 と 傳へ給 はり 候 U 殘 念ながら 小 子 は 君と 同じく 此市 にある 能 はず、 數 日中に 
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別れざる ベから ず 候" 二三の 知己 を 御 紹介 可致存 居候。  ， 

小 子 事 は 當市及 其 近所に 住せる ni 四の 知人 を訪 ひて 暇 乞 ひを爲 し、 二十 五六 日の 交、 新英 州なる ハ ！バ ー ド大學 こ 向つ 

て發 足すべく 心 組罷在 候" 彼 處には 一年間 滯 在の 見込み、 核 方乙彥 君の 修學 しつ. 1 ある 大學に 御座 l^u 

日 It 戰爭 の狀情 聞く も慘 鼻の 至り、 國 民の 苦心 今更に 思 ひ やられ 申 候、 唯々 其 一 日 も 早く 適當の 終局 を 見ん こと を 祈り 

居 申 候。 鳥 谷 は 名 譽の負 傷の 由、 誰 人 か 訪問の 御 序 も 有 之 候 は^ 可 然御傳 被 下 度 候" (中 *^ン 

木 朝 はこれ にて 筆 止め 可 申 候。 何れ 新英 州に 相 着 申 候 得 者 重ねて 得 ft 意 申すべく、 皆々 樣へ 祝福 裕か ならん こと を 奉 祈 

上 候。 

宫部金 吾 氏 宛 11 十月 二十 七日 於ケ ンブリ "ヂ 〔一一 九〕 

5C 部 先 牛；。 

其 後 は 意外の 御 無 昔 申 上 候 段平に 御 宥免被 爲下度 願 上 候。 御 依 頓申上 候 紹介 狀は 早速 御調 霄被爲 下 小生 費 府に罷 在 候 節 

確かに 拜受、 御 懇切なる 御注意と 共に 難 有 拜見仕 候。 resra の 一年 例の 牛歩 的に 相 終へ 夏 休暇 も 割合に 有益 (小生に は〕 

に相暮 し、 先月 下旬 此 地に 罷越申 候て 早速 Prof.  Goodale  ：!^ に Farlore を 訪問 仕 候。 兩 先生 共に 甚だ 懇切に 引見 被 爲下未 

熟の 地に 多大の 力 を 得 申 候 = Prof.  Goodale に 御 面 會申候 節 は 容貌 動作 共に 先生 を 想起す る こと を 禁ずる 能 はず。 先生 若し 

尙齡を 加へ 給 は 父 Prof.  Goodale の 通りに ならる X 事な らんな ど 歸途獨 り 孃舊の 情に 打た，：^ 申 候。 

Cambridge も 先生 御 在學の 節と は 痛く 相 變り申 候 半。 兎にも角にも 一 帶の at ョ osp に re の 學 者 的なる は 直ち こ 看 Ig! せられ 

候" 參候節 は i! の黃壤 美しく 札幌 など 思 ひ 起し 申 候。 小生 は Kirkland  Flafe と 申 候 袋 町の 端れ に 立ちた る 老いた る 寡婦の 

1 室 を 借 力 受け 申 候" 御 在學當 時には 或は 木立ちの みなりし 所に やと 存申 候。 此 にて は 別に degree を 取らん との、 じ も 御 

座な く 候 KM 儘に 好める course を 取り 居 申 候" 申 上 候 得ば 御 笑 ひ 草と なる 計り なれば わざと 委細 は 記し 不申。 大學 の大規 


模な るに は 今更ら 驚嘆の 至りに 御座 候" 自分の 仕事に 追 はる X やう、 敎授 連に privately に面會 する の機會 少なければ 未 

だ 先生の 御 知己に は 多く 面會 する 事 を 得ず 候 得 共 其 中 追て 見 當り申 候 事と 存申 候" 高名の 人の 時に 此處 に來 りて、 高說は 

聞かず とも 其 顔 だけにても 見得る の機會 多き は 愉快に 御座 候。 

當年は 大學始 申 候て より 最多く 日. K 學 者の 集へ る 年に 御座 候&、 總て にて 十一 人に 御座 候" 高 杉 先生 も government と 

かの course を収り 居られ 申 候。 阖書 館に て 時々 御 面 會致申 候。 

先日 星 野 勇 三 君 渡 歐の序 を 以て 遊來 し！ n 曰 計り を 小 ：一:H と共に 樂み暮 し 申 候" 一 日 一 所に 樹林 園に 罷 越し 買 集めた る 維 多 

の 晝辨當 を Catulpa  Speciosa と：？^ 打た る 桐の 樣な 木の下にて 相 味 ひ 申 候。 君 は 紐 育に て 時 任 君に 遇 ひたる 後 直ちに 渡歐の 

船に 上りし 答。 今頃 は佛國 にて 隨分會 話に 困り 居る 事と 存申 候" 

會 話と 申 候 得ば 會話は 中々 上達 不仕。 遇 ふ 日本人 每に 小生と 同じき 歎聲を 漏し 居 申 候。 半年 も 居れば 大抵 大丈夫な りと 

は 小生 在 國の際 諸人より 聞きし 處 なれ ども、 實際は 案外 至； f 誠に 恥し き 次第に 御座 候" 之れ に 懲りて 小生 は 渡米 せんとす 

る 人に 未熟の 英語に て 渡米す る 事 を 止めん と存申 候。 

森 は St.  Louis にて、 働く より 戰 ひつ あり 候 由。 森 本は此 一 夏 を 舉資を 作る 爲 めに Illustrated  Lecture の 旅行に 出掛け、 

感ず 可き 成功 致 申 候。 木 村 は此處 働きす ぎて 病氣 になる やら 何やら 氣の 毒に 御座 候。 どうか 方法 はなき もの かと 存じ 候 事 

も屢 i 御座 候。 田 島 君 は 再び Union  Seminary に來候 由" 我等の 爲す所 兒戲に 類した る 事 も 多く 候 半 なれ ども、 飛 廻る だ 

けが 愉快に 御座 候。 兹 まで 記し 申 候て 再び 抛擲し 唯今 (十一月 十七 日 午後 五 時 五十 分) K: び 書き 續け申 候" ほ ら 己れ の 懶 

怠を憐 むの 外 無 御座 候。 

先日 札幌獨 立敎會 より 會報 御郵， 途被爲 下 披見 仕候處 色々 懐舊の 情に 打 たれ 申 候" 會計を 助けよ との 檄は 特に 小生の 眼に 

大きく 相 映 じ 申 候 得 共齡 人生の 半 を 過ぎながら 自ら 金 を 取りた る は Livingstone 傳の 原稿料ば かりなる 小生 唯々 慚愧の 外 

無 之 候" どうか 敎會が 益 i 振ひ兹 より 眞の 生命の 生れん 事 は實に 小生が 衷心の 祈に 御座 候" 當 地に 參り 候て より 殊更に 基 
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督敎 (現在の) が 無力と なりつ 、ある を 目撃 耳 聞 仕 申 候" 此 uj; 合に て は 爾後 日本 は 宗教の 海外 輸入 を 謝 絕致候 方 日本 將來 

の 基督教 の爲 めに 得策 か と存申 候。 

札幌に 在學致 居候 節 生意氣 なろ 事 申 候 を 愧ぢ申 候" 小牛： 如きが 宗教 を 云々 する が 如き は 以ての外の 問 違 ひなり と 氣が付 

き 申 候" どうせ 牛^ 的に ゆっくりと 準備 致 度 存居申 候。 

當 地の 學 ifl に吞： M な 者の 多き は 驚き 申 候。 此 は fcotball にて 丸で 夢中に 御座 候" 本日 は Yale との 3atch 有 之 多數は 

其 地に 罷越申 候が、 殘れる もの は Harvard  Sqinrc に 集り 時々 刻々 New  Heaven より 來る 電信 讀 みト； げられ る：， 母に 例の ラ 

ラ ラ ラ を 大呼 致 居候。 

何なりと も當 地に 御用 有 之 候 節 は出來 得る 限り 盡カ相 試み 申す 可く 無 御 遠慮 御 報知 願 上 候。 夫 入 並に 謙 ちゃんに も 何卒 

單に {且 敷 願 上 候〕 

本日 星歸 より 手紙 受取 申 候。 r ゥ エル サイ ュ」 鬨藝學 校に 入 學致候 由、 藩々 進 の 階に ある 事と 存申 候。 

家 族 宛 ——- 十二月 十三 日 於 ケンブ リプデ 〔一一 5〕 

如！： に 致し 候 ひしに や、 幾^も 筆 を 取りて は 紙 を 破り、 遂に 今日に 至り 候 迄 永々 の 御無沙汰に 及び 申 候。 心の 怠り 平に 

平に 御 宥免爲 被 下 度 候。 父上 樣、 母上 樣、 愛子、 壬 生、 十；^, 摩、 隆 三 諸君の 御 消息 は 悉く 拜受 致し、 深き 感銘 を 以て 披見 仕 

候" 私事 元氣は 至て よく、 當 校の^ 科 も先づ 一通りの 與昧を もて 勉强 致， 居候" 唯 時々 心 を 犯し 來る 諸種の 疑問、 卽 ち將釆 

の 立場、 取る 可き 主義、 其 他の 事柄に 當惑致 候 事 も 有 之、 大器に は あらね ど、 至て 晚 熟の 私に は此頃 漸く、 か.^ る 問に ほき 

びし く 感ぜられ 候爲 め、 遂々 筆 取り 候 さへ 物憂く 相 威 候 次第、 御 推 恕願上 候" 然し 決して 是 れが爲 めに 氣を 腐らす 如き こ 

と は 致 申す 間 敷、 出来 得る 限りの 智 P を 獲得し、 信念 を 堅固に し、 深く 築き、 永く 生く るの 用意 致すべく 候 問、 何卒 御 放 

念 爲被下 度 願 上 候。 


先日 は 松 方 君の 渡米に 際し、 御 心 を 籠 めら れ候御 贈物 澤山 賜り 候 段、 難 有 御 禮申上 候" よき クリスマスの 贈り物と 相 威 

可 申 候。 愛子、 志 摩 子 君よりも 同時に 澤 山の 御 土産 被 下 難 有、 是亦 偏に 御 1: 申述 候" 私 住み 居候 は メモリ ャル *ホー ルと申 

候 共同 食堂の 大 時計の 鐘 音、 風の向き にて は ハ ッ キリ 聞え 候程隔 りたる 橫 町の 端し にて、 老 寡婦 二人 住 ひ 居候 家の 一 間 を 

借 受け 申 候" 電車の、 けた- - ましき 喷 ぎしり の 樣な聲 も 聞え 不申、 至極 鬧靜 にて 霜解けの ぬかるみ 路に備 ふる 爲 めに 板 敷 

きたる にても (其の 板 も 今日は 一 面の 冬に 埋れ 果て 申 候) 場末の 程 推察せられ 申 候〕 室は廣 過ぎる 位、 北と 西と に 一 つ t 

つ 窓 有 之， 中央に 机、 壁 際に は 寢臺と 簞笥、 窓に 添うて 書架、 壁に 掛けた ろ 夥しき 額の 何れも 品 下りた る 寡婦が 御 愛 相に 

時々 附 加へ 吳れ 候。 装飾品の 古くして 無く もがな と 思 はれ 候 は、 いさ > -か堪 へ 難き 心地に 御座 候へ ども、 室は此 寒さに も 

七十 度 近き 溫-度 を 常に 保ち、 燈は 瓦斯の 最 あかるく、 故國 にて は爲し 得ぬ ぜいたくと 心狹く 感じ 候 こと も 有 之 候。 . 

戰爭は 益 iw 厄に 入り 候 趣、 誠に 悲慘の 極 云 ふ 所 を 知らず 候。 日々 夜々 幾多の 父母 は 子 を 失 ひ、 幾多の 子女 は 父 を 失 ひ、 

幾多の 妻 は 夫 を 失 ひ、 幾多の 弟妹 は 兄 を 失 ひつ \ あるか を 思へば、 唯々 此 流血の 慘 害の 一日 も 早く 結局に 至り、 平和の 克 

復を 兌る に 至らん こと をのみ 祈 居 申 候。 當地 人士の 我 國に對 する 同情 は 今日 も渝る ことなく、 我等の 上に 有 之 候。 然し 少 

しく 熟 察 致し 候 得ば、 案外 皮相の 同情に 有 之、 私事 先日 父上の 接り 給 ひし 御意 見 を 英文に 鬻 き 代へ 當地某 新聞に 投窗致 候 

處、 沒 宵と 相 成 申 候" 私少々 米 國の惡 口 齊 加へ 候が、 編輯 員の 氣 を損ぜ しものに 候べき か。 何れ 兹の 新聞 雜 誌に 歡迎 せら 

れんに は、 善くと も惡 くと も 人民の 思 ふ處を 賛成し、 稱揚し 御尤千 萬と. S. 候に あら ざれば 承知 は不 仕、 此 地の 新聞 は 日本 

の 新開の 樣 にある こと、 なき ことの 惡ロは 致 不申候 得 共、 ある 事な き 事の 稱讃致 候に は 閉口に 御座 候。 

以前の ハ 1 バ ー フォ ー ドと異 り、 當 地の 大學に は 當今十 一 人の 日本 留學 有 之 候。 所謂 富豪 知名の 士の 子息 多く 松 方 君 

を 始めと し、 岩 崎 本家の 息子、 福 澤 先生 6 息子、 名古屋 豪商 八 木と 申 候 人の 息子 等 此に學 び 居 申 候" 舞踏の 稽古 等に 忙し 

き 連中に 有 之 候。 苦 擊生も 二 三 人 有 之 候。 彼等 は 多 かれ 少 かれ 私に 敎 訓を與 へ吳れ 候。 日本人との 交際 は 敬遠 主義 を联居 
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大學の 講義と 申 候ても さした る 事 は 無 之、 私に は圖書 館の 勉強の 方 造に 補 益 ある 樣思 はれ 候 間、 其方に 力を入れ g 申 候。 

學 生多數 のこと に 御座 候へば、 敎師と 親密の 關 係に 入る が 如き は、 中々 困難に 有 之 候。 伹し籍 を 大學に 置き 候 事 は、 凡て 

の 場合に 於て 好都合に 有 之 • 先づ 多額なる 學資を 差 出し 罱候方 得策と 存申 候。 米國 人に して 私の 爲 めに 學資を 給與 せんと 

云 ひ 吳れる 親切なる 人な きに あらず 候へ ども、 私 他日 之れ が爲 めに 心身 上に 何 かの 束縛 を 受け 候が 非常にい やに f お 間斷り 

申 候" 日本の 政府 若く は或學 校より 攀 資を受 くる こと も 或は 闲 難なら ず 候へ 共、 他日の 束縛 を 思へば 胸が 悪く 相 成り 候 次 

第に て、 凡ての 重荷 を 父上 樣に 投げ 候 こと 何卒 御 推 容願上 候" 然し 私 も 一日 晝夜 書物と 首 引き 致 居候 事 は 到底 不可能に 有 

之、 腦を 休む る 必要 有 之 候 間、 此の 腦を 休む る 丈け の 時間 を 他に 利用 せんと、 何 かの 働き口 を 求め 居候〕 多分 來 年初め よ 

り は何處 かによ き 口 見 當り可 申、 是れ 一 擧兩 得の 策と 存居申 候。 (中略) 

壬 生 馬 君の 白馬 會 への 初陣 御喜び 申 上 候。 色々 と 感慨 も 多く あられ 候 はん、 不退 轉の御 精進 祈 上 候。 時々 有名なる ボス 

トン 美術館に まかり 越 申 候 ひ 此處 なる 日本 陶器の 蒐集 は 世界 第 一 との 評 有 之 候 もの、 由、 見慣れぬ 逸品 澤山 見受申 候。 0 

蠻 にも 一寸 目 を 引く もの 有 之 候 Corot が 五六 枚 Millet が 五六 枚、 Manet が 五六 枚、 其 他 極 古い 所と 近代の Whisler や 

surganss や Alexander 等の も 有 之 候。 私 Millet の 傳を讀 み 候て より、 其 人の 畫が慕 はしく 相 成り 其 入の 畫の 前に は 魔力 

にて 引き付けられし 樣覺ぇ 申し 候" Conot の暢 和なる 筆 振り は 又 捨てが たき 詩趣に 滿ち候 ものが 此 美術館に 有 之 候。 大額 

ダンテが 森に て！ n 個の 猛獸に 遇へ る K の 入物、 野獸の 姿に は 閉口 仕 候。 先生 は 風景 畫 家に 候" 平和なる 自然 を 描きし 人に 御 

座 候。 平和なる 春の 自然 を 描きし 人に 御座 候。 平和なる 晚 春の 自然 を 描きし 人に 候。 されば ダンテな ど は 門 違 ひに て 候べ 

きか、 最も 解らぬ は Turner の繫 振りに 御座 候。 Rcskin 先生 多少つ ま れ たる 趣き なきや。 大膽と 申さば 申 候べ し、 或 人 

は 無謀と も 批評、 可 致 候。 wh.sler の 日本 振りなる 色彩と 瀟洒なる 筆の 跡と はさつ ばりした 想 ひ 致させ 候へ ども (Millet と 

は 丸で 反對 なり J^glet は 塗り 直し 書き直し たる 苦心の 跡歷然 たり) 永き 生命 ある 畫 家と 申されべき や 否や、 私 は 危み申 候 • 

御 途り被 下 候 白馬 會 出品の 縷端書 唯今 迄に 藤 島 氏の 「蝶」 と ！ー1 宅 氏の 「夏の 雲」 と を 手に し 候。 色が なき 故 十分の 八まで 


は 其 懂値を 殺 がれた る こと. M し、 私 何とも 判 斷の致 ii 之 候へ ども、 藤 島 氏の 蝶 は 華やかなる ものと 存申 候。 其 手と 頸に 

は 悲しく 相 成 候" 全く あの 版の 通りに 候 哉、 若し さう なれば 骨と 云 はず、 筋肉の 解剖 は 全く 度外視せられ たる ものと 存申 

候。 (中略)  - 

先日 來度々 伏 見宫、 金子 男爵 等の 御 來遊有 之、 私 其の 度に 招待 相 受け 申 候へ ども、 是れは 御斷申 候" 先 B は P_ 山 大觀、 

菱 田 卷艸の 1 1 氏當 地に ありて 畫展 覽會を 開き 候。 岡 倉 覺三氏 は ボス ト ン 美術館に 储 はれ 申 候" 日本に 關 する 書. 雨後 

の 笱の樣 に 現 はれ 申 候" 何れも 戰爭の 入氣に 投じた る ものに 有 之、 表紙に は 國旗を 交叉し バ ンザィ と 英語に て 書き ある 類 

に 御座 候" 小 泉 八 雲 氏の 死は當 地の 大 新聞、 大雜 誌 等しく 一 悼の 意 を 表し 居候 U 

此 地の 一 の 特色 は 時々 世界的に 名 を 知られた る 名士の 來遊 する ことに 御座 候。 私 此に參 り 候て より グ ラッド スト ー ン傳 

の 著者と して、 特に 曰 本人に は 知られた るモ ー レ， 氏 来り、 「羅馬 帝國」 「米 國觀」 の 著者と して 博 學の名 あある ブライス 氏、 

其の 他 印度の 大說敎 家 某 等 踵 を 接して 來り候 有樣、 是れは 中々 愉快に 有 之 候。 (中略) 米 國に參 り 候て より 二度目の 降誕 祭 

眉を燒 くば かり 近づき 申 候" 此冬は 費 府に罷 一み 候 ひし 時と は異 り、 彼の ァ ボン デ ー ルの 田舍に (尤も 彼 所より 度々 の書狀 

參り 候へ 共、 わざ/.. \ 出掛け 候に は少々 遠過ぎ 申 候) 無邪氣 なる 少年少女との 間に 伍して 笑 ひつ.. 年 を逡る こと 叶 申 間 敷、 

多分 は圖書 館の 薄暗き 机の 上に 書に 對 して 浮世 小路の 歳暮の 忙し さ を 白眼 高視 する 位 を關の 山と 可 致 候。 此土 池の.^ ま 1 

て 高く 止り 居候 こと 英國 人の 如く、 未だに 心 合 ひたる 友 を も 家庭 を も 見出し 兼ね 居候。 

此書 膝下に 至らん 時 は 七草 祝 ひつ  >1 あり 給 ふ 頃なる べき か、 豆 粥に 舌 燒き給 ふ 頃に 候 ふべき か。 今年 は 如何に 寒く 哉。 

滿洲 にある 人々 の爲 めば かりにも 瞹き冬 祈り 申 候" 此 地中々 装 一 氣强く 西北の 風 烈しく 吹き荒れ 候 節 は、 冬に 慣れたる 私に 

も戶 外に 出づ るが ためら はれ 申 候。 

さらば よき 齢 重ね 給 は ん こと を遙に 祈り 上 候。 今日は 是れ にて 失禮仕 候。 

】 九 〇 四 年  八 九 
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雨 親 宛 i 二月 十六 HI 於 ケンブ リツ デ a ニー〕 

降誕 祭 端 書差 卜： 申 候て より 又々 永々 の 御 無 汰沙申 上 候 段、 何卒 平に 御 宥免被 下 度 願 上 候。 正月 一 一日 筆 取り 申 候て 此 紙に 

半 頁 程霄き 候處、 急 川 出來て 肇を擱 くの 止む や 得ざる に 至り 夫れ より ハ タと 御無沙汰 申 上 候】 

先日 委敷 御手 紙 頂戴 仕り 當 方に 於ても 可成り 久々 振りに て、 犬なる 喜び を 以て： 仉三 li 返し 拜見仕 候 U 父上 樣 始め 至極 御 

健全に て 御 加齢 被 遊 候 趣、 何よりの 安神に 有 之 候。 小 子 事 も W び雜 煮な き 正月 致し、 囘禮の 客 もなければ、 泰賀の 煩 ひも 

なく 半日 を w 書に 暮し申 候" 御 地 門松の 娠は しさ、 霜柱の 下駄の 齒 にく だくる 音の 快 さ、 白梅の 淸香 など そ どろに 思 ひ 浮 

び 申 候〕 

當地 昨今 は 積雪 满地寒 鎮 にお ぢて 散歩 も 怠り勝ちに 御座 候。 へ 簡便 一 寸申上 置 候 通り、 何か什.事を13^附けんと^居候處、 

都合よ く 一ヶ所 見附 かり 申 候〕 當 地に 住 ひ ボストンに 事務所 を 有せる 一 辯 護人、 日本より 生 を rn 用の 手傳 として 欲し 

いとの 事、 大學の 口 入屋に 通牒 有 之 候 趣に て、 小生 早速 同人 を 訪問し 其 人と ：！ 約の 上、 先月 十  一 ttt 此處に 引 移る こと.^ 相 成 

申 候。 同人 は 妻 君 有 之 候へ 共、 何 か 事情 有 之 候 趣に て 別 sie 致 居 (米國 にて は 離婚 沙汰 非常に 面倒に 候へば 〔法律上〕 往々 

此の 如き 例 を 申 候)、 士曜 より 日曜に かけて 九つと 八つなる 女子 泊り がけに 遊びに 參り巾 候。 什 事と て は 朝飯と 晚 食の 手 

傳、 一週 一 度の 掃除 丈け に 有 之、 其 報酬と して 室 は 無代に て 貸し 與 へられ 食事 も 只に て 出来る 次第に 御座 候。 コ n ン ビヤ 

大 田 君の 學 びつ . ^ありし 大 iO 法科の 卒業生に て 讀書も 廣く話 も實の ある こと 多く 御座 候へば、 英； ii 【會詁 研究に も、 

知識の 補充に. -相 成り 一 擧兩 得に 御座 候〕 土曜より RI 曜 にかけ て 女兒が 遊びに 來るも 愉快に 有 之、 一家 を 成せる も 女つ 切 

れ のな きも 難 有く、 唯今の 處 にて は 辯護士 先生 も 小 子 も 互に 至 S 滿足致 候〕 されば 多少 S 時間 を 毎日 鎖 牲に致 候 へ ば 日 


闭 品- 消耗 費と 學 費の 外に は 食 IT 室 代 等 全く 節約 せらる. - 次第， 今 囘御逡 附被下 候 二百 四十 五 弗に て來る 九月 頃まで 充 

分 支へ 得る こと、 存居候 間 何卒 御.： か. 神 願 上 候。 去年の 夏 は 看護の 法を覺 え、 今年の 冬 は 料理の 法 を覺中 候へば、 歸 朝の 際 

に は 西洋 料理の 上手な 處を 御覽に 入れ 可 申 候"  ] 

父 卜 i よ 非常に 御 多忙に 入らせられ 候 由、 母 ヒ樣、 愛子、 壬 生 馬 等の 手紙に て拜- 承、 時節柄と は 申 乍ら 御 老體の 御身 奉 

m 察 候。 ど-つか 御 無之樣 幾重に も 奉 祈 上 候】 眞狩別 2 土地 又々 何か紛 來候 由、 今更ら ながら 道廳の 行政の 不 整頓 

驚 入 申 候〕 

先日 來壬生 馬より 伊太！： 行の 事申參 り、 小 子 も 篤と 考へ申 候" 洋行と 申 候ても 色々 種類 有 之 候 は 勿論に て、 舞踏 術の 卒 

業^に て 歸國の 鼻高き 人より、 刻苦 辛酸 傍見す るに だに 感に堪 へたん 苦學の 人に 至る まで、 十 熊 百樣に 御座 候へば、 洋行 

は利ハ 〈彼 ある ものと 早 斷致候 は 由々 敷 誤 に 御座 候へ 共、 き 迎の靑 年に して 洋行し 得べき 舉資を 得る もの は、 靑 年の 時代に 

一 度 洋.， 仃 すろ こと 至大なる 利益た る を 疑 ひ不申 候" 壬 生 馬 も 洋行に は 適當の 年齢に 達し、 多年 心中に ありし 目的の 途 にも 

就く 様相 威 候 得 者、 此際 洋行 致 候 は 同人に！^ り 幸福に して、 且 利益 ある こと、 存申候 U 唯 舉資の 勦 に 於て は 小 子旣に 多大 

の 金額の 御 扶助に 預り 居候 上に、 又々 の 重荷 を 御 老體に 投げ 候 事 到底 忍ぶ 可らず、 此事 のみ 心 腿り に御麼 候處、 小 子事當 

地 こお ゼ留旣 に 一 年 半に て 稍 i 事情に も 相 通じ、 裹所 仕事 も 薄っぺらなる 交際に 曰 を 消す より は、 遙 かに 绿 貴なる 仕事なる こ 

と を も 丫得致 候へば、 向後 は 學 資 及び 小 使と して 樓 少の 金額 を 御手 許に 仰ぎ 候 外 は、 自立に て勉强 致し 兑ん と存 候。 夫れ 

敌小 子へ 御 经附被 下 候 金額 を 壬 生 馬の 方へ 御 廻し 被 下 候 樣願上 候 事相 叶 申 2i 敷 候 哉。 壬 生 馬 は 縛 畫に 於て は 一 種の 天才ら 

しきもの を存し 居り、 齊發心 も 亦强く 候へば、 確かに 一 かどの 成功 致 候 事 を 信じ 居 ゆ 候" 何卒 同人の 志 御^ 屈 成 被 下 度 乍 

願 上 候" 壬 生 iH? の 企圖に 就て は 小 子 事 不安心と 思 ひ 候 節 も 有 之 候に 就き、 別紙の 如く 同人に 宛て 所思 を 述べ 試み 申 候" 

心細 かるべし との 御念 慮よりに て 候 可し、 皆々 樣 より は 何等の 御 報知 も 無 御座 候處、 河 膨信子 氏よりの 手紙に 山 崎 老婦 

人 死去の 事 有 之、 一時 は 心を騷 がし 申 候〕 他人に て 小 子 を 孫の 樣に 愛し 吳れ候 人に て、 與 にて は 安藤の 老 大人、 女に て は 

一 九 〇 五 年  九 一 


.1^ 島 武郞仝 集 第.^ 卷  九 二 

山 崎の 老婦 入に て 有 之 候 間、 其の 死 を 聞きて は 多少の 感慨な きに あらず 候 ひし も、 かく あるべし と は 二十 六ハ 牛の 夏 ：！^ に 

て 御 別れ 致せし 際 期せし 所、 永別の 淚は其 時旣に 流し 置き 候 間、 二三 日の 後に はさつ ばり 致 ゆ 候。 亡くなられる 前 御望み 

の寫 眞を经 つて 上げれば よかった などく だらぬ こと 思 ひ 居候" 所謂 凡夫の 愚痴に 御座 候べ し。 「我が 生の 盡 くる 時何處 にて 

か、 如何にして か、 又^^^に見ゅることぁるの望みぁり」 と 曰 記に 記し 申 候。 

來 月の 初旬 f 右く は 中旬 s-、 新渡戶 夫人の 兄 上なる Jo;eph  Elkintoii と 申さる \ 人、 日本に 游來 せらるべき 趣きに 御 鹿 候" 

此仁は 小 子の 着米 以來 最も 親切に まめく と 色々 なる 世話 爲被下 候。 先日 小 子 事 ヮグナ ー と 云 ふ、 佛國の 牧師 兼 文士が 著 

したる rs;. 純なる 生活」 と 云 ふ 書を讀 みたる (ヮ グナ ー は エルキントン 氏の 友に 御座 候) 想 を 同氏に 書き 经り申 候處、 同 

氏其寫 しを大 統领ル しス ベ ル ト 氏に 遼り たりし 虫、 ル ー ズ ベ ル ト 氏より 至 te^ 興味 を 以て 讀 過したり との 返事 有 之 候 趣申參 

候" 斯樣に 色々 引立て 被 下 候" 一寸見た 所に て は輕ロ 家ら しく 候へ ども、 夫れ 程で もな く博讀 にして 親切な 人に 御 lii 候。 

多分 訪 有 之べ くと 存候 間、 其 節 は 同氏より 小 子が ぺ ンシ ルバ ニヤに ありし 時の 消息 御 聞 取 被 下 度 候" 

愛子、 志 摩 子よりも 新年の 賀状 踢り難 有 御 禮申上 候。 別に 御 返事 致す 笞の處 多忙に 付き 此 手紙に て 御 勘 辯 願 上 候。 直 良、 

喜寬の 一 一 君に も 永らく 御無沙汰 何卒 {ag 御傳 „1 願 上 候。 (中略) 

ニニ IW1 前より P 、に 腫物 出来、 讀物、 書物に 難儀 致 居候 間、 今日は 是れ にて 御免 を 蒙 申 候。 是 より は 必ず Hi 御 音信 可 申 

上 候 間、 是 迄での 御 竦 遠 何卒 御 許 M 上 候。 幾重に. -御 大事に 被 遊 度 候。 . 

兩 親 宛 — 五月 十六 g 於 マサシ ュ ー セ ，ト 州ニュ ー ハン プシァ ー 〔一】 三〕 

又々 意外の 御 疎遠 申 上 候 段、 平に 御 海 恕被下 度 願 上 候。 先日 來は 父上 樣少々 御病氣 にて 入らせられ 候 趣の 處、 最早 御 全 

快の 事と 遙察罷 在 候。 ^節 柄 益 i 御 多繁に 入らせら.？； 候 はんと 是又御 推察 申 上 居候。 壬 生 馬 洋行の 儀に 就て は 早速 御 許可 

を 賜 はり 同人の 喜び は 固より 私まで 無上の 感謝 を 感じ 居 申 候" 此牛紙 御 披見の 際に は 同人 も 旣に歐 米に 渡り 居候 事に 可 有 


之 候。 行郞 入塾との 御 事 一入 御 淋しく 入らせられ 候 事と 萬々 御 推察 申 上 候。 行郎の 入塾 も 誠に 賛成の 次第 此際 御手 放しな 

られ候 御決斷 の程感 佩の 至りに K 堪申 候。 

私事 依然 元 氣日 々勉學 と勞 働と 致 居 申 候 間、 御 放念 爲被下 度 奉 願 上 候。 歳月の 立 つ は 早き もの 旣に當 學年も 末 近く 相 成 

申 候" 此夏は 二 ヶ月 程 少年 生の 天幕 旅行に 隨從 し、 自活の道 を 講ぜん とし ほ e 契約 も 相 調 ひ 申 候。 以前と は異り 病院な 

どに は 無 之 候 故、 身心 共に 暢々 して 保養に も 可 相 成 かと 存申 候。 所 は 唯今 居候 マサ チウ セット 州の 稍 i 北方-一 ュ，' ハン プ 

シ ャ と 申 候 所に 有 之 候。 松柏の 類 富 かなる 山隈水 廓に 候 由 私に は 是れが 何より 難 有 御座 候。 

父上 樣の 「商法 入門の 馘」 拜讀 仕り 候。 是れ は單に 商法 斗り に 無 之 一般の 靑 年に 示して 啓 發の材 と 乍 揮存申 候。 私事 頂 

上の 一針と も 相 威 申 候。 ^1 ルキントン氏着京致され候由、 同氏よりも 私へ 宛 手紙 有 之、 御 兩親樣 始め 皆々 の樣 子細々 と 報 

知 致 吳れ申 候。 家の 構造の 闊直 質素なる こと 父上 樣の よき 家族持ち 給へ るが 羨し かりし 事、 母上 樣の 丁寧 親切なる おもて 

なしの 事な ど尙 委細に 書き 加 へ 有 之 快讀仕 候。 

志 摩 子に も 出 產有之 候 由、 五八の 伯父さんと 相 成 候 事 寧ろ 汗領の 至りに 御座 候〕 母子と もに 元 氣に有 之 候 や。 

バ ル チック 艦隊の 噂 は當地 にても 一時 やかましく 候 ひし 所、 近頃 ははた と 沙汰 やみに 相 成候樣 子、 新聞紙な ども 一 言 も 

申さず 候" 此 間に 歐洲 のさる 所に て 平和 條約 なりつ \ ありな ど揣 摩する 何も 有 之、 其事眞 なれ かしな ど > -も存 居 申 候" 

此地 昨今 W 葉と 花の 盛に 御座 候。 先づ 春の 魁と して 連 1( 日本 原種〕 の黃 なる が 咲き、 次に 木蓮、 今 は 林檎、 梨、 杏、 藤、 

山吹、 其の 外 草花 種々 美しく は 候へ ども、 日本の 春に 比べて は憐 むべき 程の 差に 御座 候。 春に なり 申 候て より 齒 痛の 相始 

り、 止むを得ず 醫 者に 懸り、 先日 來三 四囘 ボストン 迄 相 通 ひ 申 候〕 新しき 蟲齒四 五. K 發生、 金の か- -る齒 にて 候 かな。 

飯 田 君 上京 勉學の 由、 他日の 大成功 祈 居 申 候。 

數 日中に 當大學 に 遊 舉罷在 候 ひし 日本 學生 中の I 人、 病 氣の爲 歸京致 候 や も 知れず、 同人 若し 東京に 參り候 様相 威 候 は 

ば、 同人より 私の 樣子御 聞 取 被 下 度 候。 但し 其 節 は 同人へ 紹介 狀相渡 置 可 申 候。 
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追々 向暑の 候、 暑い 方 は 皆 機に は 割合に 宜し かるべく 候へ ども、 兎 まれ 御 自愛 遊され 度 先 は 一筆 草々 不 I ま 

雨 親 宛 —— 七月 二十 四 曰於ケ ンブリ ユア 〔i 一〕 

遂々 働きつ . ^ありし 家 を 去る 事と 相 成 申 候" 向に て は 非常に 惜み 是非 引止めん と 致 申 候 得 共、 共に 働きつ ありし 友の 

1 方なら ず 衰弱し、 殊に 厭 はしき 事 誼 其 家との 間に 起り 候爲 め、 不愉快なる 夏期の 消光 は堪へ 難しと 思 ひきはめ しにて 候 

ひき。 一度 決心 致 申 候 事の、 かく 途中に て 變更候 事 小 子に は吳々 も 遺憾に 御座 候 得 共、 是れも 詮方な き 次第、 是 しょり 他 

に 方法 を 講ずる の 外 無 之 候" 

前便 申 上 候 通、 小 子 は 此の 冬はヮ シン トン 府に參 り阖謦 館に て 勉强致 度 心 組の 處、 同地 は 非常に 暑 氣激敷 土地に 有 之- 

夏期 中の 勞： i を 彼 地に て 取 候 は 如何にも 凌ぎ 難く 存 候へ ども、 懇意なる 彼の ァ ボン デ ー ルの 農家 (兼ねて 懇切なる 勸誘も 

有 之 候に 付き) に參り 同家に 宿泊し. て、 兎に角 善後策 相 講ずべ くと.， f 存居申 候。 唯今 は當 地に 滯在十 ポンド 程 減ぜし，^ の 

囘復を 企て 居候。 

事前後 致 候 得 共、 皆 々機に は 依 例 御 淸榮の 事と 奉遙察 候。 此の 夏 は 父上 樣には 隨分御 多 繋に 被 爲入候 半、 然し 多少の 休 

暇 を 得何處 かに 御 保養 被 遊 候 事 祈 上 居 申 候。 母上 樣 始め 皆様に は何處 かに 御轉地 にても 被 遊 候に や、 此夏の 氣御地 こて 

は 如何、 只管皆々樣の御健在ならん事をのみ願111^申候。 

壬 生 馬よりも 折々 端 書に て 便 有 之、 初 旅の 事 ども 色々 哀れ を 感ずる 趣 報じ 越し 申 候" 然し 萬 事 好都合に 參居 候樣 子、 何 

よりの 事と 存居申 候、 同國 公使に も 色々 懇切の 御世話になりし 趣と か 暫時 を經 候へば、 やがて 心 も 定り專 心勉强 する 

る こと X 存居申 候。 

S 一 一、 英夫、 行 郎君に は 何れも 一年の 與ュ歴 見事な りし こと. t 察 候) (屮 略) 

尙 小生の 今後の 方針 確定 致 候 は^， 詳細の 御 報知 可 申 上、 先 は 不取敢 一 筆 御 報知 迄 


平和 會 II は II- 々来月 中旬 頃當 地に 於て 開かれ 候樣子 御同樣 大慶の 次第に 奉存 候" 何卒 適 當の處 置で 事局 一 先決 蕾相附 

き 候 樣吳々 も 祈 居 申 候" 此 件に 關 して 面白き こと 聞込み 候 は r 追て 御 報知 可 申 上 候。 

末 光績氏 宛 11 十 一 月 一 一十 九日 〔一一 一四- 

一 金 五 弗  瀨 W 末 君へ 

一 金貳邦  札 幌獨立 敎會へ 

甚乍御 面倒 該 金額 郵便局に て 御 受取の 上 夫々 御手 數願上 候。 

Insersolrs  Lectures 別封に て 御 }^ 附申上 候 御 受取 被 下 度 候。 

自分の 勞 働で 取った 金。 獺 川 君は總 ての 困難に 失望せ ず 同情者が 世 の何處 かに 居る から 心を强 くして 正しき 道 を 歩め 

と 御 傳言願 上 候"  ， 
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兩 親 宛 11 四月 五日 於 ワシントン 〔ョ 五〕 

先日 慶々 靈 なる 御 敎書 賜 はり 御 芳恩 の ほど 心に 沁みて 画 仕 候。 且つ 御 謹 爲被 下 候 八 百圓、 卽ち誓 九十 五弗 も 

早速 端 書に て 御 報知 申 上 候 通り、 相屆き 銀行に 預け 入 申 候 千 萬 奉 鳴 謝 候。 

產れ 落ちて より 本年 計り 身 を 入れて 勉强 せし 年 は 無 之 其 故に ゃ春來 と共に 激しき 不眠症に 犯され、 催眠 藥を 用ゐ申 候。 

1£カも六時間1^上の睡眠を爲すこと不能、 神 經は益 i 昂進して 爲す ことよりも 考 へる ことのみ 多く、 遂に 此の， g き 御無沙 

汰申上 候 段、 平に 御 海容の 程 奉 祈 上 候。 此程は 少し は 神經も 融和し 適 當に讀 書す る こと も 心 顧け 候樣相 成り 申 候 間 何卒 御 

安神 爲被下 度 願 上 候。 時々 血眼と 相 成 候 癖 御^知の 如く 小 子の 病に て 自分ながら 恥 入る の 外 無 御座 候。 

高木 先生の 御 來米を 承 はりて より 日々 華盛頓 御着の 日 を 相 待ち 居り 候 得 共、 何ん の 御沙汰 もな く、 傍々 不審に 存 居り 候 

處、 去る 頃 不 圖當地 新聞紙の 小 欄に、 日本 公使館が 同 先生の 爲 めに 一夕 宴 を 張りし 由 承知し、 偖 は 當地こ 御 滞在な りしと 

讀日 公使館に 罷 出で 候處、 旣に紐 育に 歸られ 候 あとに て 御座 候 ひき。 御 承知の 如く 米 國は廣 く 大きく、 先生が 何 處に御 

滞在なる や は 日本の 樣に相 知れ 不申、 遂に 拜眉を 得る の 機 會を得 ざり しは殘 念と も 何ん とも 申樣 御座な く 候。 尤も 公使館 

の 書記官に 若し や 同 先生 小 子に 御傳言 もなかり しゃと 問 ひ 申 候 得 共、 何事の 仰せ もなかり し 由の 阁答を 得 申 候。 御 尊 雷に 

よれば 緊要なる 御 傳言有 之 候 趣なる に 不審の 程い まだに 晴れ 不申、 此上 はと 其 儘に 過し 申 候。  . 

かくて 御傳 言の 義は伺 ひ 不申候 ひし も 御 親書 拉に遙 察 申 上候處 によって、 略 i 尊意の ある 所を拜 察する に 難から ずと 存 

じ 申 候。 左に 略 拙 意 相 述べ 試み 可 申 候 御高 讀奉願 候』 

1 、 米國滯 在中 上 琉社會 の 生活 を慣ふ 事。 


是れは ハ ，バ ，ド大 學在舉 中に 少々 相 試み 申 候へ 共、 何等 特殊なる 效果を も 認め 不申、 結局 十分の 見識と 廣汎 なる 智見 

と確實 なる 道念 を 得る 事が 最も 確實 なる 地位 を 社會に 造る 基と 思 ひ あきらめ 申 候。 人の 前に 出て コヮガ ラヌ、 P こ. は 相 成 申 

候 間 これにて 十分と 存申 候。 

二、 相 當の學 位 を 取り 相 當の敎 程 を 終る 事。 

小 子 渡米 當 初よりの 意見 は 空名に あらず して 學 問に 對 する 眞識を 得ん とする に 有 之 候 ひし も、 在米の 印までに と、 渡米 

の 初年 一年に て マスタ， • ォブ • ァ ー ッ の 學位を 得 申 候" 

ハ ，バ -' ド大學 に 參候際 は 豫め御 報知 申 上廣候 通り 學位を 取る より は 好む 所の 昆課を 撰びて (學位 を 取る は 必要 も 何も 

なきものに 多大の 腦カを 費さざる 可らず 候) 頭の 養生 致す 積に て 候 ひし 故學 位は不 得、 金 を かけて 腦を 用ゐる 割合に は 得 

られ不 申、 兹 にて 初めて 悟が 開け、 敎師を 通じて 學 問して 居る 齢に あらず、 直ちに 古人に 至る に 若かず と 太 年 は圖書 館 こ 

て獨 if を 始め 候 次第に 御座 候。 此豫 想は大 あたりに て 半年なら ざるに 滯在ニ 年間に 得しよりも 多くの 智識 を 蓄へ申 候。 是 

れで小 子が 舉 問の 方針 御 尊 察 奉 願 候 U 

三、 生活。 

は 相當の 生活 致 居り 候 間 何卒 御 安神 奉 願 候" 

四、 歸朝 後の方 針。 

先日 札幌農 if 校の 校長 佐 藤氏より 年俸 千 二百 圓 にて 教授と して 晨史、 倫理、 歷史 1 砰レ 英語の 敎授囑 託し 来り 申 候 得 共 鬼 

に 角斷り 置き 申 候， - 

つらく 小 子の 實カを 相 考へ申 候に、 第一 實務的 才能 は 殆んど 無 之と 申 候て 差 支 無 之、 將又 明確 細密に して 一 科 舉の專 

攻に 一 生 を 費し 得る 程の 頭 腦をも 有し 居らず、 政界に 雄飛して 淸濁 併せ 飮 むと 云 ふ 所謂 大度 も 無 御座、 唯 小 子が 他人に 稍 i 

§ せりと 相 恃み候 實カは 兎に角 自ら 一個の 思想 を 形成す る 力と、 夫れ を 現 示す る 筆の 力に 有 之 候、 然し 是れを 以て 生活 
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せんこと は 日本に て は 到底 不可能に 御座 候 得 者、 衣食 を 得る 爲 めに は 敎 育に 從 事す る を 最適と 存居申 候， 當地 滞在^に 旣 

に 一篇 の 創作と 論文と I 草し 申 候、 機 #ぁ らば 歸朝前 ii 出版し、 よかれ， れ小 子が 社 會に對 する li 定致 度と 存 

居候 次第に 御座 候】 

五、 歸朝 後の 生活。 

社 會に相 立ち 候までの 御 教育 (政府の 補助、 學 校の 恩 澤 にあ づ からず) の 御 恩 は 小 子の 身に 取りて 實にく 望外の 幸福、 

御薩樣 によりて 世に立ち 候 際 誰の 干渉 を も 指導 をも受 くる 必要な く、 镯 立獨歩 する を 得せし め 給 ひし こと は 唯々 感謝の 外 

無 之 候" 前項に 申 上 候 小 子の 企圖致 居候 處 置の 道 は 一向 世人の 注意 を牽 かざる もの 有 之、 現今に 於て は社會 的の 位置 も 高 

きこと 不能、 小 子 とても 人目に つき 世人 一 般 より 承認 を受 くる 可き 位置に 立つ は 羨し からざる にあらず 候 得 共、 aj 分が 最 

得意に して、 之れ によりて 多く 貢 獻し 得る と 信ずる 事業 を 捨て 名 譽に代 へん 事 は、 到底 忍び 難く 何卒 斯般の 衷情 御 憫察、 

小 子に 對 する 御 期待 遊ばし 下され 度 偏 へ に 奉 願 1 ひ 

筆 をと りて 世に立つ に は、 何人の 干涉も 受けず、 獨 立して 公平なる 思考 を 世に 給す るが、 何物に も 勝りて 急務と 相 信じ 

申 候、 是 れが爲 めに は、 根柢より 徐々 として 自ら 築く の 外 無 之 覺悟罷 在 候 0 此邊の 所 何卒 御 賢察 奉 願 上 候" 

六、 留 學に關 して。 

此 件に 關 しても 贊に 有益なる 御 尊書 を 11^ ふし 奉 鳴 謝 候。 當地 三年 之滯 在に て 兎に角 英語 を 操る こと も 一 通り は 相 達し 事 

情に も 通じ 勉學も 自分 丈け のこと は 致せし 積に 御座 候 得ば 此上は 歐洲を 漫遊して 歸朝致 度 心組みに 御座 候，， 此 次に は 本 國- 

にて 多少の 經驗を 得た る 上 二 年程镯 逸に 罷 越し 度 熱^ 罷在 候。 何卒 此義御 許容 相 成 候 樣偏奉 願 候り 

當地 退出 は 來夏セ 八月の 交 か 又は 少しく 遲れて 九" 十月の 交に 致さん かと 考 中に 有 之 候。 七 八月 頃に て は 南歐の 旅よ 隨 

分 凌ぎ 難き. E 承知 致し 居り 候。 此義は 追而得 貴意 申 候。 

住所 は 一 向 變更不 仕 候。 唯 先日 一 寸小 旅行 致 候までに 有 之 候 間 左樣御 了知 被 下 度候レ 確然と 御 報知 申 上 候 迄 は 依然 舊の 


處に 住居 候 事と 御 承知 爲被 y 度 奉 願 上 候" 

此地 も憨. - 春と 相 成り 申 候" 林檎の 花 埃く 頃と 相 成 候 は ど 一週間 程 田舎に 出で 其處 にて 論文の 淨書 にても 致 候 得 者 病 も 

輛. 快に 相 成り 申 候 こと.^ 樂 しみ 待ち 居り 申 候。 

本日の 午後、 驛宗 演氏當 地に 參ら れ、 市の 大學に 於て 武士道に 關 する 一場の 講 Sli 有 之 候。 參聽致 申 候が 失望に 終り 申 候。 

武士道の 精神が 米國 人に 對 して 最適 當の敎 訓と存 居候 處、 師は 依然として 封建時代に 行 はれた る 武士道の 形 體を說 き 居ら 

れ候〕 聽 衆の 中には 老練なる 哲舉者 宗敎家 も 多 かりし に 佛敎の 深奥なる 本義 を 聞き 得 ざり し爲め 頗る 失望の 體に 見受けら 

れ申 候。 師は 到底 東洋、 西洋 兩 文明 をつな ぎ 合 はすべき 橋と はなり 得ざる 人と 存申 候。 

東北の 饑饉 實に慘 鼻の 極、 本年の 農作の み 祈られ 申 候" 救 濟の道 少し は 相 立ち 申 候 ひしゃ。 何分 戰後 一般の 國民は 重き 

負 擔を爲 せる 後 なれば 困難の ほど 實に 察し 入り 申 候。 

此後は 時々 御文 通 申 上 候。 今日までの 御無沙汰 何卒 偏へ に 御 海容 爲被下 度 奉 願 上 候。 

遙 かに 皆々 樣の御 健全 を 祈りつ \。 

兩 親 宛 11 五月 十 1ー一 曰於ヮ シン トン SH ひ 

又々 意外の 御 疎遠 申 上 候 段 實に申 譯無之 平に 御 海 i<t 爲被下 度 奉 願 上 候" 先便 一寸 申 上 置 候 通り 少々 不快 且つ 不眠症に 羅 

り 勉强を 妨げられ 候 事 多く 有 之 候 ひし 爲、 斷然 暫くの 間 田舍に 入りて 仕事 を 放 抛す る 事に 仕り、 先月 二十四日 當 市より 電車 

にて 四十 分 程 相 か.. t り 候と ころの Chavy  ChaB5 と 申 候 僻村 のさ  >i やかなる 下宿屋 に 移り 毎日 二三 時 華 盛頓に 出で k 事務 を 

致し 候 外 は 決心して 何事 もせずに 日を经 り 申 候 所、 一 週 後より 效能稍 i あら はれ 略. -六 時間 は 眠る 事 を 得る 樣相 威り 申 候 

間. 尙半 週問滯 在の 上、 遂に 二三 日前當 市に 歸り來 り 依然として 舊の 通り 研究に 從事罷 在 候 間 何卒 御 休 神の 程 奉 願 上 候。 

Chavy  Chase 滯 在中 文部省の 0 學 生と して 獨 逸に ありし 伊藤 淸藏氏 (小 子よりも 一 年上 級に ありし 秀才に 御座 候〕 來 遊し、 

一九 〇 六 年  九九 
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雲居 候。 駕 着京 の 上 は 小 子の 近況 を齎 して 上 宅せられ 候事 と 存居 毒 何卒 駕 より 大體の？|き 

海外8 に關 する 決心 は 前便 を 以て 申 上 fi 共つ らく 事情 再 應 熟考仕候 

P 讓考 の上灣 決意 御纏 仕度 考 へに 簾 候。 何卒 粗忽の 段 il 被 下、 11^  ^^p^^ 

U 方の 事の み 申 卜 震 恐 入 候 。追， Afi と 相 成 候處 、父上 樣 始め 皆々 樣 f 御 健勝 も 

1、 國 有と 串す 大 I も 解決 相 fi. 是れ に付きて は 父上 機に S る 御 t に 麓 入 候 半、 a^uM 

は 承知 不 仕 候へ 共、 2 に 於て I 國 I  (父上 樣にも鐵| 議處に 被 f 霧 は謹菌 者き 被 f  1,3 

r 致 候) 國家， ま 一の 方針 上顯 著の 効 ある. Hl^ 逸霸 の.^ I こ敦」 §t こ：、， J.V まき； ；：： ， 

tt..^sxDt:  . (湾？？ の^, J 欏 しても 明膀 にて H 本鐵道 力と りし 營菜 方針の 如き は資 に大 

會. 力 國家國 民の 要求に 應 じたる 處 として は 間然す る所少 きを 田 ひひ 欣喜の 至に 不 S 接。 

此 手紙 相雲頃 は旣に i 休暇 近く 相 成候 事と 存申 候。 此夏は 何處 に 御避暑被遊候 や、 小 子 は此度 は， こて 勉虽 I 

事に は 無御崖| 當國を 塞 迄 は 夏休みな しに、 尙出來 得る 限りの. 震 をつ め 込み 度、 じ 得 居り 申 候 r  I 

靑木 大使 も 着米せられ 候蠢 うち 機 直て 參訪、 愛 謹 人 會寄附金 の 事に つき 御 相證， 組居 申 候" H し當き サン 

フランシスコ 市賣 の爲め 貧の 注 if  I 事の 方に 向けられ 或 纏 i 集の 十分に 効果な 零 S 居， I。 

雷に 引 移り 串され 候 由、 辦 しく 相 f  i 擎、 直 良氏擊 よりも 5 霧 有 之、 御 i の 皆々 元氣 に I 

れ候趣 承知 仕り 乍 蔭 喜び 居り 申 候。 

ー證 馬より は此頃 一向 昔信 無 之、 如何 致せし にやと 頻に心 ii, 同國 にも グ エス ピアス 山の 大 噴火 こて 醫夥 I 

子、 近頃 地球 機嫌 にても 害ね 申 候 や。 

近頃 は 全く 何方に も 御無沙汰 申 上 i。 高木 家に て は 皆 々灘 元氣 のこと， 存上 候， 安藤 樣は 其 後 如何なる 議 子に 被 


爲入 候に や。 新渡戶 夫人に は 矢 張 東京に 御座 候 や、 同 夫人 兄 君 エルキントン 氏 は 目下 英國滯 在中に て 近 信に 接し 申 候處、 

御 兩親樣 始め 皆々 へ宜 敷と 傳言有 之 候 

不遠 中に 再 書 差 上 可 申、 本日 は是れ にて 擱筆仕 候、 追々 向暑の 候 折角 御 自愛 專 一に 被 遊 度、 先づは 御無沙汰 御 詫 旁々。 

草々。 

兩親宛 i 五月 二十 曰 於 ワシントン 〔一一 一七〕 

拜 啓  ， 

四月 三十日 附 凱旋 大觀兵 式 記念 繪端書 封入 の 御書狀 本朝 確かに 拜 受難 有 拜讀仕 候。 依 例 益 » 御淸榮 の 趣 無上 の 義遙か に 

奉賀 上 候。 小 子 事 も 爾後 犬に 健康 を 囘復し 殆んど 常 體に相 成、 日々 圖書 館に ありて 勉强罷 在 候 段 乍 他事 御 放念の 程 奉 願 上 

候。 本年 は 御 地の 暑氣は 如何に 御座 候 や。 當市は 近年 稀なる 暑さの 由に て 去る 十七 日の 如き は 午前 六 時 室内に て 九十 二度 

(尤も 小 子の 居り 候 部屋 は 四 階の 屋根 下にて 露 東に 向 ひ 居候) を 示し 候に は 喫驚 仕 候。 されば 仕度 もソコ くに 圖書 館の 讀 

書 室に 逃 込み 候に、 此所は 亦 便利なる 仕 懸けに て 冷却され たる {さ 氣 床下より 入り 来りて 溫度槪 ね 七十 度 位に て戶 外に は 目 

も 開かれぬ 程 陽の 光石 疊 にさし 居候 時に も 心地よ く 勉强致 候 事相 叶 ひ 申 候。 文明の 恩澤は 此邊に 著しく 有 之 候。 

先便 小生が 獨逸留 if の 件に 關し 或は 意向 を 變じ候 事 も あらんとの 義申上 候 得 共、 歸朝 仕り 今迄 得た る 智識と 力量と を：^ 

て 成功す るに せよ せざる にせよ、 實 行の 生涯に 入り 試み 候 方 將來に 取りても 利益 多し との 結論に 到着 仕 候" 小 子 事 唯今 迄 

父上 樣の 優渥なる 御恩惠 により 自ら 苦しむ ことなく 平易なる 生活 を 過し、 思 ふさ まに 勉強 致 候 事 を 得 申 候 は實に 望外なる 

事に して、 世の 十中八九の 靑 年が 望みても 爲し 得ざる 處に有 之、 此 事に 關 して は 深く 肝銘して 御高 配の 程 相 忘れ 申 間 敷 候。 

但し 此の 如き 生涯の 結果と しての 小 子の 最缺 陷は實 際の 經驗 と、 實 際の 經驗 ある 人が 有する 自己の 力量 を 確信す るの 性情 

に 有 之、 此惡癖 を 矯めん に は I 先 準備 を 結了し 斷然實 際 戰鬪の 生涯に 入り 試みん との 決心に 出で 候 次第に 御座 候。 小 子の 

！九 〇 六年  】 〇 ！ 


有 島 武郞仝 集 第八卷  一 0 二 

性情 は 年を經 るに 從 つて 益 M 孤立 獨往に 傾き 他 入と 種々 なる 點を譲 合 ひて 事を爲 すが 如き は 到底 不可能に 見え 候 i 信じ 

申 候 間、 此 度歸國 後の 事業 も 斷然—— 固より 經驗 なき ことに は 御座 候へ 共 — 自往 自立の 決心に 有 之 候 3 事の 困 なる も 

目前に 瞭々 たる もの 御座 候へ 共、 將來 出来る限りの 力 を 振って 人 牛： 最初の 戰 鬪に戰 つて 見ん とする の 念 は 胸中に 燃え 居り 

申 候。 事業と 申 候 は 筆 を 通して なさる X 廣義に 於ての 敎育 事業に 有 之 候。 委細 は 歸國の 上蓠々 繰述可 仕、 兎に角 靑 年き， 人 

の 失敗 は藥 になる 事と 大目に 御 見捨て 蘆き 被 下候樣 伏して 奉 願 候。 

かく 決心 致 候 上 は、 來る 八月 上旬 若く は 中旬 歐洲 行の 汽船に 搭 じて 米 國を發 し、 歐洲に 參り先 づ壬生 馬と 伊太利に 會し、 

若し 父上 樣の御 許容 を 得ば 彼と 共に 獨逸、 佛國、 英國 を經て 本年 末に は歸國 仕度 豫想 仕り 居候" 

隆 ni も 中學を 卒業 致 候 S 先づ御 安神 被 遊 候 事と 奉遙察 候。 英夫 行郞は 如何 致 居候 や、 双方 共に 健全に て勉虽 致. 事と 

遙察罷 在 候。  ， 

先 S の サンフランシスコ 府の 大地震 は、 實に 米國の 歴史 ありて より 稀 有の 事に て、 悲慘を 極め 居候 得 共、 米國 民が 此變 

害 損失に 對 する 態度の 極めて 樂天 的なる に は 一驚 を 喫し 申 候。 日本に て此樣 なること 起り 候 得 者、 新聞紙 も 講檀も 共に 其 

悲慘 なる 狀況 を說き 人心の 惻隱の 方面に 訴 ふる 箬の 所、 當國に 於て は 人心 は 勇往の 方面に 訴へ 居候。 震災の 數日 目に 敎會 

に 參候處 牧師の 口調 は 此悲慘 を 悲しむ と 同時に 大聲痛 呼して 此奇災 が米國 民の 忍耐と 勇氣と 向上と を試驗 すべき 試 金お な 

りと 云 ひ、 米國 民が 共同して その 灰燼の 中より 如何によ く 美なる、 如何によ く大 なる、 如何によ く淸 潔なる 桑 港 市 を 建て 得 

るか を 望見す べしと 申 候。 米國 民の 偉大なる gf は 此に有 之 候に や。 彼等の 中に 犬なる 思想が 起り 候 事 は 嘗て 御座な く 候 得 

共、 犬なる 行爲は 日々 に 行 はれて 彼等の 常識に 富み 希望に 滿ち たる 氣性を 表現 致 居候 > 

桑 港の 近傍なる ス タ ンフォ ー ド大學 に學び つ X あり 候 木 村に は 直ちに 見舞 狀差出 申 候處、 返事 參 候て、 無事に 災害 を 免 

力，. たれば 安心す べしと 申來り 候" 大 if にて は 傭人 一 人學生 一 人 應死致 候 外に 死者 は 無 之 候 ひし 由なる も 建築物 は 殆んど 

破壞 致し 候との こと、 彼 所 は近來 築造せ る大 にて、 殊に會堂は善美をっくし米國有數の建築物と稱せられ^^こ、 比の 度 


の 奇禍に 會ひ候 ひし は 惜しみても 餘り ある 次第に 有 之 候" 

母上 樣に は 依然として 婦人 會に御 多忙に 被 入 候 由 御 盡瘁の 程 奉 敬服 候。 但し 時下 追 々 向暑の 段に 相 成 候 得 者 幾重に も 御 

自愛 奉 祈 上 候。 

本日 はこれ にて 失禮仕 候、 乍 末筆 皆 々様の 御 健康 を 祈り 上げ 候。 

兩 親 宛 — 五月 二十 八日 於 ワシントン 〔一】 一八〕 

追々 暑 氣烈敷 相 成 候處、 益 i 御 淸穆の 事と 遙察 奉賀 候。 下 而小子 事元氣 にて 勉强罷 在 候 間、 乍 他事 御 休心 n ^下 度 奉 願 

上 候 U 

此 手紙 相 屆申候 節は隆 三に は 札 幌農學 校入學 試驗 終了の 事と 存 候が 成績 は 如何にて 候 ひしゃ。 何卒 同 入に 委細の 樣 子に 

つ き 手紙 经吳れ 候樣御 申^け 奉 願 上候レ 

當國も 露災後 は議會 にて 多少の 混 亂有之 候 外 は蓠般 割合に 靜肅に 御座 候。 歐洲 にて は 又 々土 耳 古に 悶着 持ち 上 り 候樣な 

有樣、 何故 なれば 世界の 國々 は 年中 喧嘩 計り 致 居候 はねば 氣が濟 まざる ものに やと 心苦しき 事に 御座 候。 

父上 樣の 日鐵の 方の 關係 は鐵國 法案の 通過 以後 は 如何 成られ 候に や。 兎にも角にも 前後 有終の 事務の 爲 め暑氣 にも 不係 

御 多忙 を 極め 被 遊 候 半と 奉 察 上 候。 幾 雷に も 御 自愛の 程 奉 願 上 候" 

ェ ル キン トン 氏より 母上 樣 への 贈物 は關税 等の 面倒 上 未だに 御 附申上 候 はぬ 段平に 御 海容の 程 奉 願 上 候" 去年の 冬 小 

子の旅行致候±地竝に小子ほ身の寫眞、小なる寫1^帖に貼附し簡單なる說明を副へ御经り申上候が御落手御笑覽被下候ゃ。 

又々 t: 近 撮影 致 候 二三 枚 御 笑 草までに 同封 仕り 置き 候。 

愛子に は 時々 上京 致 候 や、 此頃は 時々 手紙 を吳れ 閑地の 生活 を樂 しみ 居候 模樣、 直 正 以下の 爲め にも 好 良な らん かと 存 
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壬肅 君より は 消息 打 絕居 申 候。 洋行せ し 知 入 小 子に 手紙 をよ こし、 す ナン ツク になら ぬ囊は 慈に 5 手壽か 

ぬに ありと is り 候" 夫子 夫れ を學び 居る 譯 にても 御座な く 候べき に。 

新歸 朝の 伊藤 氏に は 旣に御 遇 ひ 被 下 候 や、 同氏より 小 子が 近況 は 委敷御 聞 取 被 下 候 事と 存上 候。 

先日 飯 田よ 立 is て I 有 之 候" 如何 なれば 再び 轉学る 霜 成 候 li や。 番地 無 之 候 ひし 故 isf り 申 候、 

御 序での 節に は 可 然御傳 被 下 度 華 願 候。 兒玉は 如何 致 居候に や。 

高木 家より は此頃 音信 全く 打ち 絕ぇ居 申 候。 喜 寛 氏 志 摩 共々 御 元氣の 事と 存上 候。 五 週間ぶ り 程に て 昨夜 初めて 有 

之、 熱した る 地 は 直ちに 雨滴 を 蒸して {i の 重く 濕 りたる 樣 五月雨 時の 如く 頭 を 抑 へらる こ 御座 候。 此 あとに よ 又 

f 天 籍續き 候 事と 存 居候。 唯今 午後 七 時半、 丁度 瓦斯に 火 を 點し靈 に 御座 候。 窓 を 隔て 、翁の 塵の 變雨 にぬ 

ォて や. -凉 しく、  二 丁へ だ \ りたる 往来に は 電車の 昔 轟々 と絕 えず 響き 居候。 

吳々 も 御身 御大 切に 被 遊 度 今日は 是れ にて 失禮仕 候。 頓首。 
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又々 永々 の 御 疎遠 申 上 候 段平に 御 海容の 程 奉 願 上 候 0 

先日 は 小 子歐洲 行竝に 今後の 方針に 付き 優渥なる 御 敎示を 賜 はり、 再三 精讀御 芳情の 程 偏に 肝銘 仕 候" 小 子 儀 今後 社會 

に 立って よりの 行動 Ifc し 望外の 自由 御 與爲被 下 候 事、 實に 無上の 感 S 有 之 候。 此上は 唯一 身の 力 を 盡し爲 し 得る 事業 

を爲し 深厚なる 御高 恩に 負か ざらん こと を 堅く 相 期し 可 申、 何卒 此義は 乍 憚 御 安神 爲被下 度 奉 願 上 i。 

何 やか ゃ歐洲 行の 準備に て 稍.. 心 定まらず 候へ 共、 圖書 館への みは 暇 ある 毎に 通 ひ 居 申 候。 森 本 は 多分 尙 I  二 年 當國に 

ネ留可 申 暫くの 離別 を 惜む爲 め 市外なる 田舍に 下宿 を 見出し 愉快に 消光 罷在 候。 彼は數 日中に び 講演 旅行に 上り 申す 

ベ く 候、 其 後 彼と は 直接の 面會數 年間 は 出來難 かるべく と存居 申候レ 


友 少なき 身に は 候 得 共 心 厚き 友 を 有する こと 何よりの 仕 合せに 有 之、 彼が 小 子に 對 して 與へ吳 る.^ 凡ての 懇情 は 小 子 を 

して：： んで社 會と戰 ひ 見ん とする の勇氣 を 引き起さ しめ 申 候" 御手 紙 其 他 は舊の 如く  (番地 略す) にて 願 上 候、 歐洲に は 

多分 八月の 上旬 か 下旬 に 赴き 申 候 都合 に 相 成 可く と 存居申 候。 

時節柄 御，： E 愛專 一に 被 遊 度、 當市 郵便局に て 一 寸暇 を 得 申 候 間夫れ を 利用して 此、 寸書相 認め 申 候。 亂筆亂 文 平に 御高 免 

被 下 度 奉 願 上 候。 頓盲。  ， 
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御 懇切なる 御手 紙と 共に 御 惠经爲 被 下 候 金員 は 昨：！ I 確かに 拜受 銀行に 預け 入 申 候、 感謝の 程 は 言外に 有 之 候" 

御 敎誡の 趣、 逐一 肝銘 仕 候。 以 御藤 米 大陸 を 見得る のみ か歐 洲の舊 天地に 入り 愛 弟と 樂 しき 旅行 致し 得る の 快 は 何物に 

も 比し 難く 御座 候- 充分に 準備し 出来 得る 丈け 眼 を 張り 耳 を 開き、 智識と 觀 察との 吸收に 相つ とめ 可 申 候" 汽船 出航の 都 

合に より 當國を 去り 候 は 多分 來 月の 下旬と 相 成 申 候 事と 存 居候、 左 候 得ば 氣候も 餘程折 あ ひ 可 申、 伊太利の 旅行に は 好 都 

合に 有 之 候" 目下の 計 喪 は 先 第一に 伊太利に 着し 壬 生 馬と 同伴 瑞西を 經而獨 逸に 赴き、 佛國に 入り 英國に 暫時 滞在 後歸國 

致 度 存居申 候。 壬 生 馬よりも 再 三 書 狀參り 小 子の 着 伊を樂 しみ 待てる 趣に 有 之 候" 

母上 樣の 御寫眞 到着 久 振りに て 御 宵 影な つかしく 拜見仕 候。 誠に 難 有 奉 感謝 候。 他の 一葉 は不 敢取ェ ル キン トン 氏に 经 

附し 置き 候 間、 左 樣御ー 难知被 下 度 候。 II 氏 も 唯今 は歐洲 (家族 I 同と 共に) 旅行 中に て 最近 二三 週間 手紙 無 之 候。 同氏の 

母上 樣へ の 贈物 は カシミヤ か 何 かの 肩 かけに 有 之 候 間、 品受 1^ 申 候 際に は 小 子より 篤と 答禮致 置き 候へ ども、 同氏の 番地 

は 御 承知に も 候 半が (番地 略す) に 有 之 候。 

當 地に 所持 致 居候 荷物 は 必要物 (歐洲 旅行に) の 外 は 取纏め 直接 本に 差 绘り申 候 心 組に 御座 候" 到 蕾の 上 は 可：〃 1 願 上 

候。 森 本 多分 歸國 致候樣 (十日 以前に) 相 成 申すべく、 左 候 得 者 同氏の 荷物と 一 緒に 致 候 やと も存 居候" 同氏 は 札幌晨 if 

I 九 〇 六 年  1 〇 五 
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校 教授な 承諾 致 候 次第に 御座 候" 養母 篤 病 妹 大疾、 氣の毒 至極に 御座 候" 

先 は 右 不敢取 申 上 度、 餘は 以後 便。 敬具。 

兩 親 宛 —— 八月 三十 一 曰 於-一 ュ， ョ ー ク帘 〔四 一〕 

前便 申 上 置 候 通、 愈 i 明日 を 以て ノ，， スジャ ，マンロ イド 汽船 會 社の プリンセス. ィ レン 號に 便乘、 直接 伊太お こ. 5>ナ 

出 發仕候 事と 相 成 申 候〕 

永らく 雨 勝ちに て 不 快 を 極めし 天候 も 昨日より 快晴と 相 成り、 風も穩 かに 候 得 者、 快き 船旅と 喜び 居り 申 候 >  ^月 も 

上に て眺 むる 樣相成 可申復 なき 好機 會と存 申 候。 

ir は 一 蓖噸 以上の 大船に て、 曰 子 はネ， プルスまで 十 三 曰 を 要し 申 候。 三年 前の 同月 二十四日に は 米國の シャトル 港に 

上陸 仕 候 事な ど 今更ら の 樣に思 ひ 起され 申 候" 伊太利に て は 壬 生 馬 君と 久 振りの 面會是 れも樂 しき 期待の 一 に 御座 候。 何 

ん となく 心せ はしく 候 得 者此度 は是れ にて 擱筆仕 候。 伊太利に 着 仕 候 迄 は 手紙 も 差 上げ 兼ね 候 得 者此處 暫く 御 疎遠 申 上 候 

樣相成 可吳々 も 御自東 相 成 候樣傰 へに 奉 願 上 候。 小 子 事 は 唯今 至而 元氣レ 旅 中 は 申す まで もな く 健康 を專 一と 心 黼可申 侯 

間 乍 揮 御 放念 爲被下 度 索 願 上 候" 敬具。 

尙 森 3.^】 度歸國 に付きて は 雨 人の 荷物 取りまとめ 一 箱と なし、 船便に て 经附致 候手續 きに 致し 置き 候。 尙 同船 何處に 

何日 頃 相 着 候 や は 今日 午後 同會 社に 問 ひ 合 はせ の 上、 此 手紙に 書き 添 可 申 候 間、 橫濱 より 東京までの 運经 万、 何卒 可然 

御 取 計ら ひ 奉 願 上 候。 

再 白 

荷物 蓮 绘の義 は 森 本に 依 賴可仕 候 間 御 配慮 を 煩 はし 申す まじく 陵。 
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此 月の 初日、 船 を- 1 ュ， ョ， 'ク 市に 纜き 候て より 恰も 十三 日、 其 日の 午後 四時 頃、 單 調なる 海路 も盡 きて 此 港の 懐に 入 

晴れた る {4! に、 伊國 南方の 水 殊に 碧く、 舷に 群り 來る 小舟の 樣、 何となく 故國の 夫れ を 傲び 居り 候" 程 もな く、 其 一艘 

の 中に 打 仰ぎて ほ. -ゑ める 壬 生 馬 を 見出で 申 候。 其 節の 心 は 固より 筆の 限りに は 無 御座 候り 

人中 を 打 分けて 小 蒸 汽船に 移り、 盲人の ギタを かきならし、 若き 娘の 歌 ふを乘 せた る 端艇の 纜 にて 引かる.. < を 珍しと 打 

眺めな どして、 税關に 着し 申 候。 ネ ー プルスに て 人に 遇へば 泥棒と 思へ と は、 米國 にて 再 三 注意せられ たる 所に 候 得 者、 

初めより 僻見 は 候 ひしな らんが、 其 混雜、 其 喧騷に は ホトく 肝續を 起し 申 候" 赤帽と も； K ふ 可き ムク ッケキ 男、 私の ト 

ランク を 打ちた  >- きて、 税吏 を 促が し、 やがて 税吏と 壬 生 馬との 間に 談判 初り 候 を 見る に、 聲は 聞こえず して 聾の 喧嘩と 

云 ふ 有樣、 兎角して 荷物の 上に 白墨の 印が つき、 門の 處 にて 黃 墨の 印が つき、 艢て 往來に 出で 候 得 者、 又もや 馭者との 喧 

曄 驕ぎ、 譯も 判らずに 引き込まれて、 石疊の 古き 往還 を ゴロく と パネの 惡き 車に 搖 られ、 壬 生 馬が かねて 取り 置きた る 

宿に 着し 候 時、 初めて ネ ー プルスに 蕾し 候 嫌な 心地 致 候。 彼 處此處 に 手紙 端 書な ど 認め 居候 中、 壬 生 馬 歸り來 り 互に 久濶 

の 話題 は途 ぎれ 勝ち に て 候 ひ き。 

夜に 到りて、 や、 物心 地つ き 候 やう 相 成り、 興に 入りた る 話 も 出で 申 候。 夜 床に 入り 候 は 一時、 眠りに つき 候 は 一時 半 

二 時 頃な りしに やと 存申 候" 

十四日， { へ& 晴れ 候 得 者 見物に は 恰好の 日。 朝 は 市の 其處 此處、 午後 は サン マル チノと 申す 儈院の 丘上に ある を訪 ひ、 下 

瞰の 勝景と， 踪 内の 古物と にて、 米國 にて 得來 りたる 物質 熱 を 心地よ く 洗 ひ 去り 申 候〕 夜は靜 かなる 散策、 床に 入り 候 は 二 

時 近くに て や 候 ひしなる べし" 何と 云 ふ 事はなくて 話つ きず。 床に 入りて 後 も 明朝の 眠た さ を 2 わ ひながら 語り 績け申 候。 

】 九 〇 六 年  1 〇 七 
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十五 日に は寢坊 して、 少しく 蓮く 國立 博物館の 見物に 出掛け 申 候。 是 れは當 地に ての 見物に て、 ボム ペイ 市の 廢址 より 

出で たる 珍品 を 初めと し、 伊太利に あら ざれば 見 難き 品種々 御座 候 得 者、 此日兑 たる 處は全 場の 三分 一 にも 及ばず して 歸 

宿し、 午後 は 市の 西に 突出で たる 岬 巡り を 馬車に て 致 候" 長 汀 曲浦の 藍よりも 深き 浦 水 を距て \ 、彼處 より 此 所より (是 

れ より 以後 は 二十日 旅 中の 旅なる 力 ー バの 逆旅に て認 む) 見、 バ ー ジルの 岩 莊と申 候て、 嶮 しき 岩の 突端に かの 大 詩人が 

瞑想 を 凝したり と 云ふ點 より 車 を 返し、 市外なる 貧民街の 樣を 車上より、 眼 も 放たず 打ち 眺め.' 新 成の 隨道を 經てバ ー ジ 

ルの 墓に 訪で， 崖に 被 ひか.^ れる 蔦の 紫 を 記念に と， 案内書の 間に 收 めて 歸宿致 候。 

十六 日、 三度 國立 博物 鉈に 至り、 |g 賓 II に 彫刻の 目覺 むる 計りなる を、 數々 觀覽致 候" 實物を 見 候 得 者寫腾 模型の 如何 

に 14 完 八 玉なる か を、 ありく と覺 え、 歐洲 美術の 大觀に 時の 移る を 忘れ 申 候。 殊に チチ アンの 作 は、 初めての 事に 候 得 者 

渴仰 ひとし ほに 覺ぇ申 候。 午後 は 古き 寺の 此所彼 所、 新しき 修復の 厭味の 中に、 古 香 を^び 申 候。 

十八 日、 鬼 角の こ ともなく、 明日 打ちた つ 1? きネ ー プルス 東方なる 半島の 旅の 用意な どして、 一日 を 暮し翌 曰、 

十九 日、 霽れた る { 人』 の、 風 や、 定かなら ぬに 卵の 城 (累 卵と 云 ふ 字な ど、 思 ひ 起さる 可き 名に 候 はず や〕 と 一 K へる が、 廢 

址 になり たる ほとりより 船に や I りて、 圓 劇場の 如き ネ T プルス を 跡に して、 二 時間 計りの 後 カプリと 申 候て、 歷史 多き 小 

嶼に參 り 候。 其 m 的 は、 前日 端 書に て 差 上 候、 靑光窟 を 見ん とてに て 候" 集り 來る端 舟に 乘れば 舟 子 手早く 濯 を W ゐて、 

洞窟の 口に 達し 申 候。 其 高さ 水より 僅かに 三 四 尺、 寄せる 波高ければ 入りた る 舟、 風の 靜 まるまで 出 づる事 難しと 云 はる 

る 所に 候- 舟 子の 波の 揚げ 引き を 見計ら ひて、 掛ける 合 圖に苜 を 伏 すれば、 舟はス ルス ルと、 廣 やかなる 洞 内に 入りて、 

危 きに 我 を i> むれ、 思 はず 眼 を 閉づ。 再び 開けば 滿 目の 靑光、 水、 巖、 人、 舟 凡て を 包み、 例へば 銀河の 水 を 水晶の 岩に た 

たへ 氷の 舟に 棹 さす 思 ひに 御 鹿 候。 纏て 本船に 歸り カプリと 申 候 村に て、 中 食 をした- 1 め、 面白き 形の 編 絲の惰 子な ど箕 

ひ、 步 行して 島の 頂上に 登り、 四時と 云 ふに 再び 舟して ソレントと 申し、 詩人 タサソ ォが坐 地に 一 夜 を 過し 申 候。 この タ 

樓 上より 眺 むれば、 眼下に 績く 海原に 風 起り て、 而 かも 雨 さへ 加 はり、 タ 暮雲の 紅なる も、 やがて 消えて 降り やみし 暇に 


町の 見物に とて 出で し、 道は唷 く、 星 疎らに 候 ひき。 

廿日の 朝食 終りて、 待ちくたびれ たる 馬車 も 潮く 參り候 間、 ソレ ント 半島の 鋰路に 一 日の 旅 試み 申 候。 伊太利の はれた 

る を 何に 譬へ 候べき。 星 見えず やと 思 ふまで 碧き に、 目 も 眩む かとば かり か^ゃき 渡り 候。 風 や- <强 きに、 例の 馬車の 

ガタ/ \ と ボプッ ォ.ビ ヤノ、 カマル ドリ、 モル トラ、 ポジ タノ、 ソサ チレ、 コンガ、 ベ チカ *シ m 1 レ など 申 候 村々 の、 峻 

峻 たる 海 添 ひの 山道の 彼所此 所に 散 落せる を 行く。 面白き 規模の 大 なる 伊豆山 道に 妙義の 怪奇 を 加へ た 橄攬、 葡萄、 無 花 

果、 ァカ シャ、 扁楓、 梠、 蜜柑、 シャボ テン 等の 草木、 名 知らぬ 珍ら しき 筆 草に 似た る 下生え を 想像し 給 は^ 此 所の 槪境 

稍 i 思 ひやり 給 ひ 得べ く 候。 馭者に 歌 ふべ しと 云へば、 酒なくて はな ど 云 ひて、 長 鞭に 草の葉な ど 弄び つ X、 馬 を やりし 

事な ど 思 ひ 合 はせ 給 は i -、 更に 興 を 覺ぇ給 ふ 可く 候。 風 を さけて B の 光裕 かなる 山懐に 四 五の 漁家、 二 三 艘の 舟、 眞靑の 

波 ザブ/ \- と、 打ち かけた る あたりに は、 人の 運命よ すぎ も樣々 なる かなと、 心 深く 思 ひ 浮べら れ申 候。 午に 近き 頃 アマ 

ルフヒ と 申 候 眞珠の 如き 村に て 中 食し (ホ テル • ルナと イブセン、 グラッドストン、 マッキ ンレ 1 などの 宿せる 所に 御座 候)、 

再び 馬車 を驅 りて 夕 近き 頃、 力， バと申 候 (案內 記に は スヰプ ツル 山上に 似たり と ある〕 宿に 蚊 多き 一夜 を 過し 申 候。 壬 生 

馬が HI 本の 鐘聲は 寂滅 爲樂と 響け ども 此國の 晩鐘 は斷 腸の 響 ありな ど 申 候 も此夜 古寺 を 過ぎし 折りの 思 ひ 出に 御座 候" 

廿ー 日 空 雲 を 交へ て 彼方なる ベ スグ ヰ ヤスの 頂に 煙夥く 登る を 認め 申 候。 タス 力 -1， より 來れ りと 云 ふ 伊太利の I 靑年 

ボム ペイへ 行 を 同じう せんと 申出で 候に より、 此朝七 時半 山氣 うす 寒き に 昨日 傭 ひし 馭者 をして 馬車 を驅 らしめ、 畫の如 

き 村 家 田園 を 過ぎて 十 時半 ボム ペイに 着し、 十二時まで 忙しく 見物 致 申 候。 書けば 手紙に は餘り 多く、 書かねば 物 足らず 

候 得 共、 此には 略し 候 方 を かし かるべく 候" 中 食後 香 ゆかしき 野 花 を 摘みな どして 汽車に 乘り、 夕暮 再び ネ ー プルスの 宿 

に 入り 二人して 故 鄉に歸 りしが 如しな ど 申 合 候。 旅 なれぬ 樣御 推察 被 下 度 候。 

明. 一 一十三 日に は羅馬 へ と罷 越！ 申 候。 

偖 己れ の 事ば かり 申 上 候而、 御 許し 被 下 度 候。 御手 紙竝に 母上 樣 愛子 君の 御寫 眞はネ ー ブ ルスに 着し 候 際 宿に 着く や 否 

1 九 〇 六 年  ！  0 九 


有 島 武郞仝 集 笫八卷  二 〇 

や 壬 生 馬に 求めて 拜見仕 候。 心殘 りなき 御芳 慮の ほど 偏へ に 肝銘の 外 御座な く 候" 今日までの 旅、 智識な く頭腦 足らずし 

て見殘 し聞殘 したる 所々 は 夥多 可 有 之 候" 中に も 旅なら では 擊び 得ぬ 幾多の 見 學致候 段 自らの 幸福 を賀 する の 外な く 候。 

此 地より ノ ー ス チヤ T マン •  口 イド 汽船 會 社に 托し トランク 一個 经還仕 候" 船 (ル ー ン號) 橫濱に 蕾し 候 節 は 同船々 長 

より 父上 機に 宛て 通知 霄參り 申す 可く、 其 際 は 何卒 人 を 橫濱に 御 遣し 被 下、 同會 社橫濱 支店に て 同 通知 書 引かへ に 橫濱稅 

關長 宛ての 該 荷物 引出 證を 得、 税關に 到りて 受取 方 相 濟せ候 やう、 御 取り計ら ひ 爲被下 度 奉 願 候" 税關 にて は 荷物 内容の 

撿審： 有 之. W  く 候 間、 別封 を 以て 同 トランクの 鍵经呈 申 上 候 御 落掌 奉 願 候 0 同船 は當月 二十 七日 當港 出發 印度洋 を經て 日本 

に 至る ものに 御座 候" 尙 トランク は 褐色の もの 大きさ は 長さ ni 呎 二分の 一 、幅 一一 一分の 10 高さ 二 一分の 一 に 御座 候。 

小生 の 姓名 黑に て 書 入れ 置き 候" 

稍 i 書きく たびれ 候 間 本日 はこれ にて 御免 を 蒙り 申 候。 折角 御 攝養專 j に 被 遊 度當方 二人とも 今日に 至る まで 至極 元氣、 

壬^ 馬 は私當 地に 參申 候て より 稍 M 肥り 候樣申 居候。 頓首。 
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末 光績氏 宛 n 六月 十八 曰 於 a 町 下 六番町 S 三〕 

兄が 好配 を 得し を 報ずる の 書 は 遂に 生に 達せず して 終りぬ、 遺憾" 生 をして 更 めて 兄が 好運 を賀 せしめよ。 更に 又 生 

の爲 めに 彼女に 坐の 好意 を傳 へよ。 

兄が 匇忙 なる 兵營 生活の 寸暇 を 利して 生の 爲 めに 筆 秉られ たる 委細の 書 は 生に 多大の 謝を與 へたり。 

生 は 兄が 兵營 生活の 經 驗を讀 みて 恰も 自己の 經驗 せし 事 を 憶 想し つ X あるが 如き を 感ぜざる 能 はず。 生 は 今に 於ても 兵 

士を 見る 毎に 生が 乓營の 生活 を 思 ひ 浮べて 憐憫と 同情の 念に 燃えざる 能 はず。 文明の進歩に對して屢-^むょりの咸へ謝を爲 

す 我等 も 彼等の レノ 苦痛 を 顧 想す るに 及びて は、 眞 正なる 文明が 如何に 遼；^ なる 朱 來に屬 する か を 思うて 轉々 前途の 尙 

甚遠 きを 嘆かざる 能 はざる ものな り。 聖書の 所謂 獅子 羊と 相 伍して 爭 はざる の 時 は 果して 何の 時なる べき。 我等が 忍耐と 

希望と 共に 確固不動の 者な ら ずば 我等 は 其 憂に 堪 へ ざ ら ん とす。 

兄が 所思と 家事との 葛藤 は 足 助 河内 諸兄より 聞き 知りて、 生 は 兄に 心よりの 同情 を 捧げざる 能 はず。 され ど 希く ば 深く 

傷む ことな かれ。 我等の 信仰 僞 ならず ば やが て瞻 Si の 彼岸に 達する の 日 あるべ し" 忍耐と 忠 實是れ 我等が 武具た る ベ し， 

躍る X ことか は。 

生 は 未だ 適當の 位置 を！^ 會 に得而 好む 所に 從 ふの 時に 達せず。 籠居して 依然 讀 書と 家事と に 周旋し っ& あり。 日本に 於 

て 長男た るの 苦痛 は 唯 其 入の み 知る 所な り。 され ど 生 は尙是 れに滿 足す る こと を 得る や 否や。 不平 を 他に 漏す 愚 を 爲さざ 

るの 決心 を爲す こと を 得。 生が 時 は 未だ 来らず。 されば 謹んで それ を 忍び 待つ のみ。 他日 兄 等の 同情に 價 する 時來 らんこ 

と は 生の 深く 期待す る 所な り。 若し 許されな ば 必ず 東上し 給へ。 夜 を 更かして 相 語らん。 年を經 るに 從，^ て 友情 は 宛ら 篩 
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された る 如く 稀と なる。 篩し 出された る少數 は眞の 友情 もて 互に 相 依 固す るの 必要 あり。 • 

梅雨の 時期 は 来りぬ" 今日 も 朝来の 霖雨、 讀書 によく 膜 想に よし。 唯 明日の 兄が 生活 を 思うて 脚紳の 泥に まみれ 銃劍 0 

さび 易き を 思 ふ。 身 體も亦 害れ 易し。 幸に 自愛 自重し 給へ。 

山 本 愛子 氏 宛 I 八月 十三 曰 於札幌 〔四 四〕 

六 年の 星 移りて は 物 變る事 も 不尠、 舊 農學 校樓 上の 時鐘の みは 依然 移 刻 を 報じて それ を 聞く 每に 無限の 感慨に 滿 され，， 

候。 我れ 若し 詩人なら ば 詩 百篇は 愚かの 事と 存申 候。 

度々 母上 樣御 病状に 付 御 通信 難 有、 案外に 早く 御 本復の 御樣 子重疊 實に此 事に 御座 候。 今夏 は 當地も 非常に 暑氣 こて^ 

行中々 難儀に 候 得 共 父上 樣を始 小生 も 無事、 御 休 神 有 之 度 候。 みな/ \. 蒙へ よろしく。 


一九 〇 八 年 

雨 親 宛 11 1 月 九 曰 於札幌 〔四 五〕 

拜啓。 當地 は氣候 割合に 暖和 にて 雪 は 多く 御座 候 ものから 寒さ は 東京 程に も 感申候 はず。 着 札 後 愉快に 消光 罷在 候處、 

錦地 昨今 如何に 被 爲入候 や。 永く 好 晴の績 きし 跡と て 又 一 しほの 御 寒さに は あらず やと 乍 蔭 御 案 申 上 居候" 

途上よりの 略書 並に 着 後の 電報 及端謦 にて 貴意 候 通、 出發後 途上 至て 無事、 願 ひても なき 程の 好晴 にて、 船の 夢も圓 

かに 去る 六日 夜汽車の 灯と もされて より 稍， * 一時 半の 後、 札 幌の假 停車場に 着 申 候處、 森 本 君 停車場に 出 迎居被 下、 昨朝 以 

來五 度迄來 りたり、 是非と 云 ふに て 担み 難く、 其 家に 參る 事に 相 成り、 一同より 衷心の 歡迎を 受け 申 候。 其 翌日 七日 は卽 

ち 開校の 前日 なれば、 校長 其 他 重なる 敎 職員に 面會 し， 其 翌日 八日 は 受持ちの 生徒 を 引見 致 候。 小 子の 受持ち は豫 科、 土 

木 科 及 森林 科の 第一 年 級に 一 週 十 一 時間に 候の みならず 敎 ふる 學科 もさして 豫 備に 骨折れ 候 程の ものに 非らず、 自分の 勉 

强には 恰好の 位置 を 得た る ものと 存居申 候。 敎授の 外に は 小 子も學 長の 主事と して 學 生の 德 育の 方面に 於て 學 長 を 補 住す 

べき 3 曰學 長より 申 渡され、 勿論の 難事業ながら 是れ亦 肩身 を 入れて 事に 當る 決心、 其 中 寄宿舎の 方に も 仕事 仕 候 樣相成 可 

申 やと 存居申 候" 

兎に角 此度は 萬 事 心 持よ く 心より 働き る 積に 御座 候 儘此旨 何卒 御 休 神 被 成 ト度奉 願 候。 

宿の 事 も 父上 樣御敎 示の 旨 も 有 之， 早速 知人に 依賴し 適當の 貸家 相搜 It. 候へ 共 未だ 無 之、 其 中見當 次第 引越の 心 組に 御 

座 候。 幸 山 田 ひな 氏 唯今 在 札、 小 子 家 を 見出さば 同居 世話 致 くれ 候 i 束 致 置 候" 是れは 好都合に 御座 竭 

小 樽 の 荷物 は 未だ 取 寄せ 不申候 へ 共旣に 到着 致 居候 事 と存申 候。 

御 避寒の 御 計 畫旣に 御 熟し 相 成 候 や、 須 らく 急速 御企圖 返す ぐ も 奉 祈ト： 候。 
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英行 君に も此 手紙 到着の 頃 は 開校の 運に 有 之 候 半、 第 一 義の御 生活 御 活動 切に 祈 上 候と 共に、 時々 學 程の 經過其 他の 消 

息 御 漏し の 程麒上 候。 行ち やん はよ く英 ちゃんの 云 ふ 事 を 聞いて 勉強し、 壬 生さん に 威張れる 程の 報告 をせ ねばい け ませ 

んょ" 

扱 又、 室 蘭 支廳長 訪問の 事 は、 汽車 ssi 僅少の 時間 を 利用し、 其 私宅に 參申 候て 御 仰の 三 件の 成 行 伺 申 候處、 H 件と 

も旣に 道廳の 方に 廻. 逢 相 成 居候。 最早 廻 经の日 取 なれば 不遠 貴方に 通知 出來候 運に 可 相 成、 左樣御 安神 あれとの 事に 有 之 

候 間、 左樣御 承知 置 被 下 度 奉 願 候。 

時節柄 折角 御 自愛 專 一に 被 遊 度， 先 は 右 御 報知 旁 草々 頓 首。 

母 堂 宛 —— 六月 九 曰 於札幌 〔四 穴〕 

拜復" 其 後 は 又 暫く 御無沙汰 申 上 候處御 平安に 被 爲入候 跪 御 芳書に て 承知 安堵 誠に 此 事に 御座 候" 此度 本官に 任命 相 

成 候に 就て は、 早速 父上 樣 始め 御 祝詞 被 賜 却 而慚愧 の 至に 不堪 候。 然し 是れに 就きて は舉 長に も隨 分と 御盡カ 下され 候 儀 

と存 申候リ 

私 5^. 早く 任官の 命 を 受けた る もの は 無 之 候" 借 本官に 相 成 候 而も 仕事に は 別に 變化無 之、 英語と 倫理と を 敎へ傍 社會間 

題 文舉史 等の 講義 致 US 候。 其 外、 學長 主事と 申 候 名義の！^ に 校務に 關 して 研究の 餘地を 有し、 是れ は後來 多少の 便宜 を 得 

る 事と 存 lis 申 候。 豫 科と 申 候へば、 他 大學の 高等 學 校に 相 當致候 ものに て、 敎育 として 見る 時 は 最も 興味 多く、 威 { 化 多き 

時期に 有 之 候。 私 は 寧ろ 大學 本科よりも 此方 を 撰び 申 候。 如 仰 森 本 も此度 本科 助教授に 任命せられ 候へ 共、 是れは 入 員の 

都合 上 に て 、 多分 本科 の 敎投は 致す ま じく 依然 豫科其 他 の 特科並 に 校務-に ー# 從 する 事と 存申 候。 彼 は 事務 g の 技倆 を 有す 

れば 其方に 霄 用せられ 今にて は 教務に は缺く 可から ざる 人物と なり 居 申 候。 當 人の 爲め其 友の 爲 めに は 祝 着の 儀に 有 之 候" 

何 處に參 候 而も 私の 特性 は沒 する 事 不能、 上長の 人との 關係 は、 或 15 非常に 信用し 吳れ、 或 者に は絕對 的に 並行が 出 


來ず、 同僚に 對 しても 二三の 親密なる もの を 除く 外に は 親交な く、 舉 生に 對 して は 接する 程の 學牛； に は 必ず 親電せられ 申 

候" 私の 最大の 職責 は 彼等 を 愛 重して 彼等に 出來る 丈け 我が 知れる もの を與 へんと する 事な りと 信じ、 且是れ を實行 致 候 

故、 彼等 も 亦 私に 對し 異常の 好意 を 酬い 申 候" 是れ あるが 故此 校の 生活 は 愉快なる に 御座 候。 どうしても 此 一 本氣が 私の 

特 ft 是れ で何處 まで も 押 通し 度き もの と存居 申 候。 . 

英 行よりも 祝辭 難有存 卜： 候" 行 君 は 其 後 如何に や、 時々 手紙 下さる 樣申上 5!^ 候が、 此 度の も至而 短文に て 近頃の 樣を知 

る 事 不能、 一ヶ月に 一度 位 は 長いの を 書かれ 度 候。 英 君に 就きて は此夏 休暇 を 期し" 

父上 様 水路 一 件に て 宇 野 氏と 談判の 御手 紙 昨日 正に 落掌 仕 候。 今 H 出， 问 談合の 積に 御座 候、 左樣御 承知 願 上 候。 

先 は 右の み 頓首。 

末 光績氏 宛 11 十月 十九 日 於札幌 〔四 七〕 

永く 消息 を通ぜ ざり し 生が 怠慢の 罪 を 許し 給へ。 兄が 上 は？ お， 寐 にも 心頭 を 離れた る こと はな けれども 何と はなき 一 種の 

心のお こたり よりかく は 永く 肇秉ら ざり き。 

兄と 最愛との 寫眞、 兄の 弟 を 通じて 賜 ひし 茶、 共に 確かに 生が 手に 落ちぬ。 生は是 等の 心： t き 贈物に 對し 衷心の 謝意 を 

表せざる 能 はず。 宋 だかの 茶 は飮み 試みず して 文 2t の 中に あり。 他 B 何事 か 記念すべき 折 あらん 時 そ を 取 出して 兄の 厚 意 

を飮む 可し と 思 ふ。 

兄が 校長 代理と して かの 校の 敎 育に 當ら る、 は 生の 極めて 喜と する 所な り。 兄 は 校長 をいた y かざる が 故に 束縛 を受く 

る こと 極めて 尠 なからん。 兄が 思 ふ 儘に 施設 せんこと も亦甚 容易なる 可し。 兄 は その 所謂 理想的の 事業 を りと 云 ふ 可 

し。 唯 窃かに 懸念す る 所 は 所謂 縣會 郡會 の^ 論なる ベ けれども こ は 兄の 輿^が 隱 倒す るに 十分なる もの あらん。 生 は 兄が 

此事 業に 向うて 神 を 傾倒して 彼 所に 於け る クラ ー ク 先生た らんこと を 切望して やまず。 

1 九 〇 八 年  ！ 
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足 助 兄 等の 勸吿に 從ひ生 は 立ちて 少しく 遠友學 校に 盡瘁 する 所 あらんと す。 生 は 知る 生 は 固より 其 人に あらざる を。 さ 

れど间 顧 すれば 其 入 はありながら 自 個の 事情 周 園の 事情の 爲 めに 敢而身 を 挺して 是 れに當 らんと する ものな し。 生の 立た 

ん とする は是れ あるが 故な り。 皇犬 願く は 生の 弱き に 鞭ち 給 はんこと を。 

北海の 風光 漸く 秋に 入りて 四 圔の靜 寂 例 ふるに ものな し。 北海の 秋 は兄旣 に知盡 せり。 昨今の 生が 大歡喜 を 思 

へ。 十七 十八 日の 兩日は 寄宿 舍生 と共に 定山溪 に 遊べり。 

生 は 北 ニ條東 H 丁目 九 番地に 移れり。 来春 妻 を迎へ 入れん が爲 めな り。 

兄の 上に 祝福 裕 なれ" 兄が 愛する もの." 上に も 亦。  . . 


一 九 o 九 年 

前 田 謙 氏 宛 11 三月 十七 日 於札幌 〔四 八〕 

先日 來折々 の 御 細 書 委敷拜 見。 

待設け 給 へる 以上に 家の 方々 強硬の 態度に 出 でられ 候 由 御 苦心 の 程 乍 蔭 御 察 申 上 候。 然し 是れ 結局 君 の 爲には 良 善 の 蓮 

命なら ず やと 存上 候" 是れ あるが 故に 君 は 家族 主義て ふ 日本 在來の 陋習より 脫 却し 給へ り。 今後 は 君の 欲する 所に 獨立 獨 

往の 態度 を 取 給 はん 事 も 自在な らんと 潜 かに 御 羨み 申 上 候 位に 御座 候〕 但し 一 の 破 壞を爲 し 遂げん が 爲には 君の 所謂 瘦我 

慢の 多大 を 要し 候 事に 候 半 か。 御 苦心と 申 ヒ候は 此邊の 御 心情 をお 察し 申 上 候 次第に 御座 候。 此上は 不退 轉の大 威力 もて 

初志 御 貫徹の 程 祈 上 候。 

偖 洋行の 儀 至極 結構ながら 差 當れる 困難 は 金、 更に 來る 困難 は 渡米の 許可 を 得る 一事、 之れ に 加 ふるに 彼 地 落 蕾 後 硏學 

の 困難 を 以てして 君に は ni 大闲難 ありと 存上 候。 其 中 第一 二の 困難に 對 して は旣に 定算 あられ 候 儀と 存上 候。 御 間 合 被 ト 

候 は 第三の 闲 難に 對 してな りと 存上 候" 

小生の 思 ふ 所に 於て は 西部 は當 今の 形勢 ト： 足を留 むる の 地に は あら じと 存申 候。 されば とて 東部の 生活費の かさむ 點に 

於て 遊 € 難事に や。 最上の 地 は 中部 卽ち シカゴ、 ゥヰ スコン シン 邊 にやと 存ぜ られ 候。 如 御 豫知此 邊の地 は 新開の 勢力す 

さま じく、 學術界 も裕に 東部と 拮抗す るに 足り 美術の 進歩 も 或 ii に 於て は 却て 東部 を 凌駕す る もの あるに 見て、 其 新開の 

文明なる もの も 西部に 於け るが 如く 根柢 淺き ものに あらざる を 以て 御 承知 可 有 之 候。 先 冒險を 試みん とならば 半年の 糧を 

績 くべき 資を 懐に し 彼 地に 至り、 家庭に 入りて 働きながら 徐ろに 夜纖 校に でも 通 ひ (無償に て 丁寧に 敎 ふる 夜 學校は 澤山可 

？ 1 候〕、 通俗 語の 使用に 慣れる を 待ちて 大學の 選科に でも 入學し 心肝 を盡 すの 一 事に 御座 候。 社會間 題の 研究の 如きに は 

1 九 〇 九 年  1 1 セ 
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シカ >  は 恰好の 地なる ベく 候" かの 邊の 地に は 知己 は I 入 も 無 之、 御 紹介に は 闲難を 感じ 候 得 共 (徹心 あらば 道 は 自ら 開 

け 行くべく 候。 例へば 同地 社會 主義者の 團體 をた よりて 君の 意志の ある 所 を 漏す も 可なる ベく、 出發 前に 通信 を 5^ き 給 ふ 

も 可な らん) 若し 高慢なる 日本人 を氣に 留め 給 はずば シカゴ 大 に は 一人の Lecturer ある 答な り 0 よく 話し 給 は t 働 ロム 

どうにか 周旋 致 吳れ可 申 候" 

何しろ 彼 地 到着 後半 年 位は自 支し 得る の貯 財は缺 くべ からざる 事に 存上 候。 

先づ 小生の 存じ 寄り は 大略 右の 如くに 御座 候" 尙細 末に 亙りて 御 助言 叶 候 事 も あらば 仰 越 被 下 度、 愚案 も あらば 可申述 

候。 

此地 去る 十三 日 地震 ありて 日頃より 寒 氣相加 はり 申 候」 梅 咲く 春に は尙 餘日裕 かに 候。 此 二十日 此 地出發 上京 可 致 侯。 

歸北 は來月 十： H 位に や。 

君の 健康 を 祈りつ.^。 

志 賀直哉 氏 宛 11 六月 十七 rn 於札幌 〔四 九〕 

拜復" 御 申 越の 夏期 講習 會 風の もの は 常 地に は 無 之〕 郡 君の 爲 計る 處 ある 能 はざる は殘 念に 御座 候。 然し 何とか 左樣の 

もの ありげ となして 御來札 あらば 如何に や。 當 地に は獨逸 語の 敎師も 居る 事 なれば 講習 會 はなく とも 講習 は 出来る 事に 御 

座 候 得ば 全の 虚言と は 申され まじく 候。 

右 御 答の み 草 々0 

前 田 謙 氏 宛 11 六月 十九 曰 於札幌 £0〕 

其 後は當 方より こそ 御無沙汰 仕 居候 處益 i 御淸 健の 申 大賀此 事 >.存 上 候。 徵 兵の 方 も 事な く御濟 しに 相 成 候 由， 是亦爲 


國 t 豕 大慶 至極に 存上 候。 

偖 御 出札の 當時 御用達 申 上 候 金子 御 心に 懸けられ 早速 御经還 被 下 難 有 確に 落手 致 候" 意 11 心 疎通せ ざる 家庭の 虜 となられ 

候 御 趣、 見れば 小生 も 萬々 經驗を 有する 事 誠に 以て 御 同情の 至に 不堪 候" 然し 此頃は 小生 も 犬に 悟 申 候。 

此間蠣 崎 君が 云へ る、 

「汝 が抱懷 する 理想と 是 れを實 行し 得る 實カ、 果して 一 家庭の 平和 を 無視しても 尙 遂行す るに 足る 程 犬なる か を 思へ」 

と 云へ る 一 語 は 深く 小生に 教訓 を 與へ申 候" 所謂 人に 使 はる 、事 も 人 を 使 ふ 事 も 出来ざる 無用の 人物たら ざる を勉 むべ 

きなりと 存申 候" 此邊は 君 も 十分 咀嚼せられ 暫時 雌伏して 修養と 糈勵と を 事と し 他日の 飛躍に 資せられん 事 を 祈 上 候。 

此度御 ゆ 越しの 君が 夢想 は 未だ 夢想と して 承知 致 置き 可 申 候" 御 去札當 時の 君の 抱懐 は自 到底 手足の 勞 働に 適せず 本分 

は 寧ろ^ 者た るに ありと 信ぜられ 候樣覺 居候 處、 此度は 反 對に舉 者た るの 心 懸け を 捨て 、到^^君の適所にぁらざる勞働を 

，選ばる k 事 なれば 此 間に は 中々 廣大 なる 思想の gap あろ 事と 存ぜ られ、 君が 一 片の 御手 紙に て は 到底 貴意 を酚み 難く 被存 

候 U 此 邊は尙 一層 眞 面目に 御 考慮の 餘地 十分と 存上 候。 

實 蕾の 歩武に て應 分の 御 活動 祈 上 候。 夢の 國に 入らん に は 石 じきの 街道 を 歩まざる 可らず と被存 候。 

吹 田 君 は此頃 中々 の 精進に 御座 候。 此 は 創作の 外に ヘッベル を譯し 居られ 候。 近頃 は 暫く 来訪 無 之 候。 大石君 は此夏 

は 北邊に 遊ぶべく、 田 屮君は 歸鄕の 由。 统阪 君より は 如 例 熱 列： 親切なる 書 を 得 申 候。 

唯今 新 •！： 戶 博士 來札 中、 餘り 大した 波瀾 は 湧 起せず。 唯 小生 は 俗用 多くな りて 困 切 居 申 候。 家庭 を、 造り 候 得 共 何の 咸： 想 

もな く、 唯 家庭 锂の 人た らんに は大 なる 勇氣を 要すて ふ 一事 あるの み。 

御 返 寧まで 草々。 

木 村 德藏氏 宛 11 七月 二士 ーず 於札幌 〔五一〕 
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愈 i 華燭の典 を擧 げられ 候 由の 御 報知に 接し 歡喜此 事、 末長く 御榮 あらん 事 を 衷心より 奉祝 納 候。 御 新婦と は 未だ 半面 

の 識も不 It 候 得 共 何卒 今後と も宜敷 御高 誼 賜 度 奉 願 候。 郵便に て 御 经呈申 上 候 粗品 聊か 祝意 を 表する 印と して 御 笑納 被 下 

度 此段乍 遲延御 祝の み。 頓首。 

末 光績氏 宛 11 九月 八日 於札幌 〔五一 一〕 

信 三 君に 託して 長く 記念すべき 兄が 衷情の 惠贈 多謝。 我等 は 永く 兄の 眞情を 忘る.^ こと 勿るべし" 

信 三 君の 報ずる 所に よれば、 兄 は 今や 町の 問題に 關し 是非 曲直 を 正さん が爲 めの 故に 晝夜 心身 を勞 せりと 聞く。 行け、 

其 事 は 縦 令 微少な りと も^に 一 の 善を榮 えしめ 一 の 惡を滅 せし むる は 偉大なる 事業な り。 生 は 兄が 此實 動の 渦中に 至りて 

活 「動せ る を 聞きて 喜に 不堪。 口頭 三昧 は 到底 一の 實賤 に不 如。 生 は 兄が 兄の 地方の 爲 めに 兄の 學才と 輿望と を 以て 努力 を 

續け 一 個の 理想 鄕を 現出 せられん こと を 望みて 止まざる ものな り。 

兄に 蓮れ たれ ども 生 も 亦 遂に 家庭 裡の 入と なれり。 經驗 する 所 未 半年に も不 及れば 言 ふべき もの 更に 無き も、 生の 生涯 

は 確かに 一 の大 なる 囘轉 を爲 したる こと を自覺 せざる を 得ざる なり。 生 は 喜ばしき 責任 を 感じ 荒 1; せる 空想より 醒めて 實 

質 ある 思 度を爲 すべきの 必要 を 思 ふや 切なり。 此 感想 他日 何の 時 か 1 の體を 具へ て 現 はれ 来らば 妻の われに 嫁し 来りし は 

全く 無益に は あらざる 可き なり。 

新 iSf 年 は 再び 開かれん とす。 書 を 講ずる ものに は 新に 入り 來る學 生の 秀拔 ならん ことこ そ 祈ら るれ。 敎授の 事に 關 して 

は 多少の 不平な きに あら ざれ ど、 生 は 不平 を爲す 代りに 遠慮なく 思 ふ 所 を實行 せんと 欲す。 さる 上の 衝突 は 誠に 巳む を 得 

ざるな り。 

幸に 自愛して 兄の 業 を 全うし 給へ。 又 兄の 最愛に 生の 好意 を傳へ 給へ。 妻 も 又 未見の 友に 對 して 深き 好意 を 致す。 


木 村 德藏氏 宛 11 十 】 月 十八 日 〔五 15 

寫眞四 葉 確かに 落掌、 多謝。 兄 は戴醫 者の 如く 婆や は琉 球の 產 婆の 如く 安子 は ヒス テリ， 患者の 出來損 ひの 如く 生 は 

米 利 加 土人の 如く 松 尾 は 還俗した ガン 二 ン 坊主の 如く 犬に 振ったり。 然し 是れが 兄が 久 振りに て 札 幌に來 り スカンクの 話 

を爲 し、 籐椅子 上の 居 睡を爲 し、 仙臺 からの 艷 書を讀 み、 科學 者の 夢と 其 附錄を 講じ、 尻つ はしょりの 上に 外套 を 藩 用に 

及びた る 記念と 思 へ ば 實に思 ひ 出 多き 寫眞 とま はざる 可らず。 迷惑に も 亦 嬉しき ことなり。 

早速 第二 世の 出現 を豫告 せられ 米國 三界まで 動物 學の 研鑽に 出張 せられし 因 粟は爭 はれぬ もの 靈驗 神の 如しと 謂 ふべき 

か。 何しろ 兄の みならず 兄の 半： 55- のみならず 實に 兄の 友 一同の 額 手 雀躍に 堪 へざる 所な り。 是に 引かへ 生と 來ては 未だに 

何の 警戒 もな く 無事 泰平な り。 生來懒 怠に 生れつき たる 生に は 其 筋 にても 鑑照 ましまして 暫く 惰眠 を續 けしめ 給 ふと え 

たり。 出來 るなら 生もモ ー 暫く は 惰眠 を續 けたく 思って 居る。 鈴 木から 手紙が 來て札 幌が駄 HT なら 察； 灣に參 り 度く 申來れ 

り。 故に 直ちに 新渡戶 氏に 書 を 致し たれ ども 未だ 返な し。 兄の 思 ふ 所 如何。 

兄が 掌れ る敎 育の 状態 如何" 兄が 期待せ る もの は 着々 實 現せら る. -ゃ 若しくは 一 々其 意と 違 ふや 聞か まほし。 願く は 兄 

の 半身に 生と 妻との 好意 を傳へ 給へ。 兄 等 二人 同 寫の寫 眞ー紫 を； ^れ。 兄 は 我等 二人の を拉し 去れり とや。 けしから ぬ 事 

なり。 何だか まの ぬけた 顏 なれば まの ぬけた 人間 丈け に拜 ませ 給 はらん こと を。 草々。 
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白樺 同人 宛 —— 七月 五 曰 〔五 四〕 

白樺 六月 號落 M 多謝〕 

志賀 0^ ま 御 入營と 定まりし 由、 いつぞやの 白樺に ありし、 同人 中よりも 一 人 二人の 國 家に 貢 獻 する もの を 出し 度し との 

御 趣旨^ 徹 はありが たけれ ども 志賀 兄の 爲 めに は 御氣の 毒の 至り、 終末 試 驗には 必ず 落第 をな される 樣、 及第 を 致す と 跡 

の た k り實に 恐ろしき 斗に 御座 候。 

然し 二 年の 兵營 生活 は 11 高 俊に は 相 異なき もた しかに 兄に 若干の 新生 沽を 示す 事と 存： He 申 候。 

白樺の 此 度の 號は稍 i 遊戲 分子が 勝ちし やに 存 せられ 候 は 如何。 然し 兎に角 我等の 實 力が 逢み 出した る 所と 思へば 他人 

の 子なら ぬ 己が 子 を 見る の 心地に 御座 候" 

小生 此 次の 號には 「も 一度 二つの 道に 就きて」 と 申す 論文と、 小品 一 題 位の 處 かと 存 申 候。 

此 次の 號には 小生の 題字の 御 紹介 下さる k 位なら 表紙 意 M 者の 紹介 あらま ほしく 存申 候。  . 

展覽會 は 如何" 入場者 有 之 候 や。 見る 眼 さへ あらば 驚異に 値すべき 作品 も ある を 東京の 人の 眼 は 如何 かと 其 結果に 一種 

不安なる 興味 持 たれ 候。 

小生 今夜 十 時 出發函 館に 向 ひ 岡 田 文部 次官の 來 道を迎 ふると 云 ふ 始末。 腰 べんと かたる 憂目に も 遇 ひ 申 候〕 され ど それ 

も 面.. MI  く 御座 候。 

此地 初夏の 濕氣云 ふべ からず。 草々。 


前 田 謙 氏 宛 i 八月 三 曰 於 札 裸 〔五 5 

御 消息 うれしく 拜讀、 益 御 淸康眞 面目なる 空想な き 御 生活な し 居られ 候 由 結構 至極に 存上 候" 小生 は不相 想默 思の 

奴識 0 君よりの 御 消息に て 稍 汗 顏を覺 え 申 候〕 然し 是れを 止めれば 唯今の 小生の 存在 は 一 時 あやしく 相 成 候 樣存ぜ られ、 

牛 一存^の 要求に 應 じて かくの 始末に 御座 候。 御 憫笑被 下 度 候" 此 度の 白樺に も 「二つの 道」 の說 明の 樣な もの 記し 置き 申 

候。 晝寢の 御 暇 にても 有 之 候 は t 御 笑覽御 批判 願 上 候 Q 

逢阪 君當 地へ 參られ 候 由 鶴首 罷. 妆候。 同 君 就職の 事 實は氣 の 毒 なれ ども 小生 は 例.^ 至て 交際な きものに て、 可 然處は 漁 

り盡 し、 宮部 先生 高 岡 先生の 如き は 御存知 通り 社會 主義に 恐れ を爲 して とりあ はぬ 體 たらく、 大に ゆきなやみ 居 申 候。 然 

し 君が .HI ら來ら るれば 或は 案外に はかどる かも 不知と 存申 候。 

田 中淸作 君病氣 稍お こたり 候爲め 今朝 出發 靑森縣 あさむ しに 赴き 申 候" 然其 中には 熱 海 か 茅ケ崎 かにて 保養の .ffl" 早 

晚 東京に て 御：， m 會の 事と 存： 候"  .  , 

御 尊兄の 御箸 は 未だよ まず 疎 懶の罪 自ら を 憐れむ の 外 無 之 候。 白狀 する 丈け 取り どころ ありと 御 見逃し 被 下 度 .^、 ク.^ 

tl 死ぬ 迄 11 に は 屹度 11 屹度と 云ったら 蛇 度 —— 拜見可 致 候。 . 

暑さ なれば 殊に 御旅： t 中 は 御用 心なされ 度、 兄の 此 の 御手 紙に よれば 兄の 今の 態度 は 犬に 賛成、 いよく 凡人に なり 

すまされ 候 御 樣子祝 薄々々。 

大内 君に よろしく。 草々。 

有 島 生 馬 氏 宛 11 八月 九 曰 於札幌 〔五六 

父母 上樣 と共に 向 北 せらる k やと 其 儘 御 音信 も 申 上げ ざり しが、 御出懸 なき 樣子 なれば 一 筆し めし 申 候 
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展覽會 も 上首尾に 相 濟み申 候 由の 手紙と 白樺に て 委細 承知、 安堵 もし 會 心の 念に も 不堪 候。 あれ 丈け の 反響 を 起し 得た 

る 事は纖 術に 對 して 冷淡なる 日本に ありて は 先づ稀 有と 云 はざる 可から ず。 加 之 君が 新しき 感 能と 性情と を 提げて 日本 之 

讀書 力に 一 新 勢力 を與 へ たる は 君の 總 てに 勝りて 滿 足せられ し 事と 存上候 U 

世に 少く とも 今の 世に 全 自己 を 人に 與 ふるより 大 なる 慈善 大 なる 事業 はな かるべく、 君 は 其方 向に 一 飛躍 を爲 したる に 

於て 自ら 慰め 人 を 羨ましめ るの 權 ある ものと 申すべく 候" カタログ も氣に 入りたり、 人 暴 券 も 面白し。 佳 世 は 今， に 5^ 待 

する に 君が 佛國に 於て 拾ひ來 りし 色彩に 對 する 又 感じに する 鋭敏なる 能力が、 日本の 風物に 對 して 如何に 發揮 せらる、 

か を 以てせる は、 僕の 云爲を 待たず して 君の 洞察せられ たる 所なる べし。 日本の 色彩の 單調 枯淡なる は君屢 i 之 を； K へり。 

然れ ども 光 報 を 出し 俵屋を 出した る 風物 は 全く 捨 つべき ものに あらざる 可し。 卽ち君 は 第二の 征服の 門邊に 立てり と 申 候 

も不當 にあらざる 可と 存上 候。 此所 何卒 一 所. ま 念の 工夫 祈 上 候。 

又 結婚の 事 かくば かり 早く まとま らんと は 僕 も 思 かけず" 先づ 何ん と 申 上 候 而宜敷 や 一 寸闲る 次第に は 候 得 共 僕の 聞く 

所に よれば 信 子 氏 はしと やかなる 無邪氣 なる 處 女なる が 如し。 其 母なる 人 若し 君が 云 ふが 如くん ば 君の 綠組は 決して 悲觀 

す ベ きも のに は あら じ と被存 候。 

我等 は 到底 矛 -is せ る 一 1 時代 の 犧牲た る を以 て 滿足 せざる 可から ざ る 可く 候。 決定し た る 目的 の與へ られ ざる 所に あ り て 

百方 摸索の 間に 死せ ざる 可から ざる 蓮 命に ある 樣被存 候。 總 ての 點に 於て 我等が 眼に 見 耳に 聽き 顆腦の 承認した る 事實は 

我等の 爲すを 避けざる 可から ざる 處な るかに 被存 候。 我等の 道 は 三 あり、 大 謀叛 者と なる か奴識 となる か 世 をく らます か、 

卽ち 是れ。 而 して 君 も 僕も大 謀叛 者た るに は 力 未だ 足らず、 奴隸 たるに は心餘 りに 高く、 默 して 云 はざる の 一事 を 選ぶ の 

外な かるべく 候。 此點に 於て 僕 は 君が 信 子 氏との 緣組を 上出来な りと 申 候 ものに 御 11 候。 よき 美しき 而 して 高き 結合 を爲 

し 給へ。 夫 は 八 分 妻 を 形造り 得る 11 特に 曰 本に 於て 11 ものに 候 得ば 恐れ 給 ふに は 及ぶ まじく 候。 

九月に 行 はるべし と 云 ふ 結婚式に は 小生 も 參加致 度 ものと 今より 焦心 罷在 候" 


當方雨 人 共 無事、 此夏 休暇に は 何も 計畫 する 所な く 唯 手 あたり 次第に 多少の 勉强致 居候。 

立秋 も 過 候模樣 やがて 此地は 秋なる ベく 候。 

御 多忙の 際 折角 御大 事に。 早々。 

. 末 光 績氏宛 —— 八月 二十日 於札幌 〔五 七〕 

委しき 兄の 感想 を讀む を得而 生の 慰藉 は 實に譬 ふるに 物な かりき。 生が 取りた る此 度の step に對 して か >t る 同情 ある 

聲を 聞き 得た る は實に 生の 至 幸と する 所な り。 洵に 兄の 云 はる 、如く 生の 此 度の 態度 は 一 層 自己の 根柢に 立歸 らんと した 

る 努力に 過ぎざる にて、 要するに 生に とりて はかくす る 事が 生 を 一層 眞 面目なら しめたる 所以な りと 思 ひたれば なり。 而 

して 此點に 於て 兄と 生と は 依然 同一 の 道程 を 歩める ものと 稱 せざる 可らず。 我等の 友情が 鼓に 結ばる & 限り 我等 は樂 しん 

で 我等の 交情 を 保 續し得 可し。 願く は 幸： i 更に 常に 敎 ふる 所 あれ。 

實に 人生の 眞の 行路 は何處 にあるべき や を 思 ふ時而 して 自己が 其 間に ありて 何等の 貢 獻を爲 し 得べき や 沈思す る 時 生 は 

云 ふべ からざる 寂寞 を 感ぜざる を 得ず。 菲才 菲德而 して 徒らに 非望の み 高き 無爲の 生涯 を 悲歎せ ざる を 得ず。 兄 等が 温厚 

なる 同情 あるに あら ずん ば 生 は 枯死す るの 外な きを 知る。 足 助 兄の 消息 を齎 する を 聞く に 兄に も 亦 言外の 潜 痛 あるに 似 

たり。 生 は 兄が よく それに 堪 へて 自ら 人知れぬ 苦悶 を續 けつ X あるに 滿 腔の 同情 を 致さ r る を 得ず。 され ど實働 は 空言に 

勝り、 沈 t は 慟哭に まさる。 兄が 鄕 里に ありて 世に 現 はれざる 靜 かなる 生活の 中に 恒久的なる 實質 ある を 思うて 寧ろ 羨望 

に堪 へず。 是れ亦 恐らく は 生の 踏むべき 道なら ざらん や。 而 かも 未だ 碌々 として 迷より 迷 ひて 夢より 夢 を迎る 時に 自ら を 

悔 むの 情に 不堪。 

此地 秋冷 今 催せり。 父母 來 りて 家に 投じ 曰々 歡談 す。 爲 めに 兄に 酬 ゆるの 機 を 失せる を 恨む" 秋に 臨みて 寂寞 一味の 情 

少年 時に ありて 嘗て 知ら ざり し 味 かな。 此昧 恐く は 亦 兄に も 悲し からん。 幸に 自重せ よ。 信 一ー一 兄 荒 川 兄に も 幸に 生が 衷心 

1 九 I 〇 年  ニー 五 
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の 好意 を傳 へよ。  ，.； 

有 島 生 馬 氏宛—— 十月 八 曰 於札幌 〔五八〕  一 

御 病床より 度 々 の 御 通信 御 芳情 御, 申 上 候。  ^ 

去る 一 日 は 注射 療法 をな され 候 結 楽御發 熱の 由、 今頃 は 旣に御 快癒と は 存上候 得 共 一時 はおな やみな され 候 半。 當方 M 

兩親樣 御出發 以來頓 と寂鎮 を 感じ 加 之 (母 日の 降雨 秋冷 もに はかに 催 申 候て 心細き 事に 御座 候。 御 地 は殘暑 再； の 由、 被害) 

地に 悪 流行 fe?; にても 發生 せず や 乍薩御 案じ 申 上 居候。 安子の 腹 は 段々 せり 出し 申 候。 其 出方に 比例して 生 之 父と なる 度合へ 

も 增し來 候 裕に佣 座候處 未だ 其 覺悟甚 微弱 乍 自分 困却 申 候〕 嘗て トル ス トイの 家庭の 幸； g を 3^ たる 際 赤兒の 生る 、所 を 記 一 

せる 條の、 父なる 人の 新生の 來 降に ならざる 期待 を爲 せる を讀 みて か 、る もの かと 驚嘆せ し 事 も 稍 疑 はしく 相 成 候) 出； 

づ るに 餘り 早く 赤兒の 世に出 でんと する 爲め にや、 生の 自己 心が 餘 りに 强 過ぎ 候 爲め にや。 但し 赤兒 生れ 候 後に 來 るべき" 

生の 心理 狀態は 今より 豫め申 上 兼 候。 安子 は頻 りと 英雄 烈婦 傳な ど讀 みて 所謂 胎内 敎 育なる ものに 出精 致 居候 間 多分 東； gl」 

古今の 英 11! 家 傑 美人 列婦を 打して 一 丸と なした るが 如き ネ，' コ ー ギを得 申 候 半 か" 但し か、 る 場合 父た る もの . -迭惑 は 今一 

より 思 ひ やられて 隙れ に 御座 候。  一 

Q ダン 俾其 中小 包と なして 御 经呈可 申 上 候。 あの 本 は 時々 開き 見て 多大の 敎訓を 3!^ 居 申 候。 餘り 度々 見 候に 而 安子に 笑) 

はれ 申 候"  一 

偉い 入が 出て 候 もの かな。 あんな 人間に 生れて 己れ の 苦心が 續々 形 を 取りて 現 はる \ を 見る は 何たる 愉快の 事に 候 半。 一 

生 如き もの k 股に は 夫れ は 人間以上の 生， tS とのみ 見え 申 候。  一 

今日 一 寸 公園まで 散歩の 序 林檎 園 を 訪れ 申 候處、 十 h: 號と申 候 林 擒の稀 有に 大 なる もの を 見出で 申 候 間 一 個 なれ ども 小 一 

包に て 御 经申上 候" 十四 號の 普通の 大きさ は 〔圖 略す〕 の 位の ものに 御座 候。 早生の： S として 北海道 にても 最も 評判よ 一 


きも の に 御座 候" 最早 御 退院 の 事 と 存じ 林擒 はわ ざ と番 町に 经り置 申 候。 

日韓 合 邦、 合 邦と はよ き 名 を 思 ひっかれ 候 もの かな。 當局 者の 苦心 此名 によりて もさ こそと 思 ひやら Ir- 申 侯" 問 is^ が大 

きすぎ る 故 か、 稀 有すぎ る 故 か、 生 は 何と 云 ふべき 言 紫 を 不知" 草々。 

信子樣 によろ しく。 

有 島 生： 氏 夫妻 宛 —— 十 一 月 二十 曰 於札幌 〔五 九〕 

先達 來は御 多 繋の 所 毎々 消息 多謝) いよく 蜜月の 旅に のぼられ 候凼、 人生の If!^ 此 時より 蘭なる は 無 かるべく、 至る所 

の 山河 ほ \ ゑみて 君 等 二人 を迎へ けんと 小生 も歡 喜の 笑つ ぼに なり 申 候 U 此間は 君ので きもの k 事に つき 聞 出した る 儘 を 

申 上 置 候 處診斷 を 受け 試みられ 候 や。 未， たなれば 是非な され 度 候" 此 度の 事に つきて は 御 兩親樣 の 御 よろこび 實に 非常の 

1： 様子。 昨日 父上 被歸 御手 紙 は 言 文 一 致 か 河 かで 御 よろこびの 樣 はちきれ 相に 拜讀。 小生まで 淚 こぼる. 1 までに 嬉しく 

存申 候" 犬なる 御 孝養な され 候 事と 存申 候"  .  . 

ロダン 號も紘 發行。 昨日 ー讀。 木 下 氏 高 村 氏な どの 寄書 心，  1 く 讀過致 申 候。 君の 譯稿 は實に 面白く 候 得ば 是非 完成の 

上 一本に なされ 度" あの 樣な 書き方で こそ 始めて 生きた る 人の 描寫 は出來 得べき ものと 感入申 候 次第に 御座 候" 此國も 雲 

と 相 成 申 候〕 久し振りに 見れば 故 舊に遇 ひし 程に なつかしき は 此淸き 白き 姿に 御座 候。 ワイ マ-にて 得られし 君が 雪に 對 

する よき ィムプ レツ シ ヨン も 想 ひ 出で 給へ や。 草々 

信 子 君。 壬 生 公 は 如何に 御座 候 t 壬 生 公と は 小生 等の 腕白 盛に 今の 大 美術家に 呈 したる 尊 稱に御 座 候" 未だかん しゃ 

くの 破裂に は 御 遇 ひなされ ず 候 や。 其かん しゃくが 壬 生 公の 特色 なれば おろそかに はなされ まじく 候。 
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木 村 德藏氏 宛 —— 一 月 十八 日 於札幌 〔六 0〕 

先達 御经 付の 五十 五圓 五十 錢は 確に 落手しながら、 御 返事 今日 迄 延引せ り。 多謝。 五十 圓 五十 錢 はたし かにいた だき 置 

候。 餘 の五圓 の仕拂 にっきて は 未だに 致し 不 居候 得 共 必ず 其 中 dispose して 受取 を 差 上 候 樣可致 候。 去年の 夜學校 獎勵會 

は 新築 校舎に て擧 行し 今 は 毎日の 授菜 も其處 にて 致 居候。 去る 十三 日 午後 三時 小生 方に 赤子 一人 出生 名 を 行 光と 命じ 申 候。 

本日 迄 母子共に 至て 健全に 肥立ち 居 申 候 間 幸に 御 安神 願 上 候" 擊校を 卒業した る 時よりも、 外 園に 留學 したる 時よりも、 結 

婚 したる 時よりも 小生に 取り 小 坐の 生涯に 重大なる 意義 を敎 へたる は此 弱小なる ョ g 一に 5- の與へ られ たる ことに 御 蹈 候。 

南部の 旅行 は 如何な りし や、 定めて 珍 敷 種々 の 經驗を 積まれ 候 半。 小生 は此頃 兄の 生物 學を 修められ たる 先見 を 養 まし 

く存候 ものに 御座 候" 向後 哲學も 心理 學も 生物 學の 智識に 負 ふ 所 多大な もの ある 樣に相 成 候 は 火の 如く 明か なれば 兄の 如 

き は 人生の 解釋 上基礙 智識 を 得られた る ものと 存上 候" 何卒 向後 益 i 御發展 新しき 智識と 思考の 結 栗と を 示されん こと を 

祈上轉 

當 也寒氣 仲々 嚴敷 候。 先達 は 貴地の スィ カンと 申 候 もの を 味 ひ 南方の 氣象 のした はし さ を 感じ 申 候。 くれ <\ も 街 大切 

になされ 度。 乍宋肇 奥樣へ もよ ろしく 御傳 言の 程 願 入 候。 

. 有 島 生 馬 氏 宛 11 十 H 八 曰 於札幌 C 穴 一〕 

先達 は曉子 君の 可憐なる 寫眞 二葉 御惠经 被下拜 見致處 如何にも 健全 肥満の 孩兒、 加 之 眉目 淸秀 美しき 處女 とも 妻と も 母 

ともなるべき 面影 まざく と 窺 はれて 兩 親の 大誇 想像に 餘り 候。 何卒 睛の 如く 大切に 御 養育の 程 祈 上 候。 


先日 父上 樣 より 君の 件に 關 して 御 細 書 を 得 痛心の 思に 不堪、 兎に角 不取敢 小生の 所思 父上 樣迄申 上 置 候。 此破貌 を破綜 

に 終らし むるならば 兎に角、 老先 久しから ざる 父上に 御 配慮 を かけ 候より は、 互に 讓 るべき 處は 快く 譲りて 圓滿 なる 解決 

を哲げ 度し と は 小生の 切 a- する 處に 御座 候" 詳細 は 二三 日中に 可 申 上、 又 原 田 御 母堂の 御意 を も 得度 考に 御座 陵。 西洋 梨 

少々 番 町より li: 经の 箬 御 笑 味 被下度 候" 草々。 

村 木 德藏氏 宛 11 十 一 月 一 I 十九 曰 於札幌 〔穴 一一〕 

先達 は 御手 紙 被 下 候 處打絕 御無沙汰に 相 成 恐縮に 御座 候" 

兄が 家の 何ぞ 近年 多事 不幸なる。 其 間にあって 八方 難 關を切 拔け敎 育の 事業に 心血 を 瀉げる 兄 を 想像 すれば 乍 揮 御 同情 

の 至に 不堪 候。 兄 始め 御 病人 等の 御容 n 如何に 御座 候 や。 臺灣の 如き 地に あって I 度 病氣を 得ば 痼疾と なって 醫し 難き 事 

は 兼て 傳聞 する 所 なれば、 兄も此 際斷然 たる 處理に 出で 一 日 も 早く 彼 地 を 去り 他に 適當の 位置 ある 迄 は 十分の 靜養を 謀る 

方 得策なる に は あらざる か。 東北 舉院の 件の 如き 兄の 經歷 と是迄 受けた る 辛苦と より 打算せば 其 報酬 必ず 滿 たざる もの あ 

るべ きも、 若し 財政 上の if より 論ずれば 私立 學 校に は 自ら 私立 學 校の 餘裕 あり、 專業 以外の 敎授 もな し 得ざる にあらず、 

又 著述と 云 ふが 如き も 可能の 事なる べしと 存申 候。 故に 報酬の 問題 は少々 讓歩 する も 時間の 制限 を 十分に 交渉し 置き、 保 

養 旁と 云 ふ 積り にて 彼處に 行き 徐ろに 善後 を 講ぜら る& も又遲 かる まじく と存申 候が 如何。 小牛： の考 ふる 所 を 以てすれば 

高等 程度の 敎育 機關に 入り 直ちに 百 三 四十 圓の 報酬 を 得ん とする 事 は 不可能 事に あらず とする も 難事た る を 失 はずと 存申 

候" 而 して 殊に 動物 學の 如き 自然 科學に 於て は舉 閥の 牆壁 容易に 拔 きがたき もの あるべく、 同時に 專門 家と して は 其 智識 

隨分 高等なる を 要する 事と 存申 候" 結局 今の 教育界 は 兄が 理想し つ  >1 あるが 如き 敎育 家の 存在 を 必要と せざる に 似たり と 

存申 候。 ：^^-の如きも英文學に何等他に誇るべき造詣ぁるにぁらず、 唯學生 相手に 相 交る を 得て 何等かの 貢獻 をな し 得ん こ 

と を 庶幾し つ. - ありと 雖も、 官立 敎育機 關の紐 織 はか &る餘 裕を敎 負に は與へ 申さず 候。 學生も 可成 正確なる 專門 智識 を 

1 九 一 1 年.  ニー 九 


有 島 武郎佥 雄 锒八卷  一 三 〇 

要求す るの 外敎 師に對 して 求む る 所 は 落第せ ざる 點 數 位の ものに 御座 候" 生 は 自ら 專門 家たり 得ざる 自己の^ 質 を 笑 ひつ 

つ ある 次第に 御座 候" 

到 g 自己 理想の 敎 育を爲 さんと 欲せば 現代に あって は 自ら 塾な り學 校な り を 開く の 外な き 事と 存申 候" 然ら ざれば ^平 

滿腔 遂に そ を 披瀝し 盡 すの 時 はな かるべく 存申 候。 若 事情の 巳む を 得ざる ものあって 現在の 教育 機 關に籍 を 置かん となら 

ば、 身の 察々 を 以て 汶々 の 侵す 所と なら ざらん 樣 消極的の 手段 を 講ずる 外な き 事と 存申 候" 其 邊に對 して は 兄の 御意^も 

伺 上 度 候。  ー 

乍 末鎏御 令閨に も 宜敷御 傳言被 下 度 候" 生 方. は 三人 共 至て 頑健、 頑兒 はよ く飮 みよく あばれ 居候 得共瘤 の 高き 爲に. r 

1 時間 位 づ上仪 泣き をされ 候に は 途方に 暮れ 居候。 吳々 も 御. 目愛專 一 になされ 度。 草々 敬白。 

有 島 生 馬 氏 宛 —— 十！ 一月 一 一十三 nl 於札幌 „: 穴 一 5 

愈番 町の 方に 御移轉 になった 相で、 遠方に 居て 此 事件の 成 行 を 眺めて 居た 僕に 取って は實に 一安心でした。 君の 苦心 や 

苦痛よ 重々 御 察し.. ますが、 さう して 下さった ので 眞 によかった と 思 ふ。 處が信 子 君 は 風邪が まだ 全く 快くな つて 居ら， -ぬ 

との 事、 是れは 早速 父上に 御 願して 轉地 なさる 機に なされば い \ と 思 ひます。 漠か らも 手紙の 序に 申 上げて 置き ませう。 

我々 が こんな 時代に 住む と 云 ふ 事 はいらぬ 苦痛 をす るので 無駄な 精力 を 費やす は 何れ @ だか 知れない。 而 かも 夫れ を 僕 U 

if, 悟して 居る。 僕 は 散々 迷った 末に 其く びきに 堪 へる 覺悟 をした。 或る時 機まで は 敵に 壓 伏されて 默 つて 居る 積り にした。 

夫れ だから 僕の 道が 其爲 めに はかどらな いのは 僕 自身の 責任で 誰から 憐ん でもら ふ 必要 もない。 又 自分で 自分 を 憐む事 は 

旣に 過去に してし まって 居る から 今では 夫れ を 苦痛と はして 居ない が (貲際 は 中々 さう でない としても)、 君にまで 其 迷惑 

を かけねば ならぬ の は 心苦しい. 事 だ U 畢竟 僕の 仕方に 足らぬ 所が あるの は 自分 はよ く， H 覺 して 居 まづ 

夫れ まどう か大 HI に 許して 置いて いた. - きたい。 其 中 僕 も 東京に でも 出る 樣 になれば 蛇 度 どうかす る。 


信 子 君に も 夫れ はよ く 言って 置いて 下さい。 

曉子君 は 益 元 氣の由 何よりの 事。 僕の 所の 坊主 も 鬼子の 様に 父母に 似ぬ 體大漢 で：， 母 日 惡戲の ありつ たけを やって 居ます。 

誰れ かど 「矢張り 最大の 傑作 は 自己の 小兒 である」 と 云って 歎息した。 僕 も そんな 事 を 云 はなき やならない かも 知れない。 

ロダンが 着いた 相 だな、 祝 着" 神 田 曰く 「ロダン は 蛇 度 白樺の 同人 を 大變な 舉者ゃ 詩人の 集りで 靑ニ 才 の 團體と は 思つ 

て 居ない の だら う。 それから 僕が 洋行で もして ロダンに 遇って お前 は 誰 だと 聞かれたら、 武者 小路の 息子の 友達です とで 

も 云 はねば なるまい 」 と。 

僕の 白樺の 表紙 は 不便なら ば沒 醫 にして 下さい。 武者 君から も 色の 加減が 不安心 だと 云って 來 た。 左様なら。 


有 岛武郞 仝 雄 * お八 卷  ニー ニー 


一九  一二 年  一 

有 島 生； it? 氏 宛 —— 一 月 1 一十 八日 於札幌 〔穴 四〕 

此間は 御 消息 ありがたく、 鷗子少 々病 氣の處 最早 全快の^、 大賀に 候。 僕の 所の 坊主 は 幸に の 域なる もの。 if おは 手 一 

あたり 次第に 破壞 虚無の 不言 實行を 擅 ま &に致 居候に は 些か 閉口に 御座 候。 先達 誕生日に 寫 し候寫 眞其 中御经 申ヒ」 J!。 一 

本年 佐 藤舉長 在職 一 一十 五 年 祝賀 を擧 行す るに つき 有志より 記念と して 肖像 畫を 寄贈 致 候 事に 相 成 候 の處、 例の 連中な！ 

れば寫 © 的の 肖像 を 所謂 名の 知れた 名家に 囑託致 度き 由に 御座 候が、 君に 於 而適當 の 入御 紹介 被 下 候 儀 相 叶 可 申 や、 聞 合 i 

せ くれよ との 森 本の 依頓に 御座 候 U こんな 依頼 は さぞ 御 困りと は存 候が、 若し 仕事 を させて やりた しと 思 はれ 候 人 はなき 

やと 御 相談 申 上 候" 御 心 當りも 有 之 候 は ど 其 趣 一 寸 小生 迄 御 一 報 願 上 候。 報酬 は 額 緣经代 共； S 一十 圆と ¥ にて 有 之 候 由。： 

此 間中 は 伊東の 方に 御 出 相 成 居候 由、 彼處は 小生 去 H 十四 年 入 營中痔 を 起して 入院の 後 1 10 程 參候覺 えの ある 所に 御座 

候。 何となく 昔の 香の 分解して 殘り 居る 所の 樣 心に 感じ 殘 居候が、 蠻 になる 所の 左 樣に多 かりし と は 心 付 不申打 過 啡候リ 

御 再遊に もよ き 獲物 あられ 候 樣祈上 候。  一 

木の 空 先生と 山 脇 君との 言論 は 痛快に 思 ひ 居候。 痛快に 思 へ る は 實を云 へ ば. W 脇 君の 熊 度に て、 木の 杏 先生の 煩 稍なる 

言葉の 錢の 下に 隱れ たる 破 綜には そ どろ 哀れ を 催し 申 候。 兎に角 畫を かく 入の 思想が 現在 文士の 思想に 比し  一 ^十 歩の 先 一 

途 にある は 文士の 爲め齒 が ゆく 轚界 の爲 めに は 嬉しく 難 有く 存 居候。 ロダン も 參り候 由、 彼の 作品に いやと 云 ふ 程 接した 

る 君 等に は 左程の 得失な かりし とする も、 初 面の 人に は 神 來の妙 昔な りしな らん。 君の 如き も 日本に て 夫れ を 見た る 感じ 一 

は大 に佛國 にて 見たり し 夫れ とは異 りたる ものな りしな らんと 存上 候。  一 

當地は 正月に 入りて より 懇氣頓 に 加 はれる を 覺ぇ申 候" 明日より は 積雪 を 犯して 書生 百餘 人と 共に 七 里 を 離れた る定： =T 一 


溪に參 候箬。 三人に つき 一枚の 和團を 擁して 眠る の 苦 は 今夜より 思 ふ も 苦しく 候。 ソクラテス も此 克己に は 一寸し かめつ 

ら致可 申 候。 原 田 御 母堂 樣信 子樣蹺 子に よろしく。 草々。 

大石 ロダン 持 歸り候 由なる も 未だ 落手 致さず。 其 中 同人 來訪 のこと、 存 居候" 多謝" 

木 村 德藏氏 宛 —— 五月 二士 一日 於札幌 〔六 五〕 

其 後 は大變 なる 御無沙汰に 相 成 候處御 健康 如何、 少し は强 健に 向 はれし や、 切に 其然 らんこと を 祈る。 臺灣 はこれ から 

堪、 がた き 暑さと なること. -存上 候處、 當地は 去る 二十日に 上 川 方面に 於て 七寸 にあ まる 降雪 ありと 云 ふ有樣 なる にて 春 

寒の 模樣御 推察 被 下 度 候。 兄 の 此 前の 御手 紙に は 遠の昔 御 答 可 申 上箬に て あり 乍ら 延引 啡 譯 無 之 候。 兄が 内 村 氏 の それに 

等しき 基督 敎の 信仰に 入られし こと は、 生の 意外とし 且つ 兄の 所 爲 なる により 其 貴き を兑 たる 處に 御座 候" 生 は 兄に 告げ 

る 如く 旣に 信仰より 離れた る 迷 羊に 御座 候。 生 は 今の 世 は 人 を 促が して 懐疑 的なら しむる の 時代と 信ずる ものにして (自 

己の 實驗 より 判斷 して) 其 他に 出づ るの を 知らず と 考慮す る 者に 有 之 候へば、 兄の 入信 は 篤と 兄の 告白 を聽 きし 上に あ 

ら ざれば 祝 辭を呈 する こと は 出來ず 候へ 共 兄に 取りて はこ は容 為なら ざる 大 飛躍な りし を 思 ふ 時、 生 は 兄の 勇進に 敬服す 

る ものに 御座 候" 往け 兄よ、 兄の 信仰 を秉 つて 猛進 されん こと を 切に 望み 上げ 候。 兄と 生との 進路 は 今後 益 i 離る \ こと あ 

りと する も 兄の 誠意と 僕の 誠意と は 常に 渝ら ざる 共通 を 見出し 可 申 候。 信仰の 區々 たる 現代に ありて は 我々 は 誠意のお 

無に よりて 共通す るの 外な かるべく 候。 ヘル ツエ ルの 所謂 「智慮な くして 信仰す る こと を 得、 信仰す る ことなくして 智慮 

する こと を？ お」 る 現代に ありて は 我等の 判斷 すべき 標準 は 「我等 は 如何なる ii まで 誠實 なり や」 とい ふこと なるべく 候" 

兄よ 僕 を 鞭撻せ よ、 而 して 兄 は 更に 飛躍せ よ。 

兄が 生に 讀む ベく 推薦され たる 英國の 某 動物 學 者が 著 はしたり て ふ 「科學 の 聖書」 とかい ふ 本 御 持 合せ なれば 御 经附を 

願 はれま じく や、 此 に 至り 是非 ー讀 したしとの 念 やみ 難く 候へば。 

I 九！  二 年  】 三 一二 


有 武郞八 1 第 i?: 八卷  一 三 四 

5^; 頃會 心の 思 ひ を 以て 讀 みたる 簪は Bergsun の *Ti ョ eand  Free  will  - に 候。 佛 M 人の 直覺 的なる 創意 は聰 懇と厲 率の 織 

り 出した ろ^ 情 詩な りと 存申 候" 

當 地の 同窓に はさした る 變化無 御座 候-。 唯 蠣崎は 绿農樂 天會と 申す 道德的 見地より 進む 農會を 創立した る は 而白 きこと 

に 候し 又 岩波 は再歐 米に 派遣 せらる. t ことに 相 成 候。 他の 連 中には 餘り遇 ふ 機 會も無 御座 候。 井口が 遠 友 校に 金 若干 づ 

つ を 毎月^ 附 する やう 向う から 申出 候、 大に 買へ ると 思 ひ 居 申 候。 石 it は靜坐 法の 行者と 相 成 申候リ 

今日は 是れ にて 御免被 下 度 候。 草々。 

waby は 如何。 僕の 處は母 ツ子に なって 甘えて 闲る" おまけに 人み しりと いふ もの をす る。 自分の 幼少の 時が II つた 

やうに 思って 苦々 しい。 然し 元氣は 旺盛. 天氣 さへ よければ 一 日 家 外で よちく 歩き をして ゐる〕 

有 島 生 .馬 氏 宛 11 五月 二十 二  0： 於札幌 〔六 六〕 

又々 堪 へがた き 試練に 遇 はれ 候 由、 度々 の 御 苦衷 御 察 申 上 候" 然し^に 角 君 之 熟慮と. 1 忍と により K: 平 調に 歸 りし は 僕 

迄に 滿 足に 存居申 候。 信 子 樣には 依然 完全なる 全治と は 申 兼 候 由 嘸 かし 御 心痛の 事と 存上 候。 S. 《々も 御 保菱專 一 に 祈 上 候。 

先達 佐 山 氏 來訪、 上京中！； に 面 會の期 を 得しと て 色々 伺 ひ 申 候" 快 心の 思 致 申 候。 創作 難 は 藤 島 其 他 精進の 靈家を 襲 ひ 

て 力 ある 沈滞の 有様に ある 由 さ こそと 乍 蔭存上 居候" 黑田氏 等の 一 派が 築き上げ たる 記念碑 はく づ されて 他の 新しき もの 

之れ に 代らん とする に當 り、 其責 にあた る ものが 窗 みの 苦痛 忍ばざる 可から ざる は 自然の 數 なるべく 候" 十分なる 醱酵作 

用に よりて 成れる 稀世の 美酒が 盃 よりあ ふれ 出づ るの 時 を 今より 鶴首 致 居候 リ 

學 長の 肖像 は學 長に は 存外 氣に 人候樣 にて 大に 安心 致 候" 最早 訂正 を 乞 ふの 必要 はな かるべく 存 居候" 唯 l&K 宅の i ボ： が 

いづれ も 十疊を 出で ざるに かの 額 を かくる 襄 なれば 折角 之 御 苦心の 效果も {<H しか らんと 恐れ 申 候。 

先達 來 ベルグ ソン 氏の 「時と 自由意志」 を 贖み て 暗示 を 得る 處多 きを 覺ぇ中 候 間、 共 談會と 云 ふ 神佛耶 の宗敎 信者の 會 


の 仇 時に て 紹介 相： k み 申 候。 英譯にょりて兑るも同氏の創意的なるは花の如くに候得共原文にてはさぞカ：^^^,ものと存.5|^ 

候。 顯餘御 一 贖 如何。 

「或 女」 にっき 多大の 御 同情 多謝々々。 よかれ 惡 かれ 兎に角 僕 は 終局 迄 行く 積り に 御座 候。 一 册 としての， 3, 汲ま 考へ 物と 

存 居候】 あれ はほんの 筆なら しにて、 僕 はも 少し 自信 ある もの を 提供し 度し と存 居候。 ほ 分 躅 得の 領域 を 得 能 ふやう 35 ま 

れ， 居候" 又 移 轉致候 (去る 士 曜日 )0 舊の 住家の 眞 南に あたろ 處に 御座 候。 化物 屋敷 然 たる 古池な ど ある 處に 御座 候" 晝尙 

暗き 室な ども 御座 候〕 庭に は チェリ，、 梨， 葡萄、 力 ー ランツ、 グズ ベリ ー など 存之 候" 池に は おもだ かの 若雜 哀し こ， 水 

を 挺き はじめ 候。 草々。  - 

信子樣 にくれ.，^ もよ ろしく。 

志 賀直哉 氏 宛 11 九月 二 日 於札幌 〔20 

「大津 頗吉」 拜見致 候" 强烈 なる 主觀 のお 彩 夏の 日の 如く rni を 歧じ申 候〕 讀了候 ま. t、 草々。 

有 島 生 2t 氏 夫妻 宛 —— 九月 十一 曰 於札幌 〔六 八〕 

此間は 御 端 書 を ありがたう。 此夏は 大部分 御 留守居 役で 柬 京の 腹の 立つ やうな 暑さが 身に しまれた ことと ぉ氣の 毒に 思 

つて 居ます。 おまけに 病魔の 御見舞 を 受けて はた まった ものに あらず。 然し 此頃は 御 囘復で 結構です。 信 子 君よりの 御手 

紙に よ れば箱 根に も 秋が 來た の で 近 々 御歸京 とのこと、 成程 さう 思 へ ば此地 の いの も 無、 理は あらで、 時 々は フランネル 

にあ はせ 羽織 を 引かけ て尙凉 しさ を 感じます。 

作品 はどうで すか、 此夏は 出来ました か。 れ幌に は 眞山孝 治と 云 ふ 人が 來て 少し 描いて 行きました。 もがいて 居る が、 

^^然に向ふと自分と云ふものが死んでしまふので中々突破が出來なぃと云っ て嘆じて居ました。 又 君の 滯歐 展覧き を！^ た 


有 島 武郞仝 集 第八卷  一 三 六 

時よ ド ー しょうかと 途方に 暮れ果て \ 手の 出し や 5 もなかつ たと 云って 居ました。 藤 井と 云 ふ 彫刻家 も來た 相です が 遇 ひ 

ませなん だ。 僕 は此夏 クロポトキンの 著書に 一通 目 を 透して 佛 語に 眼 鼻 をつ けたいと 思って 居ました が、 佛語は 動詞の 變 

化の 處で 駄目に なり、 研究 は 期待の 半分 も出來 ません かった。 いやにな つてし まふ。 然し 佛語 は學 校が 始まって から も績 

けて 見る 積り です。 本 丈け が讀 める 機に なれば 滿 足します。 

浦 島の 歌劇 は 未だ 脫稿 になり ません か。 鶴首して 居ます。 

此間英 まで は 頼んで 置き ましたが、 此 秋の 大學の 畫の展 覽會に は 可成 廣 くい \ 參考品 を 集めて 見たい と 思って 居ます 力 

ら、 ロダンの 彫刻 を经 つていた どきたい。 其方 法 は英に 申して やって 置きました。 又 君の 作品 も出來 るなら 经 つて 下さる 

まい か" 此前 送って 下さった 謦と 同じ 大 さの ものが あれば 額緣は あれで まにあ ふ譯 です。 開 期 は 十月 半の 積り。 

夫れ はさう と 信 子君此 間中 又々 御風 邪な りし 由、 最早 御 全快と は 思 ふけれ ども、 凉 しくなります から 御用 心 を 祈ります 

此方 は 幸に 此頃 は平穩 です が、 行 光が 犬の あまつ たれで 母にば かり 粘着して 居る もの だから 母 は 夜 二人に 責められて 招々 

寢る こと も 出来ず、 遂に 一 昨日 一日た ふれ ましたが、 今日は 元氣 づきました。 中々 骨が折れて 氣の議 です が 是非 もな、 

此秋 東京に 出たら 少し は 樂が出 來る樣 にと 祈って 居ます。 僕 は 又 明日から 學究 先生と なって 生徒 を 相手に する のです。 モ 

1 少し あきて 來た。 早々。  • 

志 賀直哉 氏 宛 11 十 一 月 十九 日 於札幌 〔六 九〕 

大變 遠い 處 Li 行って しま ひました ね。 何んだ か 兄の 事 を 想像す ると 哀れな やうな 氣 がします (馬鹿な (へ』 想 だが 多分 「世 

間 知らず」 に C 子の 筆と して 兄が 山の 中の 湖の やう だと 書いて あつたの が 頭に あるからで せう)。 何んだ か大變 |ナ よ」 心細 

いやうな 氣 がします。 兄 は 僕の 事 を 今まで さう 云 ふ 風に 思 はれた 事はなかった か。 「世間知らず」 はすつ かり 興 蜜して 讀ん 

でし まひました、 今度 は 兄の 集が 早く 見たい ものです。 僕 は 又 引 こして 獨 りで 表記の 小さな 所に ゐ ます。 


一九 一」 一一 年 

有 島 生 Slf 氏 宛 11 二月 二十 五日 於札幌 〔45〕 

(前文 缺く〕 或は 君の 外遊 は此 場合 適當 なるや も 不知、 大舞臺 の f& 氣に 呼吸す ると 申す 事が (今の 齡に 於而) 大切の 事な 

りと も被存 候。 犬に 御 熟考 ものと 存上 候" - 

光風 會、 川 村 氏 遺稿 出版、 雑誌 其 他に て 中々 御 多忙に 御 起居の 御模樣 先日 信 子 君よりの 手紙に て 承知、 結構に 存上 候" 

此度 の 展覽會 も 是非 上京 の 上賞覽 致 度、 今より 非常に 樂み 居候。 

安子 及 ニ兒は 久留米 三界 迄參る 事に 相 成 申 候" 此卷に 上京の 上 は 引 連れ 諸共に 歸 北の 積り に 御座 候。 英 夫の 事に つきて 

は寢 ざめ 眞に 宜しから ず、 又隆三 夫婦の 事 も あり、 常に 心中に わ だか まりて 困 居候。 何しろ 上京の 節に ゆるく 御意 見 も 

承度存 居候 U 

今の 學 校の 教育なる もの は 益い やに 相 成 申 候" 中庸と 申し 候 事 を —— 中庸が 極 動と 云 ふ 溶爐を 通過せ ずして 成就し 得ら 

る& 容易なる ものと でも 思へ るら しく 11 第 一 と 心 懸け 兎角 天下に 事な かれ かしと 夫れ のみ を 專念致 居候 有樣は 寧ろ 憐れ 

むべ く 候。 學生 全體の 謀叛が 起らざる が 不思議な 位の ものに 候。 

此處 にも 春 は 催されて 雪 も 著しく 相と け 申 候。 降る 雪 も 東京 風の 牡丹雪に 相 成 申 候。 特殊なる 春の よろこび はやが て 見 

舞 来るべき かと 存申 候。 

信 子 君 はおよ ろしき 方に や。 此 間の 寫眞は 見 あかぬ もの X 1 つ。 

喜 寬氏も 快方なる 事と 遙察致 居候。 

原久米 先生 參ヒ 致し 候 や。 草々 如 件" ■ 

1 九 1 三年  I 三 七 


有 武郞 令； elj- 笫八卷  一 三 八 

有 島 生 馬 氏 宛 —— 月 三十 一 曰 於札幌 〔お 一 〕 

長き 假 旅の 折々 彼 處此處 よりの 御 消息 は 興味 多く 讀 みながら、 君の 所 常住なら ざるに 心ならず も 共 儘 打 過 居 申 候處、 

先 3^, 御歸 京の 由 御 消息に ぁづ か り 安心 致 申 候。 旅の 末 方の 哀愁 多 か りし 樣 i 一 々 御 推察 申 上 候。 〔赏に^55 の ^路に は帘： 々 の 試 

練 相次ぎて 起り、 而 か，， 、其 性質 常に ：2： 而を 犯し 來 るに は 君が 心 裡に入 知れぬ 傷を與 ふる 事と 痛ましき 限りに 存上 候。 

痛み も 程々 ならば 其 人を强 くし 高く すべし と雖 も、 過ぎた る は 遂に 其 人 を 殺す。 僕 は 君の 极强 く快爽 なる 性情に 依^し 

切 に 艱難 君 を 玉 に せ む 事 を 祈り て 止 まず 候〕 

此 場合 何よりも 先づ定 むべき は陳子 君の 態度 を 確定す るに ありと 存申 候。 君が 先に も 云 はれし 如く 陳子哲 は 人心の 汚 i! 

なる 方面に は 嘗て 觸れ ざる 純情の 心 を 有する にて、 强き 世の 風波に 親しまし むる は實に 悲しき 事に は 候 得 共、 ^情 御 申 越 

しの 如く. 切逼 する に 於て は 斷然總 ての 事情 を陳子 君に 打明けられ、 同 君に 十二分 考察と 理解との 餘裕 とを與 へ、 少く とも 

當 面の 葛； i を 陳子君 自身の 手に よりて 解かしむ る樣 なされ 候 事、 最も 合理的に して 且つ 正確なる 過程な らん か と 私考 致： S 

候が 如何に や。 御 申 越の 如き 難 境 は 無 解決に て續 けば 續く程 益 紛糾 を 極め 來 るべき を 恐れ 中 候" 君の 家庭 は 君 等 二人の 手 

以外に は 何人た る を 問 はず 破 壞の手 を 入れし む 可から ず。 そ を敢て せんとす る もの あらば， 君 等 二人が Ei: 心して 担絕 せら 

るべき もの かと 存申 候" 此 場合 私 は 第一 の處 置と して 以上の 事 を 御 勸め申 上 度 候. - 

君が 君の 藝 術に 對 して 一 種の 不滿 を覺 えられる との 報 は 意外の 事と して 私の 胸 を 打ち 申 候。 君が 漸く 自己の 藝 術に 對し 

て 地盤 を 得ん とせら る &時此 不安 ある は 私の 何よりも 心强く 思ふ處 11 反語 的の 言獎を 許せ、 H;^ の 態度に 於て 私 は 君の 精 

進 を 讀 み 得れば と 信じ たれば 申せし 處に候 11 に は 候 得 共、 同時に 君が 暗澹たる 心鋰を 察して は， H 分 も黯然 たらざる を 

ず 候" 然し 私 は 敢て君 自己の 生命 を何處 まで も 其處に if きて 努力 营鬪 せられん 事 を 祈り 上 候。 こ は 唯 君 を 一時に 慰めん と 

して 云 ふ安價 なる 言葉に は 非ず 候" 君 は 確かと 其處に 不滅なる もの を存 する が 故に 申す 處に 候" 君の 努力 は 必ず 酬いら る 


ベく 候" 躊ひ給 ふべ からず。 ロダンの 熱意と ミレ ー の 敬虔と ミケ ラン ジュ 口の 執 坳とを 以て 進み 給 はれよ。 君の 生涯に は 

p. きたる 約束 ある 事を斷 じて 無にし 給 ふべき に は あらず 候ぞ。 私 も 蓮 命 を 信じ 居候" 若し 蓮 命が 私 を 必要と するならば 私 

も 何時か 用ゐら るべき 時機の 來る事 を 信じ 居候。 或は 用 ゐられ ずして やむ や も 知れず 候。 然し 私の 內 部に は 一 つの 力 を 潜 

めつ ある 事 を 自覺致 申 候。 唯 自己が そ を 愛 重せ ざるより 生ずる 悔恨と 運命の 戲れを 恐る. t の 不安と が 常に 私 を 臆病なら 

しめ 申 候。 君 は 私 以上に か. -るカ を 自覺し 居られ 候 答に 候リ 

若き 力に 鞭う ち 給 はん 事 を 切に 切に 祈 上 候"  . 

若雜は 札幌の 荒野 を も 埋め 申 候" 一年の 中 最も^ 命の ii かさ を 感ずる 時、 而 して 其 生命の 隣に 潜む 死の 影 を 最も 激しく 

想像し 得る 時期に 候。 林檎の 花が. くれに カツ コ T- と 鳴く 郭公の ig は 天地の {4! 隙から 漏 さる、 虚 公の 聲 とも 聞きな され 候。 

三人 は 幸に 無事。 草 々0 

五月 最終日、 北風 吹きて 急に 寒 濕を覺 ゆ。 

有 島 生 馬 氏 夫妻 宛 11 七月 三十 一 H 於 I  〔£ 一〕 

此方より こそ 永々 の 御無沙汰 平に 御 海 恕被成 下 度。 然處御 揃 御元氣 殊に 隨ち やん は 至而御 健かにて 益 i 御成 人、 口 も 上 

手に おき  >1 に 相 成 候 由吳々 もお よろこび 申 上 候。 

段々 仕事に 對し神 興 を 感ぜられ 御 努力の 由 承り 何分 もうれ しく、 西國 御旅 行 以後の 御 消息に て は 御 苦心の 程 兹御案 申 上 

居 s^: 處、 比 度の 御手 紙に て 安心 まことに 此 事に 御座 候" & ダン 展覽會 の 事に 關 しても 色々 御盡 力の 由 紙上な どに て 散見 致 

居候" かの 國民 美術 協會の やり方 は 見れば 見る 程變な ものい やな ものと 存候得 共、 其 主張の 如く 多少な りと も 事業に 成就 

せ ば 功過 相 償 ふ に 足るべく やと 御 奮闘の 程竊か に 願 上 居候" 

東京に 殘置 候敏行 にっきて は每々 色々 と 御迷惑 も 御 面倒 も 相 懸け 居候 半と 遙察罷 在 候處、 御 芳情 の 程".^ 々 も 御^ 申 上 候. * 


有鳥武 郞仝藥 4 が 八^  一 

去る 初誕生に も 御 もちやな ど 頂戴 致 候 由、 親心より ありがたく 御禮 山々 申 上 候。 

此夏は 如何 御 消光な され 候 や、 大 磯に でも 御 出 懸け 相 成 候 や。 何しろ 此 の 貴地の 大暑 御 察 申 上 候" 此地も 昨 HI あたり 

より 夏ら しく 相 成、 此分 にて は 御 兩親樣 御 來遊被 下 候と も 袷 物 等の 御 註文な され、 障子 をし め 切りて 御 蟄居な される 頌は 

なかるべく 存： US 候" 

新築 は 妙なぬ え 式の ものと 相 成 候 得 共 田舎の 事と て 新聞にまで 歌 はれ 候 事 氣はづ かしき 極みに 御座 候〕 建具が がた つか 

ず 冬 塞からぬ 丈に は 相 成 候 事 と存 居候。 

「草の葉」 御 愛 讀被下 候由滿 足此 事に 御座 候。 

御 仰の、 文章に なり 過ぎて 晦、 澀 なりとの 御 批評 は 諸方より 被 申 候) どうい ふ もの か 自分の 感じて 居る 所 を (思うて 25 る 

所に あらず) 可成 忠實に 言 ひ あら はさんと すれば あの 樣な 文章の 形式に よらざる 可らざる 樣相成 候事殘 念に 御座 候。 舉覚 

肖 得 未だ 完 からざる の 致す 所 か と 反省 罷在 候" 

河 村 君の 遣 稿 も 愈 御 出 來相成 候 由， 序文 はお もしろ きものと 存上 候" 夏 休に 相 成、 自分の 暇と 云 ふ もの 少々 出 來申候 間 

勉强 致さん と存 居候 得 共 一矢 張 中々 出來不 申、 行 光の 奴 は 御 相手の 入る 坊主に て 閉口 頓苜に 候" 御兩 親御 出に 相 成 候 得ば 

又々 何にも 出來 申さず 候" こんな 事で は 心細き 至に 候。 家庭と 申す 事 も ある 程度 迄の 問題な りな どつ くぐ 思 ふ 折 も 御座 

候" 

今日は これにて 失禝致 候" 鷗 ちゃんに よろしく 御 傳言願 上 候" 草々 如 件" 

有 島 生 馬 氏 夫妻 宛 11 八月 二十 五日 於札幌 〔£ 一〕 

二十 二日の 晚 身動き も 出来ない 程 こんだ 汽車に 一 睡の 夢も殘 さず 函 館に 向 ひました。 二十 三日 五 時 雲の 多い 心細い 空 を 

見上げながら 停車場 を 出て 一 寸宿 によって、 其 日の 一 時に 着く 船 を 待た うと 思った が、 氣が落 付いて ない ので 3g も 落 


付かないで、 湯の 川溫 泉に 電車 を驅 つて 藥 湯に 這 入って 始めて ー寢 入りした。 

此處は 昔、 父上 母上 行 郞と四 人で 逗留 した 事の ある 所. 六 年の 間に 村が 町に なって しまって 居る。 眼に 見えて 變 化の 見 

えて 行く 植民地の さま も 面白い ものです。 途中に は ダリヤ を 五 反歩 も 六 反歩 も 栽培す る 花屋が あれば、 若い 歷史 の嫩 葉と 

も 云 ふべき 五稷郭 への 道の 道標 も 立って ゐる。 

一時 こ 比羅夫 丸が 着きました。 申 板に 夫れ らしい 影 もない ので 失望し か \ つた 時に、 鳥が 敏を 抱いて ハッチから 出て 來 

た。 見る と 二 入と も靑ぃ 病人の やうな 顏 をして 殊に 敏は頰 が こけて 居る。 尋ね 給 はれた 父上 は 先づぃ \ として、 最後の 伝 

上 も 一方ならぬ 面 やつれに は I が 背負 なげ を 喰った 氣 味で 少しが つかりした。 鳥 は 船に 醉 つて 吐き、 敏は 風邪と 秦 と 

で やつ. - 母上 は 持病と ぉ菌と で參 られ たの だ 相で、 大した 事で はない と 聞いて 稍 安心した もの 气 敏の 腺病質に 風に 

も あたらぬ 風に 見える のに は寶 際が つかりし ました。 殊 S の 上の ぴ こくが 未だ 取れな いのは 氣 になる。 御兩 親に は、 

ハ S 減 を 申して 置いた が、 是れは 可な り 失望した。 

其 免よ 郵船の 支店長の 招きで 一 夕 I 地が しらと 云 ふ 所の 攀に 過ごした。 謹 先生 は 何んでも 十 年 振り 位で 藝 者の 侍 

る in 臨んだ 秦だ。 今まで 彼等の 前に 出る とこつ ちから 恥し 味 を 感じ て顏|  くす る。 僕 も 何時の まに か 冷やかな 而 

して 暖ぃ眼 を 以て 彼等 を 眺める 事が 出來る やうに なって 居た のに は 自分ながら 驚いた。 f 赤く する 事 S 々すくなくな 

ると 云 ふ 事 は 人の 生活に 臨む 一 つの 悲しい 事實 だと 思 ふ。 

其 夜 十二時 汽車 i つた。 而き 二十四日の 朝 九 時 札幌に 着いた。 安子と 行 光と は 停車場に 居た が、 行 光 は 早 li 

の 手 を 引いて 人力車に 同乘 して 家に 入った。 mi 但し 敏 行が、 近くに 讓の惡 いもので も來 墓に、 

あとし ざり をす る、、 兎に角 小 ざつば りする 所に 老親 を迎へ f 事 は うれしかった。 父上 は獨 り. 母上 は敏 をお 力し な 力ら 

僕 は tH> か 仕事 をしながら、 旅 G つかれで ぐっすり 晝 響した。 擎は 重い からだ を 抱へ ながら 殊勝に 雄 t  く 立 働、 て 居 

る。 荷物 I けて 居る 中から 御- i の 大佛の 禁と芳 舟霸と が あら はれた。 大佛の 柱 木 は 何ん と 云 ふ 謹な もの だ， き。 
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たの 御用 心と 全く 調和し ない 程の 美しい もの だと 思った。 芳舟 遺稿 は 友情の 香の 高い 記念碑 だ、 人の 生活 こ あた，， か， ：- 

を寄與 する 一種の 護符 だ。 

陳子 君から 母上への 御手 紙 は 今朝 © いた。 ぼんぼりに 人形 を かざって お 寺の 中で 御寺の 勤行の まね をす ると 云 ふ， f や 

んを 想像す ると 繪を 見る やうな 幻像が 起る。 

朝天氣 がよくな つたら 高木の 居る 登別溫 泉に 父上と 共、 に 行 くだらう。 

原 久米太 郞氏宛 11 九月 十七 rn 於札幌 ?s 

八月の 十日に 新築 家屋に 引越し をす る。 越えて 二十 n 一日に 東京より 兩 親が 次男 を 連れて 來札 する。 父に 侍して 彼 處此處 

旅行す る。 八 曰に 別れる。 十 一 日より 舉 校が 始まる。 十四日に 高木の 阿 爺が 御 苦勞樣 にも 北海道 くんだり 迄 頼まれ もせぬ 

に 中等教育の 視察 を 兼ねて 講演に やって来る" そのお 伴 をす る 。先づ こんな 譯で 珠玉の 如き 日月が 空しく 過ぎて しまった 9 

兄が 眞 ifil にな つ て 働いて 暮 したのに 比 ぶれば お 恥し い 次第で ある。 

神 戸の 生活の 單調 であらん 事 は號て 想像 はして 居た が 是れは あまりと 云へば 無 調と 云 ふべき らしい ね， 然し！, 5；： 門に 沒頭. 

するとな つたら 何處 でも さう なんだら う。 先づ專 門 家に なれる 人 は 宗教 的氣 分の 多い 人 か 馬鹿 か 何方 か だ。 兄が 煩悶 を感 

ずる 所お は、 宰か 不幸 かその 何れの カテゴリ， にも a し 得ぬ と 云 ふ 事 を證據 立てる もの だ" 先づ祝 驚と 申さう。 

札幌の 洪水と 申しても 高が 豐 平の 假撟が 流れた 程の もの だ。 然し 鈴木庄 君の 所な ども 犯された。 其 隣の 池 田、 木 村 も 多 

少 やられた。 池 田 は 子供が 寢 小便 をした 事と 思って 頭 を どやして ゐ ると 豈 計らん ゃ寢 小便と 3- ひし は 全くの 洪水で あつ 

たとの 說が ある。 吹 田の 所 は 家 前の 雜が 倒れた どけ、 生の 所の 解が 傾い た^けで 他事なかった。 佐 山、 足 助 はさす がに 市. 

屮 だけにす ました もの だ" 吹 田 は 目 今 名 in 屋に 出張 中。 佐 山 は 依 例 如 例。 足 助 は 蝦夷 富士に 登った お蔭で 足を惡 くしたり 

貧血 を 起したり し C 困って ゐ るが 元 鎮は狂 盛 だ。 僕 も 亦 頭 健如舊 だが 二人の 餓鬼に は不尠 時間 を 殺 がれて ゐる。 大；： ：： ま.： T 


の 中で 苦阔其 頂、點 に 達して ゐる らしい。 其 中 尋ねて 十分 内 情 を 尋ねて 見たい と 思って 居る。 

1^ 頃頓と 本を讀 まなくな つた。 是れ から 然し 奮闘す る。 年を取る 毎に 若 やいで 行く 覺 悟で 高木の 阿 爺な ど はさす がに 元 

氣だ U 十六 日に は 午前に ni 時 問、 午後に ni 時間、 夜 一時間 半の 演說を やり、 翌日 も 午前に 三 時間 半、 午後 三時 間 半の 長 時 

間に 亙りて n 一寸 不燜の 舌 を 振って ゐた。 去年の 九月から 全國 の中舉 程度の 學 校の 視察 を 思 ひ 立って 旣に 一道 三府 三十 九縣 

を經 めぐった 相 だ。 

生の 子供 は兩 人と も 至て 1^ 健 だが 毎日の 喧騒に は 閉口して ゐる。 十二月 か 正月に は 更に 一 人 を 加へ る 事に なって ゐるリ 

多 蜜な りと 云 ふべ しだ リ 

兄の 所 もお 脤 やかな 事と 思 ふ" 皆元氣 だら うわ。 

窗 いて ゐ ると 留め 度がない。 此位 にして £ はかう。 生 も是れ とて 纏った，： DI 足 は 感じない、 然し 希望 は 十分 持って ゐる。 而 

して その 實现を 待ち あぐんで ゐる。 

是れで やめよう。 札幌 はいよ く 秋に なった。 朝夕 はホ々 寐ぃ。 もう 霜も來 る だら う。 

嵐. さんに もよ ろしく。 

足 助 素 一 氏 宛 11 十月 一 一十 n 百 於札幌 〔七 五〕 

客はゐ ないだら う、 あの m 屋 から 離れた 六疊の 室に 陣 どって 默 然として 物 思 ふ 兄 を 想像す る 事が 出來 る。 

昨： 仪は實 に會 心の 一 夕であった。 平生 心中に 潜めて 誰に もル IT けなかった 一 事が 兄に よって 眞面 E に聽 取され た 察 は 僕に 

とって は 唯なら ぬ よろこび だ。 固より 寶 行の 疏ぃ 思慮の 足らぬ 僕が 思 ふ 所で あるから、 夫れ が 兄の 向上 的 一 路に 何の 貢獻 

を 爲し得 たかは 云 ふに 足らぬ 程の こと. 1 は 思 ふが、 僕の 云った 事 は 僕が 云へば こそ 無力で ある けれども、 僕は眞 gt 一 を 語り 

つ k あつたと いふ 良 信から 返く こと は出來 ない の だ。 
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兄の 所謂 「高望み」 と 「ィ， 'ジ- • ゴ， イング」 なる もの は 僕と 雖も 兄の 心中に 之れ ある こと を 否定 丁る 事 は 出来ない 

が、 篤と 考 へて 見る と 人間 誰か 夫れ を 持たぬ ものが ある だら うか、 又 それが どれ 程 兄の 魂の 生長 を さまたげて 居る だら う。 

僕 も 兄が もっと 兄の 魂全體 に 注意 せられた ならと 思 ふの だ。 

兄が 「高望み」 と r ィ T ジ ー.ゴー イング」 と を 惡む其 處には 兄の 魂の 1 部分の みが 物 皆と 接觸し 過ぎて ゐる嫌 はな か 

らう か U 

僕の 生活 は 近頃 非常な 荒み 方 をして ゐる。 僕 は餘り 外面 的に 忙し 過ぎる。 是れ から 又 内向し ようと 思 ふ。 

谷川に さし か.^ つた 楓樹は 紅くな つて あの おんこと 色の 音樂を かなでて ゐる事 だら う。 あの 牧場の 事務所に は 今でも 汚 

い アイヌの 合の 子が ゐる かしら。 

.琳 しい 氣の 澄んだ 所 .：• 兄の 其 處の數 曰が 兄に best  possible  results を 資さん 事 を 祈って ゐる。 

足 助 素 一 氏 宛 11 十月 二十 八日 於札幌 £s 

魂と.： n 己との 關係は ベルグ ソ ンの 意志の 自由と 不 .HI 由との 關 係に 等しい と 僕 は 信ずる。 自由なる 意志 は純粹 なる 時間 中 

にの み 存在す る やうに、 魂 は 絕對の 境 B^、 純主觀 の^ 界 にの み儼存 する し， 束縛され たる 意志と は {へ な： 間に 散漫した 意志 を 

指す ものである やうに、 自己 は 魂の 全部 若く は 一 部分が 個性と 云 ふ 境地 を 出で て對 人的 對社會 S 境地に 墮 した 處に 生ずる 

ものと 見られる と 信ずる。 

だから 自己と 云 ふ 以上 は 必ず 對象 を豫 想す る。 魂が 此 世に 生れ 出で たる 時 其 覺醒の 曙光 は 自己なる もの を 通じて 開かれ 

るので ある。 卽ち 魂が 他の 入に 對し 若く は^ 會に對 して 接觸 した 部分から 魂の 自覺は 始まる ので ある。 

而 して 自己の 意識が 早晚魂 自身の 覺醒 にまで 深まって 行く ものである。 卽ち 客觀の 世界に 彷徨して ゐた 態度が 純 主觀の 

熊 度に 納まる ので ある。 卽ち對 象の 變 化の 爲 めに 常に 粱 せられて ゐた 自己 は 遂に 對 象に 超越して 躅 り 生長し 行く 魂にまで 


向上す るので ある。 

恐らく この 向上 は 何れの 人に も 一生 一度 は來る もの だと 2ゎ ふ。 少く とも 死に 面した 瞬間 • 外 圍の對 象が その 價値を 失 ふ 

箏 矢の 如く 速 かなる 瞬間、 總 ての 入の 衷 にあって 魂 は 明かに 目覺 めぬ であら 5 か。 

自己の 意識が 漸く 深くな つて 行く 時、 魂の 消息 はやが て 明かに なって 行く。 その 時、 自己が 魂の 事 を 云 はんと すれば 勢 

^の 「fl^ の 葉」 の や 5 な 表現 を 蜜んで 來 るので ある。 この 時の 自分と は、 勿論 魂の 小なる 一部分で は あるが、 魂の 全體が 

純 主 觀裡に 住する に反して、 魂が 云 は t 突起して その 觸角を 現象 3^ に揷 入した その 部分に 相當 する ので ある。 而 して 魂の 

觸 角と 見る が 如き その 自分なる ものが 魂 を 僮 惜し 測量し 讃美す るので ある。 

魂 は 最後に は 全體の 統一 を 全うする。 夫れ は 前に も 云った。 然し 魂 は 純主觀 から 下って 物み な (「草の葉」 の 用語) に卽す 

る 時が ある。 この 時 魂 は 分解し 魂 は その 不合理と 悲境と を哭 する ので ある。 

魂 それ 自身で， In: 足せろ もので は あるが 11 想像が 許されるならば 11 總 ての 魂 は 何等かの 點で統 一 されて ゐる らしい。 

魂の 共鳴 さう いふ もの を 我等が 寶 際に 味 ふ 以上、 總 ての 魂の 統一 と 云 ふ 事を豫 想す る は あながち 空想に 墮し たものと は 云 

へまい と 思 ふ。 

凡ての 魂 を 統一す る もの は 何 か、 それ を 僕は大 なる 魂と 假に云 ふの だ。 然し その 犬なる 魂の 僕に 不必要なる は 堯舜の 民 

の 堯舜が 不必要な るが 如くで ある。 

魂 は 不時の 災害に 遇 ひ 得ん とする も 能 はず。 • 
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魂の 醜 さ を 高調した の は 今までの 人が {〈ェ 想して ゐた 魂から 區别 せんが 爲 めだ。 今までの 人 は 魂と いふ もの を 肉體、 0 

から 切り放された、 若し 必要ならば 甲の 體を 出て 乙の 體 にも 住みかへ 得る 淸淨無 招な 不思議な ものと 思つ てゐ たの だ- こ 

れ ほど 不思議な 空想の 所産 は 多く あるまい" 

魂 はそんな もので はない。 或 時 は 肉に 從 つて 動き 或 時 は 靈 に從 つて 動き 11 此處 で 云 ふ 靈肉 は 勿論 古 い 造語 を 新し い 

に 盛った の だから 方圓 相容れ ざる 所 ある は f 欺 知して 頂きたい —— 而 して 主觀 的に 生長し つ .1 ある もので" 客觀 的に は 罪 も 

造る し 惡念も 起す もの だ ぞと云 ふ 意昧を 高調した に過ぎないの である。 

哀れなる 僕 は 魂の 經驗 について 是れ 以上 を 語る 事 を 知らぬ。 僕 は 兄が こ \ まで 漕ぎつ けて 僕の 經驗に 更に 推敲 を 打 せん 

K5 祈って やまぬ" 

香ばしい 人格 11 それ を 兄が 僕に あてはめる こと は 僕の 今 忍びざる 所 だ U 

札 幌も今 曰から 急に 裴く なった。 カル ルス の 初冬が^ ばれる。 此地 では 朝鮮人の 人 參飴寶 りが 白 布 張りの 屋礙を かつい 

で巿 W- を 徘徊す る。 それが ⑩の怪 の やうに 札 幌の秋 を 促が して 急ぎ足に 冬に すべり 込ました 機に 思 ふ。 

中 根 は 二日 前 家 を 出て 今夜まで 歸 つて 來 ない。 機 は もだえながら ぢっ とその 歸 るの を 待って ゐる、 放蕩息子の 歸來を 待 

つ 老父 ほどの 寬容な 心 を 以て。 是れは 僕の 近頃の 内部生活の 大出来 だ。 ニ兒 共に 頑健、 母 も亦然 り。 

兄の 信仰の 曙光の 上に 祝福 あれ， 

溫 .：1^ が氣に 人って よかった。 


一九  一 H 年 

足 助 素 一 氏 宛 11 1 月 七！ 於札幌 〔セ 40 

とうく 兄 は 行って しまったな。 札 幅は琳 しくな つた。 今朝 は 船の 上で 北海 に 別れ を 告げて ゐる察 だら う。 

足 助 素 一 氏 宛 —— 一 月 十 R 於札幌 〔七 <〕 

lii 束 京に 着いた 相 だね。 途中で 安眠が 出來 たの は 重疊。 札幌 では 中 根が 殘 して 置いた 遺書が 机の 中から 出て 來 たので 

大騒ぎが 持 上り 親許に も 遺書 風の ものが 發！^ せられた との 事で、 捨て置く 譯 にも 行かず、 その 爲 めに 沒 頭して ゐ たが、 今 

日柬 京で 見つかつ たとの 電報 を 得て 一 先 重荷 を 下ろした 處だ。 

ド ー も 兄が 去って から 氣が ゆるんだ 樣な氣 がする。 店に 行って 兑 ると 鈴 木 先生と 岡久が 店頭の 整理 をして ゐ るが、 兄が 

見えな いので 店の 魂がぬ けがら になつ た樣 だ。 

京 は 1 體全 IT とうだ。 少し 精神に 變 化が あつたか、 希望が 湧いた か、 行 先によ い ヒント を 得た か、 近 澄 先生 は 如何で 

あら 5 i 明日 行 くんだ な 11 ド， か 兄が 躍り 上る 樣な 光明に 接せん こと を 祈って ゐる。 兄 たは 掘 下げて 行って 金の 茶签を 

掘り あてぬ 箬 はない と 思 ふ。 

御 親父の 事 は 承知した。 

「お 末の 死」 が氣に 入って 嬉しかった" 花 袋が かの 作 を： a て 災厄と いふ もの.^ 不思議な 道行が 自然に 晴 示せられ て 居る と 

云って くれたの は 嬉しい 評の 一 つ だと 思った。 僕 は あの 晚 あれ を 書き 績 けて 朝の ni 時 頃に 恐ろしい 樣な 淋し さに 襲 はれて 

" ンケチ が ずぶ濡れになる 程す- 1 り；.^ いた" 隣に .1 て ゐる大 石に 氣 奴ら れ はしまい かと W 心って 心配した。 それが あの 作 を 

一九 一 四华  】 四 七 
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あれ 丈け にして くれたの だと 思つ てゐ る。 

札 幌は此 好 晴が續 いて 居る。 弟の 病氣も 癒え， 行 坊主の 熱 も 返いて 稍 小康 を 得て 居る。 然し 今年 は 兄に も！ 2 にも 厄年 

ではない か。 困った もの だな。 然し それ も 面白から う。 

今 行 坊主が 眼 を さまして 泣いて 居る" それ を 聞く と氣 がいら くして 思 ふ 事が まとまらぬ" 何れ 又 其 中。 革々。 

寺 田 A 次 氏 宛 11 月 曰 不明 〔お 九〕 

拜啓。 本 曰 は 貴 舍在舍 の 橋 本 一郎 氏 来訪の 折 同氏に 託し 一札 呈上 致 置 候處、 果して 右が 御手 許に 達 候 や 否や 疑問に 御.； ij 

候 間、 雷： 複は不 厭、 また 前便に は 申 上 候 儀 さし 控へ廣 候 件に も 併せて 玆に得 貴意 候 段 御 了察 奉 願 候。 

實は當 地 大學豫 科 第二 年に 中 根 幸 雄と 申す もの 有 之、 去年 四月 頃より 酒色に 親しむ 事を覺 え、 漸く 甚 しく、 暑中休暇 は 

じめ には國 許より 御 親父 も 来られ 一方ならぬ 心配せられ 候樣の 事に て、 立腹の 餘 り退學 せしめて 他の 業務に 就かし めんと 

せられた る 程に 候處、 本人が 悔悟 を 誓 ひ 候爲め び 就 €4 せし むる 事と なり、 九月 開校 以來は 小生 宅に 於て 世話 致 候 都合に 

相 成 居候。 

借 色々 本人 放蕩の 誘因 等 相 尋ね 申 候處、 貴 舍橋本 氏 は同國 のよ しみ を 以て 兼て 別懇に 致 居騰々 缺席を 共に したる 形迹歷 

然 たる もの 有 之 候に つき、 兩人共 若 氣の事 なれば 不爲 とならぬ 樣此際 斷然絕 交 致 候樣中 根まで 申 渡 候 次第に 御座 候。 

然處 去る 十月 二十 八 曰 (？) 撟本氏 出札 中 根 を 訪れ 外出、 21 に 行く とも 申出で ず 111 日間 歸宅不 仕 其爲め 痛心 罷往 候處、 

三日 HI に 飄然 歸宅、 登 別に 參候結 楽 旅費に 窮し橋 本 氏が 一 人 先 づ歸來 して 中 根の 洋服 を 典し 中 根 も 縫に 歸札 する 事 を？ 4^ 候 

由 申出 候" 其 後も兩 人の 間に は 常に 書信の 往復 又は 個人的 往復 有 之候樣 子に 御座 候處、 此庹 冬季 休暇に 際し 中 根 を 一 旦歸 

國 せしめ 親父に 面 會の上 詫 を 入れ、 借金 等 も 返 濟致候 上に て 更に 向上の 一 路を迎 り 候樣申 聞け、 先月 二十 八日 夜 常 地出發 

爲致申 候 U 


然處 其後國 許より 何等の 消息 無 之 稍 不安 を懷き 居候 際 中 根の 交遊す る I 學生 訪ね 參り、 去 二十 九日 橋 本 氏より 飛電 あり 

て 中 根が 旅費 を 遺失した るに より 調べ くれよ との 依頼 有 之 候 由 申出 候 間 奇怪に 存じ、 昨日 早速 電報 を 以て 國 許に 紹介 致 候 

處當人 未着の 返電に 接し 驚き 居候 處に 本日 正午 あたりに 橋 本 氏 出札 拙宅 来訪の 上、 中 根 は 二十 八日 小 樽の 宿屋に 一 泊翌ニ 

十九 日 橋 本 氏に 電話に て 來宿を 請 ひ 旅 金 遺失の 一 什 を 語り たれば 撟本氏 は ある 限りの 衣類 を 典し 七圓を 得て 是れを 中 根に 

渡し 中 根 は 同日 再び 汽車 を 以て 歸途に 登 候 由、 而 して 其 際 中 根 は 小 坐 方に 預り ある 衣類 を 橋 本 氏に 着用 致 くれ 候 樣申殘 候 

由に て その 衣類 を 借用に 來れ りとの 事に 御座 候。 

小生 は それに 對し、 中 根より 書面と 其 他證據 となるべき もので も 有 之 候 は V 格別、. 一 面の 識に 過ぎざる ものに 預品を 渡 

し 候 事 は 絕對に 相 成が たき 由 相 答申 候" 

去る 二十 五日 小生 わざ-^.. 出 樽し、 中 根の 洋服の 質札 を もら ひ受候 際、 橋 本 君に は旣に 洋服 はう け 出して 返濟 すべき 

窖 の處、 故鄕 よりの， 逶 金は盡 く舍監 部に 来り、 舍監に 於て 先づ學 校の 收入を 控除せられ 候 上、 小 遣 は 手許に 受取る 順序の 

處 未だ 其 勘定 を 不得候 間 其 中 得 次第 返濟可 致と 申 出られ 候 事と 記憶 致 候 間、 本日 中 根の 衣類 融通 致 兼 候に つきて は、 小生 

より 舎監に あて 手紙 さし 上げ 右 金額の 勘定 君の 分 だけ 特別に 早く 致され 候 樣願出 候べ しと 申し、 先便 相 認め 候 次第に 御座 

右の 學 資金の 事 は 橋 本 氏の 申され 候 通 事實に 御座 候 や。 小生 その 事 を 申せし 時、 同氏の 顔色 は甚 しき 不安の 色 浮び 候 を 

認め 申 候が、 若し この 事 も 虚構な りと すれば、 此兩人 は 一再ならず 虚構 を爲 しつ、 ある ものに 御座 候。 現に 登 別に 參 候と 

申す も 全くの 虚事 にして 實は 札幌に 於て、 服 を 典し 三日 流連 飮み あかせし ものなる 事 は 疑 ひなき 事の 樣總て を 綜合して 存 

ぜられ 申 候" 旁 橋 本 氏と 申す 入物 は、 中々 油斷 のなら ぬ學： と存 ぜられ 候間此 度の 事件 槪略申 述べ 御 參考に 供し 候と 共に 

學 資金の 事事 實に 御座 候 はば 特別に 小 遣 金 を 同氏に 御 渡 相 成 樣被致 度 御 依 賴申上 度、 何分 中 根の 所在 不明の 爲め 事の 眞相 

を 捕捉し がた く、 其 中 判然 致 候 上に て 橋 本 氏に 融通 願 居候 事確實 なれば 早速 返濟の 手續に 及ばせ 可 申 候 間 可然御 了察 奉 願 

I 九 1 四 年  1 四 九 
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候 U 

尙橋本氏は本日は屮根の爲め權牲となり居るものなりと申され候得共以前には少くとも十圓は中根ょり借金致：！^られ候 

機 申- is られ候 (以下 缺) 

足 助 素 一 氏 宛 —— 一 n--?^  一  HI 於札幌 〔八 o〕 

淸見 寺と 聞けば なつかしい 幼年の 記憶が 浮び 上る。 父が 虎 列羅を やって 豫 後の 爲 めに 母と 共に 旅行 をした 時、 僕 は 十三 

程の 少年と して S 休暇の 終る と共に 二人の 跡を此 地に 逐 うた" たしか 旅館 は 阪ロ屋 とま ふの だと 覺 えて 居る。 ある 夕方 

京からの 容を迎 へる 爲 めに 停車場に 行って ゐ たら、 田舍の爺さんが切られた財布の緒を頭からだらりと下げて列^^を飛出 

して 來て 何か訴 へる と、 停車場 づきの 便所に 潜んで ゐた 「ス リ」 が 苦 もな く驛負 の 手で 捕 へられて 踏まれたり 蹴られたり 

する の を さすがに 氣の毒 だと 思って 見た 事 も、 阪ロ屋 の 二階の 四角に なった 窓から 興 律の 山 を 眺めながら 雨の 降る！！ d; 喪 ふ 

と， 泣き出して 母と 霄 生が 色々 と 慰めて くれたの だが どうしても 泣き やむ ことが 出來 なかった こと だの、 淸 寺の 奥 徵院で 

靑 嵐の 中に 和尙 から 軟珂の 術と いふ 今の 靜坐 法の やうな 長壽の 法を聽 いた こと だのが 暗い 記憶の 中から 斷片 的の 閃きと な 

つて 湧き上って 來るリ 

其 處に兄 はさ すらって ゐ るの だ な。 

^に に會 心の 師家 を：！^ 出した と； K ふこと は、 深く く 僕 を 安神 させた" 若し それが 不可能であった 場合の 兄 を 想像す 

ると、 僕 は隨分 困る やうな 心地になる。 固より 兄の 思想が 彼の 考へ 方の 調子と 和 鳴す る こと は あるまい が、 彼の 心持ちに 

兄が 同 情す る ことが 出來、 彼 も 亦 兄の 心持ち を 受け入れ ると 云 ふこと ならば、 其 内に 又會 心の 一 茶番 も 打てようと 云 ふ も 

の だ。 まだ 頭が 惡 いと は 心細い が、 あの 海と あの 山との 間に 狭まって みたら、 兄の 頑固 頭 もに こ/ \ し 出さずに は： S られ 

ま I 


僕 は 死に はしなかった。 不阖 した 事から 撓蟲 とい ふ蟲が 肛門の 近所に 築 へお つて ゐる ことが 判った ので、 それ を 殺す 爲め 

に 佐 山 國手を 煩 はして 藥を 盛って もらった の は 確か だ。 然し 藥は 盛り 過ぎ をされ た 事 はない、 盛り 足らず をされ て 今 だに 

蟲が It 息 しないと 云 ふ 迄 だ。 僕の 命に 別條 はたし かにない が 同時に 病 源 も 頗る 健 だ。 こ \ いらが 佐山國 手の 眞面 In: と 云 

ふ 所 だら う。 兄の _1  ザで は 先生 少し 買 ひ 被られて 居る とい ふ もの だ 呵々。 

偖て 僕の 所の 放蕩 兒も昨 H 歸 つて 來た、 いやはやと 父なる 入から 云って 來 たが 先 づ其所 等が 彼 を 評する 適 語 だら う" 今 

に 角 僕の 所に 居る。 弟 は旣に 昨夜 病が 治って 發 足した。 

松 尾 も 昨朝 歸 札した。 * 屋の方 も 其 中 鈴 木との 授受 をす る だら う？^ 木、 岡久 は勉强 してやって ゐて くれる" その外 夜 

學校 校外 生の 誰れ 彼れ、 夜 學校敎 師 の 三人 も、 時々 店に 來てゐ たやう だ" この間 例の 肉屋から 肉を収 つて 鈴 木、 岡久 三人 

で 夕飯 を やった。 鈴 木 は 足 助 先生が 札幌を 去った 時 は 悲し (以上 二十 口〕 かった が、 先生 は、 .HI: 分 達の 行くべき 道 を 一歩 

先に 瀬ぶ みして 吳れて 居る と 思 ふと 非常に うれしく つてた まらない と 本當に 嬉し 相だった。 (以上 二十  一 口 朝 ：} 

今月 も 一 つ 白樺に 書かう と 思って ゐ たが 成功し なかった。 どうも^うた 程 本も讀 めず 勉强 も出來 ない のが 殘念 だ。 こん 

な 事， では 老耄 してし まふ。 

此間撟 浦が 話しに 來て 少し 話した。 話頭 は 兄との 話の 外に は 出なかった。 會 つて 話して 心 持が い- 

何しろ 話 相手が なくなって しまったので 困る。 二十 一日に あの 「琳 し」 と 書いた 端 書が 屈いた。 それ は 一片の 短 書で あ 

るが、 僕の 手紙の 中には 保存して！ きたい 程 深く 思 はせ る片 信であった。 資に 兄の 心 をよ く 思 ひやる ことが 出來 る。 

自 電し 給へ。 

t 如 親 〈タカら 手紙 カ來 て、 委し い こと を窗 いてよ こせとの ことであった。 { ；:^ 敫せ" い て 上げる から そんな ことに 心 を さ 

すに 置き 給へ。 千 柿 も 頃 戴した。 

1 九 一四 年  一 五 1 
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處々 黑 地の 見えて ゐた 札幌も 昨夜し つかり 降った ので 冬ら しい 光景に なった。 今學 校の 窓から さし 視 くと、 夕 U に はえ 

て 何ん とも 云へ ぬ 美し さ だ。 興 津の春 も 羨ましい が、 此雪は 中々 捨てられない。 

餘り 長くなる から 今日は 是れで 失敬す る。 (以上 二十 二 曰 午後 三時) 

寺 田 .0; 次 氏 宛 11 一  月 一 一十三 B 於札幌 〔八 一 〕 

復啓。 先達 は 勝手次第なる 御 願 申 上 候 處以御 好意 御 聞収被 •  下 候の みならず 却而御 鄭重なる 御 挨拶に 接し 汗舶 資に此 事に 

御座 候" 決して 橋 本 氏の み を 責めた る 意に て 申 上 候 儀に は 無 之、 小生 監督 罷在候 中 根に も 却て 撟本氏 を陷れ たる 事な ども 

有 之 候 事と 危惧 罷在 候。 何しろ あ 上 K ふ 連 キの擧 動 なれば 一 寸 常識に ては考 へがた き 事の み 多く 誠に 閉口 罷在候 段 御 諒察 

奉 願 候。 中 根 は 去月 二十 八日 故鄕烏 山への 歸途姿 を隱し 父母に 非常なる 心痛 を釀 し、 親父 上京して 漸く 發見、 今月 十三 日 

烏 山 出 發の由 申 來候間 十五 日に は 驚 札の に 待 ISS 候處 歸來ら ず。 放 抛し 置 候處、 十七 日 突然 在京 都の 母上より 弟 病 氣の飛 

電有之 候爲め 捨て も 置かれず、 一 學生を 小 樽に 走らし 貴 校 を 尋ねさせ 候處， 橋 本 氏 は 十五 日頃より 寄宿 舍を 無斷に 出で た 

る ま >1 歸舍せ ずとの 事に て、 要領 を 得ず 其 儘 歸札仕 候 由の 處、 恰も その 夜中 根 も 小 樽より 歸札 せし 由に て 十八 日 歸宅致 

候" 小生 方に 於て は 二十 七日 當 地に 着の 害なる 親父に 事情 打開け 候て、 一 先 歸鄕致 候 心 組に 御座 候 間 事 荒立てず 其 儘に 致 

置 候" 

然處 昨日 當大舉 賄 方に て 中 根 を 世話 致 居候 もの に 小 樽なる 撟末 氏より 電話 有 之、 中 根の 爲 めに 衣類まで 入質して 闲 却し 

居れば 相談の 爲め 上京す るとの 申込 有 之 候 由 承 及 候 故、 昨夕 貴 書 接 手の 次第 も 有 之 早速 今朝 相 尋ね 申 候處、 昨日 は 遂に 來 

札せ ざり し 由に 御座 候 故、 多分 は 矢張り 小 樽に 居る もの かと 推察 被 致 候" 尙 同人 札 幌に來 候 樣の事 も あらば、 前陳 贿 方よ 


り 申出 候 樣依賴 致^ 候 間 其 節 は 早速 得 貴意 可 申 候" 此度は 多分 中 根の 方より 橋 本 氏に 色々 御迷惑 を かけ 居る に は あらず や 

と 心許なく. 存 居候 處、 若 左様の 事 も 有 之 候 半に は 何卒 御 許 願 上 度 此段不 取敢御 返事の み。 早々。 

志 賀直哉 氏 宛 11 1 月 二十 五日 於札幌 〔八 一一〕 

永い 間の 葛藤が 遂に 圓滿の 解決に 来た 事 は 嘸 快い 事で せう。 是れ から 兄の 仕事に. H 由が 伴って 大きな 發展が 遂げられる 

事と お喜び 申します。 

この間の 「范の 犯 はすつ かり 感心して しま ひました。 あれ 丈强ぃ 主觀の 根柢の ある 客觀的 敍述が 成立てば あれで 最 

も 然な而 して 眞 正な 意味の 象徵的 作品が 出來 上った と 云 ふ ものです。 私 は 昨日 モ ー 一 度 あれお 讀み 返して モ ー 一 度 感心 

しました。 私もァ 、云 ふ symbolism に 到達した いと 思って ゐ ます" 

大 井町 は大 森に 行く 途中 かと 記憶して 居ます が はっきりした 見當 はっきません。 田 舍には 思 ひも かけぬ 程 さつば りした 

家並の い、 處に坐 垣 をめ ぐらされ た 新しい 一 構へ と 云 ふやうな 感じが します。 門札 は 鬼に 角 書いて 投函し ましたが 全く 氣 

に 入りません。 その 中 こっちで 札 をけ づ らして モ， 一 度 試みて 見る 積り です。 

^舍 の敎師 をして 居ても ちょいく 思 ひも かけぬ 刺戟に 遇 ひます。 この間 一 入の 友が なけなしの 所有物 を 捨て- - しまつ 

て 雲水に 上りました。 私 は それ を 鎌 倉の 兄の 叔父さんに 紹介し ました。 然し その^ 地 も 名 (姓 は 知って ますが) も 判らな 

かった の で 尋ね あ てな かつ た 相です。 

子供が HI 人に なりました。 お蔭で 讀 書が 滅相 出來 ません。 

「i„ 十の 葉」 は 何だか 譯が 判らなかった でせ うね。 それとも 讀 みませんでした か。 あの 中には 然し 私の この頃の 感想が 可な 

り驟 命に 投げ込んで あります。 私の 進境 は あれ 丈け の 事です。 

今日は 冬に 似合 はない 大雨です。 I 月の 半に. こんな 事 は 希有と 云 ふので せう。 冬の 眞 中に 雨の 音 を 聞く と はかない 氣が 

1 九 I 四 年  I 五 三  』 
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します。 今 室の 中は晴 くな つて 陰鬱です。 すぐ ひねれる 電燈を ひねらずに 書き 續 けて 居ます。 この 陰 蒙な 手紙 は 兄の 新し 

い 明るい 室に 影の やうに 落ちる でせ う。 

今 ひねって 兑 ました" 矢 張. 淋しい。 

足 助 素 一 氏 宛 —— 一 月 一 一十 五 nn 於札幌 S3 

昨 s は 雷 報で 驚かされて それ 程 長く 手紙 を 書かなかった かと 思つ て 居る. と 今日 手紙が 着いて それに も 僕が 通信 を 怠つ 

て 居る 事が 雷い て あるの で 大に面 喰つ た。 

實際 この 數日は 中 根の 事で 多忙 を 極めた が 明日 か 明後日 は 父なる 人 も 愈 i 來 るから 引渡 を 了す る 積り だ。 中 根に は 全く 

失望した。 自分の，： m 惚れの 程が 今更 顧みられて 一 寸恥 しい。 

餘程 しい 機 子 だね" モ 少し 腰 を 落 付けて かトら なければ 辛抱 は 出来 相 もない な。 老師と は どんな 話 をして 居る のだリ 

唯 話が 面白い とい ふ 丈け か。 それとも 心底に 徹する 所が あるの か。 若し 單に 面白い とい ふ 通り 一 遍の 事なら 尻に 根が 生え 

ない 中に 帆 を かける に 如く はなし だと 思 ふ"  . 

與渾は 細長い 町で その 眞ゅを 縱に鐵 道が 通って 居る から 汽車の 通る 度每 やかましかった と 記憶して 居る。 無人の境に ゐ 

て 見る と 兄 も 仲々 の 煩惱家 だと 云 ふこと が 知れる ね。 話 相手の ない の を唧っ 所から 見る と 中々 山 端に も 引 込んで は ゐられ 

相 はな いぢ やない か。 

今やう くの 思 ひで 又 御 父上に この 紙で 八 枚 程の 手紙 を 書いた。 こんなむ づ かしい 手紙 は 近頃 書いた ことがない。 向う 

からの 手紙 は 一 寸淚を 誘 ふやうな ものだった。 僕 は、 兄が 今まで 兄の 本性に 北 H いた 生活 をして ゐ たが 今度 稍 それに かなつ 

た 生- 活が 出來る やうに なった の だから. 悲しむ より は 寧ろ 喜んで 上げる 方が い- 1 と 云 ふやうな 事 を 臆面もなく 書いて 上げ 

た。 惘れて 居られる かも 知れない" 


干 柿 も 澤山逡 つて 來て 下さった。. 毎々 大變 おいしく 頂戴して ゐる。 

松 If が歸 つて 來た。 歸 省の 首尾 は 上々 らしい。 二 ー！1 年 は 何 處で何 をしても い.^ と 云 ふ 許可 を 得て 來た" 松 尾が 何時か 兄 

と 僕と 安子との ni 人の 前で 云 ひたいと 云って ゐ たことの 内界 を ira いたら、 松 岡と，： ni 炊して ゐた頃 誘 はれて 藝 者 を 呼ぶ 席に 

臨んだ ことが 四 五 度あった とい ふこと を自. WI する 爲 めで あつたと 云 ふこと だ。 眞 面目で それ を 云って ゐ たから それならい 

いぢ やない かと 云って 置いた。 

11 立 社に は 橋 本 を 入れる こ とに 矢張りな つ た b 

今夜 は リン コル ン會 だ。 この 晚には 何時でも 兄 を mis3 する ことが 殊に 强ぃ。 雨が どしゃ 降りに 降って 不快 を 1- める 日 

だ。 

河內の 父が 死んだ 相 だね。 破天荒の 弔文 を 書いて やった。 寶際 僕に はさう 悲しく 思へ ないから 仕方がない。 

兄 は 感想 (朋友に 話さん と 思 ふこと) を 誓いて ゐる だら うね。 

行 光の 滿三 歳の 時寫 眞を寫 したから 逡る。 マグネ シャム を豫 想した 結 架 僕の 服 は あんなに なった" 彼等 二人 はそんな こ 

と を 知らないので ハ ッ キリして ゐる。 

安子から もよ ろしく。 

足 助 素 一 氏 宛 —— 二 5 ハ B 於札幌 〔〈四〕 

二月 1 日の 手紙 は受- 取って Si きながら 义 無沙汰した。 

ド， 'も 月日の 經 つのが 早い のに は 驚き入る。 

モ T 阪上 老師 は歸 つて 来られた か。 其 後の 兄の 進境 は 如何。 少し 高利 贷の 催促め くが 何んだ か 兄の 部の 鹽 梅が 知り 度 

くて いけない。 
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僕の 所では 五 人 共先づ 無事 だ。 先づ とい ふの は 行、 敏が 矢張り 跟で 病院 通 ひ をして ゐ るのと、 僕が 撓蟲の 多 霜を兑 る^ 

りで 大便 を たら 膿 類似の もの 附着して ゐる こと を發 見した ので、 佐 山 氏に 圖 ると 痔 ろうか も 知れない と； K ふので 今日 

病院で トウく 尻 を のぞかれる ことにな つた。 而 して その 結 BK 痔 ろうで ない とい ふこと だけ は 確か まった が、 肉が 表皮 を 

破って 露出して ゐ るから， 砲 酸 銀で 燒く ために 是れ から 三 四日 通 はねば ならぬ とのこと だ。 我れ ながら 淺 ましい 第 ョ 等 病 を 

わ づらひ 出した もの だ (第 三 帝闕の 類 か呵々 )。 然し 是れで 尻の H 合が さつば りすれば 積 日の 不快 は 一 掃され るの だと 思 ふ 

とや K 鎮 母し い。 

兄の 躅 立 社への 傳 言は傳 へて 置いた。 新閜は 社から 直接に 逡 るとの こと。 文明 協會は 先月 は 間違 ひなく 经 つたとの こと。 

それから 夜具 類 は 兄が 歸 つたら 新に 造る 積り で 使用したら よから うと 撟 本が 使った 相 だが それ は 全部 此方に 联 よせて 綺^ 

にして置く。 兄の 荷物 はソ ー 云って あるが 朱 だ 持って 來 ぬけれ ども 其 中に 來る こと. -思 ふ。 林檎 は 後れて 失敬した が 明日 

经 ります。 六號は 或はい、 のがない かも 知れない と 思 ふ。 それから 白樺 を發经 する。 

この間 田 中と 小 熊が やって 來 たので 一寸 會 心の 話 をした。 科學 とい ふ もの.^ 領分 を いくらか 確め 得た 樣に思 ふ。 小潭新 

聞に 文 iS 欄と いふ ものが 出來て その 寄稿 を 鎮まれた から 何 か 書いて 見る 積り だ。 載ったら 笑 に经 るから ii んで 見て くれ 

給へ。 第二 月曜と 第 四 月曜 だ。 

河内 は 兄の 所に よらなかった 相 だね。 河內と 云へば 水蜜の 三年と は 又 喧嘩 を やった。 要するに 僕が 辛辣な 點 を 第一 期 

に與 へたから だ。 今 H など は 四十 幾人の 中二 十 人位し か 出席し なかった。 その代り 出る 連 は喧 if 腰で やって 來 るから 授 

業が 眞劍に 出 米て 而 白い。 結局 僕 は 不親切な 事 をして ゐ るので はない の だから 僕 は その 級に 出て 行く のが 面白い。 ヒョッ 

ト すると モット ひどい 結果が 其 中に 來る かも 知れない がそれ も 面白い と 思うて 平氣で 居る。 

河內 から 手紙が 來た。 それに 書いて ある 兄に 對 する 同情の 言雜は 彼の 兄に 澄った 手紙と は 反 對に頗 ろ 適切な 同情が 動い 

て 居る。 矢張り 彼 は 兄 を 知れる もの だと つた" 卯 之 町の 方 は 行き 惱んで © るら しいね。 


段々 自分が 表面に 浮み 出て 來る、 それが 面白い。 

寺 田 真 次 氏 宛 11 二月 六 rn 於札幌 〔<  五〕 

拜呈。 先般 橋 本 一 郞氏處 分に 關し御 尊書 被 賜 難 有拜受 披見 仕 候 處其儘 疎 懶に打 過 申 候 段平に 御 海 恕奉願 候。 

此度橋 本氏處 分に つきて は 巾 根の 件 犬に 力 ある 也と 本人 參られ 候て 申 聞 有 之 候處、 寶は其 際 W. 根の 行 III に關 しても けし 

からぬ 件々 發見致 候 際と て 甚だ 心苦しく 存候處 に 御座 候。 然處 同人 親父 參られ 色々 と 打合せの 結 粟 此度願 出 退 舉致候 事に 

相 成 多分 は 京都 同志 社に 入 學致候 樣相成 候 半 かと 心得 申 候。 小 坐の 不敏よりか X る 生徒 を 出し 累を 他にまで 及ぼし 候 段 汗 

顔の 至に 不堪 平に 御寬容 の 程 願 上 候。 

尙是れ を 御緣に 自然 御 出札 も 有 之 候 際 は 御 立 寄 御 休息 被 下 度、 先 は 右 乍 遲延經 過 報告 旁 御 挨拶の み。 草々 如 件。 

有 島 生 馬 氏 宛 —— 一 一月 十七 日 〔八 六：！ 

II 一 笠の 展覽會 も 最早 閉會に 相 成 候 半。 鑑賞 者 は 好し 少數 なりし とする も 君の 天稟の 發露 を眞に appreciate せる もの 、勘 

なから ざり し を 信じて その 結果 をお よろこび. S. 上 候" 然し 團體 になら ざれば 勢力な きこの 國の習 ひとして 個人展 覽會に は 

君が 期待 以上の 一般 注意の そ、 がれし 事尠 なかり しゃに 察 上 候。 かくの 如き 民衆 を 相手に 美の 建設に 苦勞 せざる 可から ざ 

る 君 等 の 心の 不平 は 乍 憚 重 々 御 推察 申 上 候。 

「心 を 起さん とする もの は 身 を 起さ^る 可から ず」 との 御覺悟 潔き 事に 存上 候。 小生 も 其 心 は 忘却 致す まじく 候。 唯今 は 

身 を 起し 得 可き 機會の 熟さん 事 を 翹望致 居候。 四十に ならば 如何なる 障 礙も排 して 起ち 可 申 候。 

熱 海よりの 音信に よれば 信 子 さま 曉 ちゃん 打 連れて 御 保養 かた <\ 御 出の 由ォヂ ー さま ォバァ さま 無上の 御滿 足と 存. H 

候。 信 子 さまに も 彼 處の氣 候 はよ ろし かるべく 存上 候。 折角 御攝 養の 程く れ<\ も 念 上 候。 
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i 輯甲上 候 幕 は 三十 圓 位に て出來 上り 候 は^ 幸に 御 諮 候。 模 樣はゴ シック 處 にて 草. K 願 上 度 候。 

この間の 曉 ちゃんの 寫眞は 完全なる 少女の 容貌と か 候" 多少 燒け氣 味に は 候 得 共 他人に 對 して は 自慢の 程に て、 その 

當 lil はよ く耿 出して 相 見せ 申 候" 如何に 美しき 乙女に 育つ らんと 樂 しみ 待 たれ 申 候。 當 方の 三 入 は 頗る 健在 なれ ども 木强 

と：_^ふ奴にて家庭の中に優しみは加はり不申、 終日 喧嘩と 頭 泣の 諮 を 聞き ゆ 候。 第 III 人目の 如き は 全く 放擲され て 自然の 

如 く^かに 育ち 居候。 此頃は 何か聲 らしき もの を 出す 機に ffl 成 候て 人の 愛 心を牽 きそめ S ！。 

今年 は 小生の 厄年の 由、 何しろ 正月 以來 よき 第 はなく、 行郞が 來れば 直ぐ 氣、 滞在中に は 家の 書生の 事に て苦勞 千离、 

今度 はもう 一人の 書生が 握 紅 熱に て 入院、 家 內は大 消毒、 小生 は痔 にて 時々 困り 25 候 機の 有機に て 何ん となく 汕が 十分に 

行き .1 らぬ感 有 之 候。 一 生の 一 時期 到來 かと 深く 自誡致 居候。 

足 助 素 一 氏 宛 11 二月 二十四日 於札幌 〔八 七〕 

今夜 八 時 過 平賀と 階上の it 齋で 話して 居る と 兄からの 電報 を 受取った。 平賀は 倉皇 歸り 去った" 不 一； 称に 思って 開封して 

見れば 思 ひも よらぬ 凶報に 先づ 驚かされた。 

電文の 「マ ユア ヮズ」 に 兄の 恨みの 凡てが 言ひ现 はされ て Ili^ る^ を 見る。 是れが 普通の 場合であった ならば 兄 は 寧ろ こ 

の 老爺の 他 を 自然の 定 命と 祝福した であらう に、 今 この 際 兄の 心を領 する 唯 一 入 を 亡 はれた る 兄の 心中 は 唯々 推察に 

餘る。 

兄の 發 心が この度の ことの！ ^因の 幾分 を 成さう が 成すまい が、 兄 は 勇敢に この 愛着の 絆 を 心 靜 かに 他界に 经る m 意が 肝 

耍だ。 

心の i を I つ 失った 兄の 孤 11 を 思 はぬ ではない が、 又 同時に 兄が 剪 猛心を 振 ひ 起すべき 機綠の 一 つが 熟した とも 云へ 
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何 を 云って 居る のか 自分で も はっきり 判らない。 然し 事の 次第 を 追うて 見る と、 兄の 上に は 兄 を 玉 成すべき 蓮 命が 臨ん 

で 居る やうに 思 ふ。 悲しめ、 然し 悔 ゆる こと 勿れ。 運命 は斯 くの 如くして 兄 を 最善に 導きつ  >1 ある。 

モ， 少し 心が 落 付いて から 又 書く。 

河 野 象 子 氏 宛 —— 三月 十一 日 於札幌 〔〈八〕 

久しく 御無沙汰 申 上 居候 處 先達 は福士 へ の 補助金 御经付 被 下、 本人より 小生 宛 之 受領 證差 出させ 置 申 候 間 旣に御 落手 被 

下 候 事と 存上 候" 難 有 御 禮申上 候。 

此頃は 御病氣 如何に 被 爲人候 や。 追々 好 時節と も 相 成 候 得ば inl 然御 快適と 察 上 候" 拙 方 一 同 は 幸 無事 健在に 御座 候 間 幸 

に 御 放念 奉 願 候。 

遠 友夜學 校 生徒に して 無智なる 母 之犧牲 となり 藝妓に 賣られ 候 もの 有 之、 未だ 十五 歳に 過ぎざる に 早 一 入 前之妓 として 

客に 侍する 不仕 合せ 憐 むにた へざる 事に 御座 候が、 性質 無 邪 氣に頭 もさして 鈍から ず 候間尙 よく 研究の 上 救 ひ 出さん かと 

存 居候 處、 自由に 致させ 候 上 は そ @處 置に 窮し 居候 處、 好き 手段 は 無 御座 ものに 候 半 か。 拙宅 は 唯 Ar 學生 二人 をぁづ かり 

居候 間 同居 面白から ざるの みならず、 ：r1 幌に 置き 候 は 不利益と 存 候が 御 一 考 なし 下され 候 は^ 幸甚に 御座 1i。 該 女は遂 I 

週間 程 前より 始めて 座敷に 出 候 ものに 有 之 未だ 墮落は 致し 居らざる 事と 存ぜ られ 候" 

先 は 右内 祕に御 相談 申 上 度。 時下 折角 御 自愛 專 一 に 奉 祈 候" 拜具。 

足 助 素 一 氏 宛 11 n 一月 十四日 於札幌 〔八 九〕 

二度に 書かれ.；. 兄の 詳書は 牛： の 聞かん とする 所の 凡てであった こと を 感謝す る。 あれで 僕 はすつ かり 安神して しまった。 

而 して 兄が 個性の 最も 深奥な 部分で 動いて 居る こと を 思つ て唯羡 ましく 思 ふ" モ，' 僕 は 兄の 處 置に 對 して 何等の 杞憂 を 抱 
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くこと をし ない。 四面楚歌の 裡に 置かれた 兄が 「剪 者 は獨り 立つ 時 最も 强し」 と 云った シラ ー の 言葉 を實 現しつ、 あるの 

を齒 ぎれ のい、 大事 件と して 瞻 望して ゐる。 

人の 情 を 以て 動く こと を 知らぬ 人の 行 爲の醜 さかな。 かくの 如き 人間 こそ は 生きながら にして 畜生道 を 行く ものと； 石へ 

よう。 兄 は 永 井に A 間の 如く-生 くる こと は 如何なる もので あるか を 思 ひ 知らせる ことによ りて 至大の 功績 を 施す ことが 出 

來る" 

然し この 尖兵の 次に 控 へたる 本衞 こそ は 曲者 だと 思 ふが、 兄の 態度で 進むならば 若し 彼に 後め たい 事の ある 限り 彼等 を 

顏色 なから しむる こと は 必然で ある" 唯 恐る、 所 は 兄の 底情徑 行が 彼等に 乘 ずるの 機を與 へんかの 一事で ある。 然し 是れ 

とても 兄が 皓々 の 心 を 淀ます ことが 出来ない とすれば 要するに 兄から 見れば 極めて 皮相 的な 手傷 を 兄に 與へ 得る に 過ぎ ま 

い。 然し 兎にも角にも 彼等 をして その 狐 智を振 ふの 餘地 をも與 へざる 丈け の冷靜 なる 準備 も 必要 だら う。 何事の 方面に 於 

てで あれ 彼等の 意 を 通さし むる は. K 意で はない。 

兄の 今後の 方針 は 自ら 又 熟考の 期が その 中に 來 ると 思 ふから 今 は 僕の 考を 述べないで 置く。 

第二 番目の 手紙 は 殊に 僕に は强く 深く 響いた。 こんな 緊張した 心 構へ になる ことによって のみ 人 は 生き 得る の だと 思つ 

た U 僕に 出來 得る こと は 何んでも する から 何卒 言 ひつけて くれ 給へ。 然し 今度の こと は 僕に は 手 を 出す 餘地は 無 さ 相 だ。 

而し て 兄獨り 働く とい ふ ことに 意味が あり 相だリ 

兄が 札幌を 去る の 動機 を與 へた ものに は 僕が 可な り大 なる 力と して 存 一;^ して ゐ ると 思 ふ" この度の 結果が その ことによ 

つて 大分 紛糾せられ たの は 誠に 遺憾の 至り だ。 然し 是れ によって 却て 根本的の 解決に 達し 得る とも 云へ ると 思 ふ。 さ うぢ 

やない か。 

兄が 亡父と 別居され た 理由 も 僕に は 十分の 同情 を 以て、 うな づ かれる。 僕 自身の 行爲 が裏霤 された やうに 思 ふ。 

伽藍の やうな 大きな 家に 段々 琳 しくな り まさる 喪に 居りながら、 一 面 死の 彼方 を 思 ひ 他面 實生沾 の 葛藤 を斷 たんと する 


兄 を 想像す ると 一 寸 日本の 現在に あり 得る こと、 は 思 はれぬ やうな 氣 がする" イブ セ ンの藝 術が 髮鬆 として 過 眼す る。 

足 助 素 一 氏 宛 —— 三月 一 一十 二  R 於札幌 〔九 0〕 

あの 長い 手紙 を もらって から 早速 出した 手紙が まだ 屆 かないと は 不思議 だ。 臂際 往復に 長く か \ るの は 厭な もの だ" も 

う 少し 近くって くれる とい 、-ん だけれ ども。 

馬 越 氏の 返事が 割合に わかって ゐ ると は 何より だ。 どうぞ 是れ 以上 兄の 心 を 焦 立た せる ことなしに 相當の 解決 もつ く樣 

にと 切に 祈って 居る。 實 印と 借 sl„ "文と は 遂に 出て 來 なかった か。 然し 馬 越 氏 はま さか そんな ことで 苦情 を 申立てる 程の 人 

ぢゃ あるまい。  • 

長文 は 早速 河内 兄の 方に 经 つて 置いた。 兄の 御手 紙に よれば 末 光が 校長の 座に 就く やうに なった 由、 兄の 思 はく 通りに 

行った 譯 だね。 

大學 では 又 續け樣 に 二人 死んだ。 一人 は 林 科 二 年の 衣笠、 他 は 同級の 村井義 一。 衣笠の 方 はよ く は 知らないが 村井義 一 

は 最も 面白い 人間の 一人 だと 僕が 竊に 思って ゐた raf: だ。 後事 を 委紬霄 き 認めた 遺 霄を朝 三時 半に 殘 して、 その 朝 六 時に 下 

女が 其 家に 行った 時には 袴 を はいて 仰臥した ま \ 心臓 痲嬅で 往生 を 遂げて ゐた相 だ〕 孤獨 寡言 鄕黨 にも 離 徒に も 曾て 友 を 

作らなかった 彼、 翳學を 無視して 一度 風邪の 時藥 を飮ん だきり 醫師の 助 を 求めなかった 彼、 寒中 決して 下 蕾 を用ゐ なかつ 

た 彼、 香を薰 じて 夜 四 更に 及ぶ こと 魔 i なりし 彼、 獨逸 語の 文舉百 數十册 英語の 文學數 十册佛 語の もの 十數 册ラテ ン 語の 

書籍 若干 を讀 破して 知らん顔 をして ゐた 彼、 死ぬ 四 五日 前の！ T 記に 死ぬ 時 は 袴 を 蕾け て 死ぬ. V 斷 つて 置いた 彼、 角帽と 金 

釦を 極端に きらった 彼、 齢 二十 四 歳" 

兄が 雲水に 出る と 聞いた 時 彼 は 獨立社 も それ 程え らくな つた かと ひどく 感心した 相な。 知己 は 妙な 所に 居る もの だ。 

ビリ ゲンの 將來に ついては 當 人から も 手紙が 來 たと 思 ふが、 佐 山の 診斷 では 矢張激 働に は 向かぬ 相 だから、 工作 場の 本 
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ェで型 を やる 方に でも 採用して もらつ たらと 思って ゐる" 兩親は 彼 を 天理教の 教師に 養成す る 義務が あるの だと 云って る 

が 當入は 一 向乘氣 がない らしい。 

氣 候が 惡 いせ ゐか 11 それでも 雪 は 大分 融けた。 去年の 靑ぃ草 の 雪に 埋もれた のが ざれた 綠 色に 地面に 現 はれ 出た。 煙 

筒に は 春の らしい 煙が 立つ 11 病人が 多くて 困る。 今 は 試 驗嫒中 だが 驚く 程缺席 者が あろ。 然し 僕の 所 は 女中の 末に 至る 

まで 健全 だ。 乓籐も 立って 國に歸 つた。 

今月 は 白樺に 短い もの を 書いた から、 夾月 出たら 经る。 今度の もので は 生地が 出て しまった。 あれ を 書いて しまったら 

泣きた くな つた。 

足 助 素 一 氏 宛 —— 三月 一 1 十九 曰 於札幌 〔九 一〕 

此間は 地頭の 兄の 生活 幷に其 周圍、 今朝 は 馬 越 氏との 交渉の 結果の 御 通信 を 受けて 滿 足と： 喜びと を 同時に 感じた。 さす 

がに 馬 越 氏 は 世の中から 苦勞 人と 呼ばれて 居る 人 だけ あつたと 見える ね。 僕 は 兄 を 通して と 及び 其 肖像と を 見て 彼 を 解 釋 

し、 欲情の 强ぃ 人情の 薄い^ 鬨 力の 旺盛な 實業 家との み判斷 して ゐ たが、 それが 案外の 淚を藏 して ゐ たとい ふこと は 案外 

の 拾 ひ 物 だ。 兄の 第一印象 も 僕の 空想的 印象 も！ 寸此處 に戶迷 ひと 云ふ體 だね。 然し こんな 戶迷 ひなら 結構 至極 だ。 無 か 

るべ しと 思 ふ 所に よき 物 を 見出す 喜び は 凡そ 天下 無雙 だら う。 

三百 金 もた しかに 落手した。 早速 ありがたう。 

兄の 視る やうな 描寫 になる 兄の 周 圍は僕 をして Ern 覩 する 如く 兄を傯 ばし める。 兄が か >| る 境遇に あって 果して 永く 滿足 

して 住み 得る かと 云 ふこと が 僕に は 一 寸今 不審に 思へ る。 然し 若し 兄が 彼等の 1 憬と惡 癖と 頑迷と を 許容して 靜 かに 實質 

多き 生活 を 管れ 傍、 村人に 刺戟 を與 へて 永い 年月の 間に 村の 改善 を爲 すの 樂 しみ を 感じ 得るなら、 兄の 今にと つて は先づ 

是れ程 身 を 入れて い- <働 き I- 所 は 他 にないの ではない かと 僕 は 思 ふ) 僕 も 四十まで は 今の 境遇に 我慢す るが、 その 年に な 


つたら 縱令 親父 存命と 雖も狩 太に 引 込み 度い と 思って 居る。 僕 は 段々 と 心底から その 必要と 樂 しみと を 感じて 來て 居る。 

撲は 謹んで 內 部から 物の 靜 かに 成熟し する の を 待って ゐる。 もう 我々 も 所謂 Life  Work に 落 付くべき 時機が 到来した 

と 思 ふ。 地頭なら 第一 兄の 健康に 申 分がない だら う。 然し この 問題 は 大分 大きい、 尙 よく 考 へさして くれ 給へ" 

昨夜 は 獎勵會 があった。 目立った こと は 卒業生の 來會の 少なかった こと (今度の 卒業生に あらず)、 父兄の 来賓の 非常に 

冬かった こと だ。 芹 川が 長々 と 一年の 報告 をし、 加 藤が 式辭を 述べ、 僕が 獎勵 の辭を やった (新 島、 鈴 木、 高 杉 皆 ことわ 

り)。 一 生の 中 この 世の中に 生れた 時より 少しで もい からよ くして 死なう ではない かと 云った。 

式が 4^; 部 濟んで 卒業生の 懇親 會に 移った の は 十 時、 それが しまったの は 正に 十二時 二十 分 前だった。 席 ヒ兄を 思 ふの あ 

まり 一同が 寄！： きをした の は 兄の 手許に 屆 いたらう。 例の 各自の 志望 を 述べ 合った。 卒業生 は 男 五 人 女 三 人、 その 中で 大 

森と 云 ふ舆が 一 寸發展 し 相 だ。 

今日は おだやかな 日曜 だ。 試驗 の點數 記入 も 濟んで や. -閱を 得た。 今 は 獨 立 社の 看板 書き を やって 居る。 あの 上等の 方の 

看板 をけ づり 直して それに 油 11 で 裏表に 描いて 居る。 一 片の 木で も 描き 始める と 愛着が 出て その 木 を珠の やうに 綺麗な も 

のにしょう、 木から 珠を 造り上げようと いふ 藝術的 創造の 氣 分が 潮の やうに 湧き上る。 兄が 五 年 奮鬪の 記念碑 を 造る の だ。 

兄の 上に 祝福 あれ 祝福 あれ。 

昨夜お そかった のと 夜中 何 かや かまし かった 行 坊主 を 世話し 通した ので、 今朝 は跟が 赤くな つて 動 もす ると センチ メン 

タルに なりたがる。 

三月 二十 九日 朝 晴れ渡りた る签の 色 を 例の 北 向の 窓より 眺め やりながら。  . 

足 助 素 一 氏 宛 i 四月 十 一 日 於札幌 〔九 己 

何よりも： M にか、 るの は 兄の 健康が 幌の それに 逆 屍り をした と 云 ふこと だ。 また 激甚な 頭痛に さいなまれて 居る のか。 
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撫 苦しから う。 今頃 は 屹度 色々 なる 囘 想が 湧き 來 つて 兄 を 苦しめる ことが 多い と 思 ふのに、 それに 病氣 まで 手傳 つて はた 

まるまい。 小康 にても 得られん こと を 祈って ゐ る" 

それにしても 兄の 所 は 櫻 花 も旣に 散り 盡 してやが て 若葉に 杜鵑 もな く 時と なる の だら 5。 然し 此 間の 通信に よれば そん 

な 所に も 雪が 降った さう だね。 何とい ふ天變 地異 だら う。 昔から 國が喷 落す ると 天地に も 凶徵が あると 云 ふの は此 等の 消 

息 か 知らん々 簿 氣味惡 く考 へられる こと も ある。 實際神 も 惡魔も 一 所になって何か希有のことを企て>-居るゃ•.っにもi^3^ぇ 

るで はない か。 札幌も 今日は 朝來 すさまじい 西北の 風で 宛ら 冬に 展 つてし まった。 僕 は 今 スト， 'ブの 側に 身 を 寄せて 此手 

紙 を 書いて 居る 仕儀 だ。 兄で もゐ たら 最も 不快な 日と して 此日を 記憶す る だら うと 思 ふ。 

兄の 向後の 方針に ついて 兄が 又銳 利な 自己 呵責 を やって 居る 樣 子が ありく と 眼に 見える。 僕 も 兄の 性癖と 事業の 性質 

生活の 境遇 等を考 へて 見る と眞に 如何なる 道が 兄の 擇ぶ べき 道で あるか を 知る に 苦しむ 11 が此 場合 矢張り 故鄕 にあって 

I 先 づ產を 治す るの 方針に 出る のが 得策で はない かと 考 へられる。 丈夫な 正直な 作男の 一人 も 抱へ て 置けば 兄 はさ う^か 

ら晚 まで 仕 慣れない 仕事に 努力せ ずと も濟 むと 思 ふし、 山林な ど を 借りて 仕事 をして は 間に合 はない かも 知れない が、 さ 

う 高い 地價 でも あるまい と 思 ふから 熟 畑 をもう 少し 買 ひ 足して 何 か 特有 作物で も 栽培して 收約的 農業 を營ん だら 相 當に效 

果を收 める こと は 出来 はしない か。 兎にも角にも 兄の 姉妹の 二人 は 向後 兄の 責任の 許に 來 るべき もの だと 思 ふ。 固より お 

二人共 相 當に遺 逢の 分配 を 受けられて は 居る が、 金と いふ もの は 如何 云 ふ 機 會で烏 有に 歸 せない とも 限らない" さうな る 

と 日本の 女 は 先 づ足も 手 も 出な いんだから 如何しても 兄が 是れ に對 する 生活の 保證 者と ならねば ならぬ" 若し それが 出來 

ない 場合に は 又々 永 井、 馬 越の 連中から 痛く もない 腹 を さぐられたり、 柄に もない 面 を 振 廻 はされ たりし なければ な 

ら ぬと 思 ふ。 それ は 側 眼で 見て ゐて さへ 苦々 しい 限りであって 見れば、 殊に そんな ことに 潔癖な 兄の 遣 憾は思 ひ やられる 

次第 だ。 其 意地に かけても 兄 は豫め 其備へ をな し 置く 必要が あらう と 云 ふ もの だ。 此他、 人から 負 はせられ る 屈， t を 反撥 

せんが 爲 めに は im 分が 自身に 對 して 多少の 自由 を 束縛して 置く 位 は 甘んじて 忍ばねば ならぬ と 思 ふ。 此邊 の御考 如何 リ 


家 校 も 段々 の 難產の 末に 潮く 敎師 の數は 揃った が 加 藤、 石 野、 金 田、 松 尾が 退いて その代りに 豫科 三 年の 近 藤 (余 助、 

今 僕の 家に 居る) 福 山、 それから 本科 I 年の 秋 野が 加 はり 此處 一一 一 日 前豫科 一年の 福 士が加 はった。 近 藤 は 高等科 一 二 年、 

秋 野が 尋 五六 年、 福 山が 四 一年、 福 土が 二三 年と いふ 配合 だ。 兄 は 多少 近 藤 は 知って ゐる だら う。 三 年の 特待生で 性質 は 

面白味 は 些か もない が眞 面目で 堅實 だ。 福 山 は 知らない かも 知れない が 一 寸小學 校を敎 へた 經驗も ある 相 だし、 夜學 校に 來. 

て闲る 程惡ぃ 成績で もな く 思 ふ 事 は どんく 云 ふ 丈け の Frankness は 持って 居る と 思 ふ" 秋 野 —I 是れ がー 寸考へ もの だ 

が 融通 は 至つ て 利かない 代り 眞 面目に はやって ゐる (女難の 患 は 注意 を耍 する が)。 それから 福士は 嘗て 兄が 僕の 所で 見て 

何んだ か 煮え切らな いと 云った 男 だが、 段々 見て 居る とさう でない のみならず 發達 しゃう によって は 可な り 面白い 男に な 

ると 見込み をつ けた。 頭 は 滅相い、 し 苦學は 骨に しむ 程 やって ゐる、 どうかして やらなければ ならない 譯 であるから 夜學 

校に 芹 川と 同 住して 報酬 を 僕が 少し 補って やれば 可な り樂 に勉强 が出來 ると 思 ふので 賴 むこと にした。 まあ 是れで 樣子を 

見て 見る 積り で 居る。 

四月 號の 白樺の もの は 厭な 氣 持ちで 讀んだ こと だら うね。 とうく 弱音 を 吐いて しまった。 弱い もの X 醜 さがつ く，^ 

自分 をい やに さす。 もう 是れ から 土 を 喰んでも あんな 弱音 ははかない 積り だ。 醜い 自分 を 見る の は 厭 だ。 坐 命の ある 限り 

は 美しく 生きて 行く、 生きて 行く 努力 をす る。 あれに あった 長 與善郞 の 「盲目の 川」 はえら い 力で はない か。 僕 は あれ を 

見て 思 はず 興奮 させられて しまった。 それに 引き くらべる と 武者の rA と 運命」 は みじめな 程 弱さが 眼に 付いて 來た。 本 

當に 武者 は 今 Critical  point に 立って ゐる らしい。 でも 彼が 「世間知らず」 を 書いた 時には 少く とも 「盲目の 川」 に 匹敵 

する 位の 力 を 感じさす 筒處 もないで はなかった が、 戀 愛に 一段落が つくと 彼 はもう 力 を 失 はう として ゐる。 要するに 善郞 

も 生活の 根抵 にもつと 培って 行かなければ、 彼の 戀 愛が 一 段落 を 告げる と 武者の 跡 を 追 ふの 運命に あると 僕 は 思 ふ。 僕 は 

其 if から 云って まだ 實際失 する に は あたらない。 僕 は 善郞程 緊迫した 力 を 今 兹に振 ふこと は出來 ない が、 彼等よりも モ 

少し^に 密着した 生活 を 追 ひ 得る 立場に 漕ぎつ けて ゐる。 而 して 僕 は それに 向って 益 i 生長すべき 力と 興味と を缺 いて ゐ 
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ないし、 僕 は 自分の 力の 限り ある を自覺 11- 他人の 誰よりも 11 しつ X も尙 進むべく 餘儀 なくされて 居る 内部が 撲に それ 

を 命ずる。  . 

僕が 死んだ 跡に 身の程 it ら ずと いふ 譏り は 被る かも 知れない が、 それ は 僕が 寧ろ 喜んで 受 くべき 稱號 だ。 

今 B はとんで もない 氣焰 を， 吐いて しまった。 こんな こと を 云 ふと 何んだ か 武者 見たい だり 野暮と 云へば 暮の 骨頂 だ。 

然し 一生に 一遍 位 兄に 漏しても 笑 ひ はすまい。 

どうか 身 體を招 心して くれ 給へ、 而 して 徐ろに 善後 を 考察し 給へ。 序に 云 ふが 躅立社 は 今日で 全く 整理が 終った さ § だ。 

橋 本と いふの は 熱心に 働いて ゐる" 先月 はとん くに 行った 相 だ" を かしな もの だ、 商 賢と いふ もの は。 11 兄の やうな 

見かけの こ はい 人の 居る 方が 商 賢が あると 云 ふの だから 不思議 だ 11 人格の 力 は 思 はざる 邊 まで 働く と 見える" 

此間大 島が 來て 話して 行った。 彼奴 は 中々 而 白い 傾向に ある。  . . _  - 

有 島 生 馬 氏 宛 11 五片 十四日 於札幌 〔九 15 

藤 井さん のタぺ ス トリ， が 損傷な く 着し ました。 目も覺 める やうな 模樣 に先づ 驚かされて 早速 二階の 客間の 一方に つる 

して 見ました。 而 して 椅子に よってよ く 見ました。 唯 室の bare な 事の みが 目立って 闲 りました。 あれに 釣合 ふ 程の 裝飾 

は 如何したら 出 米る だら うと 殆んど 失望 的に 思 ひ 煩 ひました。 

それ程ぁれは此飾氣な ぃ{!^f內に は 美しい 花々 しい ものでした。 

君が ぉ忙 はしい 所 を 色々 御 奔走 下さった 事 を 1  《《謝します。 藤 井さん にも 是非 手紙 を あげて 御禮が 申したい から 御 序の 節 

に 番地 を 知らして 下さい。 又 御禮は 如何なる 程度に したら い X もので せう。 是れも 御考を 聞かして 下さい。 

明 H 大掃除 をし て 客間 を 少し 飾り た いと 思つ て 居ます。 

又此間 伺った 縛畫の 術語の 譯も ありがたう。 あれで 明瞭 だと 思 ひます。 それから 額緣も 其中经 つて 下さる と 思 ひます が 


御 序に スケ ツチ 板のば かりで なくもう 一 ま はり 大きい 板に 用 ふ 緣も御 逸り を 願 ひます。 

札幌も 春に なりました。 黑 味を帶 びない 靑雜 が黑ぃ 木の 枝 を勿體 ない 程 美しく 裝ひ 始めました。 

此^の 「ピサの 少女」 11 つた 氣分 のよ いもの を拜 見し ました。 上品な 口-マ ン チックな 氣分は 君の i 場 だと 思 ひます。 - 

而 して 聰明な 同情が 人 をうな づ か せ ます。 

此 夏 は 出夾る 事なら 一家 打 揃って 大きな 船で 旅行 (東海道 海岸より 瀬戶內 海， 出来るなら 朝鮮 若く は 上海 邊 まで〕 を 三 

週間 位 やったら と 思 ひます が 如何で せう。 郵船 會 社に 相談 をしたら、 適當の 機會が 得られる と 思 ひます、 が —— 尙具體 的 

な 事 は 其 中 申 上ます。 

信 子さん、 ベ，' ちゃんに くれ もよ ろしく。 

有 島 生 馬 氏 宛 -— 五月 1 1 十四 曰 於札幌 〔九 S 

御手 紙 委細 拜見。 英 夫の 事に つき 又 父上と 何 か 意 3^ の 衝突 あられ 候 由 誠に 不幸の 至 御氣の 毒に も存上 候。 何分 一徹 之 御 

氣象 とて 困 入る 次第に 候" 然し 何しろ 御 老年 なれば 餘り 無氣に 喧嘩 はなさらぬ 樣願上 候" 最早 相對の 喧嘩 をな さんに は餘 

りに 老い 給へ る 事に も あれば • 偖 而藤井 氏への 謝 儀 は 御 說の通 四十 圓差上 度 候 間 乍 御 面倒 母上 御 保管 下され 候 小生 貯金 中 

から 御 拂置被 下 候 樣御願 申 上 候。 禮狀は 御注意に 任せ わざと 差 出不申 候〕 

此頃は 仕事に 大分 身 入られ 候樣 御手 紙 にても 推察 乍 蔭 御喜び 申 上 居候" 此 秋の 展覽會 に 付 更に 反響 を 呼 起され 候 樣祈上 

候。 

船 遊の 事 北方に 向 ふ も 1 興に は 御座 候べ けれども 小生 1 箇 として は 熱さに 苦しめられ 度 願に 御座 候" 然し 是れに は贊成 

者 一人 も 有 之 間 敷、 都合に よって は大 速より 浦 鹽の方 固より 賛成に 御座 候。 尙 父上樣 とも 其 他と も 可然御 相談 煩 はし 候。 

信 子さん には箦 道に 御な. si の 由お 樂 しみの 御 事と 重々 御 察 申 上 候。 安子 も 何 かたしな みと 存候得 共 大抵 は 三日坊主 にて 
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失望に 候。 連發 的に 一一； 人の子 供 を 持ちし が 憐れに 候。 

今 五月の よき 季節 毎々 ふき 慣れし 風 もや.^ なぎて 軟か くもまれ たる 空 氣は繙 綿の やうに 候。 草 々0 

有 島 生 馬 氏 夫妻 宛 ！ 八月 十九 曰 於 東京 〔九 五〕 

不 斷の淸 風に 包まれて 夏 知らず 夏 を 過され 候 半。 旅 中 は三兒 にか まけ 御無沙汰に のみ 打 過 候" 幸 ひに 一同 何等の 故障 も 

なく  二十四日の 旅 を 終 へ て 昨夕 蕾 京 致 候 間 何卒 御 安神 被 下 度" 

父上 樣には 今朝 早々 御 出かけに て 今に 御 外出 その 强 健に は 驚 入 候〕 この度の 旅行に は 三 兒の中 一 人位 は 病人 を 出 候覺悟 

を心竊 かに 致 居候 處、 何等の こ ともなき のみならず 却而！ n 人 共 健康 を增し 多少 入に も 慣れて 歸來 する を 得た る は 何よりの 

仕 合に 御座 候。 母上に もさした る 御 疲勞の 跡 も 見えず 候 得 共- 其 中には 多少の つかれ を覺 えられ 候 半 か。 

九州の 旅 暑さ は あつく 御座 候 ひし ものから 何事 も 珍ら しく 面白く  • 北國に 住み慣れ たる 身に は 嘗て 覺 えぬ 愉快 を 覺ぇ申 

候" 平 佐 村の 四日 は 殊に 種々 の 感慨 を覺 えしめ 候。 特に 吉井 氏の 病に て 臥せる に 村人 一同 父の 病 を 案ずる が 如き 樣は 一 箇 

の 哀史に て 候 ひし。 更に 歸來 氏の 計 を 聞く に 至りて は 昨 是今非 不思議なる 生のから くりに 御座 候" 

何時頃に は御歸 京に や。 作畫 は豐滿 ならん こと を 祈 上 候。 小生 共 は 一 n 四日 休息し 後 早々 北上の 途 にっき 可 申 候。 

子ち やん 緣 より 落ちた るに も 係らず さした る ことな かりし 由 大慶、 よろしく 御 申 傳被下 度 候" 草々。 

河內 完治 氏 宛 11 九月 一 一 十二 曰 於： 幌 「九 穴〕 

其 後 は 御無沙汰して 居りました。 實は 先日 來足助 兄が 來 遊して 居ました。 而 して 僕 は 兄に 手紙 を 書くべく 思 ひ 立つ C 居 

ながら 今日まで 延引して 居た 譯 です。 其 中に 兄の 手紙の 方が 先に 屈いて 昨夕 拜見 しました。 

足 助 兄 は 相場に 手 を 出して 居た 事 は 旣に御 承知と 思 ひます。 又 さ. なる 迄の 經路 動機. -亦略 御存知と 思 ひます。 僕の 機 


に 君の 生活の 全祕 まで 知って 居る ものに 取って は 君の 此處に 至れる 成 行 は 最も 自然の 事と しか 思 はれません" 悲しく 情 

ない 事で はあり ますが、 と 云って 何も 僕 は 相場の 是非 を 論じよう とする 譯 ではありません。 そんな 事 は 今の 僕 は 何ん とも 

思って は 居ない が、 足 ©5^ が 段々 迫り 迫って 此處 にまで 落 付かなければ ならなかった と 云 ふ 事 は 僕 を 泣かせる に 十分です。 

僕は此 窮迫から 君 を 救 ひ 出して やりたい と 思 ひます が、 僕の 力で は 到底 駄目 だと 云 ふ 事 を 知りました。 それ だから 當 面の 

苦 策と して 暫く 君の する が 儘に 任せたい と 思って 居ます。 友達甲斐 のない 事で はあり ますが、 誠に 僕と して は 巳む を？ 4- ぬ 

のであります。 

兄の 處に 遊びに 行く 樣に とも 云って 見ました。 然し 兄と しても 恐く は 今の 足 助 を 如何と もす る 事 は出來 ぬと 思 ひます。 

但し くれ <\ も 申して 置きます が、 足 助 兄は此 W 憊の 今に 達した 際に も 決して 其 性格の 根抵に 何等の ゆるぎ を 生じて 居. 

ぬと 共に 却て 他の 何人に も兑 難き 丈け の 透徹な 光 を 加 へ て 居る と 云 ふ 事です。 此 ii は 十分 安心な さつ て 宜しい と 思 ひま 

す0 利 慾から 離れ、 功名から 退き、 類緣 から 逃れ、 健康から 絕 望した 彼に は 深刻な 露出した 誠實が 痛ましい 程 光って 居 ま 

す。 僕 は それ を 包むべき 適 はしい 布 を 欲します。 

今月末に は 又 上京す ると 云って 居ます。 兄 も 時々 消息して 彼 b 孤獨な 旅情 を 慰められる 樣に 祈ります。 

今 彼 は 隣室に 目を覺 まして 痛ましい 溜 息をついて 居ます。 僕 は 僕の 無力 を恥ぢ 且つ 憤らずに は 居られません" 

兄の 健康の 冋ー復 せられた と 云 ふ 事 は 何よりです。 折角 此上 とも 御 養生なさい まし" お 目に は懸ら ない が 御 家族へ もよ 

ろしく〕 末 光、 荒 川の 知らぬ 間に 其處に 居る 末 公に も。 

有 島 生. 馬 氏 夫妻 宛 —— 九月 二十 七日 於札幌 〔九 七〕 

御 無事 御 歸京相 成 候 由の 御 報に 接し 居ながら 其 儘 御無沙汰 申 上 候 段 恐 入 候。 此度は 十分の 御 勉强、 作 畫も會 心の 出来な 

りし 由、 一 一 科會の 氣焰に 更に 萬 丈の 光彩 を 添 へられ 候 半と 是非 此 光章 を實 見し 度く 存候。 處が陳 子 樣には 非常に やせられ 
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骨 皮 的に なられ 候 由 御 健康の 勝れざる 事實に 痛心 之 至、 切々 御 攝養專 一 に 一 日 も 早く 御 快復の 程 祈 上 候 。家庭に ありて 妻の 

病む 程 かなしき 事 は 無 御座 候。 兩 一ー1 日 前より 安子 も氣管 支に て發熱 今に 臥床 致 居候が、 三人の 幼兒に は實に 閉口、 日頃の 彼 

女の 苦勞が 始めて 思 ひ 當られ 申 候。 安子の 病氣は 然し 御 心配 下され 候 程の ものに は 無之存 せられ 候 間 何卒 御 放念 被 下 度 候。 

カチュ ー シ ャ劇 見物の 事お 耳にまで 達し 候由而 かも 其 元氣が 驚く まで 御 {良 辭を蒙 候て は 一 寸面 くら ひ 申 候 U 兎に角 甫め 

て須磨 子と 申す 日本の サラ なる もの を 見物 致 候 。周 園が よき 空氣 ならば 必ず 一 かどの 才優 となるべき ものなる にと 存申 侯。 

iSi 米 利 加に It 候て 一週間 目に て シカゴに て 始めて 2^ し 芝居の 「復活」 なりし も 思 妙 出され 申 候り 

いつぞや 御 願 申 上 候縛畫 用語 一 一三 御 序の 節 御 敎示願 上 候。 

獨逸 軍の 意氣 はさす がに 赏讃に 値すべき ものと 存じられ 候" かの 最大の ー！一 ケ國を 敵と して 逡巡 する 事な く 堂々 として 拮 

杭す る 熊 度 は 近頃 痛快の 一事と 存じ 候。 草々。 

白 機 同人 宛 11 十二月 二十 九 曰 於札幌 〔九. 0  . 

愈 { 歳晩と 相 成 白樺の 仙人 連 も 色々 と 御 多 繁に被 爲入候 半と はるかに 察 上 居 申 候" 同雜 誌の 事務に 關 して 一向に 風馬牛 

にす まし こみ 仙人 以上 を やり 居る 小生 こそ 難 有 次第に 御座 候" 例の 金 五圓御 受納 被 下 度 候。 

志賀 兄に 申 上 候〕 此間平 田 氏より 御 鄭重なる 手紙 項 戴、 同氏 も 明治 二十 二、 三年に 於て 札 農に if ばれた る 事 ある を 聞き 

驚きた る 次第に 御座 候。 

今， ん くと r 戰爭と 平和」 を 讀み居 申 候〕 面白し く。 草々。 


木 村 德藏氏 宛 11 1 月 十三 日 於 鎌 倉 〔九九〕 

早速 同情 を 籠め られた 御見舞 を It うし 感 佩の 至に 14 堪、 去年 九月 下旬 發病 札幌の 病院に ある 事 一 ヶ月 餘、 行李 を 修め 兒 

輩 を 伴うて 上京せ し は 十一 月 二十 四 21、 尋 いで 二十 八日 當 地に 移 候が、 爾來約 二 ヶ月 病勢 はさして 進みた る樣 子に は 無 之 

候5^共又さして衰へたる氣1|もぉ：ぇず、 唯 幸に 本人の 氣象 至て 健氣 にして 病勢に 打 勝つ の 決心 强 きもの ある は 聊か 人 意 を 

强ぅ致 居候" おす  め 下され 候 精神療法 幷に肺 治療法の 新法 を傳 へ たる 霄籍は 早速 購臍、 本人の 望に よつ C 相 試み 可 申 候。 

御 親切の 段 はくれ ぐ も 御 禮申上 候。 

彼女が 兄 等 家庭の 祈禱の 中に 置かれ 候 事 を 多謝 致 候。 小生 は 今 祈禱し 能^ざる 境界に ある もの、 從て 祈禱の 功力 を 信ず 

る 事 も 疑 ふこと も 出来ざる 男に 御座 候 得 共、 御眞 情に 對 して は 本人 もさ ぞ喜悅 仕 候 事と 深く 肝銘 罷在 候し 時下 嚴冬 貴家に 

於ても 折角 大事に 御 自愛 祈ト： 候" 

先 は 右不取 敢御禮 のみ。 々敬白。 

足 助 素 一 氏 宛 11 1 一月 一 一十 五 B 於 鎌 倉 海岸 通 〔 一 00〕 

該々 今 曰が 一周忌 だね、 多事な 一年 を囘 顧して 此 忌に 遇 ふ 兄の 心 持 はよ く 想像 せられる。 殊に 馬 越との 葛藤 を 聞かされ 

た 兄の 心情が 思 ひ やられる。 (此處 まで 書いたら 用が 出 來て其 儘に した) 

一 年經 つ た 故 鄕は又 兄 に 新し い 感想と 威： 慨と を齎す こ とだら う。 

兄の 職業に 就いては 未だ 纏った ものが 出來 上らぬ。 丹 羽から もま だ 返事がない。 何しろ 鎌 倉に ゐ たので は 萬 事 勝手が 惡 


有 島武郎 4- 集 第八卷  I ヒニ 

い。 明 曰 は 上京す. るから 一 つ 心 當りを 尋ねて 見ようかと も 思うて 居る。 兎に角 此方 面の 働きに かけて はド， か あまり 僕 を 

あてに せずに ゐ て吳れ 給へ。 

平 塚の 病人 は 幸に 大變ぃ \ 此 頃は少 許の 運動 も 許されて 居る。 (尤も 本人 は 大事 を 取って 朱 だ 決行 はして ゐな いが) * 

頃 彼女の 詠んだ のに こんな 歌が あろ。 

白百合の 如き 子 なれば 其 胸に 露 や 置 くらむ 母 病みて より 

微笑と 淚の 外に 言 紫な き 小さき 心の 母戀 ふらし も 

神 かけて 子等 思 はじと 病む 我れ の 誓 ひし 日より 世 はか はり 兑ゅ 

水銀が 柳の 枝 をつ ぎ/ \ -に傳 ひ 行く やうな 春雨の 晝 

病院の 松原 を 行く 看護婦の 白衣に 小雨 ふる 夕 かな 

駿河舞 女神が 海に 遊ぶ 夜 を 星より 見た し 春の 願事 

君 か 子 か いづれ を えらみ 抱くべき わが この頃の 弱き 心 は 

歌と いふ もの は 悲しい もの だ。 處で 僕の を附錄 にす る (是れ は 病人の 消光の 料に した もの だから 其 積り で )。 

髮 かりて 子供 一 I 人が くり/ \ と 春の 風 吹く 中 を かけて 行く 

電車 道 電車が 来れば 腕の 子 は 雙手を あげて 合點々 々する 

水の 落ちし 河口の 砂に 十 坪 ほど 雜 魚の 干して ある 春 淺き朝 

山靑く 海原 靑 く {Tg 円く 靑 きが 中に 出し 一 つ 星 

村謄の 心の奥に い ゆきつ 、二人 手 を 取り ひぽ」 まづく かな 

と あてられる だら うから 此位 にして置く。 

春が 段々 盛りに なって 行く と 云 ふことの 外に 天下 太平 だ。 日の たつの が殘 惜しく も あり、 ありがた くも ある。 かう 入 


も 散漫に なって 行く と 其處に 一 種の 糞度胸が 出来る。 

「白痴」 は 恐ろしく 面白く 讀ん だ。 あれ を 讀んで 鈴 木 限 三 を 想到した から 直に 一書 を 飛ばして 一 讀を 促した。 草 々0 

足 助 素 一 氏 宛 ！ 四月 四 RI 於 鎌 倉 〔一 0 一〕 

長く 而し てくだら なく 忙しい 旅から 先月 三十 一 日の 朝歸 京した。 番 町の 家に は 行 三が 大きくな つて 留守して ゐた。 何ん 

だか 母の ゐな ぃ兒は 影が 薄 い 樣な氣 がする。 ♦ 

1 日 は 一 んち 東京に ゐて雜 事に 奔走した" 其 暇 をぬ すんで 太平洋と 巽の 二 賨會を 見た。 而 して 二日 朝 松 尾の 細君と 共に 

平 塚に 來て、 出發の 時に 比して は 稍 やつれた 妻 を 病院に 見出した。 其 夜 は 病室に 一夜 を 過ごした。 

今朝 院庭を 散歩す ると 春色 は旣に 十分で 何ん とも 云 ふ 事の 出来ない 柔 かい 氣が顏 と 心と を 撫でる。 何だか 一 種物の 盛 

りに 感ずる 哀愁 を覺 えた。 

今朝 七 時 五十 分の 汽車で 鎌 倉に 急いだ" 家の 近所まで 來 ると 兒 等の 緣側を 走り ま はる 音 を 聞いて 胸 を を どらせ た。 然し 

行 光 はい やな 顏付 をして ゐる。 格別 何 處が惡 いと 云 ふので はないけれ どもい やな 顔 付 をして ゐる。 急に 心が 晴 くな つてし 

まった。 かくて 雨が 降り出した。 妻の 妹 も 哀れな 顔色 をして ゐる。 其 間にあって 出色の 健康 を 示せる もの は敏行 だ。 

兄の 三 月 二十 七： H 發の 手紙 は 机上に 生 を 待って ゐた。 それから 今 又 一 B 發の 便が 屆 いた- 金の 事に ついて 兄が 苦慮 せら 

れた事 を 生 は 寧ろ 感謝す る。 御返经 せられた 債券 は 快く 領收 しょう。 

小 撐で眠 柳 氏に 面會 した。 委細 は 札 幌に歸 ると 直ぐ 郵 報した から 旣に 御覽 になった 事と 思 ふ。 

幌の 滞在に は 一 寸 感慨 を ひかれた 事 も 多かった が、 訣別に 當 つて 心 を 殊に ひかれた の は 高 岡 教授と 新 島敎授 だった。 . 

高 岡 氏 は 男性的に 生の 淚を强 ひた、 新 島 氏の は 女性的に 弱かった。 

吹 田 は 生の 爲 めに 酩 した、 而 して 中 宵 彼の 家から 歸る生 を 生の 家まで 逡 つて 来て くれた。 淑 しさうな 而 かも 落 付いて： 


有 鳥 武郞八 1- 集 第 八^.-^  一  七 m 

何處 まで も獨り 行かん とする 樣な熊 度 は 何時までも 僕の 眼底に 殘る こと だら う。 

明 曰 は 上京して 明 晚か明 後 I 歸鎌 する。 ず 浪人と なった。 今後の 事 は 自分 でも 知らない。 勉强 しな ナ し. まなら き 

田ぬ ハ " て UJft る 0 


吹 田 順 助 氏 宛 11 六月 十ョ日 於 鎌 倉 〔一 0 二〕  + 

「十九 世紀8 の i」 霞の 方より 着して 来て たしかに 受取りました。 難 有く 御禮 申ます。 早讀ん I り ま す0 矢 

張り 感心して 居ます。 失禮 ながら 譯文 體も嚴 正な 明晰な ものと 感服し ました リ 

英 夫の 方 もやって は 居る 樣で すが、 何分 5 に關 する 事件に 惱 まされて る 最中な ので I 苦心して 居る 樣 子です。 又 僕 

カ全部01^受けょ5と思っ てゐ ます。 

平 塚の 病人 は S くな りました。 今度 こそ 或は S の 見込がない のかと 云 ふ 心細 さを覺 えます。 而 して 彼女の 一生 を 顧 

みて 見る と 一種の 悲しい I のみが 殘 ります。 もっと 何 かして やりたかった と 云ふ疆 もあります。 

白樺の 七月 號には 何 か 書く 事に なって ゐて今 半分 書きました が、 t 心に も 身に も II くな つて は IM 來上 るか 否か 

が危 まれます。 

業に 始まった 僕の i に 一 謹が 來 墓に も 思 ひます。 僕 は 恐ろしい 然し 屈しない 丈け の氣さ 持つ I 待で それ を 

見つめて ゐ ます。 

。雨期に 入りました。 毎 曰の 雨で 一 般の人 は 弱って ゐる やうです が、 僕 だけ は 喜んで ゐ ます。 雨に は 段々 親しみ を f ま 

御擧 堂の 御 健康 を 切に 祈ります。 


佐 藤 繁井氏 宛 —— 七月 ミ日於 鎌 倉 海岸 通 〔一 01 一一〕 

哀れに も 鈴蘭 はし をれ て 病 妻の 手に 落ちた 相です。 君の やさしき 厚き 御 同情 は活々 と 彼女 を 慰めながら、 矢 張 百 五十里 

の 南に 居て 強て 北海の 春を樂 まう とした 事 は 私共の 我儘であった 樣 です。 

然し 妻 は、 貴女のお 志 を 何より うれしく 思って 居ます。 

雨期 も 過ぎた ので、 あの 病 氣には 險惡の 時節 を 免れた 次第です が、 ド， 'も 熱が 不定で 弱って 居ます。 

貴女の 御 健康 は 如何です か。 此頃は 又 仕事のお 出来になる 程のお 體に なられた 事 を 祈って 居ます。 何しろ 御大 事に なさ 

いませ。 

美しき もの 皆 もろし 鈴蘭のと くし をる.^ が 美しき かな 

蟫の むくろ となりて 鈴蘭 は淸き 情け を 入に ゅづ りぬ 

御 一笑。 草々。  . 

吹 田 順 助 氏 宛 -— 七月 十七 曰 於 鎌 倉 r  一  0 四〕 

ブランデスの 事、 實 にく 濟 みません。 英 夫から 今の 場合 到底 執筆が 出来ない と 云って 来ました から、 僕が やらう と 思 

うて ゐ ますが、 期日が 邐延 する ので 跡の 方の 出版に 不都合の や 5 なら 誰かに やって いた いて、 僕 は その 埋 草に ク ロボ ト 

キンの 「相互扶助」 の譯を させて 頂きたい と 思 ひます。 然し 若し 期日に 格別 短い 制限がないなら 僕 は 責任 を 負 ひたく 思つ 

てゐ ます。 御 一 考を煩 はします。 

兄の 譯 出された 部分の 紹介 は 來月號 の 白樺に 致します。 

お子さんが お生れな さった 事 は 兼て 佐 山 君から 聞 取って 居ました が、 御 祝 もせずに 過し ました。 ぉ强 くないと か。 御 苦心 

一九 一 五 年  1 七 五  . 
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の 事と 思って 居ます 。奥さんの 御 骨折に 對 しても 深く 御 同情 申して 居ます。 如何 か over  wrok に なられ C -、 祈って Is ます。 

妻 は 一 昨日 古賀 博士の 注射 を 試みて 見ました。 結果 は 判然 致しません が 萬 一 それが i を 奏したら うれし い 事 だと 思つ 

て 居ます。 身體は 極端に 瘦 せました が 精神 は 驚く 程た しかです。 

札幌の 夏が なつかしまれます。 此地は 昨今 焦熱に 變 りました。 其 中に 然し 一味の 快感 は 伴 ひます。 

足 助 は 金に 窮 しながら も 矢張り 勞 働の 道 を 選ぶ 事が 出来ないで 居ます。 此 間から ニ篇の 小說が 作られました。 何れも 强 

烈な 特色 を 持 つたい. - もの だ と 僕 は 思 つ て 居ます。 

原の 事 は 云 ひたくありません。 其 中 ゥンと 書いて やりたい と 思って 居ます" 祈 御 建 在。 

嚴 父 宛 11 七月 十九 曰 於 鎌 倉 〔一 0 五〕 

昨日 は 炎暑の 處御會 葬 の 爲 遠路 御 出馬 御 疲勞に 被 爲入候 と 奉拜察 候。 昨夜 八 時半 頃 無事 i 仕候處 一 一 兒は 唯今 就寢 せる 

所な り と 女 巾 申， 候〕 八 時 迄 停留 場 に 參 り パパ はま だお 歸 りがない かと 待ち こがれ 遂に はゥゾ ツキの パパと 申し、 行 光 は 

鼻 聲に相 成 候 由 不便に 存申 候。 

今朝 は 一 一入と も 至て 機嫌よ く 早速お つか はしの 菓子 い た ^き 大喜び 致 居候" 早朝 行 光 を 伴 ひ て 海に 參り 海水浴 致 候。 海 

に 入れても 全身 を淸 水に て 洗 ひ 遣 はし 候へば かゆが りも不 致" 皮膚 は 丈夫に 相 成 候 事と 存 居候" IH^ に 角 少し 試みば やと 存 

居候。 早朝 か 夕方が よろし からん と 存 居候。 古賀 博士の 事 又々 御 面倒 願 ひ 置き 〔三 字 不明〕 恐 入 候。 何卒 梵敷奉 願 候。 

今日 も 朝来 片雲 を 認めざる 天空 やがて は堪へ がた き 暑氣か と被存 候" 輕 井澤 御旅 行 早 々 お 思 立ち IH- 然存上 候。 荷物の 儀 

は 御 申 越 次第 參 上荷 約 致 可 申候レ 

先 は 右の み。 草々 如 件。 


0 父 宛 1! 七月 二十 二日め 鎌 倉 海岸 通 〔120 

御 懇篤なる 御 親翰感 佩して 拜讀仕 候" 

本日 小 子 平 塚に 一 t 向 候處祌 11^ 父上 御 心配の 餘 親しく 御 来訪、 事情 委細 伺 申 候 上 ■ 一 一人 病院 長に 面會、 古賀 氏の 意兑 更に 開 

陳仕 候處、 同氏の 申條 によれば、 古 賀氏は 注射 後の 發 熱の 具合 を 見極め 候 必要 もや あらん かとの 院長の 配慮より わざと 解 

熱劑處 _ ^さしひかへ 居られし との 事に て、 結局 意志の疏通 不十分な りしより 起り し 事と 判明、 直ちに 其 處方致 候 事と 相 成 

候 15、 今後 は 安子の 容體も 平常に 復候樣 相 成 候 半 かと 存 居候" 何卒 左樣御 放念 被 成 ド度、 然し 數日發 熱 續き候 結果 病人の 

衰 1 稍 激しき を 加へ 候 儀 は 遺憾 千 萬に 有 之 候" 

行 光の 發熱は 今日に 至り 大分 減少 七 度 五分 程に 相 成、 元氣も 平常と さして 違 はざる 様相 威 候へば 雨 三日に して 本復 致 事 

と 存 居候。 是亦御 安心 奉 願 候 ひ 

先 は 右 不^ 敢御疆 旁 御 一報の み U 草々 拜具"  ， 

嚴 父 宛 —— 七月 二十 三日 於 平 塚 杏 雲 堂 分院 二  0+-〕 

毎日の 曰 千 晴尊地 の孟 暑さ こそと 吳々 奉拜察 候。 折角 御自護 の 程 伏て 奉 祈 上 候" 

昨日 申 上 置 候 行 光の 發熱 は武久 氏の 診察に よれば 單 に暑氣 中り の 由に て 解熱 劑を くれられ、 今曉 下痢 有 之、 今日は 早少 

少は熱 有 之候樣 なる も 起床し 元 氣に致 居候 間 左樣御 放念 被 下 候 樣願上 候" 

今朝 當 病院 を 見舞 申候處 注射 以来 解熱. f を^ ひざり し爲 めに や 熱度 高く、 昨日な ど は 腹痛 下痢 相 加 はり 夜間 は 睡眠 を妨 

げられ 候て 稍 困難 を 感じ 候 由 申 居候。 當院 の翳師 と古賀 博士との 間に 打 合 はせ 候 上 行 違 有 之た るに やにて、 解熱 劑 もっか 

は ざり し樣 子に 御座 候が、 昨日 神 尾 父上 博士に 面 會被致 萬 事 明瞭 相 成 候 事と 存候 間、 今後 はか. t る 事 は 無 之 かと 愚考 罷在 
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候" 

先 は 右 容體御 一報の み。 草々 頓首 U 

嚴 父 宛 ii 八月 二日 於 平 嫁 杏 雲 堂 分院 〔一 0 八〕 

昨日 は行郞 見舞 くれ 多忙 且 遠路の 處 安子 大 よろこび 致 居候。 殊に 其 際 は 例の 珈珠御 惠與被 下 安子 大好物と て 難 有 受納 仕 

候" 

此 四 五日 來 安子の 健康 は 驚く 計り 囘復 致し 元氣も も增進 祝着此 事に 存 居候。 此 機に 乘じ身 體全體 の 健； i 幾分 

なりと も 囘復致 候 はば 有望 至極と 存 居候" 是れと 申す も 一方なら ざる 御 厚 配の 御蔭 樣 と共に 泣 謝罷在 候」 昨日 今日は 便通 

も 殆んど 普通の ものと 異る所 無 御座 候 由に 御座 候" 熱 は 今 曰 最高 七 度 一 分に 御座 候。 

困つ た 事に は 福 田 看護婦 昨夜より 下痢 を 起し 心細く 相 成候而 頻りに 歸京致 度 旨 申出 候 間 先刻 暇取らせ 申 候。 至而 律義に 

働き 居滿足 致 居候 もの を 殊に 殘 念に 存申 候〕 早速 代人の 事藤澤 看護婦 會に申 通 置 候 間、 明朝 は番町 邸に 候補者 可參、 又々 

母上 樣の御 面倒 相 煩 候 事と 存 居候 U 何分 宜敷願 上 候。 今夜 は 看護婦 無 之 爲め小 子 来院 手 傳罷在 候。 留守中に は 神 尾 母 卜： 及 

洽 さん 来られ 居候 事と 存候。 急に 賑 かに 相 成よ ろしき 事と 存 居候。 行敏 共に 幸 頑健に 罷在 候。 何卒 左 樣御安 意 奉 願 候。 

河 野 氏より 依託の 灸 ti の 人の 廣吿 同封 致 置 候 間 御覧 被 成 下 度、 ぉ惱 みの 時 一 度お 試み 被 遊 候 はば 如何と 存上候 ひ 

又 看護婦 使用の 蒲 團の事 御 願 申 上候處 早速 御 经付被 成 下 候 趣に 而 安子より 御禮 山. - 申出 居候。 

當 地方 も久 振りの 雨と 相 成、 畑の ものな ど は 如何にも 心地 よげ に 見渡され 申 候」 もう 二三 日 も 降り 候而 晴れ 候 はば 無上 

の 事と 存候) 

鎌 倉 は 浴客 蜻集、 海岸に は 博覽會 開催 致され 晝夜共 雜閙致 居候。 

明日 は祌尾 母上 御來 訪と存 居候 間 さし 代り 歸鎌 致存 居候。 


先 は 御 禮旁御 一報 迄。 草々 頓苜。 

母堂 宛 —— 八月 五日 於 平 嫁 杏 雲 堂 分院 〔一 0 九〕 

昨 曰 は 色々 の 面倒 御 願 致 候處、 一 々御世 話 被 成-卜 3? 御蔭 無滯 看護婦 を 得 申 候 段 難 有 御 縛 奉 申 上 候， 昨日 歸鎌 致候處 折よ 

く 父上 樣御來 訪中に 而ぉ 目に 懸り御 調理 被 下 候れ いし 差 上 候處、 神 尾に 而食味 致候樣 とて 御 殘し御 歸活相 成 I 或 ま 小な 

園の 方に 御 一 泊 相 成 候 や も 不知との 事に、 今朝 神 尾 父 行 光と 共に 同 園に 參候處 お出 無 之、 暫くお 待 中 上 居候 中 かなめ 山より 

御 出に 相 成、 折 柄 大雨と て 外出 も 難 相 成 同所に 而 一同 中 食 をした.^ め、 小 子は當 方に、 外の 方々， H.t 尾 こお 出目 成 侯。 安 

子 は 昨日より 胸部に 再び 痛み を覺 え、 痰 も 出 候 由に 而、 今日は 漆の 方 は少々 よろしく 相 成 候へ 共 痛み は 有 之、 熱 も 相當こ 

高く 三時 半に は 九 度 四 分に 相 成 申 候。 一 寸 驚き 候へ 共、 この 前の 注射け 時 も 一 週間 目 程より 埶： 昇 候へば、 或は 同 一 の 現象 

かと 存 居候。 深く 御 案 被 下 間 敷 候〕 胃腸の 方 は 幸に よろしく 御座 候 間 是れは 御 安 意 被 下 候 樣奉願 候〕 

今晩は 再 歸鎌致 心 組に 罷在 候。 其 中 又 父上 樣 にも 拜眉を 可得存 居候。 

先 は 右 御 禮旁御 一報の み。 每 曰の 淫雨 折角 御 自愛 専一 に 被 遊 候 樣祈上 候。 草々 頓 首。 

尙々 分家より つ か はし 候 茶碗 は大 喜に て 早速 使用 致 居候 旨宜敷 御 披露 奉 願 候。 

足 助 素 一 氏 宛 11 八月 十四日 於 鎌 倉 海岸 通 〔一一 0〕 

行 坊主が 敏に頭 を 割られて 二 針 縫った とい ふ 報知 を 受け、 昨日 は 草々 東京 を發 して 平 嫁に 立 寄り 夕方 歸 鎌した。 在京中 

に 兄に 會 ひたいと 思った が 其 運びに 至り 得なかった の は殘念 だ" 

安子 は 小康 を 得て ゐる。 行 は 多少 神經に 刺戟 を 受けて 夜な ど 安眠 を 妨げられて 居る やう だが、 さした る 事 はない。 今朝 

は絲を 拔く箬 になって ゐる。 
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里 見の 事件 は 彼 自分から 親に 發 表する ことにな つて ゐる。 雨 三日 中には 破裂す る こと だら う。 さう すると 僕 は 又 是非^ 

京せ ねばなら ぬから その 時には 御面會 が出來 ると 思って ゐる" 

旗擧げ はま だしない のか。 何しろ どん底に 行く 迄 やって 見たら い X だら う。 债券 はお 勸 めに まかせお 預 りする ことにす 

る 0 

白樺の 原稿に もま だ 手 を 着けて ゐ ない。 かう 事件が 頻發 して 一 寸 手の 着け やうがなくて 困って ゐる。 然し 少しな りと も 

つなぎに 出したい と 思って 居る。 

獨立 社の 件 は 此頃松 尾から 委しい 來信 があって、 あれ を 引受けた 吉 田が 是非に 年 一 ばい やり 度い といって ゐる相 だから、 

今年 一 ばい 丈け させた 上で 處分 する のが、 吉 田に 對 しても 正 當な處 置 だと 思って ゐ C -。 

モ， 秋 だ。 今夜な どの 凉 しさ はどう だ。 夏 は 矢 張 一番 心持ちの い、 季節 だと 思って 名 殘が惜 まれる。 何とい つても 一番 

心の よく 働く 時 だ。 祈 御 健在。 

足 助 素 一 氏 宛 —— 八月 一 一十 六日 於 鎌 倉 海岸 通 〔ニー〕 

驟雨 一 到頭 を 壓し盡 したる 鬱氣 一 時に 散ず るの 快 云 ふべ からず。 

借 先夜 は 失敬。 天候 は 不順 を傳へ て 米價は 騰貴すべき 箬 だと 素人 跟には 思 はれる が 其 後の 戰況は 如何だった。 關 原の 難 

關を 見事に 通りぬ けられた こと を 祈って やまぬ。 

は あの 後 暫く 東京に ゐて 二十四日に 平 嫁に 行き 一泊。 翌日 鎌 倉に 立 寄り 卽日歸 京した" 明日の 午後に は 又 鎌 倉に 歸る 

であらう。 兄の 其 後の 情況が 何やら 氣 にか、 る。 

原から 手紙が 來て、 僕の 手紙 を まだ 受取らない 鹽 梅で" やかましい 尻 を もって 來た。 川 崎に 宛てた の だが あすこの 門番 

か 何 かに 不玲な 奴が ゐ ると 見える， 


平 塚の 方で は 從前通 成績が い. -。 固より 今 は 丁度 反動 時期で 發熱 はする が 原因の 判った 事 だから 心配 はない ゥ 「サム ソン 

とデ リラ」 とい ふ 戲曲を 白樺に 投じて 置いた。 今度の もの は 戲曲的 だとい ふ if に 多少 自信がない でもない。 實演 しても さ 

れる もの だと 思つ てゐる 0 

今月の 末に は 多分 引上げて 東京に 來る。 その上 は 又 兄と 頻々 御 HI に懸る 機會も あり 得る と 思 ふ。 兎に角 其 後の 模樣を 

らして 吳れ 給へ。 

足 助 素 一氏 宛 11 八月 二十 九 P 於 鎌 倉 〔一 一二〕 

徹底した、 感心に よく 徹底した。 是れ から 出發 する 兄の 思想と 行爲 とに は 本當の 力が 湧く こと. -思 ふ。 僕 は 寧ろ 今度の 

兄の 失敗 を 祝福したい。 

餘程金 は 達るまい かと も 思った" 然し 考へ 直して 十圆 丈け お 達り する。 是れ 以上の こと をす るの は 兄に 對 して 失敬で も 

ある、 不親切で も ある。  . 

祈る やうな 心に なって 僕 は 兄が 此ニ旬 程の 間にな される 内部の 戰鬪が 最善の 結 架に 落 驚す る やうに と 願って やまぬ。 

萬 人の 眼に は 失敗の どん底に 沈める、 而 して 兄の 眼に は 11 而 して 僕の 腿に はと 附け 加へ る-」 と を 許せ 11 蓖里 開拓の 

門出に ある。 兄の 上に 神の、 運命の、 或は 何者かの 祝福 裕 なれ。 

足 助 素 一 氏 宛 —— A 月 三十 一 日 於 鎌 倉 海岸 通 〔 一 一 三〕 

原から 在 封の やうな 手紙が 屆 いた。 僕 は 原 夫婦の 心根 を 思って 涙に あまる. - 矢 張 感化院が ぃ& のかし らん。 僕に はどう 

も 判斷が 出來 ない。 僕が 原の 寸- 場に あったら 總て のこと を 犠牲 にして その 兒の爲 め にもう 一 骨折 つて 見 た い 樣な心 持に な 

る" 勿論 こんな 兒の 矯正が 片手間仕事で 出来る 譯の もので はない。 然し この場合に はもう そんな こと をす る餘地 はない の 
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か 知らん。 兎に角 兄の 意見 を 原に も 僕に も 知らせて くれ 給へ。 其 上で 僕 も 適 當な處 を 探し 得れば 探して 見る。 

昨夕から 平 嫁で 泊つ た。 安子 は 今朝 戸外で 朝食が 喰 へ る 程に なった。 

有 島 生 馬 氏 失 妻 宛 —— 九月 1 一十 ョ日於 東京 〔一一 四〕 

委細の 御手 紙 ありがたう。 

信 子さん と曉 ちゃんが 血色よ く なられた と 云 ふ 事 は 何よりの 仕 合せ だ。 然し 君の 弱って 居る の は 心細い 事 だ。 十分 休養 

をされ て 朝鮮 行までに は 本復 せられる 樣に 祈ります。 熱 海 は 存分の 暖かさら しいが、 此地も 今日は 寒暖計が 八十 度 を 示し 

た。 (尤も 器械が ちっと 怪しい やう だが〕 今夜 も 七十 ni 度、 {4! は 薄 曇って 折角の 十五夜 も 甲斐がない。 古いな つかしい 習慣 

なる 供物と 數 株の 薄が 晴ぃ緣 側に 湘 しく 置かれて 在る。 藤 村會の 事業 もボッ く進涉 して 居る。 平會 員からの 出金が 大部 

分 五十 錢 なの は 一寸 心細い。 君が 去られてから 十五 六圓 集って 居る。 新 會員も 五 人程壻 えた。 经 金に 對 して は 無遲延 受領 

書 を 出し て 居る から 御 安心 下さ い。 

箕 田から 手紙が 来て 形勢 觀 望の 結果 此 事件 は 到底 破棄す るに 限る とカ說 して 来た。 夫れ は當 方で は 何ん とも 指 岡が 出來 

兼ねる。 箕 田と 英 夫との 間に 飽くまで 理解の 解決 を 結果 させて 欲しい と 返事して 置いた。 

薩 二の 件に 關 して は 昨夜 伊達 氏 宅に 增田隆 三と 僕と 集って 會見を 遂げた。 其 結果 彼等の 仲間に 隆 三が 手 を 出す の は 到底 

不利なる 事 を 見て取った。 で殆 んど斷 りと 同 嫌の 事に して 歸 つて 來た。 其 時 島 村孃の 例の 話 も 出た。 伊達 氏に 於而は 鬼に 

角會見 交際 をす る 意 }j 心が あるの だ。 で 僕 は 島 村 氏の 性格に ついては 全然 何等 責任 ある 推薦 を爲す ことなしに 二人 を 遇 はせ 

る 方法 を 講ずる 事に して 別れた。 

父上 は 二十 八日 最 急行の 汽車で 出發 される 事に 決定され た。 最 急行と は 何時の 事 かよく 判らぬ が 貴方で 調べられたら わ 

かる 事と 思 ふ。 服 裝は最 正式の 場合で もフ B ックと 山 高で い. 1 相 だ" 


神 尾に ゐる敏 は 夥しい 胃腸の 衰弱に 犯され、 おも 湯の 外 は 全く 食物 を 禁ぜられた 爲 めヒョ 口く として 氣 力と 云 ふ もの 

が 無くなった。 昨日 行って 哀れ を 催して しまった。 今日は 父上が 行 光と 行 三と を 連れて 見舞って 下さった が、 舌の 色 も 腿 

臉の色 も囘復 したやう だから 滋養物の 攝 取が 出来る やうに なれば 直ぐ 囘復 する だら うと 云って 居られた" 何しろ 今年 ま隨 

分た トられ る。 

白樺の 原稿 は 今夜 書かう と 云ふ譯 なの だが 果して 出来る かどう か覺 束ない。 今月 は 全く 氣乘 りが しないで 居た。 

昨日 神 尾の 父が 見舞った 所に よれば 安子の 方 は 益い \ やうな 樣子 だ。 

これから 一 つ 本氣に 勉强が 出来 相と 思って 居る が果し C 如何 だら う 0 先 づ書齋 も 住み心地の 惡 くない 丈け に は 出来たら 

留守宅 は 至極 無事 平穩 だ。 何しろよ く 寝られる のが 何よりも 難 有い。 

折角 御大 事に なさい。 

原久 米太郞 氏宛—— 十月 四 曰 於 纖町下 六. 一 〇 〔一一 五〕 

御手 紙 ありがたう。 単； 見の 件 は 新規 まき 直しと 云 ふ はめに なって、 彼 は 今 東京に 鼸 つて 來てゐ る。 葛藤が 隨分面 到な の 

で 一寸 手紙で は 書き 盡 せない が、 要するに 親の 方から 大々 的 故障が もちあがった 譯 なの だ。 

安子 は大 によろ しい。 是れは 一寸 奇蹟に 類す る、 醫 者が 驚いて ゐ る有樣 だ。 大分 肉 もつ いて 来た。 矢張寢 たなり では ゐ 

るが、 あの 分なら 命 だけ は 取と めた と 云って 差 支な からう。 およろこび 下さい。 

御 妹の 事で 大に御 苦心の 由。 隨分兄 も trifle の 多い 男 だな。 御 母堂が 歸られ てから 都合よ くなる 事 を 祈って やまぬ 0 

溪は 先月 八日 東京に 歸る やうに なつてから 多少 勉强も 出来る やうに なった〕 是れ から 一 つ 何 かやって 見たい と 思って ゐ 

る。 色々 の 點 で 自分の 不足 を 痛切に 感ずる。 仕事 はあり 過ぎる 位 ある。 唯 自分の 自信が 不足な の だ。 大き i  conviction ま 
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如何して 得られる の だ。 

足 助と も 二三 度 遇った" 何時 遇っても 心 持が い. --。 何 か 仕事 をと 思って ゐ るが ド， 'モ思 はしい のがない。 然し 其 中 如何 

かなる だら う。 

東京に も 要するに 大した 刺戟 はない" 一 寸 名の 聞え た 人で も 遇って 深い 處 まで 話して 見る と 存外い、 加減な 處で 安心し 

てゐ るの を發 見す る。 

僕 は此頃 人間 を都會 生活に 適する 人と 田舍 生活に 適する 人との I 一つの カテゴリ.' に 分ける 事が 出來 ると 思つ てゐ る。 而 

して 僕 は 到底 田舍人 だと 思って ゐる。 唯 僕 は 不幸に して 都會で 生れ 都會で 育ち 都會で 仕事した。 僕 は 異常の 努力 を 以ての外 

に は 自分の 本 當の故 鄕に歸 る 事が 出來 ぬ、 而 して 中途半端な 人間と なって しま ひ 相 だ。 それが 何だか 恐ろしく 思 ひ 出した。 

御 一家の 御 健在 を 祈る。 

九月 號の 白樺に 「サム ソンと デ リラ」 と 云 ふ 戲曲を 書いて 男女 交涉の 一 面 を 描かん と 試みた。 兄の 來書 を讀ん だら 一 

寸 共通す る 思想が あり はしない かと 思った。 

足 助 素 一 氏 宛 —— 十月 二十 二  B 於柴 又川甚 〔一一 穴〕 

愍く 御開 業の 由 「露店 日記」 は 面白 からん。 續稿 執筆の 爲 今夕 此 地に 来る、 頗る 面白から ず。 今夜 中に も 逃げ出 さんか 

と 思案 中な り。 二十 四 RI 歸 京の 箬 なれば 其 節蓠々 可 申 上 候。 草々。 (インキ を 買 ふ 店な く饤は ランプな り) 

足 助 素 一 氏 宛 •—— 十月 二十 三日 於稻毛 〔一一 40 

昨夜とう/ \柴 又に 我慢が 出来ないで 此 處に來 た。 靜 かない- -處 だ。 宿屋 も 居 心が い. -。 今日は 铫 子まで 行かう か 夫れ 

とも 比 處に落 付か， つかと 思案して ゐ る。 この 淺間 神社の 一 の 鳥居 は 侮の 中に ある、 夫が い. 1。 朝早く 白 被 をつ けた 騎兵 力 


澤山 通って 行った、 4< れが 大變 心持ち をよ くさした。 

吹 田 順 助 氏宛—— 十 一 月 十七 ョ於束 京 〔二八〕 

十 一 月 二日に 御 紫 書 を 頂きながら 今日まで 延び延びになって しま ひました、 御 許し 下さい。 幸に 僕 は 例によって 頑健 至 

極で 居ます j 浪入 になったら 少し は 纒 つた 仕事 も 出来る 事と 心賴 みに して ゐ ましたが 夫れ も 出来ずに 蠢 めいて 居ます。 而 

して 父の 膝下に ゐ ると 所謂 俗事 蜻 集と 云 ふ 有 樣で氣 分の 害 はれる 事 一 通りではありません。 こんな 事で 疲れる 樣 では 駄目 

だと 思 ひながら 又 グ-' タラに なって しま ひます。 其 中 魂 を 入れ かへ て 一 仕事した いと 念じて ゐ ます。 妻 は古賀 博士の 注射 

を 受けて 以来 頗る 順調で この 樣 子なら ば 一 命 だけ は 取りと めた かと 思って ゐ ます。 然し 今後 幾日 月を經 たらば 彼女が 家事 

を兒る 事が 出来る 樣 になる か は 一 向 あてがありません。 

東京で は秋來 一 しきり 展覽 會が賑 ひました。 二 科で は 安井と 云 ふ 人の 作品が 重要視され ましたが 僕 一 己と して は 高い 未 

来 を 期待す る 事 は 出来ない 樣 にも 思って 居ます。 唯 技巧の 正確と 誠實に 於て は 實に拔 群の 良心 を 有する 人で ある 事 は 認め 

ねばなら ぬと 思 ひました。 院展 では 矢張觀 山の 「弱 法師」 が 光って 居ました。 文展 では 淸 方の 「はれ 行く 村雨」 漆 僭の r 大 

原 女」 堀 進 二の 「老婆」 中 村 難の 「肖像」 山 脇の 「比. 敷の 雪」 などが 注目 を 値しました。 然し 噂 は 何時でも 眞價 以上の 鼓 

吹 者です。 展覽會 は 新聞で 讀 むに 限る と 思 ひます。 

夫れ から 引續 いて 御大 典の 騷 ぎと 云 ふ ものが 来ました" 東京の 眞 中に 住む 田舍漢 なる 僕に は その 驟ぎは 一 種の 亂雜な 色 

彩と なり 騷昔 となって 感ぜられる 計りです。 

文壇の 諸家に 接し 得る 機會 はかなり にありながら 一向 無 交涉で 居ます。 白樺の 連中に も餘り 近寄って 居ません。 自分の 

創作に も 反古 を 作りつ あると 云 ふ悔が 常に 伴って 心 を 苦しめます。 今までの {e: 分の 生活 —— 混 維した 自分の 牛： 活 もせめ 

て は 創作と 云ふフ ォ ー カス で 焦 if にまで 達せし め？ おる と 云 ふ， ：H 信が く づれる 事 は 我れ ながら みじめな 事 だと 思 ひます。 

1 九 一 五 年  】 八 五 
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兄の r ミケラ ンジ ェ Q」 は 譯了を 鶴首して 居ます。 兄の 御 近況 は 如何です か。 周 圍には 何 か 面白い 出 來事は 起り ません か。 

足 助 君 は 道. M 坂の 中腹に 屋臺店 を 出して 毎夜 西 京 燒を賣 つて 居ます。 「イボ メャ」 (Jpgso と 云 ふ 屋號 からして 振って ゐ 

ますが、 十 一 月の 寒 {4! を 袷と 袷 羽織で 寒風に 吹き さらされながら 來 客の ひまく 禪定 三昧に 這 入って 寒さ も 感じない と 威 

張って ゐ ます。 彼の 徹底的な やり 口に は 殆んど 敬服 させられて 居ます。 

藤 村 會の報 は 何れ 致す 事で せう が 兎に角 二百 圓 丈け を 電经 する 事に しました。 殘 金が 四 五十 圓は あるで せう。 思 ふ 程 

に は 集りませんでした。 あんな 事 をす ると 隨分 人の 心の 裏表が わかる 事 もあります。 

爲す 事な き 中に 十一月 も 中ば を 過ぎました。 鹿兒島 はま だ 暖かで せう。 東京 は 御 承知の カラ 風が 吹き出しまして 此頃は 

氣 味の 惡ぃ 程度に 地震が します。 大きな 奴が 見舞 はねば い \ がと 人々 は 恐れて 居ます。 

東京に 殘 された 御 家族 は 御 無事な のです か。 末のお 兒 さん も 此頃は 元氣に なられました か。 御用が ある 時 は 出来る 事 は 

致します から 仰 有って 下さい。 

御大 事に なさい。 

妻の 歌なる もの を少々 御 慰み に 御覽に 入れます。 

死ぬ と 云 ふ 事 さへ 敢て ふりむかず 眠りて あり や 小さき わが 魂 

春 追 ひて 乙女心 は 旅に 出て 歸ら ねば こそ 我れ は 老いぬ る 

砂漠 行く 人の 如くに わが 心 今日 も渴 きて さすらへ るかな 

我が 心 朝の 寢 床に 流れ 入る 秋風の 如 今朝 は 冷し 

かくて 我れ いつまで あらん はかなし と 思 ふ 夜な どの 人の 戀 しき 

生きと しも 生ける 世の 人 悉く 病めり など 思ふ琳 しき 夜 かな 

生 も 死 も 人の この 世の 戲れと 思 ひ 入る まで 思 ひ 入りぬ る 


あはれ なり 瓶に さした る 秋の 花 枯れても 散らず 執着の 如 

臥ながら 又 栗 喰み 居れば 野 を 分けて 秋の 風 行く 何處に 行く や 

我兒 等に 似 たれ どかな し 人形の つぶらなる 眼 はまた、 きもせ ず 

松尾修 一 氏 宛 11 十 一 月 一 一十 七日 於 東京 〔一一 九〕 

御手 紙 ありがたく 冬 謝。 久子 樣御懷 娘の 御 模樣に 承り 候が 色々 御 苦心と は 存上候 得 共 慶賀の 至" 結婚の 伴 ふ 當然の 負擔 

なると 共に 犬なる 慰藉に 候】 何分 十分の 御 攝養御 安 產の程 遙に祈 上 候。 

年末に は 就業 口 御 求めの 爲め 或は 御上 京 相 成 候との 事。 殊に 年末 は 四方 多忙に て か k る 問題 を 提供す るに は 不適 當の時 

期と 存ぜ られ 候が 如何 や。 殊に 近頃 東京な どに て 口の なき 事 は豫想 以上に て、 拙宅に 出 人 致 居候 もの 丈け にても 四 五 人 は 

徒 事に 二三 年 も 遊び 居候 もの 有 之候樣 の 次第、 隨 分御考 へ も の と存上 候。 

當方は 幸に 一同 頑健" 平 嫁の 方 にても 漸次 快方に は 向居 候 間 幸に 御 安心 被 下 度、 只 囘復の はか-^ しからざる は覺 悟の 

前ながら もど か L き 事に 御座 候。 足 助 兄は雜 谷道玄 坂に 於て 露店の 芋屋を 開き 居候 勇 氣には 感服 致 居候。 逢阪 兄 は 救世軍 

に 身を投じ 申 候" 世相の さまぐ をし み 味 はせられ 申 候" 

時下 嚴寒 折角 御 自愛 專ー になされ 度、 乍 延引 御 返事の み。 草々 敬白" 

久子樣 にもよ ろしく 御 傳言願 上 候。 

足 助 素 一 氏 宛 11 十二月 二十 九 曰 〔一二 0〕 

端 書 ありがたう。 僕 は 大事ない から 安心して くれ 給へ。 今朝 安子から 手紙が 来て 正月 末に は 屹度 死ぬ からと いふ 通知 を 

よこした ので、 今更 ガ， ンと 橫顏を なぐりつけられ たやうな 氣 がして ゐる處 だ。 あの 晚は あれから 又 京 掌 を 奴 鳴りつ けた。 
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病める 妻へ 〔一二 一〕 

〇 (二月 十日)  . 

昨日 行、 敏兩兒 を 伴 ひ 上京 致、 今日 行 は 翳師に 診て もら ひ 候處、 外部 的の もの. i 由に て、 途藥を もら ひ 由 候〕 明日 は歸 

鎌の 害に 候" 祈 御 安靜。 (表) 

夕月が さやかに に ほふ 海原 に 白い 小さい 帆が 消え て 行く。 

穴  く 海原 靑く山 靑く靑 きがな かに 星が 一 つ 出た。 (褢) 

〇 (二月 十 m) 

. 何 をみ る 汝の眸 に 驚きの、 南無 や 尊き 驚きの 色" (裏) (小 兒の翁 はがきに) 

大笑！ 番底放 下衆 情而更 有情。 (小兒 の 笑へ る 翁 はがきに) 

〇 (二月 十二 日 朝) 

行 光 は 診察 を 受け 候處、 極 外部 的の もの. -由 にて、 聊か も 心配 無 之 由、 手 常 致候處 大分 宜敷樣 に 候" (表) 

昨夕 父母 上樣と 一緒に 1. 鎌 致し 候， 降暮 したる 陰 雨に 病室 はさ ぞ鬱陶 _ 敷 事に 候 半、 惡 夢に 犯され 給 ふ 由、 催眠 劑 よりも 

何よりも 心の 安靜 大事な りと 存上 候、 其內 又々 參上可 致 候 草々。 (裏) 

〇 (二月 十五 日 朝) 

叢が りて 空 を 閉ざせる 雪罄を かすかに 漏りて 春の 薄日 射す。 (表) 

一昨日、 昨日 は 御 葉書 いづれ も 面白く 拜 s: 致 候〕 その 日 その 日の出 來心御 遠慮なく 發 揮され 度、 要は 心に 祕め 置き 候 事 


のよ ろしから ぬに て 候。 今日は 母上 樣御 出掛 被 遊 候 間、 樂 しく 半日 を 過され 候 半、 其 中 又 參上可 蒙 御 叱 候- 呵々。 (裏) 

〇 (二月 十五 日朝 鎌 倉) 

電車 道 電卓が 来れば 腕の 子 は 兩手を あげて 合 i! 々々しぬ。 

〇 (n 一月 三日 於 東京) 

明日 は 誕生日に 付、 夫れ迄居ょと母上仰せ^^れ候ま>1、 四日 タ方歸 鎌の 積り に 候" 貴地に は 五日 參 上の 事と 存申 候。 今 

日 は 快晴、 小 供 等 も 遊びに 出さん と存 居候。 (表) 

又しても 保姆の 事件 は 破れ 候、 左樣御 承知 願 上 候" (裏) 

〇 (三月 六日 於 鎌 倉) 

春雨の あがりし 朝の 庭に 干す 白い からかさ 紺のから かさ。 

〇 (三月 六日 於 鎌 倉〕 

昨日 は 御 心地 よげ なる 君の 樣を 見て、 心 慰み 申 候。 歸來 子供 等 はおとな しく 待 居 申 候。 今日は 朝来の 快晴 庭に て 遊び 居 

り 候" 

〇 (三月 九日 朝 於 鎌 倉) 

太陽 はかく やくと して 世 を 照す 君の 病の いえ ざらめ や は。 

〇 (三月 九日 朝 於 鎌 倉) 

昨日 は 失禮、 今日は 天氣も 直り 候 間、 熱 も 下られし 事 を 祈 居候。 只今 荷物 仕度 中、 小 供 等 も 至極 元氣 にて 僕の 北海道 行 

を 承知 致 居候。 

留守中 は 折角 御 自愛、 何卒 歸京 迄に はよ く なられ 居候 樣祈上 候。 さらば。 

〇 (三月 十日 午後 五 時半 於 東京) ，  ， 
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昨日 午後 上京、 今日は 朝来 用事に て 奔走し、 只今 綿の 如くつ かれて 歸り來 候。 途中に てもとめ たる ヒ ヤシン ス、 母上の 

到来な りし 早生の 苺 を 添へ て、 御 经り致 候〕 明日 は 午後 十一 時發の 海岸線に て 出 發可致 候。 

〇 an 月 十 一 曰 於 東京〕 

今夜 十一 時の 汽車で 立ちます.' 天氣も おだやかに 落ちついて 居る から 仕 合せです。 是れ から 松 尾 令夫人の 處に 行き、 La 

川 未亡人 を訪 ひ、 新渡戶 氏に 面會 すると 用事 はすみ ます。 加減い かや 御大 事に。 

〇 (三月 十二 日朝 於 車中) 

&夜 十一 時、 飯 田、 戶 川に 经られ て 上野 を 發し申 候。 ぎごちなき 旅 寢の夢 を 五 時半に 破られて 窓外 を 望めば、 汽車 は恰 

も 伊達 を 過ぎて 郡に 入らん としつ 、あり 候。 雪 はま だ あらず。 

〇 (三月 十二 日 午前 十一 時 於 車中〕 

今 汽車 は 花卷の 停車場 を 過ぎ 申 候。 雪 はま だらに 地 を 被 ひ 居 申 候。 花 卷の名 さへ 無殘に 存ぜら Ir ^候。 乘客は 小生の 外 こ 

厚 蕾した る 老人 一 人、 祈 御 平靜。 (表) 

ヒ ヤシン ス はし をれ ず 御手に 入り 候 やらむ" 

向 北の 汽車 中より (裏) 

〇 (三月 十二 曰 夕 於 靑森鹽 谷) 

おそく あけて 早く 暮れ行く 短 か 日 や (あとが 出ない) 

陸 奥に 日 はなき もの か 日ね もす を。 かの あた >1 かき 日の め は 見えず。 (表〕 

地の果て とも 思 はに 思 はるべき 陸 奥の 果てに 着きました。 沼久內 あたりから 橫 ぶりに ふる 雪が 襲って 來て、 山海 共に 模 

糊た る 雲霧の 中に 隱れ る有樣 は、 見慣れて は 居る もの X、 梅の 花 さく 鎌 倉から 来て は、 異樣に 感じられます。 今夜 十 寺 風 

を 犯して 惠 下山 丸で 此港を 出ます。 (裏) 


〇 (三月 十三 日朝 於 車中) 

昨夜 十 時、 雪と 風との 中を發 したる 惠 下山 丸 は、 途中 稍 激しき 動搖 をな しながら も、 今朝 三時 半、 無事 凾 館に fig 致 ひ蚝， - 

小 樽の 用達 を 先き にせん と 思 ひたれば、 六 時の 汽車に は乘ら ず、 九 時のに 乘 りて 唯今 大 沼の トンネル を 越えた ると ころに 

候。 

〇 (ili 月 十三 日 午後 七 時半 於 率 中〕 

病院の 夕も靜 かに 暮れ果て \、 寂しい 程の 靜 かさ だと、 君の 境界 も 想像して 見ます。 今度の 北海道 行に は、 いつもに な 

い 旅情 を そ、 られ ます。 (表) 

先便 を投凾 した 森の 停車場から、 段々 と 首 蝦夷の 風光 は荒凉 として 來 ました。 大抵の 家 は 軒まで 隙 間もなく 雪に 埋もれ 

て、 其 間 を 行く 入 は 雪の 威 鍵から 逃れる 爲 めの やうに、 數人づ 、小さく 固まって うごめいて 居ます。 雪 を 冠に した M ゾ富 

士は 地の 靈が 天に 向って 莊嚴を 競うて 居る やうでした" 今 汽車 は 銀山の 附近 を 通って 居ます。 札幌も 近づきました" 

：!:^ 幌と 聞けば 恐ろしな つかし- - 汽車よ はや 行けた めら ひて あれ。 (裏) 

〇 an 月 十 H 曰 夜 向札幌 車中) 

今日は 車中 阿部次郎と 申す 人の n! 一太郎の 日記；. J 二」 を讀 みっ^け 申 候。 又 自分の 將來 にっき、 人な きま \ に 耽 思 致 候。 

心の奥底に 醱酵 せる ものが、 漸次 形 を 取る かと 存ぜ られ 候" 何ん とか 致さねば 生死と もに 無益な りと 存險。 

〇 (三月 十四日 朝 於 小 樽 トキ 旅館) 

汽車 は 二十 分 程お くれ、 十一 時 近く 小簿に 着し 申 候" 直ちに 此 旅館に 投衍" 旅に 出で、 より 始めて、 眠りら しき 眠 を 結 

び 申 候" 是れ より 漆 山 氏を訪 ひ、 郵船 會 社に 至りて 直ちに 札 幌に入 申 可 候" 

其 後 御 加減 如何 や、 札幌 にて 御 消息 を 得ん かと 樂 しみ 居候。 • 

〇 (三 月 十 HI 日 午後 三 時 於 札 幅) 

病める 妻へ  I 九 一 


有 鳥 武郞仝 集 ^八卷  一 九 二 

十二時 四十 七 分、 1|(札幌の停^^場に汽車は入申候" 术 橋 ^迎へ あり。 森 本の 次女 病氣 入院の 由 聞き たれば， 直ちに 病院 

に 到りて 夫妻に 遇 ひ 申 候" 夫れ より 上田 氏に 至り、 唯今 歸 宅して 行李 を 解き、 衣服 をき かへ たる 所" 

〇 31 月 十四日 午後 於 札幌) 

是れ より 書架 を さぐりて、 面白げ なる もの 有 之 候 は i -、 御 经り可 申 上 候" 

今日は 此所 もさす がに 長閑に て、 庭前の 芝生 や X 見え 初め 居り 候リ (表) 

家 は 何等の 變化 なく、 君の 病床の ありし 二階の 室に 、「婦人の 友」 僕の 油^な どの 置かれ ある もな つかしく 存申 候。 是れ 

より 直ちに 荷物の 取 かたづけに 從事可 致 候" 

此處に 着きたら ば 君の 消息 を 知り 得ん かと 思 ひし は空賴 みと 相 成 申 候〕 君の 上變 りなき やうに 祈 上 居候。 

婆や もす み も 丈夫に て迎へ くれ 候。 ポチ も 丈夫の 由に 候" (裏) 

〇 (三 月 十五 日 於 札幌) 

唯今い つもの 食卓に 向 ひて、 朝飯に 就かん と 致 ISJ 候" 今朝 書棚 を 求めて 二三の 書 を 漁り 得 申 候 間、 御 绘附致 候、 「圓 窓よ 

り」 は 持 合 はせ 無 之， 思 違 ひいた せし 事に 候" 何れも 重き 本 なれば、 寢て讀 まれ 候に は 如何 やと、 おぼつかな けれども。 (表) 

此 高き 匂 ひとや さしき 柔 みと を 見 給へ、 希獵は 悲しんで 傷かざる 底の 悲劇 を 生みた る 所な り。 此 石像の 表 情 にも さる 面 

影 は 讀み得 給 はず や。 (裏) 

〇 (三 月 十五 日 於 札 暢) . 

御 地の 梅 は 早 や 散り 果て や 候 ひけん。 此地 今朝 は 薄曇りて やがて は 雪と も 覺ぇ申 候" 昨夜 は に 出で、 より 初めて 我家 

に 藩き し 如き 眠 を 結び 申 候" 蚊の 夢に 二度 ほ ど 目 ざめ 申 候" 

君の 第 1 の 消息 は 昨夜よ みて 安心 致 候" 

〇 (三月 十六 日 午後 一時 於 札幌) 


熱 も 下りて 御 平靜之 由、 霄蠱之 至に 存上 候。 昨夜 は宮 部、 佐 山 兩家を 訪れ 申 候" 二 家と も 君の 上 種々 配慮 致 被 居候。 朝 

は 高 橋、 佐 藤、 口 I ランド を 訪ね 申 候- 今朝 も 快晴、 午前 散髮 して 唯今 食後の 少憩 を爲 せる 所。 

〇 (三月 十七 日 於 札幌) 

庭先の 梅 も 早 散り 際に 候 半、 佐々 木 氏より は 歌の 訂正 參り候 や。 自然 なれ ども 是れ にて は、 など 小生の 歌に 評せられず 

やと、 危み 居り 候- 今夜 は 竹 崎 氏 を 尋ねむ と存 居り 候" 昨夕 はコ， 'ラ ー を 訪ひ申 候。 

朝から 上田のお 婆さん も來 て手傳 ひくれ 申 候。 他人 は 鎮まず とも 手 は 十分に 御座 候" 

ii 倉の ニ兒 も、 思 ひしょり おとなしく 暮し 居り 候 由、 安心 此 事に 御座 候。 行 一 n も 可愛がられ 居候 機 子。 (表) 

K; 々の 御 消息に 御平靜 の. ffl? 欺 知して、 何よりも 喜び 居り 申 候" 今日は 農場に まからん と存 居り 候處、 朝来の 雪 やむべく 

も 見えず、 思 ひ 止まりて、 荷物の 片付 方に 專心致 候" 十の 七 ほどかた づき 申 候。 

森 本の 子 は返院 致し 候。 昨夜 は 吹 田、 赔 崎の S 入 來訪、 螺畸と は ー時過ぎまで^^、學校の用1:致候。 (裏) 

〇 (三 月 十九 日 於 狩 太) 

昨日、 狩 太に 行かん とする 札幌 停車場に て、 十五 日付けの 御手 紙^ 手、 熱 も 大層 落 付き 候樣 子なる に 喜び勇み 申 候" 車 

中 は總、  1 舉に關 係せ る 陣笠の 有象無象 にて、 身動き もなら ず、 倶知 安まで は 閉口 致 候" 狩 太 あたり は 雪 殊に く、 折 柄 快 

晴 にて 日光の 眼 を 射る に 面 を 向くべからず。 

〇 (nl 月 十九 曰 於 狩 太) 

今日は 彼岸の 入りな りと 云 ふに、 朝より 降雪 霏々 として. 何處 にも 夫れ らしき 姿 は 見え 不申 候。 吉川 氏に て は 一同 至； 血 

元氣、 春 雄 は {昼 知晨學 校の 入 學試驗 を 受け、 妻^5は今月末か來月はじめにぉ目出度事ぁる樣子に候" 僕 は至而 頑健、 御 安 

心 を 乞 申 候。 

〇 (三 月 二十日 於 狩 太) 


有 島 武郞全 築^ 八， 一九 四 

昨日 は 一 曰 吹雪 績け申 候" 晝 過より 農 犬の 卒業生に して、 此 is^ 製 綿 工場に 奉職 中なる、 納富 君： 米訪、 夕方まで 雜談) 今 

朝 は 風 はなぎ たれ ども、 霏々 として 雪 ふりこめ 居候。 今 曰 W 事 をす まし、 明朝の 汽車に て 歸札之 害、 祈 御 平靜。 關氏 にも 

宜敷"  • 

0  (三月 二十 一日 於 札 幌) 

札險 は、 又々 雪の下に 埋もれ 去り 申 候" 今日 夕食後、 南、 橋本兩 家に 暇 乞 ひ 旁々 參り申 候。 南 奥さん は 入院の. m なれ ど 

もさした る 事に は 無 之 由" (表) . 

昨日 朝 書きた る はがき は、 その後つ のり 来れる 吹雪の 爲 めに、 投函す る こと を不 得、 今朝 歸 札の 汽車 中より 初めて 投函 

いたし 候へば、 大分の 御無沙汰に なれる 次第に 候、 御 案じ 下され 候 半。 今日 午後 三 時歸宅 すれば、 君よりの 手紙 端 書 うづ 

高き までに あり、 貧り 讀み申 候處， 益々 御 快方の 由、 無上の 歡喜を 感じ 申 候" 此 勢に 乘 じて、 あせる 事な く、 更に 御 養生 

祈 上 候。 小生 出發は 二十 九日 夜と 決定 可 致 候- (裏) 

〇 (三月 二十 二 曰 朝 於 札幌) 

今日は 朝来の 快晴に 候。 昨夜 はよ く 眠りて、 今日は 氣も晴 々と 致 候。 是れ より、 蠣 崎に 至りて 獨 立 社の 事に つき 一 談判 

し， 中ロ 其 他の 听に暇 乞 ひし、 晝 はお 殘の中 食 を 有合亭 でした. -め、 午後 は ドにテ -'、 新 島、 高 岡 其 他 を 訪問し、 夜はリ 

ン コ ルン 會に 出席の 心 組に 候" 家 はド， デ T さんが 借りて くれ 相に 候。 

. 〇 § 月 二十 三日 於 札幌) 

^々およろ しき 方の 由- 旅. にある 身に とりて は 何よりも うれしく 存上 候。 毎々 委しき 御手 紙、 難 有 は存候 ハ、 身に さ 

はり はせ ず やと、 心痛 致 申候ノ 一言二言の 御 便に てよ し、 餘り 長く 筆と り 給 はざる 樣 おす. -め申 上 候 "(表) 

「虹 もの」 歌心 深く 打誦 まれ 申 候) 今朝 は 曇り 架て 申 俊。 朝 五 時半に 目 ざめ 候而、 六 時 昨日 螭崎、 井口、 大島、 高 

0. 松 吋 I、 高 1:、 時 任、 牛！：、 新島の諸氏を.；^§ひ、 夜は宮 原、 上田 等の 來 客に 時 を 過し 申 候" 至而； 妙、 健、 御 休心 を 乞 ふ。 


今夜 は 口 I フン ドの 家に 晚餐に 招かれ 申 候。 (裏〕 

〇 a 二月 二十 三日 於札幌 〕 

市街の 泥濘に は 殆んど 閉口 致 申 候" 氣候は 稍 ゆるみ 申 候" 御 地 も 時々 装氣 £1 襲 ひ 来る 由、 切に 御 養生な され 度 候。 .K 橋 

君 は 晝夜を 分たず よく 働き くれ 居り 申 候"  • 

〇 (三 月 二十四日 於 札幌) . 

希 驗轉 術の 理解 十分なる 能 はずとの 事 尤もに 存上 候、 此ボ ツチ チェリ，' の 「卷」 の 如き も 旅寢霄 ねて フ 口 レンスの 箦 堂に 

其 賀物を 見 候 迄 は 想像に だ も 及ばず 候 ひしが、 その 原蠻の 前に 立ちて 雄大 壯麗を 極めた る繫 家の 想像 入に 接して 稍 文藝復 

興 期の 何物なる か を味識 致し 候〕 やがて 持 ぢ歸る 寫眞は 君に よりよ き 理解 を もたらす べしと 存 居候" 

0  (三月 二十 五 日〕 

中； 2 雲に そき 立つ 巖麓 地に 花咲く 大^よ きめう とかな。 

あた >t かき 心に ゆけば 我れ はし も 雄々 しく 旅に 幾夜 經に けん" . 

〇 (三月 二十 五 曰 朝 於 札幌) 

雪の 日 を ポチ は 歸らず 十日 あまりた て ども 馬鹿の ポチ は 51, つず。 

〇 (三 月 二十 五日) 

荷物 は ほどかた づき たれば、 今日より は 運经屋 大工 を賴 みて 上荷せ しむべし。 今朝 は {<卞 晴れたり。 ポチ はま だ歸り 来ら 

ず。 (表) 

昨日 は ひと 日 平 嫁よりの 御 消息 絕 えぬ" 恙なく あり 給 ふやい かに" 

昨日 は 朝、 校 2： を めぐりて、 知れる ：1 れ 彼れ に 別れ を 告げ、 午後より は黑 百合 會の 人と 寫眞 し、 夜 は 有 合 亭の同 i,: 會に 

列し ぬ" 岩波 も 亦 來り會 せり。 (裏). 

め る 赛 へ  】 九！： H 


有島武郞.仝$^- 笫八卷  一九 六 

〇 (！11 月 二十 六日 於 札幌) 

昨夜、 夜舉 校より 鼸宅 すれば、 諸方よりの 御 消息 あり、 色々 貴地の 有樣を 知り 得 而大に 安心 致 候。 信. h 君よりの 御手 紙に 

よれば、 氣候 はい まだ 羽織 をぬ ぐまでに はならず 候 由、 然し 桃の 花芽 もめぐ む ：5； にや、 折 3： 御大 事に 御 養生 祈り 入り 候リ 

〇 (三月 二十 六日 於 札 幌) 

今日は 愈 運 接會 社が 來て、 荷物の 上包み を 始めました。 何んだ か 家の 中が ガランと にった 有様 は 心細う 御座います。 

午後から は 三年の 经 別會、 夜 は 森 本の 晩餐" 

〇 (三 月 二十 七 B 朝) 

晴れ 瓦り たる. ぱ； を 見れば、 かすかに 春の 到 來を思 はする ものな きに あらず。 札幌も あと 三 口にな りぬ と 思へば、 殘更 

に ふかし。 (表) 

朝 は 接客、 午後 は 年寄 舍， 夜 は 吹 田 君の 家。 

何 一 つし でかさず して 離れ 行く わが 生 ひたちの 札幌の 土。 (裏) . 

〇 (ni 月 二十 八日 於 札幌) 

大，^ は 御社め ぐり 御社 は 御 鏡め ぐり 神咸を 守る。 

砂 濱を傳 ひくて 砂 濱は盡 れど盡 きず 法悅の 笑。  . 

0  (！！ー 月 二十 九 曰； 十 後 六 時 於 札 幅) 

愈々 札 幅の 滞留 も 今 一 日と 相 成 申 候." 朝 來霏々 たる 雪、 札幌を 去る として は却而 よろしき を覺ぇ 申 候〕 今朝 は 小 撙に參 

候て 足 助 君の ことにつ き 用事 を 遂げ、 寮 頃 II 札、 土產 物な ど 買 ひて 歸家、 今 は心靜 かに 殘れ？ もの を 取り かたづけ 致 居り 

候) 今、 すみが 參 りて、 夕餉の 仕度 致し 居り 候) 今夜 は 一同 貧 堂に 而 親子丼 を 食 ふ i: に 候。 

〇 (四月 四 ttt 於 鎌 倉- 


昨夕の 春雨の 音 は、 此六七 年 嘗て 聞 かざりし やさしの 音と 思 ひしが、 君の 耳に は 如何に 響き けん" 夕餉 は 生 馬の 許に て 

した. t めぬ。 今朝 は 七 時 八 分の 汽車に て 束 京に 行かん とす、 正 は 昨夜 も 母上 敬 子 ちゃんと 眠りし が、 十 時 目 ざ めて 泣き 

出したり、 甞っ てな き 事な りと ぞ云 ひたし なめられて 其儘寢 ねぬ" 

〇 (四月 六日 於 鎌 倉) 

花の 咲く 頃と なって、 兎角 雨が ちとなる 事に 候 かな。 東京の 宅の 隣の 花 も 三分 位 は 開き 申 居候" 

吉 川より 手紙 參り 候。 小作 一同より 御見舞の 爲め とて 金 W 经り こし 候。 鱧 は 早速 申 遣 はし 置き 候) (表〕 

今 曰 は 朝から 曇った。 然し 雨 は 降らない。 * 當の 花曇りら しい 天 氣た" 朝起きる と 行、 敏 と共に 長 谷まで 散歩 をした。 

此 2^ 行と 敏と は實に 見ち がへ る 程お となし くな つた。  . 

殊に 行 は 云 ふ 事が よく わかる。 もう パ 、と 一緒に，  1 るんだ と 云って 駄々 を こねる やうな 事 はない。 昨夜 も 春と おとなし 

く^た" 今 はお もちや 部 ほに 獨 り 居て、 何 かやって 遊んで 居る。 敏は 新ら しい 女中と、 外で 大きな 聲を 出して 遊んで ゐる 

のが 聞え る"  .  ， 

庭の 前の 幾 株の 桃の 中 一 本 だけが 赏た すぎる 程 花 をつ けて 居， る。 S 

〇 (四月 七日) 

明後日， 卽ち 九日から 泊り がけで 行きます から、 關 さんが 用事が あるなら、 その. 時 東京に 行く やうに 申して 置く とい >- 

と 想 ひます。 草の 種子 ゃ藥 やなん ぞは、 其の 時に 持って行きます。 御大 事に。 (表) 

小さな 書齋 が出來 てから、 大きな 天地が 創ら れ たやうな 心 持が します。 額 一 つない、 本箱 一 つない、 素朴な ガランと し 

た 部屋 は 今まで 豫 期しなかった 嚴肅な 感じ を與 へて くれます。， 

甞" 後に 札 幌の學 生が ！ー一 人 わざく 遊びに 來 ました。 而 して 可な り眞 面目な^ をして 行きました。 夕方に 大 磯から 歸 つた 

壬 生 馬が 来て、 晚食を 一緒にして くれました" 其 間 時間の ある 每に 閉ぢ 籠って 讀窗 しました。 

i;^ め る へ  I 九 七 


有お 武郞仝 a 第八卷  ！九八 

飢 ゑた 腦はス ボン ヂの やうに 智慧 を 吸 ひ 込みます。 (裏) 

〇 (四月 十一 曰 午後 四時 半〕 

一 昨日 來は却 而御邪 魔、 其 夜の ii 論の 如き は不尠 感觸を そこね 候 事と 御氣づ かひ 申 上 候" 當 分のと ころ は 男 は 馬鹿な も 

のと 致 置 可 申 候" 歸來れ ば 保姆 は 未だ あらず。 

母上よりの 御手 紙に よれば、 例の 女中ら しき 相互の 誤解 を爲し 居る 樣子 にて 困 入り 候、 然し 鬼に 角 再 呼びよ せ 候 積り に 

致し 居り 候〕 兩兒は 共に 無事、 家に は 江 崎 氏の 二 男 あり。 鎌 倉 は 不知 案 k: との 事に、 雨の 中 を 誘 ひ 出して、 建 長 寺、 半 偕 

坊、 薄 福 寺と ひつば り ま はし、 唯今 歸宅 せる 所に 候) 古都の 舊 蹟を訪 はんに は 申 分な き 春雨， 二人 は 多く 語る 事 もな くそ 

こ はかと なくさ まよ ひ 申 候。 

〇 (四月 十二  RI〕 

咋日は 終日 雨降り 暮し、 且つ 寒 かりし かば、 少し は 加減 も惡 かりし ならん。 生 馬 小生の あとより 參り候 由、 關 さん は歸 

られ候 や、 昨夜 は 十 一 時 頃まで 氣を 入れて 讀書 もし、 默想も 致 候。 緊張した る 力の 歸來り 候 樣覺ぇ 候 は、 無此上 快事に 候。 

ブラ ンド の事臀 きお こされ 候 際 は 冷汗 を 催 候が、 然し 其 人に なりたく 候- 

〇 (四 月 十； 一 一日〕 

綺麗に 晴れ ましたね。 昨日 は 雨の 中 を畫を 返しに 壬 生 馬の 所に 行ったら、 あの 荒に なって 歸る のが ものうい 爲 めに、 晝 

食 を 食べて 臥 そべ つて、 英の 作物 を讀ん だり、 二八で 話 をしたり して 居たら、 札幌で 同宿 住居 をして 居た 頃の 同人 三 吉と 

云 ふ 人が 尋ねて 來 たと 知らして 來 ました。 彼から シン ガボ， ル のソバ にある ジョホ ー ルと云 ふ 小さな 獨立國 で やって 居る、 

公司の ゴム 栽培の 話 を 聞いて、 八 時 過ぎに なりました" 異國 的な 情調が ひどく 自分の 興味 を さそ ひました。 

あんな 所に 行って 事業 をして 見る の も 1^ 白から うなと、 思って 見たり しました。 

今 曰 は iS 极小兒 達 を つれて 橫須賀 の 軍艦 見物に 行きます。 關 氏は歸 りました か。 


〇 (四月 十 m 日 〕 

御手 紙 並に 葉書 二通 受領。 君のお 心 持 はよ く 理解され 申 候) 何れ 御 面 會の上 御 Jti 可 申 上 候。 多分 明後日 參上可 致 候" 今 

日 は 折からの 快晴。 分家 父子と 共に 橫須賀 に 軍艦 を 見、 濱の 飛行機 を 見て、 唯今 歸宅致 候。 子供 等に 誠によ き 保！： 装と、 

簡致 候" 

〇 (四月 十六 日 於 鎌 倉) 

野に 行く と、 遂の穗 が 目立って のびる。 院に 行く 道端の 畑 を 見る：， 母に、 自然の 力の 奇 しきに 感ぜぬ 事 はない。 自 然は嘗 

て：！： じ顏を 見せぬ。 

昨日 は麥の 間に 立って、 手傳 ひながら、 肥 を 手に つかんで 麥に與 へて 居る 少年 を兑 た。 その 心の中に か. 1 る 仕事が ド， 

寫る だら う。 

〇 ch: 月 十セ日 於 鎌 倉) 

生 馬の 隣の 女子 は、 可愛い く 女の子 だ。 年 は 敬 子 もやん と滿 一 ケ年 ちが ひの 十一 だが、 小柄な、 ffif な、 何とも 云へ 

ない 美しい、 - つぶな 愛嬌 を 持った 子 だ。 昨日 訪ねたら 生 馬の 家の 側の 井 戶の水 を 汲んで 居た。 夫れ でスッ カリ 戀 をして し 

まって、. 信 子さん に 頼んで 呼んで もらった 譯だ。 皆が 安子に 似て 居る とい ふ。 濱で 遊んで 居る 中に、 偶然 永 山のお 孃 さん 

に 遭って 話 をして 居る と、 其 子 (名 はつげ 〕 を 指さして、 是れは あなたの お子さんで すか、 と 聞く から、 さ うぢ やない、 

と 云ったら 「あらさう で 御座いま すか、 奥さんに 餘 りょくお 似 ゆ してい らっしゃ るから、 此濱で 御 目に か  >- るたん びに さ 

うだと I 人で きめて、 何時でも 兌 返って 居りました」 との 事であった" さう 云 はれて 见 ると、 笑った 時が 似て 居た、 あん 

な 子 を、 行 や、. 敏の 姉さんに したいと 思 ふ。 昨日 は  一 R: 戀ゎ づらひ をして しまった" 

永 山のお 鏔 さんがよ ろしく 云 つて 居た。 

〇 (四月 十八 日 於 東京) . 

める 妻へ  一九 九 


有 島 武郞仝 雄 ^八卷  二 〇〇 

昨 H の 豫想は 全然 {41 に歸 して 今朝 は 雨と なり、 冷氣 さへ 加 はり 候に、 小 供 等の 失望 此 事に 候〕 され ど 思 ひ 立ちた る 事な 

れ ば、 父上 樣 是非に と 仰せられて、 十一 時 四十 分の 汽車に て 小金 井に 出かけ 候 事に 相 成り 候。 雨中の 花 も联變 りたる 趣 あ 

らん か。 山 本、 高木 は 未だ 訪れ 来らず。 

病院 は 又 一 入の 淋し さに 候 半。 小 供 あら ざれば そちらに 赴きて 一 日を靜 かに 暮し申 度 候し 

〇 (四月 十九 日 於 東京) 

今日 も 亦 雨と なりて、 小 供 等は處 在な さに 西洋 間にて 遊び 居り 申 候。 朝 は 野 村、 有 島を訪 ひ、 午後 は 石 川 氏に 參 らん か 

と存 居候。 ヂ ヤン バル ヂ ヤン はさして 熱い コ， セットの 一身 を 捕 へんと は存不 居候" 

昨日 は 高木 山 本の 同勢と 共に 市ケ 谷より 汽車に て 小金 井に 參り 候。 雨 は 降ら ざり しか ども 混雜の 中、 子連れ は 何れの 茶 

亭も 狭苦しき 所に て、 小 供の 戯れ 遊ぶ 餘地 もな く 草々 n 一時 四十 分の 汽車に て歸 京、 父母 樣は歸 宅せられ、 殘餘は 四 谷 門 

外 の 牛 肉屋 にて 心 ゆく まで 騷ぎ申 候" 

〇 (四月 二十 H 於 東京) 

今 tn 亦 雨に して、 而 かも 冷 氣 冬の 如くに 候。 御 地 は 如何。 此紫 さに 又 熱な ど 狂 ひ はせ ず やと、 御 案じ 申 上 居り 候。 

此方 は 幸に 三 兒共 元氣、 生 馬 は 引越の 爲め、 一昨夜 鎌 倉に 歸 りて、 曉子は 昨 U3 より 神 田に 參り 居候。 昨 午後 は 雨中、 石 

川、 尺、 野 村 V 訪れ 丸 善に 參り 候。 

〇 (四月 二十日) 

西洋 文 1 囊 書の 「虚榮 の 市」 第一 卷來 居候。 「哀史」 より は 文章 もく だけて 居り、 有情 滑稽の 分子 も 多ければ、 今讀 み， 

ふに は 都合よ ろしき かと 存ぜ られ 候。 

英夫は 今日 あたり 上京 致 可 かと 存 候 間、 今 一 H は 滞京の 積に 御座 候。 

〇 (四月 二十 I ョ十 一時 於 東京) 


新聞の 天氣豫 報と は 反對の 結果 を 現 はして、 今日 も 亦 雨と なった。 

昨日の 御手 紙の は 別に 御 返. f はしない。 遇った 上に する が、 兎に角 英の事 は 出來る 丈け の^はして： ます。 夫れ につ 

け愛子の歸京を待っ^^になったから僕は 一 先1.鎌する、 多分 今 H する だら う。 そしたら すぐお 尋ねしょう。 

今日は 是れ から 高木に 行って かの 件 を 相談して 來る 積り です。 何日 ぞゃ 一 緒に 中 食 をた ベた 料理屋で、 しま を 御馳走す 

る^り です。 

〇 (四月 二十四日 於 鎌 倉) 

今朝 も 晴れ り 申 候" 昨日の 午後 は 子供 を 慰めん と 二人 を 連れて 久 振に 海 ilH: に 出で、 風 は 稍 寒 かりし かど も 快く 戲れ申 

候。 夜 は、 是 れも絕 えて 久しき 原 f 紙に むかひて、 少しく 筆 をす、 め 申 候" 今日は R 曜 なれば 小 供 等 を 連れて いづれ へ 

か 遊びに 參 らんと 存 居候。 

〇 (四月 二十 五日) 

昨 HI は- 大氣 もよ し、 B 曜 u なれば、 一 日 遊び暮す 積り で 敬 子ち やん、 二子、 三入の女中と共に大塔^3に詣で、 江 柄 天神 

の 前の 茶 fej にて 辨當を 開き、 夫れ より 八幡宮 を 右に 見つ. -耍 山と. S. す 庭阅に 遊び 申攸。 途々 志賀の 一 子 も 誘 ひ 合せ 申 候 ^ 見 

晴 しょき 山 を^き て處々 に亭を 立て、 曲り たる 道 をき りたれば、 變化 多くして 子供の 喜ぶ 寧 よのつね ならず。 鬼ごっこ、 

かくれんぼ、 角力な ど 思 ふ 存分の 愉快 を盡 し、 三時 渦 家に 歸り& 候" 夫れ より 僕の み電审 にて 鵠 沼に 來り、 武者 小路 君の 

所 を _ ^ね 申 候〕 妻 君 も あり、 小 供 も あり、 犬の 子 も あり、 淸談に t- を 移し、 歸時には夫婦にて電車停留場迄，.^はりくれ候" 

今 n は 一 日 原稿紙に 向 ひ 候て 仕上げの 上、 明後日 は 君の 所へ。 

〇 (E: 月 二十 七日) 

痫 はの 辦務 所に 立 寄 申 候廳、 婦長さん 出て 來ら れ、 「¥:M の 看護. 1 會に 一 人、 一； 干 二 三 にて おとなしき 人 あれば 賴 まんと 存 

候^、 只今 派出 中の 由、 然しながら 可成 都合して 此方へ 來て もら ふ 樣轔み 置き たれ ども、 更に 申 遣 はすべ し」 との 事に 候" 

"おめる ili^ へ  二 〇 】 


有 烏 武郞仝 築 第八卷  11〇ニ 

〇 (四月 二十 七日 於 鎌 倉) 

只今 歸 りつき 候 藤、 母上 樣は旣 に御歸 宅に て、 久；； ^りに お 目に 懸候 樣存上 候" 小 供 等 は 敬 子 ちゃんと 何處 かに 參 りて あ 

らず 候- 茅ケ 崎より 眞に思 ひも かけざる 老 夫入乘 りこみ 候" 名 は 暫くお ぁづ かり 申 Si くべ く 候 あて \ 御覽 なさるべく 

00 君の 上に 非常な 好意 を 有し、 君 もす きな 人に 候" 一緒に 鎌 倉まで 參り 候" 

〇 (四月 二十 八日 於 鎌 倉) 

母上 樣 より 伺 ひ 候 得 者、 坐 馬、 胃腸の 熱に て 臥床 致 居候 由、 信 子 君の 苦心 思 ひ やられ 候。 早速 見舞 致 置 候。 其 中 囘復に 

候 半。  - 

〇 (四月 二十 八日 於 鎌 倉)  ' 

今 B は 又 雨に 風 さへ 加り、 淑 しき； 脊に 候。 注射の 結果、 熱な どの 高まり 候に はな かりし や" 三十日に は 乂ぉ尋 わ 申 上 可 

候" 

〇 (四月 二十 九日)  ， 

^Bs 何となく 淋しい 日でした ね" 朝は隨 分. せ を 入れて 勉.， 独しました。 晝 から 靑 島から 出張して 来た、 山 田と 云 ふ參謀 

長が 訪ねて 來られ て、 ぉ會 ひして、 父上 樣の 御樣 子な ど 伺 ひました。 六 時 頃まで 家 *a 龍って 居ました が、 我慢が 出来な く 

なって、 雨の 中 を 小 坪の 先まで 散步 しました。 ボンの クボが 痛む 痛む。 

〇 (四月 三十日) 

今日は 叔母 上 樣を御 案内し、 二 兒を伴 ひて カナ メ山溫 泉 場に 赴き 申 候、 ニ兒は 往復 共よ く 歩み 申 候」 午後より は、 讀書 

と 書き物に 消し 申 候。 愈々 題目 も 定まり たれば、 明日 は 八幡宮 側の：！ 茶； 1 の 一室に 引 籠りて、 一 日勉强 致皮存 lis 候〕 夕刻 

より 雨 を 催し たれば、 外裔を 引かぶ りて 散歩 致 候〕 雨 日の 散歩 は 心 ゆく ものに 候。 

〇 (四月 三 十日) 


今日は 散歩な されても さした る 障りな かりし 事が 限りなく うれしく 御 鹿 候" 

明日 も 多分 は 晴れと 存候 故、 又々 御 蓮 動な され かしと 祈， 上 候" A 「日 は 大船に て 母上 樣に 御免 を 蒙り、 獨 り^して 鎌 倉に 

歸り申 候" 途 印圓覺 寺に 立 寄り 其 處の寶 物 を Hr 又座禪 堂に 參申 候〕 森 問た る 寺院の 中、 鶯の なき 交ぜる 外聞 ゆる 聲 とて 

はなく、 折からの 夕陽に 映えた る 堂の. 腰 障子の 色 もさび て 相 見え 申 候" 小僧に 山內の 寺の 數 如何程と 聞 候 に 「中々 澤 山」、 

坊數 如何と 聞き 候に 「中々 澤山. T 

〇 (五月 四日 夜 十 時 於 鎌 倉) 

今日 歸宅仕 候。 昨日 は 好天 氣に乘 じ、 母上、 信 子 君と 三 兒を伴 ひ、 家庭 博に 參申 候" よのつねの 雜鬧 と、 さして 異る所 

はな けれども、 廣 くと りたる 運動場 あるが 爲め、 子供 等 は 有 頂 犬に よろこび 遊び 申 候" 隨分 くたびれて 歸來り 申 候" 今日 

は 又 赤十字社の 總會 なりし 爲め にや、 飛行機 飛行船 共に 東京の 天に かけり、 正、 敏を 驚かし 申 候" 鎌 倉 も 皆々 樣 無事、 夕 

方 小町 園に 立 寄り 候. M、 父上 は逗 子に 赴かれ 候 由に て、 御 不在に 御 ii 候 ひき。 

晴天と なつ たれば、 運動 も 可能に て、 多少 は 慰み 給 ふらむ。 明日の 訪問 を樂 しみに 入寢致 候。 

〇 r 五月 六日 於 鎌 倉〕 

其 後 熱の 具合 如何 や" あれより 弦 齋方を 訪れ 候處、 主人 殿 は 未だ 睡眠 中に て、 代人 出 來り候 間、 御 申 聞の 旨 尋ね 申候處 

「夫れ は撙： ではありません たらです」 との 事に 呆然と して 開いた 口 をふさぎ 兼ね 候" 一笑、 一笑。 加 之， タラ を 飲めば 寧ろ 

利 通す る. ffl に 付、. 君に は不 ：1. 當と 存じ、 說明も 委しく は 聞かず 辭し 歸れ申 候" 夫れ より 滑 田 氏に 至り 話す 中、 急に 隆 三に 

云 ふべき 事 ありし 爲め、 直ちに 下^ 谷に 參り、 隆 三は番 町に、 小生 は 銀座 玉屋に 指輪の 事を頓 み、 匇々 歸鎌致 候處、 兒等 

も 一 同 無事に 歸來を 相 待ち Ins 申 候" 

今日の 暑さ は 又 格別に 候 はず や。 今日は 或は 運動 を 御 ひかへ なされし かと 存候" 然し 多少 づ --は 矢張續 行せられ 候 方よ 

ろしから ず や。 又 二三 曰 中に 參上可 致 候。 革々。 

める 秦へ  二 0 三 
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〇 (五月七日)  ， 

昨 RT は IE 鎌 致 候 處、 急に 東京に 參り 度な り 候の みならず、 或は神尾父上さま今朝贵方へでも赴かれ^^1<ょゃ、 注ォ 刁韦 -- 

つき、 打 合 はせ の 事お くれはせ ず やと 思 ひ 立ち- ./ ハ 時の 汽車に て當 地に 參り 候" 今朝 早々 神 尾に 參り、 父上 樣 にも 拜眉を 

得而、 御 相談 申 上 候 儀 は、 旣に御 承知の 事と 存上 候" F¥ 過 佐々 木 院長 御宅に 參り、 古賀 博士 往診の 事 御 相談 申 上 候 處、 

何ら 御 異存な き 旨の 御 返答に 接し 申 候 問、 其 中 父上 樣 と共に 博 十： を 訪£ 可 致 候〕 

行 は、 昨夜 神戶に 一泊、 至極 元氣、 他ニ兒 も至而 丈夫に 御， お 候" 今日は 义細 雨霏々 として 厨 装く 相 成 候が、 御 加減 は 如 

何 や。 隔て 居れば 何となく 御身の 上 不安に 被存 候" 折角 御大 事に なさるべく 候。 

〇 (ffi 月 七 曰〕 

昨日 隆 三の 處 にて、 ァネ モネの 花餘 りに 突し きを 見 候 故、 箱に 入れて 御； _めり 申 上 候" お活けな さる， 2 根を燒 かれな ばよ 

からん と、 隆三申 居候。 - 

弱き 花 はめで たし 淸し 弱き 花 をめ づ ベくな りぬ 君 やみて より。 

今日より 白 棒の 原稿に 取かト らんと 存 居候。 午後は志賀を訪れ可^^候" 今朝 も 五月ら しき {H に 候 かな。 御 病 おこたれと 

のみ 祈 居り 候 U 

〇 (五月 八日) 

松尾久 子からの 手紙が 来て、 着 札して から 肋 膜 炎が 再發 したが、 もうい、 と 云って 來た。 吉 川から は、 四月 ni 十日 正午 

男子が 牛 一れ たと 云って 來た。 上の子が 何んだ か 可哀相な 氣 がした。 四 Hn! 十日に、 あの 邊は風 s-tT であった 相 だ。 今年.^ 北 

海道 は氣 候が 惡 いらし い、 困った もの だ。 ァネ モネ はう まく 生きた か 知らん。 

〇 (五月 九日 於 鎌 倉) 

今歸 りつきました。 汽車の 中で 放蕩 者ら しい ni 人の 若者 を て、 胸糞 を： 惡 くして しま ひました。 歸 つて 見る と 早 川から 


手紙が 來てゐ ます。 うそで もま ことで も、 向う の 女の 事 を 書いて あるの を讀 むと、 二人 を 憐れむ 心になります。 一緒にさ 

せて やって 見たい と 思 ひました が、 又 例の 弱い 癖が 出た と 思って 考 へて 居ます。 二人 はおな としく 遊んで 居ました。 

〇 (五月 九日 於 鎌 倉) 

敏は 行と 喧嘩して 倒された とかで、 又 額に もう 一 つのたん こぶ を裕 へて、 眞 黑な藥 をべ ッ タリ 塗って ゐ ました。 大した 

事 はない のです。 大部 氣 分が 向いて 來た樣 だから、 筆が 取れる かも 知れません。 然し、. 未だ 題目 は 決定し ません。 靜 かな 

夕方に なりました。 熱が ひくい ま、 である やうに" 

〇 (五月 十日〕 

今日 夕刻、 江 崎 安子 樣來訪 致され 候" 敏は 大元氣 にて 皆 を よろこばせ 居候。 今夜 は蕭々 たる 雨、 晴天 續 きの 後に は 快く 

咸 〔申 候" 殊に 私に ありて は、 眼が はっきり 心地よ く 開き 候 事が、 何よりの 慰安に 御座 候。 願く は此 雨、 今夜 降りつ くして 

明日 は 晴れよ。 

靑島 にある、 神 尾の 馬丁より 見舞 狀參り 候 間、 返禮状 出 置き 候" . 

〇 (五月 十 一 日) 

今 五 時 十分 過ぎ だ。 朝 九 時半 頃から 兹に來 て 書き 續 けた" 而 して 原稿用紙で 四十 五 枚 書いた" 僕と して はい. - 肘-護と 云 

はねば ならぬ) 僕 は 今 晚も兹 に 居て 書きたい と 思 ふけれ ども、 子供が 可哀相， たから 是れ から 歸る。 

今 曰 は 嘸 無聊だった らう。. 明日 天氣 だったら 江 崎 安子さん が 行 くだらう。 

〇 (五月 十 一 日 於 鎌 倉) 

久し振りで 仕事に， 對 する 力が 湧いて 來た U 生れ 出る 子が 醜い 事 は 知らない ではない。 然し、 私に とって は 是れ程 うれし 

い 努力 は 他に 求められない。 今日は 心 ゆく ばかり 筆 を-取りた いものと 祈って 居る。 病床に ある 君 を、 眞に慰 さめ 得る もの 

は、 僕の 努力、 甲斐 ある 事業 だ、 と 云 ふ 事 を 僕 はよ く 知って 居る。 今まで、 も 夫れ を 知って、 努力 しないので はなかった。 

病める 妻へ  二 〇 五  ^ 
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唯. 夫れ が 集中して 一 つの 形 を 取らなかった 迄 だ〕 結果が 果して 努力に 酬いる もので あるか ド， 'か、 疑 はしい。 

夫れ を 思 ふと、 晴ぃ 心になる。 然し 幸福な 僕 は 11 眞に 自分の 價値を 認めよう として くれる やさしい 魂 を 持つ 僕 は i 

努力 を やめない であらう。 兎に角 僕の 作物 はよ きにせよ、 醜に せよ、 君に 捧げら るべき もの だ。 此畫は 北海道 を 思. H せる 

ではない か 11 (雪の 素 色の 綺 はがき) こんな 雪 をけ 散して 弗き ま はった 快 は、 他に 一寸ない ね" 

〇 (五月 十二 日〕 

今朝 早 起、 濱邊を 散歩 致候處 「ィ ケス」 四十 程 波の 爲 めに 打 上げられ 居候" 平 塚 も 暴風雨な りしな らん。 損害 無 之 候 ひ 

しゃ。 東京 はさした る 事な かりし 由に 候〕  ■  • 

〇 (五月 十三 日) 

此地、 昨夜 はしと くと 雨降り 候 ひしが、 今朝 は 晴れ渡りて、 すがすがしき 日と 相 成 申 候" 是 より、 山 本 直 良 君 を 誘 ひ 

て、 喜寬 君と 中 食 を 共に し、 直ちに 歸鎌 致度存 居候。 母上 様、 昨： 伩 より 咽 喉 を 痛められて！^ 熱な され たれ ども、 さした る 

事 はな かるべく 候" 行 n 一 も 少し 風邪 氣 味なれ ど、 さした る 事な く 遊び Isdi" 蹺子も 稍 やられ 居候 樣子。 

物置 も 大分 出來 上り 申 候.^ 其 中 又 荷物の 一 と騷 ぎに 有 之 候。 

伊藤 氏に 依頼し、 高木の 方に 時々 參 1" 報知す る やう 被游度 候" 

〇 (五月 十四日 朝〕 

昨夜 は 新渡戶 氏 を 訪れて、 直 良、 喜寬のニ君と.^!:^^、 直ちに 歸 鎌の 心 組の 處、 偶然に も 其 料理屋に て、 佐 藤、 新 渡 戸の 

兩 氏に 邂 返し、 一寸 面 語 致 候處、 佐藤學 長の 舊 同窓に て. 唯今 来遊 中なる 米 人 夫婦、 美術の 事に つき 話 相手 を 求めつ k あれ 

ば、 行きて くれず やとの 事に、 帝 M ホテルに 參 り， 二 時半 程に 互り 談話 致候爲 め、 歸鎌は 六 時 過に 相 成 申 候" 今朝 は 君 許 

訪 はんかと 存候得 共、 小 供が 一 日位ゐ 父の 居る 事 を も 望まん かと、 躊躍致 居り 候" 然し、 或は 出 懸け 候 樣相成 申 候 ゃも不 

被 計 候" 不思議な 事 も ある ものに 候。 君が 懐中 しるこ を 求め 給 ひしに、 石川樣 より I 箱 经り屆 オられ 申 候" 昨日 は，' 子 


に頓 み、 柄 を 選び もら ひ、 君の 爲 めに ネルの 衣 物 を 作る やう 致させ 候に、 昨夜 君の 端 書に は 同じき 御 注文 有 之 候" 

〇 (w: 月 十： 力" 日) 

今 曰：；？^ の 熱 は、 全く 僕の 勝手な 口の き 、かたが 引 起した の だと 思って 居ます。 一方に は、：^ 氣の 故で はない と 安心 もし、 

一方に は 隨分亂 暴な 男 だと、 自分に も 呆れて 居ます。 然し、 僕の 性質と して は、 理解の ない 状態に 居なければ ならぬ と； 14 

ふ 事 は、 心 しい 事です。 君が、 此邊の 心情 を K み収 つて、 再び 平靜に 還られん こと を 祈ります。 

〇 (五月 十五 日) 

歸 つて 來て見 ると、 行、 敏は 海岸に 行って 居ませんでした。 昨夜 は 活動に 行って、 而 白が つて 見物した 相です。 

信 子さん から 端 書が 來て、 母上の 御.； S 氣も よく、 行 三 ももう 全快 だとの、 消息が ありました。 御 心配な き樣。 創作の 氣 

分が、 また 向って 來た 機に 思 ひます。 努力して 見ます。 

〇 (五月 十六 日 朝 十 時) 

今 曰 小 兒達は 打 揃 ひ、 コゥ、 ハツ を從 へ、 敬 子 ちゃんに 伴 はれて、 建 長 寺に 遊びに 出 懸け 申 候。 僕 は 今朝 11 書し、 午後 

より は 建 長 寺の 接 心に 參候心 組に 候。 

其 後. 具合 如何 かと、 御 案 申 上 居候" 今日は 少し 曇 りたれ ども、 雨に ならねば 幸甚に 候。 指輪 はま だ參候 はず。 參り 次 

第 屈け 可 申 上 候" 

〇 (五月 十六 日〕 

曰 本の 人が 家 を 建 候 場合に は、 唯 自分が 住 ひよ き 機に とのみ 心 懸け 候 樣被存 候" 歐洲に 於： g は、 建築が 自然の 一部に ま 

ぎれ 入り 候樣 にと 思 ひ 居り 候 樣被存 候" 裏の 繫を見 給へ、 G^. 根の 形と 色と が、 宛ら 自然の 榮を 讃藥し 居る やうに 見えず 候 

や。 日 .14 にも 昔の 建築に は、 たしかに か、 る 心 紐 ありし もの を 可惜 U 

〇 (五月 十七 日〕 
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昨夜、 君の 手紙が 屆 いた" 明日 多分 平 塚に 行く から、 その 時 御 返事 はする" 

昨日 は 日曜 なれば、 行、 敏 以下 は 建 長 寺に 行った。 僕が 志賀 と、 一時 頃 そのお 寺に 行ったら、 山門の 掛 茶屋の 處の腰 か 

けから 僕 を 呼んで 居た。 僕 は 一時 半から 三時まで、 管長さん の 講義 を 聞いた が、 わからない ものだった。 歸途. 河 野 氏に 

立 寄って 家に 園った。 夜は菅 氏を訪 うた。 

〇 (五月 十七 日 於 鎌 倉) 

僕 は 早く も^が、 少く とも 四日 以前の 君に ならん 事 を 祈る。 僕 は 何ん と 云 ふ 馬鹿者 だら う。 然し、 君 は 僕の 心 を 知って 

くれて 居る だら うと 思 ふ。 歸 りついても ニ兒は 居なかった" 部屋に 入って、 原稿 を いぢく りな どして 居る と、 歸 つて 來た。 

二日 ともおと なしく、 よく 遊び暮し たさう だ。 夕食に は 鯛飯の 御馳走 をした。 夫れ から 又、 日の 暮れる まで 庭で 遊んで、 

^に 人って、 おとなしく 寢 についた。 今夜 は 又勉强 する。 

〇 (五月 二十日) ♦ 

御手 紙 披見 致 候 U 又々 稍々 高熱に あられ 候 由、 来訪者の 爲め にかと 存候得 共， 乍 跨 御 案じ 申 上 候" 本朝 荷物 着、 半日 を 

費して 片付け 方 を 了し 申 候。 中には 見當ら ざる もの も 有 之 候 得 共、 兎に角 出夾 得る 丈け 取りまとめ 持 參致可 候。 

n; 兒 とも 至而 無事。 昨： U は稱 田、 愛子、 三兒 及びべ ー チャンと 共に 家庭 博に 參り 候而、 伊達 氏に 面會致 候" その 時 島 村 

氏 も 同道 致 候" M と S との 見合 ひの 意 を 兼ねた る ものに 御座 候" うまく 參 らばよ ろ こばし き 事の 一つと 存居 候〕 明日 は 北 

現 養生 園に、 古賀 博士 を 訪問 致 度 心組みに 御 *M 候。 而 して、 二十 二日に は 多分 歸 京の 事に 可 致 候。 二十 三日に は 平 嫁へ と 

存， i£ 候" 

, 〇 (五月 二十 ー11 日 於 東京) 

一昨日 は、 一日 丈け 日 を あやまって 手紙 差 上げ、 今日は 僕の 来訪 を 待ち 居られ ざり しゃと、 御氣の 毒に 存 居候。 實は， 

今日 歸 鎌の 箬 の處， 朝來の 雨ョ和 なれば、 一 日 丈け 延引の 事に 致し、 明日 は 午前中 歸鎌可 致 候に つき、 午後より 參上可 致 


候 か。 昨 0 は朝傳 染病硏 所」、 古賀 博士 を 訪ひ、 夕食 は、 行 を 伴 ひ、 山 本家に て 供せられ 申 候" 折 柄 ：1 勾の 直 正- 商 光 

の 二人、 尺 氏のお 子 二人 來られ 候而、 賑 かに 候 ひき。 

今日は 父上 能に 行かれ、 僕に も 是非との 事 なれ ども 心 進まず、 如何 可 致 かと 思案 致 35 候" 

兩 にて 寒さ も 加 はり 候 得 者、 病院の 日 暮し嘸 かしと 御 同情 申 上 候" 

〇 (五月 二十 六日 於 鎌 倉) 

行 三の 事氣 になり て、 早々 平 塚を辭 したる もの k、 歸來 りて 彼の 頭 健なる を兑て は、 又 平 嫁の Ml- 氣遣 はる。 恙なき や 如 

何に。 今日は 藤澤 より 16, 車に 雜 りぬ。 夏の 如く 蟬の聲 さへ 聞 こ ゆ。 走る 鼇 M. の 起す 風に 面 を 吹か すれば、 一味の 凉氣 淸爽 

譬 へがた し。 

〇 (五月 二十 六日) 

是れ より 銀行に 行き、 志賀を 訪れ. 若し 氣が 向かば、 原稿 を 書かん かと 思へ り。 束 京より 信 あり、 行、 敏も亦 至極の 建 

全に して おとなしき 由、 行 三 は 今 は 誰に も惯れ て、 皆々 に 可愛がられ 居れり。 

さらば。 更に 加養し 給へ。 

〇 (五月 二十 七日 於 鎌 倉) 

今日.？ 凝乳 は 成功な され 候 や。 ^用 後の 腹 工合 は.^ 何) 

襦袢 はたし かに 御 願 ひ 申上翯 候" 

東京よりの 來信 によれば、 神 尾 父上 樣には 六月 上旬、 御上 京に もやと 存ぜら れ候。 

昨日 午後 よ り 夜 に 亙り 執筆 勉 强致 候。 

〇 (五月 二十 七日 於 鎌 倉) 

今日 も 又 思 はしからぬ 天候に なり 申 候" 病院の 中 淋しき 事に 候 半。 行 ni は^ 室 異候爲 めに や、 夜分 度々 目 さめ 候樣 なれ 
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ども- 晝間は 一 R 氣 至極に 候) 東京の ニ兒 もよ く 慣れて 遊び 居候 由。 

〇 (五月 二十 八 曰 夜 鎌 倉) 

明 日 は 早朝 東京に 參り候 間、 停車場より 電報 致 可、 驚かれぬ 樣と祈 居候。 夕方 は 多分 參上致 可 候" 

少し 胃 を 痛められ 候 由、 御大 事に なされ 度、 行 ni も 明日、 母上 • 敬 子 ちゃんと 共に 歸京之 i^。 

〇 (五月 二十 八日 鎌 倉) 

今日、 母上 病院に 赴かれ 候 樣被仰 候 得 者、 日 は 短く 過ぎ 候 半。 

はつ は 其 妹 危篤の 由、 申參候 由に て、 今朝 歸國致 候 や も不被 計。 

，三 は 境遇の ちが ひに や、 何分 夜寢 つき 悪く、 度々 股 を さまし 候て、 やかましき 故、 今 tH は 返さん かと も存 居候 U 

〇( 五月 二十 八日) 

昨夕 は 11 り 散歩して、 松葉 谷と 云 ふ 所に、 日蓮が if を 結びし 跡、 〔か 國論を 書かれし 跡 を 訪ひ申 候。 偉人の 事業 は、 生活 

を心强 からしめ 申 候" 唯一 人な りければ、 殊に 翁 日な りければ、 山上の 堂宇の 欄干に 腰 を かけて、 稍 暫し考 へつ^け^ 候。 

〇 (五月 三十日) 

歸 りの 气 ipi ま U により 參候 もの、 久 振りに て 込み 居り、 藤！； より 電車に て、 讀書に 夢中に て 歸宅致 候" S 上 5i は 想像の 

通 米 客 一泊 被 致候爲 め、 今朝 八時柬 京に お出、 敬 子ち やん は、 春が 東京 迄お 经 りし、 春 丈け 昨夜 歸來 せし もの.^ 由に 候 問、 

御 心配 相 威 間 敷 候。 夫れ 故家內 に、 泰 とみやの みに て湘 しき 事 限りなく、 遂に 堪へ かねて、 唯今 停車場に 着くべき、 五 時 

五十 分を迎 へに 參候得 共， 夫れ にても ぉ歸無 之、 歸宅致 候處に 候" 君の 斷食も 一 理 あれ ども 餘り腹 をす かせて は、 极氣更 

らに蠻 かざるべく、 消化よ きもの >f み 用 ゐられ 候 方 可なら ず や。 

蒸 暑く 空氣濕 りたる いやな 日に 候 哉〕 

〇 (五月 三十 一日) 


母上 樣及敬 子 君 は、 昨夜 九 時 頃 御 歸り相 成 候 得 共、 二 兒は假 縫 をす ませ 候 上に て歸る 方よ ろし からん とて、 東京に 脔り 

候 由に 候" 夫 故 今日は 何となく 淋しく 候〕 朝 は少々 原稿 を 書き、 午後より は 散歩に 出で、 バラの 花 を 買 ひて 机上 をに ぎ や 

かにし、 夫れ より 身 を いれて 讀書致 候" 

今 H は天氣 よかり しかば、 君の 病 も 少し はよ かりし 事と 存じ 上げ 候。 

〇 (六月 一 日 於 鎌 倉) 

今日は 態 雨と なり、 塞 さも 加 はり 申 候が. さした る 事な く， 御 暮し相 成 居候 や。 僕 は 今日は 一 Hz 勉强。 今夕から 明日 再 

平 稼に 至り、 夫れ より 直ちに 東京に 出で、 二 兒を迎 へて 歸鎌 せんかと 存 居候。 

昨： USIH: ひたる パラ、 美しく 孤躅を 慰めて くれ 居り 候。 

〇 (六月 三日 於 ia^ 京) 

昨夜 東京に 着 致 候 節 は、 八 時 過な りしが、 夫れ より 銀座に 至りて 此端書 を 買 ひ、 家に 歸れば 飯 田 君 あり、 父上、 母上と 

は 十 一 時 迄 語りて 就. 1 致 候。 三 兒共至 元氣 朝より 庭に て 遊び 居 申 候。 午前中 は 增田君 来りて、 三時 過まで 語り 居り 申 候。 

夜 は 田 所 氏 を 訪れん と存 居り 候。 EE 腸 も 幾分 か 御 快方に や、 洋服 も 行の 分、 今夜 出来の SlCii 候" 餘は 後便に 草々。 

〇 (六月 五日 於 鎌 倉) 

今朝 十一 時 五分の 汽車に て 二 兒を伴 ひ、 歸鎌致 候〕 午後 は、 行 は 僕と 共に 海濱に { ^申 候。 母上 はま だ御歸 りなされ ず。 

明 H 午後より 參上 致さん かと 存 居候" 

〇 (六月 五日)  . 

明日より 明後日に かけ、 參上致 候 樣申上 臂候得 共、 神 尾 母上 御上 京に て、 夫れ までに は 御 歸り覺 束な く、 且 明日 は 父上 

御來 鎌に も 候 得 者、 明後日 御 伺 ひ 可 申 候" 左樣御 承知 被 下 度 候。 

〇 (六月 六日 於 ia- 京) 


有 鳥武郎 八ェ集 第八卷  ニー 一一 

昨日 は 一日 滞在の 事に なりたれば、 H 兒を伴 ひて 淺草 公園に 出かけ、 砂塵と 雜鬧の 間 を 稍 二 時間 程 過し 一」 歸宅致 候。 S 

兒共電 単 の 中に て よく 寢ね申 候。 

夕方し ま を 尋ね 申 候。 しま子 も 鼻の 具合 宜しから ぬ 由 なれ ども、 是れ もさした る 事 もなかるべく 候。 

今朝 早く 田 所 氏を訪 ひ、 可成 早く 歸鎌可 致、 平 塚に は 明日 參られ 候 半 かと 存 居候。 

〇 (六月 七日 鎌、 

明日 は 母上 樣 貴地に 參られ 候樣、 御 申に 候" 

信 子 氏の 手紙に 同封して、 島 村 氏よりの 手紙 參り 候" 事 は 破綻に 終る らしく 候。 

雨の 中 を 藤澤に 出て、 二 兒と敬 子 ちゃんに 土 產を買 ひ、 電車に 乘り申 候。 車掌 は カバン を 開きて、 今朝より 六 拾 HJ 銭の 

收入 ありし のみと 申 居り 候が、 車中 はガラ 明きに て、 雨に 曇る， 硝子 窓より は、 七 里濱の 景色 も 眺め かねて 歸鎌致 侯〕 二 

はおとな しく 待ち 居り 候" 

〇 (六月 七日 ) 

唯今 ニ兒を 湯に 入れた る 所に 候。 二人とも 元氣に 入浴し、 行 は 旣に寢 室に 赴き 申 候" 敏 は晝寢 せし 故、 まだ 暫く は 起き 

居 可 申 候) 

〇 (六月 十日〕 

昨日 は 一日 雨に て、 淑 しく 暮 され 候 半。 今日は 御見舞に 參上 致度存 居候。 今日 も 晴れげ に は 見えず 候よ。 行 光 昨日より 

少々 發 熱の 氣 味なれば、 出来る 丈け の 養生 爲致 居候。 

〇 (六月 十日 鎌 倉) 

昨日 a? 上御歸 宅に て、 御 樣子承 はり 安心 致 候〕 昨日 は朝來 執筆 致 候 共、 何分 氣 進まず、 思 ひ 切りて 二 兒を伴 ひ、 志賀 

の 所に 參候 所、 晝の 御馳走に なり、 夫れ より 志 賀の子 を も 伴 ひ、 要 山に 遊びく らし- 三^半 頃 歸宅致 候】 行の せき 激しき 


樣子 なれば、 今朝 は^ 師に 診察 を. W はんかと 存 居候。 今日は 朝来の 雨、 執筆 せんに は此 上な き 日和 なれば、 又何處 かに 參 

らん かと も存 居候。 ノ 

祈御靜 養。 

〇 (六月 士百) 

只今 九 時半、 山 本より 歸來 候處に 候- 高木、 尺の 一家 も 見えて 娠 はしく 候 ひき" 園 子の 仕舞に は 感嘆 致 候" 見せて 上げ 

. 度存 候。 今日は 母上 樣 御出でに て 尉 申 候 半。 明 曰 は御歸 鎌な さるべき にっき 其 中 又) 

〇 (六月 十五 曰 鎌 倉) 

天氣も 全く 晴れ渡り、 子等の 事も氣 にか \り たれば、 今日は その 儘 歸宅致 候。 二 兒共至 ：！ 元氣 なりし。 今朝の 汽車 は 失 

： 敗 致 候。 八 時 五十 九分と 誤りし 爲め、 三十 分 待た され、 大船に て 又 三十 分 程 待ち 申 候" 家に 歸 りて 直ちに 辩 書に とり か、 

り、 今 (六 時) まで 勉强致 候。 

. 〇 (七月 十二 日 於 東京)  ， 

昨夜 は 山 内 祖母 樣 及び 叔父 樣の爲 めに、 母上と 御 待 夜 致 候。 今日 も 又 雨ら しき Mi 合- 父上 樣も御 歸京相 成 候て、 ぉ浙し 

• き 事と 存上 候〕 朝 は 母上 樣と 本願 寺に 參詣の 箬 に 付、 晝の 間に は、 石 川、 阪本 諸氏 を 訪れん かと 存 居候。 雨の やまざるに 

郵船の 荷物 取 出しが たくて 閉口 致： E 候」 やみ 次第 収 よせ、 處理 • 致度存 居候。 

父上 樣、 せきに、 副に ある 赤き 丸き 箱 持ち 來れと 命じ 給 ひ 候處、 傍に ありし 行 三、 取り あへ ず其處 にあり し 林檎 をつ か 

みて 父上に 差 上 候 由、 中々 の氣轉 者な りと て 大笑。 

〇 (八月 五日) 

伊太利 亜の 碧き 波 際さ すら へ る 旅人な りし 我れ も 思 ほ ゆ" (海岸の 緣 はが き に) 

〇 (八月 五 R)  . 


有 鳥武郞 第八卷  ニー  EI 

璃. 紺の 草 に 生 ふる 雲の 花 夏日 照らせば 赤に 黄に 映 ゆ。 

〇 (八月 七 曰 ：> 

沈みたる船の帆柱くだけてもなほ天を指す夕暮の^^  (難破船の 緣 はがきに) 

〇 (八月 七 RI) 

* タヰ ンチの 心に 似た る 湖ゃシ プラス 黑く花 ほの しろき" (湖の 紛 はがきに) 

〇 (八月 八日〕 

琅； JjS 色に 染みた る さどれ 石 は 陽 を 知ら ぬげの 夏の 侮 かな" (海 岸の 岩 出で たる 粉葉嘗 に) 

〇 (八月 八日) 

潮 ひけば 醜き 杭 は あら はる \ 心 沈めば 湧く やかな しみ。 (海岸に 杭の あら はれた る输 はがき に) 

〇 (八月 九日〕 

はやち 來と戶 ほそに 君の 面 見せず 花の み 白し 海の 高樓" 

〇 (八月 九 R0 

大海原 海の 果てなる 水く まの 隅に 小さき 渦卷 きか 我れ。 (港の 綺 はがきに) 

〇 (八月 十日) 

初秋 は 湖の ほとりの 橄 3^ の 葉 越しに 寄せて 靜 かなる かな。 (湖水の 一隅と も ゆる 输は がきに〕 

〇 (八月 十日) 

天地 も 祈る 心 や 知りぬ らし かの 夕榮 えの 薄れ ゆく 時。 

合 朝 東京に 參申可 候。 

〇 (八月 卞 七日) 


今朝 は 材木 座なる 野 村 氏 を 訪ねん と存 居候。 行 も敏も 至て 元氣 にて よく 遊び 居候。 

〇 (八月 十七 日〕 

かう 同じ 樣な 畫が續 出して は、 さすがの 歌聖 も はたと、 詠嘆に 闲じ 楽て 候"  • 

〇 (八月 二十 六日)  ノ 

昨日 はとうく 御 葬式に 間に合はなかった。 敏を 連れて 參ら なかった。 今夕 か、 明朝、 鎌 倉に 參る 積り、 御 輕快を 祈る。 

〇 (八月 二十 九日) 

歸 りに は 立派に 汽車に まにあ ひ 申 候。 夜 は、 敏と 行との 大 活動に、 一家 腹の 皮 をよ ぢり申 候" 今朝 は單 衣に て 膚寒き 程 

の凉 しさ、 海岸に 逢 ふ 人の 少なく なれる は 哀れに 候。 新潮 は 屆き候 や。 、王 人 公の 名 だけが 有 島に て、 事實は 小生に 關 する 

ものに て はない らしい。 

〇 (八月 二十 九日〕 

鬼に 角、 新潮 笑 草に 御 绘り申 上 候。  . 

今日は 大和 婦人 會の 規則書 を 書き、 志賀、 野 村を訪 ひて、 別れを^1!1げ度く存ぉ候。 父上 様に 托し キャラメル を 御 } ^り 申 

上 候。 

〇 (九月 四日〕 

昨日 は 札 幅より 野中、 橋 浦の 二 入来り 候、 案 內の爲 め、 朝より 諸 所 を 廻り、 晝： 建 長 寺 裏の 精進ず し を 食 はん 爲め參 候 

處、 食事 中 白雨 襲來、 傘な き 身の 途方に くれて、 潮く 歸宅 候處、 父上 樣 東京より 御來訪 にて 驚き 申 候" 君に も あの 雨の 中 

にお 出と は、 思 ひも 懸けられ ざり し 事と 存上 候。 里 見の 件 は 別にお 話 無 之 候 ひしゃ。 同人より 出京 を 促し 參 候^、 今日 電 

魏來 次第、 一寸 上京の 心 組に 候" 白樺 到來致 候。 誤字の 澤 山なる に は 閉口 致 候。 

君の 熱 は 其 後 如何に や、 看護婦 も宜敷 方に 候 や、 御大 切に リ 

^める 妻へ  二  j 五 


有 島武郞 <A 築 笫八卷  二 1 六 


一九 一六 年 

吹 田 順 助 氏 宛 11 一月 四 B 於 東京 二三 n 

先夜 は久 振に て 大變偷 快に 存じました。  ^ 

「ミケランジェロ」 は 非常に 面白く 讀 みました。 忠實な 立派な 譯 をして 下さった 事 を 御？ お致します。 あの 內容と 云 ふ 事よ 一 

りもミ ケ ラン ジ H  口 の 性格 を大づ かみに あれ 迄に 理解し 實 現し 得た 作者の 眼球に 驚かされました。 

金曜日 御 出發で すか。 新年に は 又話材 もお 出來 になった 事と 思 ひます。 今夜 足 助、 大島 豐、 外 一名が 話に 来る のです が..： 

兄 はお 忙しいで せう ね。 奥 ざん やお 子供達に よろしく。  ^ 

では 御旅 行の 幸 を 祈ります。  ： 

足 助 素 一 氏 宛 —— 1 月 八日 於 東京 〔 ~  ii〕  ： 

大島 はどう も 感じが しっくり 來 ない。 先方で も 僕に 對 して さう 思って ゐ たらう。  . 一 

「洪水の 前」 は 兄と 僕と 解 釋 が 多少 與 つて ゐる やう だ" 僕 は ャぺテ が 方舟に 乘っ た^を a?. 協と は 思 はない。 ャべ テのゐ な： 

い ノアの 子孫 を 想像す る 事 は 僕に は 苦痛 だ U あすこで ャぺ テ に 死んで しま はれて はい や だ。 ャぺ テが あすこで 死ぬ とい ふ.! 

事 は 却て 容易な 事 かも 知れない が、 夫れ は 彼が 運命の 狂 ひに 對 して 妥協した 事になる と 思 ふ。 運命の 狂 ひが 本道に 1^ る ま 一 

でぢ つと こらへ て くれる 方が 僕 は うれしい の だ"  一 

又 I 面に 於て 僕 は セムに 第 十 t< 世紀 以前の 思潮 を、 ハムに 自然主義 的の 思潮 を、 ャぺテ に到來 すべき 思潮 を、 代表 させ 

た 積り である。 ナ アマと いふ^, t.A の 境界に 對 して セム、 ハム、 ャぺテ が 取った 態度に よって 思潮の 向 ふ 所 を 階 示しよ； 


うとした 積り だ。 

兄が 自分 を ごまかして ゐ たやう だと： K ふの は、 兄が 僕と いふ もの &價 値に 對 して 兄.： H 身 を ごまかして ゐ たやう だとい ふ 

意味な のか 知らん。 夫れ なら 僕は橫 .£ に 一 撲を與 へられた やうな 心地が する。 失望 はしない、 然し 十分の 苦痛 は 感ずる。 

兄が 兄 .HI 身の 價値を ごまかして ゐ たやう だとの 事なら、 兄の 自己 反省の いつもに 變ら ず銳敏 なのに 感じ入らずに は をら 

れ ない。 スト ー ムが來 さう だとい ふ 兄の 言葉 は 何よりも 僕 を 不安に する。 夫れ を 如何に 避げ 又は 如何に 突きぬ ける かと 云 

ふ 問題に 對 する 解答 は 到 僕の 提供し 得る 所ではないが、 兄がその難關を^^事に切り拔けられるゃぅにと切に切に祈って 

ゐる。 

生 馬の 作物に ついての 兄の 感想 は大變 面白く 讀ん だ" 今月の 太陽に 書かれた 「暴君へ」 は 第二 者の 手に よって，： H 分を醫 

き 現 はさう とした もの だ。 夫れ は 兄に 作者の 面影に ついて 何等かの 暗示 を與へ 得る かと も 思 ふ。 

是れは 率爾な お尋ね だが 兄 は 今 金に S つて はゐ ないか、 若し 居るなら 僕に 都合 させ 給へ な。 

明日 は 平 塚に 行く。 昨： n は 草 間が 訪れて くれた。 兄の 上の 事 も 色々 心^して ゐた】 素直な 性格が 惻々 として 逼る。 然し 

r  堅くな つ C ゐ るの は氣の 毒な 氣 がした" 

足 助 素 一 氏 宛 —— 一月 十一 日 〔一 I 一四〕 

どうも 運 惡く會 ひそ こなうた。 

注射の 結果 はもう い- <  のか、 何しろ 大事に なさい。 

「白痴」 の 最終 卷は矢 張 安子の 手許に はなかった。 

「夏 縛」 は英 夫が 自分の分 だけ 新 小， iis から 引き やぶって 持って行って しまった。 

其 代り 此に 面白い 畫集 をお ほに 懸ける。 三 人 純 粹な心 を 持った 青年の 所作 だ。 殊に 恩 地の もの は 光って ゐ ると 思 はれる。 

1 九 一 六 年  二 1 七 


有 鳥 武郎. ^；集 i め八卷  二 1< 

平 塚で は^ i い. t  。此樣 子なら うれしい 事 だと 思って ゐる。 

今 R 兄が ゐ たら 引 張り出して 冬の 隅 W 川に でも 行かう かと 思った の だが 駄目だった。 仕方がな しに li りで 出かける。 

何しろ 大事に し 給へ。 草々。 

「或る 女」 はまと めて 出す 事に した。 是 から 續篇を 書く。 

吹 田 順 助 氏 宛 —— 一月 十二  ri 於 東京 〔一一 一 五〕 

御出發 前にもう 一 度お にか、 れ なかった のは殘 念でした リ 

御 家族 も 無 御恙ぉ jji^ き だ つ た 事と 思 ひます。  • 

1 昨日 浴 陽 堂の 主人が 来て 色々 話 をして 行った 序に、 僕 は 兄の ヘッベルの 三譯文 (マリ V、 ュ I デ ット、 ミケ ラン ジ H 

to を 一 册 にして 出す 氣は ないかと 云うたら よろこんで 出したい と 云 ひました" 夫れ に藝 文に 載せられ たへ ッべ ルの傳 を 

加へ たら 大 翳い 、ものが 出來 ると 僕 は 思って 居ます が、 兄に は その 氣は おありに なりません か C 若しお ありなら 更に 話 を 

進めて 见 ます。 \S ^に 角 御 返事 を 願 ひます。 

昨： HI は 足 助 君と 隅 S 川 を 散策し ました。 辦 しい 冬枯れの 景色に は 又 一 種の 趣が ありました リ 

奧樣 によろ しく。 妻 も 段々 い、 方です。 左樣 なら。 

吹 田 順 助 氏 宛 —— 三月 二十 一日 於 東京 〔ニー 六〕 

其 後 は 大變な 御無沙汰 をし ました" 御 許し 下さい。 先達の 御手 紙 は大變 感じ 深く 拜 見しながら 病人 や 何 かの 爲 めに 今日 

まで 御 返事 を 怠って 居ました。 へ ッ ベルの 戲曲を 集めて 出版され る 事に ついては 洛陽 堂の 主人の 来宅 を 待って 相談しょう 

と 思って g るので すが、 主人 は 忙しい のかい まだに 參 りません ので 将が 明かないで 居ます。 然し 其 中面會 して 何とか 具體 


的な 御 報告 をし ます。 若し 今の 飜譯屮 のー篇 もお 加へ になる 積り なら 御 申 越 下さい。 

書きたい 事 はかなり 胸の 中に 湧いて 來 ますが 形態 を與 へる のに 一 種の 躊躇 を 感じます。 讀 者に 對 して 責任 を 感じます。 

この頃 數 多い 維 誌の 出る の を 党ても、 又 その 中に 毎 W 幾篇 となく 所謂 創作なる ものが 現 はれる の を て も、 讀 者が 氣の毒 

だと 云 ふ觀 念が 愈 深くな ります。 書いた ものが 蛇 度 何等かの 力に 變 つて 行く ぞと云 ふ 自信の 持てる 丈け の 作物 を 提供し 

なければ 濟 まない 事 だと 思 ひます。 さう 思 ふと， H 分の 力の 微弱が 哀れまれます。 

如 可しても 生活が まだ 安定でありません、 不安が ついて ま はります。 こんな 風で 老いて 行ったら 僕の 一生 は 一箇の 徒 事 ■ 

です。 此處に 僕の なし 得る 丈け 大きな 美しい^い 坐活を 生活したい 熱望 は 昨日 も 今日 も 離れずに 居ます が、 僕 はつい 惰力 

二 引 張られて 一 日  一 En と 力 を 消耗して 居る やうです。 is に 是れが 情ない と 思 ひます。 

逢阪 君が 「晴黑 より 光明に」 と 云 ふ 本 を 著しました。 ！；；^ は 君と して 滿 身の 努力 を爲 した 跡が 見えて、 近頃 世に出た 內部ー 

經驗の 書物と して は 出色の もの だら うと 思 ひます が、 内 村 氏の 「求 安錄」 と 進路の 餘 りに 一致して 居る の は 不満 を 感じさ 

せます  - 

僕も來 九月 頃から は どこかで 敎鞭 を秉る 事になる かも 知れません。 もっと 僕に 創作の 自信が あれば こんな 半 チクな 事 は 

しなく ともい. 1 の だが と殘 念です。 然し 行く 所まで 行って 我慢の 出来なくなる まで 忍ぶ 積り です。 東京に は 今 何にも 心 を 

牽 くやうな 事 は 行 はれて 居ません。 昨 H 追濱 から 來た 飛行機が 墜落して 將校ー 一名が 卽死 同様に 他界し ました。 そんな 事に 

人が 隨ぐ 位の ものです。 然し 僕 自.：5^ も觅て 居た その 機が 二三 分の 後に 微塵と なった と 云 ふ 事 は 驚かれる 事でした。 昨日 は 

1 日 その 事ば かり W わって 居ました。 

妻の 病 氣は進 返な しと 云 ふ有樣 です。 或は 駄： a なのか も 知れません (かう 書く の は 恐ろしい 事です が)。 不思議に せ^し 

た 心になります。 

鹿兒島 はもう 暖かで 櫻 も そろく； IE む と 思 ひます。 • 東京 は 今年 は 殊に 媒ぅ 御. ぽ います" 一 昨日 は 雷鳴が して 雪が 降り 

1 九 一六 年  ニー  九 


有 鳥武郞 41! 集 1  が八卷  一三 ◦ 

ました。 この 地の 惡氣 候に はっくぐ 愛想が 盡 きます。 

足 助 素 一 氏 宛 I 三月 一 一十 二日 於 W 水 京 〔 一 一 140 

二度の 御 細 窗に對 して 今日まで スッポ かして ゐ たこと を 許して 下さい。 この 問から 氣の落 付く 暇の ない 雜用を 申 付けら 

れ、 おまけに 父の 病後 療養に 一緒に 大磯ゃ 熱 海に も 行って ゐて、 毎日々々 心 を 苦しめな がらに 御無沙汰して しまった 0 

先づは 法事が 濟ん でお めでたう。 

原との 會見も 思った より 平滑に 面白く 行った こと は. 着， 會 つて 見る と 憎から ぬ與 だね。 

安子の 病 氣は 注射の 結果が 此頃思 はしくな くって 熱が 出たり する ので、 今後 一先 中止す る ことにした。 矢 張  一 SIS だ 

よ" 三 子と 僕と は 幸に 頑赌 だ。 

「フランシスの 顏」 の 批評 はたし かに 急所 をつ かれた。 あれ は 筆が 足りなかった。 作者が あんな 心，^ 持ちながら 少女の 爲 

めに 純化され て 行き、 それと 反對に 少女 は 何時の間にか 處女 になった と 云 ふ 風に 書く 害だった の だが、 餘り 頁お などに 拘 

や 化して 其 心地が 少しも 出來 なか つ たの だ。 

責任 を 感じて 見る と 一 の 作品 を 出す と 云 ふこと にも 非常な 苦痛が 伴 ふ。 時間 を 浪費させる 機な ことがあっても 夫れ だけ 

で 可な り 心苦しく 思 ふ。 讀んだ 時間 だけが 實 になる ものが 書け なければ、 世に 問 ふこと は 考へ物 だと 思 ふ。 そんな こと を 

思 ふと、 心苦しい ことが 多い。 

兄の 善後策 は. S 何な つた。 橋 浦 君に 聞いた が 兄から 妙な 質問が 来たと 云 ふこと ぢ やない か。 何 か m 論 見が ついた のか。 

兎に角 兄が ゐ なくなる と 何となく 淑 しい。 東京です る やうな 仕骞が 兄に 目つ かれば い.， と 思って ゐ る。 

僕は乘 出した 船 だから 當分 創作に カを盡 したいと 思って ゐる。 來月號 に は 一半： 縣^ で 一 つ 書く 積り だ。 .nl: 分の 心の 休ま 

る 丈け の もの を 書きたい と 思って ゐる。 大膽な ことか も 知れない が、 無謀な ことか も 知れない が、 某： 督 を舞臺 に^ 出して 


見たい と 思って ゐる" . 

生活 を 如何に かしなければ いけない、 さう 思 ひながら 僕 は 兄の 十分 一の 開 進 もして ゐ ない。 恥し いこと だ" 

健廒は 近頃 如何 だ" 東京 もま だ 中 々寒い から 貴地が 思 ひ やられる。 痛む 所 は いくらかい \ のか。 何に しても 自愛 を 祈る. * 

今夜 は 借に なった 手紙 をす つかり 書く 積り でゐ るから 亂鋒 になつ て 失禮" 

Is- 久米太 郞氏宛 11 四月 十 四0: 於 n 町 ニニ 八〕 

昨 H 足 助が 来て 吳れて 兄の 消息 を 委しく 聞いた。 兄から いた^いた 手紙 は精讀 して 實に御 同情 をして ゐ たが 遂に 例の 筆 

無精から 御 返事 をせ ずに 居た。 處が足 助と 色々 話した 結 栗 兄に 御無沙汰して 居た 事が 非常に 心苦しく なって 今 筆 を 取った。 

實に 兄の 御 胸中 を 御 察しす る。 是れが 恐く は 兄の 一生の 刺で あらう。 ド I か 最終に 於て 愛兒が 再び 兄の 懷に歸 り 來る日 

の 一 日 も 早 かれと 心から 祈って ゐる。 若し 東京に 於而 僕が なし 得る 事が あるならば 無遠慮 云って よこして くれ 給へ。 

不相變 僕 は 閑散で ゐる。 傍觀 者から は隨分 氣樂な 身の上 だ。 妻の 病氣は 四月に 這 入って から 面白くない。 ギリく と少 

しづ 、病勢 は 進んで 行く やう だ。 三 兒 及び 僕 は 此頃は 幸に 頑、 健 至極で ゐ るから 安心して くれ 給へ。 勉强も 心に 描いた 程に 

は 出来ない が 鬼に 角 やって ゐる。 モ ー 少し 纏った 仕事が 出來 相な もの だと 自分ながら まどろ こしい。 

東京 は 昨日 今日が 櫻の 眞 盛り だ。 貴地 も 嘸 綺麗な こと だら うが、 目下お 互に 花な ど を 賞美す る氣 はない ね.'。 マ， '何し 

ろ 然し 氣を 腐ら かせずに 暮 される 事 を 祈る". 僕 も 決して 不幸に 打捷 たれ はしない 積り だ。 

萬々  一. 二十 s 日頃に 一 寸 京都まで 出る かも 知れぬ U そしたら 是非 御面會 したいと 思って ゐる。 夫れ では 今日は 是れ で.^ 

敬す る。 

足 助 素 一 氏 宛 i 四月 十八 R 於 東京 〔一一 一九〕 
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有島武 郎仝蕖 第八卷  ニニ 二 

今朝 吹 田 君から 返事が 來た" それ を 見る と 僕の 激烈な 言葉に よって 激》1巧 もし 失望 もした と 思 はれる 事が 胸に 響いて 一 寸 

封 を 切り かねた が、 開いて 見る と 彼が 失菌の 中に も落膽 せず〕 、後 迄 牛の 如く 戰 つて 見せる とい ふ 言葉が あつたので、 漸く 

胸 を 撫でお ろした。 

藝術 家と しての 素質 は 十分 だから もっと 染 浸して くれと； K つて やった。 僕 は 或はお ほそれた 迷妄 を 彼に 暗示しょう とし 

たので はない かと 云 ふ 恐れさへ 感じない ではない。 然し 吹 田の 最大の 感興が 文舉に 係り 最大の 嗜好が 文 gf にある 以上 彼 を 

して 文舉 者た るの 8! を 歩まし むる のが 一 番ぃ \ 事 だら うと 思 ふ。 誰が 彼の 將來を 的確に 語り 撙 よう、 彼の 自我が 本當に nz 

醒めた 曉の眞 狀を豫 言し 得よう" 畢竟 我々 は 何等かの 意味に 於て is の 夢 を 追 ひつ、 此世を 過り 去る もの だ。 吹 田 をして 

彼の 夢 を 心 ゆく まで 夢 ましめ よ。 

是 はやが て 始終 自已を 疑 ひ 通して ゐる 自分の 上に も あてはめたい 所の もの だ。 吹田は藝術を最愛すると敢言し5:^0。 而 

して 僕 は？ 

宮 原から 手紙が 来て 吹 W の 作品 を：^ たいと 云って よこした" 然し 是れは 見すべき もので ない と 思 ふから、 兄から 1^ 揆吹 

田の 方へ 经り 返して くれ 給へ。 

末 光の 態度 (僕の 作物に 對 する) が 兄の 解 1 する ものの 如しと すると， 僕 は 末 光が 歴史 ゃ文纖 を^ 究 せんとす るの は 根 

本 的に 間違った 考 へだと 思 ふ、 是れは 一 つ 末 光に 云って やりたい 寧 だ。 

この 次の 日曜に は 出 懸られ るか 如何 か はっきり しない。 n 曜の 畫に宮 原が 來 たいと も； K つて^て ゐる。 窝原は 今夜 外出 

の出來 ない 健康に あるの だから 家に 居ようかと も 思って ゐる。 同時に 行 光が 二日 前から 發 熱して 臥床して ゐる。 タメ クゾ 

らしい、 今朝 は 通じが あつたから • 大抵 は 日曜までに はな ほる かと 思って ゐる。 兄 等が 出 懸ける とき まったら 何處に 待ち 

5 ければ い、 か豫め 知らして 置いて くれ 給へ。 

吹 田の 手紙 はいらな いから 御讀 了の 上 は 破毀して 下さって い、。 


足 助 素 一 氏 宛 11 四月 一 一十 九 曰 於 東京 〔 一 ミ 0〕 

この間 は 御 端 街 多謝。 成程 あの 批評 は 肯繁を 得て ゐる。 然し 神と 貧窮との 關係 について あれ 以上の 解決 を與 へる に は 天 

才 者で なければ 出来ない こと だら う。 逢阪と して は あの 儘で 進んで 行って 差 ない 事と 思って ゐる。 僕 は あれから まだ 逢 

阪に書 くの をお こたって ゐる、 氣の毒 だと は 思 ひながら。 

露店 n 記 は大餍 面， 01  く讀ん だ。 あの 屮に 兄の 內の 美しい 光が 瞥兑 される のが 殊に 僕に とって は 愉快 だ。 兄 を 知らない 人 

に は 唯お もしろ を かしい ものと して 映ず るか も 知れない が、 兄 を 知れる 撲には それ以上の 深い ものに 接着す る. - もう 少し 

貸して 置いて くれ 給へ。 

原から 封入の 機な HI 紙が 来たから 御廻经 する。 

妻 は 来月 二日 か 三日に 愈 ii^ 院の 傍の 借家に 引 移らす 車に した •。 もう 家 も 偕り た。 是.？ ^で 又氣 分が ー轉 して くれ \ は 難 

有い と 田 5 つ て ゐるリ 

毎： H いやな 風が 吹く わ。 お障りな いか。 御大 事に。 草々。 

原 久米太 郞 氏 宛 11 四月 二十 九 n 於 東京 〔ニー 一一〕 

御手 紙 ありがたう。 本 間 氏の 事 は 程 僕 も 聞き及んで 竊 かに 敬服して ゐた。 其 奥さんと 云 ふの もえら い 人らしい。 學校 

の 一 ハ小ゃ 二 年 は 何んでも ない、 若し 同氏 夫妻が 眞劍 にあ づ かって くれる ものなら 賴 むがい、 と 思 ふ" 唯 こ. -に 心配な の は 

氏 は 出獄 者 感化 を 事業と して ゐる その 事が 嘉憲 君に 如何なる 印象 を與 へる かと 云 ふ 事 だ U もう 1 つ は 彼 所に は 幾多の 兇狀 

持ちが ゐ るに きまつ てゐ るが、 夫 等の 人々 と 接近す る 事が 如何なる 結果 を齎 すかと 云 ふ 事 だ。 兎に角 依賴 する にしても 兄 

が 一 度 同氏 を訪 間せられ て 彼 所の 樣子も 熟 察し、 氏の 人格と 嘉憲 君の 性質との 釣合 も 研究され る 事が 必要 かと 考へ るが 如 

一九 一六 年  ニニ 三 


有.： 武郎 <.i 第 第八卷  ニニ ral 

何な もの だら う。 

兄の 苦衷 は 實に御 同情に 堪 へない。 何卒 最善の 道が 發 見され る樣に と 祈って ゐる。 

次に 僕の 妻 は 開花 頃の 惡氣 候に やられて 大分 痛められて ゐ たが 此頃は 稍囘復 した、 何分 一 年 以上 病院 生活 をして ゐ たの 

で 全く 倦厭 を來 たしたら しいから、 來月 初旬に は 近傍に 借家 をして 一 先 退院して 養生させる 積り で ゐる。 

來學 年から は 僕 も慶應 大學で 文學の 講義 を 持つ 事に なった。 ど，.' せ 十分な 事 は 出来ない から 僅の 時間 を 莨つ て 一 年間 ホ 

ヰッ トマ ンの 演習 的 講義 をす る 心算で ゐる" 兎に角 Ar 度の は 英語で なくって 英文 學 だから 興味 は 非常に 多い。 

あの 手紙 は 直に 足 助に 廻绘 しょう。 

御 一家の 御 健康 を 祈る。 不取敢 愚考 を 申 述べる。 敬具。 

丹 治 七 郞氏宛 11 五月 五日 於 東京 〔 一 ョ 一一〕 

拜呈。 其 後 は 打 絕御疎 lin 申 上 候 段平に 御 海容 被 下 度 候。 

偖て 承 及 候 得ば 此度は 御 好配 を迎 へられ 新 家庭 を 作られ 候 由、 人生の 一 大事 御成 就の 程 慶賀の 情に 不堪 候" 希く は恍儷 

永へ に こまやかに 常に I 家の 春 を 占められん 事 を。 

別封 讀み 古した る霄物 御逡申 上げ 誠に 恐 入 候 得 共、 小生の 經驗を 以てすれば 書物の みは 贈與 者の 眼 を 通した る もの 却て 

情味|1^^」を覺ぇ候得ば、 己れ を 以て 人 を 推す の 嫌 は 有 之 候 得 共敢て 机下に 致し、 小生が 歡 情の 記念と して 御 笑納 被 下 候 は 

ば 幸甚に 御座 候。 尙末得拜芝且末筆恐入候5!^^へ新夫人にも何卒宜敷御鶴聲被成下度， 此段 不取敢 御慶の み。 草々 敬具。 

宫部金 吾 氏 宛 11 六月 十 A 日 1：  一 in 

拜呈當 地 は 連日 梅雨に て 鬱陶敷 事に 御座 候處 * 尊 地は淸 i み 肌に よろしき 初夏に て 御 一 統樣益 i 御淸 適の 事と 遙察奉 慶賀 


候レ 

最早 纖 年の 末期 も 近き あの 頃の 緊張した る {4i 氣もそ ろ 感ぜられ 候樣 にて、 兎角 札 幌の事 念頭に 浮 出 候。 

謙 二君に は 満洲に 赴かれ 候 樣醵に 承 及 居候 處. 異 りたる 風土に もさした る御恙 もな く 御 勤務 相 成 居候 半、 御 留守に なり 

て は 御 居常に 淑 しく 被 爲入候 事と 奉存 候。 下りて 拙 方 は 妻 事 宿 病 依然 快方に 不向 依然 平 嫁に ありて 治療 を續け 居候。 然し 

病人 も 幸に 未だ 希 を 抛ち 不居、 何とかして 全治 せんと 努め 居候 間此 に 一縷の 道 ある を覺ぇ 精々 看護に 盡カ罷 在 候" 小兒 

輩 は 幸に 頑健に て、 母の 手な くも 鬼に 角 育ち 居、 小 子 も 頑健に 消光 罷在候 間 乍！； 御 放念 被 成 下 候 樣奉願 候" 

在 札 中 色々 と 御 厚 配 を 蒙り 候 事 は 忘る &に 由な く、 時々妻などとも御|3^&上感謝罷在候" この 拙 書 も 何卒 其 意の fel 分 1 

を 表明す る もの と 御 覽被ド 度、 尙又 東京に 御用 も 候 節 は 何卒 無 御 遠慮 仰せ 越され 候 樣奉願 候。 

今後 共 折角 學界 の爲 御， 目 愛 相 成 度、 末筆 恐 入 候 得 共 夫人に も 何卒 小生 共の 衷心の 好意 御 傳被成 下 候 は ^難 有奉存 候り 

先 は 御 左右 御 伺 旁、 草々 頓首" 

原 久米太 郞氏宛 11 於 東京 〔ーョ 四〕 

千 九 百 十六 年 六月 二十 六日 蕭々 たる 雨" 

原 兄 U 

こちらから こそ 非常な 御無沙汰 をして 濟 みません かった。 嘉憲君の事.^早速御報知に預り非常に安心もし喜びもしてゐ 

ながら 御手 紙 も 上げずに しまった 事 をお 許し 下さい。 

兄の 基督 敎に對 する 御 考へは 今までの ものと は 全然ち がった 響 を 以て 私の 心に 徹底し ました。 僕 は 兄が 向上の 一歩 をレ 

つかり 踏み しめられた 事 を 非常に 愉快に 思 ひ、 nj つ 祝賀し ます。 而 して 心竊 かに 羨ましく さへ 思 ひます。 而 して 僕 は 衷心 

から 兄の 信仰 を 尊敬し ます。 僕の 心に も 徐ろに 何者か ヾ形を 取りつ、 ある けれども、 まだ 誰に も發 表し 得る やうな 狀 態に 

1 九 1 六 年  ニニ 五 


有 鳥 武郎仝 集 第八卷  ニニ 六 

は 進んで ゐ ません。 

兄の 仕事が 益. - 面白くな りつ、 あるの も實に 愉快です。 兄の 永年の 雌伏が 遂に 酬 いられる 時が 近づいた のです。 僕の 慶 

應の 仕事 は ある 事情の 行 違 ひから 當 方から 斷 つてし まひました。 病 妻の 病 氣は此 頃 一段 惡ぃ 方に 進んだ やうです。 然し 僕 

はま だ 彼女 を 救 ひたい 希望に 満ちて ゐ ます。 彼女が 死の 方に 引付けられ るに 從 つて 僕の 彼女に 對 する 愛着 は 滑して 行く や 

うです。 彼女の 中に 見出される 美 點 が擴 大して 考 へられます。 他人の 美 點.： 見る 君子の 心が 段々 僕の 中に 眼 ざめ るの を覺 

えます。 兎に角 「死」 の 力の 大きさと 崇高 さと をし み-^ 感じます。 ホ ヰット マンの 「死の 頌. i &」 にもうた ひ t おしてない 

と 思 ふ 美し さ を 感じます。 

今 農 大の入 學試驗 が 東京で 行 はれて ゐる、 夫れ に樊は 臨時 傭 ひ を 命ぜられて 早朝から 奔走して ゐ ます。 二十 八日に はす 

むで せう。 この頃 は 色々 な 事情で 作物 も 出来ず、 聊か 淋しい 氣分 になって ゐ ますが、 その 中には 又 力 を 得る 事と 思って ゐ 

ます。 

足 助は此 二三 日 病氣で 弱って ゐる やうです。 盲腸炎 だと 思った のがさう ではなく つて 仕 合せでした。 彼 も 年と 共に 美し 

い 人に なって 行きます。 然し 彼の 膛 面目 さが 彼に 要求す る 深い 煩悶に は 同情せ ずに は ゐられ ません。 而 して 如何して 救 ふ 

べき か を 知らぬ 無能 を 僕 は.： w 分ながら 遺憾に 思 ひます。 

壬 生 馬 は 妻と 離緣 しました。 悲しい 事實 です。 一人の 娘 は あはれ な顏 をして ゐ ます。 その 事情 は 筆に する には餘 りに 繁 

雜 です。 八月に は ゆっくり 遇って お話し ませう。 この間 僕の 長男と 壬 生 馬の 娘と は 庭の 小さな 先祖の 祠に 行って 「マ、 の 

病氣 がよくなる やうに」 と 二人で 祈って ゐた 相です。 (娘に は マ 、は 病院 入りと 申して あります) 英 夫婦 は 幸福です。 僕の 

兄弟 位 感情の 上で 苦勞 する 奴等 は 一 寸珍 らしい 樣 です。 苦勞を 知らないと 人から 云 はれて ゐる 奴等の 間に こんな 事で 苦し 

んでゐ る 奴の あるの は 妙です。 

今日は 心が 急 はしくて 思 ふ 程 書け ません。 唯.^ 御手 紙の 御瞠 丈に して その 中更め て 書きます。 八月 を 待って ゐ ます。 


佐 藤 しげ ゐ氏宛 —— 七 H  二 曰 於麴町 〔 1 1 一一 五〕 

唯 穴 H し 五 月 雨 の {4i 打 見れば 果て しも しらぬ 鈍色に して 

毎日 五月雨が 降って Sis ます。 妻の 病 は 段々 重って 行く やうに 見えます。 札幌の 方から 私共の 上 を 問うて 下さる 人の 薄れ 

て 行く 中に 君が 折々 やさしく も 尋ねて 下さる のが うれしく 難 有く 思 はれます。 君の 上に もよ ぃ健廒 とよい 幸福と が 來るゃ 

うにと 祈りながら。 

吹 田 順 助 氏 宛 11 七月 十八 曰 於 東京 〔 一 一-一六〕 

非常に 御無沙汰して しま ひました。 お許し 下さい" この 夏 休暇に は 御上 京なさい ません か。 原 久米君 も 上京の € 申して 

.；^、 ましたし、 小 撙の宮 原 君 も今大 森に 居ます し、 秋 元 蘆 風 君 も 東京です し、 足 助 は 固より 小石 川に ひかへ て 居ます し、 面 

白い 一 夕の 會 合が 得られる かと 思 ひます が 如何です か。  . 

書物 出版の 事 は  一 口 もき かない 中に 洛陽 堂が 出す 事に した 相です ね。 實 にお 鎮まれ 甲斐の ない 事で 誠にす みません。 然 

し大變 結構でした。 あの 出版 は 必ず 讀轚界 を 補 益す る 事が 多い と 思 ひます。 早く 一 册の 形と なって 現 はれる 事を渴 望して 

居ります。 

私の 創作 慾 はかなり 旺盛な のです が 周 園の 事情が 其 愁を隨 抑して 困ります。 今 も 一 つ 手 をつ けて 居る のです が 來月號 の 

S 樺に 間に合 ふや 否やが 疑問です。 

い つ まで も is 虛な 生活 をつ e ける 事が 甚だ 苦痛になります。 私の やうに パ ン の 問題に 苦心 を 要せない もの はもつ と 人生 

に對 して 眞實 であり、 勤勉で あらねば ならぬ と 思 ひながら、 今日々々 のお こたり の爲 めに 何にも 仕で かさずに 居る 事は考 

へる 毎に 苦痛 を與 へます。 全く 何と 云 はれても 返す 言葉が ありません。 恥ぢ 入ります。 妻の 病 氣は眞 に 膏肓に 入りました。 

1 九 一六 年  ニニ 七 


有 島 武郞仝 第 第八卷  ニニ 八 

食愁が 全く 枯渴 して 非常に やせた 樣は 見る も 痛 はしく 思 はれます。 死が 近くに つれて 私に は 彼女に 對 する 執 蕾が 强く なつ 

て 行きます。 

彼女に 對 すろ 是 迄の 態度に ついての 後悔が むらがり 起り ます。 

東京 はかなり 暑い 事です から 貴地の 暑さが 思 ひ やられます。 然し 夜の 八 九 時 頃の あの 凉味は 今 だに 忘れられません。 白 

の カタ ビラの 殊にう つる 鹿兒 島の 夜 は 强ぃ囘 想 を 今でもよ び 起します。 

奥さん も 御子 供 衆 も 御元氣 です か。 赤痢 は 流行し 出し はしません か" 東京で も ぼつく はやり 出しました。 高熱 を 伴 ふ 

下痢が 起ったら 應 急の 手 當 として ヒ マ シ汕 を與へ 腸に 灌腸 を爲 し溫濕 布で 胃腸 部 を あた & める 事が 必耍 で、 醫 師を迎 へる 

前 是非 夫れ 丈け の 事 を しないと 駄目 だと 云 ひます。 發 病の 切 期 は資に 三分 四 分 を爭ふ 相です。 

御上 京 を 心待ちに お待ち 申します。 

有 島 生 氏 宛 —— 七月 二十 二日 於 趣 町 〔ーミ さ  • 

無事に 御着き だった と 思 ひます。 曉 ちゃん も 疲れはありませんでした か。 先着の 子供 連 は 嘸 よろこんでお 迎 へした 事と 

思 ひます。 行 郞の云 ふ 所に よれば 手荷物 は 一 汽車お くれた かも 知れない との 事 御 不自由で せう。 

象 爺 やが 今朝 地！； その外の もの を 荒木 氏の 所に 屈け ました。 受取の 手紙が 封入して あります。 爺 やが 云 ふに は 地 圖の間 

とかに はさまって 手紙が あるとの 事で あつたが 搜し たけれ どもなかった との 事です。 

「孤 鴛鏡中 影」 は 僕が モデルに なって 居る と 云 ふ 事が 氣 になって 面と 向って 感想 を 述べる 事が 出來 ませんで した。 立派な 

作品 だと 思 ひました" 日本人で 支那 を あれ 丈け に觀 察した 人 は (縦 令 印象的に せよ〕 まだなかった し、 又 容易に 出る 事 も 

ない と 思 はれます。 北京に 這 入って から も 面白い が 途中の 叙 i は 僕に は 非常に 印象の 深い ものでした" 異^の 風味が 新鮮 

な 果物の やうに さくく と 味 はれます。 辰 雄 は 僕 を 恥し めます。 あの 作物に よって 僕の 心の 鞭う たれた 事 は 少しで はあり 


ません。 自分の 不徹底な 性格が 浮彫に されて 反映す る樣に 僕に は 思へ ました。 僕の 性格が 辰 雄にまで 達する に は 如何に 努 

力 多い 精練 を 要する か。 悲しい 事です。 

昨 曰 は 午後から 鎌 倉に 書き ものに 出かけました。 途中で 園 田の をぢ さんに 遇 ひました。 

「南歐 の 日」 を 半分 程讀ん だと 云って 色々 云って 居られました。 禁止に なった 文章に も 目星 をつ けて 居らし ました。 

が g 中して 居ます。 鬼に 角が らくして 居る 薩の 先輩 中に この 文明 人の ある 事 は 珍現象で せう。 

お 千代さん にも 遇 ひました。 僕なん ぞが遇 ふと そんなに 變な樣 子 もありません。 新宅 は 割合にい、 處 です。 

霧と 云 ふ 題 は 「潮 霧」 と 云 ふ 題に かへ ました。 潮 霧 は 一寸い、 造語と 思 ひます。 いくらか 象徴的な ものにしたい 考 へで 

す。 

滿 足なる 作品が 出来ます やうに" 

「孤鴛 …… 」 の 中に 陳 子の 家出の 處 があります。 

あすこ は 些か 愚か も 知れない けれども 話者の 第二 者が 第三者に なつたり、 第三者が 第二 者に なったり した 混 維が ある 

樣 です。 それが 氣 になり ました。 

嚴 父 宛 11 ん月 一 日 於 平 嫁 〔 一 ミ八〕 

前略。 本 曰 五 時半 當 所に 參候處 折 柄 偶然 醫長來 診 中に 候 ひし 。病人 は 此四曰 兌 ざり し 間に 甚 しく 衰：^ I 致し、 激しき 呼 i§< 困 

難に 陷 居候 處 にて 不思 驚愕： i£ 候" 醫師は 早速： 任 射藥を 取よ せ て 注射 を 施し 候處、 稍々 安靜を 得候樣 なる も 脈搏な ども 不整 

を 極め 居候。 歸 時醫. 師 小生 を戶 外に 招き、 容體 著しく 險惡 なれば 頗る 警戒 を 要すと 申して I 先 引- 収り申 候" 春の 云 ふ 所に よ 

れ ばかく 激しき 呼吸困難 を來 せし は 今 曰が はじめて なれ ども、 此 數日來 凡てに 物憂く 髮を 整へ 候に さへ うるさがり 居候 由。 

一 時の 現象と して 過ぎ去る ものに や、 或は 醫師の 言 讖を爲 し 候 ものに や、 固より 判り かね 候 事ながら I 應容 1. 至 51^ 御 報 

一九 一六 年  ニニ 九  . 


有 島 武郞仝 * お八 卷  ニー 二  0 

知 申 上 置 候" 明 曰 あたり の 模樣 によ りて は 恐 入 候 得 共 母上 樣に御 歸京を 願 ふ や う 相 成 候 事 か と も 存 居候 ) 

小兒 のこと は 隱師に 相： f 致 候處、 病人 自身の 希望 あるまで は 面 會は其 儘に 致 臂候方 可 然との ことに 御座 候" 

先 は 右 迄) 草々 敬白。  .  , 

有 島 生^ 氏 宛 11 八月 一 一日 於 平 嫁 〔 一 ミ 九〕 

子供の 御世 話 を 何共 難 有う。 

安子から も 何事 も 云 はず！ E から も 何事 も 云 はず 二 入は靜 かに 永訣し ました。 

僕 は 彼女の 愛 を 虐げなかった 事 を うれしく 思 ひます。 愛の ふみにじられなかった もの 死 は 美しい ものです。 今 はもう 

悲しむべき 時で はなくな りました。 

安子が 二月 八日に 書 遺した 文の 巾に、 

子供達に は 私の 死と 云 ふ 事 を 知らせない 樣 にして いた V き 度い と 思 ひます。 御 葬式な どに は參列 させないで 下さい。 小 

さな 淸ぃ 子供心に とか 御 葬式と か 云 ふ 悲しみ を殘 させる 事 はほんと に 可哀相で 又惡ぃ 事で 御座います。 ほんと にどう 

ぞ 知らせない やうに、 お 葬式の 日な どに は どこかへ 遊びに やって 下さい。 女屮 達に も 皆ん なに 云 ひつけて 決して 私の：：^ を 

知らせて は 下さい ますな) 必ずく。 大きくな つて 知る 時が 參り ませう" それまで は 病 氣と云 ふ 事に して 置いて 下さい。 

と 子供の 事が 書いて ありました" 

これ は 皆さんの 前で 讀んで 賛成して いた どきました。 出来る 丈け 實行 したいと 思 ふので す。 安子の 希望 は 三人の 子の 上 

にある のです から。 それ 故 君が 上京され る 共 子供 丈け は輕 井澤に 殘 して 置いて いたぐ きたいと 思 ふので す。 山 本の 子 達 も 

居る 事です から 可能の 事 かと も 思 はれます。 然し 餘り祸 しい 樣 子なら 連れて 歸 つて 下さい。 而 して 葬式の 日に は本當 にど 

こかに 遊びに やり ませ 50 


安子 は 僕 一人の 介抱の 許に 逝きました。 誰も 宋 期に は 間に あ ひませんでした。 それが 不思議に も 彼女の 遺志であった 事 

を 遺言の 中に 見出しました。  ■ 

僕 は 悲んで 居る のか 喜んで 居る のか 分りません。 多分 喜んで 居る のでせ う。 涙の 出る の は 美しい もの を 見て 出る 時の 淚 

の やうです。 然し 遺孤の 事 を 思 ふと 胸が さけます。 

宮部金 吾 氏 宛 11 八月 七 曰 〔一四 0〕 

先生。 

先： liH の 御 好意と 御 同情と を 感謝す るの 外 何物 を も 不知 候。 永生の 存否 は 小生の 未だ 窮め 得ざる 所に 御座 候 得 共、 在天 若 

し靈 あらば 故人 は 先生に 對 して 滿 腔の 感謝 を 捧げ 居 可 申 候" 老親兒 輩 永久に 先生の 御 厚意 を 忘る k 能 はざる ベく 候" 

人生の 苦味 を變 じて 之 を 甘味と なすの 鍊金術 は 難事なる に 相違 無 之 候 も、 不可能 事に あらざる 限り 小生 極力 戰鬪 を續け 

可 申 候 間 幸に 少しく 意 を 安ん じ 給 は り 候 樣奉願 候" 

葬儀 を 終へ て歸 家し、 來弔者 且つ 減じ 且つ 去れば、 屋下 蕭條の 秋の 来らん とする や 感じ 申 候 得 共、 亡妻の 記憶 は淨 化せ 

られて 一輪の 白菊 花の 如く 淸く 胸中に 香 を 放てる を覺ぇ 候。 少く とも 小生の ある 限り 兒 輩の 生く る 限り 彼女 は 生き ュっ愛 

せられつ &可有 之 候" 

感謝の 意 を 表する に當 り、 愚衷 妄りに 披瀝 御 推 讀奉願 候" 敬具" 

八月 七日 妻 を 土に 埋めた る 午後 

足 助 素 一氏 宛， I 八月 八日 〔一四 一〕 

あれから 家に 歸り 着いて 見る と tg: が 何となく ガランと して ゐ た" 
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弟妹 等が 歸 つて 來た時 僕が 挨投 しょうと すると 聲が つまった。 而 して 1 同 ははげ しく 泣いた。 

何處 S 高い 處 から 人間の 活動 をァ ミム の 動く の を 見る 樣に 見て ゐる 腿が あると すれば. 人間と 云 ふ 小 動物 は 幸福の 時 

に t 集 圏が 散漫に なり、 不幸の 時には 突如と して ギュッ と 集團を 堅く する やうに 見える 事 だら う。 我等 兄弟 も 寒さに 身 を 

寄せ 合 ふ 蠕の やうに 心 を 寄せ 合った。 是れが 僕に 淑 しい 熱い 淚を 催さし めた。 

亡妻の 上 を 僕 はどうしても さう 悲しむ 事 は 出来ない。 彼女が 生きて ゐた 時よりも 彼女 は 緊密に 僕の 胸に 結び付けられた。 

是れは 悲しむべき 事實 ではない。 信仰の 向上？ 悲痛 を 味 ふ 事が 信仰の 成立つ 條件 とする の は 如何しても 僕に は 判らない。 

悲痛と か 不幸と か 云 ふ もの は 僕の 心 を 引きし め 益 i 戰鬪 的に する かも 知れない が 決して 信仰的に はしない。 

今度の 事 は 僕の 宗敎 心に 何等の 動 搖をも 進歩 をも來 さない。 然し 鎮の 人生 經驗に は 深い 感銘と 敎訓 とを殘 した U 

子供の 事 を 思 ふの は 悲しい 事 だ、 僕 は 明後日 彼等 を 慰むべく 輕 井澤に 旅立つ。 彼等 は パパの 来訪 を 一 曰 千秋の 思 ひで 待 

つて ゐる。 

, 弔歌 

我 子等よ 御 Mi を 仰げ 今宵より 

汝を 見守る 星出づ らむぞ 

三兒に 代りて 

母君よ 我が 母君よ 母君よ 

わが は、 ぎみよ わが は \ きみよ 

八月 八日 安子の 死より 七 曰の 後 夜 

足 助 素 一 氏 宛 —— 八月 十日 於輕 井澤 三 笠 山 下 淨月庵 I： 一四 一一〕 


午後 二 時 某： _-輕 井澤 着" 三兒 笑って 來り迎 ふ。 風雨。 凉冷。 靜寂。 彼女 逝きて 旣に 九日。 或 時 は 死せ るに あらず と 思 ひ 

又 ある 時 は 彼女の 死、 世 を 隔てた る 過去に 起り し 事の 如し" 

有 島 行 郞氏宛 11 A 月 十 一 日 於 輕 井澤 〔 一 四 一 一一〕 

Dear  \  ukio  ：  

Trh-e  kindness  which  you  stiow  me  at  my  irrefa-rable  loss  strikes  me  as  strong  as  saterully.  Never  iiave  I  felt  such  a 

strong  relationship  between  us,  JSHOW  that  Yasuko  departed  from  me  never  to  come  back,  I  shall  cherish  lier  dearest  memory  ia 

my  most  sacred  corner  t-I  my  h.eart,  and  strive  to  do  my  very  best  to  accompl.sh  my  aim  in  the  world  and  to  rear  mv 

children  as  ideal  as  possible. 

I  feel sai  that  I  am  not  abls  to  see  you  oft  on  the  occasion  that  you  start  for  the  accomplishment  of  your  life  purpcs ひ 

and  p-ersonality.  Eut  I  s〕nd  ycu  my  l〕est  wishs  and  prayer  for  your  success  all  the  same.  Go  ahead  vvitli  .sur  t-rave  tmd 

honest  soul.  Ihere  is  no  plac ひ or  person  to  fear  as  Icm^  as  you  hold  yourself  up-right.  ，ralft  ^reat  care  of  your  ^^^^  and 

study  tho  cughly  whatever  things  wliich  may  serve  ycu  advantageously.  .Think  that  you  ^^c^^  at  yoiir  fathers  sweat  and  toil. 

Every  cent  you  spend  is  born  from  ycluT-  old  f--the、s  work,  we  extremely  prudent  in  spending  your  money.  Eut  whenever 

necessity  lorces  yoii,  do  not  lair  to  loosen  your  ； purs"  so  as  not  to  make  yourself  a laugWng  stock  Do  not  also  forget  it 

IS  a  great  sacrince  for  your  old  i  arents  ^,0.  they  allow  you  to  go  abix  a 1 in  wo^^o  of  their  advanced  age. 

TThe  follcwm2  is  wliat  I  wanted  t:-  you  before  I  part  from  vou,  but  I  have  neglected  until  now,  encumbered  by 

several L. ョ drances.  wut  now  jl  s.-d";  you  iranldy  if  you  liave  not  any  young  lady  in  your  mind  whom  you  desire  to  take  in  tis 

your lia  f  selr.  It  perchance  you  have  such,  please  tell  he  name  to  me  If  tlie  circulr- stance  was  ^-, ^^^p^-^^ra  I  shall  do  my  best  to 
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wet  the  consent  of  parents  and  her  icr  your lut  i!. ひ wiie. 

wes^ide  manv  rjettv  tilings,  I  thinlc  I に ave  ！;, aid  wtiat  I  wanted  to  say. 

Hope  vour  voyaqe  shall  be  f.-mooth,  and  you  may  li;id  atrreeable  p^sp-^^^  anci  surrounding  wlien  you  arnve  your  dest ョ y. 

^^^^^^w  Ijest  wishes. 

Y。uf  iovln^  l>r。ther, 

1 ak さ. 

吹 田 順 助 氏 宛 11 八月 十七 日於輕 井澤 〔一四 四〕 

端 書で 失禮。 兄の 尊い 慰藉のお 言葉 を 私 は 取りす がる やうに 拜見 しました。 實に難 有う。 私 は 今 三兒の 住む 當 地に 来て 

彼等と 暮 して 居ます。 三兒 はま だ 母の 死 を 知りません。 而 して 暢氣に 遊んで 居ます。 私 も 毎日 暢氣 にして 一心に 妻の 遺文 

を寫 して 居ます。 死 は 人 を 遠くす るよりも 近くす る もの だと 云 ふ 事實だ け ははつ きり 合 點 が ゆきました。 妻 も 私 を 今本當 

こ塑 P して 居る でせ う 0 

足 助 素 一 氏 宛 i 九月 五日 於輕 井澤 〔一四 五〕 

原から 手紙が 来た〕 上京す ると も 何とも 書いて ない。 兄の 夢を見た 相 だ。 兄が 旅 姿で 松原の 間 を 歩いて ゐた相 だ。 大變 

無沙汰して ゐ るから 宜しくとの 事。 故人の 遺 摘 「松 蟲」 の 初 稿 を 了した 今夜) この頃 は輕 井澤 も 何んだ か 暑い。 然し 薄の 

穗が 白んで 畫間 でも 蟲が嗚 きっ^けて ゐる。 客 は どん/ \  、歸 つて 行く。 こんな 所で 客の ゐ るの は 5 る さい もの だが、 減る 

となると 何とも 云へ なく 淋しくなる。 原から は 神に 歸れと 云って 來た。 歸れる ものなら 歸 つても 見たい が …… 


原 久米太 郞氏宛 — 九月 十一 一日 於輕 井澤 三 笠 〔 一 四 穴〕 

神戶 あたり も虎疫 流行の. ffl 折角 御 要 心の 程 祈 上 候。 1; 井澤に も 珍ら 敷 外来の 客より 同病 流行し、 一時 は 人心 恂々 たる 樣 

に 候 ひしが 目ドは 下火に 相 成 居候。 此に參 り 候て より 小生 も大に 健廢を 復し、 積 日の 闲憊 潮く 癒 ゆる も 近き を 覺ぇ申 候 

間 幸に 御 放念 被 下 候 樣願上 候。 

信仰生活の 事に つき 熱烈なる 御勸誘 感謝の 外 無 御座 候" 敢 て理智 一片 を 以て 人生 を翫 弄せん とする にあらず、 出來 得る 

ならば 不動の 信仰生活 を 得度し とは存 居候 得 共、 目下の 心境 不許 之、 遂に 不可解 裡に 彷徨 致 居候 事 遺憾ながら 致 方 無 之 儀 御 

了察 願ヒ 候。 物に あざむかれ 易く 而 かも 一度 あざむかれ たる を自覺 する 時には 非常な 猜疑心 を 以て 之れ に 臨む、 生来の 痼 

疾の 致て 所に 候 半 か。 尙 今後 共 御高 示 を 煩 度 候。 

足 助に も 相 遇 はざる 事 久しく 御座 候、 この頃 は餘程 物淋しさ^ 覺ぇ 居候 樣時々 の 短信に 見やられ 申 候" 骯髒 なる 彼の 生 

涯は 一 篇 沈痛なる 詩と 可 申 候。 

今月 中句 頃に は 又 山 を 下りて 東京の 住民と 相 成るべく 候。 今夏 兄の 來京 を待設 げたる 事 も 無益と 相 成 候に や。 秋と も 相 

成 候 は e 御上 京 如何に や。 燈 下に I 夜 を 明かして 將 座淸談 せん 事 を 望む や 切なる もの 御 Ml 候) 

先 は 右 一 札 迄" 頓首リ 

今夜 は 十五夜 なるべく 候。 若し 天晴れな ば 碓氷峠の 古 驛舍に 至り 飽くまで 中秋の 月光 可 親 候。 

佐 藤 しげ ゐ氏宛 —— 九月 二十 一 曰 於！： 井澤 〔540  . 

先達 は 委細の 御手 紙、 この度 は 端 書に て 左右 御 尋ね こし 下され 難 有 御 禮申上 候。 

例の件 は 小生 未だ この 地に 滞在 致 315 候爲め 運び 不居 延引 申譯 なき 事に 候へ 共、 この 件の 落着 は 到底 性急に は 參兼候 事と 

1 九 1 六 年  二三 五 


有 鳥武郎 ^八卷  ，  二三 六 

存候 間御氣 長に 首尾 を 期せられ 候 樣豫め 申 上 置 候。 尙小 坐の 「宣言」 一部分 御讀み 下され 候て 益々 御 決心 を 固められ 候樣 

にも 承り 候處、 此件は 或る 意味に 於て は實際 I 俗の 習慣 を 打破した る 行動 なれば、 謂 は ど 一種の 戰爭に 御座 候" その 御覺 

悟 も亦豫 めな され 置かれ 度 祈 上 候" 

尙御 暇の 節 小生の 「宣言」 は 全部 御 通 讀を煩 はし 度、 事件の 內容 人物の 性質 等 は 全然 モデルと 異り 居候へば、 其 邊も御 

含みの 上 御 熟考の 一助と も 相 成 候 は V 幸甚に 御 If 候" 

何しろ 君の 上 を 思へば 不思淚 致し 候" 然し 思 ひ 給へ、 大事なる 人生 を享 けながら 土偶の 如く 生活の 表面 を 滑りて 死し 去 

る 入 多き 世に、 世の 眞味を i! みて 血に 至りた る 君 は 畢竟 生きて 甲斐 ある 生 を 成せり と 可 申 候" 君 は 或る 意味に 於て ねたま 

しきまでの 幸福 人なる 事 を 忘れ 給 ふ ベ か ら ず。 

幸に、 東京の も輕 井澤の も 虎疫は 家族に 災 する 事な くして 相す み 申 候" 本 月末に は 再び 都 門に 歸可申 候。 

札幌の 朝夕 は 寒き までの 時 も 候 半。 殊にお からだ 御注意 相 成 候 樣祈上 候。 

當 地の 秋風 は 今 頻りに 候 U 

美しき お 歌に 候 ひし かな。 

佐 藤 しげ ゐ氏宛 —— 十月 一 曰 於：！ 町 C 一四 八〕 

安子 を 記念す る 「松 蟲」 が出來 ましたから 一 册ぉ经 りします。 お 暇の 節に 讀んで やって 下さい。 其處 にも 一人の 生活が 

さ X やかながら 窺 はれる と 思 ひます。 偶然に しろ、 知り合つ たもの は 互に 愛する こと を if ばねば なりません ね。 人世 は 寒 

八 木深 善 次 氏 宛 11 十月 一 日 於 鶴 町 〔 一 四 九〕 


拜復 長旅 を 終 へ て 歸京致 候 處費臀 机上に あり 拜見 致し 候。 

リビング ス ト ン傳 をお 讀相成 小生に 對し御 好意 を 寄せ 下され 候 由 恐縮の 至りに 御 陛 候。 

殊に 農政 御 研究に つきて 指導 を 得た き 旨 仰 越 下されし 事、 身に 餘る (I 字 不明) 遇に 御座 候へ 共、 目下の 小生の 境地 を 

御實見 に 相 成 候 は V 兄に 幻滅 の 不快 を與 へ ん事を 恐れ 候 も の に 御座 候。 

小生 は 此傳を 世に 公に 致し 候 頃 は 殆ど 盲 HI 的に 信仰の 生活 を 绘れる 節に 有 之、 殊に 同 友 森 本 君の 熱意に かられて かの 譯 

著 を 成せる 次第に 御座 候が、 其 後 小生 は 立脚地に 疑惑 を 生じ 目下 も尙迷 霧の 中に 彷徨 致し 居る 有樣 にて 到底 信仰生活に 於 

て 他人 を 指導す る こと は 思 ひも 寄らぬ ことに 御座 候〕 又 農政 問題 は 札 幌農學 校在學 中專攻 致し 候 所なる も 元来の 傾向 は 稍 

方面 を 異にし 居り、 北海道に 農場 を 有し 居る も 其 經營に 於て は 我れ ながら 遺憾 千 萬なる 事の み 多き を 恥づる ものにして、 

決して 兄の 模範た る 事 能 はざる ものに 御座 候。 

右樣の 次第 御 含みの 上 尙思召 有 之 候 はば 一度 御 来訪 下され 度、 小生の 意中 も 誤解な き 樣御話 致度存 居候。 御 訪問の 節 は 

豫め 一 應 曰と 時間と を 御 通知 下され 度 候。 夜が 一 薪 都合よ ろしく 御座 候。 先 は 不取敢 御 返事の み。 萬々 件の 如し。 

吹 田 順 助 氏 宛 11 十月 三日 於 東京 〔 一 五 0〕 

殆んど 二月に 達する 輕 井澤の 滞在から 九月 一 1 十九 日に 東京に 歸 りました" 今年 はもう 氣 候の 變 化な ど を 案じ わぶ る 必要. 

はありません。 それ 丈け 琳 しい 樣な氣 がします。 

兄の 眞 情に 滿 ちた 御 慰藉 は 今 も 僕の 心の中に 力と なって 働いて 居ます。 かう 云 ふ 場合に 感ぜられる 心と 心との 間の 結果 

は 平生の 夫れ を 全く 無視し 得る 程に かけはなれ たもの だと 云 ふ 事 を 知りました。 僕 は 港し く 悲しくな いか、 そんな 事 は あ 

りません。 日が 經っ につけて 今まで 豫想も 出来なかった、 深刻な 寂寞が 心の どん底 を 襲って 来る 事が あります。 而 かも そ 

の 同じ 僕が 妻の 在世中 は 家庭 を 厄介 視し 妻の 不在 を さへ 願った 事が あります。 妻の 死を假 想す る 事が 僕の 一種の 自由と 解 
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放の 快感 を與 へた 事 すらあります。 今でも 眞實を 告白す ると 僕の 心の どこが に はそんな 風な 感じが た r よって 居ないで ま 

ありません。 僕 は  一 |!^. 獨 りで 居る のが 好きです。 然し それ は 僕の 消極的な 退嬰的な 性質が させる 業です。 僕の 積^的な 1 

面 は 一箇の 生命の 盡 滅に對 して 醫す ベから ざる 痛みと 渴きを 覺 えます。 

別封の 小 册子は 兄に 如何なる 感想 を 起さし める かと 聊か 察せられます。 

手前味噌の 味の いやにき いた 御馳走に 兄 は 一 寸胸 を- 1 くされ やしない かとさへ 察せられます。 然し 其 處には 鬼に 角；！^ こ 

當 面した 一 女性の いつはらざる 牛； 活の斷 面が あります。 

さ X やかながら 美醜 蔽 はざる 人生 を 材料と して 御偶讀 下されば 幸です。 もう 何んだ か氣 がめ いり 出しました。 失敬。 

有 島 生 馬 氏 宛 11 十月 十九 曰 〔一 五一〕. ， _ 

ヨロ コ ビコ コロォ ドル タケオ 

〔信 子歸 宅せ し 折 受取りし もの、 生 馬〕 

足 助 素 一氏 宛 11 十月 二十 一 曰 於 狩 太 村 〔一 五 II〕 

收 11 の 終った 畑の 祸 しい 農場から 一 箪。 十七 日に 此處に 着いた。 僕に も 子守唄が 聞え る やうに 思 はれる〕 昨夜 はまた 不 

眠に か k つたが この は槪 してよ く 眠る。 <^，日は早曉大地を轟かすゃぅな雷嗚がぁってから寒ぃ^の吹く曇日に變ったリ 

而 して 枯葉が もみ がらの やうに 天に も 地に も 飛ぶ。 

泡 鳴の 「覧 博士の 古神 道 大義」 と 云 ふ册子 を讀ん だ〕 而 して 或 で 感心した" 兄.^ 讀んで 見 給へ。 暗示が あるか も 知れ 

ない" 


足 助 素 一 氏 宛 ——十月； 一十 六 曰 於 札 幌旭館 〔 一 五一 一一〕 

今 夜宮 部さん の 所で 竹 崎と 末 光と 一 緒に 晚 食の 馳走に なって 宿屋に 歸 つて 来たら、 農場から 廻经 された 兄の 手紙が あつ 

て 久し振りで 消息 を 知つ てうれ しかつ た。 

安子が 死んで から 札暢の 荒れ果てた 家に 入った 時 ほど 悲しく 思った 事はなかった。 何とい ふ 寒さと 淋し さ だら う。 過去 

とい ふ ものが 囘復 の出來 ない 物凄い 姿と なって 僕の 目の前に 立ち ふさがった。 僕 は 今 曰 も 朝から 一 曰 其處で 過した。 何人 

も： 物も與 へて くれな かつ た 深甚な 交感が 心の 髓を わな V かして 襲つ て 来た" 

明 曰 も 其處で 過ごす， 明後日 も 其處で 過ごす。 

此處 では 黑 百合 會が 開會中 だ。 一寸い.^ 畫が ある。 岸 田 劉 生 氏の 參考品 は (僕が 持參 した) 非常な 强味を 持って 光って 

ゐる。 

原から 手紙が 来て、 兄に 須 磨の 例の 詩人の 集を经 つたが 住所 不 g; で 返 やじして 来たと してあった。 それで 兄 は ひょっとす 

ると 僕の 旅 中に また 飄然と して 旅程に 上った ので はない かと 思って 實は 心配して ゐた處 た。 

この頃 は靜 かで さへ あれば よく 眠る〕 安心して くれ 給へ。 

廿 九日に は出發 する。 ^^歸するから近ぃ中に御面會が出來ると思ふ。 

札幌の §1 氣の よさよ。 祈 御 健在。 

足 助 素 一 氏 宛 ！ 十 一 月 十六 日 〔 一 四〕 

兄 對宮原 君の 事に 闘して は是れ 以上 僕 は 何も 云 ひたくない。 僕 は宮原 君が 兄の 處に 行って 話 をしたら 誤解 は 誤解で 解け 

理解 は 理解で 出来る 事と 思って 宮原 君に さう 云った のだった。 
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宮原 君の 手紙 も 見た。 氣に喰 はぬ 處も ある。 然し 要するに 彼 も 決してい 加減な こと を云爲 する 男で はない と 思 ふ。 

處に相 だの 理解 さへ 成り立てば 他 は 末 事に 過ぎない ので はない か 知らん。 

天氣の い、 時 行く にしても 行 光" 二 時 迄 幼稚園が あるから 其 後になる。 其 積り で 願 ふ- 此 頃の 日曜日に は 子供達に せが 

まれて 鎌 倉に 行く ことにな つて ゐる (晴天 なれば)。 若し 兄 もお 暇なら ば 来遊 如何" 來 るなら 八 時半 頃までに 此處 まで 來て 

吳れ 給へ。 

父 は 胃癌に なった (幽門 部)。 死 は 彼の 上に も 動かすべからざる 事實 だ。 然し 彼 は それ は 知らない。 漸次に 衰弱して 行く 

が 今 m 明日と い ふ こ と はな い。 今更 父の 死 を 希った 事な どが 逃るべからざる 罪の 如く 考 へ られ る。 

僕の 上に も 色々 な 運命が やって来る。 よろしい、 僕 は 負けて はゐ ない 積り だ。 

足 助 素 一 氏 宛 11 十 一 月 一 一士 一 曰 於歸町 〔 一 五 五〕 

幸に も 父の 病氣は 進み 方が おそい 計りで なく、 炎症が 癒る と共に 食事 も 多少 出来る 樣 になり 相 だから 一 先安 心して 下さ 


B 曜日の 遠足 は 快かった。 兄の ゐ ない 事が 非^に 惜しく 思 はれた。 

又 病 氣の突 發とは 驚いた。 脊髓 などで なければ と 祈って ゐる。 何しろ 十分に 用心して 早くな ほし 給へ。 父の 病氣 につい 

て 二 所から 敎 へられた が、 牛；： C 神樂坂 下の かも じ やの 前と かに 居る 谷 磯次と いふ 灸^ 師は 中々 えらい らしい。 治療 一度 一二 

十？ との 事 だ。 賀も その 中お 見舞に 行きたい と 思 ふが、 母 も 疲勞の あまり 病臥した ので 一寸 動きが とれない ので ある。 


ミレ， 傳を 書く ので 中々 一生懸命 になって 居る。 戲 曲になる 程 緊張した 一 生 だ。 

佐 藤 しげ ゐ氏宛 11 十 一 月 一 一 十四 曰 於麵町 〔 一 五 穴〕 

かの 時 强くは 云 ひ 給 ひたれ ども 其 後 君の 上 を 思へば 云 ひやう もな く 御氣の 毒に 存上 候。 然し 宿世の 事 は 致 方な し • 是れ 

に 打 負けず 御 精進の 程の み 祈られ 候。 名 鐘 は 之れ を 撲っ事 愈々 はげしければ 其聲 愈々 淸 くして いよいよ 高し。 君の 愛が 一 

層擴 張して 包括的と なる はこの 機 を 措きて 他に なかるべく や。 御， 目 愛 祈 上 候。 

瀧の 川の 事 は 其 後 如何 御考 へに 候 や， 話 を 進むべき や。 もし さなら ば 履歴書お つか はし 下さるべく 候。 僕 一箇の 考/ は 

先般 も 申 上 候 通り、 此際 良緣を 得られむ 事に 候。 それにつ きての 御 考へは 如何) 

さて 小生 は、 淋し けれども 强く 生活 致 居候" 父 も 先頃 來 胃癌の 疑 を 受けて 病臥し、 母 亦 近来 多病、 不幸 は 無二無三に 僕 

の 身 邊を襲 ふげ に 候〕 それ も 亦よ き 事に 候。 强 からん 間に あらん 限りの 苦杯 を滿 引す る はよ き 事に 候。 

寒く 候 半、 御. M 愛 を 祈る。 

御 願 ひ 申 上 置 候 牧內菊 野 は 其 後 參上致 候 や。 彼女より は 何とも 申參ら ず、 參 上の 節 は 宜敷願 上 候。 

原 久米太 郞氏宛 11 十 一 月！ 一十 四日 於麵町 〔 一 五 40 

先般 は 御手 紙 多謝。 嘉憲 君の 歸來は 實に御 一家の 春來 とも 云 ふべき 事と 人事なら ず 嬉しく 思って 居る。 竹 崎 氏と は札螞 

に 行った 時 話し合つ たが まだ 僕の 腑には 落ちぬ" 宮 部さん の 所で 一緒に 晩餐の 馳走に なった 時、 離れぎ はに 「有 島 君はソ 

クラ テスで も 出て 来なければ 迚も 駄目 だ」 と 竹 t. 氏から 引導 を 渡された。 頑 骨 遂に 度すべからず か。 然し 僕 も ガム シャラ 

を 張り 通す ので は 決してない。 道に 對 して 謙遜な 心 は 決して 失って ゐ ない 積り だ。 歸 るべき ものなら ば歸 つて 行く から 安 

心して くれ 給へ。  .  :, 
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行 坊主に 兄から 经 つて 下さった 軍艦の 繫を！ 1^ せたら 封入の 樣な もの^ 書き 居った。 御 禮の心 だ 相 だ。 

父が 胃癌の 疑 を 受けて 寢てゐ る。 僕の 所に も 段々 不幸が 矢つ ぎ 早に 押しよ せて 來る。 色々 な 事が 考 へられる。 然し 僕 は 

まだへ こまない。 僕 は 徐ろにえ らくな つて 行く、 屹度 行く。 

有 島 行 郞氏宛 11 十 一 月 三十日 於 東京 〔 一 五八〕 

My  dear  Yukio:  

Yours  of  Sef>t.  was  dulv  receiveci  witli a i?reat  pleasure,  we  w ひ re  all  very は a.1 to  tiave ズ nown  ？ in  spit3  of  different 

climate  and  food  vou  are  getting  alonp-  splendidly  improvmw  ^o^^  m  he-llth  and  spirit  Your  account  of  money  expenditure 

was  revised  liy  father  with  appjreciation,  and  we  are  tlainldnra-  to  send  you  money  sometime  during  next  January  in  order  to  meet 

your  M.a-lt  in  tune. 

Ycur  fclks  at  lv)m2  are  excep>tio:ially  well  except  our  poor  fattier  who  has  t-een  so ョ ewliat  ailing  witli  the  mteitinal  trouble, 

wliidi  lasted  until  tlie  last  "art  of  la^t  ruontli  wlien  it  was  found-  tlie  ^3&^0  was  unfortunately  the  symptom  of  cancer 

which  has  been  bitinf^  into  】ais  stomach  ever  since  this  summer.  No  one  took  notice  oi  it.  on  the  6th  of  this  montti  Is 

returned  home  b>y  tlie  evenils  3ea 一 ly  ^3&^0^  witll  vomittin^  sensation,  and  in  faot  he  vomitted  all  he  had  eaten  ^.pprt  day. 

He  began  to  hoM  an  aoprehens.on  21 liis  ailment  and  two  days  afterward  corsulted  w:tb  Dr.  Hiiayama,  the  ttead-doctor  of 

Icho  Hospital  in  Hibiya.  The  resuH  was  drcadrul-  The  doctor  sxretly  to 一 d  me  that  father*s  trouble  was  caused  by  caacer. 

Ivly  Ijreath  almost  cam ひ to  stop.  Since  then  father-s  went  declining  day  b>y  s  beoaus"  the  acceptance  of  lood  t>y  the 

stomach  woa  e  tirely  dsied  rn  account  of  the  swelling  of  Then  at  lost  in  the  evening  of  the  26th  the  last  deadly 

blow  was  taken  in  shaje  of  wholtsjme  vomit  of  what  he  had  cons.lmed  in  the  previ  tis  days.  The  voyittlng  of  u?dlgestea 


fjod  lasted  almcst  24  ha.lrs,  whi  h  v-as  cmellv  su  cceded  by  th?  t-lcod-vomlttlr  g.  Th:s  ordeal w:s  as  good  as  beyond  I.ow  r 

for  cur  poor  oM  fatlier.  Every  moment l:e  eats  food,  he  seemed  to  emaciate  extremely.  The  night  of  the  27th  was  the  cli- 

inax  of  this  crisis.  All  our  s.s*-ers  and  lJrothe:.s  (excrept  votO ザ av ひ gatli ひ red  and  C;uj..t2red  rourd  our  father  and  dK!  what  they 

coiU  ill  order  to  save  him  (if  poss.ble  in  the  least)  from  this  deadly  (S-T タ 沼〕， 

I.ol.tm:a  te-y,  yes  indeed  fortunately,  father  got  through  the  trouble  with  valour  and  patience.  Since  yesterday  his  healtli  scomed 

to  turn  out  for  the  tetter,  and  timbre  is  l,bt  a  member  in  our  household  who  would  net  sl.bw  ful.est  mark  of  joy  T^.^s 

1;his  ur.expected  and  successful  result. 

〇f  course  the  disease  known  as  cancer  is  fata 一,  e?pecia-ly  in  case  of  p^^.pp^rto^  age  as  t---ere  is  no  P0.。s5ility  of  operaf.oa 

and  of  medicinal  cure.  So  the  recovety  of  cur  father  should  L-e  tempcrary.  There  is  abso.utely  no  hojre  to  see  our  ？ m 

his  former  hea.tl-,  as  lo ブ p-  as  the  diagnosis  whicll Hr.  Hirayama,  Dr.  Honda  and  or.  Takak",  have  made  hoMs  good.  It  is 

wittl  tb.e  extreme  sorrow  that  I  most  announce  you  ^^►p^  you  must  expect  tus  deatli  not ョ very  long  B?-.^. 

l.ut  at  piosent,  as  I  informed,  his  condition  is  turnine-  for  the  Letter.  .\ve  heartily ザ ope  that  the  opinion  of  the  celebratol 

doctors  mav  come  false.  Eut  th"s  is  somewhat  dreamy  hope,  a-ld  we  shall  have  to  submit  to  the  fatal  destiny  whidi  is  golrs: 

to  fall s  us  all. 

rsHOW  that  the  situafon  comes  to  this  effect,  we  feel  as  f^ainfully  ycur  sorrow,  living  in  alstancrt  ana  unacl ひ to  "urse  or 

help  him.  wut  here  you  must  stop  and  ^^^c^.  v- hat  your  father  expect  on  you  is  tliat  you  is  that  you  should  accomplish 

vouf  study  on  abrcad  and  ^ac3  home  cc-uipfred  witli  necessary  Isowledge  which  leads  you  to  your  final  gca!.  Alter  a  ior^ 

delibeiatlon  that  you  st,buld  not  come  h>ack. 

uear  brother,  we  can  so  well  realize  what  shoolcl  be  your  disappointment  on  receiving  this  sad  news,  wut  if  you  think  it 
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lit  for  you  to  come  home  for  cur  ^p^^o^^  you  ar ひ free  to  do  it.  we 1 ひ av ひ the  matter  entirely  to  your  consideration. 

Ee  assured -.tllat  we  shall  not  deceive  you  l-y  seadin^  ycu  false  report  of  our  fathers  illness  lience  now. 

riopunw  that  t  .IS  may  nnd  vou  in  t-rave  soirit  a:id  nlan-v  resipnation,  a-ld  wishing  you  the  3sd  -^bp^?^  with  deep-  atrectiolll 

and  sympathv. 

Yours  as  ever, 

JLms  letter  was  written  in  haste  at  a  side  cf  lather 一 s げ ed.  So  yon  may  net  take  this  Enghlish  as  polished. 

, 足 助 素 一 氏 宛 11 土 一月 三 曰 於 趣 町 〔 一 五 九〕 

御見舞 ありがたう。 二十 六日から 吐氣が 起り、 二十 七日 以来 吐血 頻繁 衰弱 一 時に 来り、 今夜 は 恐らく 彼が 此 世に 呼吸す 

る 最後の 日で ある だら う。 彼の 死と 而 して 生 は 一箇の ストイックの それ だ" 苦痛 又 苦痛が 殺到す る 間に 立ちて 一言 もつ ぶ 

やく 事な く、 生死の境に 處 して 悲觀 せず 樂觀 せず、 晏如 として 天命に 安んじて ゐる。 草々。 

有 島 行 郞氏宛 11 士 一月 六 R 於 東京 〔 一 六 0〕 

四日の 朝 七 時 四十 五分 父上 は 安々 と 眠る が 如く 他界の 人と なられた。 古の ストイック を 思 はせ る やうな 崇-咼 な 立派な 最 

後だった。 誰でも かくの 如き 父 を 父と する の を 誇る にち が ひない。 立派な 死であった。 

君が 一番 心配して 居る だら うと 思 ふが、 母上 は 見事な 覺 悟で 此打擊 に 打 勝たれた。 今の 處 では 氣 丈夫に して 居られる か 

ら 安心す るが い. -。 其 中に お 伴 をして 何處か 子供と 一 緒に 轉地 をな さる やうに と 思って 居る。 

五日 午前 十 時 亡骸 を棺に 納めよう として 居る 時に 君の 電報が 屈いた。 一 同 は 君の 心根 を 察して 淚を こぼした。 而 して 雷 


報 は 君 を 永遠に 父上に 記念す る爲 めに 棺の 中に 納められた" 

人々 が 交る ぐ 親切に 通夜して 今日に 至った。 明日 午後 二 時に 靑 山で 葬式が 行 はれる。 一 昨日 も 昨 曰 も 今日 も 美しく {T^ 

は 晴れて 居る。 父上のお 好きな 日和が 績く。 

御 危篤が 天聽に 達して 從 三位に 叙せられ になった。 

君の 悲し さ 淋し さ を 十分に 推察す る" 然しながら 君が 最善 を盡 して 奮闘す る 事が 父上の 御 遺 であらねば ならぬ。 努刀 

した まへ。 

足 助 素 一 氏 宛 11 土 一 月 十四 曰 於飽町 C 一穴 一〕 

最後の ストイック とも 云 ひたい 程の 最後だった。 父の 死 を 見て 僕 は 一段と 彼 を 見上げざる を 得 なくなった。 二十 七日の 

まからの 吐血と 來ては すさまじ いもので、 カツと. 吐く とま はりで 看護す る もの は 不思面 を 伏せて 仰ぎ見る 事が 出来ない 程 

であった。 二三 日す ると 肉體の 衰弱が 甚 しくって 脚部に は 全く 脈 は 感ずる ことが 出來 なくなつ たが、 病人の 意識 は 益 明 

確に なった。 而 して 一度 も 苦しい とか 痛い とか 云 を 事 を 口にしないで、 心地の よい 時には 非常に 心地よ ささう に 物語つ 

た。 「死ぬ のが こんなに 樂な ものなら 極樂 行きと 云 ふ 事 はたやす いもの だぞ」 と 母に 云って 聞かせたり、 「俺 は 遠から 死 を 超 

越して ゐる、 悲觀 もない 樂觀 もない」 と 友に 云ったり、 「心 は 深い 樂 しみ を 感じて ゐ るが 病氣が 肉體を 苦しめる ので 困る」 

と 傍人に 云ったり した。 病苦が つのって 來 ると 「今度 は 何で 戰 つて やらう かな」 と 云 ひながら、 戰鬪の 準備 をした。 死ぬ 

前 一 日、 卽ち 十二月の 三日に は、 山 内 夫婦と その 親戚と を 枕許に 呼んで、 二部 展も 措いて 聞え る 程の 大聲で 一時間 餘も大 

演說を やった。 四日の 朝 七 時 母の 顏を 見せろ とて 熟視し、 僕の 顔 を 見せろ とて 熟視し、 次に 手 まねで 先帝の 御 寫眞を 生 馬 

に裔 さしめ 合掌して から、 自分で 北方に 向きな ほり、 何時 死んだ か 分らぬ 樣 にして 七 時 四十 五分に 死んだ。 

昨日 は 十日 祭 を 執行して 一片 付け 片付いた。 二十日 祭が 濟ん だら 母 は 熱 海の 方に 避寒させる。 

1 九 一六 年  二  五 
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兄の 財政 上に 關 する 顧慮 は 一 日 も 心から 離れた 譯 ではない が 自分に かまけ てゐ た。 もう 出來る 丈け の 御 助力 は 出来る。 

ド ー か 遠慮のない 耍求 をして 吳れ 給へ。 僕の 一 身の 事に 關 して はま だ具體 的な 處置を 取る に は 至らない。 まあ 百ケ 日で も 

濟ん での 事 だ。 

二十 ni 日 以後 は 僕 獨り此 家に ゐ殘る 事になる。 さう したら ゆっくり 遊びに 来て くれ 給へ。 


一九 一七 年 . 

佐 藤 しげ ゐ氏宛 J. 正月  一 IT 於 東京 趣 町 〔 一 六 一一〕 

何だか 手紙 を 怠って 居た のが 大變氣 になります。 君の 眞の 悲しみ を 知る 極めて 少數の 人の 中に ありながら、 時々 君 を 慰 

めない と 云 ふ 事 はすまない 事でした。 

この間 は大 吹雪が 襲って 來 たと 聞いた が、 お 家に も 君の 身の上に も 格別の 事はありませんでした か。 隨分 この頃 は 淋し 

い 日が 明けたり 暮れたり する 事で せう。 心から 察して 居ます。 然し 僕 は 君が よく それに 堪 へる 力 を 持って る 事 を この 上 

なく 喜び 賴母 しく 思 ひます。 

I 生 だ、 大事な 一 生 だ、 立派に 君の 上に 勝利の 榮 冠が 下る 事 を 祈って やみません" 

母 は 孫 三 人 を 逑れて 國府津 に 休養に 出 懸けて、 だ^つ 廣ぃ 家に は 僕 一人、 たった 一人が 殘 りました。 色々 な 悲しい 記憶 

が 力 を 倍加して 逼 つて 来る 事 もあります。 然し 僕 は 結局、 孤獨を さう 惡 みません。 一 人で ぼつねんと 考 へて 居る 事 は 至上 

の樂 しみです。 門に は 「喪中 缺禮」 と 云 ふ 札 を はって、 戶を しめてし まひました。 市中の 雜閙の 中に 此處 だけ は 深山の や 

うな 靜 かさ を 伴つ て 居ます。 

どうか 體を 御大 事に なさい。 心 を 御大 事に なさい。 君の 同情者が 全くない と 云 ふ 察 は、 如何なる 瞬間に も考 へない やう 

になさい。 左樣 なら。 

原 久米太 郞氏宛 u 1 月 三 日 於 東京 〔 一 穴 n 一〕 

新年に は來 ると 書いた 兄の 手紙 を あてに して 兄 を 見る の 日 を 待ちに 待って ゐる。 何日 頃 御上 京 か。 

1 九 一七 年  二 四 七 
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今夕 は 足 助が 尋ねて 來る だら う、 而 して 一夜 を 語り 明す だら 5。 昨日 今日は このが らんと した だ 七つ 廣ぃ 家に たった 1 

人で 住んで 居る。 母と 子等と は 避 塞の ため 国府 津に 旅して 留守 だ。 別に 潘 しいと は 思 はない。 よくく 孤镯の 好きな 男に 

出來 上って は 居る が、 時々 はしん みり した 話 相手が ほしくない でもない。 兄の 來京 は眞に 心待ち される。 兄の この頃 も 可 

なり 淋しい ものと 思 はれる。 是非 出て 來 ないか。 

寢られ ぬま 乂に 飛び起きて 一筆。 

有 島 行 郞氏宛 11 一月 十五 日 於 東京 〔一穴 四〕 

其 後 御無沙汰 申 上 居候 處益々 御 淸穆の 事と 存上 候" 當方亦 幸に 皆々 元氣、 母上 樣は信 子さん と 四 兒を從 へ 去る 六日 熱 海 

に碟" 寒せられ、 東京 は 小生 唯 一 入に て 寂しき 限に 御座 候" 今年 B 本の 該氣は 實に可 驚、 佐賀に 二三 尺の 雪 ふり 臺灣 にも 雪 

を 見 候 由、 地熱が 冷却せ しかと 疑 ふば かりに 候 ひしが 東京 は 一昨日より 稍々 暖氣を 囘復致 候。 

年改 りて 君の 奮 發心も 一 層激 成せられ 候 事と 存 h 候" 語學 力の 發 達する にっき かしこの 生活 も 興味 多く なられ 候 半、 十 

分 先方の 智識 を吸收 せられ 候 樣惟祈 候" 舜三君 は 君の 前途に 多大の 希望 を 有し 居られ 候。 又 同 君 丈け 渡米 せらる- - やの 瞟 

有 之. H 然其 運に 可 至 かと 存候。 其 節 はよ ろしく 鎮 むと 母上 諸共 依 賴致廣 候 間 君に も 同 君と 萬 事 御 相談 相 成る 樣 致され 度 候。 

先日 鎌 倉に 千代 子さん を 尋ね 候 處不闘 君の 先生な りし 四 谷の 山 田 氏 夫婦に 面 會御瞟 など 致 候。 君より 一度 葉書 をいた お 

きたいと か 申 居られ 候" 

東京に て は 議會の 開會期 も逼り 居り 候。 • 此度は 解散な らんとの 說も 有り、 又 新聞 は 相撲に て 一 頁 を 費す ほど 賑ひ 居候" 

其 他筑波 艦の 爆 ir 撫順 炭鑛の 火災な ど は悲慘 なる 近頃の 出来事に 候。 お 目出度の 方面に て は 日本が 恐し く 富む 事に 候" 

その代り 通貨の 安くな りし 卽ち 物價の 高く なれる は 驚く ばかりに 候。 

父上 去り 給 ひて やがて 五十 日に 垂ん とする につけ 折に ふれ 思 ひ 出す 事 多く 候" 殊に 海外に ある 君に は 度々 の ^如何なら- 


んと 深く 察 上 候。 

十分 心身の 御 養生 祈 上 候。 经金は 本 月末に 致 可 申 左樣御 承知 相 成 度 候" 父上 在さず とも その 御惠 により 君の 舉 費に は 事 

缺 かず 候 間 それ 等に 顧慮す る ことなく 專 一 に 御 if 問可然 候。 

冬 休暇 中 は ボス トンに て 過され 候 や。 

何しろ 折角 御大 事に なされ 度、 御無沙汰 のま.. -" 草々。 

原久米 太郞氏 宛— 丄月 二十 八 0: 於趨町 〔一穴 五〕 

兄が 去る と共に 寂 家 を 感ぜずに は ゐられ なかった。 然し 御 來訪が どれ 程の 慰藉 を窗し たかは 御 推察に まかせる。 昨日 は 

足 助 兄が 来て 色々 の 御 ih^ した。 三 澤 校長の 事 は 承知した。 早速 手紙 を 出して 見よう。 父の 五十 日 も 過ぎて 忌が 明けた。 

それが 却て 物 足らない 心 持 もす る。 今 は 忌 明嶝ま はりと 維 招と に 追 はれて 奔走して ゐる。 熱 海から 歸 つた 二 兒 がすぐ 風邪 

を 引いて 臥て ゐる、 然し 僕 は元氣 だ。 毎日 色々 な 事が 頭の 中で 考 へられる。 人生の 瀨戶 際に 立って ゐる樣 だ。 この 上と も 

兄 等の 御 助言 を 祈って やまぬ。 吹 田 君から も 手紙が 久し振りで 来た。 生活の 變 革を强 ひられる やうな 心の 狀態 にある 樣だ。 

よく 想像が 出來 る。 生活の 内容 を神經 質に 始終 思料して 煩悶す る 事 は 馬鹿げた 事の やうに 思 ふ 時 も あるが、 これが 病で 仕 

方がない。  ， 

今日は 是れ で失禮 する" 何んだ かまと まらない 事 を 書いて しまった。 御大 事に、 左樣 なら。 

宫部金 吾 氏 宛 —— 二月 七日 於麵町 つ 一 六 六〕 

拜呈。 其 後 は 御無沙汰 申 上 居候 段平に 御 海 恕被成 下 度， 承 及 候 得ば 北海道の 本年の 寒氣 は近來 稀なる もの 由に 御座 候 

處御擧 堂 御 健勝に 被 爲入候 や、 奥樣 にも 近 は 御 健康 御 勝れ 被 遊 候 や 奉伺 候。 K- つて 當方 幸に 一 同 無事 乍 揮 御^ 念 被 下 度、 
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母 も 悲しみに 打 負け もせず 元氣 にて 目下 熱 海に 避寒 罷在 候。 毎度 御：！ 情 を 得 候 長男 も 今年 は小學 校に 入 學致候 樣に相 成、 

小生 も 初老と 申す 年に 入り 申 候。 何 一 つ 仕出来さぬ 中に この 仕 合せ 、汗顔の 至に 不堪 候" この 上と もに 鞭撻の 程 奉 祈 候。 

時下 更に 御 自愛 專 I に 被游度 御無沙汰 のま. 1 御機嫌 伺 迄) 草々 頓首。 

原 久米太 郞氏宛 11 一  万 十七 曰 夜 於柬京 〔 一 穴 七〕 

其 後 は 又 打 絕て御 無音した が不相 變勇氣 凛々 として 御 勉强の 事と 思 ひ 慶賀に 堪 へぬ。 海草 中舉 校の 方 も 引績き 無事 御勉 

强の 事と 思 ふ。 小生 も 幸に 至而 頑健で 家事 も 稍々 片が ついた からこの 頃は少 しづ 身 を 入れて 勉強して ゐる 。教育者と して 

の 希望 も 捨て. i はゐ ない が 決心までの 間に もと 思って 筆 を 採る 積り でゐ る。 來 月の 新 小說に はミレ T 評傳を 出して 置いた。 

そんな もの を讀む 暇が あったら 讀んで 存分 批評して 下さい。 この間の 御手 紙の 兄の 議論 非常に 味の ある ものと 拜讀 した。 

感謝す る。 足 助 はこの 頃 又 胃を惡 くして 從 つて 頻 りと 喧嘩の 相手 を 摸索して 居る。 海草の HI 澤 氏から 手紙が 來て、 條 入る 

べき 人物の 條件を 申 逡られ たから 早速 心 知れる 學 生に 夫れ を绘 つて 適任者 を 物色せ しめて 置いたり 

二 男が 體 質が 非常に 危險 だと 云 ふ 宣告 を ある 醫 者から 申し渡された。 さらぬ だに 死の 爲 めに 頻繁に 脅かされ. 广 所の もの 

で度膽 をぬ かれて ゐる。 非常に！ i 核に 犯され 易い 體質 なの だ 相 だ。 若し 夫れ が眞 だと すれば 是非共 海岸に 居 を 構へ ねばな 

らぬ。 一 體 海草と いふ 所 は 海岸 か 知らん。 其處 で中學 校の 先生になる も 愉快な 事 かと も 思って 居る。 御 序の 節 其 如何なる 

地なる か を 御 報知 願 ひたい。 

今夜 は 夜 も 更けた から 是れ で失禮 する。 餘 寒の 折 柄 折角 御大 事に なさい。 

原 久米太 郞氏宛 —— 一 一月 末日 於 東京 〔 一 穴 <〕 

いろくと 心配して 下さって 誠に 難 有う。 丁度 御手 紙 を 受けてから 一 日た つた 時 足 助が 遊びに 来て、 御手 紙 を兑て 和歌 


南 まよから 5 としきり に 云 ふので、 食指 大に 動かざる にあら ね ど つら/ \思 ふに どうしても 一 寸動 けさう に はない。 

ニ兒は 早速 熱 海に 避寒させる 事に して 母に 託して 置いた。 目下 は先づ それでい \ が 其 後の 事に 關 して は 更に 熟考の 上 或 

は 又 御 配慮に ぁづ かる 時が 来る かも 知れない。 其 時 はよ ろしく 願 ひます。 

柬京 では 昨日 三十 何日 目と かに 初めて 雨 を 見た。 甘露と も 申す の だら う。 雨垂れの 音 を 聞いた 丈け でも 心 はやさし いう 

る ほひ を覺 えた。 關 II は 雨 や 雪で うるさい 程 だ 相 だね" 夫れ にも 皆 さま 十分 御用 心 を 祈る。 

この頃から 少 しづ 、心が 落瀋 いて 稍々 眞 味の 勉强が 出来 相 だ- もう ほんと にぐ づ くして は ゐられ ない、 どん底まで 掘 

下げて 行かねば いけない などと 思 ひながら、 凡人の かなし さ、 まだ 精進 之 度が 足りない。 

この間 長與の 「畫 家と 其 弟子」 が 演ぜられた。 中々 感心して 觀覽 した。 あの 若さで あれ 丈の 徹底と 力と を 現 はす 事 は 全 

く 感心 させられる。 先づ 今後 も 文壇に 有望な 地歩 を 占む る もの は 何と 云うても 彼 だと 思 ふ。 

三澤 氏の 委託に 對 して はま だ 相當の 人物 を 物色し 得ないで ゐる。 然し その 中に 誰か ありさうな もの と 思って ゐる。 

どうか 御大 事に。 木 村に もお 遇 ひの 節 はよ ろしく 好意 を 感謝して 置いて くれ 給へ。 夫れ では 左樣 なら。 

吹 田 順 助 氏 宛 —— 三月 一 一十 日 於 東京 〔 一 穴 九〕 

この間 は 御手 紙 を 下さった にも 不係 永く 御無沙汰 をして 居て すみませんで 御座いました、 許して 下さい。 

江 南お の 事 は 承知 致しました。 其 中 同 君に お 遇 ひして 色々 御 話 をして 党たい と 思って ゐ ます" 實は江 南 君の 弟 君の 御身 

の 上に つき 一 寸 おもしろい 事が 出來て 居る のです が 夫れ は 又 御 面會の 時に 讓 ります" 

兄の 剣： 境地 ュ 同情 を 以て 思 ひ 上げて 居ます が、 實は兄 を 御 同情す る 心 は 自分 を 憐れむ 心に 過ぎません。 どん 栗の 背 くらべ 

の やうな 文壇で は 私 も 出しゃばって どの 雜 誌に でも 顏を 出す 事 は 出来ます が、 一 體顏を 出して 何 をして 居る の だと 思 ふと 

いやになります， 自分の 死ぬ まで も聲 價の續 かない やうな もの を 書いて 一 體何 をして 居る の だと 思 ひます。 反古 を 作って 
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暫く 自分の 浙 しさ を まぎらさ うとして 居る に過ぎない ではない かとさへ 悲觀 されます。 尤も 世に 問 ふ 以上 は 自分と して 浸 

上の カを盡 して は 居る のです が、 出して しまって 顧る と 泣きたい 位い やな ものば かりです。 

兄に 若し 創作が おありに なるなら 「新 公論」 でよ ければ 必ず 揭 載の 取り はから ひ をし ますから およこし 下さい。 目下 同 

雜 誌の 文藝記 者の 顧 間然た る 事 をして； ますから。 而 して 兄の 磊塊を 吐き出されたら 又 胸の すかれる 事 も あらう と 思 ひま 

すが 御 投稿 を 待って 居ます。 兄の 個性に 觸れ さして いたどき 度い とも 思 ひます。 

來月號 の 同誌 上で；；^、 は 始めて 妻の 死 を 取り あっかって 見ました" 駄目です。 然し 其 處には 多少の 眞實が 潜んで 1© ない 韦 

は な いと 云 ふ 自信 丈け は 持って 居ます。 

今月の 末に は 祌戶女 學院で 卒業 講演 を賴 まれました から II その 事 は 第二次 的の 目的と して II そこの 春ら しい 自然に 

ふれる 爲 めと、 原、 木 村 等に 遇ふ爲 めに 行って 見る 積り です。 原から 手紙が 行った 相です ね。 同 君 も 少なから ざ： 試練 を 

經 て 可な り 强 固な 基礎が 出来た 樣で す。 

足 助 は 胃 を 病んで 困って 居ます。 宮原は 一 寸 した 咯血 をして 引 籠って 居ます、 病^ は 格別な 機 子で もない が^ 精が 起つ 

て 困る と 云つ て 居ます。 

^兒 島の 春色が また 麗しく 成った 事と 思 ひます。 御上 京 は 如何です か。 東京に も 淺ぃ春 信が 通 はないでも ありません。 

成 瀬 氏の 「笑の 硏究」 は 有益に 讀 ませて いたどき ました。 

夫れ では 是れ で。 

吹 田 順 助 氏 宛 -— 四月 十 一 日夜 於 東京 〔一 +-0〕 

先月 二十 八日 夜 神 戶を發 つて 本 月 六日の 朝歸 京し ました。 十日に 足らぬ 短日月の 小 旅で はあり ましたが、 收 獲の 割合に 多 

かった 事 は よろこんで 居ます。 原 君に も面會 しました" 神戶女 舉院の 講演 は はしなくも 院長 はじめ 女 宣敎師 達の 御機嫌 を 


斜 にして しまった 事 は 笑止の 至りでした。 京都 は 矢 張 一 薪 感興 を そ X りました。 就中 宇治の 川 添 ひ、 石山、 111 井の 兩寺は 

深い 印象 を殘 して くれました。 大阪で 見た 人形 は 爛熟の 極に 達した 藝 術の 醇昧を 提供し ました。 私 は 全く 自己の 所有せ ざ、 

る もの を 見せられた 事卽ち 驚くべき 宋 知の 世界 を 披瀝され た 事に 感嘆の 目 を 見 はりました。 然し 私の 道 は 遂に あすこに は 

通じ 得ません。 夫れ を辦 しい 誇を以 つて 思 ひめぐ らしました。 

「大谷 苦隆の 最後」 は 一 昨朝 落手して 其 曰の 中に 讀み 了り ました。 私 は 兄の 創作 を 見る と 何時でも 悲しくな ります。 めん. 

と 向 ふと あれ 程 人生に 深奥な 理解 を 有し 徹底的な 藝 術 的 氣稟を 有する 兄が 何故 その 作物の 上に は 影う すく も あら はれる の 

でせ う。 あの 作 も 兄の 天分に 比すれば 實に 悲しく も 見劣りの する ものです。 私の 直言 を 許して 下さい、 而 して li 斷 的な 私. 

の 是非 を 許して 下さい。 兄の 友情 を 感謝し つ.. t ある 私 は 思 ふ 所 を 言 ふ 外 を 知らない のです。 

然し 失 しないで 下さい、 どうぞ" こんな 事 を 云 ふ 私 は 天分に 於て 兄の 肩と 肩 を 比する に 足りない ものです。 兄が やが 

て 創作 上に 當 の自覺 をされ る 時 は 私は餘 りに 强き歡 び を 兄に 見ねば ならぬ 事になります。 夫れ は嫉 しい 事です、 然し そ. 

れ は事實 です。 而 して 藝 術の爲 めに は 苦痛 を 忍んでも 兄の 天分 を發 揮す る 事 をお 勸 めしなければ ならない と 思 ひます。 

藝術 的，： R 己 省察の 努力 を突發 的に する 事な く 牛の 如く 忍んで 續 けて 下さい。 さう なれば そこに 兄 を 待つ て 居る もの はた 

しかに 兄の みが 產 出し 得る 特異な 境地であります。 兄 は 其 境地 を裔 出す る 天分 をた しかに 持って 居る の だ。 夫れ を 疑ふ餘 

地 はない。 

私 は 兄の 爲 めにあの 創作 を 世に 問 ふ 事が 正しい か 正しくな いかに まど ひます。 然し 私の 獨斷が 誤って 居る かも 知れ ませ 

ん から 二三の 近し いものに 見せて 其 意見 を も參考 としたい と 思 ひます。 而 して その上で 更に 私の いつはらざる 意見 を 申 上 

げ ます 0 

自分の 創作の 無 價値を 棚に 上げながら こんな 事 を 云 ふ 私の 傲慢 を 許して 下さい。 私 は 私の この 言葉に 對 して は 更に 自分 

を 鞭つ 積り です。 

I 九 I 七 年  二 五三 


有 鳥武郞 令： 雄 ぁ八卷  二 五 四 

「死と 其の 前後」 の 校正な. 前にし 

原 久米太 郞氏宛 11 四月 士 一 曰 於麴町 〔一七 1 〕 

】 昨日 足 助 も 来て 遇った。 此頃は 大分 健康 も囘復 した 樣 子だった。 

大阪の 入 形 も、 京都の 風物 殊に 宇治の 沿岸、 石山 三 井の 兩寺は 深い 印象 を與 へて くれた。 

短い 間に 大分の 舉問 をした。 川 崎 造船所の 雜閙も 僕に は 大きな r の. 擧 問であった 事 を 御 曙し ます。 

兄の 御存知の 詩人に は 僕の 講演が どんな 印象 を殘 したら う。 御 序の 節 聞いて 知らして く へ。 

東京に 歸 ると 又 俗用 多端 是れぞ と 云 ふ 仕事 は出來 はしない。 マァも 少し 片づ くまで 我慢す るより 仕方が ある ま、，。 

三澤 氏の 事 は 承知した。 先日の 人から は 消息がなかった から 多分 氣乘 りが しなかった の だら う。 

吹 W 兄の 戲曲を 受け取つ たが、 通讀 した 所では 思 ふ 程の ものではなかった。 あの 藝術 的な 理解の 豐な 天稟 を 有しながら 

彼の 作物 は ど， つして いつでも カを齎 さぬ ので あらう。 未だ ほんとの 道條を ほりあて X ゐな いのに ちが ひない。 早く 彼の 本 

當の 力の あら はれる の を 見たい もの だ" 

奥さんに よろしく。 

足 助 素 一 氏 宛 11 四月 十一 百 〔ーセ 一一〕 

パイプ はう まくして やられた もの だ。 吹 田の 原稿 を ，途 る。 讀ん です ぐ 批評 を 僕に， 途 つて くれ 給へ、 僕の 考と 照合して 

たいから。 「死と 其の 前後」 の 校正 中 だ〕 實感 丈け は 可な り 出て ゐ ると 思 ふが 之れ も自惚 かも 知れぬ U 

「大 洪水 前」 の 批評 を 末 光に 聞いた 時 唯 笑って 答へ なかった、 あれが 僕 を 非常に 淋しく させる。 


吹 田 順 助 氏 宛 ——- 四月 十八 日 於 東京 〔 一 七-一〕 

今朝 朝食の パ ンを喧 つて Ins る 所に 兄の 御 返事が 來た時 は 胸 をつ かれて 一 寸封を 開く 勇氣 がありませんで したが、 思 ひ 切 

つて 讀み 終る と 母の 居る 前 も 忘れて 不知々々 跟に淚 をた めて しま ひました。 

兄が 僕の 苦し い 心 を くんで 下さった 事 ケ御禮 します。 而 して 僕の 無遠慮な 亂 暴な 言葉の 中から も 好意 を 覚めて 下さって、 

力強く 跳ね起きる 決心の 臍 を 堅められた 事 を 兄の 爲め にも、 日本の 思想の 爲 めに もこの 上な く よろこんで 居ます。 

あの 原稿 は 足 助に 经 りました。 彼が 僕と は 反對の 印象 を 受け はしない かと 云 ふ 事 を 期待 もし 恐れ もしました。 結果 は大 

體 僕の 到着した 結論と 同様でした" 夫れ は 僕の 兄に 發 した 言葉が 全く 無責任な ものではなかった と 云 ふ 或る 安心 を與 へま 

したと 同時に 兄 に 對 して 更に 心苦しい 同情 を 感じさせました" 具體 的に あの 作の 內容を 披露す る 事 もな く 漫罵に 近い 言葉 

を 弄した 事 をお 許し 下さい。 今 思 ひ 付いた ま 、を 蛇足ながら 書かして いた どきます。 

一、 兄が 自ら； 14 はる K 如く、 事件の 進 渉 はあって も 其 事件の 進 渉に 伴 ふ 人物の 進涉 がない。 

一、 吉隆と 云へば 石 田 方の 最大 軍師 だ、 卽ち關 ケ原西 軍の 參謀總 長 だ。 夫れ にして は 其 眼の 行き届き 方が 淺 くて 狭い、 

從っ て 全體の 悲劇的 要素が 悲しく も 縮小され る。 

一 、 錢疾に 近い 彼と 極端に 明晰な その 頭腦の 間に はもつ，^ 葛藤が あるべき 害 だ。 

一、 物の 表裡 にかな り 透徹し 得る 眼光 を 有し、 一面 小心に 近い 良心の 所有者なる 彼 は、 そこに 複雜な 深刻な 綾 を 見す ベ 

きだった。 

1 、 技巧的に 云 ふと あれ を舞臺 にかけ ると して 後段の 如き は 殆んど 斬り 合 ひの 連續 たるの 觀を與 へる だら う。 

一 、 同じく 技巧の 上から 云つ て 言葉 遣 ひの 中に 空虚 を 思 はせ る 言葉の たろ みが ある、 實感が 伴って 來 ない。 

r 事件に 對 して 戲 曲全體 が 縮小され 過ぎて ゐる。 . 

1 九 一七 年  二 五 五 


有 鳥 武郞佥 集  < お八 卷  二 五六 

1、 作者の 感激 的 燃燒が 甚だ 不十分 だ。 

許し 給へ く。 

こんた 事 を 云った 僕の 作物 を 兄が 讀 まれる 時が 非常に 氣 になります。 兄 もどう か 僕の もの を 無遠慮に 叱正して 下さい。 

今度の 新 公論に 出る 「死と 其の 前後」 では 夢の 中の 事件の 港 渉が ひどく 氣 になります。 唯 夢の 場 は 夫の 夢で はなく 妻の 夢 

だ と 云 ふ 所 だ け を 注意し て 讀んで 下さい まし。 

有 島 行 郞氏宛 11 五 五 曰 於 東京 〔 一 セ四〕 

今日は-/ \- と 思 ひながら 段々 おこたり 候て 長き 御 無音に 打 渦 候 段平に 御 海容 願 上 候。 是れ までの 來信 によれば 君に は 至 

而 勇健に て 御 過し 相 成 居候 樣子 何よりも うれしく 存 h 候。 過日 は鬧田 君よりも 来信 有 之、 君の 近狀を 知る 事 を 得 且つ 學校 

の 成績， -逡來 候 得ば、 近来の 御 勉強の 有樣も 窺れ て 一同 非常に 滿 足に 存 居候。 英語 は 未だ 及第 點 に滿 たざる 樣 なる も、 何 

しろ ほんものと 伍しての 事 なれば 巳む や 得ざる 次第、 其 中に 御 熟達の 程 祈 上 居候。 

偖當方 一 同 至て 無事に 御 座 候處、 最近 三 子 及び 分家の ベ..' ちゃん 痲疹、 水痘の 如き 流行病に 犯され 一 時 は 難 漉 致 候 得 共 

最早 一 同 快方に 相 向 候 故 御 放念 被 下 度、 母上 樣も 一 寸御 風邪 llM 味なり し 外 は 至て 御壯榮 なれば 是亦御 安神 可 有 之 候" 

「新潮」 に 出で たる 生 馬 君の 「父の 死」 を讀 まれ 候 半。 始めて 父上の 死狀を 目の あたり る樣に 胸裏に 描かれて 感慨 更に 

多端な りし 事な らんと 深く 察 上 居候。 然し 父上が 如何に 勇し く 如何に 人間ら しく 其 臨終 を 我等に 示し 給へ るか も 同時に 御 

納得 出來 候て、 一面 無上の 慰安 を 得られ 候 半 かと 存上 候〕 

舜三君 渡米 見合せ と 相 成 候事殘 念に 候 得 共 致 方 無 之、 この 上 は 園 田 君に も 御 相談 相 威 適當の 所に 御 入 if 可 然と， 存上 候。 若 

し 小生の 居りた る ハ ー バ， フォ ー ド にても 御 出 相 成 度 思 召なら ば 小生より 前 校長に 依賴相 試み 可 申 候」 尙 八十 島 樹次郞 氏 

來十 日出 發紐育 市なる 堀 越 商店に 赴任 被 致 候。 同氏に 託し 菓子 少々、 團扇七 本、 風呂敷 若干 枚 及 父上 御所 用金 時計 鎖 御；^.! 


申 上 候 間 御 一 洛手被 下 度、 尙關稅 を 請求せられ しゃ 否や 御 問合せの， M、 支辨 された る樣 ならば 其 金額 御 返 濟相威 度 候。 何 か 

必要の ありし 場合に は 同氏に も 御 相談 可然 候" 番地 は 何れ 同氏より 通知 有 之 候 事と 存候。 英 夫君に 御 達 付の 洋 一 君 下着 は 一 

たしかに 落手 致 候。 英夫 I 家 は 十五 日程なる 京阪の 旅より 今朝 歸來 し、 午後 訪問し 来り 候 得 共 遂に 其 下着 相 渡 候 事 失念 致 

候。 直に 屆可申 左様 御 承知 被 下 度 候。  •： 

君の 親友 スミ ス君 W 來朝、 東京の 空に 見事なる はなれ 業 を 見せ 申 候。 又 芝 浦 埋立地に は 極東 オリ ン ピック • ゲ，' ム 開始せ i 

ら れんと し學生 間の 人氣を 集め 居候〕  ， 

毅 一 君 は大學 卒業の 上 小 樽 郵船 I 〔社 支店 在勤と 相 成 候。 目下 にても 時々 降 舞 有 之 候 由に て 犬に 閉口 致-店る 樣子 なれ ども > 

そんな 事で クタ バル やうで は 駄目な りと 申 遣 はし 居候。  一 

當地は 梅 櫻の 花 謝し 盡 して 新綠 した る 如き 好 時節と 相 成、 西洋 館の 塗り 代へ など せんかな ど 話し合 ふよき 時に 候。 山： 

本 にても 子供部屋の ヒに 二階 を 上げ 明日 は 新築 祝 有 之 候 if 上野に 奠都 五十 年 祝賀 博覽會 あり、 繪畫 展覽會 も續々 催され 一 

居候。 政府 は 總潠擧 に 於け る 政 友 會多數 を 制し 候爲め 先安 固の 地位に 立つ 事 を 得る に 至 候。 財 戶ル 不相變 貨幣 だぶ つき、 銀 一 

行 は 閉口、 事業 は 勃興の 有 樣に候 得 共- 米國 が開戰 の餘果 軍備の 爲め 七十 億 弗の 決議 をな さんと しつ あるに 比すれば 兒ー 

戲に 等しと 申すべく 候。 露 西- 5- の 革命 は 日本人の 頭に 强き 印象 を 與へ申 候〕 米國 の開戰 はこの 後 如何なるべき や、 新聞の 一 

傳 ふる 所に よれば 愈 i 出兵すべし とも 聞き 申 候。 夫れ はく だらぬ 企てな りと 存 居候。  ！ 

尙 この 上 とも 折角 御大 事に 御 勉强相 成 度、 好 便に まかせ この 段 草々 敬白。 

月あって 靜か、 母上 隣室に て トランプ を 弄び 居らる、 分家に は齋 藤氏 夫妻の 客 あり。  .  一 

原久米 太郞氏 宛-! 五月 七 曰 於 東京 鐘 町 〔一. P 五〕 

其 後 は 御無沙汰。 貴公の 方から も 暫く 御 便 を 得ない のでお 忙し さの 程 を 御 察しして ゐる。 不相變 非常の 勢力 を 振って 獅ー 

1 九 一 七 年  二 五 七  一 


有 島 武郎仝 集 第八卷  二 五八 

子の 如く 働いて ゐら る、 事と 思 ふ。 僕の 方で は 長男が 痲疹 にか. -り 他の ニ兒が 百日咳 を やった ので、 隔離す る やら 看護す 

る やらで 一 時 はま ごつ いたが もう 難關は 通過した。 御 安心 を 請 ふ。 

東京 は靑 葉の 好 時節と なった。 この頃 は 腸 胃 を 害して 閉口して ゐ るので、 時々 郊外の 散歩に 出 懸けて 考へ 物な ど をして 

ゐ るが、 所謂 眞の靑 春の 氣は 人の 心 をも靑 春に せずに は 置かない。 何 かしで かしたい 氣 分になる。 

足 助 も 時 々やって来る- この間 は 同 君と 原 田 三 夫と で 帝劇に 「桐一葉」 を 見に 行った。 大阪 見物の 結果 この 劇 を 見る 心 

持ちに なった の だ、 而 して 存分 失望 させられて しまった。 

一昨 曰 は 武者 小路の r 惡 夢」 が實演 された。 是れ にも 失望した" 僕が 安子の 死を甫 めて とりあつかった 「死と 其の 前後. I 

は 新 公論の 五月 號に 出た が、 兄 はま だ 見られまい、 五日の 日に 發賣 禁止に 遇った から (但し 樊 のが 其 厄に 遇った ので はな 

い が)。 まだ 書き た い 氣分 は 頻りにして ゐ る- その 中 又 何 かお 目に 懸け る ものが 出来る かと 思つ て ゐる。 

其 後 木 村に 遇った かい。 先生 不相 變臺灣 以来の パナマ 帽子 を 被って 元氣 にやって ゐ るかと 思 ふ。 お 遇 ひだったら 宜しく 

御無沙汰 のま \ 草々。 

足 助 素 一 氏 宛 —— 五月 十 一 曰 二 七 穴〕 

腹の 工合 は 今朝から なほった。 行 坊主 は 腰がぬ けて まだ はか <\. しく 立てない が 本 病の 方 はすつ かりい、 から 御 安心 を 

乞 ふ。 敏と行 nr が 今夕 逗 子から 元氣 で眞黑 になって 歸 つて 来た。 愈 M 「お 末の 死」 と 「死と 其の 前後」 と を 一緒にして 單 

行 本 を 出す 事に した。 是れが 僕の 文藝 に 誰れ 出す 最初 だ。 來月 初旬に は 多分 洛陽 堂から 出る だら う。 君の 腸 胃 は 依然 居 

すわり か。 「新潮」 の 六月 號に 論文 を ！ つ 書く。 


吹 田 順 助 氏 宛 i 五月 一 一十 日朝 於 東京 〔 一 七 七〕 

其 後 は大變 御無沙汰 になって 濟 みません でした。 

拙作に 對 する 綿密な 御 批評 難有拜 見し ました。 精讀と 熟慮から 来た あれ 程寸： 派な 批評 を 蒙る 程の 作で もない のに 却て 恐 

入りました。 然し あれから どれ 程 深い 暗示 を 得た か 知れません。 作の 第一 の ねら ひ 所 もよ く吞み 込んで 下さった 事 を 非常 

に うれしく 思 ひます。 私信で 三 四の 批評 を 受け はし ましたが モ ー チゲが 十分 受け入れられて ゐな いので 少し 殘 念に 思 ひ、 

又 自分が はっきり 夫れ を 表現し 得なかった の を あはれんで 居ました が、 兄の 御 評 を 讀んで 稍 i 安心 もした 次第です" 

死 は 平等に 無 容捨に 人に 逼る" 其 力 强ぃ壓 力に 抵抗し 得る 何物 もない。 人 は 到底 夫れ に絕對 の服從 をす る 外 はない" 服 

從 をし ないでも 結果 はさうな つてし まふ。 然し 兹に 人の 心の中 - 愛と 云 ふ ものが あり、 而 して 其 凝集 は 人間 をして 不滅— 

—死に 對 して さへ 11 であると 云 ふ 幻想 を 持た しめる。 而 して 夫れ が 不思議な 事に は 幻想な りに 一 種 人間 をして 死に 打 勝 

たしめ る 程の 力 を 持って 居る。 愛し 得、 愛され 得た との 確然た る 自覺に 達した もの は 何處か 死に 對 して 對 等の 立場 を 取り 

得る、 夫れ を 暗示したかった のです。 主人公の 死者に 對 する 煩悶の 終に 行く に從 つて 悲しみに は變 じても 慘 苦に 變 じな か 

つたの は その 爲 めだと 作者 は 思って 居ます。 舞臺 にかけ たら その 感じ は 或は も 少し 明瞭に 出 やしないかん. 思つ て 居ます。 

前後し ますが、 兄の この度の 御作 は；？ r が 今まで 讀 ましていた V いた もの、 中に て は、 恐く は 「撬」 の ー篇を 除いて 最も 

完璧に 近いと 思った ものです。 私 は あれ を 春陽 堂の 新小說 編輯 者 田 中 純 氏に 经る 約束 をして 置きました。 足 助 君の 所に 行 

つて 居て 昨日 返して 來 ましたから、 今明日 中に、 途 ります。 リ 、カルな 醇 味が ある 所に は 溢れ出で、 居る と 思 ひます。 あれ 

は 存立 を 要求す る 作物です と 私 は 信じて 居ます。 又 御作が 出来ましたら 見せて 下さい まし。 

東京 も 初夏ら しくな りました。 
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足 助 素 一 氏 宛 11 五月 廿日 午後 〔 一 4J 八〕 

金 は 多分 今月末に 落手す るから、 落手したら 直ぐお J^j ^りする。 

志賀の 「城の 崎より」 が 左程の 感銘 を 兄に 與へ なかった の は 不思議 だ。 讀んだ 時の 兄の 心の 状態に もよ るの だら う。 

原から 久し振りで 消息が あった" 不相變 愉快に 不平 を 云って ゐる處 が おもしろい。 兄の 原稿の 見えな いのは 惜しい 事 だ。 

午後に 宮原 君が 來た、 大分 元氣 を囘復 して ゐた。 左程 耳に こまる 樣な話 もなかった。 

I,K から は 中々 重い 手紙が やって来る。 I 寸 そこいらの 男に も 類がない 程 頭 も 明晰 だし 情熱 も豐富 だ。 手紙 を 讀んで 

居る と 惡ぃ氣 持ち はしない。 僕の 將來に 開 展し來 るべき 生. ts に は 或は 面白い 伴奏と なる. かも 知れない。 

兄の 苦鬪は 十分お 察しす る。 何しろ 甘く 行く やうに 祈って 居る- 

新しい ものに 筆 をつ けられる 事 を 待ち望んで ゐる。 

何しろ 半： 活を どうかし なければ 駄目 だ。 この 耍求は 日 を 追って 强 くなる ばかり、 なる に從 つて 自分の 怯懦と 偷安 とが 情 

なくなる 0 

足 助 素 一 氏 宛 —- 六月 ー！一 日 〔一七 九〕 

昨夜 は來て 下さった 相だった のに 不在で 失禮。 原稿 書きで つかれた 頭 を やすめる 可く 妹 を 連れて 日 比 谷の 野外 音 樂を聞 

きに 行った。 

こんな 事 を 云って は を かしい が、 どうも 今度 は 兄の 揚言 も 危ぶまれ たし、 結果が 面白く 行かぬ 樣な蟲 の 知らせだった。 

さう だね、 全く 小 局に 眼が つき 過ぎる 樣 だね〕 夫れ に 百 や 二百の はした 金で はし こた ままう かった 處で 知れた もんだ- 然 

し 兄 はま だ 未練 を殘 して ゐ るの はわ かる。 又 其 中 if 通す るから やって 見 給へ。 今度 は 或は 運が 向く かも 知れない よ" そん 


な氣 がしない でもない。 然し 僕の 直. 覺 によると 兄 は 畢竟 あれで は 成功 しないよ。 

今 一 惜しみな く 愛 は 奪 ふ」 を 新 東洋の 爲 めに 英譯 して 居る の だ" 而 して 十五 日 迄に は ニ篇の 小說を 書く の だ。 可な り忙 

はしくなる。 然し ど 5 せ 十五 日 迄に は 出来な いのは 知れ 切って 居る。 

今日 英譯 が濟ん だら 兄の 所 あたりまで 出 懸けて 見る かも 知れない。 

足 助 素 一 氏 宛 11 六月 十 曰 二八 0〕 

寶は 原稿に 取 紛れて しまって 经金を 一 日 怠って しまったので 誠にす まなかった。 あれで 商機 を 逸したら 責任の 大半 は 僕 

にか、 り、 不運の 大半 は 兄に あると あきらめて もら はねば ならぬ。 

原稿 は 非常な 嚴 I？ な 催促 を 受けて 僕 も 原稿 商人の 悲慘 をな めて ゐる" 出来るだけ づ ひったくられ るの だ。 途中まで 書 

いて 居る が 今度の は 筆 を 執る 目的が 稍 i 中心 ii を はづれ てし まって 困って しまった。 十二 日 迄に 新 小 說の方 をし まって 十 

五日までに は 新潮の 方 をす まさねば ならぬ。 さう したら i 〔安樂に といきが つける だら う" 而 して 七十 圓 そこ/ \ の 金が ま 

うかる 譯だ。 おや ぢの遺 窗で喧 つて ゐ るの だと 思 ふと これ だけ 金の 取れる の は 然し 悪い 心地で はない。 勞働 者と 一緒に 勞 

働 を 分つ と 云 ふ こと は 何と 云っても 本能 的に 心的の 足 を 齎らして くれる。 

撟 浦に 會 ふ機會 が あったら、 批評 をして くれた 事 を 感謝して くれ 給へ。 葉書まで 書いた の だが 住所 不明の 爲 めに その ま 

ま に 放擲し てゐ る。 あの 男が 封筒 に 自分 の 番地 を 書か な いのは 惡ぃ 癖 だ。 

佐 藤 繁井氏 宛 11 六月 二十 一 一 曰 於 東京 趣 町 C 一八 一〕 

よく 忘れずに 1^ "^つ て 下さる。 

鈴蘭 は 美しい ま \ で 落手し ました、 難 有つ。 早速 靑 山の 墓前に も 供へ、 花の 好きな 妹な どに も经 つて やり ま ー た。 あれ 
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を 取る の を 手傳っ た 小さ い 手の 持主 等 へ も御禮 をお 傳 へ 下さい。 

毎 m い、 梅雨が 降って 居ます。 

今 は 文部省の 二階で 人 學試驗 を手傳 ひながら 靑 葉に ふり そ > -ぐ絲 の やうな 雨 を 見て 居ます。 下の 方で は 石屋の 石 を 刻む 

音、 隣室で は撿醫 と受驗 者との 小さな 話聲が 聞え るば かりで、 東京 も 雨の 晝は靜 かです。 

佐 藤 繁井氏 宛 11 七月 二 曰 於 東京 趣 町 〔 一 < 二〕 

御 返事 を 受けてから その ま \ 打 過して 居た 事 をお 許し 下さい。 この間の 御手 紙に よれば、 あなたの 心持ちが 二つの 極の 

間に 非常に 苦しい 動搖 をして 居る 事 を 十分に 察する 事が 出 來て御 同情に 堪 へません。 然し 僕 は あの 手紙 を 讀んだ 寺、 あな 

たは 結婚な さった 方が い k と 思 ひました。 其 理由 は 直接 あなたに お 遇 ひした 時で なければ お 話が 出來 ません。 兎に.， w、 あ 

の 人に 對 しても あなたの 熊 度 は 少し 改められなければ ならない 事になる のです。 これ は 御面會 の時尙 ゆっくりお 話します。 

私 は 嘗て 札幌に 居て 今 は 東京に 來て 居る ある 男に あなたの 事 を ！ 名前 は 全く 祕 して II かなり 委しく 話して a たので 

す。 處 がその 男 は 不思議に も あなた を 云 ひ あてた のです。 而 して あなた を 見た 事が あると 云 ふので す。 その 人の 事に つい 

て も 御 而會の 節 委細 御 話します。 

私 は 決して 他人の 運命 を 操らうな どと する のではありません" 唯 さうな るべき： 連 命なら ば、 その 小さな 一 つの 媒介 者で 

ありたい と 思 ふので す。 總ては あなたと その 入との 胸の 中から 生れ 出て 來 わば ならぬ 事です"  、 

もう 札幌も 鈴蘭 は 散って しま ひまし たらう ね。 カツ ク I が琳し く啼く 時で せ う。 林檎の 實がト さな 頭の ，うこ 枝 こ 出來 

ましたら う。 

私 は 何時 札幌に 行く かまだし つかり は 決めて 居ません、 あなたに は 成るべく 早くお 遇 ひしたい けれども。 


八 木 澤善次 氏 宛 —-- 七月 十九 日 於 北海道 〔 一 八-一〕 

封 中の もの 少々 ながら 御 餞別に 致したい、 失禮 です が。 

久しぶりで 御 家族と 樂 しい 團欒を なされ 偷 快に 休暇 を 過して 居られる 事と 察します。 僕 は 昨日 母 や 子供と 此處に 來る事 

になり ました。 今月の 末まで こ M で 過す でせ う。 爽快な 高山の {r^ 氣は 血を淸 めて くれます。 こ. 1 で 九月の 爲 めの 創作に 從 

事しょう と 思って 居ます。 

七月 號の ものに 對 する 御 評 ありがたう。 少しも 満足の 出 來る ものではありません。 會 心の 作が したい ものです。 

北海道の 監督の 處 から、 細君が 肋 膜 炎の ために 起居が 不自由 だから 飯 はたいて あげる が 副食物 は 自炊に していた どきた 

いと 申して 来ました〕 如何 かその 積り でお 出 を 願 ひます。 場所 は 膽振阔 虻 出 郡 狩 太 村有 鳥 農場 事務所 吉川銀 之亟リ 

倶知 安驛の 二つ 手前の 狩 太驛で 下りる のです が、 狩 太 は 途中下車 驛 でありません から 其 積り で乘ら なければ いけません 0 

又 急行列車 にの ると とまりません。 函 館に 着いたら 狩 太に 到着され る 時間 を吉 川まで 電報して 下さる と迎 ひに 出て ゐる事 

と 思 ひます。 顔に 見知り越しが ないから 兄の 服 裝を豫 め 知らして 蘆く 必要が ありませ う。 札幌に 出られたら 御 紹介す る 人 

も 二三 はあり ますが、 夫れ は 又 その 中に 致します。 

北海道の 旅行が 兄に 利益 ある ものである 事 を 祈ります。 

吹 田 順 助 氏 宛 I 七月 十九 ：！！ 〔 一  八 四〕 

こちら こそ 大變 御無沙汰して しま ひました。 鹿兒島 は隨分 暑い 事と 思 ひます。 昨日から こ >f に來 たのです が、 こ k から 

想像して 見る と 御難 澀 だと 思 はれます。 然し 御 一同 御壯 健で 結構です。 僕 も 六月に は 「特踢 前官 禮遇」 で 東京. の 入 舉試驗 
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委員に 引ば り 出されました。 木 月 號のニ 作 をお 讀み 下さった 相で 綿密な 御 批評 を 難 有う 御座いました。 足 助、 宮 原の 評に 

よると 「力 イン」 は 僕の 作物 中の 最大 駄作 だ 相です。 又 「平凡 人」 は單 なる 皮肉に 過ぎない 相です。 實際 前者 はもつ と 長 

いもので あるべき 害だった のです が、 雜誌 社に 制限され て 三分の 二位に してし まった のです。 あれで は 駄目です。 書きな 

ほします。 

皮肉の 大 嫌な 僕が 我慢が し 切れ なくなって とうく 皮肉 を 云って しまった 心 持 をお 察し 下さい。 僕 は 皮 肉屋が 大嫌 でし 

た。 それ は 何時でも 劣敗 者が 優勝者に 投 ずる 爆裂 彈 だからと 思って ゐ たのです が、 優勝者が 對 等の 言葉で &i すろ に 足 

りない 劣敗 者に 對 して 使 ふ 言葉と して 皮肉 を 見る と、 或る 場合に は 使用す る 事が 必要になる とも 思 ひました。 

九月に は 太陽と 中央 公論と に 書く 約束が してあります。 同月 中旬に は 僕の 著作 集の 第一集 を 新、 £^ から 出します。 最も 

長く 世間から されなかった 一人の 作家 はこれ から 少し 世間に 出しゃばって 見る 積り です。 

兄の」.^ 品 は 田 中 純 君に 依賴 し、 この間 もー應 催促 はして 置いた のです が、 まだ 何處に 出す とも 返事が ありません" もう 

一 度 問 ひ 合せて 御知らせ します" 

兄と 御 一家の 御 健康 を 祈ります。 而 して 兄の 周圜が 早く 兄 を 筆 硯に親 ましめ る やうに 祈ります。 

足 助 素 一 氏 宛 11 八月 三日 午後 於齒町 〔 一  < 五〕 

泎日 平凡 人 は 午後の 汽車で 平 嫁に 出 懸けた。 むかう に 着いた のが 午後 五 時" 去年 借りた 旭 館と いふ 宿屋の 別館が 今年 も 

不思議に 彼の 部屋に あてられた。 蝶 を 三 羽 あしらって 夢と 一 字書いた 額 だの、 寒月 皓々 生 積雪と 書いた 鐵舟 翁の 軸 だのが 

去年の 儘に 部屋の 飾りに なって ゐた。 夕食 を濟 ますと すぐ 一本の 傘 を 持って 宿 を 出て 病人の ゐた 家の 前 を 通って 見て、 人 

が 住って はゐ たが、 その 時 は 低かった 庭前の 樹々 が 皆ん な 育って、 如何なる 人が 居る か を 窺 はせ なかった。 

その 夜よ 十五 支だった、 而 して 土用波の やうな 波が 眞 直に 須賀 から 大 磯までに 延びた 砂 岸 一 ばいに 打つ けて ゐた。 その 


すごさ、 美し さ、 大きさ。 

平凡 人 は 雨が 來 ると 傘に かくれ 雲が はれる と 月 を 浴びて 人の ゐ ない 海岸 を 幾度 か 行ったり 來 たりした 11 波の 中に どん 

どん 這 入って 行って しま ひた い 衝動に 驅られ ながら 11 而 してと ぎれ くに 一 年の 始終 を 思 ひめぐ らした。 

その 夜 は 寢られ なかった。 板屋 をつつ 急 雨に も寢 か. 1 つた 夢が 破られた。 早曉の 微光に はもう 眠 を 破られて ゐた。 

嵐 模樣の 空が 彼を迎 へた。 

朝 病院に 行った。 副 院長に 會 つた。 院庭を 歩いた。 病人の ゐた 部屋に は 若い 男が 仰臥して 新 閗を讀 んでゐ た。 一人の 着 

護婦は 念入りに 顔 を 作って ゐた U 

もう 是れで 平凡 人 は 至極 満足した。 鎌 倉に ま はって 歸 らうと してた 事な ど は 忘れて いそく と 東京 目指して 歸 つて 來た。 

歸 つて 来てから 按摩の 手傳で 午睡と 出かけた。 

目出度し/ \。 

足 助 素 一 氏 宛 —— 八月 七 曰 於飽町 〔 一 八 5  . 

劍ケ峰 を ふみ 外した の は 腰が 弱い からで はない、 一 寸 けつ まづ いたの だ。 

彼女が 今 の 境遇に ある 僕に 對し て 要求す ベ からざる もの を 要求して 居 の は 兄 も 首肯す る だら う。 そ の 要求 を 僕が 理由 

を 開陳して 担む こと は、 自己 囘避 でも 無ければ、 彼女に 取って 夫れ を 理解し 更に その 態度 を 改めて 僕に 對 する 事 も 或は 望 

み 得る 事 だと 思った の だ。 

僕 はけつ まづ いた 事 を 彼女の 前に 承認し、 どこまでも 其責に 任ずる 事 を 告白して、 同時に 夫れ が j 時 的の 意味し か 持た 

ない ものである 事 を も 主張した。 而 して 今後の 兩 者の 關 係に 就て 提案した" 彼女 は 第 一 の 事件に 對し， 僕 を 卑怯者と する 

程に は 僕 を 誤解して ゐ なかった。 第二の 提案に 對 して は 情意 的に 自分 を 調節す る 事の 出来ない の を 以てした" 

一九 一 七 年  二 六 五 


有 島 武郞み li 集 第八卷  二 六 六 

かくて 二人の 關 係は少 くと も 一時的に 斷絕 したの だ。 

戀愛闢 係 以外の 關 係が 成立ち 得る ものと すれば、 僕 は 彼女に まだ 寄與し 得る もの を 有する 自信 を 持つ て 居る" 夫れ は戀 

愛 關係を 作らず とも. 互に 授受す る 事が 出來る もの だと 思つ て 居る。 然し この 事 は 事情 前の 通り だから 旣に 顧慮す るの 要は 

ない リ 

兄の 深切な 懸念に 對 して 是れ 丈け の 御 返事 を すれば 足りる かと 思 ふ。 兎に角 撲ぇ云 ふ 人間 は 脆い 人間 だ。 自分ながら あ 

きれる 程 だ。 然し その後が 無一物で ない こと だけが 唯一 の 力なの だ。 

兄の 戰爭論 は 僕が 竊 かに 考へ て ゐた事 を 兄に 裏切られた 形な ので、 答 も 何もし どろ もどろ であった。 あれ は 兄の 言 はれ 

る 通り だ。 然し 何んだ かまだし つくりし ない 所が ある。 あ.^ 結論した だけで は 心の底が 何となく 物足りない" 兄 も 可 かそ 

の 物足りな さに 氣 付いて ゐる だら う。 其 處に僕 は テコが あると 思 ふの だレ 夫れ を考 へぬ いて 見たい の だ。 

執筆が 進まない ので 困つ て 居る。 

足 助 素 一 氏 宛 ■—— 八月 十九 曰於輕 井澤 〔 一 八 40 

今日まで か  >- つ て 漸く 太陽と 中央 公論との 原稿 を 了 へ て發 ；^达 した。 氣が淸 々した。 

十一 日から 原稿 を 書く 爲 めに 碓氷峠に 籠った。 草の葉 會に 來る澤 田と 今度 知合に なった。 大 蕴 生の 合宿に ころがり 込ん 

で久 振りで 暢氣な 無 邪氣な 舉 生 生活の 氣 分に 返って 犬に 茶目 振 を發 揮した。 彼等 は 皆ん な 高 文と 外交官の 試驗 準備 をして 

居る ので、 話が 何んでも 一一 一段 論法になる に は 閉口した。 

十七 日に 輕 井澤に 歸 つた。 是れと 云って 報 H い 口す る 程の 事 もない。 母 も 子供 も 頑健 だとい ふ 位の こと だ。 凉 しい 事 は 誠に 

凉 しい。 

東京 は 矢 張 暑い さう だね。 每々 奮鬪 して ゐ るかな。 ド T ダ景氣 は。 宮 原に も會ふ 機會が あるかい。 僕 は 或は 二 原稿の 校 


正 を兒に ！寸歸 京す るか も 知れない。 新潮 社が 來た相 だね、 あれ は 里 見が 紹介した の だ" 社で も 僕の 交遊の 少 いのに は ほ 

とく 閉口したら しいの だ。 夫れ で 御迷惑 を かけた の だら う。 ド ー セ 話して くれるなら 兄の 特異の 筆で 紹介して もら ひた 

かった。 

十月 號には 文章 世界と 東洋 時論が ある。 又 その 中に 生みの 苦しみ をせ ずば なるまい。 大家になる の はモ- 閉口し だした。 

ニニ： 日 母 を 連れ て羽黑 下から n I 里 ほど ある 松原 湖 に 遊び 、 あはよ くば 八 ケ嶽に 登らう か とも 思 つて ゐる。 

御大 事に。 

木 村 德藏氏 宛 il 八月 一 一十 日夜 於 i 井澤 〔 一 八 八〕 

今年 も 比截の 山中に 御 避暑の 由- 處が御 令閨の 御 病 氣とは 御 心配の 事と 重々 御 推察す る。 少し は 御 宜しい 由で は あるが 

一 日 も 早く 御 全快の 程 を 祈る。 私 等 先月の 十八 日から 母 小 兇と 共に 此 地に 避暑して 居る。 この頃 は そこいらの 雑誌から 執 

筆 を 依， ig されて 居る ので 相當の 繁忙 を 感じて 居る が 幸に 頑健で、 母 も 兒等も 至て 丈夫で 居る。 此處も 多少 成金 黨の惡 影響 

は 蒙って 居る が 幸に 他所 程で はない から 心持ちが い.. -。 西洋人の 心地よ い 生活 振り を 見る の も 愉快の 一 つ だ。 獨 逸の 捕 慮 

の 家族の 人達 も澤山 居る が、 彼等の 生活 は 殊に 注意に 値する" 彼等の 心情 を 推察す ると 更に そこに 來る 可き 歐洲史 の 一 頁 

を讀む やうな 心地が ある。 

「新 公論」 は 編輯 者が 變 つたので 御 周旋 は 出来ない が、 「大 學 評論」 は 如何 だら う。 あすこなら 有 川 法 學士も 居る 事 だから 

必ず 贵稿を 歡迎す る 事と 思 ふ。 東京 に 歸 つたら 僕が 話 をして 兌ても い、 が、 兄 か ら 直接 に 御 話な さるの も進捷 か と も 思 ふ G 

御 注文 の 書物 は歸京 の 上 探し て 御 屈け し よう。 

兄の 所では -*NewEast" と 云 ふ 雜誌は 取って 居ない かい。 その 八月 號」 僕が ー篇の 感想 を 寄せて ある。 神戶女 學院に 

於け る 僕の 講演の 集約 見た いなもの である。 暇が あったら 讀んで 批評して くれ 給へ。 

一九 一七 年  二 六 七 


有 島武郎 佥 锒八卷  1 一六，， - 

原から は 近頃 あまり 消息 を 得ない が、 不相變 御言 葉の 通り 蠻勇的 正義 を實 行して 居る 事と 思 ふ。 

夫れ では 今 曰 は 是れで 失敬す る" 折角 御大 事に。 奥さんに も 御大 事に とよろ しく 御 傳言を 願 ふ。 

八 木 澤善次 氏 宛 ！ 八月 一 一十 日夜 於輕 井澤 〔 一  <九」 

十七 日の 午前に 澤田君 等の 居る 維 氷 峠から 下山して 輕 井澤に 歸 りました。 兄が 最近の 手紙 は そこで 僕 を 待って ゐ ました。 

兄が 京都に 行かれる 樣 になった 爲 めに 兄の 上に 夾る 色々 な 失望 ゃ負據 や 生活の 變革ゃ を 思 ふと、 又 兄の 手紙に よって 夫 

れを 知る と、 何とも 云 ひやう のない 御 同情 を 感じます。 然し 兄が 其 間に 處 して 最善の 道 を 取り 其 中から よりよ いもの を^ 

穫 される 事 を 僕 は 疑 ひません。 澤田 君と も 話した 事です が、 京都に は 敎を受 くべき 人と して は 東京に は 見出し 難い 特色 を 

持った 人 も ある と 思 ひ ます。 將來 官界に 出る とか 實業 方面に 活動す ると か 云 ふ の なら 京都 へ 行く 事が 不利益な 事 も あるか 

も 知れない が、 兄の 如き 目的 を 持った 方に は 却って 其方が 御利益 かと 思 ふので すが、 如何です か。 

唯今 後の 草の葉 會に 兄の 顏を 見ざる に 至る の は實に ^足らない 事です" 然し あの 會 合に 今後 共 何 かの 意義が 見出せたら 

夫れ は 兄が 主に 寄與 した ものと して、 いつまでも 記憶され るで せう。 

昨日まで 僕 は 1^ 稿と 隨分 激しい 戰を戰 ひました。 三晚 ほど は 殆んど 不眠に 近い 夜が 過され ました。 結果 は 努力に 對 して 

みじめな もので はあり ましたが、 思想界に 僕相當 の赛與 はし 得た こと を 自信して 居ります。 來月の はじめには-^?^都門こ入 

るで せう。 其 時 は 再 兄と お 目に か k る 機會を 得度い ものです。 

吉 川の 細君の 病氣は どの位の 程度の ものです か。 御 序の 時 兄の 見られた 寶際を 知らして 下さい。 

札幌 では 十分の 收穫が ありまし たか。 その 小さな 都け 兄に 如何なる 印象 を與 へました か。 

今 は 夜です、 皆ん な寢 てし まひました" 蟲の 音の 外に は 何の 音 も 聞え ません。 山の 上に はかなり ゆたかに 秋の 氣が 通つ 

てゐ ます。 御 健在 を 祈ります" 


佐 久間政 一 氏 宛 11 九月  一 B 於麵町 〔 一 九 0〕 

又 東京 も 暑くな りました。 熊 本 は さぞ かしと 思 ひます。 お 丈夫で 結構です。 私 も 幸に 頑健で ニョ 日前輕 井澤から 歸 京し 

ました。 

お尋ねの 英字 は 生 馬と も 相談し ました。 

(一) Relief は御考 への 通り 畫 中に 描かれた 物體の 面の 隆起の 感じ を 云 ふので、 「圓 み」 とで も譯 したら 如何 だら うと 申 

して 居ました U 

. (二)  Texture に は 仰の 通り ニ樣の 意味が ある 樣 です。 一 つ は 明かに もの & 面の 質の 感じです。 是れは 「表 質」 とで も譯 

したら どうで せう。 マネ ー 作物の 批評の 所に ある その 字 は 明かに この 意味で 使 はれて ゐ ます。 一つ は 物々 の關 係の 粽合的 

感じと 云 ふ 意味に 用 ゐられ てゐる やうです。 是れは 簡單な 譯語を 見出す 事 は 困難の やうです から、 その 場所に 應 じて 相 當 

の phrase にせられ るより 仕方がな いかと 存じます。 セザ ンヌの 所ゃル ノア ー ルの 所では 表 質と だけで は譯 意が 不満足と 

思 はれます。 私 はマァ かう 考 へます が、 夫れ が 何 かの 御參考 になれば： a 合せです。 

一 昨日 原久 米太郞 君が 神戶 から 出京した ので、 昨日 は 足 助 君 も 来て 三人で 一 日 語り 暮し 夜中の 一 時 過ぎに なり ま lv^。 

ベ マ 曰 は 何んだ か ぼんやりして ゐ ます。 

今譯 してい らっしゃる 書物 は 私 はま だ拜 見し ません" 面白さうな ものです ね" この頃 はド， モ思ふ 樣に讀 書 をし なくな 

りました、 恥し い 事です。 

この間 汽車の 中で ミス • リデルの 叔父さん とかに あたる 矢 張 癩病 人中に 傳 道して ゐる 老人と 邂 返して、 色々 な 話の 序に 

私の "New  East" に 出した 「惜しみな く 愛 は 奪 ふ」 の英譯 を讀ん 、批評して くれと 云って 置きましたら、 今日 手紙が 來 

て、 あんな 瀆 神な 議論 は讀 むの もけ がら はしい。 「新 東洋」 と 云 ふ 雜誌は 今後 門 内に 入れず、 此雜 誌の 一句 も讀む 事と しな 

I 九 一七 年  二 六 九 
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い からさう 思 へ と 恐ろし ぃ灌 幕で 叱られました。 

吹 田 順 助 氏 宛 —— 九月 六 曰 於 東京 〔一九 一〕 

大層 御無沙汰。 おか はりはありません か。 休暇 中に 御 創作 は 出来ました か。 出来たら 是非 拜 見さして いた きたいと 思 

乙 ま. 

今度 中央 公論に 書いた 「實驗 室」 は 私の 今の 處 では 少し 自信 を 持っても い X ものと 思って 居ます。 御 暇の 節に 讀んで 見 

て 下さい。 

「新 i」 の 印象 記にまで 引合 ひに 出されて しま はれた 事 を 恐縮して 居ます。 あれ は 多分 私の 弟が 記者に 知らした のです。 

何しろ 文壇の 交渉の 更にない 私の 事です から 記者 ももて あました ものと 見えます。 この間 原 君が 突然 上京して 足 助と 三 IV 

で 一 曰 語り ましたが、 兄の 印象が 最も 多く を 語って ゐ るとの 評判でした。 犬に 男 を 上げた 事 を 感謝し ます。 

先月の 末に 輕 井澤から 歸 つて 以来 引續 いて 東京に 居ます。 東京 も い  > -氣 候に なりました。 

「囘 想の 一節」 はもう 少し 貸して 置いて F さい〕 

御大 事に。 

宫部金 吾 氏 宛 —— 九月 士  I 日 於 東京 〔 一 九 二〕 

時下 晴曇 不定の 惡氣 候に 御座 候處益 i 御 淸祥の 段 奉大賀 候。 渚 先達 は 御旅 先よりの 御 葉書に 接し 難 有奉存 候" 久濶の 御 

遠征に て 色々 おもしろき 事 も あられ 候 半と 奉遙察 候" 下って 小生 及 兒蜚も 亦- 幸に 至って 頑健に 消光 罷在、 都 門の 秋風と 

共に 輕 井澤より 歸 京し、 是れ より 亦 筆視に 親まん と存 居候。 この頃 はいよ く 本當 の小說 作者と 相 成り 札 農 出身者の 種々 

相に 異彩 を 放、 つに 至 候 段 御 笑殺 下され 度、 新渡戶 先生 も、 有 島 もと- 「く 文學 者に なって 困った もの だと 申されし 由に 卸 


座 候。 か W し 是れは 高所に ありし 水が その 本然の 低 所に 落ち 来りて 安堵せ しものに 御座 候.." 更に 御 笑殺 被 成 1M 度 候。 

札幌は 秋旣に 蘭なる 事と 存上 候。 追て 冷 氣も相 加 可 申、 折角 御 自愛 專ー に 遊 被 候 樣祈上 候〕 御無沙汰 のま- - 一筆 拜酬 旁。 

草々 敬具。 

吹 田 順 助 氏 宛 —— 九月 三十 曰 於 東京 〔 一 九ョ〕 

淫雨に 降り こめられて 居ます。 今夜の 明月 も 雲に 蔽 はれて 見る 事が 出来ますまい。 

貴 稿 を 別封で 御 返却し ます。 東方 時論で も 遂に 受取って くれませんでした。 實に 情ない やうな 氣 がします。 駄作が どん 

どん 發 表されて 相當の 待遇 を 受けて 居る 間に、 眞 面目な 勞作 がかく 取り あっか はれねば ならぬ とい ふ 事 は實に 理不盡 です。 

夫れ について 何 か 書いて 見たい やうな 氣 がして 居ます。 

來月號 の 中 公に 發 表すべき 原稿の 準備で 忙殺されん として 居ます。 如何 も此 頃は讀 書が 出来ないで 困って 居ます。 

この間の 御 批評 を 難 有-つ。 藥 になります。 今後と もどう か 十分に 御 批評 下さい。 無條 件で 感心して いた 父く まで 私も努 

力す る 積り ですから。 

白樺が 洛陽 堂の 手から 獨 立して 再 私共の 手に 同收 される 事が 企てられて 居ます。 若し それが 成立ったら 兄 を 同人に 推薦 

したいと 思 ひます が、 豫め 御意 見 を 伺って 置きたい と 思 ひます 0 

御禮を 兼ね 御無沙汰の 絵り 革々。 

中 根 駒 十 郞氏宛 —— 十月 五 曰 〔一九 四 J 

〇 はし 書の 校. 正 刷參ら ず。 

〇 扉の 次の 頁に 印刷 さるべき 英詩の 校正刷 參ら ず。 ， 

一九 一 七 年  二 七 一  一 
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〇 「平凡 人の 手紙」 は 矢 張 略せられ 候に や。 

〇 カット 出 來候は ^ 必ず 校正刷 一 致 度。 

〇 何處か 都合よ き 所に 【有 島 生馬裝 釘」 の 六 文字 を 入れ 置かれ 度き 事、 扉の カットの 直下に て は 如何 や。 よろしく 御 見 

計 被 下 度 候  . 

右 用件の み 革々 

有 島 行 郞氏宛 —— 十月 十 ョ曰於 東京 二 九 五〕 

去る 九日 朝 四時 半 永々 病氣 なりし 有 島 千代 子さん 遂に 死去 致され 候" 近來 病菌 腸 部 を 襲 ひ 下魏の 生じ 候爲め 衰弱 日に 加 

はれる. E は 聞き： e たれ ども、 全く 面會を 忌まれ たれば 容體を まのあたり 見る 事も不 叶、 如何とば かり は 案じながら まだ ま 

だと 存 t 候 ひしに 實に 意外の 事に 御座 候〕 健 助 氏の 失望^ 膽察入 候" 遣體は 十日 夜 鎌 倉の 火葬場に て荼 E 比に 付し 翌朝 骨 あ 

げ 今日 鎌 倉より 持來、 午後 二 時 靑山齋 場に て 葬儀の 事に 相 威 t% 去年 本年 は 有島兩 家に 取りて 不幸の 重なる 年と 可 申 か、 

當家 こて は 父上、 安子、 彼 家に て は 母堂、 お 千代さん …… 然し 是れ から はよ く 相 威行き 候 牛 かと 存 居候" 君 等 一同の 名に 

て 金五圓 香奠と して 经置 候。 

最平^ 校の 方 も 始まり 御 多忙の 事と 存上 候) 御元氣 ならん。 當方 母上 樣 もこの 頃 は 大層 元氣に なられ 仕合此 事に 候。 

一 "科 a も 今秋 は賑々 しく 開かれ 生 馬の 畫も 至極の 好評 を 得 申 候" 

園ョ おもいよく 東京に 着せられ 候 由の 處 未だ 訪問 は不 致、 多忙と 思 ひひ かへ 居候" 其 中 Ira 會御噂 可承存 居候。 


去る 一日 束 京に は 近来 稀なる 大 暴風雨 襲来、 當邸は 貸家の 辦 一圓 漠倒、 立樹 などの ゆがみた る もの 多く 候 ひしが さした 

る 大損 はな かりし も、 下町 は 風に 加へ て 大波、 出水の 厄に 遇 ひ 洲崎、 深 川、 砂 村 等 は 悲慘を 極め 候て 市内 は 上 を 下へ と 

騷ぎ 居候。 春の 家な ども 床上 五 尺の 浸水 を 受け 候 由 全 體の復 舊には 幾日 か を 必要と 致 可 申 候， 但し 自家 は 勿論 親類 中に も 

格別 の 被害 無 之 候 間 御 安心 被 下 度 候。 

山 内の 洋ー 大きく 相 成 候。 當 方の 子供 ni 人 も 此頃は 非常に 丈夫 大きく 相 成每日 愉快に 通舉致 居候， 時々 アメリカの 叔 

父さんの 噂 致 31^ 候。 分家 は 唯今 一 同に て 伊香保に 參 居候。 三 四日 中には 歸京可 致 候」 

米國 の戰爭 準備の 大袈裟な るが 傳 へられ 居候。 米國の 金力が この 戰爭を 一日 も 早く 平和に 導く 樣祈 居候， 學 校の fg? 

ん はこの 頃 も 御 多忙に 候 や。  . 

追々 冷 氣と存 t 候。 折角 御，！ HI 愛 御勉强 切に 祈 上 候" 

吹 ffl 順 助 氏 宛 11 十月 一 一十 一 曰 於 東京 〔 一 九 穴〕 

當地は 毎日 雨ば かり 降って 居て、 天氣の 曰と いって は當 月に なつてから 一 日より ない といって 好い 位です。 不愉 決です。 

そちら は 如何です か。 今 は 鹿 兒島は 一 年中の 最好 時節 かと 御 想像 申して 居ます。 

この間 は 又 御 親切なる 御 評 を 眞に難 有- 「御座いました" 何時でも 無上の 鞭提 になり 慰藉になる 事 を 信じて 下さい。 書吻 

の 形です る 私の 創作 發表 機關第 一 輯 「死」 が 市上に 現 はれる 樣 になり ましたから 一 册 U お 目に かけました 舊作 ばかりです 

から 唯 御 納め 下されば 幸です。 所謂 景氣は 大分い \ 相です。 第 一 版 千 三 百册は 二日 目に 賢 切れて 今 第一 一版に 取 か  >, つて 居 

1 九 一七 年  二 七三 
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來月號 の 中央 公論に 長篇を 一 篇 寄せて 置きました。 自分と して は 可な り 緊張して 書いた 積り です が、 市場で は 私の 幼稚 

を 笑 ふ 事と 思 ひます。 

白樺 は 武者 君の 代 名で、 兄の 寄稿 は 私から 御 紹介して 載せる 事に したいと いって 来ました。 簡言 すれば 採否 は 私に 委託 

するとい つた 調子です。 私 は 不快 を 感じ ましたが、 同人 を 滑す の は 不可能と も 思 はれます から それ はやめと して 兄の 御作 

物を搆 はず 御经り 下さい。 私に 採否の 力な どの 勿論 あらう 箬 はありません から ト シく揭 載す る 樣に取 計ら ひます。 

折角 御大 事に なさい まし。 今日は 是れ で失禮 します。 

中 根 駒 十 郞氏宛 11 十月 三十日 〔 一 九 40 

再版の 御 骨折 厚く 感謝 致 候。 

再版の もの 五册 丈け 購入 致 度 候 間出夾 次第 御 屆願上 候。 

本日 書店に て 聞く 所に よれば 表紙よ ごれ 易き 爲め 店頭に 置く に 適せず、 庫の 中に 仕舞 置きて 顧客の 請求に よって 必要な 

る册數 だけ 取 出 居候 由賣 行きの 上に 多少の 關係有 之と 存 候が 表紙の 上をバ ラフ ヰン 紙に て 包み 候て は 如何 や。 「宣言」 の 原 

稿お そく 相 成 恐 入 候： 八十 枚淨書 出来 居候 間 若し 必要ならば 早速 御屆申 候。 

校正 は 小石 川 區原町 三十 一 、 中 戶川吉 二 宛 御 遣 はし 被 下 度 候。 

右 用事の み。 草々。 

木 田 金 次 郞氏宛 i 十 一 月 三日 於 東京 〔 一 九 八〕 

卸 手紙 を德 と共に 落手し ました" 御製 作に は 感心し ました。 弟 生 馬に も 見せました。 是れも 感心して 居ました。 そこで 


小生の 意見 を 申 上げます。 

東京に 出る よりも 少く とももう 暫く は その 地に 居られて 勉强 をな さったら 如何です。 君の 畫の やうに 旣に 立派な 特色 を 

備 へた 畫は餘 計な 感化 を 受けないで 純 粹に發 達させた 方が 遙 かに 利益 だと 思 ひます。 東京に 來た處 が 智識 上に 多少 得る 處 

が ある 許りで 腕の 上に は 何等の 所得がない と 31 ひます。 その 地に 居られて その 地の 自然と 人と を 忠實に 熱心に お眺めな さ 

る 方が い. -に 決って 居ます。 唯 夫れ に は 時間と 金錢 とに 餘裕が 必要です。 時間 は金錢 によって あがな はれる から、 結局 金 

錢 が相當 にあれば い. -と云 ふ 事になります。 その 事に 關 して は 今考 へて 居ます から、 其 中具體 的な 事 を 申 上げます U 

二三 曰 中に 北海道に 行かう と 思って 居ます が、 その 時 は 手紙 を あげます から、 一度 僕の 農場に 來 ません か。 僕の 所 は 狩 

太 村です から、 岩 内から は 遠くはありません。 

以下 次便 草々。 

佐 藤 しげ ゐ氏宛 11 十一月 九日 於 札 幌旭館 〔一九 九〕 

今日 も 又く もった。 あなたの 御 心 持 はよ くわ かりました。 然し あなたが 松 本 君に 對 して 深い 同情 を 持って 居られる の を 

見る の は 美しい。 私 も あの人の 過去の 苦痛が 將來の 幸福に よって 償 はれる 事 を 心から 祈る ものです が、 あなた を 見る と少 

しその 人 を 不平が ましく 考 へずに は ゐられ ない の だ〕 

昨日 一 柳さん が來 ました。 何とい ふ 子供の ま、 な 天眞な 八で せう〕 あなたと 一柳さん とが 豐 平の 川端に ある 家 を 尋ねて 

下さった 時の 事な ど を 思 ひ 出して 夢の やうでした。 

僕 は 十日の 午後 札幌を 立って 小 樽に 行き， その 夜 は そこで 文舉 愛好者の 團體に 何 か 話 をし、 朴旅舘 に 一 泊して 札 幌に歸 

らず 農場の 方に たちます。 もう 特別に 御世 話 を 御 願 ひしなければ ならない やうな 事 はない と 思 ひます。 遊びに 來て 下さる 

事 はちつ とも 差 支ありません が、 客が 来る のでし みぐ したお 話 は 出来ない かと も 思 ひます。 然しお 話 も 大抵 すんだ の だ 

一九 一七 年  二 七 五 
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から。 

十日 も 午後から は 大學で 講話 をす る 事に なって 居ます から、 宿に は 不在です。 

佐 藤 しげ ゐ 氏 宛 11 十 一 月 二十 曰 於齒町 〔一一 00〕 

十六 日の 夕方 こ 上野の 停車場に 着いたら、 二番目と 三番 目の 子供 だけが 迎 ひに 来て 居ました。 そこで 一 番目の 子供 は 二 

i 二日 前から 發 熱して 床に 居 6 とい ふ 事 を 知らされました。 家に 歸 つて 見る と、 熱の ある 子はパ 、を 待ちに 待ち兼ねて 居り 

ました。 私 は 十一 時 頃 かなり 旅づ かれが して 寢に 入りました。 

あなた の 手紙 は 其 夕方の 食卓の 上で 私 を 待って ゐて くれ まし た。 

十二の 子 は 祖母に 半 はれて 昨日 大 磯に 轉 地し ました。 もう 大した 事 はありますまい。 五つになる 一 番 幼い 兒 だけが 私と 

一 緒に 殘 つて 居ます" おとなしく 獨 りで 遊んで 居る の を 見る と 切ない 淚が 私の 頰を 流れ 下る。 

何ん とい ふ 悲しい 手紙 を あなた はくれ るの だ。 而 して それ は 當然の 事な の だ" 私 はいふべ からざる もの をい. つてし まつ 

たりで はない かと， 後悔す る やうな 心 持 もします。 自分の tact のな さ 加減が 少し 憐れまれます。 然し 結局 はこれ がい k 

の だら う。 どうか 私の あれ をい つた 心 持 をよ く 理解して 下さい。 而 して 悲しみの 後に. I 私 は その 悲しみ を 捨てろ とはい 

ひません II 雄々 しく 起き かへ つて 下さい。 健康の や、 低調な あなたに 夫れ を 望まう とする 私は蟲 がよ すぎる かも 知れな 

い。 然し 私 は どこまでも あなたの 誠實 と勇氣 とに 依賴 する。 あなたの 人生に 對 する 暖ぃ 見方に 依頼 づる。 

酬 はる. -も酬 はれざる も、 愛する もの は 愛せざる ものより 常に 幸で、 而 して 優れて ゐる" あなた は その 榮位を 徒に 抛つ 

て はならない。 

その 翌日だった、 勝郞 君が 來て 下さった の は。 勝 郎君 は 私が あなたに 遇った 事 を 少しも 知らなかった ので 驚いて 居た。 

この頃 は 大分 元氣 相です。 


お 父上 は 如何です か。 どうか 宜しく 御 傳へを 願 ひます。 御大 事に なさる 樣 に。 

ん木 it 善 次 氏 宛 —— 十 1 月 一 一十 六 曰 〔一一 0 一 〕 

御手 紙 を 受けて 大變 よろこんで ゐ ます。 兄の この頃の 態度 も大 賛成です。 舉校は その 間に 積極的に 勉强 して 基礎 を出來 

る だけ 强 固に つくる のがい X と 思 ひます。 北： i 道から は 十六 曰に 歸 りました。 氣候 は惡ぃ 最中で したが 旅と いふ もの は 矢 

張よ ござんした。 旅 をして 失望した ためしはありません。 許されるなら 世 中 を 放浪して 歩いたら 面白いで せう。 

生 馬に はいって 置きます。 大分 永く 「草の葉」 會も 休みました から 今晩から 始めます。 今晩は 多分 澤 山 集る と 思 ひます 

から、 集ったら よせ 書 をして 同封して 经 ります。 この 冬 は 如何な さる か、 東京に は歸 りません か。 

京都の 秋色の 美し さが ほんと に 思 ひ やられます。 私の 家の 庭の 紅葉で すらが 愛すべき 趙 日の 光 を 受けて 美しく 燃えて ゐ 

「迷路」 も愛讀 して 下さった 相で 大變 よろこんで 居ます。 十二月 十日 迄に は 「宣言」 が單行 本で 出る 積り です" 內容も か 

なりな ほしました から 出来たら ぉ经 りします。 十分 批評して 下さい。 是れ から 京都 はい やに 寒くなる の だと 思 ひます。 折 

角 御用 心の 程 を くれぐ も 祈り 上げます。 

原 久米太 郞氏宛 i + 二月 七 B 於 趣 町 〔一 5  =〕 

こちら こそ 大變 御無沙汰して しま ひました。 御 多忙 は 相變ら ずながら 御 擧家御 健康の. ffl 大慶に 存じます。 拙宅で も 幸に 

頑健で ゐ ます。 父の 一年 祭 もこの 四日に すませました。 早い ものです。 

足 助が 結核と いふ 診 斷を高 田 院長から 下されて 茅ケ 崎の 南 湖院に 入院す る ことにな りました。 今朝 僕が、 途 つて 行く つも 

りに なって ゐ ます" 僕の 周 圍には 何とい ふ 不幸が 續出 する のかと 思 ふ ほどです。 はじめ その 邊の 1. 師に 見せたら 右 肺に 濕 

1 九 一 七 年  二 七 七 
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潤 を 起して ゐて 旅行に 堪 へない との 事だった が、 二 木 博士に 見せたら 左右 肺尖 だけが 輕く 犯されて ゐ るので 自宅 療養で 囘 

復 すると 云 はれた ので、 足 助 は 伊東に 行く つもりに して ゐ たので したが、 僕が す. 1 めて 高 田 氏に 診察 を 乞うたら 右の通り 

でした" 尤も 高 田と いふ 入 は 病氣を 誇大す るく せが あるとの 事 だから I 槪に 信ずる 事 は 出来ない が、 病旣に 三 期に 入り 右 

肺に 空洞、 左 肺に 濕潤を 起し 更に 肋 膜の 氣 味が あると いふので す。 それ を 聞かされた 時 は 驚いて しまって 不思大 聲を發 し 

てし まひました。 身近に ゐて 彼の 健康 を それ 程までに する 迄氣 がっかなかった かと 思 ふと 鈍感が 憎まれます。 然し 年齢 か 

らいへば さう 進み はしまい と 思 はれます が、 然し あの 體格 では どうかと も危 まれます〕 何しろ 非常に 氣 にか >t ります。 

足 助に は 傳染性 を 持った 程度に 病氣が 進んだ とい ふ 事 丈け はいって あります が、 それ 以上に は 打明けて ないから そのつ 

もりで 願 ひます。 

東京 は 大分 昨日 あたりから 寒くな りました。 貴地 は 如何です か。 今度 神尾毅 一が 郵船の 神戶 支店に 轉勤 する 事に なった 

ので 兄に あて 紹介状 を 出し て 置き まし た。 何分よ ろ し く 願 ひます。 

「迷路」 の續 きを 新 小說の 新年 號に 出す はずです。 P と P 夫人との 關係は 本に して 出す 時 もっと 委しく 書いて 見ます。 

中 U; 川吉 一 一氏 宛 11 十二月 七 曰 於 東京 〔二 2 一一〕 

「宣言」 に對 して 深厚な 好意 を こめられた 御手 紙 を 難 有う 御座いました。 あの 作 は 僕 も 相當の 自信 を 持つ てゐる ものです 

が、 夫れ が 理解され たとい ふ 喜び は 他に 比べる ものが ありません。 

校正に 就ての 兄の 御謙遞 はさる 事ながら、 文法と 假名 遣に は 僕が 第一 絕對 的に，： n: 信がない のです から 仕方が ありません。 

新， 潮で は 金子 薰園 氏が 校正 をして くれられる 相です からこれ は 一番 間違が なさ さう です。 假名 遣 は 同氏に 御 願 ひして、 兄 

は 植字の 誤謬 だけ 見て 下されば それで 澤 山です。 それだけ でも 私 は どれ 程 助かって ゐ るか 知れない のです。 どうかよ ろし 

く 願 ひます。 


足 助 素 一 氏 宛 ——- 十二月 九 曰 〔一 10 四〕 

一昨日の 寒さに 引かへ て 今日は 好晴 になった がその 後變り はない か。 室外の 散歩 は 許されて 日光浴で もやって ゐる 事と 

思 ふが、 少し 單調 過ぎる 景色 だけれ ども 何しろ 雜司ケ 谷の 慕 地の 石塔 林より は 大分 氣 持が い \ だ らう。 同室 者 も 質朴 相な 

人ぢ やない か。 僕 は 水兵 上り だと 思 ふが さ うぢ やない か。 

僕 は 昨日 朝から か \ つて 夜の 二 時 迄に 新潮の 原稿 「小さき 者へ」 を 書き上げて 经 つてお いた。 まだ 書き足り ない が 筋 書 

と 思って ゐれ ばい 11 讀 者の 迷惑 僕の 方で 我慢して 置く I . 本に する 時に あれ 丈の ものが あれば しっかりした ものに 仕 

上げて 見せる。 

例の 藥が缺 乏したら、 途 るから いってよ こして くれ 給へ よ。 この間 少し 書いて 見たら といった が、 あれ は 平熱に 復 する ま 

で 先づ放 抛して 置いた 方が い.^ な。 熱の ある 時 は あとの 疲勞が ひどい ，，3 囘復 がお そいから。 

兄の 病氣は 年が年 だから. .—— 尤も 登 錄年齡 は 三十 四で あるに しろ 11 暫くの 靜 養で 落 付く にち が ひない と 思 ふが、 先づ 

禪 堂に でも 這 入った 氣 で暢氣 にや るんだ ね。 何んでも い- -。 兄の 生活が 又 深まって 行く の だ。 

「引かれ もの- -唄」 はどうだった。 い、 思想が ちょい/ \ 輝いて ゐる だら う。 彼女の 考へ 方に は氣 持ちの い、 獨 創 的な ま- 

か ある。 

足 助 素 一 氏 宛 11 士 一月 I 一十 九日 タ於鎌 倉 〔二 0 五〕 

寒さに 追 立てられて 取る もの も 取 あへ ず 昨日 こ、 にの がれて 來 たらこ、 にも 冬 は 來てゐ る。 矢張り 十分に 寒い。 おまけ 

に來 たて 早々 行 坊主が 怪我な ど をして 一 寸悲觀 してし まった が、 その 日 は 鎌 倉に 於で 本年 第一 の 寒さと 聞いて や、 心 を 安 

ん じて ゐる〕 萬 事 を 抛擲して 小兒の 健康の 爲に 勉めて ゐる。 今日 三兒 と共に 海岸に 過した。 正月 を 東京で したら 又 こ \ に 

1 九 1 七 年  11 七 九  . 
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歸る 積り だ。 原が 來 たら 一緒に 土 肥まで 出かけた いと 思った が、 それ は 行 はれ 相 もない。 殘念 だが 許して くれ 給へ。 

この間 原 田 三 夫と 邂 返した 時、 明治 館 は單に 高い のみならず 不親切で いけない、 ある 商 入 宿に もっと 居 心の よい 所が あ 

るが 一 寸 失念した から 跡から 知らせる といって ゐ たが まだ 報知に 接しない。 接し 次第お 知らせす る。 其 後の 熱の 狀態は 如 

何なん だ" 知らせて くれ 給へ。 

日本 橋に もま だ 出 懸けないで ゐる。 恥 かしい こと だが 一寸 行く のが 躊躇され るの だ。 然し その 中に 行く 積り だ。 金が 不 

足だった らいって よこして 吳れ 給へ、 すぐお 经 りする。 

兄の 癇續 もよ く 判る がま ぁ氣 を： 洛 ちつけ て 熱 を 出さない やうに しなければ 駄目 だよ。 氣候 がよくって 寒くなかったら 成 

るべ く 散歩で もして 胃から よくして か、 る 事 だよ" 而 して 人間より は 自然 を 相手と して 癇續を 起さない 事 だな。 

僕 等の 今 居る 處は 決して 滿 足な 所ではない。 左程 邪魔に はなる まいと 思って ゐた 前方の 山が 朝の 九 時 頃まで 日の目 を か 

く すんだ。 是れに は 閉口して 居る。 然し 一寸 移るべき 好適の 處 もない。 まあ 鼓から 侮 岸に 通ふ樣 にして ゐ たら 子供の せき 

もな ほる だら う。 

吳々 も 御大 事に。 


—一九 一八 年 

足 助 素 一 氏 宛 i 1 月 四 於 鎌 倉 〔二 0 六〕 

三十 一 日に 東京に 歸 ると 雑用が 輻鎮 して ゐて碌 々手紙 を 書く 暇 もな く 今 曰に 至った。 今日 午後 一時 過の 汽車で こ 、に來 

ると すぐ 家 捜し をし、 今やう やく 疲れ果て k 歸 つて 來た所 だ。 どうも 今 居る 家 は 日 あたりが 惡 いので 閉口して ゐ るの だ。 

今夕 貧の 膳が 出た からす ましてから 又 筆 を 取る。 (四日 午後 五 時) 

h 巴 こ 落 付いて から、 兄の 熱が 幾分 納まった の は實に 結構 だと 思 ふ。 あの 發熱は 多少 兄の 心 持 も手傳 つて ゐる だら う。 

i 右し 兄の 發 病が 岡 山 以來の 事 だとす ると、 縦 令 進行 性の ものと する も 決して 速 かなもの でない どころ か 極めて 通 緩な もの 

だとい はなければ ならない と 思 ふ。 S 博士と いふお 話 もあった が、 あの 先生 は 昨今 少々 耄碌の 氣 味で 話が 煮え切らない 事 

夥しい。 わざく 土 肥から 出て 來て 診て 貰 ふだけ の 效能は あるまい。 . それよりも 靜 閑なる ま.^ に その 地に 落 付いて 一 ヶ月 

程 樣子を 見たら 如何 だら う。 原 田の 描いた 土 肥の 畫と いふの は 記憶に はない が、 旅館からの 眺望の な いのは 返 屈 だら うが、 

靜 かなの が 拾 ひもの だ" まあ 腰 を据ゑ 給へ。 自然 を 相手に しろと いったの は、 理解が 足りなかった かも 知れない。 然し 兄 

に は rs- も 自己に それ 程 愛想 を盡 かす 事 はない。 兄の 生活 は旣に 立派な 意義 をな して ゐる。 兄 は その 儘 熟し C 行かれれ ばい 

いの だ" 僕 は 確信 を 以て それ を 明言す る ことが 出来る。 此點 では 兄 以上に 僕の 意見が 確か だ。 僕の 竄感に 信頼し 給。 而 

して この 際靜 かに 自然と 交吻 して 自然に 兄の 病 病 を 癒えさせる 樣 にし 給へ。 

岡 山から， 途 つて 兄の 裏書きした 金 は 今日 受取って、 麴町 銀行に 特別 預金に して 置いた から 左樣御 承知 を 乞 ふ" 岡 山の 方 

に は 兄の 方 か ら 直接 受取 を 经 つてお いて くれ 給へ。 郵便物 も 五 六 通廻经 す る 。 

行 光の 班 は 幸に も 膿 も 持たずに 快癒した から 安心して くれ 給へ。 東京に 歸 つて ゐる間 は隨分 寒さが 激しかった けれども 

一九 一八 年：  二八 一 
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II ー兒共 幸に 風邪 も 引かずに こ k に歸る 事が 出來 た。 十： HI まで 滞在す るつ もりで ゐ る。 

新年の 作物に 對 する 江湖の 批評 は旣に 落潮 を 示して ゐる。 文藝 界評檀 の無定 に は 個れ るの 外 はな い。 去年 九天の 高き 

に あげられた 僕 は 今年に 於て 九地まで とはい はずと も 平凡 者の 領域に 落される 事 だら う" 今年 は 一 つ 白樺で 「或る 女」 の 

續篇を 完成して しま はう と 思って ゐる〕 

兄が 推賞して 下さった 「小さき 者へ」 は 二！ 一  一 の 心からの 推賞 を 受取った。 

吹 田から 经 つて 來た 金で その 中 何 か 滋養物で も 買って お 達り する。 原 は 兄の 手紙 もあった のと、 家事 上の 都合で 上京 を 

見合 はせ ると いって 來た。 河內、 末 光 はま だ 出京の 模樣 がない。 

兄の 御 病勢の 御 快方な らん 事 を 祈る。 

足 助 素 一 氏 宛 —— 一 月 七日 於 鎌 倉 〔二  0 セ〕 

四日に 書かれた 兄の 手紙 を 今朝 うれしく 受取った。 正月 以来 僕 は 大變に 無沙汰して ゐて、 四日の 夕方 始めて 書いた から、 

その 間 兄 は さぞ もどかしい 思 ひ をして 僕からの 消息 を 待った 事 だら う。 濟 まなかった" 

一昨日の 晚には 草の葉 會の 同人が 二人 やって来て、 十 時半 頃まで 眞 面目な 話 をして 行った. - 非常にお もしろ かった。 あ 

あい ふ 連中が 段々 社 會に乘 出して 行って、 眞實な 生活 を さへ して くれ- 1 ば 日本人の 生活 も 面目 を 一 新す る だら う。 た t 困 

るの は 日本人の 大多數 は、 無責任な 舉生 i. 代に は I かどの 覺悟 をして ゐ るが、 實 生活に 這 入る と 段々 圭 角が 消磨して 立派 

な 凡人に なって しま ふ U つまり 自分の 生； S を 大事な ものと 思って ゐな いの だね え- そこに 行く と、 年を取る 程 色々 な 問題 

に眞劍 にな やんだ トルストイ なんかの 生活 は 無條件 的に 尊い もの だ。 

「嘵 闇」 に對 する 同情 ある 兄の 言葉 は 僕 を 有頂天に する U 今まで 意見 を 聞かして くれた 誰でも 「迷^」 の 方が おもしろい 

> 評する。 事件の 推移にば かり 興味 を 感ずる. 01 分の 弱點を 告白して ゐる やうな もの だと 田 3 ふ。 r 曉 i^」 に は 始めて 主人公 


が 主動的に 現 はれ 出した の だが、 それ を 見て くれたの は 今まで ど は 兄 だけ だ。 

兄の 考へ が あの 手紙に 現 はされ た樣 ならば 眞に うれし い。 どうか あれで やつ て い つて くれ。 但し 早計に 東京に 出る 事 は 

賛 威出來 ない。 此際 だから 是非 落 付いても う 少し 滞在して 養生し 給へ。 東京 は是れ から 眞に 惡ぃ氣 候に 這 入る の だ。 今歸 

るの は 敵圍の 中に 乘 込む やうな もの だ。 必ず 再考し 給へ。 

入浴 は餘 りょくな いとい ふ 事 を 聞いた。 每 日の 入浴 を廢 して 二日 置き 位に したら い K と 思 ふな。 

今朝 は 三 兒を從 へて 要 山の 山中 を かけ ま はって 是れ から 中 食 をす る 所 だ。 晝 から は 理髮 店に つれて 行って、 久 振りで 湯 

こ 這 入らう 0 

そろ/ \來 月 號の爲 に 苦しまねば ならぬ 時が 来た。 今日 長 谷に 行く から 吹 田から 達って 来た 金で 食料品 をお 经 りする。 

御大 事に。 

足 助 素 一 氏 宛 —！ 一  月 十五 曰 於 東京 〔二  0 八〕 

兄が 九日と 十日に 書いて 鎌 倉に 宛て. - くれた 書状 二通 は 今朝 屆 いた。 僕の 藝 術に 對 して 兄が 與 へて くれた 獎策は 何もの 

よりもう ししく 難 有く 受 取られた。 自分が 相 當の價 値 を 要求し 得る とい ふ 自信 はないで はない が、 本當の 理解 を 受ける 事 

こよりて どれ 程 心 强さを 感ずる か 知れない。 どうかして 兄の 期待 を 完全」 成就した いもの だ。 

令の 世の 樣に道 德 も 宗教 も 敎育も 形式ば かりに 枸 泥して 生命 を 失つ て は、 藝術 によって 精神 を、 革命に よって 物質 を變 

化さ. 4.」 る 外に 道 はない と 僕 は 思 ふ もの だ U それ 丈け の氣 位で 僕 は 觀 術に 行かう としたの だ) 牛： 命 を 舊來の 約束から 解放し 

て 新しい 方向に 發 足させた いと 願った の だ。 それ 丈け のこと が 少しで も 出来れば 僕 は 本望 だ。 其點に 於け る 僕の 作物 は少 

くと も眞劍 だ。 それ，^ 兄が 承知して くれたの が 僕 は 又な く うれしい。 

この 前に 絕 望す るの は 死ぬ 時で も遲く はない と 書いて 置いた。 偶然に 書いた 言葉だった が本當 にさ うぢ やない か。 自分 
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の 資質と 精力と if 養と を 顧みる と藹術 家な どと いふの が 自分ながら 片腹痛い。 然し 僕の 前に は 長い か 短い か 兎に角 蓮 命の 

與 へた 未来が ある。 その 未来の ある 以上 絕 望せ ねばならぬ 理. ffl は 更にない。 死の 来る 前に 絕望 する 人は大 それた 假ぉの 上 

に絕 望す る 外 はない。 絕 望すべき 理由が 絕對に 肯定 さるべき 事情 は徵麋 もない。 だから 僕 は 生きられる 丈け 生きる、 而し 

て 生きる 間 は 努力して 見る。 生活の 深みに 沈潜して 見る。 僕 は 同じ 事 を 兄に も耍 求したい" 兄 はま だ 道 を 探り あて、 居な 

い。 然し 一度 道 を 探り あてたら 兄の 前に は X 东望 多き 道が 開ける だら う、 而 して 兄 は 其 道の 上に 十二分な S 力士で あるの だ。 

切に，. く.： 《: 愛 を 祈る。 

「曉閻 J の 中で 眙 兒に對 しての 執着が 純情 的な もので はあり 得さう もない とい ふ 兄の 揣摩は 一 應理が あるが、 僕の 描出 法 

の 不十分な の を 度 外 すれば あの 感情 は 自然で あり 得る と 思 ふ。 始めは 窮狀 から 理智 的に 一 種の 義務 觀 念で 胎兒の 愛 を 要求 

しても、 胎兒が 世に出て 來る のが 近づく とそ こに 親と して 太 能 的な 要求、 卽ち 愛が 激しく 働き 出す と 思 ふの だ。 然し 僕の 

場合で は 其 經路が 恐らく は 十分に 說 明され てゐ ない の だら う。 

終末で 問題が 容易に 解決され てゐ ると いふの は それ はちが ふ。 K の 死が あまり 悲劇的な ので 彼の 心から は 一 時 だけ 哈兒 

ゃフ 口 ラに對 する 懸案が 隱れ ただけ なの だ。 K を 葬って 數日 を經 たら 屹度 彼の 心に は是 等の 問題が 再び 炎の やうに 燃え 出 

すに 違 ひない の だ。 問題が 問題の 儘で 殘 されて ゐる 所に 僕 は 本當の 一生の 一 斷片を 現 はさう とした) 問題が 總て 解決され 

て は小說 になつ てし まふと 僕 は 思 ふの だ。 

兄 だから 自分の 作物に 對 して こんな 評 驛 をす る。 手前味噌 は 臭い もの、 臭い 所 は 見逃して 貰 ひたい。 

昨 曰 丸 善から 三 田 文舉と 太陽と をお 经 りして 置いた" 文章 世界 は 品 切お、 黑潮 は發賣 禁止と いふ 事に なって ゐ るが、 其 

中搜 して 見よう。 今日は 多分 早稻田 文學を 1^ 达る。 

憲次は 死んだ。 十二月の 九日から 發 病して 十四日の 午前 七 時には 落命した 相 だ。 去年の 七月 かに 婚 したば かりで 家庭 

も樂 し. いものだった らしい が、 可哀相と も 何ともい ひやう がない" {cc 部老敎 r 没の 哀痛が 察せられる" 十一 日に 折から 滿洲 


から 遺骨 を携 へて 歸り がけに 滞京して ゐる宮 部 先生 を 小此木 ドクトルの 家に 訪れて、 全く 同情して しまった。 恐水病との 

噂で あつたが、 齒を 療治したら 醫療 器具に 毒が あって それが 心臟を 犯した もの ださう だ。 四十 一 度 九分と いふ 大熱を 出し 

て 見る く あの 若い 生命が 打摧 かれた の だとい ふ。 十一 曰と かに 自分で 入院 を 決心 L た 時に 再起の 不可能 を覺 悟した もの 

らしく 紙片に、 

我 死す るに あらず 生く るな り。 

月日  宫部憲 次 

と ペンで 認めて 聖書に 挾んで 行った 相 だ。 若い 奥さんの 氣 丈夫な 看護の 有 樣も淚 を 誘 ふに 十分だった。 彼女 は 愛人の 斷末 

魔の 耳許で 最後まで その 好 愛する 讃美歌 を 涙ながら 歌 ひつ" - けた 相 だ。 

熱の 出る 兄に こんな 事を窗 いちや 惡 かった かも 知れん。 然し こんな 心 持の い、 話 は 跡で 兄の 健康 をよ くす る だら うと 思 

つて 書いた〕 

し. y  ノろ發 熱まい き 、いこな。 一 つ 暫く 入浴 を 中止して 見たら ど， 「だ" 湯 河原の 方の 事 は. 母が 明後日 熱 海に 行く から 調 

くさせて お知らせしょう。 今日 あたり は 原が 來 るかと 心待ち をして ゐ るが、 うんと も すん ともい つて 来ない。 

河原の 鬚に は氣 がっかなかった よ" 呵々。 

正月 十五 日朝、 行 坊主が 一 寸 頭痛 を 起して 臥て ゐる、 その 床の 側で。 

吹 田 頂 助 氏 宛 11 一月 二十 二日 於 東京 〔一一 0 九〕 

其 後大變 御無沙汰して 仕舞 ましたが 皆樣ぉ 達者の 事と 思 ひます。 貴地 は 如何です か。 當 地方 は 例年に ない 寒氣 であるの 

こ 加へ て、 永く 雨の ない 爲 めに 大分い ためられて ゐる ものが 多う 御座います。 子供なん かも 數日 前に やられました。 あん 


1?"葛武鄭<>^顏 --^ 

まり 雨がない と實際 人の 心まで が殘 酷になる 樣 です。 十二月の 二三 日 以来から 雨ら しい 雨 は 降らない といって もい.， 位で 

すから。 

足 助 は 土 肥に 行って 以来 も每日 夕方に は 微熱が ある 樣 です。 何ん といっても 本物ら しいので、 氣の 毒で なりません。 ，1 

達り の 御金で 先般 滋養物の 罐 詰を经 つて やり ましたが、 荒れの 爲 めに まだ 彼の 手許に はっかない 樣 です。 隨分 不便な ので 

癎續を 起して 本 月末に は 上京 するとい つて 來てゐ ます。 そんな 心地に もなる だら うと 同情 はします が、 東京の 塞 さで 風, P. 

でも 引かれて は 閉口 だと も 思って ゐ ます。 

又 生活が 少し だらけ 相です。 今年 は 白樺に 精力 を 集めて 「或 女の グリム ブス」 を 本年 中に 仕上げて しま ひたいと 思って 

ゐ ますが、 甘く 行けば 仕 合せです。 白樺の 一月 號の C1 ダンの 言葉 を 讀んで 打 たれたり 晴 示された りした 事が 頗る 多う 御座 

、ました" あの 天才 か あれ 丈け 働いた の だと 思 ふと 自分が 恐ろしく なります。 然し 一 面から 考へ ると 天才 は, g が 見と るか 

ら默 つて は 居られない のでせ う。 その 位 物に 對 して 執着せ ずに は ゐられ ない 心境 を 造る 事が 大事 だと 今更に 思 ひます。 

御 近業はありません か" 折角 御 自愛 を 祈ります。 

足 助 素 一氏 宛 I -1 月 二十四日 〔ニー  o〕 

少しで も 兄の い \ と いふ 風評 を 聞く の は 大きな 慰藉 だ。 但し 每タの 發熱は 如何にも 氣が、 り だ〕 宮 原が この間 來 ていふ 

所に よれば、 結核菌 は發 熱の 原 WI と はならないで 他に 發熱 菌が存 T るの だ 相 だ。 その 菌を返 治す るに は恰 1^ の 注射 藥がぁ 

るとの 事 だ。 果して さうなら 一 度鼸 京して それ を 試みる の も 又 1 法 だら う。 

八幡の 西洋人と いふの は 格別 ャソ 臭い 人間で はない らしい が、 而 して 親切な 人らしいが、 至って 劣等な 女らしい。 入の 

前で 紙 を もみ./ \ 厠に かけこむ 女だ相 だ。 いくら さばけて ゐても かう いふ さばけ 方 は降參 だと 思った。 

山 内の 傍に 一 ケ所 貸間 を 見つけた。 至て 闞靜 だと 思った から あたって 見ようと したら 他出 か 何 かで 鍵が か、 つて ゐ たか 


ら山 内に 賴んで 調べて 貰 ふこと にして おいた" よかったら 借りて 置く。 此際 少し は贅澤 をす る 積り にして 考 へて 置く よ。 一 

昨朝 唐澤 博士の 診察 を 受けた が 行 光 も 敏行も 更に 目今 心配す る 事 はない 相 だ。 通知す るの を 怠って ゐた かも 知れない が 

行 光の 熱 はもう 無くなった。 醫 者の いふ 事の あてに ならな いのは 兄の 場 4 口で 思 ひ 知った が、 兎に角 さう いはれ ると 胸の つ 一 

かへ が卩 りる。  一 

今月 はさして 働かなかった。 「新時代」 の もの も 遂に 出來 ずに しまった。  」 

本 莊可宗 が 「死と 有 島 氏の 藝術」 とい ふ大 の 卒業論文 を蠻 くんだ 相 だよ。 而 して 卒禁論 文なる もの、 記錄を 破る の だ 一 

相 だよ。 大變な 事に なった もの だと 恐縮した。  一 

明晚 いよく 秋 田 氏な どが 僕の 所に 集る。 野 村 も 伊東から 歸る かも 知れない との 事 だ。  一 

原 はま だ やって来る 機 子がない。 末 光から 河内の 跡が ま を さがせと いって 來 たから、 小 池 は 如何 だとい つて やった が、 一 

兄に は 誰れ ぞ心當 り はない か 知らん" 丹 治七郞 なん ぞも 如何 かと 思 ふの だが。  1 

昨日 は 東京に もしる しばかりの 雪が 降った、 今日は 曇り だ" 而 して 恐ろしく 底冷えが する。  ，： 

祈 御 快方。 

足 助 素 一氏 宛 — ニ月三 曰 〔一一 一一〕  一 

里 見の 病氣は 辛うじて 峠 だけ は 越した 樣だ。 昨日から 熱 は 潮く 三十 九 度 代まで 下って 來た。 然し 餘病其 他の 可能性から 一 

一刻 も 安心 は 出来ない 狀態 にある。 頭部 一面に 蔓延して 見る も 恐ろしい 有樣 になった。 人間 はほんと に 何時 如何なる 不運 

に 遇 ふ もの やら 判らない。 こんなに なって 見る と 彼奴 は 矢 張 もっと 生かして 置かなければ ならない 人間 だとい ふ氣 がする。 

兄の 疲勞が 段々 おこたって 来たの は よろこばしい。 其 中 眼の あたり 遇へ るとの 期待 は樂 しい。 橋 浦な ども 懸命に さがし 一 

てゐて くれる やう だから 其 中に 何處 かに 見つかる だら う。 いやにな つたら 出て 來 給へ。 
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內外 共に 忙しい ので 今夜な ど は 可な りくた びれ た。 是れ から 1 つ 按摩 を 鎖 まう と 思って ゐる。 

一月の 小說の 批評が 大分 あちこちで 出て ゐ るが どれ もこれ も あんまり 評判が よくない。 馬鹿野郎 奴、 移り 氣な 彼等 はも 

う 僕と いふ もの を 飲み込ん だと 思つ てゐ るの だ。 そんなに 易々 と 飲み込まれて たまる もの か。 

東京 ももう 大分 凌ぎ 易くな つて 來た。 今日は 久しぶりで 雨が しめ やかに やって来た その 嬉し さ、 風の ない よい 雨 は戀人 

程に なつかしい。 夜に なつてから 滿天 はまた 星と なった。 

足 助 素 一 氏 宛 —— 一 一月 十四 曰 於飽町 s  ニー〕 

1 昨 及 昨今の 夜 徹夜 同樣 にして 原稿に 向ったら 存分 疲勞 してし まった。 今夜 は 按摩で も 賴んで 早く 寢 ようと 思って ゐる。 

<lr 度の もの は 相場師 を 題材に した 皮肉な もので、 專門 的の 智識 は不勘 兄から 拜 借した。 どの位 兄の いふ 事 を 理解して ゐ 

るか 試される やうな もの だ U 

病氣の 方が 思 ひ 切りよ くもない のが 物 足らない ね。 葸望 十分 自重して 花の 開く 以前に 堅めて しま ひた まへ" あの 時節 は 

頗る 警戒 を 要する の だ 相 だから。 

里 見 は 平熱に 復 して どんく よくな つて 行く。 今度 は隆 三が 痔の 手術で 入院して ゐる。 隨分惡 くな つて ゐた樣 だが この 

方 は 知れた 病氣 だから 心配 はない。 

「宣言」 の 女 主人公 も 加減が 惡 いので 出京して 佐々 木 博士に 診察して 莨ったら 矢 張 思 はしくない らしい、 大した 事で はな 

ぃ樣 だが。 この頃 は 弟と 一緒に 住まって ゐる U 

大 島が 氣に 喰はなかった から その 通り をい つて やったら 京都から わざく 出て 来た。 で 兎も角 仲な ほり をした。 兄の 病 

氣を 聞いて 驚いて その 地 を 見舞 ふといって ゐた。 

では まだ 暫く ゐ るんだ ね。 不自由な もの は 遠慮なく いってよ こして くれ 給へ。 こっち も 貸間 を尙 捜して 置かう。 


八 木 澤善次 氏 宛 —— 一 一月 十六 日夜 於齒町 〔一 一 一 ョ〕 

何とい ふ 突然な 而 してい ま はしい 報知に 接せねば ならぬ のでせ う。 然し 決して 失望して はいけ ません。 而 して 早くよ く 

なって おしま ひなさい。 僕の 近 邊には 最近に 兄まで を 加へ て少 くと も 四 人 同じ 樣な 病氣 にか >1 つた 人 を 見出します。 然し 

是れは 適宜の 處置 によって 必ず 治るべき ものである 事 を 僕 は 知って ゐ ます。 兄の 體 格の 强ぃ事 はこの 場合の 非常な 利益で 

す。 

河 上さん に 親^され て ゐる事 は 兼て 谷川 君な どから 聞かされて ゐ るので 結構な 事 だと 思って ゐ ます。 東京に 暮 すのより 

その 點 に 於て 兄 は 幸福です。 あ. - いふ 人格と 學識の ある 方に 接する 事 は 兄の 將來を 光明 ある ものにす るで せう。 

僕 は 多分 四 五月 頃に 同志 社に 一 ヶ月 程 講演し に 行く やうになる でせ う。 何しろ 大事に なさい、 切に 祈ります。 早々。 

中 根 駒 十 郞氏宛 —— 二月 二十 一 日 〔一二 四〕. 

「白樺の 森」 に 寄すべき 小生の 原稿 は 二十 四 五日までに は 出来 可 申と 存候得 共 もし それにて おそす ぎ 候樣に 候はミ 新潮」 

1 月 號に乘 せた る 「小さき 者へ」 を 揭載致 度 候 間 左 樣御取 計 被 下 度 候。 

生 馬の もの は 「南歐 の 曰」 中に ある 「葡萄園の 中」 を 採用 被 致 度 趣 申 來候間 此書狀 と共に 御 经申上 候 條宜敷 願 上 候" . 

里 見 は 本人より 直接 差 上 可 申 候。 此段 早々。 

水 野 仙 子 氏 宛 —— ni 月 六日 於 東京 〔一一 一 五〕 

突然 手紙 を さし 上げます、 御 許し 下さい。 

今朝、 時事 新報で 私の 「死 をお それぬ 男」 に對 する あなたの 御 批評 を拜 見し ました" I 體 なら 私 は 自分の 作物 を 辯 解し 
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たり 說 明したり する こと はしない のです が、 川 浪兄を 御 知り 申して 居る 關 係から 同志の やうな 心 持に なって 一 寸 この 手紙 

を 書く 氣に なりました。 それに あの 標題が 讀者を 迷 はすと 思った ものです から その 訂正の 意味 を もこめ て。 

あれ は當然 「死 を 畏れぬ 男」 とせら るべき 標題だった のです。 或は 「死の 畏れ を 知らぬ 男」 と 申したなら 更に 適切 かも 

知れません。 是れ だけ 申せば 現に あなた はお 知りに なって 下さった でせ う。 卽ち入 間の 生活に 正しい 關係を 造る 事が 出來 

ないで、 見當 ちが ひな 生き方で.： m 分 を ごまかして せめて 得意 を 感じよう として ゐる 憫れ むべき 男 を 書いて 見た のです。 私 

が 一 番嫌 ひな 男の 典型 を 丸彫りに して 見たい と 思った のでした。 うんと 皮肉 を あびせて やりたかった のです。 然し 仕舞 ま 

で來 ると 何ともい へず その 男が 偶 まれて 来ました" 正しい 生活から 全く 切り放された その 人に 惡罵を 浴せ かける ことが 非 

常に 悔 まれて 來 ました。 私 は 結末の 處を 書きながら 不思淚 をお としてし まった のです。 であな たが 拔萃 なさった あの 文句 

を 後から 挿入した のです。 11 丁度 あれ だけの 文句 を 若し そんな 氣が おありになる ならもう 一 度讀み 返して 下さる とうれ 

しいと 思 ふでせ う。 川浪 兄に よろしく 御 傳へを 願 ひます。 御 病氣を 御大 事に。 草々。 

佐 藤 しげ ゐ氏宛 11 三月 五日 於：！ 町 〔一二 六〕 

御手 紙拜 見。 今日 私の いった 事が 謬り なく あなたに 受 取られる 樣 にと 祈る。 弟さんからの 手紙の 言葉ち が ひで、 私が あ 

なた と 結婚したい 意志が あるの だと あなたが 思 はれ、 同時に あなたが その 申し出に なら 承諾 を與 へても い. 1 と 思 はれた と 

いふ 事實 は、 決して あなたの 貞操 をけ がした 事で はない。 あなた は 明かに 僕に よこした 手紙に 「自分の 心 はもう 他に 與へ 

て あるの だから、 それ を 承知で 唯 同情 的の 共同生活 をしたい といって くれる 人が あるなら 結婚の 形式 を-取って もい \」 と 

いふ 意味 を 書いて 居られる。 あなたの 心が 僕に 傾いて ゐる など. - 僕が 考 へたら、 僕 は 其 瞬間から あなたに 對 する 好意 を 失 

つて ゐる箬 だ。 

あなたの 純 露な 高い 貞操に 對 して 僕 は 深い 同情と 敬愛と を 持って ゐ るの だ。 この 所 を あなたが 謬らない 樣 にと 僕 は 祈る。 


あなた も 恐らく はそんな 事は考 へて はゐな いんだら うが、 唯 「先生が その 事に ついて 兎や角と ぉ考 へな さって いらっしゃ 

る」 と 書いた あなたの 文句が 氣 になった から 翳いて 置く。 

是れは 僕の 利己的な 欲望な の だら うが、 僕 は あなたの この 貞操が 生涯 高い 美しい もので 何物に も 汚されない 事 を 祈る も 

の だ。 その 爲 めに は 縦 令く だらぬ 風評で も あなたの 身邊に 起ら せた くないの だ。 さう いふ 願望 を 持った 僕が、 僕 自身 あなた 

の 世評の 對象 となって ゐ ると いふ 事 を 知る の は 苦痛で ある 事 を あなた は 察して くれる だら う。 僕 自身と して は どんな 誤解 

を 受けても 平氣 だ。 寧ろ 而 白い 位の もの だ。 汚ない 心の 澤山を 持ち 合 はした 僕に は、 讃 めら れ るよりも そしられる 方が 遙 

かにつ らくない 事 だ。 然し あなたが 痛く もない 腹 を さぐられる 事になる と、 僕 は 能 ふ 限りの カを盡 して この 誤解 を 解く 事 

の 必要 を 感じて 來る" それで 今朝の やうな 事 をい つたの だ。 それ も 判り ましたね。 

これで 僕の いひたい 事 は大體 いひ 盡 した。 今後の あなたの 方針 はこの 理解の 上に 作って いたどきたい。 僕の 今朝い つた 

事 を 一 陶に 動機に して あなたの 身の 處置を すれば、 それ は自發 的で ない： が 故に あなた は 蛇 度い つか 後悔に 襲 はれる と 思 ふ。 

あなたが 全く 人から かくれて しま ふ 事 を 思 ふの は 世に も 悲しい 事實 だ。 然し あなたの 貞操が 眞實 である 限り、 恐らく は 

それが 上の 道 だら う。 然し そこに 行く と あなたの 判 斷者は 11 り あなた あるの みだ" 

^しい 悲しい 運命 をう けて 生れて 來た處 女よ。 

八 木 撵善次 氏 宛 11 三月 ナ 七日 於 〔二  一  40 

昨日 「出家と その 弟子」 を 讀んで 泣いて しま ひました。 何ん とい ふ 勝れた 藝術 品で せう。 斯うい ふ 立派な 作家が 我れ 我 

れの 中に あると いふ 事 は 心强ぃ 事です。 私 は その 感想 を 少しば かり 新潮に 書いて 置きました から、 御 暇が あって 維 誌が 出 

たら 讀んで 下さい。 あの 本 はも 少し 貸して おいて 下さい。 

兄の 御 病氣は 如何です か。 御^ 復 になった 事と は 思 ひます が 御 案じして ゐ ます。 四月の 宋 にお 目に 懸れ るの が樂 しみで 
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す。 

十二 日に 一高で r 藝術 についての 感想」 とい ふ 題で 講演 をし ました。 隨分亂 暴な 事 をい つたので、 驚いた 事と 思って ゐ 

ます。 明日 は 「草の葉」 會 ですから 私の いった 事の 反響が どんな もので あつたか を 聞く 事が 出來 ると 思って ゐ ます。 

御大 事に なさい まし。 左樣 なら。 

足 助 素 一 氏 宛 — ミ月 二十日 於 鎌 倉 扇 谷 〔一一 一 八〕 

志 賀が來 た。 兄の 話 を 一 寸 したら 志賀 曰く、 

問 一物 不將來 の 時 如何。 

師 放 下 蕾。 

. 問 旣にー 物 を將來 せず 何 を か 放 下すべき。 

師 しょって 歸れ 0 

といった とい ふ 古 問答 を 記した。 

こんな 事が お 役に立つ かな。 

木 田 金 次 郞氏宛 —— 三月 二十 五 曰 於 東京 〔ニー 九〕 

ニ囘の 御手 紙拜 見、 '御 健勝に て 御 生活の 樣子を 知り 欣喜の 至に 存上 候。 小生 亦 幸に 元氣、 三兒も 固に 暮し 居候 間 

fe-ss. 御 安心 被 下 度 候。 大阪 毎日に 出した る 「生れ 出る 惱み」 はー應 兄の 御 承認 を 得べき 性質の ものな りしな らん も、 專行 

致 候 事 御 許し 被 下 度 候" 固より あれ は I 箇の 小說に 御座 候 得ば、 兄の 傳 記の 一片に は 無 之、 兄に よりて 晴示を 受けた る 想 

像の 所產 なれば 直接 御迷惑 を かけ 候 事 は 萬 無 之 心 組に 候。 其點御 含み 置 被 下 度 候。 段々 春めき 來候得 共、 折角 御大 事に 御； 


勉强祈 上 候" 兄の 道が 最上の 經路を 取って 發展し 行く やう 遙に祈 上 居候" 

御 返事 旁. -0 草 々0 

原 久米太 郞氏宛 —— 三月 一 一 十九 日 於 鎌 倉 扇 谷 泉 谷 〔三  一 0〕 

こ.^ では 雨が 降って ゐる、 氣候も 稍 冷たい。 朝 は 近所の 足 助が 宿って ゐる鑛 泉に 子供と 共に 入浴に 行って 足 助の 處で暫 

く 話 をして ゐ ると、 札幌 から 來た舉 生が 結婚 問題 を 提げて 遇 ひに 來た。 その 中本莊 といって 是れも 元は 札 幌にゐ て 今 は 帝 

大 文科に ゐる 人が 矢 張 結婚 問題 を 提げて 話に 來て、 先程 歸 つて 行った。 二週間 以來 衰弱した 神經は 痛ましく かき 亂 されて 

肇 を 持つ 手 も わな >- く 程 だ。 それでも 兄に 書きた くな つたから 書く。 

毎日 夜まで やむ 時な く 働き 續 ける 兄から 思 ふと 私の 神 純 衰弱な ど は 片腹を かしい 事に 違 ひない。 全く. H: 分ながら 少し 恥 

しいが、 事實 だから 已むを得ない 事 だ。 

四 間から 成る この 小さな 貸家で は ni 人の子 供が 雨に 降り こめられて 亂暴 狼藉 を 働いて ゐる" 先刻まで は その 中の 最 幼の 

ものが 僕の 膝の 上で I 時間 眠り 續 けた。 來てゐ る 舉生は 夫れ を 見て 大分 感傷的に なって ゐ たが、 他人と 談話で もして ゐる 

時で なければ 膝の 上に 子供 を 眠らす 樣な 親切 はした 事がない の だ。 それでも さう いはれ て 見る と 我れ ながら 我が身が 憐れ 

まれる。 母な き 子供の 運命 も 亦" 

第三 輯に對 する 高評 多謝。 文章 世 の 四月 號に江 口と いふ 人が 「有 島武郞 論」 とい ふ もの を 書いて ゐる。 惡意を 以て 書 

かれた ものである 事が 明瞭に 判る。 

然し 僕 はもう 元の やうに そんな 事に 躍起に なって は ゐられ ない。 僕の 作物 は 見て くれる 人に さへ 見て 貰へば それでい >f 

の だ。 少數 では あるが 勿體 ない 程の 理解と 同情と を 以て 僕 を 見守って ゐる讀 者の ある 事 を 僕 は 知って 感謝して ゐる。 それ 

らの 人の 爲 めに 僕 は 働かう。 この間 も 僕の 英譯 した 「愛 は 1； ふ」 を讀ん で英國 から unusual と 呼びかけて 僕に greet して 

1 九 1 八 年  二 九 三 


お iij 武郞仝 築 第八卷  二 九 四 

くれる 人 を 見出した。 僕 は その 言葉に flatter はされ ない。 然し 僕の 思想と 藝術 とが 全.^ ^ 見當違 ひで ない とい ふの を 發兑す 

るの は うれしい、 難 有い。 

足 助 も 非常に 心身が 衰弱して ゐる らしかった が、 一 昨日 こ.. -に來 て 以來稍 i 快方 だとい つて ゐる" 

前に 書き 经 つた かも 知れない が， 四月 下旬から 四 週間 京都 同志. M の 文科で 講演す る 事に なった ので、 二十 七日の 夜行で 

出 懸ける つもり だ。 その 時 は 是非 兄に もお 目に 懸 りたい もの だ。  ， 

三 兒は今 僕の そばで おとなしく 夕食 を やって ゐる。 靜か だ。 草々。 

原 久米太 郞氏宛 11 四月 一 一 日 於 趣 町 〔ニニ ご 


E 分に も それに 氣 

僕 も 多少 は 囘復し 


1^ 三の 御手 紙に 對 して 御 無 菅を申 上げて ゐた U 御 諒恕を 乞 ふ。 

足 助 は 非常に 疲勞 した 結果 神經 衰弱 風な 容體 になった と 見えて 無 闘に かんしゃくが 起  < -樣 子な ので- 

付いて 先月 下旬 鎌 倉に 出 懸けた。 丁度 僕の 行って ゐる 附近の 宿で、 その 滞在の 結果 は 多分よ いらし い- 

たが、  どうも 夜 睡眠が 薄く つて 晝間 ぼんやり する。 妻の 死以來 張りつ めた 氣 性が この頃に なって ゆるみ かけた ので はない 

かと 思 ふ。 何しろ 非常に 警戒して 養生に は 勉めて ゐ るから 心配 はしないで くれ 給へ。 

兄の 僕 等に 對 する 友誼の 情 は勿體 なさ 過ぎる とさへ いひたい。 然し 僕 は 謹んで 頂戴して 置く。 而 して 不足ながら 最上 を 

盡 して 見る。 

色々 周 圍には 脅かされる 事が 澤山 ある。 一 つの 仕事 を露劍 にしようと 思 ふと、 今まで 眞劍 であった 人、 ありつ k ある 人 

の 姿が 一 層 はっきり 寫 つて 来て 恐ろしい 樣だ。 第 四輯の 内容 は 僕の その 人達に 對 する 尊敬と おそれと 理解 を 書き表 はさう 

とした もの だ。 兄が 兄の 祈の 中に 僕 を 加へ て 下さる 事 を 僕 は 心から 感謝す る。 人々 の 合力に 遇 はなければ 撲は 半； 長し 難い。 

毎日 新聞の もの はちよ い/ \ 反響が ある。 それ を賴 りに して 書いて 行かう。 


御 健全 を 祈る。 . 

佐 藤 しげ ゐ氏宛 11 四月 十 ni 日 於 鎌 倉 扇 谷 〔…一二〕 

人々 のす、 め默 しがた く 1 昨日 近所の 醫 者に 見て 貰ったら、 兩肺共 背部 肩胛骨の 邊に 容易なら ざる 故障 ありと おどかさ 

れー 寸 心配に なった ので、 昨日 佐々 木 高 興 氏に 診察 を 乞 ひましたら、 左 肺に 比し 右 肺が 收 縮して ゐる氣 味が ある 外 別に 心 

配 はなさ さうな りとの 事で、 左樣 だら うと 安心し ました。 家人が 餘り 心配す るので 昨夕 末子 を 伴うて 又 こ X に 逃げて 來ま 

した。 極度の 疲勞 をな ほす 丈け にで も效が あると 思って。 ョ 度 三度 熱 を 計って ゐ ますが 格別の 度 差 もない から 心配し ない 

で 下さい。  . 

其 節、 佐々 木 若 先生に あなたの 容^ を 聞いたら、 老 先生が ゐ なければ 判然せ ぬとの 事。 傍に 居た 醫 者の いふに は、 私に 

宛てた 返事の 文案 を 作った が、 老 先生が 矢 張ロづ からい ふ 方が い.^ と 云 はれる ので 其 儘に して 置いた との 察" 

明日まで 東京に ゐれば 必ず 先生に 遇って、 あなたの 容體を 聞きたい と 思った の だけれ ども、 こんな 事情で 此 處に來 たも 

の だから、 先生に 遇 ふ 機會が 一 寸 なくなって あなたに すまない 氣 がします が 許して 下さい。 歸京 次第 伺って 樣子 をお 知ら 

せし ます。 

何しろい かなる 惡ぃ 報知に 接しても 決して 失望す る 事な く 養生す る だけの 覺悟を L て 置いて 下さい。 僕 も その 中に お 仲 

間 入り をす る やうな はめになる かも 知れない が、 その 時には 僕が 模範 を 見せて 上げます ょリ 

毎日 雨で 困ります ね。 然し 春の 雨の 何ん とい ふ 美しい 事 だら う。 春が ぬれる の はほんと に 美しい。 

原 久米太 郞氏宛 —— 四月 十五 曰 於 鎌 倉 扇 谷 〔三 i〕 

殊に 鎌 倉に 來て 下さった 兄の 御 好意 は { 人々； 谷の 楚 昔と 申して い. 1。 窓 障子の 外に 立つ 兄 を 兑た時 は實際 驚喜した。 それに 

.  1 九 一 八 年  二 九 五 
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も 係らず 自分の 體の 疲勞に 負けて 碌にし みぐ と 御 話 もしなかった 事 を 遺憾に 思 ふ。 今日は 又 兄が 思 ひも かけない 面倒な 

仕事で 骨 を 打って 下さった 事 を 感謝す る。 若し その 結果が 足 助に 幸す る やうな 事に なれば 實に うれしい" 兄 も 亦 其 勞の酬 

はれた 事 を よろこんで 下さる と 思 ふ。 其 結果 を 疑 ひながら 樂 しみに 待って ゐる。 

兄 の 歸來を 待ち 佗び てゐた 子女 等 の 笑顔が 思 ひ やられる。 

今日は 始めて 花 日和に なって 行 in の 風邪 もめつ きりょくな つたし、 僕 も 追々 輕 快に 向って ゐ るから 安心して 下さい。 奥 

さんの 方に 僕な りに 出来る 用事が あれば 何んでも 云 ひつけて 下さる 樣に傳 言下 さい。 

靜 かな 夜、 蛙隱 をき 、ながら。 

八 木 澤善次 氏 宛 11 四月 三 十日 於 東京 病院 〔ニー 一四〕 

病む 身に も 1 口ながら 春の 水。 

原 久米太 郞氏宛 11 五月 三 曰 於 東京 病院 〔ニー 一  五〕 

今日から 床上に 起 上る 稽古 を 許された から 自筆で 一 札 差 上げる。 

病中 御 懇情 謝辭に 苦しむ 計り だ。 幸に も 足 助から 通知が あったらう 通り、 チブスに はならずに 唯 雜熱を 起した ものと 診 

定 され、 昨日から 固形物の 攝取も 許された から 御 安心 を 願 ふ。 

是れ から 肥 立つ 事 はわけ はない と 思 ふ。 多分 晚 春に は 京都に も 行ける だら う、 その 時 は 是非 御 面 會に出 懸ける。 

今朝 奥さんと 岡 田 氏 夫人と が 御見舞 下さった。 

ひたすらに 伏し 拜 みけり 病室の 窓より 見 ゆる 七 尺の 春。 


木 田 金 次 郎氏宛 i 五月 六 曰 於 東京 病院 〔ニー 一穴〕 

御 鄭重なる 御見舞 難 有 御禮申 上げます。 最初 は チブスの 疑が あるので、 不取敢 入院 を餘 儀な くされ ましたが、 幸な 事に 一 

は チブスで ない 事が 判明し、 熱 も 自然に 下って 來 ましたから、 兩 三 日 ゆに は 退院が 出來 ると 思って ゐ ます。 「生れ 出る 惱 

み」 を 中絶し なければ ならなかった のは殘 念です が、 全快の 上 は 完成して 著作 集で 發 表しようと 思って ゐ ます。 御讀 了の 一 

上で 御 心 付きの 點は 遠慮なく 知らして 下さい。 

御禮 まで。 草々。 

水 野 仙 子 氏 宛 —— 五月 二十 1曰 於 東京 ！： 一一 一  140 

あなたの 痛切な 御手 紙 は 「叛逆 者」 が 世に出た 目的 を 確かに 裏書して くださいました。 あなたの 瘦 せた 手に よって 繙か 

れ たー册 であの 輯 はもうよ ろしい。 あんな カ强ぃ 反響 を 私 は 今までの どの 著作から も 得なかった 樣に思 ひます。 深く 受け 

入れられた 喜び、 その 喜びに 比すべき よろこびはありません。 こちらから こそ 深く 御 禮を申 上げます。  * 

あなたの 御 病氣が 重態で あられる こと を 私 は 深く 縣念 します。 失禮 ながら 生活の 上に も 色々 と御惱 みが あるら しく 察せ 一 

られる 御身の 上で は 殊更に おつらい こと \ 自身の 僥倖な 身に 引き くらべて 胸が 痛みます。  一 

御主人の 爲め にも 讀 者の 爲 にも あなた は 御；^ 復 なさらなければ いけません。 屹度 御大 事に なさい まし。 而 して 生死 を 出 一 

入した あなたの 深刻な 記念の 中から 人間に 與 ふべき 强ぃカ を 生んで 下さい" 落膽 しないで、 容易に やけ を 起さないで、 あ 一 

せらないで、 躊ら はないで .：： 

失禮、 こんな 出過ぎた こと を 申します の を。 何しろ 早くよ くお なり 下さい。 

一 

1 九 一 八 年  二 九 七  一 
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原 久米太 郞氏宛 11 六月 五日 於齒町 〔ニニ 八〕 

候文 か Ig: かで 犬に 面 噴った よ。 大變に 御無沙汰して ゐて 相す まない。 病氣は 全く 快方に 向った けれども 新築 撿分 かたが 

た 先月の 二十 六日から 熱 海に 行って ゐて 一 昨日 歸 京した 樣な 次第で つい 筆 無精に なった。 御 母堂が 御 病氣の tei ハ御 心配な 

事と 思 ふ。 長い間の 令妹の 御み とりに も 色々 御 苦心が あった 事と 思 ふ。 15^ に 角 早々 の 御 快方 を 祈って やまない。 

一家 中は大 變元氣 であるから 安心して くれ 給へ。 昨日 朝 子供達 はパ 、の 頭 健な 顏を 見て よろこんだ 次第 だ。 

昨夜 は 足 助と 新潮 社との 事に ついて 大に喧 f- をして それから 仲な ほり をした。 新、 潮 社から あれ を 引と る 前にもう 少し 具 

體 的に 研究したら どうかと いふ 事と、 足 助が あんな 面倒な 仕事 を 果して 續け るかと いふ 二 事 を 申し出た のが 非常に 足 助 を 

して 苦痛 を 感ぜ しめたの だ。 然し 結局 iK がその 事 を 申出た 意味が 判って くれた。 僕 は 近い 中に 社と 直接 談判に 及ばう と 思 

つて ゐる。 兄が 足 助の 境遇 を悲觀 的に 彼方に 說 明した 事に 對 しても 足 助 は 反感 を 持って ゐる。 然し そんな 事 は 兄の 好意 を 

さし 引きして 考 へる 丈け の 餘裕は 足 助 も 十分に 持って ゐる。 何しろ 足 助が 僕の 著作に 對し てこれ 丈け の 好意 を 持って ゐる 

事 を 知る の は うれしい。 唯 足 助の 所謂 趣味なる ものが 彼の 前途 を累 する 事大なる ものが あり はしない かと 僕 は危ん だまで 

だ 0 

東京 も 毎日 雨 だ。 御大 事に。 草々。 

川 浪道三 氏 宛 —— 六月 二十 二日 於 東京 〔ニニ 九〕 

又 長らく 御無沙汰して しま ひました が、 お 丈夫で 御 働きの こと、 思 ひます。 奥さんの 御 病 氣は其 後 如何です か。 始終 御 

尋ね 申さねば と 思 ひながら 自分に かまけ てし まって ゐ ました。 この 日頃の 五月雨 は 私に とって は —— 雨 好きな —— この 上 

なく 心 持よ いもので はあり ますが、 病 氣を御 持ちの 方に は 御 11 陶敷 いこと ュ萬々 御 察し 申 上げて ゐ ます。 私 も體の 工合 は 


全然 .M 復 したと は 申されません。 矢張りつ かれ 易くな つて ゐ ます。 然し 働かない と 何となく 自分が {登 しくなる 樣に 思って 

少 しづ X 原稿紙な どに も 向って ゐ ます。 

この間 は 一葉の 「1: 江」 の 演ぜられ たの を 見ました。 而 して 天才と いふ もの \ 力の 強さに つく，^ 感心 させられて しま 

ひました。 二 41 五 かで 死んだ 人の 心に あんな ものが 宿る のです から、 ほんと に 人間の 心と いふ もの は 恐ろしい ものと 思 ひ 

ました〕 奥さんの 御 慰みに 一葉 會の總 見の 繪 葉書 をお 经 りします。 これから 度々 何 か 繒の本 を 御覽に 入れ ませう。 おつか 

れ にならない 程度で ゆっくり 御覽 下さい。 

何よりも 御 二人の 上に 早く 健康から 來る 幸福が ほ \ ゑむ やうに 祈 上げます。 くれぐ も 御大 切に。 草々。 . 

足 助 素 一 氏 宛 I - 六月 二十！ n 日 於麵町 〔一一 ヨ 0〕 

今朝 新潮 社主 佐 藤義亮 氏が 来訪して 快く 僕の 申出 一 切 を 承諾して くれた、 i 貧に 快く。 , 

今迄 出版した 書物の 印税 を 一切 先方に やる 事に 提議して 置いた の だが、 夫れ は 貯蓄して 置いて 何 か 文 の 仕せ， ^ に 使ふ畤 

機 を 待つ といって くれた。 私 は 卿 かで も 彼に 對し疑 を 抱いた こと を 恥 ぢる程 心 持よ く總 ての 話 を 蓮んで くれた。 よろこん 

で くれ 給へ。  - 

序文の 變換は 九月の 分からに して くれとの ことであった。 

會 見は來 月に 這 入って からにして くれとの ことだった。 四 五日 中に 磯部 邊に轉 地す る 相 だから。 

今朝 一 寸參 上した が 御 留守だった から 不取敢 右 だけ を 御 一 報す る。 

佐 藤義亮 (£11) 氏 宛 —— 六月 1 干 九 曰 於 趣 町 S ミー〕 

こちら は 矢 張 毎日 雨が ふって ゐ ます。 

一九 一 八 年  二 九九 
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そちらに いらし つてから 御惱は 少し は 御 快う 御座いまし たか。 折角 御 養生 一日 も 早く 御 快復の 事 を 祈 上げます。 

この度の 事 ほど 申出に くい 事 はあり ませなん だが 又 これ 程 快い 解決 を 得た 事は覺 えがありません。 あなたが 御 尋ね 下さ 

つて 御 話し 下さった 時には おぞまし くも 淚が 出て しま ひました 。これ は 深く あなたの 御 好意 を 感謝す る 外 は 御座いません。 

足 助の よろこび も無此 上、 急に 元氣が 出た 樣に 見やられます。 友達と して 彼の teii な顏を 見ねば ならぬ 事 は 實に苦 一 psv::; あ 

りました が 是れで 安心し ました。 

§^^^^の商賢が何んだかんだとぃふ評判は可なり聞かされてゐました0 然し この度の あなたの 示して 下さった 御 好 情に 

よりあな たに 於て 一人の 畏友 を 見出した 事 は 私の 望外の 收獲 でありました。 末長く 御 交遊 を 願 ひます。 御歸 京の 上 更に 御 

懇談の 時 を 期します。 

御大 事に。 草々。 

原 久米太 郞氏宛 11 七月 二士 百 於麴町 〔一 i 一一〕 

この間 は 御手 紙 を 難 有う。 あれから 用事 を濟 ますと すぐ 歸 京した が、 歸 京して 見る と 足 助が 盲腸炎に を かされて 臥床し 

てゐ るのに は 驚かされた。 然し 幸な 事に は 慢性 だとい ふ 割合に 輕 症で、 も 5 今 曰 あたり は 起床して もい 位に はなって ゐ 

ると 思 ふから、 さして 御 案じなくても よから うと 思 ふ" 昨日 は 一寸 兒 舞って 話 をした。 何しろ 出版 事業 を 目前に ひかへ て 

ゐる 事と て 非常に やきもきして ゐる樣 だが 病氣 では 致 方な し" 一番 こまる の は 貸家の 見つからぬ 事 だが、 時々 ある けれど 

も 長し 短し だ。 八月 早々 には蘑 手し なければ ならない 事に なって ゐる。 僕 は 明日 子供 を 連れて 輕 井澤に 行き、 来月 早々 來 

るべき 母と 交代して 夏 は 東京で 過ごす 積り だ" 

いよ/ \ 出兵と いふ 樣な 評定 も 決った 樣だが 僕に は 風馬牛 だ、 勝手にし ろ だ。 何等の 主義 もな く 主張 もな く 唯 漫然たる 

帝國の 膨脹と いふ やうな 事の 爲 めに 兵 を 動かさうなら 勝手に 動かせ だ。 國民 をして 政治に 冷淡なら しむる もの は 政治家 だ。 


巾着切り の 外 に 政治な ど に 興味 を 持ち 得る も のが ある もの か。 

この頃の 夕暮れの よさ かな。 一 日の 汗 を 行水に ながして 凉 風に 遇へば 哀傷 も 不平 も 七 里け つばいだ。 哀傷と いへば 妻の 

111 年 だ。 

足 助 素 一 氏 宛 11 七月 二十 五 B 於輕 井澤 〔一一 1 ョ 5 

又惡 いと は甚 痛心すべき 事 だ。 誰か 他の 醫師に 見て 貰ったら 如何 だら う。 僕の 著作 集の 出版が 一度 位お くれる の は 僕 は 

决 して 意と しない から 根本的に 療治 をし て 見たら どんな もの だら う。 

今朝の 如き はこの 地で さへ 暑い 位 だから 東京が 實に思 ひ やられる。 兄の 癎鑌も 十二分に 同情す る。 誰 だって 腹が立たず 

に は ゐられ ないだら う。 醫師が 許したら こちらに 來て 見たら 如何 だ。 

僕の 原稿 は 二百 五十 枚 位と 思 ふ。 用紙 は此紙 だ。 卽ち 二十 字 二十 行 四百 字詰め だ。 僕の 原稿 は 割合に 改行が 少ない から 

出が あると 思 ふよ。 

今 「生れ 出る 惱み」 を 百 枚 書いた。 後 十 枚 程 書けば 今まで 發 表した 分 は 終る。 それから 結論 を 書けば 切りが つくだら う。 

「石に ひし がれた 雜草」 の 方 は 原稿の 訂正 は あらかた 濟ん だが、 是れも 三四ケ 所書き 入れ をし なければ ならぬ。 之れ も 一 一十 

頁 位 は 書く やうになる かと 思 ふ。 

くれ，.^ も 御病氣 をお 大事に、 そして 早くよ き 家が 見つかる 樣 にと 祈って ゐ る。 

足 助 素 一 氏 宛 —— 七月 二十 A 曰於輕 井澤 〔一 iBn 

日中 は 百度 以上の 暑さとの 噂 を 聞いた がほんた うか。 何しろ 今の 兄の 部屋 は 家相が 惡 いよ。 姓名 if は 信ぜず とも 是れだ 

け は 信じ 給へ、 而 して 出来るだけ 早く 引越し 給へ。 氣分が I 新するだけでもぃ .^と思ふ。 
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暑さの 盛り を 東西から 照りつ けられて は 全く やり切れない。 而 して 病 氣の方 は 稍 i い. f 方な の だら うね。 何しろ 病氣に 

なったら 大事 を 取る に 越す 事 はない。 くれ <\ も 御 自愛 を 祈る。 

仕事 は 割合に 出來 るが 時には あきく して 仕舞 ふ。 一 體 こんな 事 をして ゐて 何になる ん だとい ふ 樣な氣 になる。 人里 を 

離れる と 裟婆氣 が 薄くなる のか も 知れない。 而 して 今 は 仕事の 外に メレ ジコ フス キ ー の先驅 者を讀 んでゐ る。 よく は暫け 

てゐ るが、 あの人 は 結局 通俗 小說家 だと 思 ふ。 人の 心理に 喰 ひ 入る 力な ど は 左程 驚く に 足りない。 唯 事 實は與 味の 深い も 

の だ。 ロマンチックな 中 世紀末の 味が 味 はれる。 

「石に」 は 今日中に 完成す る。 「生れ」 は 三十 一日までに 完成して 经り 出す 事に したいと 思って ゐ る。 

今日は 行 光が 少し 暑さに あてられて 頭痛が すると 云って 床に 居る が、 大した 事 はない から、 大分 元氣が 出て 騷 いで ゐる 9 

その 頭痛が 少し 僕の 方に 移つ て 來た樣 だ。 今 曰 は實際 少し 讀 書し 過ぎ だ。 

この 地の 早朝の 爽か さはない。 鶯、 山鳥、 カツ コ？、 山鳩の 合奏で 凉 しい Ml 氣の 中に 透明な 朝の 幕が あがる の だ。 

くれぐ も 御大 事に。 

足 助 素 一 氏 宛 11 八月 一 tr 於輕 井澤 〔一 i 五〕 

とうく 豫定 通り 「生れ 出る 惱み」 は 去月 中に 書き終る 事が 出來 なかった。 百 十二 頁 書いて あるが g 十 枚 位 は 書かねば 

なる ま い と 思って ゐる U 

「石に ひし がれた 雜草」 は出來 上って ゐ るから 兎に角 それだけ でも 御经 りする。 御 病床で 假名ち が ひと か脫 字と か を 見て 

下さる かと も 思って。 然し こんな こと は 活字に なつてから でも 出来る こと だから 決して 無理 をし 給 ふな。 

「迷路」 は 組が 他の 輯 より 一行 づ>- 多く 組んで ある 箬だ。 今度の もの もさう したら 或はい つもの 五十 五錢で 賨れる 大きさ 

になる かと も 思って ゐる。 其方が 買手 も樂 でい >f かも 知れない と 思 ふ。 


兄の 病氣カ はか しく 癒らない の は 全く 困る ね。 一度 歸 京して 樣子を 見たい と 思 ふが 何しろ 子供に つき まつ はれて ゐ. 

るので 一 寸も 動け ない の だ。 事に よったら 入院の 方が？ 4- 策 かと も 思 ふが、 然し 醫師 がその 必要がない とい ふの なら どんな 

もの か。 但し 兄が か、 つて ゐる 醫師の 外の 醫師は 何ん とい ふか も 知れない。 1 つ 誰か 見て もらって くれ 給へ な、 是非。 js- 

京 病院に 野 村と いふ 內 科の 副 長 見た いなもの がゐ るが、 至て 不得要領の やうな sfT たけれ ども、 見た て だけ は 手に入つ たも 

の だと 聞いた 事が ある。 それでよ ければ 紹介しても よい。 

ほんと に 一 面から 見れば 兄 は 事業 運がない とも 思 はないで はない。 然し もっと 溯って 兄の 躅 立 社 時代の 事を考 へれ V -、 

兄の 色々 の 難關は あの 事業の 爲に 1 先づ 一掃され た 例 も ある。 決して 蓮 命に 疑 を かけ 給 ふな。 1 つ 兄の 得意の 氣魄を 以て 

運命 を K 倒して やり 給へ。 道 は 通ず るよ。 「詛 ふ」 と閗 くと 旣に 女々 しい 態度 や 聯想 させられる。 面白くない。 無理す るん 

だ。 でなければ 魔 倒す るんだ。 決してく 御 心配 御 無用" 蛇 度 道が 開ける。 心 を 腐らす とい ふ 事が 一番の 毒 だ。 惡ぃ事 を 

する のぢ やなし、 心に 染みない 事 をす るの ぢ やなし、 善い 事で 心を樂 します 事を考 へる のに 誰に 揮り 又 誰に 憚られる 際が 

あらう。 何 を詛ひ 何に 詛 はれる It が あらう。 寸魔尺 善 だ。 天下 兄の 道 を. 妨げる もの、 あるべき 道理がない ではない か。 大 

道 を濶步 する 氣 持ちで 運命の 上 を乘り 越し 給 へ 。 至 囑に堪 へ な い。 

僕 の 著作 の 發 表が お くれるな ど とい ふこ とを氣 にす る の も殘 念が る の も それ は 馬鹿ら し い 事. た。 愛讀 者に は 多少 氣の まゆ 

だが 事情が 事情な の だから 致 方がない。 我慢して 貰 ふだけ の 事 だ。 著作 集が 二 ヶ月 や ni ヶ月お くれて 出ても 僕の 一 牛： に 比 

すれば 何んでも ない。 僕 はすぐ 逐 ひつく 事が 出来る。 それだけの 自信 は 十分に 持って ゐる。 兄 は 又 兄が 僕の 事業に 關 係し 

た爲 めに 僕の 事業に 支障が 出來 たとい ふやうな 事 を 苦に 病んで ゐる かも 知れない。 そんな 心配 は 天から 無用に して くれ 給 

へ。 兄が 若し 不運な 3r だったら 僕と 繋がる 事に よって 幸 蓮になる よ" 末 當 だよ" 

足 助 素 一 氏 宛 11 八月 n 百 於輕井 1： 〔一 i 穴〕 
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昨日 は 安子の 三年 忌だった。 格別の 愁思 もなかつ たが、 妹が 心配して 氣を まぎらせる 積り だったらう、 炎天の 所 を 子供 

もろとも 午前中 引 張り ま はした のです つかり 草臥れて しまった。 お蔭で 今朝 は 七 時 迄お そ寢 をして 當地着 IT 来の 朝の 散歩 

を^した。 

二 年 前の 昨日の 朝 は 矢 張 晴れた 天氣 だった 相 だ。 雨 親が 安子の 蜇體を 聞いて 東京に 歸 るの を 经 つて 停車場に 行く 途中で 

死亡の 電報 を^ 取った の だ 相 だ。 山 本 は 前の 月の 卅 一日 かに 見舞に 行った 箬 だから、 妹 は 東京から 父母と 入れ 代りに 着い 

て來 べき 良人 を迎 へて 早く 病人の 樣子を 聞かう と 思って ゐ たの ださう だが、 良人 を迎 へた 時には 眼 を 泣き はらして ゐ なけ 

れ ばなら なかった 相 だ。 山 本 はどうしても それ を 信ぜず 三十 一 日の まだく 確から しい 樣子 ばかり を 説いて 間違 ひに 違 ひ 

ない と 言 ひ 張った 相 だ。 そんな 事 を 一 日の 晚に 妹と 話し合った。 それ を 聞く と 山 本 はこ はい 聲を 出して 妹に 用事 を 云 ひつけ 

た。 妹の 心ない 言葉 を もみ 消さう としたの らしい。 而 して 謠を歌 はう とい ふので 「井筒」 を 一番 さらった。 總 ての 人が 深 

い 同情と 心づ かひ をして くれる。 それが 却って 僕 を淚ぐ ませる。 安子 は 僕に 取って は 死んで はゐ ない の だから 三 周忌が 來 

たからと 云って 外の 人が 考 へて くれる 程 碟には 悲しまれな いの だけれ ども。 

二日の 夕方に は 「淑女 畫報」 の 記者が 寫眞 ：！ を 連れて 寫眞を 撮りに 来た。 普段なら 斷る處 だけれ どもい 仝 記念の 寫眞に 

なると 思った ので、 三兒 と共に レンズの 前に 立った。 

「何卒」 は どうぞ か、 だう ぞか 僕に も 判らない。 どうぞら しく 思へ るに は 思へ るが。 跡から は 後が 末當 だら う。 

「生れ 出る 惱み」 は大變 おくれた が 一 曰と 二日と 一 寸 書き 續 ける 氣 がしなかった ので 怠った。 今日は 片附 けたい もの だと 

思って ゐる。 

東京 病院の 野 村 氏に は 早速 紹介 狀を 出して 置いた。 診察料 は 僕の 方で 片附 けて 置いた から 御 心配な さるな。 藥は 東京 病 

院に 取りに 來 いとい ふだら うが、 あすこで は 遠過ぎる から 處方築 を 書いて 貰ったら い. -だ らう。 診察に 来たら 車夫に 五十 

錢 包んで やってくれ 給へ。 


母が 中 々やつ て來 さう もない の で 何日に 東京に 歸 るかと 云 ふ 事 は 判然お 知らせが 出来ない。 然し 十日 前後に は歸 りた い 

ものと 思つ てゐ る。 

原 久米太 郞氏宛 11 八月 ni 曰於輕 井澤 三 笠 山 下 〔一 ーミ七〕 

亡妻の 三 周年の 到来に ついて 兄が 寄せられた 同情の あふれた 飛 書 は 深い 感謝と 感慨と を 以て 受 取られた。 二日に は 妹が 

僕 を 悲しませ まいとの 心盡 しから 子供 等と 共に 朝から 僕 を 誘 ひ 出して 散歩に 出かけた。 高原の 太陽の 直射に は 恐れ をな し 

たが、 好意 を 思へば 無下に も 返き かねて 笑 ひ 興じながら e まで 散歩 をし、 午後 は疲 勞の爲 休息、 夜は獨 りで そこ はかと な 

く 漫歩した"  . 

彼女 は 僕に 取って はま だ 死なないで ゐ るので 格別 悲しみ を 新に する でもなかった。 唯 か、 る 折に 遇 ふ 毎に 子供に は氣の 

毒で たまらない。 彼等 は 今でも 每朝 毎夜 「マ 、御機嫌よう」 を やって ゐる。 

彼女が 死ぬ 時 僕に 希望して 置いた 事業の 成功と いふ 事 を 僕が まだ 成就して ゐな いのは 苦しい 事 だ。 僕の 今までの 文舉的 

生活 は 僅に 緒に ついた とい ふ 程に もな つて ゐ ない。 この頃 メレ ジコ フス キ， 'の 「先驅 者」 を讀 んでゐ るが、 僕の 今までの 

著作の 全部 を 集めても 一 寸 及び さ 5 にも 思へ ない ので ゥン ザリ する。 尤も ある 部分で はメ 氏の 持たない もの を 持って ゐる 

とい ふ 自信 もないで はない が。 まあ やる より 致 方がない。 今月 號には 二 三 感想 を 書いた。 其 中 兄に 讀ん でいた V きたいの 

は 文章 世界の 「大 なる 健全 性へ」 と 新 小說の 「自己と 世界」 とだ。 

新小說 では 若宮 卯 之 助が 白樺の 人間た ち を 侮 笑して ゐる。 彼の 頭 は 存外す れっから しの ス ボ ゾ ジ ：n^ たいな 頭 だ" 

足 助 は 牛 込 區神樂 町 二 丁目 十二 番地に 昨 曰 あたり 引越した 辔 だ。 病氣 がま だ本當 でない ので、 東京 病院の 醫 者に 診て 貰 

ふ 事に して 置いた。 僕 も 一度 歸 京して 見舞 ひ 度い の だが、 子供が 喰 付いて ゐ るので 思 ふや， つに ならない。 ® が來 遊したら 

入 代つ て歸 京す る 積り でゐ る。 
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有-島 武郎 仝^  ^八 €=3  三 〇 六 

神 戶の而 かも 工場の 中 は 嘸 かし 熱い 事 だら う。 何卒 十分 . a: 重して 健康で ゐて くれ 給へ。 兄と いふ 人間が 僕 等の サ， クル 

に .8! でる て くれる 事は大 なる よろこび だ" 兄が ビチ /\ と 活 きが よくない と 全く 心細 い ょリ 

r 八月 三日 蠻 凉風 を. 石の 頼に 感じながら。 

八 木 澤善次 氏 宛 —— 八月 五日 於輕 井澤 

御手 紙 多謝。 僕 は 東京に は歸ら ずに まだ 兹にゐ ます。 二日の 日に は 母 や 弟 達が 墓參 をして くれました。 僕は此 地で 「松 

蟲」 を 讀んで 過し ました。 もとの 生徒の 一 人が 松 蟲を经 つて くれたり、 知らぬ 人が 妻の 墓に 捧げられた 花びらの 押 花 を 作 

つて 经 つて くれたり しました。 さう いふ 厚意に 遇 ふと 涙ぐませられます。 夏の 間に 十分 健康に なって 御 母上 や 兄 上の 御 厚 

意に お 酬いなさい。 昨夜 澤田謙 君が 来て くれて 滞在して ゐ ます。 今 町の 方に 出 懸けました。 兄のお it などして 昨夜 は 十一 

時 迄 語りました。 

吹 田 順 助 氏 宛 11 八月 五日 於輕 井澤 mill 九〕 

每 年の 事の 樣で すが 今年 も 東京 地方 は 非常な 酷暑 だとい はれて ゐ ます。 貴地 は 如何です か。 中々 晝間 など は 御 凌ぎが た 

い 事と 思 ひます。 お子さん 方 も 別に 御變 りはありません か。 私共 は 今年 もこ \ に 來て暮 して ゐ ます。 餘 りに 暢氣 過ぎて 誰 

に ともなく すまない やうな 氣 がする ので、 母が 來て 吳れ 次第 歸 京して 東京で 夏 を 過し 度い と 思って ゐ ますが まだ 來て くれ 

ません。 輕 井澤に 出發前 御经り 下さった 「思潮」 はたし かに 落手して nl. 速拜 見し ました" 兄の 此 度の 御 研究 は實に 立派な も 

のと 敬^し ました。 殊に 下篇の へッべ ルの 基督 敎に對 する 思想の 御 紹介に は 益せられ る 所が 非常に 多い のを覺 えました。 

あの 時代に あれ だけ 自由 大膽な 思想の 表現 を敢爲 した 詩人の 心 も 尊い 事です が、 その 内容に はたし かに 先 蹤を脫 した 創 

が 含まれて 居る。 それ を 兄 は 存分に 云 ひ 現 はして 下さって ゐ ると 思 ひます。 へ ッべ ルには 多分の 基督 的な 所と 同量の }t 布臘 


的な 所と があって それ を 調和が したいと あせった の だが、 最後まで 調和に は 入る 事が 出来ないで 終った ので はない かと 私 

に は 思 はれます。 そこに あの 偉大な 詩人の 悲劇的な 運命が 裏 づ けられて ゐ るので はないで せう か。 兎に角 あれ はもう 一 -H 

精讀し たいと 思 ひます からもう 少し 御 貸し 置き を 願 ひます。 

「，H 己と 世界」 とい ふ もの を 新 小說に 書き は霄 きました。 然し ヘッベルから ヒント を 得た として は餘 りに 貧弱な もので、 

兄に お 讀みを 願 ふ 程 厚かましく ある 事が 出來 ません。 然し 自己主義 を微 底して 考 へて 見たい 其 試みの 第一 階段に はなる と 

思って ゐ ます。 私 は 私の 思想 的 方面 の 仕事と して 自己の 考察 を 完成した いと 思って ゐ ます。 

目下 は 著作 集 第 六輯の 原稿 を 整理して ゐ ます。 九月の 中頃に 足 助の 手に よって 出版され る譯 です。 處が足 助 は 輕微の 

腸炎で 床に 居ます。 大した 事で はない が 大分 神經を 病んで ゐる やうです。 此度牛 込 區神樂 町 二 丁！ ni 十 一 番地に 居 を 構へ ま 

した。 苦しい 所 だとい つて 来ました。 

暑 さ の 折抦 折角 御大 事 になさい。 皆樣の 御 健康 を 祈 上 げ ます。 

. 原 久米太 郞氏宛 —— 八月 十日 於輕 井澤 〔二 四 0〕 

lli.* 此山も 降りて 東京の 黄 廢裡に まぎれ 人る 事に した。 十 三 日に は 母が 來 るから 僕 は 十二 日に 歸京 すろ。 是れ から 1  ザ 食 

前 入浴して 東京 特有の 凉 氣を樂 しみながら 勉强 しょうと 思って ゐる。 

足 助の 病氣も 思った より は輕 いらし いので 一 先安 心 はした が、 輕 いと 云 ふに つけて は あいつが 又 盲動 を はじめ やしない 

かと 騒 念され る。 僕の もの 、爲 めに 彼の 健廣を すら 害 ふやうな 結 EK になって は 馬鹿 氣てゐ る。 

輕 井澤なん かに 來て 暢氣 にやって ゐ ると、 如何しても 氣が 緊張し ない。 人類 全體の 生活から 切り放される 文 il 者 は、 何 

か 周 園に 强烈な 刺戟 を 持って ゐ なければ 本當に 駄目 だ。 「生れ 出る 惱み」 を、 やう やく この 土地で 完成した。 足 助が 讀んで 

ほめて くれた。 兄 も 一部分 だけ 讀んで よろこんでくれ たもの だ) 九月 中には 出來の 込み だから、 その 時 十分の 御 批評 を 
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日本 も 愈 f 出兵 をした ね、 米國 の屬國 見たい な 態度で 11 あれ 位戰 後に 對 する おべっか を 取って 置かねば ならぬ と は 一： 

れな國 だ。 札幌 では 僕が 出兵した とい ふ 噂が あった 相 だ。 誰が 出る もの か。 

祈 御 健在" 

足 助 素 一 氏 宛 11 八月 一 一十 一 曰 於 趣 町 〔一一 四 一 〕 

表紙と 扉と は畫が 連絡して ゐ るので 扉 だけの 畫を かくの は 困る。 第一輯の 扉の 畫は 活字と 同 樣の黑 さだから 判に おこす， 

事が 出來 ると 思 ふ。 尤も 明日 生 馬が 輕 井澤から 歸 るから 頼んだら 書く かも 知れない。 

校正の 事 は 萬 事 承知した。 

昨 夜宮 原が 來て 兄の 噂 をして ゐた。 この頃 は 大分 運が 向いて 來 たらしい。 

頭が痛いので 午後から 代々 木の 原に 散歩に 出かけたら 歸途に 雷鳴 を 聞いた。 雷に は 不思議に 敏感 だ。 

腹 を 御大 事に なさ い。 

「死と 其の 前後」 が 愈-' 九月に 藝術 座の 手で 試演され るら しい。 國民座 は須磨 子に 讓る ことにな つた 相 だ。 

富 擇美穗 子 氏 宛 —— 八月 二十  一 B 於麴町 〔一 is 

この 前輕 井澤から 手紙 を 上げ ましたが もどって 來 ましたが、 もう 一度 上げて 見ます。 と^いたら 幸です。 如 仰 十三 日に 

あちらから 歸 つて 今は讀 賢に 出す 「旅の 心」 とい ふ歐洲 旅行 日記に か. - つて ゐ ます。 おぼろげな 記憶 をた どる 事です から 

時間が か- * つて 仕樣が ありません。 それが すむ と 京都 行の 準備と いふ 次第です。 

東京 も 秋です。 いくら 暑く つても 秋です。 頭が 痛む ので 午後から 11 りで 代々 木の 原に 散歩 をし ましたが、 乘 馬が 二人 原 


の 4 を i; り ま はして ゐ るの を 見ても 秋です。 その 姿に 秋が 迫って ゐ ます。 秋に なって しまへば もう 麵念 します。 秋 ま 秋な 

りに い >t なと 思 ひます。 

その 中御歸 京との 由、 お 旅行の 話 ども を 伺 ひ 度い こと &樂 しんで ゐ ます。 「死と 其の 前後」 は藝術 座の 手で 九月に 試演 さ 

れる 事に なりました。 國民 座の 手から はの がれた 次第です。 少し はかいな 譯 です。 殊に 試演です から 大分 助かります。 御 

安心 下さい。 

お 大事に、 さよなら。 

原 久米太 郞氏宛 —— 八月 二士 一 一 曰 於麴町 〔一一 四ョ〕 

足 助 は 今 例の 書 齋で第 六輯の 初校 を 見て ゐる。 僕 は 校了して 一風呂 浴びた 所 だ。 凉 しい 南風が 吹いて ゐる。 兄の 手！ f ュ 

食膳 に 向 ひなが ら 貪り 讀ん だ。 

この間 は 兄の 大眼玉 をき かして 大向を やん やと 云 はせ た 由、 全く 幡隨院 は 兄の 御株に ある。 今度 は 一 っ會 社の 重役 を 向 

うに ま はして 凄い 所 を 見せる 順番 だ。 書物 も 難 有う。 僕 も 矢 張 相當の 緊張 はして ゐる。 今 は 白樺 誌上で 武者 小路と 喧率 を 

はじめた。 讀賣に 旅行記が 出 だした。 著書の 校正 を やって ゐる。 先づ こんな 所 だ。 明日 あたりから 藝術 11 に 出張して、 九 

月に 試演され る 「死と 其の 前後」 の下讀 みに 立會ふ 次第 だ。 これ だけの 仕事 を すれば 先づ手 一 ばいだ。 其 割合に 效栗は あ 

がらない が。 

足 助の 方 は 心配の ない 所まで こぎ つ けた。 あの ま、 で 進めば 多分 損 だけ はしない で 行 くだらう。 

兄の 歌 は 滅相 歌 品 を あげたね。 この頃 も 足 助と 共に 犬に 驚いた 次第 だ。 僕 はもう 歌心 は 全く なくなって しまった。 小說 

を 書く と 人間が 散文的に なると 見える。 

卓 郎君が 来たら 僕 も面會 しょう。 何の 御 役に も 立ち はしまい が、 これで 兄 も H 女心と 申す もの だ。 
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この頃 竹 崎から は 更に 消息な しだが 兄の 所に は あるかい。 不相變 一 X 氣で やって ゐる だら うね a 今 曰 は大島 流人 (この 

農 商務省 囑託) が 尋ねて 来た。  • 

京都に は 十月 半ばに 行く つもり、 その 前 兄の 方で 數日 厄介になる かも 知れぬ。 草々。 

原 久米太 郞氏宛 ，1 八月 一 一十 七日 於齒町 〔二 四 四」 

不相變 御 健勝で 重疊。 河 上 氏の 論文の 切ぬ きを 難 有う。 熟讀 して：^ よう。 又 此間は 書物 を ありがたう。 あれ も 面白さう 

な もの だ。 

D.; 叻 っ出饭 物の 第一 校 よ， 結了した。 順序よ く 運んで 行く らしい。 僕 は 「死と 其の 前後」 を-1術座が九月に^1^^.演する事 

こなった ので、 今朝 は そっちに 出 懸けて 俳優 共に 趣意 を 云って 聞かせなければ ならない 譯だ。 どんな ものが 出來 るか 知ら 

ない が、 兎に角 僕の 將來の 作劇 上の 參考に はなら うと 思って ゐる。 

宽京も 今朝な ど は 大分 凉 しい。 又 不眠が 少々 襲って 來た、 今朝 は 三時 半に 阪 がさめ て それから 寢 付かれなかった。 一人 

だとむ つつり 考へ 込んだ まゝ默 つて 飯を喧 ふので 胃が 惡 くなる らしい。 庭の 掃除で も すれば よくなる の だけれ ども そこ 

に 行く と寶 にものぐ さで、 胃病で 死んでも 先 づ當分 はやり さう もない。 

吹 田 順 助 氏 宛.— 九月 六日 於 東京 〔一一 四 五〕 

先日 は 御 消息 難 有、 御 起居の 御 樣子を 明かに して 久し 振に て 兄の 御書齋 にある の 思 致し 申 候" 兄が 中央に 出馬 せらる S 

m の 一 日 も 早 からん 事 を 祈 上 候" 

昨夜 招待 せられて 歌舞伎に 「沈 鐘」 を 見物 致 候 節 長 田秀雄 氏に 面會致 候處、 貴譯ュ i アイツ トを臺 本と して 藝術 座に 於て 

八ム演を靈と の 11 候 由に て、 其 事 11 は. A 君より 兄に 御 願 、未識 の 間柄 なれば 小生より  一 i 介 申 上 


置候樣 との 依賴を 受け 申 候 間 I 寸申上 置 候。 長 田、 楠 山、 秋 H、 生 田の 諸氏が 1: 術 座の 相談役と なりて 今後 公試 興行の 事 

に 任ずる らしく 候" 小生の 「死と 其の 前後」 も 九月 二十 s より 第一 囘の 試演に かけられ 候 箬 に 候。 新劇の 機 蓮 は 段々 向米 

の 樣に候 得 共 それにつ けても 曰 本の 現代に すぐれたる 脚本な きと は 遺憾の 至に 候" 

今度 は 何を考 へた か肇 取れる 間にい かめし き 候文と 相 成りました。 多分 この 前書いた 手紙が 候文だった からでせ う。 

今の 靑年速 は 候文な ど は 書 ざたくっても 霱く 能力 を 持って ゐ ない 相です が、 それが すらく と 出て 來る處 を： ると こつ 

ち も 大分 用心 をし なければ いけない と 思 ひます。 

東京 も _洛 付 い た 秋 景色に なり ま し た。 

第 六 輯が足 助の 盡 力で 十 一 二日 頃に は 世に出る と 思 ひます から、 その 節 は 御 覽を願 ひます。 

原 久米太 郞氏宛 11 九月 六 曰 於飽町 〔I 一四 穴〕 

河上肇 氏の 論策 は 一 々賛成 だ。 福 田 博士の 議論 は 一種の つむじまがり としての 面白味 は あるか も 知れぬ が、 河 上 氏 程の 

切實味 はない 樣に 思った。 何しろ 時世が 順々 に變 化しつ . ^あるの は頓 ほしい。 

この頃 は讀 賢. の 原稿で 可な り 多忙に 暮 して ゐる。 それに 藝術 座で 試演され る 「死と 其の 前後」 の舞臺 監督で 一 寸 忙しい。 

割合に 氣 持ちよ く出來 るかと も 思って ゐる。 

段 々一人に なって 行く。 武者 小路と も 喧嘩 をした。 一人で やる のが 一 番 い.^。  .H 分の ¥ 門に 助力 も 何も いらない。 自由 

とい ふこと が 我々 の 唯一 の 武器 だ。 第 六 輯は足 助の 手で 愈 i 十二 日に 世の中に 出る。 

この頃 は 歌が 澤山出 來る相 だね、 而 して 御上 達に は 驚く。 

昨日 は 招待され て 歌舞伎に 「沈 鐘」 を兑て 失望した" 日本人の 演 伎に は 意 むと いふ 感じが 最も 微弱に 現 はされ る。 其 結果 

1 九 一八 ひや  三 二  ^ 
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は 安 價な センチ メンタ リズム だ。 草々。 

. 藤 森 成 吉氏宛 11 九月 十四 曰 於龜町 〔一一 四 七〕 

文章 世界 を 御惠经 下さって 難 有う 御 麼 いました。 昨日 小閱を 得て 拜 見して 「娘」 に 感心し ました。 失禮 ながら 私 も 童女 

から 娘に 至る 間 位の 少女 を 書いて 見たい と 兼ねてから 思って ゐ ましたが、 あなたの 御作 を拜 見して 色々 晴示を 受けます 筝 

が 多う 御座いました。 承れば あなたに は 今までの 御 勤め先き を 去られて 專 心に 創作に 御盡 しな さるの だ 相です ね。 是れか 

ら益. * い. >f ものが 世に 現 はれる 事を樂 しみに 致して ゐ ます。 乍失禮 最近に 出ました 私の 著作 集 を 差 上げて 見ます。 御 暇の 

節 存分の 御意 1^ を 御 聞かせ 下さる とうれ しく 存じます。 

乍 延引 御禮 旁々。 

吹 田 順 助 氏 宛 11 九月 十八 曰 於 東京 〔一一 四 八〕 

「小さき 者へ」 に對 する 存分な 御 感想 を 難 有く うれしく 拜見 しました。 あんな 御言 葉が 私の 事業の 上に どれ 程の 勵 ましで 

ある か は あなた 御自身 想像が お出 來 になら な い と 思 ひ ます。 

この頃 文壇の 一角に は 私に 對 する かなり 明 著な 反抗が 起り か \ つて 居る やうです。 私が 從來 受けて 來た 評判 は 決して 正 

杯 2 な もので はなく、 大分の 誇大が ある 事 は 十分 承知して 恐ろしく 思って ゐ たのです が、 愈 i 眞劍の 敵が 出 來て戰 はねば な 

らぬ となると 兼て 覺悟 はして ゐ ながら 自分の 力量に 對 して は 殊更ら 不安 を 感ぜずに は 居られません。 その 際 兄の いつはら 

ざる 御 心から 出た あの 御言 葉 は 力でした。 

武者 君との 葛藤に 關 する 御意 見 も 難 有う。 一體私 は あの 論文 を 悔いて ゐ ます。 其 内容 は 悔いて はゐ ません が、 自分な が 

、り ft^ な 事 をした もの だと それが 殘 念です。 武者 君 は 兎に角 私の 友人の 一人でした。 少く とも 互に 信頼し 得べき 人と して 


互に 感じ 合って ゐ ました。 それ を 失 ふの は 私に も 相當の 苦痛でした。 私の 論文が その 素因 をな したと いふ は 遺憾です。 

然しぁの論文を書く！^^は私は如何してもぁの結論を與へなぃ譯には行かなかったのでした。 私 は 今でも 武者 君が 最初の 

感想 通りの 生活 を 企て k 失敗し なかったら 寧ろ 怪しむべき だと 云 ふ 念 を 禁ずる 事が 出來 ません" 氏の 仕事が 一 種の 遊戯に 

過ぎなかった とい はれる のが 私と しても 非常に 殘 念です。 萬 望 氏が 所信に 徹底して 仕事 を やって ほしいと 祈って ゐ ます。 

然し 氏の 心持ち を考 へ ると えら い と 思 ひます。 近來 一 寸 得られな か つ た 好 刺戟 を 私 は 氏に よ つ て 受けて ゐ ます T 生れ 出 

る惱 み」 が 出ました から 一 册ぉ 达り 致します。 

足 助の 仕事 も 眼 鼻が ついて 行き さう です。 本 は 得が 行く 丈け に は 賣れて 行きつ -1 ある 樣 です。 

柬京 もめつ きり 秋ら しくな つてし まひました。 

今夜 あたり 單 衣で は凉し 過ぎます。 雨雲 は 月光 を 受けて 眞珠 色に 朧 ろに 光って ゐ ます。 地 は 暗く 蟲啼 く。 

原 久米太 郞氏宛 11 九月 十八 日 於：！ 町 〔一一 四 九〕 

東京 も此ニ 三日 全然 秋に なって しまった。 今日は 朝来の 鈍 曇で 夜 は 雨雲の みが 月光 を 受けて 眞珠 色に 光って ゐる。 

「生れ 出る 惱み」 も 漸く 足 助の 容易なら ざる 努力に よって 生れ 出た" 一本 を 足 助からお S りした さう だから 御覽 下さった 

事と 思 ふ。 私から は 今度 はさし 上げない。 

十月 號の 「中外」 に 一 の新哲 學を發 表して 置いた。 序が あったら 讚んで 見て 批評 をして 下さい。 その 中には 人間の 目論 

見と 運命の 目論見との 窮極 的 一 致 を 論じて 見ようと した U 

兄の 詠吟 は 益 $ 振って 來る。 大に 有望 だ。 兄 も 今頃に なって あんな 味 を やる とは賴 母し い。 僕 は 歌心 は何處 かにけ し 飛 

んで しまった。 

この 夏はメ 氏の 「先驅 者」 を讀ん で大變 面白い所が あると 思った。 この 書 は 兄 を も 喜ばせる もので はない かと 思 ふ" 

1 九 一 八 年  -  一二 】 一 一一 
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二 科と 院展 とが 開けて ゐる。 忘れられない 様な 感銘 を 受ける 作に は 接し かねた が、 I 體に粒 は 揃って 來た樣 だ。 

話 は 前に もどる が 足 助の 仕事 も 大體は 大丈夫ら しい。 發刊後 こ. - 1 週間 程 三千 部 は 出た さう だ。 大丈夫 損 はない と 思つ 

てゐ る" 其 點 は 安心して くれ 給へ。 健康 もこの 頃 はい、 樣だ。 

兄と ゆっくり 話し 得る 時 も 近づく ので 樂し みだ。 十月の 十五 日に は 東京 を發 たうと 思って ゐる。 1 二日 御 厄介になる か 

も 知れない。  - 

富 澤美穗 子 氏 宛 —— 九月 一 一十 二日 朝 於麴町 〔一 io〕 

先日 はお 手紙で 私の 作物に 對 する 御 批評 難 有 御 鹿い ました。 あなたの 小品 も拜 見し ました。 あれ を 書かれた 御 心 持 は 想 

像され ないでも ありま せんが、 作 中の 人物が 西洋 婦人と 別れ を惜む あの 煩悶が 讀 者に 作者 ほど 合點 が出來 ない とい ふ 憾み 

が あるので はないで せ 5 か、 作者の 獨合 點 になり 過ぎて ゐ ると いふ 孅 はない のでせ うか。 そんな 寧 を 勝手に 思 ひました。 

又 泡 鳴と いふ 人が 地の 描 寫卽ち 人物の 顏ゃ 服装の 描寫、 周 園の 自然の 描寫 など は 作 中 人物の 心理 過程と 切っても 切れない 

程度の 緊迫 さ を 有して ゐ なければ ならない、 有機的な 關係 のない 描寫は 徒に 作物 を 弱くする と 申した 事が あると 思 ひます 

が、 是れは 私 は 敬服して ゐ ます。 どんなに かけ 隔 つた 樣な事 を 書いても 作 中の 人物と ビッ タリ そぐ つた 描寫が あり、 その 

反對の 場合が あります。 失禮 です が 四— 五 —六べ -ジ あたりの 室内の 描 寫には 少し かう したき 疏な心 持が あると 私 は 思 ひ 

ました。 

この { 人ん 疎な 感じと いふの は 一 寸 適確に 說 明が 出来ません が、 作者が 人物の 心地 (氣 分) を 現 はす 必要からで ぼな く 一 種 

の裝 飾に しゃう とい ふ 目論見から 描 寫の讓 を 用ゐた 所に 破綻が 起る ので はない かと 思 ひます。 擔で いふと 人物 を 描く に必 

ず背贵 が 必要と なります。 處が畫 家 は往々 人物と 背景との 連^ を 無視し ます。 それ 故 背景 は 背景、 人物 は 人物に なって し 

まって 靈が ばらくな 印象し か 人に 與 へません" 本當は 人物と 背景と は 離れない。 入物が 背 量に 融け こみ 背 量から 人物が 


生れ 出て 來 なければ 一 の蠻阖 と はならない 譯 です。 そんな 心地で はないで せう か。 

大に 知ったか振り を 申しました。 この場合 自分の 事 は 棚に 上げて 申します。 

今朝 は 寒い 雨に なりました。 然し 氣が落 付いて 琳 しいい、 日です。 淑 しさの どん底まで 沈んで ゐ ると やっぱり そこに 樂 

しさが 湧く やうです。 

佐 藤 義亮氏 宛 11 十月  一 R 於 東京 〔一一 五一； 3 

復：： 壬 又々 御 £俩 痫の爲 御轉 地の 由 は 兼て 承知 致 居候 處雜^ に 取 紛れ 不及御 舞 打 過 居候 段 御 許容 被 下 度 秋 涼に はかに 

催し 此頃御 起居 如何に 御座 候 哉 折角 御 自愛 專 一 に 祈 上 候"  . 

廣吿の 事 は 決して 御 關心被 下問 敷 何 か 私の 申.^ 樣に 粗漏 ありし 爲め あんな 御考 をお 與へ申 上 候 事 かと も 存じ 候" 

「死と 其の 前後」 の 試演 は 是非 貴兄に も 御 一 覽を 願度存 2^ 候に 折 御 不在に て 遺憾に 存申 候。 藝術座 一 座の 事と て 固より 十 

全 を 期し 難き は 始めより 承知 は 致 居候 得 共 座員 一 同の 非常な 熱心と 十分なる 下稽古の 結 梁 又 日 の 技巧 を 思 ひ 切つ て 捨て 

くれ 候 結果 思 ひの 外效果 多き 劇 を 兌る 事が 出 夾候樣 に被悴 候。 脚本に 對 する. f 問 もお 践 にて 存分に 出来 什 合せと 存 居候。 

十五 六日に は 京都の 方に 參り 一 ヶ月 程 滞在の 心 組に 御座 候" 暫く は 御 而贪の 期 を 得ざる べき か 吳々 も御攝 藩の 程 繰 返 

し 祈 上 候。 

先 は 御 返事 旁々 御見舞 迄。 匆々 敬具。  - 

• 原 久米太 郞氏宛 11 十月 nlR 於齒町 〔一 1五5 

御 葉書 拜謝。 この頃 は！： 術 座の 稽古に 沒頭致 申 候" 昨夜 も山內 と共に 至りて 今朝の 四時まで 火の 出る やうな 稽古 を 監督 

致 候。 やる 以上 は 心地よ く 見られる もの を やらん とし、. 殊に 初めての 亊 なれば 人並 以上に 神經 質と なって ついこの 仕儀に 

1 九 一八た や  三 1 五 
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相 成 申 候。 

御. 1 じ 被 下 候 兒輩は 幸に もこの 秋 は小恙 だに 致 候 事な く 打 過ごし 申 候 間 御 安心 被 下 度、 札幌 にて は 高松泰 三の 次女 死に 

よ つ て ひ 取られ 申 候. S 氣の 毒の 至に 御 座 候 U 

飜譯 にて 御 多忙の 由兩 三日 前足 助に その 話 致し、 兄が 飜譯の 動機 日本の 舉 者の 化の 皮 を ひんむく にある 事に 及んで 兄の 

つむじまがりに 哄笑 致 候" 何處 まで も 原 式と か 申 候、 御 自重 を 祈 上 候。 御成功 を 祈 上 候" 

候文と 相 成 候 i2^々。 

今日から 「死と 其の 前後」 の ふたが 開く。 

八 木 澤善次 氏 宛 11 十月 七 曰 於 趣 町 〔一一 五 1 一一〕 

御手 紙 多謝。 そこに は 色々 不滿な ii も ありまし たが、 「死と 其の 前後」 の 試演 を あの 劇團が やる として は豫期 以上の 成功 

だった 事 だけ は 明らかです。 あなたに も 見て いたにき 度かった 樣な 心地が します。 草の葉 會の 人達 も 一 緒に 来て 喜んで 見 

物して くれられました。 何者よりも 今度の 試演で 多く を學ん だの は 私です。 而 して 鞭う たれた の も 私です。 私の 背中 を 洗 

つて くれる 女中が 昨夜 私が 小さくな つた 程 やせた と 云 ひました。 人 は 私の 竊ゃ かなこの 悲しみ を 知らない。 

中 根 駒 十 郞氏宛 11 十月 九日 於 東京 〔二 五 四〕 

是非 弓術 は 御 指導 を 願 ひます。 毎朝 早く 射場に 行って 弓矢 を 取る とい \ 心持ちです U 八 も 二 三 人より 來 ません。 是非と 

,> ^御 誘引 致します。 

「叛逆 者」 の 印税の 事 委しく 御 報知 下さって 難 有う 御座いました。 明瞭 致しました。 早計に 物 を 申 上げた 事 をお 許し 下さ 

い。 領收書 を 封入して 御 返付 申 上げます。 佐 藤さん にも 御無沙汰 をして ゐ ます。 御 序の 節 {且 敷 願ます。 


原 久米太 郞氏宛 —— 十月 一 ？曰於 京都 四 條上繩 手 あかまん や 〔一一 五 五〕 

同志 社に あて、 の 御手 紙 は 昨夕 落手した、 多謝。 御 察しの 通り 出發 間際にな つてから 色々 の 用事 を 片付け 始めた のでと 

, ^ノく 開講 前に 兄に 御 目に 懸る 機會を 失して しまった。 昨夜 當地 着、 夕方から エラン. ビタル 會 員に まねかれて 石山 寺に 

十五 日の 月 を 見に 出 懸けた。 全く 日本 趣味ない \ 月見 をした。 何しろ 東京で 雨にば かり 遇って ゐた 所な ので、 京都の 日本 ■ 

晴れに はすつ かり 難 有が つて 仕舞って ゐる。 

講義 は 月曜と 火曜 だけ だから あとの 曜日 は 暇な 譯だ。 二十四日 頃に 貴地に けようかと 思って ゐ るが、 委細 は いづれ 

あとから 御 詳報に 及ぶ" 

生 馬 も 同宿、 萬 事 好都合に やって ゐる" では 餘事は 皆々 御 面 會の節 を 期す る 事に する" 

足 助 素 一 氏 宛 11 十月 二十 七日 於 京都 c 一一 五六〕 

今 口 は イブセンの ブランド をもう 一度 讀み 返へ して、 大學の 靑年會 館で、 野 村 愛正、 生 馬と 僕と II 一人で 講話す る 事に な 

つて ゐる。 而 して 其 入場料 を 秋 田 君に 送って、 來月 中旬に 此 地の エラン • ビタルで する 同氏の 芝居 を 見せるべく 旅費と し- 

て 经 るの  ださう だ。 

「生れ 出る 惱み」 は 思 ひ 切って 千 部 刷って 置いたら 如何な もの だら う。 その 位 は 遠からず 賢り 切れる と 思 ふが な。 大阪に 

行く 時 電享の 中で 商人 風の 男が 「生れ …… 」 を讀 んでゐ るの を 見た。 往來で 僕の もの を 讀んで ゐる人 を 始めて 見付け出 レ 

たので 僕 は 何となく 嬉しかった。 その 人 は 赤い ェン ビッを 出して 時々 印まで つけて 熱心に 讀 んでゐ た。 天滿の 停車場に 着 

いて 少し 恥 かしかった が 肩 をた- - いて 「私 は あなたが 讀ん でい らした 本の 作者です」 と 挨拶したら、 その 人 は惘れ た樣な 

顏 をして 僕 を 見やって ゐた。 又 その 人と 何時 逢 ふ 事 やら。 

1 九 一八 年  11 二 七 
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母 堂 宛 11 十月 二十 八日 於 京都 〔一一 五 40  一 

原 方に 廻送され た 手紙が 今朝 到着した ので 唯今 拜見 致しました" 風邪大流行の節にも係らず皆々樣御健勝の由大慶の1^}^ 

に存 上ます。  ， 

1 角 丸は眞 に赏寶 な もの 御蔭に て 子供達 も 大助かり 仕 4 口せ の 至りで 御座います。 私共 も 心得て 以後 は あやしい 時には 服 一 

用 致し ませう。 幸に 生 馬 も 平癒、 私 元 氣充實 して 居りまして 風邪の 窺 ふ 隙 もない 程で 御座います。 宿屋の 人達が 私の 活 S 一 

に は 驚いて ゐる 位です から 何卒 御 安神 下さい まし" 女中の 歸り 去った の は 閉口の 次第で 御座います 0 兎に角 こちらで も 誰 一 

か 一 つ 捜して は 見 ませう。  1 

昨夜 は 大舉の 靑年會 館で、 ^村 愛正、 生 馬 及び 私が 演說を させられました" 溢れる 程の 聽 衆で 御座いました。 私の 講演 

は 今 m で 三 囘 目になる _1 です が、 ニ囘： ：！ に は 50 より は 人が 多い 位で 皆靜聽 して くれます。 来た 甲斐が あつたと 氣 込ん； 

で 居ります"  一 

京都 は 大分 冷えて 来ました。 比 良の 山 や 丹 波の 山に は旣に 雪が 降り始め たさう で 御座います，。 今朝 起きて 戶を 開いて 1:^1 

ま 丁と 一 面の 河 霧で 座敷の 中に 白い ものが 舞 ひ 込んで 来ました。 而 して それが 今 美しく 晴れて 行きつ >1 あります。 

山 本で 病人の 多 いのは 心配の 至、 早々 皆々 の 快復 を 祈って ゐ ます。 愛子 も 大抵の 事で はありますまい。 原 も 夫婦 共 臥つ 一 

て 居ります。 

私の 通帳の 判 は 成程 私が 當 地に 持參 して 參 つて ゐ ました。 然し その 金 は 郵便局に ある 間 は 薄利で はあり ますが 利子が つ 一 

くので 御座いまてから、 私が 歸 京す るまで 其 儘に して 置いて いた どきます。 其 中 柿 を少々 ぉ经り 致します。 御 笑 味 下さい 一 

まし。 佐 藤、 山 S にも 御 福 分け 下されば 仕 合せです。 山 本、 高木に は當 方より 直接 经 ります。  一 

御大 事 を 祈 上ます。  一 


母堂 宛 —— 十月 ni 十一 日 於 京都 〔一一 五 <〕 

今朝 項 戴 致 候 二 枚の 御 葉書に 而行光 流行 性の 風邪に 犯され 候 由 承知 致し、 さらぬ だに 御 面倒 相 願 居候 處に、 更に 御 配慮 5 

相 懸候段 恐縮に 奉存 候" 然し 以 御蔭 段々 快方の 徵候有 之 候 事 何より 仕 合に 奉存 候。 何分 共よ ろしく 願 上 候。 尤も 度の 風 

邪 は 殊に 傳染性 嚴敷樣 子に 御座 候 へ ば 御 感染 遊ばされぬ 樣吳々 も 祈 上 候。 承 及候處 によれば キナ常 服 最も 有效 なるやう に 

御座 候 間、 早速 野 田 氏に でも 御 相談 御 常 服 被 候樣致 度、 外 傭人に も その やう 御 勸め被 下 候 は^ 可然 やに 奉存， 尙又此 

度の 風邪 は 全快 後 も い つまで も はっきり 致さず 倦怠 を 覺ぇ候 由 生 馬 も 申 居候 間、 , ^-快 後 も 行 光 は 暫く 學 校の 方 休業 爲致候 

方可然 かと 存申 候" 小 子 は 幸に も至而 健全、 日々 安 穩に暮 し 候 間 何卒 御 放念 被 下 候 機 奉 願 候。 

一 一 科會も 今日に て 愈.^ 閉會に 相 成 候 趣に て 生 馬 も 電荷 をお ろし 候 事と 存 居候。 兩 ni 日中に は歸 京の 途に 就き 險半。 柿 ま- 

同人 歸 京の 節 相 託し 可 申 候 間 左樣御 承知 奉 願 候" 

今週の 講演 は 去る 火曜日に て 結了 仕 候 間、 今 曰 は淸水 寺の 裏山 を獨 りに て 跋渉 致 候" 稚兒が 淵より 將軍 嫁の あたり 無人 

の 境と 思 はしき 靜 かなる よき 所有 之、 稍 i 色 づきし 落葉 林の 中 を 飽く事 もな く逍 0, 致 候而大 に元氣 付き 申 候。 夕方より は 

南禪 寺永觀 堂な ど 若き 舉 生に 伴 はれて 散歩し 唯今 歸病致 候 所に 御座 候。 明日 は大 阖書 館に 至りて 京都 見學の 準備 をと >f 

のへん かと 存 居候。 

京に 參候節 はま だ 蚊が 飛び 居候 ひしが、 目下 は 朝夕の 冷え 方 中々 に 候。 さりながら 紅葉 は 櫻の 葉の みに て 袷に 袷 羽織 位 

が 丁度に 御座 候" 何卒々 々御 自護專 一 に 被 遊 度 此段不 取敢御 返事 旁々 草々 頓首。 

富 澤美穂 子 氏 宛 —— 十 一 月 一 月 於 京都 あかまん や 〔二 五 九〕 

まだ 紅葉 は 櫻の 葉の みに 候 得 共 京の 秋 は 何處の 隅に もさ だかに 眺められ 候。 今日は 晝 より 時雨 模樣 となって 對 岸の 遊 所 
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の 灯 も あはれ に 候。 

秋雨 なれば 秋雨なる ま、 に 京の 灯の 夕暮 ごとの なつかし さかな 

京 を 去り 仏 i へる 時のお 葉書 は 落手、 多謝。 

秋 田 雨 雀 氏 宛 11 十一月 二日 於 京都 あかまん や 〔モバ 0〕 

新聞で 兌る と 何 か 飜譯物 をな さって いらっしゃる 相で 御 多忙な 事と 思 ひます が、 今日 大島 君が 來て 十五、 六、 七日に 當 

地で やる あなたの 演劇に 御 出席が 願へ ると 仕 合せ だから 御 便り をして くれと いって 來 ました。 御 都合が ついたら お出 懸け 

なさい ません か。 其 頃 は 京 も 秋 はたけな はで、 一番い.^ 時 かと も 思 ひます。 今日は 朝からの 雨で 外出 も 出来ず 謡で もうた 

つて 朝の 中 は 過し ました。 これから 一 っ讀 書で もしょうと 思って ゐ ます。 欄外の 疏水に は 雨が 落ちて 小さい 波紋 をい くつ 

も 造り、 緣 先に は if 滴の 音が 瀧の 水の やうに 聞え てゐ ます。 輕ぃ 旅愁が 心を靜 かに 壓 します。 

足 助 素 一 氏 宛 11 十 一 月 三日 於 京都 〔二 穴 一〕 

昨日から 京都 も 雨に なった。 どしゃ 降りに 降り つ^けて ゐる。 疏水の 水かさが 滑して 家の 土 豪： 柱に ひた-/ \ 上って 來る。 

塞 さがました 爲に 今まで 綠 をつ どけて ゐた 土手の 櫻 も 黄葉に なり かけて 來 た- 

學 校の 方 は 感冒の 猖 擬の爲 めに 來週 七日 間 休業と いふ 事に なり、 僕の 講演 はまと めて 來々 週に やる 事に なった。 僕 は 幸 

に 頑健 如 例 だ" 今朝 は 生 馬が 東京に 歸り、 大學 生が ホヰ" トマ ンを 聞きに やがて やって来る だら う。 

爲替は 難 有う。 まだ 局に は 行かない が 通知 書 はたし かに 受取った U これで 少し 氣が强 くなる。 

兄の 妻 帶間題 は 近頃 耳よりの 話 だが、 お 妹さんが 岡 山から 出て 来られない とすると、 ほんと に考 へて 見たら 如何 だ。 心 

當りは あるまい ね" 


枞 には會 つた 事と 思 ふが 感じ は 如何だった。 書物の 事 は 甘く 行き さう か 知らん， ブレ ー クを著 はしてから こっち 柳 ま そ 

の寶 質的な 思索が しっかりし た靑 年 舊靈を も牽き 出した の だと 思 ふから、 今度 出したら 前の やうな 哀れな 賢れ 方で は 

ないかと 思 ふ。 而 して 命 も 長いと 思 ふ y 兄が 損 をす る やうな 事 は 萬 あるまい。 書物 も そんなに 大きな ものに はなる まノと 

思 ふが リ 

この間 在京 都の 札幌 出身者が 僕 を わらん じ屋に 招いて くれた。 それが j 人々 々見當 違 ひなの だから 面白い。 飯 嫁 は翳學 

士、 中 江 は 工科 在學、 園 部は齒 科、 川 田 は 法科、 谷 村 は 住友の マンガン 製造所、 僕 は 小說と 來てゐ るの だから 驚いて しま 

つた。 大變 心持ちの い \會 をして もらった： 一昨日 は關 西學院 から 平賀が 二人の 友達 を 伴れ て 来た。 夕方から 夜に かけて 

南 禪寺永 觀堂を 逍遙した。 これ も I 寸 忘れられない 境 だ つ た。 

昨夜 は 京都の ある 商人から 麸屋 町の ある 料理屋に 生 馬と 夜食に 呼ばれて 始めて 京の 藝子 はんに 接して 見た 0 ば. ま ァ藝者 

が處嫌 はず 猥褻なる 内幕話 を 聞かせる のに は 、嘔吐 を 催しながら も謹聽 した 。この 纏に 来る 藤 山 雷 太 も 〇〇〇 も 靡 族 樣も蟲 

けら 同然 だね" E 値顚 倒が 思 ひ 切って ゐて 一 寸 痛快 だ。 若い 藝子 はんに は； IKC 見たい のが 不幸に して 一 人もゐ なかった。 

この間 は 清水寺の 裏山 かけて 稚兒ケ 淵から 將軍 嫁の 方を獨 りで 歩き 廻 はり 高臺^ に 出て 竹 久夢ニ を 訪れた。 色々 な 事 を 

思 はせ る 逍遙だった。 

兄の 風邪 はもう ぬけた かな" 留守宅で も 子供 二人、 分家で は 母子 やられた らしい。 然し 大した 事 はない 相 だ。 何しろ 十分 

用心して くれ 給へ。 僕 は 幸に 元氣 充溢、 歸 京したら 草 臥る かも 知れない が、 今の所で は 活動に 宿屋の 主婦 を 著 かして ゐ る。 

くれ <\ も 御大 事に。 

足 助 素 一 氏 宛 11 十 一 月 四日 於比截 山宿院 a 一六 一一〕 

宿願 を 果して 今日 寂光院 三 千院を 訪れた 後に 比 鎖に 登った U 中途で とつぷり 日が 暮れ果て、 足さぐ りで 歩く やうな しま 

1 九 一八 年  n 三 一 
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つ、 仕舞に は 全く 心細くな つて 漸く 宿院に 着いた。 まだ 何處も 見物 しないが、 其 夜の 寂 かさに は 全く 有 項 天になる。 その 

秋の ^氣 の淸 さに は淚 さへ 催される。 明朝 四 明に 登り 阪 本に 出よう。 曇り。 

原 久米太 郞氏宛 —— 十一月 五日 於 京都 a 一穴 15 

昨日 一 人の 畫 家と 一 緒に 八瀕、 大 原から 比截 山に 登り 山上に 一 泊" 唯今 歸 宿して 御手 紙を拜 見した。 御 病人 績 出御 難儀 

の樣 子が 察せられる。 東京の 留守宅で も 一通り はやって 退けたら しいが 幸に も 重 いのは 一人 もない ので 安心して ゐる。 - 

十日まで は 忙しい〕 多分 十一 日 十二 日 十三 日 (今週 は 風邪の 爲め 同志 社が 休んだ ので) と續 けて 最後の 講演 をす る箬だ 

から、 若し ゆっくり 來て 下さるなら 十四日に 來 ていた t きたいと 思 ふ。 十日 は 日曜で 都合が い \ が 先約 力 ある。 

京都の 秋 はよ くな つた。 今日 も大津 から 疏水 を 下った が、 兩 岸の 秋草と 松との 量 色 はもった いない やうだった。 だが 少 

し强 行軍 を やった ので 思 ひの 外 疲れた。 今夜 は 島 原の 角屋に 昔の 女郎の 風俗 を 見物に 行く。 

比截 山で は 林 相の 神々 しいのと 根本 中堂の 建築と に 感心した。 然し 思った 程ではなかった。 疏水の トンネルの 神祕 的な 

感じに は 犬に 5 たれた。 

神戶に はもつ 行きたくない。 出来るなら 兄が 来て 下さい。 尤も 週日の 事で あり 今まで 大分 休んだ 事で あるから 無 S カ行 

く樣 ではい けない。 十六 日の 夜 は 秋 田 雨 雀の 芝居 も あるから 十六 日の 晚 から 十七 日に かけて 来て 下さって もい、 かと 

が、 折返し 御 都合 を 知らして くれ 給へ。 

皆様 御大 事に。 草々。 

秋 田 雨 雀 氏 宛 -—— 十 一 月 六 曰 於奈良 〔一一 穴 四〕 

島 15^ さんの 死 を 知って 唯々 驚き 悲しむ のみです。 お知り 申した 間 は 近頃の 事だった けれども、 あの 劇の 爲 めに 身 を はめ 


込んで をら れる 氏の 態度に は竊 かに 敬服して 其 幸福 を 祈って ゐ ましたのに、 ほんと に 悲しい。 兄の 御 悲歎 も 御 察し & ます。 

靜 かな 處で考 へたく も あり 讀書 もしたかった ので、 京都 をの がれて こ. - まで 来ました。 三 四日 滯在 する つもりです。 考 

へねば ならぬ 事 は. K 當に 多い のです ね。 默 つて ゐ なければ いけない やうな 默 つて ゐて はならぬ やうな。 

佐 藤 繁井氏 宛 11 十 一 月 七 曰 於奈良 〔I 一六 五〕 

この間 は 御手 紙 難 有う。 僕の 著作 集 第 一 卷の 合本した の を そちらに ぉ輯 みして 置き ましたが 出来 は 如何でした か 知らん" 

風邪に か.^ らぬ樣 祈ります。 院兒 達に も ひどい のが 出ない やうに。 

この 佛 像の 尊 さ を 見 給へ" 飛鳥 朝 卽ち推 古 期の 製作 物の 中には、 見ても/ \- いつまでも 飽かぬ 惚れぐ する 尊い 藝 術が 

數 多くあります。 それが 大抵 本邦の 匠 人に よって 造られた もので はなく、 朝鮮 を經て 來た隋 時代の 作物 だとい ふに 至って 

情なくな ります。 夕方に なると 鹿が 啼 きます、 悲しい 聲で琳 しく。 

山 本 房 子 氏 宛 11 十 一 月ヒ日 於奈良 〔一一 穴 穴〕 

あなたの 好きな 奈 良に 來 ました。 この頃 は 鹿が さびしい 聲で よく 啼 きます。 この間 は 三 井寺に 行って あなた 方が 笑 ひこ 

けて 聞いた とい ふ 鐘の 蒂 人の 說明を 笑 ひながら 聞きました。 先生 不相變 風邪に も かとらないで 達者で ゐ ます。 其 後 御 祖母 

樣御 父上 樣 如何、 旅に まぎれて お尋ね もしません。 よろしく 願 ひます。 昨日と 今日と は ホテルに 泊る が、 奈良氣 分 を昧ふ 

爲 めに 明日から 曰 本 間の 宿屋に 移ります。 

正 倉院の 御物 も 見物す る 積り。 讀書 もしたい し、 中 々忙しい。 

御母さん にもよ ろしく。 
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谷川 徹三、 八 木 澤善次 雨 氏 宛 —— 十一月 七 H 於奈良 〔二 穴 40 

博物館に て 推 古 期の 觀 音像 を 兑、. 一見 鋼 着。 その 堂守に するとい は e 1 生 を 投じても 惜しから じと さへ 思 ひ 申 候" 古人 

の 心 唯 驚かれ 候) 

來十 U は 晴天 なれ かしと 祈. 候" 午前 十 時 頃 汽車 停車場に て 御 待 受け 可 申 候。 草々。 

足 助 素 一 氏 宛 I + 一  月 十 曰 於 京都 OH バ八〕 

今夕 奈 良から 歸り來 て 兄からの 多數の 紫書拜 見した。 又 「小さき 者へ」 を 難 有-つ。 御蔭で 「小さき 者へ」 も^に 生れ 出 

る 事が 出來 た。 前景 氣が 非常にい とい ふ 事 も 嬉しくない 事で はない。 唯 この 異常の 景氣が 僕の 眞價 に對 する 誤算から 來 

てゐ るか、 僕の 中に 忌むべき 通俗 味が ある 爲 から 來てゐ る もので なければ い. -と 祈つ てゐ る。 

新聞の 廣吿 の體裁 はま だく 不完全 だ。 足 助ら しい 所が 少し..^ 出て ゐな いと 思 ふ。 叢 文 閣式を 何ん とかして 發 揮したい 

もの だリ 

「小さき 者へ」 は 兄 も： K はれる 通り 製. K 貧弱の 感は あるが それ は 仕方がな いとして、 表紙の 題字の 赤字 はま づ 第一 にいけ 

ない。 それから 合本 扉の 靑 文字に 至って は 遂に 我慢が 出来ない。 新潮 社の 分のに は 兎も角 ブリュ ー. ブラックの 色が 出て 

ゐ るのに、 あの 綠色は 全く 閉： ：！ したよ。 再版の 時には あれ 丈け は少 くと も 是非 嚴密な 訂正が していた どきたい。 「小さき 

者へ」 とい ふ 表紙の 字 も 一 體が太 過ぎ はしない か。 

柳の もの を 出す 時には 表紙 製本に は餘程 綿密な 考慮 を こらす 必要が あると 思 ふ。 k 郞 著作 集 は 前々 の 轍 を 履んだ に 過ぎ 

ない が、 今度の もの は 叢 文閣の 装幀の 手腕 を 見せる もの だから 十分 深慮の 必要が あると 思 ふ。 夫れ に は 兄が 暇に まかせて 

旣 にある 本の 中から 兄の 趣味に 最も 適した もの を 選び、 其阖案 者の 誰なる か を 探り、 其圖案 者に 依頼す るか、 又 其 圖案者 


に 似た る 藝術家 を 選んで 考 へて 貰 ふが 第一 の 策 だと 思 ふ。 是れは 僕の 趣味 を 提出す るよりも 兄の 趣味に 從ふ 方が い M と 思 

ふ。 固より 及ばず ながら 相談に は與 るが。 

奈 良で！^ た 觀昔樣 が 忘れられない。 歸り がけに 名殘を けようと 思った が 暇がなくて 殘 念な 事 をした" 京都に 來て 見る 

と 京都が 矢張りい..！。 いつの 間に か 僕 も 都會の 人間に なって ゐる やう だ。 奈良 では 水，. かきたなかった" 膳部 調度が きたな 

かった〕 恐るべき 鈍感が 氣 になった。 

櫻 井 鈴 子 女史が 京都まで 出かけて 來る さう だ。 僕 は 少し 恐ろしく なって 來た。 何 か 下心が ある ものなら それ は 僕 を 失望 

させ 彼女 を 失 Si させる に 終る ばかり だ。 僕 は 彼女に 對 して 愛情 を 感ずる 事が 出來 ない。 友達と してなら 一種の 興味 (全く 

違った 性格から 來ろ〕 を 感じない 事 はない が。 

島 村 氏の 死亡 は 僕 を 悲しませる。 惜しい 人 を 死なせた もの だ。 

足 助 素 一 氏 宛 —— 十 一 月 十四 tn 於 e 須磨 〔二 穴 九〕 

昨日 朝 俊 子.：^ 亡の 電報 を 受けてから 直ぐ 出 〈鼓した が、 原の 所に 辯いた の は 夕方だった。 二階に 上って 原の 顏を 見る に 忍 

びなかった。 それでも 何 かかに か 話 をす ると 彼 を 慰む らしく nll^ えた。 夜 は 原 も 奥さん も 十一 時 頃から 寢 たから 少し は 休ん 

だか も 知れない。 僕 も 通夜 はしなかった。 夜に なって 人が 歸 つてから 俊 子に あった。 少し 水腫して ゐる外 は 生きて ゐる通 

りな 佛顔 をして ゐる。 兩 親の 悲しみが 太 當に思 ひ やられる。 而 かも 昨日 はい やに 知らぬ顔の 晴大 だった。 今朝 五 時半に 起 

きて 見る と 空 は 曇り 果て \ ゐた。 昨夜 は 雨が 降った の だ。 それ は又餘 りに 港し い 心 持 を 誘 ひ 出す。 全く 今度 はさす がの 原 

も 打く だかれた と 思 ふ。 奥さん も氣の 毒の 至り だ。 何ん とかして 後が さした る 事な く 行く やうに 祈って ゐる" 嘉憲 は脚氣 

足 を 引ずりながら 僕の 一 寸前に 歸 家した。 駿、 健 等 は 平氣で 騒 いで ゐる。 駿 (ぉ姊 さん 死んで 悲しく はない，^ 6 健 (悲し 

い) さう いって 又 直ぐ 笑 ひ 興じて ゐる。 明 曰午拔 一時 納指。 明！ r 午後 一時 須磨寺 敎會で 葬式の 害。 僕 は それ をす ますと 京 
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都に 歸る心 組で ある。 原の 近くに ゐた 事が この 出來 事に 對 して 不思議な 氣 がする。 兄と 僕との 名で 花を靈 前に 供へ たいと 一 

思 ふ。  , 

一 

原久米 太郞氏 夫妻 宛 — 十 一 月 十五 日 於 京都 〔一 145〕 

我が 心 おびえて あれば かりそめの 物の 音に も 打 ふり 向きぬ  L 

十七の 乙女 一 人が 逝きし なり さばかり なりと 思へ どかな し 

十七 の 年の 獺 波 は 音 絕 えて こ の 世に あらず 何處 にも あらず  一 

天津 國に君 は あなる と 人 は 云へ ど その 天津 國 我れ は 得 知らず  ； 

悲しみ はこ & にも 湧きぬ 幾 十 里 わが 家 をば 離れ たれ ども  • . 

瓦斯の 火の 晴 くも 靑き 下にして 物 も 思 はず 唯淚 しぬ 

ありと いは 父 我 は 淚に宿 るら む 君 を 思 へ ば淚 流る 、  一 

原 久米太 郞氏宛 11 十一月 二 土ハ日 於趨町 〔一一 セこ  一 

遠に 手紙 を 上げなければ ならない と 思 ひつ & 今日まで 御無沙汰 になって しまった。 足 助の 處 でも 兄の 御手 紙 を 見て いろ 一 

いろ その 當 時の 事まで 思 ひ 起して 淚を 催した。 俊 子 君の 寫眞は 僕の 書棚の 上に 妻のと ならべて 飾って ある。 物 を 云 はんば 一 

かりの その 姿 を 見る と いぢら しい。 奥さん はお 悲しみの あまり 耳 さへ 遠く なられた とか、 眞 にお 察しす る。 兄の 家庭 は 花 一 

の 散り 盡 した 冬の やうに なったら う。  _ 

東京に 歸 つて 見たら かなり 疲れて ゐ たが、 こ& にも 何 かの 雜 用が 待って ゐ るので 幸に 氣も ゆるまず にやって ゐる。 三兒. 

まう 比しい 事に は 健康 相な 顔 をして 迎 へて くれた。 母 も 先々 兔ゃ角 やって ゐる、 然し 寒さに 向 ふので 閉口して ゐる。 御 i 


族の 移轉は 何日 is- になる のか、 その 日に は 又 御 面 曾が 出來 ると 樂 しんで ゐる。 兎に角 今までの 家に は 色々 の 思 ひ 出が 多 過 

ぎていけ まい" この 冬 あたり は 是非 何處 かに 轉地 でもし 給へ。 

東京 も 寒くな つたから 須磨 もさす がに 時々 は 冷え こむ だら う。 病魔と いふ 奴 は 兎角 類 を 呼びたがる。 こんな 時には 殊更 

ら 15 心して くれ 給へ よ。 俊 子さん への 供養 は 兄 等が 丈夫で ゐて 外の 子供の よろこび である 以上の 事 は あるまい。 御 母堂に 

も 小さな 人た ちに も 好意 を くれ <\傳 へ て くれ 給 へ 0 

原 久米太 郞氏宛 11 十二月 八日 於 趣 町 〔一一. P 一一〕 

弱り目に た り 目で ひどい mi にあ はれた 由 は 知って ゐ ながら 遂に 御無沙汰に 打 過ぎて しまった C 然し 今朝 奥さんから 葉 

書 經過好 良と 聞いて 大 によろ こんで ゐる。 乾兒 さんの 風邪 も 順調で 囘復と 聞いて 是れ亦 安心した" それにつ けても 奥さん 

の 御 苦心と 御 疲勞の 程が 思 ひ やられる。 後々 を 十分 御注意 を 願 ひたい。 僕 も此兩 三日 風邪に やられた らしい。 身體の 具合 

が 思 はしくな いので 昨夜 は早寢 して 發 It を 試みた 處 がした k か 汗をかいた。 今朝 は 大分よ ろしい。 然し 正月 號の 原稿 は 全 

部 ことわった、 而 して 著作 集 だけに 全力 を盡 くす 事に した" 幸に 母 以下 元 氣でゐ るから 安心して くれた まへ。 何しろ 早く 

御 快方 を 祈る。 

富 澤美穗 子 氏 宛 ！ 十二月 十日 於 趣 町 〔二. pun 

ほんた 5 に 永い 間の 御 無 管に なって すみませんでした。 折角お 約束して 置いた 日 も、 近い 家に 不幸が 出来た 爲 めに 急に 

その 方に 行く 事に なって 履 約が 出來 なかった 事を殘 念に 思 ひます。 それからの 私 は寶に 多忙に 殺され さう でした" 毎日 客 

に はつめ かけられ 原稿の 催促 は け その 間に 下らない 家亊 上の 俗事に 追 ひ 立てられ 落 付いた 氣 分に なれない ので 御 出 を 願 

ふ 心地に も なれませんでした。 その 中 一昨日から 風邪に 犯されました。 幸に も 急いで 發汗 をした 爲 めに 幸 ひどく はなり ま 
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せんで したが、 今 は 家の 中に 引 籠り 原稿 も大 ii は斷 つてし まひました。 お蔭で 少し は氣分 だけ は樂 になり ました。 今 は 唯： 

第 八輯の 執筆に 專 心する だけにな つて ゐ ます。 お H にか. -る暇 も 出 來た樣 です が、 成る ベ くなら 母が 熱 に 行って からお 一 

出が 願 ひたいと 思 ひます。 (それ は 十五 六日 以後) それまで は 矢 張 何かと 家に て ゎづら はされ ると 思 ひます から。  一 

仕事が したい、 まとまった 仕事が したい、 唯 それの みが 願 はれます。 

御大 事に" 

i 

灰 谷 やす子 氏 宛 1. 十二月 十三 日 於 東京 〔ニセ 四〕  丄 

病床の 上で 親しく 錄 とって 下さった 御手 紙と 一 册の御 著書と は 數日前 手 もとにと^ きました が、 今日まで 御 返事 もせず 一 

打 過ぎた事 をお 許し 下さい。 御 著書 は 今朝 讀み 終りました。 而 して 度 々涙ぐませられて しま ひました。 あなたの 御 生活の 一 

方 J;!; の 王し さと その 感？ の 淸純さ を 私 はたし かに 感じて 涙ぐませられました。 羨まる ベ く 美しい あなたの 御 生活が この 地 一 

の 上に 永く 榮 える やうに 祈 上げます。  一 

御 著書に 勝手に 朱 線な ど を 引いた 事 をお 許し 下さい。 讀 みながら ついして しまった 業です。 殊に、  . 一 

「死に 面した 時に 生が：！  く …… 」  一 

の 言 紫で はじまる 一 章な ど は 病の 中に あられる あなたの 筆 を 通じて 伺 ふと 急に この 世が 輝いて 来る やうに さへ 思 ひます。 一 

御 察し かも 知れません が 私 は 二 年 前に 妻に 死別れ た 身です。 妻 を 私 は 吸 ひ 取つ てし まひました。 妻が 死ななければ こんな； 

切な 實感は 得られなかった かも 知れません が、 然し 今でも 妻 は 矢張り 生かして おきたかった と 思 ひます" 御 良人 や 御子 供 一 

達が 祈り 願って 居らる、 所 も 亦同樣 だと 思 ひます。 許されるなら —— 永生き して 上げて 下さい。 是れ につけても 茅 ケ崎病 

院は、 私の ある 經驗 によればけ しからぬ 所の 樣に思 はれます。 私の 親友の 一 人 は その 病院で ぺ テン 同様の 目に 遇 ひました， 1 

ゾ 、ま」. ん だか あなたが そこに 居られる のが 心^な やうな 氣 がして なりません。 然し あなたが そこに 滿 足して いらっしゃる； 


な り その 街 心持ち を破壞 しょうとして 申 上げる のではありません。 私の 僅ば かりの 經驗を 申 上げて 見た 老婆心に 過ぎ ませ 

ん から。 そこに 本 多と いふ 看護婦長が 居り はしません か。 その 人 だけ は院 中で も 光つ て 居る 人の やうに 聞かされ ましたが。 

若し あなたの 御 心に 反して ゐ なければ 私に あなたの 御 著書 (其 題目 は 私 はきら ひです から わざと 書きません) を 一 册下 

さいません か。 ー聚 ではない ニ册。 一 册を私 は 見せたい と 思 ふ 人が あります から。 

あなたに ホ ヰット マ ンを讀 ませて 上げたい。 

こんな 長い 手紙 を而 かも 始めての 方に さし 上げて ぉ病氣 にさ はり はしませんでした か 知ら。 さうな ぃ樣に 祈ります。 御 

大事に なさい まし。 よき 魂に 遇 ひ 得た よろこびの 餘 りに。 ， . 

丹 治 七 郞氏宛 11 十二月 十四 曰 於 東京 〔二  4J 五〕 

其 後は當 方より こそ 御無沙汰 申 上げて ゐ ました。 あなた 方れ 御 生活に 私の 思想が 何等かの 貢 獻を爲 し 得る とい ふ 事 は 望 

外の 幸です。 而 して あなた 方が 御自身の 生活 をよ いものに する 爲 めに は 精進な さる 有樣が 御手 紙の 中に 窺 はれて この 上な 

く うれしく 思つ てゐ ます。 つ ひに 勝つ もの はいつ でも 人知れず 深く 生命と 自然と に 根 を 張る ものです ね。 この頃 「：lj^ れ 出る 

惱み」 の モデルに 使った 靑 年から 最近の 畫 作の 爲 眞を途 つて 來 ましたが、 そこに 現 はされ た 自然の 姿 を 見て 私 は 唯 驚いて 

しま ひました。 何等 續謦 について アカデミックな 敎育を 受けない 入で も 一 心に 自然 を昆 詰めた 結果 は あんな カ强 いもの を 

生み出す 事が 出来る のです。 生活な り 自然な りの 上 つら を さすって 死んで 行く 人 はほんと に 不幸と いはねば なりません。 

共に 話す 人 もな く 冬を迎 へようと なさる あなた 方の 御 境遇 を 御 同情し ます。 一 度 は 御 邪魔して ゆるく 御 話が したい。 

然し そこに は 美しい 沈默が あるで せう ね。 毎日 新聞 ゃ雜 誌の 記者に せめられる 現在の 私から 見る とそれ は 美しい。 

御 義兄が ぉ惡 いのは 御 同情に 堪 へません、 早くよ くお なりな さる 事 を 祈 上げます。 私の 處 では 幸に 三 子と 共に 頑健で 暮 

して ゐ ます。 三 子 はほんと に 大きく よくな りました 。今日 も久 振りで 彼等 を 速れ て 三越に 行つ て 歳. 春 を I 貝って やりました。 
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明日 酷 達される 品物 を 樂んで 三人 共 今夜 は 殊に 元氣 よく 歌ったり を どったり して 寢に 就きました。 それ を 彼等の 母に も 見 

せて やりたい やうな 氣 がします。 では 御大 事に。 

原 久米太 郞氏宛 11 十二月 十六 n: 於麴町 〔一一 セ 5 

足 助の 話に よると 乂々 發 熱された 由、 但し 腫物からの ではない との 事で 安心 はして ゐ るが、 嘸 かし 御不自 a 且御 r 古 痛の 

事と お 察しす る。 十分 攝養 して 早く 解熱 せられん 事 を 祈る。 何んでも 今度 はいつ もの 蒸氣 ポンプの 輓馬 風に やらずに 木 村 

を 見習って 闇 牛と 出かける 事 だね。 癒っても うっかり 早まって はいけ ない よ" 是れは 今から くれぐ もい つて 置く よ。 一 

家と 共に 溫 泉に でも 行 つて 大に成 貧 振り を發 揮し 給 へ 。 

年末の 雜 S に まぎれて 仕事が 出来ない のが、 つらく つてい けない。 こっち とらの 商 賣は氣 分 一 つ だ もんだ から、 一度 こ 

ぢら される と 一 日 何ん にも 出來 やしない。 何ん とか 簡易 生活法 を 案出し なければ 愛讀 者に も申譯 がない 次第 だ。 

正月の 大阪 毎日に は十囘 程の 小說を 出す。 保養が てら 讀んで くれ 給へ。 生 馬 も 里 見 も 少し 勉强 した 樣だ、 何 か 現 はれる 

だら う。 

大に 今日は 亂筆を 極めた。 御 判 讀を乞 ふ。 少々 仕事の 出来ない 不平 も手傳 つて ゐ ると 思 ひ 給へ。 

奥さんに よろしく、 御大 事に なさい と傳 へて くれ 給へ。 

木 田 金 次 郞氏宛 11 十二月 二十 一 日 於 東京 〔二. P 七〕 

先達の 御 便りと 今度の スケッチと をた しかに 受取りました。 兄の 御 進境に は 感心して しま ひました。 然し 私 をして 盲目 

なる 勝手 をい はして 下さるなら、 兄の 自然に 對 する 態度に は 間然す る 所 は 更にない と 思 ひます。 あれ 位 大事に 自然 を 取 あ 

つか はう とした 人 を 私 は 今の 畫 家の 中に 見出し 得ない や 5 な氣 がします。 然し 表現 方法に 行く と 兄に はま. たく 遠い 道が 


殘 されて ゐる やうに 思へ ます。 例へば 兄が 近景 を 描き 終って 遠贵に 移られる 時、 畫の 上で 其區別 をな さる 事 を 忘れて 居ら 

れ ないか" 兄が 近景 を 見る 時と 同 一 の 執着 を 以て 遠景 を 見られる の は 至當の 事であります が、 それ を畫 面に 描き 現 はす 段 

になる と、 近景の 物象 を 顧慮す る 事な しに 遠 i を 描き こんで は、 畫が 自然よりも 平板に 單調 になり はしない でせ うか。 兄 

の 畫には 距離と いふ もの は 十分に 現 はされ てゐ るのに 何 か 遠 さ を 思 はせ ない のが、 筆致の 單調 による もので はないで せう 

か。 もう 一 つ は 筆が 少し 自然に 威壓 され 過ぎて は 居ない かとい ふ 事です。 もっと 自然 を輕く 見たら と 云 ふ 意味で はあり ま 

せん。 もっと 兄が 自然に 合致し たらと 思 ふまでで す。 是等は 然し 私の 素人 考 へです。 御參考 になる か 如何 か 知りません。 

兹に 一 つ 御 相談と いふの は 兄の 畫を 欲しい とい ふ 入に あの 畫の中 數枚を 分けて 下さる 事が 出來 るで せう か。 それ を 許し 

てお 貰 ひしたい のです。 すぐ 葸望御 返事 を 下さい。 

拜見 後： 小 取敢。 草々。 

原 久米太 郞氏宛 i - 十一 一月 一 一十 四日 於趨町 r 一一  七 八〕 

其 後 は 益々 御 快方の 事と 思って 御 全快の 日を樂 しんで ゐる。 昨日 は 森 本が 尋ねて 來て 兄の 近況 を 語って 行った。 彼 も 兄 

に與 へられた この度の 打撃に は 一 方なら ず 同情して ゐた。 奥さん も 別に 大したつ かれは 來 ないだら うな。 

母 は 行 光 を 伴って 酒 勾の 妹の 家に 避寒して ゐる。 急に 暇が 出た 樣で大 に勉强 して ゐる。 實際 兄の 云 はる >f 如く 當 分の 家 

事の 俗務 も 僕に は藥 だ。 仕事が 妨げられ るの だけ は 不平 だが、 その外に は 決して 不平 は 云 はない から 安心して くれ 給へ。 

元日から 大阪 毎日に のる 小 說を经 つて 置いた。 七八囘 程の 短い もの だ。 僕 を 知って くれられる 兄に は 多少の 興味が ある 

かも 知れない が、 I 般の讀 者 は 呆氣に 取られる だら うと 思って ゐ る。 

それ はさう と 蜜柑 を 澤山難 有- 今朝 箱 を 開いて その 事な のに 驚嘆した。 早速 生 馬、 英 夫に 分配す る 事に した。 くれぐ 

れも御 鱧 申 上げる。  . 

1 九 一八 年  三 三 一 
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所謂 年内と いふ もの も餘 日が なくなった。 來年は 兄の 所に よい 年が 來る やうに と 祈って ゐる。 いつ 頃 退院 か 知らん。 成 

るべ くなら 家で 御正 月が 出來 ると い.. 1 がと 思って ゐ るが。 

久保正 夫 氏 宛 —— 十二月 二十 九 B 於 東京 〔二 七 九〕 

昨日 小 旅から 歸 つて 來て御 手紙 を拜 見した 爲め にお 返事が おくれました。 御 許し を 願 ひます。 京都 滯 在中 は 失 禮を申 上 

ました 0 

「完全の 鏡」 を御譯 了な された について 何 か 書け とのお す. -めは 身に 餘る御 厚意と 難 有く 存じます が、 實は私 は 一 個の 作 

家な ので、 if 者と して 何等の 素養の ない ものです。 聖 フランシスに 關 する 書物な ども 二三 は讀 みました が、 C 《者の 眼を以 

て 讀んだ 事はありません ので、 御 著に 何 か 書く 段になる と 全く 閉口して しま ひます。 許して いた^く 事 は 出来ないで せつ 

か。 柳宗悅 君な ど は 最も 適當 な 人で はない かと 私 は 思 ひます が、 若し 御望み があって まだ 御存じがない のなら、 私から 御 

紹介 申 上げても よろし 5 御座います。 

ぉ譯 しにな つた 「小さき 花」 は 私の 藏 書の 中に あって 咸： 讀 致しました 本です。 あなたの 御 立派な 御 仕事が よき 種 を 人の 

心に 植 ゑつけ る 樣に祈 上ます。 

寒い から 御用 心 を 祈 上ます。 御 返事 迄。 草 々0  . 


一九 一九 年 

足 助 素 一 氏 宛 i 1 月 二日 於 東京 〔二八 0〕 

御 安 蕾で こっち も 安心した。 波が 荒れさうな お便りだった から 如何 かと 案じて ゐた。 禪 僧の やうに 孤 獨 で 正月 を迎 へた。 

大きな がらんと した 家の 中に ゐ るの は 寒い もの だ。 兄が たつてから 三十 1 日の 朝 坂 W 兄が 見えて 紙の 相談が あつたが、 年 

内に は 買 はない 方が い.^ だら うと 云った。 坂 田 兄の 意見 を 聞いて 見る とその 方が よさ さう だった。 

兄の あの 手紙 は 兄と 別れた その 夜 床に 就いて から 見て すっかり 滅入って しまった。 あの 頃の 兄の 事を考 へる と、 而 して 

兄 を 如何す る 事 も出來 なかった 僕の 事を考 へる と、 全く 海中に 投げ出された 二人の 赤坊の やうだった と 云って い X ね。 蓮 

命の 一寸先き はほんと に 分らない。 あの 手紙 は 珍 襲に 値する。 兄が あれ を 示して 下さった 事 を 難 有く 思 ふ。 

昨日と 今日は 先 づ廻禮 に 過して しまった。 明日から 又 仕事に か >- る。 ， 新年の 雜誌も 生 馬と 里 見の もの- -外 は芥川 氏の も 

の を讀ん だのと 志賀の ものと を讀ん だば かりだが、 志賀の ものに は 矢 張 感心 させられた。 表現に 誇張が なくって 感じが 深 

い。 セン ティ メンタルで なくって 而 かも 潤って ゐる" そこが 彼の 身上 かと 思った。 

何しろ こんど は ゆっくり 養生し 給へ。 僕 も 出來る だけの 事 はして お助け をす るから。 留守の 方に もたん と 懸念な さるな。 

明日 あたり 一寸 行って 見ようかと も 思って ゐた。 其 中 何 か罐詰 もので も经 らう。 左樣 なら。 

原 久米太 郞氏宛 —— 一 月 一 ず 於 翻 町 〔ー1<  一 〕 

正月になる 前に 退院が 出来た か 如何 か遙 かに 御 案じしながら 年が くれてし まった。 其 後 御 容體は 如何 だ。 僕の 處 では 母 

と 子供 等 は 酒 勾で、 僕 だけ は禪 僧の やうに， .1- らんと した 留守宅で 越年した。 何事 もな しく。 

I 九 一 九 ^  H 三 三 
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何しろ 早くよ くな つて 貰 はない と 何 か 心細い。 九州 行 は 何日 頃になる の だ。 足 助 は 又舊躐 せきが 烈しい のに 辟易して 又 

又 豆：？ r の 土 巴 こしけ んだ" 今度 は 十分 體の 囘復を 得る まで 二 ヶ月で も 三 ヶ月で も 居る とい ふ意氣 込で 出かけた 力 多分 は 

一ヶ月 も 居た. t まらないで 歸 つて 來 るかと 思って ゐる。 何しろ そこいらに 病人が 居る の は 全く 閉口 だ" 生 馬 もこの 頃少々 

不健康で、 明日から 一 家 を 擧げて 熱 海に 出かける。 

「或 女」 の 原稿 を 早く 作成し なければ ならない と 思 ふと 氣 ばかり あせる が 仕事 は 思 ふやう に 出来 難い。 然し 二月 末 頃まで 

こ は饭こ ，なつ て讀ん でもら へる かと 思って ゐる 0 

しろ 大事に し 給へ。 姓名 帖を あてがって 新年 狀を 書かした から 執筆 先生 無責任に も 兄に も 出した かも 知れない がそれ 

は 許して くれ 給へ。 左樣 なら。 

经 つて 下さった 蜜 W は 恐ろしく 結構な ものだった。 子供達 は 朝から 賞味して ゐ た。 

東京 は 度々 去年 末 は 降雪が あった、 今年に なっても 中々 塞い。 第一 あまり 日の目を見ない、 「朝晴 雪」 處の さわぎに あら 

ず。 

今年 は 小生の 厄年 だ、 何 かもち あがる か 知れた もので はない。 元日の 朝早く 齒 がかけ た (尤も 瀨戶 ものの)。 かつく 奴な 

ら大變 だら う。 紋付を 一， 虎たら 羽織の 紐が 眞黑 だった。 葬式の 時に 着た なり を 下女 先生が 着せ 居った の だ。 母で も 居れば そ 

んな事 はない の だら うが、 これ も かつぎ 屋 であったら 大變 もんだ。 そこ は 暢氣な もので かけた 齒 はかけ た處 にあて がって 

兎に角 間に合せ、 黑ぃ紐 は黑ぃ 紐の ま.. -で 悠然と 禮ま はりに 出かけた。 

有 島 行 郞氏宛 11 1 月 六 曰 於 東京 〔二八 一一〕 

災 せられた る 年 逝きて 希望 多 かるべき 年来り 申 候" 君に も 健かによ き 歳 を 迎へ給 ひけむ. 大學の 新しき 課程に も i 味 多 

くい そしみ 袷へ るな らんと 遙 かにお よろこび 申 上 居候。 


s: 上と n 一 兒とは 酒 勾 山. K 別莊 にて 越年な され 小生の み柬 京に 留り申 候處、 三日 以來發 熱して 今日 漸く 起床 致 候樣の 仕儀 

遂々 御無沙汰に 及 候- 今日は 何たる 凶日に や 朝來三 軒の 家に 死者 を 弔 ひ 申 候、 一 は 安藤 母堂 二 は 命尾老 先生 一二 は 松 井， 磨 

子、 歳 は 八十 nr 八十 九、 三十 四、 須磨子 は 身 を 殺して 抱 月 氏の 後 を 追 ひたる 次第に 候。 

日本に 於ても 今年 は 思想 上に 動搖 あるべき と共に 實際 にも 何等か 激しき 運動 起り はせ ず やと 豫想纹 され 候， 維新 以来の 

ほんとの 維新 は是れ からなる ベ しと 存ぜ られ 候" 我等 思想界に 籍を 置く もの は愼 重の 考察 を 要する 事に 候 U 

经金は 舊臘內 に 御 受取 下され 候 半 か、 或は 不自由な され ざり しゃと 御 案じ 申 上 居候 U 

折角 御 無事にて 御 起居の 程 祈 上 候" 此夏 休暇に は 一度 御難 休 如何に 候 や。 母上 殊に 翹 望の 御樣 子に 御座 候。 目下 分家 は 

熱 海、 佐 藤は舊 分家へ 移轉、 山 内 は 四 谷に 新築 出 來舊臉 引 移 申 候り 

先 は 新年の 御 祝儀 旁 草々 敬白。 

昨年 末冩 したる 三 兒の 寫眞御 慰みに 御覽に 入れ 申 候。 

富 澤美穗 子 氏 宛 —-— 一月 六 曰 於：！ 町 〔一一 八 一一 一〕 

あなたのお 手紙 は 私 を 恐れさせます。 御文 言 を 其 體 的に 云 ひか へれば 戀と いふ 字で 置き かへ る 事が 出来る 樣 にさへ 思 は 

れ ます。 そんな 事 は 萬々 ない 事 だと は 勿論 思 ひます が 若し さう だとす ると 私 は あなた を 絕對に 失望させる やうに なり はし 

ないかと， 忠 ふからで す。 私の 心 は 今 枯れ 果て \ 居ます、 恐ろしい 程 枯れ 果て K ゐ ます。 それ は餘り 激しい 噴火が 齎らす 當 

然の 結果なる 死火山の やうです。 火が な いんで はない、 火 は 今でも 有り 餘 つて 困る 程 ある。 然し それが 地表に 出て 來る時 

は 何時 だか 私自身 も 知りません。 一 生来る 事の なかれ かしと 私自身 は 願って ゐる程 この 靜 寂が 恐ろしく も ありな つかしく 

もあります。 何卒 それ を 御 承知で 私と いふ もの を 見て 下さい。 而 して あなたの 心の 火が 更に 活々 した 他の 對 象に 對 して 全 

燃 的に 働く 機會の ある 樣に 祈つ てゐ ます。  、 

一九 一九 年  三 一一 一 五 
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友と して あなた を 有する 事 を 私 は よろこび とします。 それと これと は 私に ははつ きり 展 別が 出來 ます。 あなたに 御出來 

こならない とならば 私達 は 今の 中に 好意 を 持ち 合った ま \ お別れす るの が 恐らく 兩 者の 爲 めに ぃ&事 かと も 思 ひます。 

あまり 露骨な あて 推量 をして 失禮 かと も 思 ひます が、 思った 事 は 云って しま ひ 度い 質です から、 御 懇意 づ くに 判然 申 上 

ます。 この 言葉の どれ もが 萬々 1 にも あなたの 悲しみと ならぬ 樣に。 

足 助 素 一 氏 宛 11 一  月 九 曰 於 東京 〔二八 四〕 

五日の 朝に は須磨 子が 死ぬ、 その 夕に は 命 尾 先生が 死ぬ、 六日の 朝に は 僕の 名付け親の 老 細君 安藤の 母堂が 死ぬ。 僕 は 

六日の 日に 三 軒 死者の 家 を 尋ねた、 何ん とい ふ 凶日だった らう。 命 尾 先生の 死 は莊嚴 だった、 須磨 子の 死 は 美しく 悲し か 

つた、 安藤 母堂の 死 は 平凡 他の 奇が なかった、 その代り その 家に は 後嗣 者に 美しき 許嫁の 阿孃が 來てゐ た。 一死 三樣 人 

生の 多 趣 も 亦 極め 難い。 

原の 丹毒に は 全く 驚いて しまった。 今朝 僕の 方に も 細君から 通知が あった。 今度 こそ 原の 奴 も 心から 打 i 力れ てゐ るに 

違 ひない。 何ん とも 云へ ない 悲壯を 感ずる。 然し 何ん と 云っても 喪心 は 死 だ、 意地で も 張りで も 通し 切る 外 はない。 死ぬ 

まで はしぶ とく 構へ て 生きて 見ろ より 仕方がない。 その上で 人生と いふ ものに 血の 極印 を 押す の だ。 その 極印の みが 本當 

に 人生 を さばき 得る の だ。 つく <\ とさう 思った。 

僕の 風邪 は先づ 全快した。 今 曰 は 二つの 葬式に 立會 はなければ ならぬ。 仕事の 方の はかどらな いのは 察して くれ 給へ 

校 王 は そろく 來 出した。 坂田君にはそんな譯でまだ正月：！^來會はなぃでゐる。 

祈 御 恢復"  ■ 

行 光が 一昨日 歸 つて 来た、 少し にぎやか になった。 母と 行 m とが 少し 風邪 を 引いて ゐる 相た。 

兄の 筆磁は 如何。 筆 を 執って 見た か。 


富 澤美穗 子 氏 宛 —— 一 月 十日 〔1 一八 

E>ear  Friead  ：  . 

I  Hand  thoroughly  what  you  meant.  We  can  be  a  good  friend.  Not  only  I  have  no  objection  whatever  to  it,  I 

appreciate  ever  so  much  your  impl:dt  tl  ca  i.  I  i  worthless,  but  I  sha に try  to  deserve  your  friendship.  Only  I  fear 

you  dwell  in  a  tower  of  ivory  which  you  built  on  me,- whom  you  perchance  take  for  very  soHd  and  sound.  Hope  you  shall 

not  be  dgllus  oned  some  day  or  other.  I  eaving  the  rest  to  the  further  interview,  I  remain. 

truly  yours, 

川浪 てい子 氏 宛 11 一月 十二  B 於 東京 〔一一 八 六〕 

時々 は 御見舞 を 申 上げようと 3 心 ひながら 遂に 御無沙汰 をして しま ひます が、 この頃 は 少しお よろしき 由、 然し あの 御手 

紙が 御 病床の 上で 書かれた ものである こと を 想像して、 この 四 五 年来の. 御 境地 をし みぐ とお 察し 申 上げます。 蓮 命と で 

も 云 ふ ものに 對 する あなたの 强ぃ御 態度の 底の 御 心持ち もお ぼろげ ながら 御 同情が 出来る やうに 思 ひます 0 傍で 見て ゐて 

ももう 試練 も 大抵で よさ さうな もの とのみ 思 はれます。 

而 かも あなたが 病に 屈せず 病に 遇って 益 i 頭の^え るの をお もらしな さるの を 伺 ふと 更に 悲しみ を 感じます。 

去年の 秋 京都に I ヶ月 程 滞在し ました —— 話が 思 ひ 存分 飛びます。 11 その 間に 奈良に 行って そこの 博物館に 行き 推 古 

朝に 百濟 入が 作った と稱 せられる 丈. K 程の 觀 音の 像 を拜ん です つかり それに 戀 してし まひました U 若し その 御堂が 出來て 

堂守 を賴 申されたら 私 は よろこんで 私の 仕事 全部 を 抛擲して、 その 堂守と なること が 出来る とさへ 思 ひました. そんな、 U 

地 をした 時から 思 ふと 今 は 私 は 我執の 慮です 0 自分の 著作に 嚼み 付いて ゐ ます。 中 々出来ないで 悲しんだり 怒ったり して 
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ゐ ます。 二月 はじめに 出るべき ものが 二月 末に も 如何 かと 思って ゐ ます。 三日から 發 熱して 三 四日 就床、 それが よくなる 

と 子供の 一 人が 臥て しまったので 心が いらくして 思 ふや 5 に 行かない のです。 滾々 と あふれる やうで なければ 本 當のカ 

は あら は、 て 来ない ので はない かと 思 ひます。 然し 私 は 同じ 苦し むんでも 怒 るんでも 他の 苦しみ 怒りに 比 ぶれば 比較に な 

りません からこの 道 を 捨てられません。  . 

川浪 rl- こも 暫くお！ H に懸 りません、 苦しんで ゐられ る こと、 御 同 情に 堪 へません。 そちらの 寒い しめ やかな 御 生活 も殊 

に 思 ひ やられます。 先達 は 創作 を御發 表に なった のでせ う、 私 はま だ拜^ せずに ゐ ますが。 何しろ 御大 事に なさい、 と 申 

すの も 月並 かも 知れません が、 さう 祈る より 外に 道はありません。 

原 久米太 郞氏宛 I 一  月 一 一十三 曰 於 趣 町 〔二八 セ〕 

卞 ITI からの 来信で 御 返院を 知った。 非常に よろこんで ゐる。 嘸 つらかった らう、 然し 再 家族 一同の 團欒を 得た の は 何よ 

り、、 こ。 S しさう いふ 時に 奇妙に 辦 しい 感じ もしょう けれども、 先 づ當分 は 何事 も考 へずに ゆっくり 養生して 捲土重来の 素 

地 を 作り 給へ。 お 互に 是れ からだ からな。 

文壇の 有象無象の 渦中に 出る の が 面倒 だから 總 ての 會 から 脱 會 して 全く 孤立した。 氣が 晴れ，， ^する。 作品 も a. 立して 

發 表が 出来る、 是 れも氣 持ちが い、。 僕が 元 來文學 を 選んだ の もこの 境地 を 得たかった からだ。 然し 自分の カを考 へる と 

稍 i 閉口して ゐる" 

木村晴 牛の 大著 は 愈々 警醒 社から 出る 事に なった。 一 寸 のぞいて 見た がごく 通俗的に 科學の 智識が 澤 山人れ 込んで ある 

から、 一般 讀者を 益す る 事が 多い と 思 ふ。 竹 崎の 譯文も 同社から 出る 事に なった。 足 助 は 土 肥から 歸 つて 来たが 矢張り 歸 

ると せきが 出る とこ ぼして ゐる。 あの 體 では 先 づ 冬季 間 は 海岸に 住んで 二三 日に 一度 づ" 上京す るの が 最上 策 かと 思って 

ゐる" 


病 をして ゐた行 光が 昨日から 起床した から 明 曰 母と 共に 熱 海に 行かせる と、 僕 は 生沽の 上で も兹 暫く 全くの 孤立になる" 

その 間に ゆっくり 自分と いふ もの も考 へ よう。 

何しろ 大事に し 給へ。 大病の あと は 殊に 大事 だよ U 

吹 田 順 助 氏 宛 il 一月 二十 一！ 一 曰 於 東京 〔二八 八〕 

其 後 はこ ちらより こそ 御無沙汰して ゐ ました。 兄が ヘッベル の譯を 完成され たにつ いて 足 助が 出版 すれば い.， T がと 願つ 

てゐ ませ。 尙 卞失禮 私も拜 見させて いた^きます。 

「小さき 影」 を 認めて 下さった 事 を 深く よろこんで ゐ ます、 あれ は 多くの 人達から は 見落され さうな もの だと 思って ゐま 

したが 果して その 通りでした。 それに 兄が 認めて； 卜さった ので 非常に カ强く 思った のです。 

今 は 頻りに 「或 女」 にか \ つ てゐ ますが、 なかく 思 ふやう に 行かぬ ので 殘 念です。 讀 者を滿 足させる だけの ものに な 

れ ばい. -と 思って ゐ ます。 鬼に 角、 .Ha に 働く 丈け の 地歩 を 占め 得た こと は 仕 合せです。 是れ から やれる だけ やって 見 ま 

す。  - 

風邪が 流行す る やうです から 切に 御 自愛 を 祈 上げます。 

不収 敢御禮 迄。 

家 族 宛 11 一  月 二十 ART 於麴町 〔二八 九〕 

信 子 殿よりの 御來 書に より 御 一同 樣御 健勝の 趣 承知、 大に 安心お よろこび 申 上 候。 當方 も宰に 至て 元 氣に暮 し 居候 間 乍 

憚 御 放念 被 下 度 願 上 候。 昨日 思 ひ 立ち 足 助 君と 同道 千 葉縣大 原に 參申 候。 (しづ も 其 節 同伴の 事に 致 置 候處ぉ 化粧 間に あは 

ず 其 日 午後 出 發歸鄕 致 由、 皆々 樣へ よろしくとの 事. - 目的に して 參候所 は 更に 何の 奇も無 之 失望 仕 候處、 其 附近に 小生が 

1 九 一九 年  、  三 三 九 
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敎へ たる 晨舉士 あり = 村 中の 薦家 大家に して 驚くべき 贅！； なる 生活 致 居候が、 其邊に 土地 澤山 所有し 居り 今日 一 日 見 4.J く 

れ候處 中 一ヶ所 非常に 好適の 所 を 見出し 申 候。 西方に 美しき 老松の 砂山 有. 南方 開きの 平坦なる 砂地の 麥 畑に 接し、 一 側 

に は縣道 走り 一 側に も 相當の 道路 有 之候處 にて、 町より 七 八 町 海より 七 八 町 離れ 居、 二階 を 建れば 海岸 も 見え 候 處に有 之、 

千 二三 百 坪 も 可 有 之と 存じ 候 U 一  つ 賈 ひ 物 かと 思案 罷！^ 候。 近き 將來に は 必ず 殷盛の 避 奢 地と 相 成るべき 所 かと 存じ 申し 

今夕 歸宅仕 候" 行 光 叔父 様の 御 後援に ぁづ かり 居候 由 法外の 仕 合せ くれぐ も 御禮申 上 候" よし子 も大槪 平癒 ー兩 日中に 

退院の 事に 相 成 候 趣に 御座 候。 

與謝i^KSょり機島到來とて茄子及び胡瓜の福分けにぁづかり申候。 餘り 見事に 候 ま 極少々 に は 有 之 候 得 共 入御 覽 

候" 先 は 小 旅の 報告 旁 i 草々 如 件。 

行 光 へ 

をぢ さまに けいこ をして いた いて ゐるさ 5 です ね。 そんなえ らいせん せいは めったにな いからせい を だしてよ くお つ 

しゃる こと をき いてべ んき やうなさい。 あなたのお ともだち は みんなが く かう でなら つて ゐ ますから、 せい を ださない と 

ま： C ておくれて しま ひます からね。 がく かう はや すんで ゐた がかへ つ てよ くで きる やうに なった とせんせ いが 云つ て 下さ 

る やうに えらく おなりなさい〕 あなたが たがお るすの 中にば ば もよ く べんき やうし ます。 敏、 行ョ さんに もよ ろしく。 

山村 暮鳥氏 宛 11 二月 二 曰 於 東京 〔二 九 0〕 

諸方から 雜 誌を经 つて 下さい ますが、 私 は 自分の 懶慢 から 滅多に al を 通した ことがありませんでした。 ところが 「苦惱 

者」 を 頂戴して、 計らず あなたの r 眞實に 生きよう とする 自分の 詩」 とい ふの を拜 見して、 思 はず 涙 を 流して しま ひまし 

た 0 

詩の 形式の 如き は 私に はよ く 解りません" あなたの 詩に 盛られた 純 眞な御 心持ち は 深く 私に 微底 しました。 私の 觀に實 


- 生活に 安易な ものが 涙 を 流した と 申した 處で それ は 寧ろ 滑稽と いはるべき もの かと 思 ひます。 これ は 他人に 申すべき 事で 

はなかった かも 知れ ませぬ" 然し あなた は 私の 心 持 を も 全くお 笑 ひ 捨て もな さるまい と 思って あなたの 名 譽の爲 めに 些ゃ 

かながら 一 つの hcgage を呈 したいば かりに この 手紙 を 書きました。 

あなたの 御 仕事の 上に 祝福 を 祈 上ます。 

木 田 氏 繪畫展 通知 狀 III 一月 五日 〔二 九 一〕 ， 

「生れ 出る 惱み」 と 云 ふ 私の 小說の 主人公の モデルに 闲ゐ た靑年 漁夫 木 田 金次郞 氏から 三 四十 枚の 鉛筆の 習作 を经 つて 來 

ましたので、 本人の 承諾 を 得て それ を ほんの 同好の 諸君に だけ 鑑賞して いた く爲 めに さ， t やかな 展覧 會を 開きます 0 御 

暇 力 ありましたら お望みの 方 をお 誘 ひ 合 ひ 下さいまして お出で 下さい まし。 

場所 —— 趣 町 區下六 番町十 番地、 佐藤隆 三方 (泉 鏡 花 氏 宅 向 側 あたりの 路次を 入りた る 所〕 

期日 11 大正 八 年 二月 九 曰 十日 兩日 午前 九 時より。  ， 

附記 ，—-- 金に も 時間： i も餘裕 のない 木 田 氏に 少しな りと も餘裕 を寄與 する 爲め にお 望の 方に は 同氏の 作品 をお 讓り しま 

す。 

山 衬暮鳥 氏 宛 —— 二月 十 一 日朝、 憲法 發布 三十 年 記念の 曰 於 東京 〔一！ 九 5 

御手 紙と 詩集と を 難 有く 存じました。 詩集 は 早速 開卷 して 五六の 御作 を拜 見して 矢 張 感激 致しました。 私の 書いた もの 

を卷 末にで も 御の せ 下さる とい ふ 御 好意 は感. 致します が、 到底 そんな 資格 は 持って ゐ ません ので、 どうか 許して いた i.f 

き 度く 思 ひます。 謙 適な あなたの 一 入の 讀者 としてお 認め 下さる 樣願ひ 上げます。 

御 健康が お 勝れに ならない 事 を福士 幸次郞 氏から 伺 ひました。 寒さの 折 柄です から 切に 御 自愛な さって 斯道の 爲 めに， 

一九 一九 年  三 ra; 一 
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盡し なさる 事 を 祈 上ます。 一昨日と 昨日と は 「生れ 出る 惱み」 の 主人公が 描いた 畫の 小さな 展覽會 を 開いて それに 忙殺 さ 

れてゐ る 間に 御作 を讀 みました。 「父の おん 手」 を朗讀 して 皆 を 感心 させて やりました。 今日から は 又 旅に 出ます ので (自 

分の 仕事の 爲 めに〕 五六 日 は 熟 讀の期 を 得ない と 思 ひます。 御禮 まで 草々。 

原 久米太 郞氏宛 i 二月 十一 日 於 趣 町 〔二 丸 三〕 

どうも 途り もの は 手紙た けで 廣告 してお いて 忘れて しまった 樣だ) だから 今明日の 中に 發、 途 する。 御 笑 味 下されば 幸甚。 

親切心 は 中々 あるが 實行 のない 所が 藝術 家の 特色と あきらめて くれ 給へ。 

「生れ 出る 惱み」 の 主人公の 描いた 習作の 展覽會 を 一昨日と 昨日と 二日 行った。 一 曰 三 四十 圓の收 入が あった。 本人 はよ 

ろ こぶ 事 だら うと 思って ゐる。 

今 曰 は是れ から 「或 女」 の 原稿 を 書く 爲 めに 五六 日 旅行す る。 兄が 本 月末 上京す るの を樂 しみに して ゐる。 

東京 は 毎々 雪で せめられて ゐ るが 貴地 は 如何。 今 曰な ど は 雪の 上 を 吹く 風で 中々 塞い。 何しろ 惡性 感冒 も 流行す る 折. g 

十分 御大 事に なさい。 寸報 草々。 

木 村 德藏氏 宛 11 二月 十 一 B 於 趣 町 〔二 九 四〕 

僕 は 今日から 旅行に 出 懸けて 十六 日の 晝歸 つて 來る。 警醒 社の 事な ど は 書き 殘 してお くから 兄が 來 たら 讀んで くれ 給へ。 

ゆっくり 滞在して くれ 給へ。 

救世軍の 演説と いふの は 逢阪 信 M 心 君 (御存じの 害、 今 は 大尉に して 銀座 小隊 長) が大學 普及 講演の 事 菜 を やって ゐて、 

新 渡戶、 内 村、 大島， 其 他の 人々 も 時々 講演す るので 僕 も旣に 二三 度した 次第 だ。 逢阪 君 も 是非 兄に していた r きたいと 

の 事だった。 兄 は 勿論 承諾して くれる ことと 思 ふ (蟲 がい \が さう 決める〕。 で どうか 至急 逢阪 君に 向けて その 夜の 講演 


を 知らして やってくれ 給へ。 (十五 日 「土曜日」 午後 七 時 頃から だ) どうか 願 ふ。  .ー 

兄 は 僕の 家に 泊って くれる 事と 思 ふ。 逢阪 君が 十五 日に は 打合せに 來る 事に なって ゐ るから その 積り で。  , 

逢阪 君の 番地 は、 京 橋 區京橋 際 救世軍 銀 座 小隊 逢阪 信 K 心 

それから 十六 日の 夜 新渡戶 先生 其 他と 會食 する ことにな つて ゐ るから その 日 は豫め あけて 置いて くれ 給へ。 右 至急。 一 

足 助 素 一 氏 宛 —— 二月 十七 曰 〔一一 九 五〕  一 

瀧 H 氏の 所に 行ったら 内務省の 阖書 課長が 知己 だとい ふので 紹介して くれ、 今夜 七 時 過ぎで なければ 會へ ぬと いふので 一 

七 時半に 出かけたら、 話が 長び いて 御 使に 間に合はなかった、 失禮。 矢 張 あの 部分 は 問題になる 相 だ〕 直で なく 側寫 なら 一 

い- - との 事 だが、 その 位なら ない 方が い、 から 除く 事に する。 他の 部分 も 二三 ケ所心 付いた 所 は 訂正して 置いた からもう」 

大丈夫 だと 思 ふ。  一 

藥が おそくな つてす まなかった、 御 役に立て ばい. -が。  一 

明朝 は 九 時 某 分の 汽車で 出發 する。 何 か 用が あったら それまでに 傳 へて くれ 給へ。 御 病氣は 十分 御大 切に 願 ふ。 一 

• 昆布 は 難 有う。 

有 島 行 郞氏宛 11 二月 二十 一日 於 熱 海 〔二 九 六〕  一 

去る 十八 日常 地に 母上 を 御見舞 致 候。 當 地に は 母上、 三兒、 及 生 馬 君 一 家 (目下 大島滯 在中 ：>  あり 一 同 無上の 元 氣に付 一 

御 安心 被 下 度 候。 この 地に て 一月 十 n in: 御 差 出の 御手 紙 拜見致 候。 经金 おくれ 候 爲 め 御迷惑 相 成 候樣子 誠に 御氣の 毒に 存： 

上 候。 

學科は 毎日 御 多忙 の 御 樣子中 々 御 骨折り の 事 と存上 候" 惡 風邪 流行 の 折 柄 この 上 とも 御大 事 に 御 勉强可 相 成 候。 

一九 一九 年 ，  三 四 三 
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舜三 氏 死亡の 事實は 意外 千 萬、 君に もこの 上な き 御 心痛に 御 力落しに も 有 之 候 半、 實は 同氏 遣族歸 京に 同 半して 君 こも 

御歸朝 ありたら ばとの 議當 方に 起り 居候 旨 高木 迄 申 通 置 候處- 適當の 同伴者 有 之 候 由に て 夫れ には不 及との 返^に 候 J- 卸 

電報 も 不申上 其 儘に 致 候 次第に 御座 候。 高木 母上の 御 悲歎 は 見る も 憐れなる 由に 御座 候" 

當地 にて は 目下 御存知の 植木 fei 市太郞 泊り込み にて 造園に 參 居り、 曰々 庭に 於て 働き 居候" 每 日々々 面目 を 改め 參候事 

中々 の兒 物に 御座 候。 母上に も 御 慰みの 樣 見受けられ 申 候。 この頃 は ni 兒も 大分 成長し n 一人に て 喧嘩 も不致 おとなしく 活 

潑に 遊び暮し 居候" 母上の 御世 話 は 中々 の 事ながら 當地 にある 御蔭に て 風邪に も 不被犯 幸に 存居 候。 小生 は文舉 上の 仕事 

に は 充分 多忙に 消光 致 居候。 思 ふやうな る 仕事 は 不出来 候 得 共 鬼に 角 努力 は 致 居候。 佐 藤に て は 元 分家の ゐ たる 所に 引 移 

り 来り にぎやかに 相 成 申 候" 山 内の 新築 はやが て 完践の 事と 存候。 宏大なる ものが 出來 上り 候 は 宜敷候 得 共 中々 入れ 置き 

候 もの 夥しく 不足の 由に て 困り 居候。 

平和 會議 の爲め 日本より は績々 渡歐 する もの 有 之、 米國 通過の 向 も 多き 事と て 時には 御存じの 人に も 御邂返 か. V 存候" 

新渡戶 先生 も 本 月末 後藤 男と 渡米 さる. -箬、 御 近所に 御 出の 節 は 御 訪問 可然 か。 當 方の 樣子も 大體は 御 わかり 相 成 候 事と 

存申 候。 

先 は 好 便に まかせ 草々 敬白" 

木 田 金 次 郞氏宛 I- 二月 1 1 十五 曰 於 東京 〔一一 九 さ 

二月 九日 十日の 兩 日に 弟 生 馬の 舊 屋の畫 室で 開いた 兄の 展覽會 は、 若し 盛大と 云 ふ 事が 出来なければ、 非常に 氣持 のい 

いものでした。 s 十五 面の 額 (一面 を 除く 外 は總て 同じ 大きさ) は 順序よ く 二列に 壁に かけられました。 壁紙 は 階 綠のも 

のに 貼り か へ た處が 額との 調和が 思 ひの 外よう 御座いました。 iBi 室に は 五六 鉢の 植木鉢と ニ臺の 大火 鉢と 長椅子 小 椅子が 

配置され て 簡素な 裝 飾が 出来ました。 門の 處には 木 田 金 次郞氏 習作 品 展覽會 とい ふ 新札 を かけました。 


八日の 日 は 東京 は 稀 有な 大雪で、 九日の 日 は 朝から 思 ひ 切った 好晴 になり ました。 二階に なって ゐる その 聱 室から 見る 

と 家々 の 屋根の 雪から 洗った やうに 澄み 亙った 靑 が續 いて そ^ろに 北海道の 冬の 晴れた 日 を 思 はせ ました。 女子大 學の 

英文科の 生徒で 小 樽から 來てゐ る 辻き よと いふ 入 を 第 一 日に、 尾 竹 越 堂と いふ 日本 畫 家の 末 娘で 尾 竹紅吉 といった 靑轄派 

の 同人なる 人の 妹に 當る淺 井み っゐ とい ふ 入 を 第二 日に 手 傳に賴 みました。 二 入と も 私の 處に 出入して ゐる 人達で 喜んで 

働いて くれました。 それより 前 八十 人 程の 人に 出した 招待 狀の 葉書 は 別紙の 通りでした。 

1 番 W つたの は 作品 を讓與 する 時に 値段 を 如何した らい. - かと 云 ふ 事でした。 私が 勝手に 決める 譯には 勿論 行きません。 

考 へ た 末に 額緣が 一 圓 五十 錢程か つ た箬 だから (實は 額 緣代は まだ 取りに 來な い のです が大體 そんな もの だら うと 決算 

してし まひました。 若し 推定 額より 高かったら 私の 損- 低かったら 兄の 損と あきらめる 事) それ 以上 いくらでも 觀る 人が 

評價 して くれる やうに とい ふ 事に しました。 さぅすればどんな貧乏な學生の如き人でさ へ兄の熱！^^者は 一 枚 を 得て 朝夕 樂 

しむ 事が 出来る と 思 つ た からです。  ， 

初日に は 五十人 次ぎの 曰に は 七十 五人來 ました。 非常に 心 持が い  といって いつまでも 居殘 つた 人 も ありました。 

二日 目の 夕方 簿晴 くな つて 霄燈が 點 つてから 總 仕舞 をし ましたが、 あんな 潘 しいい やな 心 持 は、 一寸 經驗 しない 位で し 

た。 展覽會 でも 數日 やつ て 見たら あんな 心 持はなくなる かも 知れない が、 私に は その 時の 感じ は 忘れられ ないだら う。 

愉快に 感じた 一 つ はいつ か 兄が 札幌で 始めて 私 を 訪ねて くれられた 時、 一 緒に 伴って 来た その 人が 突然 二人の 岩 内の 靑 

年と 見に 來て くれられた 事です。 多分 その 方から 旣に 通信 は 行った 事と 思 ひます。 あれ は 「棒 腰」 とい ふ 山 だ、 あれ は硫 

黃山 だと 敎 へられた の は その 方からで した。 その 方 達 も 非常に 喜んで 吳 れられ ました。 

兄の 作品が 一枚 平均 十圓 にも 足らずに 買 はれた の は 兄に も 不服 かも 知れません が、 それ を 買った 人が、 多く は智 的な 從 

つて 金錢 上の， 目 由 を 有しない 人達 だとい ふ 事 を 知って 我慢して ください。 大家の 庫 中に 塵 を 被って 藏 せられる ょタ も、 さ 

う い ふ本當 の 熱愛者 に 常住 眺められ てゐ ると い ふ 事が 兄に も 滿足だ と 思 ひ ます。 

一九 一九 年  三 I： 五 
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殘 つた 畫 は額緣 付きで その 中 御返经 します。 兄の 收入は 振替 貯金で ぉ经 りします。 

小さな 旅行 を 二度 程した 爲 めに 御 報告が 遲れ てす みません でした。 手傳 つて くれた 二人の 少女 達に は 私の 專斷で 額面 を 

一 枚づ 、あげましたら、 私から 十分 御禮 をす る やうに との 事でした。 

兄の 今年の 御 收獲を 鶴首して待って 居ます。 百圓 そこくで は 何ん のた しに もなら ないか も 知れない が、 兄が 油 1- を K 

かれる 何 かの 用に は 立つ かと 思 ひます。 

丈夫で 御 勉强を 祈ります。 私 は 幸に 丈夫です。 今日 「或 女」 前篇 を 書き上げて 書肆に 渡した 所です。 草臥れました。 然 

し 自分の 仕事が 曲り なりに も 一 段落 を つげる 程 愉快な 喜び はない。 この 心 持 は 何人に も 解るまい と 思 ひます。 

家 族 宛 —  二月 二十 八 曰 〔二 九 八〕 

唯今 信 子 君より 熱 海に 御 歸着相 成 候 由 の 御 消息 に 接し、 皆々 樣不 相變御 健勝 の 御 樣子も 承知 安心 仕 候" 

ニ十三日は命尾先生の追善會に赴き候^5|來|暑殊の外多數にて賑々敷、 私 は 霄永氏 を シテに 廻して 螞 丸の ッレ. を 謠ひ大 

に 喝采 を 博し 申 候。 晝後は 福 島 氏の 葬儀に 列し それより 猿樂 町に かけつけ 長の 藤戶、 治の シテ 及び 家元の 大會を 見物、 從 

つ て 中 野 氏の 鸚鵡 小町 は拜聽 せずに 終 申 候  >  小村樣 への 御狀は 直ちに 御 渡 申 上候處 其に ありし 「あ 離 命 尾 未亡人に お 晃せ相 

成 候 由 に て 老夫 人 は 感慨に むせび 落涙 致 店 ら れ候。 

昨日 は 東京 帝 國大學 なる 新人 會と 申す に獨り 演說に 出かけ、 四 人 程の 聽 衆に 對 して I 時間 餘の話 を 致し 其 後 古野 博士な 

どと 會 食. 若き 人達の 氣焰 中々 に 御座 候。 同夜 は 三河屋 でも 文士 學 者の 會合 あり、 キ： 催 者 山 本と いふ 鹿兒 島の 人 (藤 s!5 御 

夫婦が 世話になって 居る 人) 二度 迄 來會を 促しに 參候得 共 遂に 參會不 致、 性質の 面白から ぬ會 と被存 候、 是れは 生 馬 君 ま 

で 申 上 候 (君 も 東京なら ば 招かる. 所な りし 故 )o 山 本と 申す 人間 は 沒理漢 らしく 候り 

東京 も大 春め き來 り 此樣子 にて はさして 寒き 日 も來る まじく 風邪 も 稍 M 下火に 相 成 #： 樣 なれ. ま、 行 光 若 し 希望なら. ま 


敏 と共に 御 分家に 御 願 ひ 四日 歸京 させ 下され 候 樣願上 候。 尤も 敏行は 開校 迄に 歸 来れば よき 事 なれば もう 少し 後 にても 差 

支 は 無 御座 候 得 共、 幼稚！： 卒業 際に 參 居る もよ ろしき かと 存候。 

金 百圓 小切手に て 御 经申上 候。 銀行に て 御 引出しの 節 御 印 御 持ち合せな きをお それ 裏に 捺印 致 置 候 得 共 熱 海 銀行に 御用 

ひ なれ の 印 御座 候 は ば それ を 御 W 被 下 度 候" 尙 御引拂 の 節 は 御 入用 の 額 御 申 付 被 下 度 直に 御 经呈可 致 候。 

幸に 御 留守宅 一 同 元 氣御安 意 被 下 度 此段御 一 報 旁々 草々 敬白。 

母 堂 宛 11 一一： 月 十 曰於齒 町 〔一一 九九〕 

益 i 御淸 適の 事と 拜察 奉大賀 候" 其 後 信 子さん は 如何に 御座 候 や。 昨日 あたり 御歸 りかと 心待ち 致 居候へ 共、 其 事な く 

稍々 御 案じ 申 上 居候" 歸京 早々 生馬發 熱、 野 田 氏 も I 時 は 肺炎の 手 あてな ど 致 候 a なれ ども、 昨日より 旣に 下熱 相 成 候. 

なれば 順次 快パ. と存 居候" 

曉子、 行 光 は至而 元氣、 昨 日曜に は 曉子は 山 本に、 行 光 は 向井と 花 月 園に 出向 申 候" 

一 昨日より 神 戶木村 君 上京 滞在中に て、 昨夜 は 共に 有 樂座を 見物 致 候" 今朝 は仙臺 より 同氏の 義妹 上京の 害の 處着 宅な 

き 故、 唯今 木 村 上野に 參 候へ 共、 電話の 樣千 にて は 次 ^ 不栢 見當、 紛失 かと 存ぜ られ 候。 さすがに 木 村の 妹に 恥ぢ ざる 次第 

に 御座 候。 

昨日 は 午前 十 時、 川 添 三次 氏の 葬儀に 列し 申 候、 哀れに 御座 候 ひき。 

三 島 男爵の 薨去、 この頃 は 驚かれぬ る 事の み 多き 事に 御座 候" 

明日 は 其 葬儀に 列す る 事に 御座 候。 

右 御 一報 旁々。 せぶ 頓首)  . 
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3  ロシク C 

母 堂 宛 ！ 三 月 十二 日 於 趣 町 〔一一 一 00〕 

信 子さん が歸 京して から 菌子も 申 上げませんでした。 敏行は 無事に 着 京して 翌日から 霸 して ゐ ます。 ma 

京が 思った よ i いので 小ズ 閉口の 擊 です がさした る 事 はない と 思 ひます。 生 馬 も 方です から 御 案じ 遊ばえ 

ますな〕 私 は 全快と 申して い 去で になり ました。 戶川は I 引 籠って は 居ます が 勿霸ぃ 方ではありません。 

唯 顔の 色が 非常によ くありません U 一人 手傳の 女の人 も 來てゐ ますから 入院の i はない と 思 ひます。 門， もう 大ヒ 

夫 

飯 田は储 人の 不足と 仕事が 忙しい 爲め參 上 致 兼ねる 由です。 1^ 出の 母堂 は 十二になる 孫 女が 去る 五日から 盲腸炎の 氣味 

で 段々 レ 、方で は ある 相です が 手が 放せない 相です。 神 尾 母上に も 今日 山 本で お 遇 ひ 申し ましたが 女中の 居らぬ 爲め矢 g 

駄目、 御 兩人共 非常に 殘 念が つて 居られました， 其 代り 山 内が 十四 曰に 夫婦で 洋ーを 伴うて 參上 するとの 事です。 私 ま 十 

八日 頃に 參上 しませう。 家の 片付け は 水 谷 S 若い もの を賴ん でし 5 ふの が 一 番便 利かと 存じ 孕。 子供 はこの 春 まこ 

又々 御 厄介になる の もい かやと 思 ひます。 是れは 然し 母上 樣の御 心 次第に 御 定めと 願 ひます。 春休 頃に は 此方の 氣 侯も惡 

く はない と 思 ひます から 東京に いらしても 大した 事 はない かと 思 ひます。 

御 申 付の 澤庵は 夫々 分配 致させます。 難 有う 御座いました。 幅 物 は頓と 失念 失禮、 十四日に 山內に 託します。 

今日は 山 本に 出 懸け 晝飯を 御馳走に なり ニ兒も 後から 来り 神 尾 母上 も 見え 大分 謠を 稽古し 一」 貰 ひました。 山 本 も 大分 快 

活 L2 見えます。 同家 母堂 少恙 にて 御 引 籠り、 然し 是れ もさした る 事 は 御座いません。 

今日は 春雨ら しい 雨が 降って 中々 塞い 事で 御座います。 かう 氣溫 の變 化が ひどく つて は 全くた まりません。 

先 は 右の み。 草々 如 件。 


原久. 米 太 郞氏宛 11 三 月 十六 曰 於 趣 町 〔ミ0 一 〕 

其 後 は 大變な 御無沙汰 御 容赦 を 乞 ふ。 毎日 原稿 を 責め立てられて ゐ るので、 兄で はない が 全く 負債 を 山 ほど 持った 樣な 

風で 何時でも 氣が氣 でない。 長生き をしょう とい ふに は 損 だと 思 ふが 生來の 怠慢 致 方な し。 其 代り 怠慢の 方で 長生きが 出 

來る だら う。 

先般 は須田 氏が 御上 京の 節 態々 御來 訪土產 物まで 下さった が、 丁度 不在で 失禮 したので 早速 御！ S びの 手紙 を 蒭 いたに は 

書いた が 借て 翁 地 を 忘れて しまって 出す 事が 出來 ない。 心殘 りで 仕方がない。 御 序の 節 宜しく 御 言 を 願 ふ" 

木 村 も 先日 上京して ニ晚か 泊って 行った" あの 骨 皮 道 人が 一 入瘦 せて 見えた の は 氣の毒 千 萬だった。 出版の 方の 用事 も 

略 M ー洛 着した。 九月に は 市場に 出る 事になる だら う。 

仕事と い へば 兄 はま だ 全快と は 行かない 中に あんまり 纏 齪し給 ふなよ。 兄の エネ ル ギ.. 'は 異常な もの だが 濫用 は 全く 謹 

しんでくれ 給へ よ。 然し 色々 の 仕事に 目鼻が ついて 行く の は 結構 な 事 だ " 足 助 は 活版印刷 所が 敎科霄 の 仕事 か 何 かで 少し 

も 他の 事に 手 をつ けない ので 手お くれ 勝ちな ので やきもきして ゐる らしい。 この s„- は 暫く 遇 はない が 健 嵌らし い。 明後日 

は 満洲から 來た投 島 鑑と會 食す る ことにな つて ゐる。 

「或 女」 も そんな 事情で 或は 出版が 少しお くれる かも 知れない、 もう 然し 遠い 未來 では あるまい。 五六 日の 中には 兄の 御 

手許に も屆 ける 事が 出來 ると 思って ゐる。 

京都に は 四月の 下旬から 出かける 積り だ。 神戶女 學院で 少數の 女生に 話 をす る 事に なって ゐ るから 一 度 は 神戶に 行く 箬. 

だ。 その 節 は 御 厄介になる だら う" 

高木 舜 nr が 死んだ の を 知って ゐ るかえ。 來 二十 八日が 葬式の 豫定 だ、 二十 五六 日に 遣 骨が 米國 から 着す る" この頃 は 年. 

順な どと は 云つ て ゐられ ない、 全く 無常 を 感じさせられる。 

I 九 一九 年  三 四 九 


有 鳥武郞 第 第八卷 

それで は 又 其 中" 

佐 藤 繁井氏 宛 .11 三月 十七 曰 於麴町 〔ョ 0 一一〕 

h の 間の 月曜 曰に は I 式が あった 爲 めに 行けません で殘 念し ました。 子供の 爲め にお 菓子まで 墨して 置いて 下 

た 1 意 は 難 有く 存じます。 段々 あなたの 仕事が 廉に這 入って 行く 事 を 私も 嬉しく 思 ひま t きたが 養の 擊る 

はれる 事 を 唯々 祈ります。  n-f,? 

早 證文？ 一月 號を| りし 享。 その 中に、 r 直武 郞論」 とい ふの が あるが、 それだけ は 切り 拔 いてし まって あり 

享か 誌の 中にはありません。 それ は； 一； 月號に 亙って 出て ゐ ますが つまらない ものです。 平凡な 事が 平凡な 筆で いつ 

て ある 丈け です。 二月 號の 新潮に 載った S 幸 次駕の もの 去が まに 光った 議と、 續な囊 を 持って ゐ享。 

つきく に 用事が 持ち 上 つ て來る の で、 靑梅は 今年 も斷 念し なければ ならな い きって ゐ ます。 

御 返事 迄" 

』巩 崎 夏 子 氏 宛 ー ミ月 二十 曰 於柬京 〔一一 一 25 

今朝 與謝野 女史よりの 御 消息の 序に 貴女の 御恙 重き ft^ し來 候， 幾度 か拜 接の 機 あらんと せし 因 像 をた よりこて Is ど 

呈し 上げ 候、 ぶしつけ 御 許し 下さるべく や"  ， {  5 

； 著者と しての よろこび は眞に 自分の 作物が 相 當に價 値 づけら れて. アップ リシェ， ト せらる き 知る にきた るき 

無 之 候。 ほのかに 伺へ る 所に よれば かねてより 拙著 を 御 謹 下され 候 由、 一度 はお 目に， 候て 御 I も S と樂 

I み 居候 も、 羅 熟さず 其 儘に 相 成續心 惜しく 存 居候に， 御 引 籠りの 秦及 候て は、 I しく 感ぜられ 申 候 U 何卒 十分 御 

養生  一 rn も 早く 御 全快の 程 偏に 祈 上 候" 來 月末に は 京都 同志 社に 講演の 爲め 上洛、 一ヶ月 程は滯 在の 心 組に 御座 候^、 若 


し尙 その 地に 御 逗留なら ば 御 舞 かたぐ 御 面 會の折 も あるべく や。 又 五月 末より 六月 はじめに かけて は 東京 女子大 舉に 

て 講演の 事 約 柬致申 候 間 若し 御 全快に て 御 歸京も 相 成 候 は ば 其 節 そ こ にて 御 目 もじ 可 致 候" 

女の 方の 呼吸器 病は惡 くなる につけても 好くなる につけても 結 は 早し と 承 及 候。 貴女の 如くよ くお 分りの 方 は， 改めて 

申 上 候 迄 もな く 候 得 共 凡て を 快く 運命の 手に 委ねられ 大きな 心に なられ 候て 時機 を 待 たれ 候 はば 御 全快 程 ある まじく と 堅 

く 信じ 申 候。 

よき 世に 候、 悲しき 事 も 苦しき 事 も 結局 はっくぐ よき 世に 候" 活き 給へ かし。 

足 助 素 一 氏 宛 11 ni 月 三十日 於 鎌 倉 圓覺寺 松嶺院 a 一： oin 

宙 si; 庵 は 駄目で 表記に 落着く 事に なった、 山門 を 這 入る とすぐ 左に ある 構への 二階 だ。 天井 は 低く 疊は 古いが たった 一 

入で ゐられ る 嬉し さはない。 默 つて 獨 りで 考 へよう。 この 地 は 櫻の 盛り だ Q 

有 島 生 氏 宛 —— 四月 七 於 松嶺院 c 三 0 五〕 

御手 紙 今朝 落掌 御 依 賴の件 は 早速 札幌の 方に 申して やりました から 不日 返事 を 得る 事と 思 ひます。 昨日 は 思 ひも かけず 

三人の 子供達が やって来て 樂 しく 半日 を 過し ました、 例の 要 山で" 

たんと ではな けれども 聞き 知って 訪問 八の あるのに は 閉口して ゐ ます。 然し 仕事 は豫定 だけに は 進行して ゐ ます。 今年 

位 ゆるやかな 心で の 經過を 賞^した 事 はあり ませぬ。 桐の 葉 一枚が 開かれて 行く のに も 無上の 心 持 を 感じて ゐ ます。 粗 

末な 食物が どれ 程 頭 をよ く 働かせる かとい ふ 事 も わかりました。 大島 ではよ ぃ收 獲が ある やうに と 祈って ゐ ます。 信 子 さ 

ん其 他に もよ ろしく。 御 返事の み。 草々。 

1 九 一九 年  三 五 一 
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足 助 素 一 氏 宛 11 四月 十四日 〔ョ 0 穴〕 

昨日 早朝 洗 陋の爲 めに 井戸に 行って つるべ をた ぐったら、 つるべ 槽に 蛙が 一匹 胡^をかいて 上って 来た。 平生なら 飛び 

上って しま ふ處 だが、 場所柄 は 不思議な ものです つかり 可愛らしく なって 其奴 を 驚かさない やうに そっと それ を監 にあけ 

てつる べ槽を その ま X 井戸が はの 上に 置いて やった。 今朝 も 行って 見る と 先生 依然として 元の ま X 喉 を ひこつ かせて 胡 坐 

を かいて ゐた。 「や あお 早 5」 とまって やりたかった。 水 をく む爲 めに やむなく つるべ 槽を たぐりお ろしに か.. ると 先生 降 

り 際に 挨 接の つもり か 井戶の 中に 向けて 放尿 一 番 した。 僕 は 怒る 心地 もな く 先生の 小便の まじった 水 を 汲み上げて 央く顏 

を 洗った。 五 時半の 事 だ。 氣 がせいく した。 めでたしく。  * 

今日の 夕方から 黎 會で沖 野 氏の 例の 話が あると 通知が 来たから 午後から 出掛 かける。 今夜の 中に 歸 るから どこに も 寄 

ら ない。 今までに 二 五 五 頁 書いた。 

原 ク米太 郞氏宛 —— 四月 十六 曰 大雨の 後 於 鎌 倉 阒覺祥 寺 〔一一 一 0 七〕 

御手 紙 御 葉書 色々 頂戴 多謝。 つい 原稿の 忙し さに かまけ 御無沙汰した。 俊 子の 思 ひ 出の 歌 は、 歌 は 拙な e ど 5 は 悲し か 

つた。 

仇な りと 名に こそ 立ちき 櫻 花 年に 稀れ なる 入 も 待ちけ り 

年に 稀れ な 人 も あらず 嗚呼。 

山寺の 籠居 も 今 四 五 H になった。 寂寞 境裡に 起居す ると 搭て 帝都と いふ もの X 塵埃が 苦になる 事 夥しい。 獨 居して ゐる 

と 相手 力な L の でよ くひと りごと を Ifir つ てゐる 自分 を兑 出す。 

「さあ 牛 を あた >t めよう ね」 


「面倒で も 洗 ひ 物 をして お置き」 

など、 それが 自分に 對 して 發 せられる 丈け に 情愛の こもった 可愛い X 聲だ。 八 間 不思議な 處でロ マ ン ティ/になる もの か 

な 0 

著作 は 思った より 進んだ、 多分 四百 faf を 越す 原稿 を 抱いて 都 門に 入る だら う。 二十日 間の 苦闘 永し と 云 ふべ からず、 然 

しこの 爆 彈 可な り 炸裂 力が 强 い 積り なり。 

二十 七 曰 夜 京都 着の 見込。 

祈 御 健在。 

有 島 生 馬 氏 夫妻 宛 —— 四月 三十 曰 於 京都 あかまん 屋 〔ョ 0 八〕 

早速 御手 紙 難 有う。 あかまん 屋の 連中 は 1 同 無事にて 如 例 厚意 を 以て 迎 へて くれました。 講演 は 二十 九 ：n から はじめ ま 

した。 今度 は 人數を 制限した ので 大分 やりよ くな りました。 晚 春の 京都 は 何ん とも 云へ ませぬ。 燕が やって 來てゐ ます。 

天 氣の節 は 日中に でも なれば 單 衣で 出歩きたい 位です が 朝夕 はさす がに 冷え <\ とします。 今 曰 は 朝來の 雨で 見る ものが 

なごやかに 思 はれます。 京まで やって 來て I 夜飮み 明かした 吹 田、 原、 足 助な どの 中が；^ - 散した ので 昨夜 は 始めて 安々 

とした 眠 を 得て、 今朝 は 長閑な 心に なって ゐ ます。 留守宅の 方 何分よ ろしく 御 配慮 を 煩 はします。 昨夜 は 早速 都 踊 を 見せ 

られ ました。 粟 飯 かしぐ 間の 夢の やうです。 

今日 も是れ から 講演 場に 臨みます。 御大 事に。 

足 助 素 一 氏 宛 —— 五月 七 曰 於 京都 〔ョ 0 九〕 

いよく 明日から 何處 かに 引 籠って 三 四日 續け さまに 書き上げる、 それまで 待って ゐて くれ 給へ。 rgy 性の 呼び 聲」 たし 
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かに 落手、 裝幀 も相當 にい \ ではない か。 この頃 は 天氣續 きで 難 有い。 もう 蟫が なく。  , 

與謝野 晶子 氏 宛 11 五月 十 一 B 於 京都 i  一  0〕 

洛南鳥 羽 離宮 址に殘 れる北 向 不動 堂に こもり 居て 執筆せ る 所に 御手 紙相屆 きうれ しく 拜見致 候〕 小さき 藤 子 蒙まで 御 は： 

恙に御 過し 相 成 候 御 事 を 知る は よろこびに 候" この度の 滞在中に もこ. 1 かしこ 珍ら しき 所 を s¥ はり 候. 中に も 光 悅寺を 

訪れ 醍醐の 三寶 院に詣 でた る 記憶な ど は 忘れが たく 被 存候。 殊に 三寶 院内の 五電 塔に 描かれた る 壁畫 など は フラ • アン ジ 

ェ リ コ の 造 辇 さへ 思 ひ 出 でられ 申 候。 國史國 文學に 精通し 給へ るに は事變 りて、 その 向きに 棘き 率 なれば 名所 を訪， しても 

其 感興 は 遂に 物の 眞に徹 入し がた き は 恨めしき かぎりに 候。 奈良 にて は藥師 寺と 唐招提 寺と を 訪れ 申 候" 佛足 石の 後方な 

る 石碑の 文字に は 尤も 感じ入 候" 

こちらに 參候 てより 高木 家の 不幸に 遇 ひ 候 外 幸に 事な く 過 居候" 川 崎 氏に は 未だ 御 面 會不致 候 得 共 御 は 去る 舉 生より 

傳 へられ 居 候" 散歩な さる 位お 快き 由 重疊の 事に 存上 居候) 

月の 二十 ni 日頃に は 亦 東京の 塵に まみる \ 身と 相 成 可 申 候、 其 上の 拜眉 を樂 しみ 居候" 雨の 中 を 不動 堂より^ 來 りて 不 

取敢 一 肇。 草々 敬白" 

乍 末筆 御主人 樣 にも 宜敷御 鳳 聲願上 候。 

足 助 素 一 氏 宛 —— 五月 士 一日 〔ヨ 二〕 

昨夜 は 徹夜 同樣に 精一杯 書いた がま だ 書き終らない。 まだ 中々 か >? りさう だ。 で 一 先 づ出來 ただけ 原稿 をお J^I りする。 

葉 子 は 中々 しぶとい。 こっちの 思 ひ 通りに は 死んでくれ な、，。 


足 助 素 一 氏 宛 —— 五月 十四日 〔ョ 一 一一〕 

他の 約 は 大抵 履行す る 僕で ある 事 だから 原稿の 約束 だけ は 察して くれ 0 自分の 仕事 だから 早くした いは 山々 な，.， ども、 

そこが さう うまく 行かぬ ので、 全く 葉 子 は.. L ぶと い 女 だ 

足 助 素 一 氏 宛 ！ 五月 十九 日 〔ョ  一 nl〕 

今 第二 囘の 原稿 を， 逢る。 殘りは 最後の 一 囘約 二十 枚 だが これ は 今夜 绘 るから 明日の 夜までに は 蛇度屆 くつ もり だ。 こん 

なに 長くなら うと は 思はなかった。 ほんと に 心； 1 を かけて すまない。 揷轚は 「霄 後」 の 前に。 金 受取った。 

足 助 素 一 氏 宛 11 五月 一 I 十 一 日 〔ョ 一 四〕 

奈 良に 行って ゐ たり 大阪に 行って ゐ たりした 爲 めに 御 返事が おくれて 先 敬。 「或 女」 の宋 尾の 所 再考 を 促す と 云 ふ 葉書 は 

一 而僕を 失望 もさせ 蠻起 もさせた。 それが 爲め 出版が 延期され るの は 兄に 對 してす まない 譯 だが、 さう いふ 次第なら 暫く 

印刷 を 見合 はして おいて くれ 給へ、 二十 三日に は歸 るから、 歸 つた 上で 讀み なほして 見る。 小 說は總 て どこで 打 3^ るべき 

だとい ふ はない。 人生が 長い やうに 連續 して ゐる もので、 作卷 がい、 加減の 所で 打 切る の だ。 昔な らうまい 落ちに なつ 

てゐ ない と、 まとまらない とか 何ん とかいつ たの だら うが、 僕 一個の 考へ として は 小説が 眞實味 を 持った もので あれば 何 

處で打 切っても それでい、 箬 だと 思って ゐる" だから あの 結尾 は 今までの 考 へからい ふと 物足りない かも 知れない。 然し 

それに は 僕 は 頓着し ない。 唯 恐ろし いのは 厲 實 味が 足りない とい ふ 事 だ。 或は それが あり はしない かと 思って 来たら、 印 

おにす るの 力 恐ろしく なった。 兄の 好意に 甘えて 兒 なほす 事に する。 今日で 講演 を 終った。 先づ ほっと 息氣 をつ いた。 明 

日 は 買物 をして § ^後日に こ. >- を 立つ。 阪田 君の 病 氣は眞 にお 氣の毒 だ" どうかよ ろしく 傳 へて くれ 給へ。 

1 九 1 九 年  一 一一 五 五 
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佐 藤 しげ ゐ氏宛 —— 六月 十三 曰 於 難 町 a 一一 一  五〕 

潮く 講演 も 濟んで 見る と 胸の 中が {昼 しくな つた やうな 氣 ばかりし ます。 少し は あなたの ためにな つた 樣な事 を 云 ひまし 

たか 知らん。 云 ひ 現 はして 見る と、 自分の is 虚 さがよ く 知れます。 情けない やうな 心 持が します。 

第二 曰 目の 講演の 歸 りに 谷間の 百合 花 はたし かに 受取りました。 早速 瓶に 生けて 妻の 寫眞の 前に かざりました。 三 日程 

匂った 後に 散って 行きました。 いっか あなたに 書いて あげた 歌 を 又 思 ひ 出しました。 栃內の 奥さんの 來てゐ たの も 茶話 曾 

の 席上で 知りました。 遠くに 居た ので 挨接 は出來 ませんで したが。 

あなたの 顏 色が 惡 いやう に 思った が この頃 健康 は 如何です か。 時節柄 十分 御大 事に なさい まし。 石 井 御 夫婦に も {ci 敷 願 

ひます。 荩々。 

原 久米太 郞氏宛 11 六月 十五 日 於齒叫 〔三 一 穴〕 

其 後 は 御無沙汰して ゐ たが 兄の 方より， 《 、御 無音な ので 又 何 か はじまつ たので はない かと 心窃に 案じて ゐる。 御 一 家に 御 

障り はない か、 拙宅 は 幸に 一 同 1^ 健。 この頃 は 僕も勞 作の 後の 少閣 を樂 んでゐ る。 實際 少し 疲れ 過ぎた やう だ。 足 助の 手 

術 は實に 理想的に 行って どんく 恢復 はして ゐ るが、 何しろ 餘程返 屈ら しく 可哀相 だ。 食 愁も少 しづ X ついて 來る。 手術 

後 返 院迄四 五十 日 はか. -る 事と 思 はれる。 然しもう 少し 手お くれ をす ると 膜 炎 を 引 起す かも 知れなかった の だ 相 だから、 

誠に 僥倖と 云 はなければ ならぬ。 

漸く 「或 女」 の 後篇が 世に出た から 如 例 一部 御逡呈 する。 どうも 少し 急ぎ 過ぎて ゐ はしまい かと 心配になる。 もっと 客 

觀 的に 見た 方が い >| ので はない かと も 思って ゐる。 然し ある 女に 起った 悲しい 運命の 流れ は 相當に 書いた 積り だ。 御嚴評 

を 煩 ほし 度い。 


高等 女學校 聯合 同窓 會 なる もの .^講演も潮く111囘をゃって終結した。 聽 衆の 中に かなり 頭の 進んだ 人の あつたの は命决 

だった。 女が 眼 ざめ て 行ったら 瓧會の アスペクト は變 るか も 知れない と 本 當に思 ふ 時 も あるし、 ：S も 女性 は 自立が 出来る 

もので はない と 失望 的な 氣 になる 事 も ある。 一 っ本當 にす ぐれた 女性に ぶっかって！ 1:^ たい もの だ。 

足 助 素 一 氏 宛 —— 六月 十七 Rr 於 東京 〔nl 一  七〕 

暗い 雲が 蔽 ひかぶ さって 來る やうな 氣 がする、 何の 原因が あれ ぼか.： HI 分ながら 判らない が、 今日の 午後から Is^ に 角 も 

定めず 小 旅に 出懸げ る。. 多分 箱 根邊に 行く 事になる だら う。 兄の 身體も 大事に し 給へ。 是 から 肝心な の は 食物 だと S5 ふ。 

いまに 中 々食 ひたくな るから、 其 時 克己 しないと 苦しい 目 を 見る よ。 それから 煙草 も 度を過ごす とよく あるまい と 思 ふ。 

心の 迷路 を 迎り迪 つて 漸く 築き あげた やうな 人生 觀も、 鬼 もす ると 自分の 性格が 崩して 仕舞 はう とする。 是れ から 又 新 

しい 曙光 を 見る までに は 一仕事 だ。 こんな 事 をして 一生 を 過して 仕舞 ふの かも 知れない。 それでも 頭 を 持って 生れた 以上 

は考 へ ない より は 得 だら う" 

御大 事に。 

淺井三 井 氏 宛 —— 六月 十九 日 於 箱 根 小 涌 谷 〔ミ 一 <〕 

頭を惡 くして とう./ \こ >t に 煩 を 避ける 事に しました。 來て 見ても 矢 張 非常によ  く はなり ません 力、 少 1- は、 だ 力 

ら 二十日 か 二十 一 日に は歸 ります。 

こ... は海拔 一千 尺からの 處で 签氣 は大變 よろしい。 一人で 幽靈の やうに 處 定めず 山の 中 を さまよって ゐ ます。 東京に 鼸 

つたら 鼻 を 見て 貰 ひます。 或は その 爲め かも 知れない。 

一九 一 九 年  三 五 七 
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あなた も餘 りつめ て 健 嵌 を 害しない やうに なさい よ。 

八 木深 善 次 氏 宛 11 六月 二十 九 n! 於麴町 〔ョ 九〕 

大變 にい &御 手紙 を 難 有う。 それが 如何して 他の 謦 類に まぎれ 入った もの か 唯今 迄 私の 目に 觸れ ずに ゐ たのです。 「或 女」 

後篇に 對 する 率直な 御批： 針 を 難 有う。 色々 思 ひ あたる ふしが 多う 御座います。 殊に 作の 後半が はしょって あるとの 御考へ 

は 私の 胸 をつ きました。 あれ 丈の 事件の 中には 如何に 多く 書かれねば ならぬ 事が あるかとの 歎 は、 書いて ゐる時 感じた 蓽 

でした。 而 して 自分の 赏感 がそれ まで 熟して ゐ ない のを齒 痒く 思った 次第でした。 

執筆 講演 等の 結 架が とうく 輕 ぃ神經 衰弱と いふ 形を联 つて 襲って 来ました。 此頃は 何ん にも せずにぶ らくして ゐま 

す。 

兄の 道 は 兄の 道で よろしい と 思 ひます。 秋風の やうな 蕭々 たる 一路 も 亦 正しき 生への 道 だと 思 ひます。 私 は つ K 言」 の 

A の 父の 生活が 可な り 好きな のです。 兄に は 多くの 隨ぃ享 樂は來 まい。 然し 唯 だ 一 つの 深い それが。 

餘は御 面 II を^して 草 々0 

木 田 金 次 郞氏宛 11 七月 三 曰 於 東京 ニョ 10〕 

其 後 は 御無沙汰して ゐ ますが 御 りはありません か。 僕 は 少し 頭を惡 くして 弱って ゐ ますが、 今 は 葸事を 抛擲して 遊ん 

でゐ ますから 其 中にはよ くなる 事と 思 ひます。 七月 末に は 子供達 を 速れ て：^ 海道に 行かう と 思って ゐ ますから、 兄に もお 

目に 躐ろ機 會が與 へられる と樂 んでゐ ます。 其 後 御製 作 は 御進涉 です か。 御成功 を 祈って ゐ ます。 

兄の 展覽會 の 節 手傳を 頓んだ 淺并孃 から 兄に 手紙 を屆 けて くれる やうに と 申込んで 夾 ました、 で 同封して ぉ经 りします。 

お 遇 ひが 出來 たら 色々 御，； tg する 事 もあります が、 凡ての 事 は 其 時に 讓 つて 今日は これで 失禮 します。 時節柄 御大 事に。 


淺井 氏の 手紙に は 私の 事が 餘り 大業に 書かれて ゐて 少し 氣が ひけます が、 其 儘お 经 りします。 

吹 田 順 助 氏 宛 11 七月 五 曰 於 東京 〔三  一二〕 

「或 女」 後篇に ついて 委しい 御 批評 を 難 有う 御座いました。 毎時で も 著作が 現 はれろ 時 一 番適， I な 感想 を發 表して 下さる 

の を 感謝して ゐ ます。 テ ー マが あれ 丈け の ものに なっても もう 私に は 大き 過ぎる とい ふ 憾み を 感じない では ゐられ ません 

でした。 さう 思 ふ と 自分 の 心 の 贫 弱さ に 少し 氣が ひ け ます。 

「戰爭 と 平和」 など を 泉から 滾々 と 水が 湧く や..' な豐 かさと 心 易 さ を 以て 書いた ト ル ス トイな どが 心から 妬まれます。 

人生 感に關 する 兄の 前便の 御意 は 至 1- 御尤も だと 思 ひました。 ヰンデ ルバ ンドゃ リッケルト はま だ 全然 承知して ゐま 

せんが、 私 も 何ん とかして その 思想の 内容 を 窺 ひたい もの だと 思 ひます。 この 夏 東京に 来られたら 是非 其 片鱗な りと も 御 

紹介 下さい。 それ を樂 しみに して ゐ ます。 成瀨 氏の 上京 暫く 滞在との 事 を 聞かされました。 又 一夜 ゆっくり 語りたい もの 

です。 

足 助の 病氣は 追々々 よい やうです が、 餘病 とも 云 ふべき 痔が 痛む さう で 大分 閉口して ゐる やうです。 

昨夜 は. m 樺 劇團の 試演が ありました。 中々 よく 行 はれました。 スト リンドベルグの バリヤと、 武者の 「二つの 心」 でし 

て、 前者 は 殊に 氣持 よく 見ました。 ス 氏の 心の 複雜 さに 打 たれました。 二つ 位の モチフ が 併 立して ゐて 互に 剋して ゐ ない 

のが 不思議でした。 

，今朝 は久 振りで 宵 S を 見ます。 是れ から 本. 富の 夏ら しい 氣 候に 入る のでせ 5 か。 私 は 少し 1^ を 惡 くして ゐ ます。 

原 久米太 郞氏宛 11 七月 五ぽ於 鐘 町 〔ョ 一一 一一〕 

永い い、 御手 紙 を 難 有う。 梅雨 も 今朝から 晴れる の だら うか、 起き 出て 見る と {4i は眞靑 に 輝いて ゐる。 本 富の 夏ら しい 

1 九 一九 年  三 九 


有 鳥 武郞仝 集 第八卷  三 六 〇 

時節になる やう だ。 

兄の 職業 觀は まだ 僕に は 十分の 觀 念が 出来ない" 僕達の ものが 創造で 兄の ものが 創造で ない とい ふ あの 理由 は 薄弱 だ" 

唯 兄の する 仕事が 徒らに 資本 主の 私腹を肥やす 結果に なるとい ふお 歎きに は 僕 も 深く 同感せ ずに は ゐら， e ない。 是 I 丄が科 

學 者であった クロポトキン をして^ 會 主義者たら しめた 所以 だと 思 ふ。 今の 社會 制度の 下に 住む 人間 は 一 擧 一 動 商 接 間接 

に 第二 階級の 利益 を壻す 結果に 仕組まれて ゐる。 殊に 兄の 職業な ど は 其 gf に 於而甚 しい。 僕の は 其點に 於て 稍 t- 自由で 便 

利 だ" 少 くと も資達 階級に 訴 へずして インテリ ゲン チアに 訴 へる 事が 出来る からだ。 一 つ 兄 も 金が 牛： 活を 保障され る 丈け 

溜ったら 兄の 智識と 經驗と を 第四階級の 爲 めに 用 ゐられ る 御 工夫が あったらい、 と 思 ふ。 其 點に關 して は 再會を 期す 0 

卓郞 先生 は暢氣 だな あ。 

早く 新築に 移轉 して 氣分を 一掃し 給へ。 僕の 頭の 工合 は少々 づ.^ はい &方 だ。 草々。 

支那 委員の つむじ まげ は 近頃 痛快 事の 一 つ だと 思 ふ。 

寺 田 花 枝、 兼 松 よし江 雨 氏宛—— 七月 八日 〔ョー In 一〕 

お 歌 を 難 有， n、 神經 衰弱 は 依然として なほり ませぬ。 この間 少しい k に 住せて 客に 澤山 接したら すぐ 仇され ました。 今 

日から 客も絕 つて 閱居 する 事に して ゐ ます。 晴ぃ氣 持に 襲 はれて 困ります。 思想の 上に も體 質の 上に も 多少の 變 化が 来よ 

.^^としてゐるのではなぃかと思ひます。 然し やがて それに も打克 つで せう、 打克 たねば なり ませぬ。 

年頃 はなつ かしく 今年ば かり はつらかった 梅雨 も 過ぎ やうと し C ゐま す。 是れ から は li 復す るば かりだと 思 ひます から 

幸に 御 休 神 下さい。 あなた 方の 方 ももう 休暇になる 時 かと 思 ひます。 よき 休暇 を 得られる やう 祈 上ます。 御禮旁 i 草々。 

足 助 素 一 氏 宛 11 七月 十 1 1 日 〔ミー 一四〕 


其 後 丹毒 も 起らない 事と 思 ふ。 痔の方 は 如何。 九日の 朝 突然 思 ひ 立って 生 馬と 水 鄕の小 旅に 出た U 中々 趣が 深くて あき 

ない。 殊に 釣 好きな どに は 持って 來 いとい ふ 所 だと 思うた。 凡ての 上に あふれる 閱寂 さがた まらな くい. 1、 秋に でも 來て 

見たら 淚千 行と でもい ふやうな 思 ひがす る だら う。 第 一 日の 潮 来の 夜 は 下の 座敷に 騷ぐ 客が 來て藝 者と 女中の きいく 聲 

でとう く 一  夜寢 つかれな いでし まつ た。 翌 HI は 鹿 島 香 取に 詣で て 佐 原で 泊つ たが 便所の 繰戶 につけた 車が 鐵の 棒の 上 を 

走る ので 是れに 又 頭 をな やまされて 思 ふ 程 は 寢られ なかった。 其 翌日 伊能忠敬 先生の 故 麼を訪 づれて 其 遺品 を兑物 させて 

貰った。 五十から 修行 を はじめて、 五十 五で 北海道の 測量に 從 事し、 七十 n 一 迄 十八 年間に 日本 全國の 海岸線 を 測定し 終つ 

たの ださう だ。 隨分 晚學で 大功 を 立てた もの だ。 佐 原の 町 は 大阪の 小人 島 見たい な 所 だけれ ど、 この 人 一 入 ありし が 故に 

何ん となく 上品な 所に 見える。 

家に 來 たら 矢張り 一番よ く 眠った。 然し この 小 旅の 爲 めに 氣 分の 方 は 多少 轉換 された やう だ。 疲れ 易い 事 は 依然たり。 

昨夜 思 ひ 切って 雜 誌の 原稿 は 一 切斷 つてし まった。 御大 事に。 

宮崎安 右 衞門氏 宛 11 七月 十八 m 於 東京 〔ョ 一 一 五〕 

桃 水 和尙の 傳感讀 しました。 難 有う 御座いました。 茶園に は 露が 繁く おります とか、 今日は 風の 模樣が 秋 を 思 はせ ます。 

夏 まだき ふと 行く 風に 秋思 ふ 我れ の 心 は あはれ なる かな 

今 野 賢 三 氏 宛 11 七月 二十 一 B 於 東京 S 三 六〕 

御手 紙と 御 創作と を拜 見し ました" 御手 紙に よって あなたの 生活が 大變に 意義の ある ものである 事 を 感じました。 然し 

創作の 方 は 人に 示すべき 程 度に は 決して 行って ゐ ませぬ。 作物 を發 表する 以上 は 自分の 躅自 性と 文學 者と しての 技倆と を、 

十分 讀 者に うな づ かせ 得る との 自覺 がなければ ならぬ と 思 ひます。 自分に よって 世の中の 人が 少しな り とも美し くな り、 

1 九 一九 年 .  三 六 一 


有 cl^ 武郎 <>- mif  4 が八卷  三 六 二 

考へ くなる とい ふ 確信 を 持ち 得ねば なり ませぬ。 あなた は あなたの 作物 を 現在の 作家の 作物と 比較して、 公平に 考 へら 

れた 上、 發 表しても 差 支ない と 思って 發 表された のです か。 若し さうなら、. その 御考は 少し 自分 を 高く 賈ひ 過ぎ 間違って 

ゐる やうです し、 さう でない とすれば 輕 率の 嫌 は 免れぬ と 思 ひます。 あなたの 日常の 仕事 こそよ い 仕事と 覺 悟すべき では 

ないで せ 5 か。 あなた は それに 十分の 執着 を 持ち、 工夫 を 凝らす 事に よって 十分 效果 を擧げ 得らる  >1 と 信じます が、 如何 

云 ふ もので せう。 御 熟考 を其邊 にも 煩 はし 度い と 思 ひます。 思 ひの ま \ を 勝手次第に 申 上げました。 草々。 

寺 田 花 枝、 兼 松 芳江兩 氏 宛 11 七月 二十 六日 於札幌 〔ミニ セし 

住み慣れし 家 は 古くて 庭の 樹の 我がた けよりも 牛： ひの びし かな 

ありし日 を 夢 か と ぞ思 ふ 今の 身 を 夢 かと ぞ思 ふ さだめの 不思議 

家 族 宛 11 八月 四 曰 於 北海道 狩 太 村 〔ョ 一一 八〕 

瀨脇 氏の 御 不宰は 誠に 御氣の 毒の 至と 存 候し 未だ 御 悔狀も 差出不 居候 得 共 何れ 歸 蕾の 上 御 悔可申 上 候。 東京 も大 新聞 同 

M 休 梨の 大 t: ぎに て 中央の 消息 一 向に 知る 事を不 得、 奇怪の 現象と 可 申 候" 

來場以 來晝夜 降 "响 にて 閉口 此 事に 御座 候 得 共、 子供 等 歸心如 矢に 御座 候 得ば 能 ふ 限り 出發の 事に 致 居候" 今朝 は 行 光 私 

と 同伴 農場 內を遍 く 觀覽致 候、 兄 達 は 却て 意氣 地な き 事に 候。 水田が 少々 出來 居り 候 事 珍 敷 見物 致 候" 先 は 御 一報の み。 

御 健 を 祈 上 候 革々 頓首" 

井上^^^初氏宛 11 八月 八 B 於輕 井澤 三 笠 〔三 二 九〕 

子供 等 三人 を 伴って 北海道の 方に 企てた 一 一週間 餘の 旅から 昨日 こ V に歸っ て 来て 御手 紙を拜 見し ました。 御 親切に も 私 


の 言葉 を 忘れず 大好物の 京の 唐 辛 をぉ经 り 下された ことをこの 上な く 嬉しく 思 ひます。 母 は 私が 歸 るまで 其 儘に ある 様に 

と璣 漬けに して こ \ まで 持って来て 置いて くれました。 食事 毎に 樂 しんで 賞味して ゐ ます。 この頃の 京都の 暑さの 堪へ難 

からう と 思 はれる のに 引か へ て當 地の 凉味は 秋の 樣 です。 私 はこ \ で 二日 程の 講演 をす る 事に なって ゐ ます。 御宅の 方 二 

は 御主人 始め 御键祥 です か。 何卒 皆 樣に宜 敷 御 傅へ 下さい。 大島君 は j 緒に 北海道に 行きました がま だ あちらに 殘 つて ゐ 

ます。 早 川 君 も 今 北海道に ゐて大 沼と いふ 所で 邂返 しました。 雨 人と も元氣 です。 蘆 田 氏が お見えになったら {Hj 敷 御傳言 

下さい。 いつぞや はお 尋ね 下さって ゆっくりお 話が 出来て 愉快でした。 この 秋に はまた 多分 京都で お 目に か. t るで せう。 

ま づは乍 延引 御禮 迄。 萆々 頓首。 

吹 田 順 助 氏 宛 11 八月 十ミ 日於輕 井澤 〔ーョ 1 一 o〕 

今朝 落掌の 御 葉書で あなたが 旣 に鹿兒 島に 去られた 事 を 知りました。 如 之 それが 奥さんの 御 早 產の爲 めだと いふ 事 を も 

知って 驚きました。 然し 御 母子と もさした る 御 障 もなかつ たの は 何より 結構な 事でした。 A 「度 あなたが 齎 して 下さった 哲 

學 上の 思索 は 私に は 阖らず も 深い 暗示と なりました。 私の 體驗 がそ こまで 行って ゐな いの を 非常に 不安に 感ずる やうに な 

りました。 何ん とかして あなたが 主張な さる 境地に 進 達して そこに 新しい 景色 を 眺めたい との 欲求が 强く なりました。 然 

しそ こに 到 蕾す るの は 何日の 事 かと 心細い 事です。 同時に それ は 私の 心に 根ざす 深い 欲求と して 絕 えず 私に 働き かけて く 

れる 事と 喜んで ゐ ます。 

あなたが こ- 1 に御來 遊な さる 事の 出來な いのは 本當に 遺憾です。 高山の この頃の 夜 は 秋の やうな 月の 光で 冴えに 冴えて 

ゐ ます。 今夜 あたり 月が よかったら 夜中 何處 とい ふ 事な く 歩いて 見ようかと 思って ゐ ます。 講演 は 十五 十六の 雨 日 行 はれ 

る 積り です。 それが 濟ん だら 一先 歸京 します。 ， 

子供 と共にした 十六 日の 南船北馬の 旅行で 幸に 私の 頭 も 略 i 舊に復 したやう です。 この 調子なら 秋が 來た らまた 1 入 前 

一丸 一允 年  三 六 1ニ 
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の 働き は 出来る かと 樂ん でゐ ます。 

講演の 準備に 此頃又 ホヰヴ トマ ンを讀 んでゐ ますが 感心 させられる 事が 多う 御座います。 兎に角 あんな 人が 人 の 中 こ 

顔 を 出した とい ふ 事 だけで 人生の 可能性が 一 つ 確め られ たやうな 氣 がします、 愉快です。 

足 ぼの 胃腸 はどう も 其 後 も あまりよ くない やうです。 おまけに 口， マ ン スの 主人公 は 東京に 盲 ノ たは赁 -- たが 件 さへ 

知らせずに 霉隱れ して ゐる らしい のです。 これが うまく 發展 して くれれば い-. けれども、 若し 下手に 行ったら 足 助 は 又 一 

しきり 苦痛の どん底に 這 入り こまねば ならぬ と 大分 不安が 感ぜられます。 

暑さの 折 柄 御大 事に なさい まし、 奥さんに もよ ろしく。 左樣 なら。 

木 田 金 次 郞氏宛 11 八月 一 一十 二 tn 於 東京 〔ョョ 一 〕 

御手 紙 を 先日 はありが たう。 先達の 御面會 は 私に 取っても 嬉しい ものでした。 あなたが 周 M の 如何に 係らず 元の ま、 な 

素朴な 忠實な 自然の 禮拜 者で あるの を 見出す の は うれしい 事でした。 御作 品に つ いて は あれ だけで は 特に 云 ふべき もの は 

ありません。 唯 非常に 不完全な 筆路の 中に あなたの 敬虔な 心 持が 視 いて ゐ るの を 尊く 思 ひました。 其 中に あなたの 自信の 

ある 作物の 東京に と t  くやう に と 只管 祈 つ てゐ ます。 

輕 井澤から は 十七 日に 歸 つて 来ました。 東京 は 暑い けれども、 暑い なりに 美しい 感じ を與 へます。 夏 はい. t と 思 ひます。 

子供達 は輕 井澤で 留守して ゐ ます。 

御^ 康を 祈ります。 

原久米 太郞氏 宛— 八月 一 一 士 一 日 於麴町 〔ni 一〕 

その後の 久濶 を 御 寬恕願 ふ。 この頃の 大暑で 一 B 工場 內で 大意に 働く 兄の 近況 を 御 察し 申 上げる。 然し 不相變 御 元氣の 


事 だら う。 僕 も 子供 を 連れての 旅行から 七日の 日に 輕 井澤に 歸 つて 来てから 頭の 惡 いのは 全然 恢復した と 思って ゐる。 

輕 井澤から は 十七 日に 上京、 昨日 米國 に出發 した 佐 藤隆三 夫婦と 行郞と を橫濱 埠頭に ，途 つた。 母 は 大分 淋しい やうに 見 

える。 是れで 僕の 家の 兄弟の 中、 藝 術に たづ さはる ものと 然ら ざる ものと は洋の 東西に 別れる 事に なった。 是れが 成程お 

互に 相當 した 運命ら し い。 

仕事 は 山程 眼の 前に 見えて 居る、 然し 中々 手が つかない。 其 中に 順々 片付けて 行きたい と 思って ゐる。 生 馬 も 二 科會で 

大分 忙しくな り 出したら しい。 兄の 葉書の 注文 はたし かに 受取った と 見える。 

足 助 は 湯 河 Ig- でもう 大分よ く、 九月に は 健全に なって 歸京 する 事と 思って ゐる。 其 後手 紙で も來 たか 知らん。 

新築 家屋 の 木の香 はい \ だ らう。 

祈 御 健在" 

足 助 素 一 氏 宛 I - 八月 三十 一 日 於 東京. 一 n 一〕 

聞けば 聞く 程 曾 ふの が 恐ろしい 氣 がする。 僕 は此頃 女に は 可な りつき まつ はれて い.. 1 加減い やにな つて ゐ るので、 これ 

以上 あまり 女の人と は交涉 をつな ぎ 度くない が、 會 へと いふの なら 會 つて 見る。 然し その 事から 餘り 多く を 期待し ないで 

くれ 給へ。 僕 は 御 承知の 通り 女の 鑑定に はの ろい 方な の だから。 

九月 十日 前後に 歸京 との 事 だが、 それが い >t か惡 いか は 大分 疑問 だ。 何しろ この頃の 東京の 暑さと 來 たらお 話に ならな 

い。 この 暑さで は 兄の 體には 必ず 應へ るに^ ひない。 九月の 中旬 末 ともなったら 幾分 凉 しくなる のか も 知れない が、 もう 

少し 我慢して そこに ゐた 方が よく はないだら うか。 

小説の 選讀が 愈，^ 九月の 十五 日までと 制限され たので、 この頃 は 馬力 を かけて 讀み にか \ つて ゐ るが 中々 はかどらない 0. 

加 之 心 を 驚かす やうな 作品が まだ 現 はれ 出て くれない。 中には 小學校 以下に 小便 臭いの が ある。 いやにな つてし まふ。 

1 九 一九 年  三 六 五 


有 鳥武郞  第 ^？？^八卷  一一.. 5、 

「出家. V 其の 弟子」 は 途中 退場。 

吹 ffl 順 助 氏 宛 —— 九月 一 日 於 東京 「ョョ 四〕 

撺 太な どに は 行かなかった のです。 行つ て 見る 必要が あると 云った 事が 如何 かして 傳 つた^と 思 ひます。 蛻は矢 張 一 

種の なつかし さ を 持った 町でした" そこに は 四晋滯 在し ました U  ラ， 夫妻から も 心からの 歡迎を 受けました、 北海 

逋 に： 奴って 見る とそ この 人 ST か 何處か ^放されて ゐる のが 夥しく 注意 を ひきます。 

札幌 では 然しい やな 事共 を それ は澤山 にさせられました。 殊に 主任の W の 不行跡に は 開いた 口が 塞がらぬ とい ふ 始末 

でした" 變な奴 だと は 思って ゐ ましたが それ 程と は 知りませんでした" . 

輕 井澤で は 思 ひ 存分 遊びました。 ニ囘の 講演の 準備 をした 外に は 何ん にもせ ずに 過し ました。 ぉ裔で 仕事 をしたい と B 

ふ 氣分は 旺盛に なって 來てゐ ます。 靑年 時代の 描寫は 然し 今から 三囘目 位の 著作 集に のせれば のせる もので せう。 この，.^ 

の晚は 「出家と 其の 弟子」 を有樂 座で 見物し ました。 實演 して 見る と 役者の 努力に も 係らず 少し 概念的 過ぎる 處 がないで 

も ありませ ぬ。 然し 作者の 力 は 矢 張 見物の 淚を さそ ひます。 そこで 成瀨 君に 遇 ひました。 

今日は 二 科と 院展の 招待日、 心 を ふるはせる やうな 作に は 出 遇 ひませんでした。 安井の ものが 中で は 光って ゐ ました か 

知らん。 

露國の オペラに は 多大の 期待 を かけて ゐ ますが …… もうこんな 羨し がらせ はよ しませう。 オペラ 物に 文部省から 東京 

まで 留舉を 命じても い X もの かと 思 ひます が。 

東京 も 中々 暑い から 貴地 は 思 ひ やられます。 奥さん や 赤さん はお ひどいで せう、 御大 事に。 御 母堂に も 旅疲れ はお あり 

になり ませんで した か。 

足 助 は 女難に か、 つても がき 苦しんで ゐ ます。 細君の 候補者に 遇って 見る と 氣に順 はない 所に、 その 女から ますつ かり 


惚れ込まれて しまつ てゐ るので すから 厄介です。 何とか 甘く 行く やうに と 祈つ て 居ます。 

御大 事に。 萆々。 

木 田 金 次 郞氏宛 —— 九月 五日 於 東京 〔ミミ 五 J 

農場に 御持參 下された 唐 絹 は 忘れて 同所に 取殘 して 来ました から、 こちらで 求めて 字 をな すくって お 目に 懸けます。 絹 

の 幅 長が ちが ふか も 知れ ませぬ がお 許し 下さい。 

他に 一 枚 餘分を あなたの 御笑艸 に。 

目下 故 關根正 二君の 遣作展 i;: 會が 開かれて ゐ ます。 近頃 心 を 打 たれた もの \ 第一 です。 是れは あなたが 見られても 屹度 

損で はない とい ふ氣 がします。 出， (入るな： ら 出京な さ， いません か。 開 期 は 一日より 二十 五日までと 思って ゐ ます。 序に 二 科 

も ^ 展も 見られる でせ う。  - 

先 は 右 用事の み。 草々。 

黑澤艮 平氏 宛 I - 九月 五日 a  一  H1H 八〕 

爾後 久濶、 私の 「或 女」 をお 讀み 下さった さう で 難 有う 御座います。 實は 出版に なった 時 是非お 经り申 上げたい と 思 ひ 

ましたが、 御 住所が 不明に なった 爲 めに 其 儘に してし まひました。 寫眞は 是非 拜 見させて 頂きたい ものです。 

私 は あの 書物の 中で、 {R 覺に目 ざめ かけて 而 かも 自分に も 方向が 解らず、 社會は その 人 を 如何 取 あっか ふべ きか を 知ら 

ない 時代に 生れ 出た 一 入の 勝氣な 銳敏な 急進的な 女性 を 描いて 見た までで、 信 子さん の 肖像 を畫 かう としたの では ありま 

せんでした。 木 村と いふの は森廣 で、 古藤と いふの は 私です。 而 かも 是 等の モデル も 非常に seite な ものである 事 を 御 

1 九 一 九 年  三 六 七 


有 鳥武郞 全集 第八卷  n; 六 < 

承知 下さい。 

後篇 を 一 册御 、逸り 申 上げます。 御 讀了後 更に 御 敎正を 下さらば 幸です。 

御 註文の もの は 中々 書け さう にはありません。 それ は 私の 實 生活に 改革 を 加へ て 後でなければ 氣が ひけて 書け ませぬ * 

何とかして 早く 其 境地に 這 入って、 心 ゆく ばかり 胸中 を 吐き出し たいの だと 思って ゐ ます。 

先 は御禮 旁々。 草々。 

黑澤艮 平氏 宛 11 九月 十四日 於 東京 〔ーヨ 1 一七〕 

この間 は 御 消息と 信 子 氏の 御 寫眞を 難 有う 御座いました。 私の 遇った 頃の その 人の 面影と は 別人の 感 があります。 その 

きかぬ 氣 だけ は 眉宇に 溢れて ゐ るの を 見ます。 失くな さない 中に 御 返却 申 上ます。 著作 集 を 色々 讀んで 下さろ 事 を うれし 

く 思って ゐ ます。  * 

憲 治の 未亡人の 事は宫 さんに は 云 はずに おいて 下さい。 あんな 若い 人の 先途に は 未だ 花やかな 運命が 待って ゐ ねばな 

り ませぬ。 子供の 三人 も ある 髮の はげ か.^ つた 人間 は その 人に は 用の ない ものです。 この 二十日と 二十 七日に は 東京 女子 

大學で 講演す る 事に なって ゐ ますが、 未亡人 は 生徒と して 私の 亂 暴な 話 振り を謹聽 せねば ならぬ のでせ う。 雨く づれ とい 

つた 樣な漩 々の 晴天が 頭 を ひどく 壓迫 ー ます。 祈 御 健在。 

原 久米太 郞氏宛 11 九月 十六 曰 於 趣 町 〔一一 一 1  一一. 0 

こちら こそ 大變な 御無沙汰に なって 相濟 まない U 不相 變元氣 K 盛で 働いて 居られる の は うれしく 思 ふが、 奥さんが 弱つ 

て 居られる の を 聞く の は 心配 だ。 無理 もない 事で は あるが 今 奥さんが よわり 込んで しまって は 兄の 家は眞 暗ら だ。 大に奮 

發 して 氣を 引立て 病魔な ど は追拂 はれる 樣御傳 言を賴 む。 僕 は 夏 休 中二 度の 講演の 外に は 何ん にもし なかった ので 此頃は 


元 M 舊に復 して 仕事が したくて たまらなく なった。 此 頃は專 心大阪 朝日の 驟賞小 說を讀 んでゐ る。 應 募した 人の 氣 持ち を 

考 へて やれば 決して 輕々 にして置く 譯には 行かない けれども、 中にはよ くも こんな もの をのめ くと 人前に 出した もの だ 

と 思 ふの が ある。 そんなのに ぷ つかる と 全く 悲觀せ ざ る を 得ぬ。 

ラサ セルの 事に 就て は中澤 氏の 今月の 論文 を 見て 始めて 其 輪廓 を 知った 次第、 其迂濶 驚くべし だ。 

中澤 氏に 云 はせ ると 其內容 は專門 家の 哲學 者に も 解らない 處が あるとの 事 だから、 僕な ど はお 齒の 立たない ものと して 

棚に 上げて おくべき ものと 思って ゐ たの だが、 兄が 先鞭 をつ けたのに は 聊か 面 噴った。 尤も 兄に は數學 の 智識が あるから 

却て 解り 易い のか も 知れない。 ゲル フは黨 名で、 法王 を 助けて 伊太利 王家に 反對 した 連中 だ。 從 つて 外國の 勢力 を 借りて 

王家 を壓 通し 法王の 威 を 揚げよう とした 黨 派で、 ギ ベリン は 其反對 だ。 此ニ派 は 殆んど 伊太利の 中世の 各 都市に 存在して 

鎬 をけ づ つた ものと 云 はれて ゐる。 それ を 指す の だら う。 判り さうな ものなら 僕 も 讀んで 見たい が、 中澤 氏の 説に よると 

ラ 氏の 最近の 言說は 殆んど ベルグ ソン 氏の 說の 祖述に 近い ものの やうに 思 はれる が 如何 だ。 

足 助 は 手紙で 婚約 破棄の 察 を申经 つたと 云って 來 たが、 其 後面會 しないから 結 架の 程 は 知らない。 僕 も 一寸 その 女の 入 

とい ふのに 遇って 見た が、 あれで は 足 助の マッチに はならない と 僕 も 思った。 さらり とさば けた 處が藥 にした くもない 人 

らしい。 一寸 逢阪と いふ 感じ を與 へる。 あれ は此際 破る 方が 雙 方の 爲め 利口 だら う。 

何しろ 毎 曰の 雨に は 閉口して ゐる。 うんと 荒れて からつ とする のなら い k が、 何時までも 頭 を 謎し つけて 氣が狂 ひさう 

だ。 こんな 調子で 眞 綿で 首で もしめ る やうに いぢめ られ ては稻 だって 氣が狂 ふだら う。 

二 科 も 院展も 見る が 程の もの はない。 故 關根正 二の 遺作 展覽會 は 近頃の 見 ものだった。 

兄の 所の 代表者 は 鈴 木と 共に 連袂返 場した ぢ やない か。 駄目 だ。 要するに まだ 飯事 だ。 

淺井三 井 氏 宛 II 九月 二 土 n 曰 . 〔三ョ 九〕 

I 九 一九 年  三 六 九 


.  有 鳥 武郞佥 第 第八卷  二 七 〇 

よい 秋に なりました。 毎 曰 仕事に おい そしみ の 事と 思って およろこび 申して ゐ ます。 この間 柳 君に ある 人が クララの W 

家の 畫を 描いて ゐ るので あの 畫像 を參考 にしたい とい ふの だと 云った 處が、 クララの 傳を 持って ゐ るから 貸さう、 その 屮 

に は クラ ラの 肖像 も クラ ラが 出家の 夜ぬ け 出した 家の 戶の 寫眞も あるとの 事で、 早速 借り受ける ことにし てお 经 りします。 

多分 色々 參考 になる 事と 思 ひます。 私の 小説に は パルコ ン から 逃れ出る 事に なって ゐ ますが、 傳說 が本當 だとす ると 下 か 

ら のがれ 出た ものと 思 はれます。 他の 寫眞 にも 說明 をつ けて 置きました。 

去る 土曜の 東京 女子大 學の 講演 を か >f げたいと て 女學雜 誌から 肇 記に 来た 人が 雜誌を 1 册经 つて くれました。 その 中に 

圖らず も あなたの 口 縷を發 見し ました。 あれ は 美しい 繪 だと 思 ひました。 御 卒禁を 祈ります。 

檢カ京 子 氏 宛 -11 九月 一 一十 九日 於 東京 〔三 四 0〕 

何 を 私が 怒り ませう。 あなたが 私の 作物の 動機 を 御 理解 下され それ を受 入れて 下されば それでもう 私 は よろこんで ゐま 

す。 ^云 ひ殘 した 所 を附け 加へ ますれば 紫 子が 祖先から 本能 的に 傳 へられた 淫亂の 血 (男子 を 征服 せんとす る 女の 强大な 

る 武器 ：} を 働かせる 所に は 如何にも 非人間的な 惡 魔性の 心が あら はれて ゐ ますが、 其 他の 方面に 於て 彼女が 矢 張 人間で あ 

ると いふ ii です。 人間の 弱味と 强 味と を 持った 人間で あると いふ if です。 あの 書物の 讀者 は往々 にして その 點を見 週して 

はゐ ないかと 思 ひます。 自分の 作物 を 自分で 彼れ 是れ 申す 程 僭越な 事 はあり ませぬ が、 あなたの 打開け た 御手 紙に 對 して 

私 も 打開け た 勝手 を 云 はして いた どきます。 

よき 御 生活 を 祈 上ます。 

足 助 素 一 氏 宛 11 十月 n¥ 於束京 〔ミ四 一 〕 

近來 兄が 射的に 見えない ので、 如何した かと 心配して ゐ るが、 創作に 沒 頭して ゐ るので 御 舞に もよう 出ない。 たに 疲 


勞カ ひどい 爲と s 泞 V か何處 か 特別に 惡 いので はない か。 創作の 方 は 割合に 油が 乘 つて 來て今 「洪水」 を 訂正しながら 書き 

進んで ゐる。 京都に 發っ 前に は 全部 仕上げた いものと 思って ゐる。 御大 事に。 

淺井三 井 氏 宛 11 十月 五日 於 東京 〔一一 一四 一一〕 

畫を旣 に帝展 にお J^^j^ りに なった さう です ね。 或は 新聞に その 事が 出 やしない かと 注意して ゐ ましたが それ は 出ませんで 

したが、 あなたの 御手 紙で 非常に うれしく 思 ひました" 殆んど 1 年に 餘る御 苦心の 結晶が 1 つの 形 を 取 ク てこの 世に 生れ 

出た 事 は あなたば かりの 喜びと は 云へ ません。 帝展が採用するとかしなぃ，^Jか云ふことは全く問題外です。 人間の さう し 

た 激動が 集って 入 間の 生活と いふ もの を 本當の 意味で 豐富 にして 行く ものな のでせ う。 

私 も 目下 懸命に なって 第 十輯の 内容 を 作り上げる 爲 めに 勵 んでゐ ます。 この頃に なって 漸く 私の 激烈な 反對 家が 顯 はれ 

出した やうです。 文科 大學の 講.！ 齋藤勇 氏 は その 講演で 私の 甚： 督敎 觀に對 し、 滑 田 篤 夫と いふ 人 は 「解放 te 上で 私の 曙 術 

に對し 非難の 聲 を擧げ 始めました。 かう いふ 驟が 高まる 事に よ ひて 假 初な 私の 所謂 愛 讀者は 私 を 見捨てて くれる でせ う。 

さうな る 事 は 私に とって どれ 程よ い 事で あるか 知れ ませぬ。 

齋藤勇 氏 は 昨日 私の 所 を 訪ねて くれられて、 ゆっくり 話しました。 私の. K 當の心 持 を 可な り 理解して くれられた やうで 

す 0 

さあ そんな 事 はどうで もい \。 お 互に 自分の 仕事に 糈勵 しませう。 

原 久米太 郞氏宛 ！ 十月 八日 於 趣 町 〔ョ 四1 一一〕 

勞働 組合に 關 する 參考書 は 持って ゐ ない。 丁度 昨夜 足 助が 来たから、 相談したら、 一 ヶ月 程して 先生の 店から 出る ウェ- 

ブの r 英國勞 働史」 は 屹度 最上の 材料 を 供す るから， 齊 本家と 云 はず 洋服 細民と いはず 肉 體勞働 者と いはず 必 一本 を 座右 

1 九 一九： や  三 七 】 
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に備 へる 樣傳 言して くれとの 事だった。 足 助と い へば 近來又 頭の 具合 を惡 くして 困って ゐる。 肉體 の疲勞 から 来た 神經衰 

弱らし い。 天氣 になったら 少し 旅行で もしたら といって おいた" 

目下 創作に 沒頭中 思 ふやう に 頭が 働かない ので 癎精を 起して ゐる。 一 氣 にやる 癖 は 依然たり で 困った もの だ。 二十 三日 

頃當地 を出發 して 母 をお 伊勢さん に 伴 ひ、 上洛し ようと 思つ てゐ る。 

树 本と いふ 入 は 何 かして 來 はしまい か 知らん。 兎に角 本 多、 高 野の 輩から 見る と 心 持が い.^ ね。 

秋が 十分に 東京に は 来た。 昨日 終 曰 大雨、 今朝 大晴、 心の しんまで 澄み 透る やう だ。 

ラッセル 硏究は 進んだら う。 今度 遇ったら した.. t か 聞かせて 貰 はう。 

皆さんに よろし  く， 

赛藤勇 氏 宛 II 十月 十日 〔一！ 5 四〕 

この間 はわ ざ/ \ 御 來訪 下さいまして 難 有う 御座いました。 一 度 だけのお 話で は あなたの 御考も 十分に は 承知が 出来ず 

私の 申した 事 も 彼れ 是れ 矛盾 も 多かった 事と 存じます がそれ にも 不係 あなたが 虚心に 私の 申す 事 をお 聞き 下さった の はこ 

の 上な く 愉快に 思 ひました。 深く 御禮申 上げます。 

石山 太 柏 氏 は 日. K« を 描く 人に は 珍ら しい 良心的な 熱 實な晝 家です。 單 に熱實 なば かりで なく 藝術 家と して 物 を 感觸す 

. る 素質 も 潤澤に 持つ でゐ ると 思 ひます。 御 暇の 節に 見て あげて 下さい。 

木 田 金 次 郞氏 宛- 1 十月 十八 曰 〔ヨ四 五〕 

久しぶりで 御 消息 を うれしく 讀 みました。 あなたの 御 精進の 樣 子が 思 ひ 描かれて うれしく 思 ひました。 今 は 私 も  一 B 机 

め 前に 坐りつ どけて 第 十輯を まとめて ゐ ます。 而 して 二十 三 日に は 京都の 方に 發 つて 行きます。 故關根 氏の 畫は 五六 枚 札 


幌の黑 百合 會の 參考 品と して、  1^ つてお きました から 暇が あったら 見て 下さい。 今日 本畫 家の 石山 太 柏 氏の 自作 展覽會 が 開 

かれて ゐ ます。 深い 感銘 を 受ける ものです。 

加 藤氏の 御手 紙 を 御 返却し ます。 知己 を 得る の は うれしい ものです。 京都の 講演 は 申込めば 聽講 が出來 ますが、 講演と 

■ 講演との 間に 數 曰の 休みが 這 入ります から 遠くから お出での 方に は 不便と 思 ひます。 

御大 事に。 

石 坂 養 卒氏宛 11 十月 十九 日 於 京都 ニー 一四 六〕 

、「帝 文」 の 私に 對 する 御 批評 を 唯今 拜見 しました。 御 好意 を 感謝し ます。 

あなたが 或は 私の 作品、 思想 を 誤解な さって ゐ るので はない かと 云 ふ ii を 左に 申 上げて 見ます。 

「或 女」 について。 

あなた は 女性が 男性の 奴隸 であると いふ 事實 をお 認めに なりません か。 勞働的 奴隸が 生ずる 前から 女性 は 男性の 奴隸に 

せられ、 勞働的 奴隸が 解放され 出した 現在に 於ても 尙 女性 は 男性に 對 して 奴隸の 位置に あり、 £「 性 も 女性 もこの 大怪事 を 

さして 怪 んでゐ ない と 云 ふ事實 をお 認めに なりません か。 若し それ を 認め その 女性の 悲運と その 事 實 から 惹起され る社會 

生活の 破壞 とい ふ 事に 潜入して 考 へて ゐて 下さる 人なら、 あの 作品 を あなたが 御覽 になった とは異 つた アスペクト を 以て 

眺めて 下さる 事が 出來 るかと 思 ふので す。 何物 も 男性から 奪 はれた 女性 は 男性に 對 して その 存在 を 認めら る. -爲 めに 女性 

め 唯 I の賨 なる 貞操 を 賢らねば なりませんでした。 生殖に 必要で ある 以上の 淫愁の 誘引 を 以て 男性 を.：！ r 分に 繫 がわば なり 

ませんで した。 然し この 不自然な 妥協 は 如何して 女性の 本能の 中に 男性に 對 する 憎 惡を釀 さないで ゐられ ませう。 E. 「女の 

爭鬪 はこ、.； から 生れ 出ます。 同時に 女性 はま だ 女性 本來の 本能 を 捨てる 事が 出来ません" 卽ち 男子に 對 する 純眞の 愛着で 

す。 この 二つの 矛盾した 本能が 上に なり 下にな り 相剋して ゐる のが 今の 女性の 悲しい 運命です。 私 は それ を 見る と 心が 痛 

1 九 一 ん年  三 七三 
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みます。 「或 女」 はかくて 生れた のです。 この 立場から あの 作品 を 讀んで 下さる 方が あったらと 私 は 思 ふので すけし ども、 

男女の 關係 を根抵 的に 考 へて 見ようと する 人の ない 爲 めか、 今まで 私が 受けた 批評の 多く は 私の 急所 を ゑ ぐらず、 又假令 

賞讃 であっても 見當違 ひな 滿足を 私に 强ひ ようとし ます。 是れは 然し 結局 私の 表現が 十分で ないから 起る 事で せう。 と 云 

つて 私 は敎訓 的に あれ を 書いて 私の 考 へが 誰に でも 分る やうに 俊诂 ひいきに 書く 事 は 私の 藝術 家と しての 良心が 許し ませ 

ん。 私 は 最も 公平な 立場から あるが ま  >1 の 心理 を 描いた つもりです。 いっか は あの 作が 女性に 對 する、 從 つて 人 問 生活の 

悲運に する 眞相 を讀 者に 垣 間 せ、 而 して その 點 に對 する 考へ 直し をして 貰へ る 時が 來る やうに 祈る ものです。 私は藝 

術は已 むに やまれぬ 生の 表現 だと 信ずる ものです。 私 は 自分の 生の 苦痛 を あの 作で 叫んだ のです。 かう 申せば 「石に ひし 

がれた 雜草」 のテ ー マ も 自ら 御 了解 下さる こと >1 思 ひます。 

「惜しみな く 愛 は 奪 ふ」 について。 

奪 ふために 與へ るので はありません。 愛する 事が その ま X 奪 ふ 事で あるが 故に、 與 へる 事も從 つて 導 ふ 事になる と ー}4 ふ 

めです。 愛すれば 愛した だけの 部分 は 外界から 切り取られて 自己の 中に 攝 取され てし まひます。 それに 與へ るの だから 形 

だけ は與 へて ゐる やう だけれ ども、 それ は 畢竟 愛する ものと、 そのものに 與へ たものと 總て 一 緒に 自己の 中に 窓って ゐる 

のです。 この 明かな 事 實を私 は 語らう とする に 過ぎません。 若し 愛せず して 與 へる 場合が 起れば、 その 時 こそ は 眞に與 へ 

るので、 自己に は 何物 も 返って 來 ません。 然し 愛せず して 與 ふるの は、 その 與 へた 人に とって 其 生活の 分散 破壊で あり、 

社會 にと つて は 偽善の 許認 です。 これ はよ くない ことです。 さ 5 ではありません か。 

その外の 微細な 點 について はもう 申 上げません。 御面會 の機會 でもあった 時の 事に 譲ります。 

私の 申した 事に 間違 ひが あったら 何卒 御敎示 下さい。 失禮な 言が あったら 御 許し 下さい。 

有 島 生 馬 氏 夫妻 宛 11 十月 一 一十 五日 於 京都 あかまん 屋 〔一一 一四 40 


昨日 朝 名 古 屋で山 本の 連中と 落 合 ひ 伊勢山 田に 行きました。 折り 惡 しく 小雨 を 催して 困った けれども 自動車で 内 外宮 を 

ノ拜、 山 本 母堂 は 案内 者に おんぶして 行かれる さわぎ、 珍 量を呈 しました。 汽車 中で 對山 樓廢 業の 事 を 聞き あわて，. 奈良 

ホテルに 電報 を かけた 處が、 律で ホテル は 満員 だとの 電話に 接し 巳む を 不得其 夜 十 時 頃 魚 佐に 參 つた 處が、 部屋が 汚い と 

の 事で 大分お 寇が 斜めにな つてし まひ ましたが 仕方が ありません。 今朝 は 幸に 天氣 もよ かった ので 老人 連は鶯 瀧の rrpTd 亭 

に 逸り こみ、 若 若 だけで 新 1; 師 寺から 博物館 東大寺 释日 神社 を 參拜し 犬に 若者 共を奈 良の 崇拜 者と させて しま ひました。 

月日 亭 では 老人 達 も 非常に 滿足。 唯今 あかまん やお 初さん の迎を 受けて いつもの 下の 座敷に 投宿した 所です。 座敷に は 君 

の 短 ざく が 掛けて ありました。 

子供達 は 其 後 さして 淋し さう でも あるまい と 思 ひます が どんな あんばいで すか。 よく 叔父さん や 叔母さんの 云 ふ 事 を 聞 

くやう にと 御傳へ 下さい。 

留守中の 事 何分よ ろしく 願 ひ 上げます。 明日 は 多分 桃 山から 宇治で せう。 

足 助 素 一 氏 宛 11 十月 三十 一 日 〔一一！ 四 八〕 

今夜 十 一 時 漸く 全部 を 仕上げた" 今度の ものに は 可な りな 自信が 持てる と ふ。 瀆んで 見て く 1- 诒、。 

著作 集の 題名 は 「三 部 曲」 と 決めた。 これに 附屬 すべき 詩 や 書 後 は いづれ 其 中に ぉ经 りする。 

今夜 久 保に 會 つたら 兄の 好意 を大變 よろこんで ゐた。 

末 光への 手紙に は 溜飲 を 下げた。 全く 兄の 彈劾 文と 來ては 面も问 けられな いよ。 何れ 僕が 兄より 永生き をして ゐ たら 參 

考に 供す る。 

僕の 妹が 占 はしたら 尙 .1 館主 占って 曰く、 「この 人 子供 H 人 あり、 一 人 は 女 かも 知れず。 初婚 は 不幸に 終る。 職業 は 何 か 

變っ たもの なり (著作な りと は 知ら ざれば) 著作 も 著作 も 大分え らい 著作な り (是 れは少 々恐縮) (結婚の 事 を 聞きた るに) . 

一九 一九 〔中  三 七 五 
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T この 人 表面 は 溫柔の 如くなる も、 一 且思ひ 立った 事 は 決して あとに 引かざる 性分 なれば 子供の 爲めを 思 ひて 容 に 再婚 

せざる 可し」 だと さ、 これな ど は 中って ゐる 方で はない か。 但し 兄の 來年 死ぬ は 滑の 稽 なる もの だ。 尤も 兄が 自分 を 占 は 

せながら 自身で ない と 云った の はいけ ないだら う。 

仕事が 濟んだ _t び！ 

足 助 素 一 氏 宛 —— 十 一 月 四日 〔一 Is 九〕 

今度の 御手 紙の 兄の 悲調は 又 度胸 をつ かれた。 久し振りで 兄の 心の底の 沈澱物が 表面に 浮き 上って 來 るの を 垣間見 せら 

れた やうな 氣が して 苦しかった。 

「大 洪水の 前」 の 第三 幕に ある 小歌の 作曲 を近衞 に依賴 して 書 後の 中に 載せたい と 思って ゐる U 昨日から 講演 を はじめた 

が 聽衆は 存外に 多い けれども 其 中に 減じて 行く 事と 思 ふ。 

昨夜からの 雨が 今朝 も 降って ゐる" 起きぬ けに 弓に 行って ゐる。 この頃 は 五分 二三 厘の ものが 可な り樂に ひける やうに 

なった。 

祈 御 健在。 

吹 田 順 助 氏 宛 11 十 一 月 五日 於 京都 〔三 五 0〕 

今日 大阪に 行く 途中 兄の 御作 品 を携帶 して 行って 拜見 しました。 今度の もの は 乍失禮 近来の 御作と 感讀 しました。 あす 

こに は 何等の 誇張 もな く 自分 を いつはる 事の 如何しても 出来ない 一 筒の 好人物と 實 生活との 緊密なる 交渉が 素直に あら は 

されて ゐ たと 思 ひます。 若し 御 差 支へ がなければ 何 かの 雜 誌に 褐 載したい ものです が 其れ を 指定して 下さい。 私の 力の 及 

i ふだけ の 事 はして 見たい と 思 ひます から。 


もう 二度 講演 をし ました。 餘り 自信の ない ものであるの にも 不係、 聽衆は 熱心に 耳 を 傾けて くれます。 

彼等の 要求が 段々 切實 になって 來てゐ るの を 思 はせられ ます。 然し 本當 にい \ もの を 提供し 得る 實 力の ある もの は 居な 

いのです。 私 は.： TE 分 を 省みて 唯々 恥し く 思って ゐ ます。 

「一 二部 „M」 を 漸く 書き上げて 足 助の 手許まで ま はして 置きました。 十二月に は 上梓され る 事と 思 ひます が、 如何しても， HI 

. 分の 思 ふやう に 躅 立した 戲 曲の 書け ない のが 殘 念です。 然し その 中には 何ん とかして 自分の 世界 を 切り開いて 見たい と 思 

つて ゐ ます。 

此地は 紅葉に は 未だ 少し 早い やうです。 然し 雨の 姿に も 秋の 十分に 來た事 は 察せられます。 今日は 母と 小雨 を 冒して 大 

踱 まで 行って 来ました。 

餘は 何れ 後便 を 期して。 成瀨^^  (盲腸 を 切って 入院して ゐ ます。 それ は 御存じで せう〕 はま だ 見舞 はずに みます。 

石山 太 柏 氏 宛 11 十 一 月 十三 曰 於 京都 〔 ミ五 一 〕 

秋 も ふかくな りました。 お 住 ひの 所な どの 此 の樣御 想像 申 上げて ゐ ます。 當地も 此頃は 秋の 最中 今朝な ど は 夜来の 雨 

がう つくしく 晴れ 亙って 曉峨、 奈良 あたりの 秋色が した はれます。 l^f:而元氣で日々營々としてゐますリ 秋なん ぞに什 事 を 

持って こんない k 所に は來る もので はあり ませぬ。 机に 向 ひながら も滅 持ば かりやき もき します。 不 相變畫 维に沒 頭して 

お出での 事と 存じます。 來るニ 年間の あなたの 賓 境の 御 進歩 を ひたすら I 太んで 待って 居ります。 御 交際 を 願へ る樣 になつ 

た爲 めに、 藝 術に 對 して 眞而 目な 態度 を 示さ、 れた事 を 私 は 難 有く 思つ てゐ ます。 かう； K ふ 熊 度 を この 世に 見出す 事が 私 

の 第一 の 鞭撻で あり 慰藉であります。 それ を 難 有く 思って ゐ ます。 表装した 私の 百合の 畫が 友達 會の展 覽會で 百 圓に資 、れ 

たとい ふ 事 を 妹から いって 來 ました" 開いた 口が ふさがりませんでした。 もう 是れ から 決して あんな 惡ぃ事 はしません。 

氣 まぐれに 出品した 事でした が、 そんな 罪 を 造らう と は 思 ひも かけませんでした。 あなた 方に お詫びの しゃう もない やう 

1 九 一九 年.  三 七 七 


有 武郎ム .lei- 第八卷 _  三 七 八 

な 心 持に なって ゐ ます。 御大 事に。 

佐 藤 繁井氏 宛 —— 十 一 月十ョ s 於 京都 〔ョ 五一 一〕 ， 

こなたより こそ 永々 の 無沙汰に 打 過 居候 處 何の 御 障 もな く御暮 しの 由 御 状に 接しお よろこび 申 上 候， 御實 家に 彼 nK 御 心 

配の 事 ありし 由に て 御 痛心な りし 事な らん、 然し 御 兩親樣 の 御上 京 は 御： ffi^ にと り 結構の 事と 存上 候" 茅ケ 崎の 方 「宣言」 

が累 をな せりと は實に 意外の 事に 候、 御迷惑 何とも 申 わけなく 存じられ 候" 但し 先方の 人達 も 無理解の 人々 かなと 存じ ひ 4 ご 

當 地の 講演 は 聽衆も 多く 候 だけ 責任の 重き を 感じ 候へ 共 思 ふやう の 表現 も 不出来、 不満足 を與 へたる 事な らんと 恥し く 被 

存候〕 た Ms 地 昨今の 風光の 美 はお 見せ 申 上げ 度 候" 今朝な ど は 昨夜 來の雨 美しく 晴れ： 包り て 何とも 申樣 なき 心地に 候。 

嵐 山、 宇治など如何ならんと遊意をそト，：^れ申候。 向寒の 節 折角 御 自愛 相 成 度。 取 急ぎ 御 返事 迄〕 草々。 

母 堂 宛 11 十一月 十 三 日 於 京都 あかまん 屋 〔一 I 一 五 1  一一 J 

御 無事 御歸 宅の 電報 並に 御手 紙 落掌 慶賀 此 事に 奉 存候。 京洛 御？ g 在中 は 乍 思 誠に 不行屆 なる 事ば かり、 片手 問 化 事の 事 

とて 思 ふやう 御 慰め 申 上げ 候 事 も不叶 § に存 居候。 東京 は 急に 塞 さ ffl 催 候 由 嘸 御 困りの 事と 察 上 候。 當地は 今日は 又 珍 

敷 快晴に 相 成、 再び 小春日和 らしき 暖氣を 覺ぇ申 候。 

昨日 は 大阪に 出張、 ある 婦人 會に 講演、 明 夕 は 又 江 崎 氏の 招待に て大阪 に參る はずに 有 之 候。 

子供達の よろこび 服に 見 ゆる 樣に 御座 候。 鹿、 氣に 入り 候 や 如何に。 其 屮私も 何 か 見つけ 持 歸り可 申 候 間 左！ 11 御 申 傅へ 

置 被 下 度、 永々 の 間 分家に て 懇切に 世話し 下され 候 事 返す ぐ も 11^ く、 何卒 宜敷御 申 傳へ被 下 度 願 上 候" 二十 一 日 か 二十 

1 一日 は 歸途に つ き 可 申 候 間 何卒 それ迄 の 處萬事 よろし く 願 上 候。 

女中 は參候 や。 參 居候 はばよ きものに て あれ かしと 訢 上候レ 


足 助 素 一 氏 宛 11 十 一月 二十 曰 〔三 五 四〕 

一 昨日 同志 社の 方 をす まし、 昨日 は PL 會 とい ふ會で 貴婦人 連 を 前に 置いて しこた ま 御 婦人の 惡ロ をつ いて 厨 川 夫人な 

ど を 口惜し がらせ、 今朝 はこれ から 土窗の 買物に 出 懸けて 夜 は 「出家と 其の 弟子」 を 見、 明日 午後から ニ囘 講演の 上、 明 

後日 朝の 汽車で 歸京 する U 

今日は 原が 來 さうな もの だと 待って ゐる。 京都から 行った 男が 駄目なら 勿論 無遠慮 斷 つて やってくれ 給へ。 別に 適當さ 

うな 人が 出来れば それでい. -。 兄の あまり 忙しい 事 を 思って あんな 男で も 何 かの たしにな るかと 思った まで だ。 

野 村の 申出 は 成程 兄と して は 考へ物 だと 思 ふ。 

京都 も. K 當に 塞くな り 出した。 餘は御 面會の 上、 祈 御 健在。 

有 島 行郞氏 宛. 1- 十 一 月 三十 曰 於 柬 京 〔三 五 五〕 

御元氣 にて 御 勉學の 由 先日の 御 葉書に て 1^ 知 霜疊此 事に 存上 候。 實は 長らく 御 消息な き爲 めい さ. -か御 案じ 申 上 居りし 

處に有 之 候。 學 校の 方 も先づ 好都合に 御 蓮び 相 成 候 れ亦 結構に 存上 候。 當方は 母上 はじめ 至って 無事、 この間 中 は 京 

都に 御 出に 相 成少々 御 保養に も 相 成 候 半 か。 生 馬 はこの りに 執 載に いそが はしき 樣子、 英夫は 「人間」 と 申す 維 誌の、 王 

幹に て 是れ亦 至って 多忙の 樣子 あまり 面 會も不 致 候" 小生 は 京都 滞在中 も あちこち にて 講演 を 命ぜられ 歸京後 も あちこち 

に 出席 致し、 演說 つかれの 氣昧 にて 閉口 致 居候 得ば、 来年から は斷然 中止の 積に 御 ii 候" 著作に 沒頭 致し 候 得ば 中々 餘事 

は 思 ひも よらず 候。 第 十輯は 多分 來月 中旬に 出來可 致、 其 節 は 供御 笑 覽可申 候 U 

いつぞや 一 一 一 井 淸子氏 渡米 の 節 品物 少 々 依託し 置き 候が 御 落手 相 威 候 牛 か。 

雍 一 君 もい よく 明 B 東京 出發， 八日 神 戶發の 郵船に て 渡英の 事に 相 成 居候。 

1 九 1 九 年  三 七 九  I 


有^^武郞全集 ^？^八卷  三、 〇 

來月 四日 は 父上 御 ni 周年 なれば 親類 其 他 打 寄 精 養 軒に て 晩餐の 害に 候" 

頃來 晴曇 不定 閉口に 候。 貴地 も 追々 寒 氣に向 ひ 申 候 半。 折角 御 自愛 專ー に 祈ト； 候。 山 內樣に 御 序 も 候 節 はよ ろしく 頸ヒ 

候。 草々。 

柳 兼 子 氏 宛 11 土 一月 一 日 於趨町 〔一 i 穴〕 

この間の 問答の 時 女子大 學の 先生 をして 居られる と 思 はしい 方が、 

「敎. S として は 時々 思って ゐる 事と いふ 事と が 矛盾して ゐる のを自 覺 しながら それ を 通さねば ならぬ 暴 合が あって 苦しい 

が」 

と 云 はれた 時 私 は それが 苦しければ 敎員を やめる 事です とお 答へ したの を覺 えて ゐ ます。 これ は 明かに 私の 申し ぎで あ 

つ た 事に 後から 氣付 きまし た" 

「その 苦しみが 忍べ る 間は而 して さう いふ 態度で ある 事が 敎へ 子の 爲め 必要で あるとの 自信が ある 間 は それで やって ゆく 

外に 道はありません。 二重の 生活が 耐へ 切れ なくなれば それ は 自然に 破れて 自分の 位置 を 抛擲しても 自分の 眞實に 生きず 

に は 居られなくなる でせ う」 

とお 答 へ すべ き だ つ たのです。 この頃 デ モク ラシ， とい ふ 言葉が 唱 へ られ ますが、 人 々の 多く は それが 政治問題 社 會間題 

にの み 限られて ゐ ると 思って ゐる やうです。 そんな 考へ はそんな 方面よりも 先に 敎育 間题 などに こそ 這 入つ て來 なけ， 丄ば 

本末 を顚 倒した もの だと 思 ひます。 敎育 上の デモ クラ シ I と 云へば、 教師が えら いもの 坐 徒が えらくな いものと 云 ふ 僻 1^ 

を 捨て去る 事です。 さう 云 ふ 僻見 を 捨て k 生徒に 對 したら 可な り 自分の 眞實と 思 ふ もの 丈け で對 する 事が 出来る やうに も 

思 ふので す。 乍 憚 これ 丈け の 事 を 御 面 會の折 も ありましたら その 方に 御 傳へを 願 ひ 度い と 思 ひます。 

又 其 節 はお 菓子 や 人力車 をいた V いて 難 有う 御座いました" これ も どうぞ 厚く 御 を 願 ひます。 


足 助 素 一 氏 宛 —— 土 一月 八 曰 〔ョ 五お〕 

老婆 親切 を 難 有-つ。 女に う ゑて ゐる 程度 は 兄と 略 i 同樣 位と 思 ふが、 僕に は 其 外に 好奇心と いふ 惡 いい たづら ものが 手 

傳 つて ゐ ると いふ もの だ。 K も 男に 近づかう とすると 兄が 見た やうな^ば かり はして ゐな いよ、 呵々。 而 して 堺君も 云つ 

てゐ たが 心の底に は 眞劍な 純な ものが 潜んで ゐ るの だ。 と 云って 何も 覆 水を忿 に 返す やうな 手品 はしない から 安堵して く 

i 田 は 感心な 男 だね え。 

吹 田 順 助 氏 宛 11 十二月 十六 日 於 東京 〔ョ 五八〕 . 

いよく 歳の 灝 になり ましたが 皆 樣御か はり もありません か。 大分 永らく 御無沙汰して ゐ ました。 

唯今 春陽 堂の 今 村隆と 申す 人が 来て あなたの 原稿 を來年 五六 月 迄 待って いたやき たいと 云って 來 ました。 其 理由 は 本人， 

から 直接 あなたの 方に 申して 上げる でせ う。 お待ちに なるなら よし、 それでなければ あの 原稿 を 他の 雜誌 社に 交渉して 見 

ます。 或は 又 あの 原稿 は あの ま. - にして 置いて 他に 御 近作が あるなら その 方 を 他に 交渉して 見ても よ ござんす。 其邊の 御. 

返事 を こちらに おもらし 下さい。 

「三部 曲」 が 出来ました から 別便で 御屆 けします。 これが 私の 舊衣 を脫 する 最後の も 2 です。 この 次に は 論文、 それから 

來 年の 六月 頃 「新 小說」 に 何 か 長い もの を 書かねば ならぬ かと 思って ゐ ます。 その 作で は 新しい 衣裳 を 驚て 見たい と 思つ 

てゐ ます。 

この頃に なると 貴地が うらやまれます。 東京 は 可な り 寒くな りました。 文章 世界と 新潮の 正月 號 につまらぬ 感想 を 載せ 

てお きました。 御覽 下さる 機會が あれば 幸です。 

1 九 一九 年..，  1! 一八 I  卜， 


.有 鳥 武郎入 HI. 第 第八卷  ニー 一八 二 

，ナ 事に り ます 

宫崎安 右 衞門氏 宛 —— 十二月 十九 曰 於 東京 〔n 一  5 九〕 . 

京都で は失禮 致しました。 わざく 御見舞 を 難 有う 御座います。 私 も 一 家の もの も 幸に 至って 無 爭で暮 して ゐ ますから 幸 

に 御 放念 下さい。 年 も 押つ まりました けれど 過去 を 省みて 見る と 何とて まとまった 仕事の 出来な いでし まった 事 を 恥ぢ入 

るば かりです。 此1„^^ノし讀書に沒頭せんものと籠居して見てゐますが兎角俗事に煩はされて思ふゃぅな事が出來ません。 

そんな 時には あなたの 御 境遇な どが 羨まれます。 富 田さん は旣 に御歸 京なさい ました か。 若し 御 面 會の節 も ありましたら 

いつぞや 京都で お 伺 ひした 件 は 片付きました かと 唯 御 傳へを 願 ひます。 而 してよ く 御 蹬 を 仰 有って 下さい。 

あなた の よ い 御 仕事の 上 に は 御 威 功 を 祈り 上げます。 


一九二  o 年 

木 田 金 次 郞氏宛 —— 一 月 四日 於 東京 〔ョ穴 0〕 

い k 新年 をお 迎へ になった 事と およろこび 申 上ます。 僕 も 幸に 頭 健、 子供達 も 幸福に この 年を迎 へました。 今年 も 力の 

限りの 生活 をして 無駄で なく 一  年 を 過したい と 念じて ゐ ます。 

兄の 方 は隨分 寒くな つた 事と 御 察しし ます。 仕事に は 節季 も 正月 もあります まい。 忙しく お 過し の 事と 思 ひます。 其 後 

作品が 出来ました か。 出來 たら 经 つて 見せて 下さいません か。 

「三部 曲」 をお 经 りします。 まだく 物足りない 處 ばかりで 恥し いもので すが、 段々 ぃ& もの を 書いて 行きたい ものと 思 

つて ゐ ます。 

惡 い 風が 琉 行す る やう だから 御大 事に。  - 

小 村 直 氏 宛 11 一月 六日 於 東京 i 六  一： J 

昨日 は 突然 參 上して 澤 山の 時間 をいた t いた 事 をお 氣の 毒に 思 ひます。 然しお 蔭で 大變樂 しい 半日 を 持つ 事が 出來 まし 

た。 

あの 騫を 持って 鼸 ると 直ぐ 額緣に 入れて 見ました が、 思 ひ 設けて ゐ たやう に 引 立ち ませぬ。 . 額 緣が惡 いのに 相違 ありま 

せぬ。 其 3. 似合 ふのに 取 代へ る 積り でゐ ます。 私の 所持して ゐる畫 では 安井 氏のと 好 一 對の活 きくした もの だと 喜んで 

居ります。 .  . 

「三部 曲」 をお 屈け します。 私と して は 物 足らない ものです がお 讀み 下されば 幸 ひです。 而 して 惡ぃ所 を敎 へて 下されば 

J 九 二 〇 ギ  I 二八  一一！ 


布 鳥 武郞仝 第八卷  H 八 四 

更らに 幸 ひです。 

今朝 も あなた は隨分 寒かった でせ う。 風邪 をお 大事に。 

原 久米太 郞氏宛 11 一月 七 RI 於 東京 S 町 〔ョ穴 一一〕 

暫く 兄からの 消息 を 聞かず、 「三部 曲」 を御}^^付して置ぃてもぅんともすんともなぃ所を見ると又鬼のカクラ ンが 起き 

たので はない かと 些か 心配になる が、 別條 はない のか。 

幸に 僕の 所の 1 家 は 頑健 至極で 越年した。 僕の 外 は 皆 熱 海に 出 懸けて ゐ るので 目下 僕 は 山中に でも ゐる やうに 靜 かな y 

暮し をして ゐる。 可愛がりたい 時に 子供が 側に ゐて、 仕事の したい 時に たった 獨り になれ たらと 暢氣 至極な 妄想 を 描いた 

りして ゐる" 

勞働 問題 も 恐ろしく 下火になつ たもので はない か。 是れ だから 曰 本人 は 全くい やになる ねえ。 

まあ.： IE 分に 與 へられた 仕事 を專 一 にやって 行く より 外に 仕方 はない。 僕 は 今月 は 朝日の 懸賞 小說に 全力 を 集注す る 積り 

だ 0 來 月から は 「惜しみな く 愛 は 摩 ふ」 だ。 摩った つて 悲 はなくたって と 皮肉るべからず。 

足 助 は 法事の 爲 に歸國 したが 兄に は 自然 遇 事と 思 ふ" 健康が 惡 いので 此頃は 又少々 癎が 立って ゐる らしい。 冬になる 

と 彼は實 際み じめ だ。 

まあ 無事で さへ ゐて くれ \ は 安心す る。 無 事なら 近況 を 知らせて くれ 給へ。 

大島豊 氏 宛 —— 一月 十七 曰 〔一一 一穴 15 

兄が 渡米 以来の 委細の 御 消息 は 度々 耽讀 して 非常に 嬉しく 思って ゐ ます。 兄が 是れ までの 無 拘束な 生活から 先づ 規則 正 

しい 生活に 這 入る 事 を 目指 ざした のが、 第 一 にい &着跟 だと 敬服し ました。 そこ を 立派に 雜 越してから 更に 自由な 道が 兄 


の 前に は 開 力れ る 華と 思 ひます。 御出發 前に 僕が 怒りに 怒った 事 を 許して 下さい。 それ を 兄が 少しも 怒らず 靜 かに 考察し 

て くれたの を 僕 は 心から 嬉しく 思つ てゐ ます。 

十四日から 發 熱して 玆ニ II 一日 臥床し ましたが もう 宜しい。 今朝 は 平熱に 復 しました から 此 手紙 を 書きます。 母 も 子供 も 

元 氣で暮 して ゐ ます。 流行性感冒 は 恐ろしい 熱です。 米國 もさう でせ う。 卸 大事に なさい。 

森戶 助教授が クロポトキンの 思想 を 東大 經濟 舉科發 行の 「經 濟舉 W 究」 で 紹介した 爲 めに 職 を 奪 はれ 吿發 されました。 

此 重大な 興味 ある 問題です。 

祈 御 健在。 

吹 田 順 助 氏 宛 —— 一 月 十九 日 於 東京 〔一一 一穴 四〕 

私の 拙い 著作に 對 して あれまでに 綿密な 御 感想 を 認めて 下さった 事 を勿體 ない 位 難 有く 思って 熟讀 しました。 深く 御詹 

申します。 第 一 第二の 戲 曲の 内容に 對 する 讚辭は 少し 身に 餘 ります が 其 儘いた くと して、 「聖餐」 に對 する 卸 意見よ 色々 

の 意味で 私 を 十分に 考 へさせて くれました。 1^ 督は仰 有る やうに 悲劇の 主 入 公た らんに は餘 りに 圓滿 過ぎる やうです。 で 

私 は 中心 ii を 寧ろ マリヤに 置いて 書いて 見た 積り でした。 基督 を 精細に 描く 事に よって マリヤ を 浮き出させようと 試みた 

のです。 然し それにして は マリヤの 影が 薄 過ぎて ゐ ます。 あれ は 本 當を云 ふと 如何にしても 少く とももう 一幕 を 加へ、 マ 

リャを 表面に 置いて 其 坐活を 明らかにし 同時に 其 慕に ュ ダを點 出して ュダの 心 持 も 同時に 表現し なければ ならなかった も 

の だと 思 ひます 。前の 二つの 戲曲も 書きお ろした ものに 一 幕づ 、を附 加して 漸く あれ だけの 體 裁に する 事が 出來 ましたが、 

それでも まだ 事件が 十分に 具象 化されずに 說明— 終って ゐる 所の 多い の を 感じます。 「聖餐」 に 至って それが 一 番甚 しいと 

思 ひます。 それが 劇と いふより 物語 的な 印象 を與 へる 大きな 原因の 一 つらし いのです。 唯 私 は その 當 時の 人々 の 心 持ゃ氣 

分が 屹度 さう であった らうと 思った それ を 描出し ようと 試みた。 その 試み は 相當に 成功して ゐ るかと 思って ゐ ます。 漫然 
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と 聖書 を讀 むより はこの 戲曲 を讀む 事に よって 當 時の 生活 内容が 明瞭に 印象され る やうに と 心 懸けて 見ました。 今度 聖書 

から 題材 を 取ったら も 少しし つかりした ものが 書け ると いふ 自信 は 多少 出來 ました。 

この 三部 曲で 私 は 色々 な 事 を 現 はし 度い と 企てました。 實際 この 三戲 曲の 間に は 私な りに ある 關係 を 有た せようと 試み 

ました。 

1、 エホバより 「父なる 神」 への 推移。 

二、 兩性 間の 憧憬、 爭鬪、 調和" 

三、 生命の 向上、 生命の 向 下、 及 生命の 自足。 

其 他です。 而 して 私に 眞に藝 術 家 的な 資性が あったら 無 自覺で 他に 何 かの 連絡 をも附 して ゐる かも 知れません。 果して そ 

れが あるかな いか を も 知りたい と 思って ゐ ます。 

言語 上の 御注意 も 難 有く 思 ひました。 この間 大學 生が 四 人で 「聖餐」 の 本讀み をして くれ ましたが、 實際上 可な り 不便な 

用語 を發 見し ました。 

「お憐れみ 下さい」 

の 如き は 其 著しい 例です。 それから 聖書 上の 智識の 不足な 爲め顏 から 火の 出る やうな 誤謬 をして ゐる事 を 竹 崎 牧師から 指 

摘され て へ コ たれて ゐ ます。 

御 好意に 甘えて 餘り 自分 を 語り 過ぎて 失禮 しました。 

今日 足 助 のと ころから 電話が か >- つ て 来て、 今歸 宅した と 云 つ て來 ました。 あなたの 方に は 遂に 行かな か つ たと 見え ま 

す。 

貴 稿 は 大^ 社に やって 置き ましたが 多分 三月 號には 出して くれさうな もの だと 思って ゐ ます。 


お子さんの 御.： i 氣が御 全快で 蟹、 よろこんで ゐ ます。 東京 は惡 風邪 猖擬で 全く 重圍の 中に 居る やうです。 私 も 十 四 曰か 

ら 昨日まで 輕ぃ奴 を 食って 臥床し ました" 眼の 前に は大阪 朝日の 懸賞 小說が 山の やうに あります。 いっか からこの 事ば か 

り氣 にしながら まだ 片付けて ゐ ません。 困った なまけものです。 

牧山君 は 時々 見えます。 中々 考 への 深いい、 靑 年です ね。 今 は スチル ネル を譯 さう かな ど 云って ゐ ます。 

倉 田 君れ 戲 曲が 一 一月の 新 小說に 出る さう で樂 みに 待って ゐ ます。 

麄 御大 事に なさい まし。 早速 御禮旁 i。 草々。 

朱 紫會を 見て 歸 つて 来てから。 

大森眠 步氏宛 ii 一月 二十 五日 〔ョ六 五〕 

原稿 を拜 見し ました。 

一 つの 創意の ある 作品 だと 思 ひました。 然し これ も 其 材料と 表現との 關 係から 到底 發 表して くれる 本屋 は あるまい と 思 

ひます。 あれ 丈け の內容 でも 發寶 禁止 を a れ なければ ならない 御 治^な のです から。 最後に 私と して はかう いふ 構想に は 

妙に おくれた 心になります。 鬼に 角 原稿 を ー應御 返却し ます。 あれ は 岩 野 泡 鳴 氏な どに 見て お 貰 ひに なったら 如何で せ 

吹 田 順 助 氏 宛 11 二月 八日 於 東京 . 〔nl 穴 六〕 

御 一 家が 風邪の 爲め におな やみに なった 事 を ちっとも 知らずに 過して ゐ ました。 度々 の 御難 漉撫 お苦しみだった らうと 

お 察し 申 上げます。 然しもう 御 快方で 結構です。 然し まだ 寒い から 御油 斷 のない やうに 祈り 上げます。 

あなたの 御 感想が 讀賨に 出て ゐる事 は 足 助から 聞かされ ましたが まだ 拜見 する 機會を 持たずに ゐ ます。 弟の 所から 借り 
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て來て 必ず 拜見 します。 貴 稿 は大觀 社に やって あります がま だ 何ん とも 云って 來 ません。 これ も 其 中間 合せて やります。 

此頃も 矢 張 「大 朝」 の 懸賞 小說 にな やまされ 切って ゐ ます。 實際 後悔 先き に 立たず です。 中旬までに は 切り上げて 論文の 

方に か、 りたい と 思って ゐ ます。 私の 小さな 感想 をお 讀み 下さって 難 有う 御座いました。 この頃 は 私 は 文 境に て は 全くの 

BsitKr 入と なりました。 作物で もなんでも 全く 顧みられません。 私 は それ を 結句い \ 事に して 澄まして 自分の 道 を 進んで I サ 

く 積り です。 倉 田 氏の 「俊 寬」 を 感心して 讀 みました。 これから 現在の 材料から 戲曲を 書く と 云って ゐ ます。 結構な もの 

が 出来る だら うと 湖-待して ゐ ます。 東京 は 今朝から 降雪で 今 (夜 十 時〕 四寸程 積り ました。 久 振りの 雪で あるの こ^り 來る 

は 全く 風 もな く、 實に靜 かな 寒い 夜です。 そちらに ゐられ ると こんな 日 もな つかしく 思 はれる 事 だと 20 ひます。 私 も！ 

やら 北海道の 事な ど 思 ひ 起して 少し 威： 傷 的に なって ゐ ます。 くれぐ も 御大 事に なさい まし。 そ K で まこ で > 

八 木 櫸善次 氏 宛 11 一 一月 十  一 rn 於趨町 〔三 穴 さ 

御 返事が おくれて 失禮〕 熱 海の 方へ 子供 を 連れて行ったり 何 かして 居た ものです から。 

愍 i 兄の 卒業後の 方向 もき まった こと は 何より 御 安心と 思 ひます。 日本の 將來 の社會 問題の 根本 問題 は 都 會勞働 者より 

も 農民の それ だと 思 ひます。 都 會勞働 間 題 は 目に 觸れ 易く 花やかな もの だから 人々 が 皆 それに 眼 を 向けて ゐ ます。 今の せ、 

會 主義者と いはれ る樣な 人達 も 雷に 都 會勞働 問題の み を 云々 して ゐる 9 は 少し 山 氣澤山 過ぎる 嫌が あり はしない かと 日頃 

か， T 思って ゐ ます。 問題 を 燃え 上らせる 爲 めに は 都 會勞働 者の 中に 運 励 を 起す のが 捷徑 かも 知れない が 問題の S 犬な 解決 

は 農民 問題 (或は 地方 問題 —— 都 會に對 して〕 を忽 諸に 附 したら 由々 しい 誤算 だと 思 ひます。 而 して 此 問題 は 早晚忽 如と 

して 其 重要 さ を 露出して 來 るに 違 ひありません。 今から 十分に 之れ に備 へて 置く の は亦舉 者の 犬なる れ務の 一 つで はない 

でせ うか。 兄の 農政 問題 を 研究な さりたい との 初志 は 或は この 邊と 一 致して はゐ ないかと 考 へます が 一 つ 益 i この 方面に 

猛進され て は 如何です か。 文 藝に沒 頭して ゐる 門外漢が か &る生 意 M を 申す の は 稍 i 僭 1 の 嫌 ひ 有 之 も 河上樣 などに も 其 


.邊 委細 御 相談 御. 決定 も あらば と 祈つ てゐ ます。 

私 は 依， 懸賞 小說に 苦しめられて ゐ ます。 寶に災 ひなる かな。 新 小 說の藤 村、 武郞號 の 一件 は斷 つてし まひました。 二 

巧 號の新 小說に 出た 「三部 曲」 の 紹介の だらしな さ を 御 一 見下されば、 さう した 私の 心 持.，^ 分って 下さる と 思 ひます。 ジ 

ャ ー ナ リズ ムには 全く あてられ てし まひます" 

「我等」 の 111 月 號に橋 本 行の ハ十 曰の 感想 を 載せる 事に しました。 御 序が あったら 御笑讀 下さい。 そちらの 私の 友人 達 は 風 

邪に も 胃 さハず 達者で ゐる 事と 思 ひます。 御 遇 ひの 節 は 何卒よ ろしく 御 傳へを 願 ひます。 

九日に 東京に は 可な りの 雪が 積んで ゐ ました。 今日は 風が あって 晴れて はゐ るが 寒う 御 います。 

健に 礅を 御大 事に なさい。 「俊 寬」 は 感心して 讀 まして もら ひました。 

木 田 4 ハ次郞 氏 宛 11 二月 十六 曰 於 東京 〔一一 一六 八〕 

畫を 受取って から 大分 永く たちます。 實は あの 油繪ケ 額緣に 入れて よく 鑑賞したい 氣 持から 今日 迄 その 儘に 打 過ぎて ゐ 

ましたが、 額 緣屋の 奴 はそんな 心 持 は 察して くれず、 何時まで たっても 註文 を 果して くれません から 我慢が 出来ずに この 

肇を 取りました。 

あなたの 畫が屆 いて 來た 時には 丁度 生 馬 も 部 に 居ました。 僕 は 油總を 簞笥の 引出しに 狭んで つりさげて 二人で 見入り 

ました。 生 馬 は 「立派な もの だ」 といって 感心して ゐ ました。 而 して 暫くして から 「物の 見方に 少し 確 實性を 缺く嫌 ひが 

あり はしない か。 前の 方の 樹木な ど は本當 にい、 が」 と 云って ゐ ました。 私 も 全く 感心し ました。 あの 落 翳いた 表面に ぎ 

らくと 現 はれ 出て ゐ ない 底力と いふ やうな ものに 打 たれました。 殊に 北海道の 風景に 接し 慣れて ゐる ものに は それ は樂 

しい 思 ひ 出であります。 兄と 私と は餘り 近寄り 過ぎて ゐ るので 餘り 確實な 批評 は出來 なくなって ゐ ると 云 はれる のか も 知 

れ ない けれども、 私 は そこに 又 思 ふま に 云へ さうな 氣 がします。 忌憚な く 思 ふ 所 を 云へば {t^ に は 全く 一言 も 云 ふ 事が 出 
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來 ません。 光と 透明 さとが 色の 外に あすこに は 在ります。 樹木の 描法に は 少し 難が 申出で たい ト思 ひました。 カ强 さの 中 

に 少しば かりほん の 少しば かりの {\ &虚が —— それ は單 純化が 徹視 から 来ずに 想像から 来たと いふ 空虚が 感ぜられる やうに 

思った のです。 殊に 遠景に ある 枯雜 をつ けて 立つ I 本 はもう 一 歩で マ ンネ リズムに 落ち はしない かとい ふ 危懼 を 私に 抱か 

せました。 土の 色と 質と は 立派な もの だと 感じました。 それに 比べる と 草の 色が 少し 毛絲の やうな 色感 を 起させ はしない 

でせ うか。 然し それ は尤 める に 足らない 瑕瑾 かも 知れ ませぬ〕 大 體が與 へる 感じと して は 作者の 躊躇と いふ 不安定な 心 持 

が 簿 く 感ぜられる やうに 思 はれます。 自然の 中に 溶け込んで 材料の 事な ど は 忘れて しまったと 云 ふ 感じが まだ カ强く 動い 

て 來てゐ ない ので はない か。 さう 思 はれます。 その代りに 惡 ずれと 名附 くべき 汚點は 何處の 隅に も 見出されません。 總て 

が 春の やうに 新しい 事を兒 ます。 その 快 さ。 

鉛筆 畫に 至って は 只々 驚異の 眼 を 見張る ばかりです。 あんなの を澤山 集めて 兜畫堂 あたりで 今の 畫 かきたち に 見せて や 

り いと 思 ひます。 いくら 見ても あきる 事 を 知りません。 あれ 丈け の徹 1: がその ま > -油繪 の 方に も 現 はれ 出たら どんなに 

其色は輝くだらぅ-^思はれます。 その 時が 早く 來る やうに 祈つ てゐ ます。 

木當 にい X もの を 見せて 下さって 難 有う。 而 して あなたの この 冬の スケッチが 早く 屆 くの を 一 日 千秋に 待って ゐ ます。 

僕 は 今 懸賞 小說の 選評に 沒 頭して ゐ ます。 苦しんだ 甲斐の ない 事な ので 閉口し 切って ゐ ます。 他の 二人の、 選者 は 夙の 

昔に 出来て しまって ゐ るのに、 僕 だけ はま だぐ づ/ \- して ゐる のです。 而 して 餘 計に 苦しみ をして ゐ るので す。 あれ を 承 

諾 した 時の 心 持が 實際 我ながら 奇怪 千 萬な 事です。 

そちら は 雪が 深いので せう。 東京に も 昨今 少々 づ.. t 雪が 降って、 冬ら しい 景色 を 見せます。 風邪な どひかぬ よう 御大 事 

になさい。 私 は 幸に も 元 氣で暮 して ゐ ます。 今檐 端から、 雲 解の した k りの 音が 聞え て、 晝の 陽の 光が 障子に さして ゐま 

十。 子供 は 一 n 人 共おば あさんと 熱 海に 行って ゐ つので、 家の 內は 森閑と して ゐ ます。 獨 りで ゐ ると 色々 な こと を考 へさせ 

られ ます。 


野 村 愛正、 坂 田泰雄 * 朝 重 美名 子 三 氏 宛 —— 二月 十六 日 於 東京 〔ョ六 九〕 

堇の 花が 咲いて ゐ ると 知った だけで 心が わくく する やうに 覺 えます。 東京 は 昨日 も 雪が 降りました。 今朝 は 晴れて そ 

れが 溶けて 雨 だけにな つて 樋を傳 つて 落ちます。 萬 望 そちらで 三人と も 十分に 1^ を强 健に して 仕事の 素地 をお 作りになる 

.a- う 祈って ゐ ます。 

美名 子さん は 嘸つ かれ 切って しま たでせ う。 然しもう 光明 は 明かに 認められた 事 だから 靜 かにお 進みに なれば い.^ の 

です ね。 井上 君から も 手紙が 來 ました。 15ii 滿洲に 行く の ださう です ね。 

野 村 兄 は 著作、 坂 田 兄は畫 布、 美名 子さん は讀 書、 全く 羨し いやうな 生活です わ。 僕 は 相變ら ず懸， 貫小說 で苛責 され、 

今日は 午後から 足 助が _ ^て 「惜 みなく 愛 は 奪 ふ」 の 原稿に か \ つ たかな どと 催促され ると 思 ふと 少し 悲しくな つてし まひ 

ます。 明日 は 私 も 子供 を迎 へに 熱 海に 行って 十九 日に は歸 つて 來 ます。 力が 這 入り 切る まで 獨 りで 何處 かに ぢ つと して ゐ 

たいが、 い、 加減に 踊らなければ ならな いのは R 分ながら いけない と 思 ひます。 いけない と 思 ひながら 思 ひ 切って 沈潜し 

得ない のが 悲しい。 一昨日 は森戶 氏の 公判 を聽 きました。 始めて 法廷と いふ もの をし みぐ 兑 ました。 あすこで やって ゐ 

る 事 は 皆う そです ね。 うそつきに 限って 物々 しい 顏付 をして ゐる もの だ。 法廷の 顏 付の 物々 しさよ。 

粒 良 達 二 氏 宛 —— 二月 二十 一 曰 於 難 町 〔一一 一七 0〕 

(前文 略) 唯 二十 五日まで はさし 逼 つた 用事が あります から 其 後に 來 るなら 來て 下さい。 

それ は どれ 程の 苦しみ だかよ くお 察し 申す 事が 出來 ると 思 ひます。 然し 竊理が 何 を 兄に 求めて ゐ るか を 誰が 大膽 にも 云 

ひ あてる 事が 出來 ませう。 それ を 兄，：： n 身 すら i 杵 に定 むべき もので はない と 思 ひます。 約 百 記 を讀ん で御覽 なさい" それ 

が 架 f& の戲 曲で あらう とも 實感 的な 苦惱と 解脫は 濃厚に 現 はされ てゐ ると 私に 思 ひます。 唯 あの 記事に は 神が あります。 神 
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-. を 信じられない 兄に とって それ は 一 つのつ ま づきに は 違 ひない けれども、 何等の 晴示を も 兄に 提供し 得ない と は 思 はれま 

せん。 一人と して 深い 自省の 後に 棘 を 持ちつ、 ある.； 爭を 感じない ものはありません。 兄よ、 兄の 棘 は 大きく 痛ましい。 然 

し 兄の みが 總 ての 人から 全然 特別な 事情の 下に 置かれて ゐ ると 思 ふの は 誤り だと 思 ひます。 

萬 兄が 絕頻 失意の どん底から 勇ましく 跳ね返って 新しい 世界に tH^ れ 出て 来られる やうに 祈ります。 

谷川 徹三、 三 木 淸兩氏 宛 11 三月 四日 誕生 曰の 夜 於柬京 〔一 15 一〕 

私の 誕生の 御 祝 を 難 有う。 谷川 兄の 手紙 も 正に 今日 屆 きました。 誕生日の 加 はる 事 を 寧ろ 苦笑 を 以て 迎 へねば ならぬ 私 

です けれども、 その 日に 依って 私 を 思 ひ 出して 下さる 友の あるの を 知る 事 は 私の 心 を 暖めます。 兄 等御兩 人と 二人の 女性 

と 一 人の 母と によって 私の 曰 はしめ やかに 祝され ました。 何ん とい ふい、 祝福" 

- この頃 ケ ー ベ ル 博士の 小品集 を精讀 して 數 多き 暗示 を與 へられて ゐ ます。 明治 以来 日本に 住んだ 最上 最高の 人格 を 彼に 

於て 見出す 樣に思 ひました。 

私の 近況 は 八 木 兄から 御聞联 下さい。 

原 久米太 郞氏宛 —— 三 月 十 一 曰 於：！ 町 〔一 11 七 一一〕 

今日は 泰 らしい 曇 曰 和で 暖かだった から、 この頃 胃 を惡 くして 閉口して ゐる足 助 をお びき 出して、 获^ に 石山 太 括と い 

ふ 若い 畫 かきの 家 を 尋ねた。 布袋さん の やうな 克明な その 人 はさ、 やかな 然し 氣 持ちの い 家 を 新築して 庭な ど を 手造り 

にして ゐた。 歸 つて 見ろ と、 兄からの 手紙が 來てゐ た。 この 前の 長いい >t 手紙と 共に、 大きな よろこび を 以て 受け取られ 

た 0 

竹 崎 は 兄の いふ や-つに 本當 にい、 男 だ。 男らしい 男 だ。 主義の 人と か 信仰の 人と か は あ k した もの かも 知れない けれど 


も、 彼に 於て 只惜 まれる の はもつ と 自分の 把持す る 所の ものに 自信 を 持たん 事 だ。 その 自信が 强 ければ さう ー氣に 人を說 

服しょう としないでも 十分の 安心が 出來る やうに 思 ふの だが。 然し 鬼に 角 彼の 僕に 對 する 友情に 就いては 一 言 もな く 難 有 

く 思って ゐる。 彼 は 離れて 考へ るよりも 直面して 談る 時の 方に 遙 かに 深い 親しみが 感ぜられる。 僕 は 今夜 早速 竹 崎に も感 

謝の 手紙 を 書いて 经 つた。 兎に角 僕が あんな 人々 から あ \瞹 く 考 へられて ゐ ると いふ 事 は 誇りに して い --事 だと 思って ゐ 

る。 

川 崎の 仕事の 能率の 偉大な の を 兄から 聞かされて 一 寸 驚いて しまった。 僕が 知って ゐる 頃の 事 11 この頃 は その 方に 注 

意 をし なくなつ たが 11 から 考へ ると 夢の やう だ。 英國 なら 英國に 軍艦 を 注文した とい ふ 事 を 聞いて から 忘れ 果てる 頃に 

なって 出來 上って 来る とい ふやうな のが 僕の それ 等の 仕事に 對し 持つ てゐた 智識な の だから。 然し その 能率 を實 現すべく 

兄まで が 馬車 馬のお 株 を 僕から 奪 はねば ならぬ とひ 悲慘 だ。 然し 同時に その 間に もこつ くと ラッセル を 論じ、 文學 を讀 

み、 飜 譯に從 事し、 徒弟 1^ 敎 へて ゐる 兄の 精力と 來て は實際 一寸 まねが 出来ない よ。 

と は 云 ふ もの &ニ 指が きか なくなった など は 心細い 話 だな。 僕が 敎師 をして ゐた 時の やうに ちっと サボる 工夫 はない も 

のかな。 松 方 幸 次郞に その 邊の 呼吸 を 少し 敎 へて やったら どんな もの だら う。 人間 は 馬. 車馬 ぢ やない つて。 他人の 爲 めに 

產 する 人間 だ つ て 矢 張 人間 だ つて 事 を。 

これ は 足 助に は內所 だが 僕 はま だ 「惜しみな く 愛は簿 ふ」 に 取り か- 1 つて ゐ ない。 足 助 はな まけて ゐて土 端 場に なって 

力ん ばる のがい けない と 「み ふけれ ども ■ 仕事 を 始める きっかけに 喰 ひつく までの 大儀 さったら ない。 見當 をし つか り！ 定 

めて 置いて よしと いふ 瞬間に かけ 込んで 行く その 呼吸 を はかって ゐ るの は 全く 苦しい よ。 取組んで しまへば 負けても 勝つ 

て も そんな 事 は 問題 ぢ やない。 唯 盲滅法に 噴 ひ 下るな り 突か X るな りして ゐれ ばい X ん だが、 敵の 奴が い.^ と 構へ てゐ 

るのに、 仕切ったり 立ったり して 考 へ て ゐる間 は 全くみ じめ だと 云 ふ 事が 出来る。 山內 なん ざ あそん な 時になる と 毎晚芝 

居 か 何 かに 行って 一 日 延ばしに 延ばす 申譯を 作って 自分の 良心 を ごまかして ゐる やう だ。 然し 多分 .11 佛樣が 許して 下さ 

】 九 二 〇 年.  三 九 三 
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つたら — 明日から 斷然 仕事に か.^ る だら う。 さうな ると 又 無沙汰 をす ると 思って この 手紙 を 書いて おくの だ。 とか 何ん 

とか 云 ふが 二  n! 曰して から 長い 手紙 を 書かなければ いけない から 今日は 仕事 は先づ やめて など \ 南 分に 云 ひ 聞かせる 時が 

來る かも 知れない がね" 

竹 崎 の 奥さん によろ しく。 兄の 奥 さ んも 幾分 慰められた 事 と 思 ふ。 それが きっかけ になって 早く も と の 健康 に復 される 

やう 祈って やまぬ〕 實際 これ は 兄の 友達が 誰でも 祈らねば ならぬ 事 だ。 

ケ ー ベル 博士 小品集なる もの を 讀んで 感心した。 あの 位 本當の 意味で 上品な 人 は 1 寸な いと 思った U 上品と いふ こと は 

あんまり 大した 德 ではない と 思って ゐ たけれ ども、 あれ 位 洗練され ると 總て のい.^ ものと 同じ だけの 光が 添 はって 來るゃ 

うだ。 

今夜 は 地震で も あ りさう に暖 い。 の ぼせ 下げ に 頭痛. 骨で も 貼りた い 位 だ。 氣味 の 惡ぃ事 を 云って くれるな と 兄が 苦笑し 

さう だ からこの 位で やめて おく。 

淺井三 井 氏 宛 11 三月 二十 四 Rr 於 東京 〔ョ 4J15 

度々 の 御 消息に も か、 はらず 用事に かまけ て 御無沙汰して ゐ ました U お許し 下さい。 先日の 御 姉上と 共々 の會 見で 私の 

吿 白が 御姊 上に 異常な 不安 を與 へた 機であった 事 を 悲しく 思 ひます。 然し 實際 をい ふと 私 は あなたの 十分な 相談 相手で は 

ないかと 思 ひます。 然し 同時に あなたから 今 私が 離れて しまって は あなた は 可な りお 逮 ひになる と 思 ひます (これ は 私の 

自惚れ かも 知れな いけれ ど)。 であな たが 私 を 信じ 私に 對 して 眞資を 持つ て 下さる 事が 出來 るなら 私 も あなた を何處 まで も 

信じて あなたの 生長の 爲 めに 出来るだけの 事 はする つもりです。 

. 1 枝 柿 上から 御來 書で (私 も 一 寸會 見の こと を 御見舞が てら 申して 上げた ので) 非常に あなたの こと を 心配して ゐられ 

る やうです。 是非 あなたから 委敷 事情 を かくし 立てな く 知らせて お上げなさい。 あなた はそんな 時沈默 して ゐ るの がいけ 


ない の だ。 ひがまない 心と 信頼と を以而 姉上 方に 總てを 御 相談なさい。 それでな いと、 あなたの 立場 はだんく. - けなく 

なる。 

大事に く あなた を 最上に 活かさなければ いけ まぜん。 

牧山正 彥氏宛 —— 四月 五 曰 於柬京 〔ョ七 四〕 

自分 を も 信ずる ことの 出来ない 生. 沾に 於て 人 を 信ずる 事が 何の 足しにな るので すか" 少く とも 人 を 信ずる 事に よって 何 

C 力が 得られる のです か。 

そこに 行く と 私 は 極端な エゴイストです。 私は獨 りで 歩いて 行きます。 又 信じ 切られる 事 は 私に は 一種の^ 痛です。 私 

の 自由が それによ つて 妨げられる 程 私 は 弱い 事の ある 人間 だと 自分 を 知って ゐ ますから。 

河 卒私を どこまでも 單 なる 人間と して 見て 下さい。 その外の カテゴリ， の 中に 私 は 自分 を はめこみ 度くありません。 死 

ぬまで 私 は グル/ \. 動いて 行く つもりです。 

牧山正 彥氏宛 —— 四月 七日 於 東京 S 一七 五〕 

卸 手紙 を 見て 私 も 涙が こぼれました。 もう 何にも 云 ふ 事が ありません。 結局 は 私 は 言葉に 引か つてみ たのです。 言葉 

とい ふ 奴 は實際 憎い 奴です。 あなたの 方が 人間と して はどう も I 歩 私より 先 を 歩いて ゐられ る やうです。 私が もう 少し 進 

ん だら、 あなたの 境界に 行きつ かれる かも 知れません。 た V 私の 方 は、 あなたより 其 場々々 の 執着が 强 いかと は 思 ひます 

力 

スチル ネル もた しかに 落手し ました。 . , 

兎 まれ 今度の 御手 紙で あなた を 完全に 近く 識り 得た 事 は 私の よろこびです。 

】 九 二 〇 年  一一 一九つ，^ 
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足 助 素 一 氏 宛 11 四月 十二 曰 〔ョ 4J 穴〕 

いよく 御 出 懸けの 由 非常にい、 事 だ" 十分 靜 養して 健 巌 を；^ 復 して 來て くれ 給へ。 おくらさん にもよ ろしく * 

書 後 は 書く ことにする。 「餘 錄」 の 方の 頁數が 本論から 通して ないから 霄き 入れて くれ 給へ。 

「仙 子 集」 は 一 周年 以前に 出す のがい X と 思 ふが 出來 るか 知らん。 まだ 校正が 出ない ので 案じて ゐ るが。 

大 島 豊 氏 宛 —— 四月 十六 曰 〔ョ 七 40 

御手 紙が 非常にい & ので 實に 愉快で たまらない。 兄 を 知って ゐる 人に は 兄の どして よろこんで ゐ ます。 その 勢で 十分 

に 勉强を 續 けて 行かれる 事 を 切に 祈って ゐ ます。 島 原 氏 も歸朝 早々 來訪 して 下さって 兄の 御 心 入れの 眼鏡の 緣を 渡して く 

れ ました。 お 志を うれしく I 申します。 僕 は 案外 そんな 事に は I で、 あれ を かけて 堂々 と 外出す るな どの 勇 氣は ま 

た 起らない 力 讀書 用の 玉 を 入れて 書見の 時に 使 はう と 思って ゐ ます。 蛇 度い、、：. こらう と樂 しみです。 

日本に 是れと 云って 特別に 報道す る 事 も 起り ません。 相場が 下落して 立會 停止 をして 漦を 開けても いつでも 下落ば かり 

する 事、 從 つて 成金の 氣 勢が 段々 そがれ 始めた 事、 露 西 で 日本軍が へコ タレ 切って ゐる 事、 發賣 禁止が 頻々 に 行 まュる 

事 變 調の 來る 前の 低氣 聽 を 思 はせ ます。 私 はそんな 事に は 外面 的 は無頓 清で 仕事に 沒 頭して ゐ ます" 論文 も 出来 ヒっヒ 

けれども 印刷所の 都合で 六月 e なければ 出ない といって ゐ ました" 家の もの は 皆 達者です。 時々 兄が 歩く 機 子な ど を 子供 

が やって 噂して ゐ ます。 

體を 丈夫に して 勉强 なさい。 僕の 字が 壁 間に か \ けられて ゐ ると 島 原 氏に 聞かされて、 少々 うれしく 大 いこ 恐縮して ゐ 

ます。  - 


慮^^ 雄 氏 宛 —— 四月 十八 曰 於 東京 . 〔ミセ. 0 

決 ご」 卸 心 く 又お 出 下さい。 ；；^ に 於て 矛盾して ゐ るの は あの 大きな 家. ばかりではありません。 これから 一生 か、 つ 

て 統一しょう として ゐ るので す。 其 矛盾が 神經 にお さはり になるなら 駄目です が、 さう でなかったら 御 心配な くお 話に お 

出 下さい" 

あの 畫を 枯川 先生に 見せ ましたね。 少々 油 をし ぼられ たやうな 氣 がします。 

足 助 素 一 氏 宛 ！ 四月 三十日 S1 七 九〕 

校正刷の 頁數が 毎：^ 間違って 来る。 第二に 來た 校正刷の 最後の 頁の 通し i„„ ？數 (羅 馬數 字の 分) を 見て おくの を 忘れた の 

で 宅に 來る頁 數を訂 "止 る 事が 出來 ないから 其 儘 (若し 尙 僕の 所に 來 たら) にしておく からこれ は 何卒 御調べ を 願 ふ。 

诗 事に 賣 貸家の 廣吿が 出て ゐ たからお 目に かける。  ， 

三部 曲の 昔譜は 中々 い.^ ものら しい、 昨夜 信 子に 彈 じて もらった が 素敵な ものと 思 はれる。 若しよ ければ 作曲家の 好意 

に酬 ゆる 爲め あの ま \ 印刷して 挿入した いと 思 ふが。 

それで は 今夜 立つ。 からだ 大事に 祈る。  . 

足 助 素 一 氏 宛 I - 五月 九 B 於 京都 あかまん や 〔ミ八0〕 

「昔み なく 愛 はま」 の 難解 生硬な 豪 だとい ふ 事 を 度 fi かされる ので 少し 心配に なって 來た U あれ は 鬼に 角 僕が 5 

杯に 自分の 人生 觀を 書き表 はして 見た もので、 僕 は あれで 人間の 生に 對 する 態度 を いくらか でも 創り なほ さう と 思って ゐ 

る もの だ。 僕 は 骨 fi まず 表 f した 積り だ" 無責任な 事 はして ゐな いつもり だ。 眞劍に 讚んで くれる 人なら 理解の 出 

1 九 二  0 年  一二 九セ 
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來 るまで 二度 か 三度 は 繰返して 噴んで くれても 後悔し ないでも い >f とい ふ 位な 自信 は 持って ゐる もの だ。 然し 兄の 度々 の 

言葉に は 僕 も 不安 を 感ぜずに は ゐられ ない * まこと それほど 生硬な 文字なら もう 一 度讀み 直して 見たい と 思 ふから 暫 らく 

發行を 待って おもら ひする こと は出來 ないだら うか。 出来ない だら うかで はない、 兄が 斷然 さう 思 ふなら 是非 待って ゐて 

くれ 給へ。 歸 京の 上 十分 兄の 意 兌 も 聞いて 考へ なほして 見たい から。 他人の 云 ふの なら 齒 牙に はかけ ない けれども、 僕の 

作物に 就いて 最も 關心 をつな いで ゐて くれる 兄の 言葉 だとなる と 自分の 作品に ついては 可な り 自惚れの 強い 僕 もぐらつ く 

の だ ひ 

それから 阪田 兄に 達った 殘 りの 印税が まだ 殘 つて ゐ るなら 御 面倒ながら こちらに 经 つて くれ 給へ。 書生さん で 金 を 貸せ 

とい ふ 人が ゐ るんだ、 何に 使 ふの か 知らないが 馬鹿 はしまい と 思 ふから 殘り があるなら 貸して やりたい と 思って ゐ るの だ。 

風邪 を 十分に 用心して くれ 給へ。 僕 は 幸に 元氣。 1 昨夜から 當地も 降雨に なった。 然し これまでの 堪らない むし 暑さ か 

ら救 はれて 却て 輕っ たやうな 氣 持で ゐる。 

グし  1\ 氏 宛 -! 五月 十 一 曰 於 京都 i 八 一 〕 

外國 語で 文章 を霱 くの は 下手な 英語より 私に は出來 ません。 あなたが 英語のお きら ひで あるの は 信 子から 聞かされ てよ 

く 知って ゐ ますので、 S わ ひ 切って 自分の 心 を 牛： んだ 自分の 言 紫 を 用ゐる 事に しました。 それ をお 許し F さい。 

先般 「著作 評； 1」 にの せた 私の あなたに 對 する 小さな 感想が 計らず もお 目に とまり、 而 かもさし たる 御 尤めを 受けな か 

つたこと は 十分に 私 を光榮 づけます。 私 は 平常から 一入の 翻 術 家の はしくれ として、 他人に 對 する 批評な ど は絕對 に出來 

ない こと だと 考 へて ゐる ものです。 而 して あの 感想 は维 にあな たに 私 を かすかな がらに でも 結び付ける 所緣 としたい 爲め 

の 欲求の 滿 足であった に 過ぎません。 あなたの 事 をお 考へ 申す のが、 私 を あなたに 結び付ける こと だと 思って した ことで 

す。 然るに あなたの 御 懇切な 御言- ろて、 あなたに 結び付けられた 私の 意外の よろこび を 御 察し 下さい。 


日本の. < 々は あなたに i: して 十分に 忘恩 だと 思 ひます。 然し それが 凡て はない 事 を 萬 1- 御考へ 下さい。 あなたが 此の. 

地 を 永久に 歐洲に 向って 去られた 後で も、 あなたの お踏みに なった 尊い お-跡 は、 決して 消える ことなく 或る人々 の、： J の 中 

には殘 るで せう。 而 して そこから 正しい 考へ 方と、 よい 半： き 方と が 誤たず 生れ 出る でせ 5。 私達の 上に あなたの 如く：！  土. 

を 超越した 愛 を、 實踐 的に 示して 下さった 方 を、 私達 は 忘れようと しても 忘れる ことが 出来ません。 

御 返事 を さし 上げる のが、 却って あなたの 尊い 瞑想の 美 を 妨げる 事に なり はしない かと 思って、 今日まで さし 控へ てゐ. 

, ， ， ， 

ましたが 昨夜 遭遇した あるきつ 力け 力ら どうして もこの 拙い 筆 を 執らずに は 居られ なくなりました。 蓠 5 で J のぶし つけ 

を お 許し ド さい。 いくら 窗ぃ ても霄 き 足らな い やうな 心 持 を ； K はずに 殘し て 。 

足 助 素 一氏 宛 I 五月 十 ョ 日夜 〔ョ 八 一一〕 

御手 紙に よって、 それで は 鬼に 角 其 儘で 出して いた V くこと にしようと 決めた。 校正 萬 端の 御 配慮 や 感謝す る。 御蔭で 

早く. K が 出る の は 嬉しく 思って ゐる。  . 

：.^: 衞^ の樂譜 の 事 は 如何 決ったら う。 「三部 曲」 はま だ 中々 ss^ 版になる 見込み はない の だら うか。 

秋 山お 一昨 朝來 京、 おまけに 鎌 倉のお かみさんが 昨夜 京 M 物に 來た とて 來訪、 昨夜 は 朝 重. ま-入洛 * 千： i 萬來の 有様で 講- 

演の 豫習も 出来ない 始末 だ"  朝 軍： 螭 はたった 三十 圆の金 を 懐中して 朝鮮 を 經て大 連 (そこに 良人が ゐ るか ゐ ないか 判然と 

は 判らない) に 向 は 5 とする の だ、 健氣 さに 感心して、 

雨 十 H 十日の 後の 雜哉 

とい ふ经句 をした。 

お 言 紫 に 甘え 金百圓 丈け 前借 を 願 ふ" 

十九 日 講演 を 終 へ たら 神 戸に 行って 原の 獨逸 城， 郭式 とか い ふ 新築 を觅舞 はう と 思って ゐる。 
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菊 地 正 雄 氏 宛 11 五月 十 五 日 於 粟津 〔一一 一八-一〕 

去る 十二 日 や  >- 曇りた る 夕 募獨り 芭蕉 翁の 塚 弔 ひ 申 候。 義 仲の 墓に はさした る 事な きも 翁の 嫁の めぐりに 記念の 石碑な 

ど 多く 立てる を 見て 今更 に藝 術の 尊厳に 打 たれ 申 候" 

芭蕉 若紫して 枯 野の 夢の 嫁 古き 

高山 林 太 郞氏宛 11 五月 一 一十 九 曰 於 東京 〔一一 一八 四〕 

其 後 は こもら からこ そ 御 無 音に なって ゐ ました。 おさ はり もな く 御勉 强 のこと &存 上げます。 月 はじめから 京都 の 方に 

行って ゐ ました。 深 草に 元 政 庵 を 訪れた こと、 河 卜： 翳 氏に 面會 した こと、 倉 W 百 三 氏 を 病床に 尋ねた ことな どが 色々 な 意 

味に 於て 深い 思 ひ 出と なって 殘 つて ゐ ます。 あなたの 御作 品が 大阪 時事の 懸直 に當 選され たと は 先づぉ 目出度い ことで し 

た。 先づぉ m: 出度い とい ふの は 皮肉に 聞え るか も 知れません がさう 〔いふ〕 意味で はない のです。 あなたの 自信が より 多い 

朝日の 分が 落選して 却而 不得手な ものが 當 選した とい ふ 事實が 語る やうに、 宵-際 選評と いふ やうな もの は 到底 公平 を 得が 

たい ものです。 私，： m 身が 選者に なって 見て その 事 を 痛切に 感じた のです。 ですから あなたの 御 當選も あなたに 取って はさ 

うよろ こばし い 事であって はならぬ と 思 ひます が、 然し それによ つて あなたが 文壇に 自分の 思想 を發 表すべき 機 禽を摑 み 

得られた とい ふ 事が 1 つの it 得 だと 思 ひます。 そこから あなた は あなたの 自信 ある 作品 を 世に 問 ふべき 門口 を 得られた の 

です。 其 點 でお 目出度う と 申 上げたい のです。 あなたの よい 作品が 世に 現 はれる 時 を 鶴 有して 居ります。 

今年 も 古の 浦に は 藤が 美しく 咲いた 事で せう 。奈 良の 藤の 盛り を 兌まして あなたの 御國の こと を ふと 思 ひ 出しました 9 

然し いっそ こに は 行けます か。 日々 を雜 事に 沒 頭して 暮 してみ る 俗人に は 容易に 其 時は來 さう にはありません。 

御 健在 を 祈り あげます。 


八 木 澤善次 氏 宛 11 六月 四日 於 趣 町 〔11 一八 五〕 

御手 紙 をいた V きながら 御無沙汰 をして 居りました。 御上 京の 御 ffl 事 は 幸に 大事な 事でなかった のが 結構でした。 いつ 

ぞゃ佐 3： のお 孃 さんが 尋ねて 来て 下さいました。 是れ とい ふ 格別な お 話 もな くお 別れし ました。 

あなたの 將來の 方針が 具體 的に なって 行く こと を 非常に よろこんで ゐ ます。 私 も 段々 ある 時機に 到達して るる ，0, う 

です。 四十 五 迄にと 思って ゐた 事が かなり 早く 來る かも 知れません。 

人事 は 誠に はかり 知る ことが 出来ません。 

「惜 みなく  .：• 」 が 漸く 明日 は 出版され る 事と 思って ゐ ます。 あなたな どに は 其 内容 は大 お話し 盡 したと 思 ひます が 鬼- 

に 角  一 册ぉ经 りして 見 ませう。 

昨夜から い、 五月雨が 降り出しました。 五月雨 を讃 t: すると、 暢氣 な生沽 をして ゐ るからの 事 だと 笑 はれます が、 でも 

五月雨 はや はりい X と 思 ひます。 

河 h さん は 御 元氣で ゐられ ます か。 お 遇 ひの 節 はよ ろしく。 折々 あの 夜の 事 を 思 ひ 出して 大變に うれしく 思って ゐ ます 0 

河 上 肇氏宛 —— 六月 八日 於柬京 〔1 一一 八 穴〕 

京都 滞在中 御 訪問 下さいました 一 夜の 追憶 を 今でも 私 は 大切な ものに 思つ て 繰返して ゐ ます。 

「惜 みなく 愛は鸾 ふ」 とい ふ 私の 貧しい 感想 錄を差 上げます。 あなたの E 下の 御 心境から いふと まるで 痴人が 夢 を 語る に 

等しい ものとの 一 笑 を 請 ふに 過ぎない かと も危 みます が、 私に は 總てを 始める 前に あすこから そろ ゆいて 行く 外 はな 

いやう に 思 はれます ので 敢て御 閣餘の 御 一 覽を煩 はす 事が 出 來れば うれしい と 存じます" 私 は 今 四十 ni です けれども 心の • 

發 達の 未熟な li からい ふと 十 年若い 三十 ！ー一 位 だとい つてい. -と on 分で 思って ゐ ます。 從っ てこの 幼稚な 感想の 如き は あな 
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たが 夙の 昔に 通過な さった もの を 事々 しく 云 ひ 立てて ゐ るの かも 知れない と 思 ひます。 然し 私と して 矢 張 I 度 は 自分の 力 

で 通って 見なければ 氣 がすまない のです。 

秋に でも また 拜 屑の 折に 十分の 御 叱正 を 受ける 事が 出来れば 誠に 仕 合せです。 

御擧 家の 御 i を 祈りつ、。 

石 坂 養 华氏宛 11 六月 十 一 日 於 東京 . 〔ョ<40 

私の 「惜 みなく 愛 は 靡 ふ」 が 出版され ましたから 一 册を御 经り申 上げます。 私の 愛に 關 する 意見に 就ての 御 批評 を 兼ね. 

て 帝 國文學 誌上に して 下さった 時、 私 は 自分の 心 持が 十分に あなたに よって 受 取られて ゐ ない 事 を 思 ひました。 其 處に不 

服 を 感じ ましたが 同時に 私の 表現の 仕方が 不十分で あつたに 起因す ると 存じました ので、 少し 綿密な 表現 を 試みた 今度の 

本 を 讀んで いた t きた いため 差 上げます。 

私の 思想に 對 する 御 興味が まだ あなたに おありになります なら 御 1 讀の上 存分の 御意 見 を 伺 はして いた^き たいと 思 ひ 

ます。 

原 久米太 郞氏宛 —— 六月 十二 日 於 趣 町 〔111< 八〕 

又 御無沙汰。 梅雨 時に なって 少々 兄の 腹の 蟲 がごた く をなら ベ 出した 樣 子が 御手 紙に 見えて ゐる。 全く 時々 は 破裂し さ 

うになる こと だら うね。 此頃 兄が 表面 益 i 世 なれて 來た樣 子 を 見る とそれ 丈け 底の 方に かくされて 行く 兄の 情熱の 幽鬱 を 

思 ひやる よ。 僕 も 東京に 歸 ると 早速 再婚 間 題に なやまされる 始末 さ。 何んでも 留守中に 母が 大分 泣 事 を 弟妹に 聞かせた も 

のと 見えて n を 揃へ て 責め立てられた。 處が 僕に は 御 承知の 生活 問題が 先決と して 頭に 在る。 最近に それ を 母に 申 して 

仕舞 はう か 如何し ようかと 迷 ひぬ いて ゐる所 だ。 一 層 今の 中の 方が い \ かも 知れぬ U 若し 兄に 御意 があるなら 知らせて 


くれ 給へ。 

兄の 話 を 聞いて から 末 光が 氣の 毒に もな つて、 與謝野 女史の 知人に あたる ので、 女史に 高 野 氏に 遇って 貰って 末 光が 彼 

女と 結婚し 宮部家 を繼ぐ やうに して はと 申出 させて 見た。 今日は 其 返事 を 聞き 得る 箬だ。 少しお せっかい 過ぎた かも 知れ 

ない が。 尤も 而倒 だから 僕 は何處 まで も かげに かくれて ゐる つもり だ。 

「惜 みなく …：. J が 漸く 出た" 賈れる 事 は 大分 賢れ る やう だが、 買って 後悔す る 讀者も 少くは あるまい。 讀み 返して 見る 

と 足 助の 申 分で はない が 物 足らない 所 も ある。 然し あれ は あれで い k として 置く。 生活が か はったら もう 一 つ 徹底. 5: なの 

を 雷く。 

いたやいた 干 柿 はま だ 珍重して ゐる。 昨日 晝 食の パ ンと 一 緒に 喧 ベた。 

雨期 を 御用 心。 この頃に せ f 本憲吉 氏の —— 子供 を 二人 持った ことの ある 出 もどり —— 妹さんが ある 綠で來 て 子供の 世話 

をして くれる 事に なって ゐる。 大變ぃ \ 人 なので よろこんで ゐる。 

吹 田 順 助 氏 宛 —— 六月 十二 曰 於 東京 ハ II 一八 九〕  . 

こちら こそ 慮外の 御 疎音に なって しま ひました。 此頃は 御 揃 ひ 御 丈夫で 御 過し の御模 樣先づ 何よりお よろこび 申します。 

あの 原稿 は餘 りの 遲延 にこの 間 催促 をして 見た 處が 五來 君から 手紙が 來て 事務 取つ ぎの 際 (あれ は 此頃實 業の 曰 本社で 

韆營 する ことにな つたので す) 御返途 した さう だが、 褐 出すべき もの だから あなたの 番地 を 知らせて くれと いって 來 まし 

- た。 そこで 早速 御 住所 を 先方に 知らせて やりな ほ依賴 をして おきました のに、 御手 紙で 始めて や >t 具體 的な 樣子を 承る こ 

とが 出来ました。 紛失な どと はあり 得べき 害 でない と 思 ひます から、 兩三 日中に 五來 氏 を 訪ねて 十分 設議 をして もら ひま 

.す0 而 して その上で 責任の ある 御 返事 を 致します。 

山形で はま だ 物 足らな く 思 ひます が、 それでも 鹿兒 島より は遙 かにい \ と 思 ひます。 北海道に 行く 時に お 目に か. -るこ 
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,,.0 も出來 るし、 御 出京の 機會も 多い ことと 思 ひます。 早く 御移轉 をな さる 樣 希望に 堪 へません。 

「昔み なく …… 」 が 漸く 出版され ました からお 途り申 上げました。 書き上げて 見る と 物 足らない 所が 出 來て來 ますが 仕方 

がありません。 牧山 君が 早速 手紙 を くれて、 何んだ か あれ を讀 むと 淋しい といって 來 ました。 同 君 も其考 への 根 抵には あ 

なた の それ 又は 阿部次郎 君の それと 共通した ものが あるので、 それ を 私の ものに 見出し 得ない 物 足らな さからの 言雜 だと 

E め し ます 

有 島 (進んで ゐ るが 足りない) 牧山 (まだ 進んで はゐ ない が この 道が 正しい〕 か 5 牧山君 は 思って くれて ゐる やうです。 

.阿部次郞君に-^其中面會して色々伺ひたぃと思ってゐます。 

今度 京都に 行って ゐる間 一番 うれしかった の は 河 上肇、 倉 田 百 三、 二君に お 目に 懸 つたこと でした。 兩 氏から かなり 强 

い 刺戟 を 受けました。 色々 考 へて 見ねば ならぬ ことが 宿題と して 頭に 宿されました。 

この 盲： 御上 京 を-今から 鶴首して ゐ ます。 本當に 早くお 出賺け 下さい。 七月に は 一 寸足 助と 北海道まで 行く かも 知 わ ませ 

んが、 其 他 は 在京の 心糾 みです。 では 御大 事に。 

牧山正 彥氏宛 11 六月 十八 日 於 東京 〔三 九 0〕 

委しい 御 感想 を 難 有う 御座いました。 私 は 元より あれで 總 てが 完全 だな どと は 思って ゐ ません。 實 にあれ は 幼稚な 到達 

® に！ f ぎない と 思って ゐ ます。 然し 現在の 私が あれ 以外の 所に 平 氣で乘 出して 行ったら 危 いと 思って ゐ ます。 あすこから 

徐ろに 其 先 を 積み上げて 行く 外ありません。 あなたの 道と 私の 道と は 其 發足點 が 別れて ゐる にせよ、 私が あなたの 道に 立 

つと いふ 事 は 私が あなたで あり 得ない やうに 出来 憎い 事 だと 思 ひます。 だから 一 の 思想と： W ふ もの は 結局 階 示と なり さへ 

十れば それで 滿足だ とさる ベ きも ので はないで せう か。 

いづ L こし 一」 も あなたの 私こ對 する 深い 御關 心に は よろこび を 感じて ゐ ます。 餘は いづれ 御 面會の 上。 草々。 


石 奴 養 平氏 宛 i 六月 一 一十 四 曰 雨の 霽れた 朝 於 東京 a 一一 九 一 〕 

私の 「惜 みなく 愛 は 奪 ふ」 について 二 囘に瓦 り 御 深切な 御手 紙 をお 惠み 下さった こと を 難 有く 思って ゐ ます。 あんな 不 

- 完全な 感想 を 丁寧に ぉ讀み 下さって 早速 御意 兑を與 へて 下さった 御 好意 は 私 を 十分に 喜ばせ 勇氣 づけます。 御手 紙に 對し 

て 私の S やぶ 所 を 更に 申 述べて 見る の は 私の 好 もしい 義務で 御座います。 

「然し 私 は 容易に s はず、 偶 i 靡 ふこと ある も、 そは與 へん 爲 めに 先づ鸾 ふなり と 固く 信じて ゐ ます」 と あなたが 「武郞 

論」 で 仰 有った 言 紫に 對 して は 私 は 承服が 出來 なかった ので、 私の 著書が 或は その if に！！ する 私の 考を 表白して ゐ はしな 

いかと 思って あれ を 差 上げて 見た の でした。 愛は與 へる とい ふ 固定 觀 念が 行 はれて ゐる間 は 動 i もす ると 人 は惡ぃ 意味に 

. 於て 驕慢 とならねば 已 まない と 私 は 思 ひます。 心から 喜んで 與 へて ゐる時 でも、 それ を 末 質的に 考へ ると 薄つ てゐ るの だ 

と氣 がっく 時人 は甫 めて 人生に 對 して. 本當に 威， 謝し 謙譲になる 事が 出來、 同時に 其 生活が 一 元 的な 純一 な 方向 を •  取って 继 

む 事が 出來 るの だと 私 は 思 ひます。 r 與 へん， か爲 めに 先づ ii ふ」 とい ふ 事 は 言葉と して は 或は 合理的に 考 へ られ ますが 寶際 

に當 つて 見る とむ づ かし い 命題 だと 思 ひます。 如何しても 其 人の 生活が 靡 ふこと と與 へる こととの 一 一元に 引裂かれ ねばな 

りません。 而 して  一 /、の 人に 取って さう いふ 生活 は 不可能 だと 私 は 感じます。 

智 情意の 分ち 方と、 私の 生命の 動向の 分ち 方と は 私 はちがつて ゐ ると 思って ゐ ます。 智 情意 は 生命の 働き 方 を 平面 的に 

分割した ものであって、 其 間に は 絡が ありません。 然し 私の 習性、 智的、 本能 的 動向なる もの は 生命の 緊張の度 によつ 

て 延長 的に 分割した も 2 であって、 一二 つの もの は 互に 緊密な 速 絡 を 保ち、 緊張の度 によって 一 つの 動向から 他の 動向に 

. 移り 得る ものです。 だから その. R 別 は 固より 假定 的な もので あつ て、 普通 智 情意の 場合に 考へ られ てゐる やうに 截然たる 

■demarcation  line の ある ものではありません。 その 點を 御注意 下されば 本意です。 

自由 戀 愛に 關 して は 私 は 愛の 持 續性は 主張し ますが 恒久性 は ある 人が 信ずる 如くに は 信じない ものである 事を豫 め御斷 

1 九 二 〇 年  so 五 
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- りします。 人間に 一 番 大事 は 愛です が 常住な もので ない と 思 ひます。 

で 若し あなたのお 住 ひの 地方に 起る やうな 自. ra 戀 愛の 悲劇が あると したら、 それ を 如何した らい \ のでせ う。 都 村人の 

間に 今まで 行 はれて ゐ たやうな 結婚 制度で 朿 縛したら い \ のでせ うか。 さう したら 彼等の 根柢 的な 戀愛 道德は 向上し 〔-; 儿成 

する もので せう か。 私 は 私と して さう 思 ふこと が 出来ない ものであります。 あなた 御自身が 持って ゐられ る や な 戀 愛に 

對 する 觀念を あなたの 地方の 若い 男女が 持って ゐ ない 以上 は、 それ を 持たせる やうに 努める のがい X ことであって、 外面 

から 都 曾 人 を！^ 縮せ しめた やうな 婚 制度 を 强 ふべき もので はない と 私 は 思 ふので す。 私の 主張が 「矛盾 を 極め 誤解 を 招 

.き 易い」 と 仰 有る、 其 誤解 を 招き 易い とい ふ 點 は 私も^ 肯 致します が、 矛盾 を 極めて ゐ ると は 私 は 毛頭 思 ふこと が 出來ま 

せん。 又 誤解と いふ 事 を 恐れて は 私達 は 一 言 も 物 をい ふ 事が 出来ない と 思 ひます ので、 此頃は 私 は 思った 事 は 遠慮なくい 

ふ 事に して ゐ ます。 どれ 程まで prudence を 勘定に 入れる かとい ふ 點 で 恐らく あなたと 私と は 違って ゐ るので せう が、 こ 

れ はお 互が 許し 合って お 互 を 守ろ より 仕方がな いと 思 ひます。 

西 H さんのお 考へ は大變 有益 だと 思 ひます が 「自己 をす て、」 V. 私に は 分りません。 佛敎の 所謂 小我 を 捨て i 位に 解す 

れば 分ります が、 近代的な 意味に 於け る 自己 を 捨て \、  して 何が 他に 一致し 得る のでせ う。 西 田さん も r.H 己の 私を捨 

てて」 と 後の方に いって ゐられ ます。 卽ち西 田さん のい はれる の は 小我で ある ことが 分ります。 

r.HI 己 を 捨て \」 と 「自己の 私 を 捨て. -」 では 大 なる 逕庭が あると 思 ひます。 西 田さん によれば 無私になる 事に よって 愛 

が 生き 且つ 大きくな り 深くなる のです が、 私に よれば 愛する ことが 自己 を 完成し (卽ち 自己の 太體 ((大 我)〕 を 小我から 篩 ひ 

.. ^け) 純粹 にす るので す。 こ \ に 西 田さん と 私と に 少し 考へ 方の 相違が あるので はない かと 思 ひます。 (もとより これ は 引 

用な さった 文章 だけ を拜 見して いった 事で、 決して西田さんの哲學；s思索t^f:體にゎたってぃってゐろのではなぃ賓は勿論 

"です。) 

1、 それでい、 と 思 ひます。 唯 私達の 愛 は 未熟で 總 てのもの を Isi ある やうに 見る 事が 出来ない だけ だと 思 ひます。 口 


；タ ンが 自然 は總て 美しい、 人が 如何に 醜い とい ふ もので も 自分に は 美しい といった 言葉な ど を 私は考 へずに は ゐられ ま 

せん。 

二、 それ は 私に も 分りません。 私に は それが 生の 一 番目 覺 しい 奇蹟 的 現象と 思へ る だけです。 實 際さうな の だから、 事 

-. 寶 を事實 としてい ふ 外にありません。 それに 理窟 をつ ける 事 は 純理 哲學 者の 考察に 任せて おけば い \ と 思 ひます。 「創 

造本 能 は 本能の 作用の 結果 だ」 と は 私 は 申して ゐ ません。 愛が 奪 ふ。 簿 つた 結果が 創造 だ (創造 K 能で はなく) と 申し 

てゐ るので す。 だから 私 に 取 つて は 奪 ふとい ふ 動向 は その ま.^ 創 遣 本能で ある の だとい ふので す。 

第一 一信の 御 質問に 對 して は 私 は 少し 悲しくな りました。 我利 主義者と 人道主義者との 御. 質問 は 私の 考へ が あなたに 條か 

しか 受 入れられて ゐ ない 事 を 思 はせ ます。 我利 主義者で あらう が 人道主義者 であらう が 自己の 眞 要求から li つて ゐる のな 

ら それで い \ ではありません か。 縦 令 我利 主義と 人目から は 見られよう とも、 その 人が 最後まで 自分の 霸ふ 行爲が 肯定 出 

來、 死んでも 悔 なく 喜びが あれば それで い.^ ではありません か。 (そんな 事が 出來 得る 事 か 如何 か は 別と して)。 に 角 私 は 

純粹な 本能の 求 は OK 能全體 のです。 卽ち 徹底 自己に よって 裏書き された 本能です〕 いつでも 最上な 意味で 道德 的な も 

の だ と 思 つ てゐ ます。 (それが 習性 的な 旣定 道德 と軒輕 する 場合 は いくら も ありませ うが。)  . 

表現と. K 質との 御言 葉 は 私を考 へさせます。 さう です。 愛 は 奪 ふとい はずに、 愛 は 常に 自己に 與 へる もの だとい つた 方 

がい、 かも 知れません。 然し 自己 を 築き上げ るに は 他から. 1 はねば ならぬ のです。 鸾 ふとい ふ 結果に 實際 なって ゐ るので 

す。 私の 力 ナリヤの 例 をもう 一 度お 讀み 下されば 其點 ははつ きりす ると 思 ひます。 

大 亂雜な 表現に なり ましたが 以上で 私 は あなたの 御 疑 點 にお 答へ 出來 たつ もりで ゐ ます。 どうぞ 利他 利已 とい ふや 5 

； な旣定 概念から あなたの 御者 察 を 一 度 § してお 考へ 下されば うれしく 思 ひます。 

色々 勝手 を 申 上げました。 

御 自愛 を 祈ります。  、 
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K 久米太 郞氏宛 11 六月 一 一十 五 曰 於麴町 ニー 一九二〕 

この度の 御上 京に ついては 感謝の 言葉がない。 問題の 解決の 直接の 結果 は 起らなかった が、 解決の 爲め にどれ 丈け の晴 

11^ と 便宜と を 得た かわからない。 

純 心 生活 をして ゐ ながら も漸々 行くべき 所に 引きずられて 行く 自分 を 見守る と 不思議な 氣 がする。 何等の 取 柄の ない 自 

分が 何 かの 寄與 をしょう としてみ るの を 見る と 神 祕な氣 がする。 自分 の 内部 にゐる もの 、 要求に いつはら ず. H 分 を ま か せ 

て何處 まで も 行って 見よう。 それが 成就され たら 僕の 牛： 涯は 意味 を 持つ し、 失敗したら 私の 生涯に は 何物 も殘 るまい。 何 

か殘 すか 何物 も殘 さぬ か。 かう いふ 能： 度で 行って 見よう。  • 

偕樂 園で 兄が 支那の 黑ぃ 扇子が 欲しい といった から それ を貿 つて 去年の 秋 京都に 持って行きながら 兄に 屈け なかった。 

- 今年の 春 も 京都に 持って行き、 神戶に 行く 時 は 側の カバ ンの 中に ちゃんと 入れて 置きながら 又 兄に 渡さずに 持って 歸 つて 

了った。 八ッ 山に 行く 時 も持參 しょうと 思って ゐ ながら 又 胴忘れ をした。 よくく 緣 のない 扇 だけれ ど 試みに 小包で 逡る。 

§nt 宅 は 無事だった かい。 皆さんに よろしく。 先 は不取 敢御禮 まで。 

足 助 素 一 氏 宛 -— 七月 四 曰 〔1 一 一 九 三〕 

胃腸 は 何ん とい ふ 診斷を 受けた。 別に 心配な 容體 ではなかった の だら うね。 敏 行は祕 結に 過ぎなかった のです ぐよ くな 

つた。 山川 氏の 歡迎會 は 一種の 運動と いっても い、 位だった さう だね。 當夜は 柳 兼 子さん の獨 唱を聽 きに 行った。 與謝1^ 

人に 對 する 第 一 印象に は 驚いた ね。 

いよ/ \- 文增； では 僕 を 殺と いふ 事に 方針 をき めたら しい。 是れは 元より 望む 所 だから 僕と して は 難 有い こと だが、 そ 

め 代り これから 本 は 賢れ 足が 少し はと まると 思 ふ。 その 點は豫 め 御 容赦 を 願 ふ。 


大分 暴くな つた。 餘. り 暑くなら ぬ 中に い、 借家が 見つかる と、、 がね。 

石山 太 柏 氏宛—— 七月 十七 H 於龜町 〔II 一九 四〕 

法外の 暑 氣に相 成 候！ € 格別 御 障 もな く 御 勉強の 事と 奉 察 候" 拜 借の 幅 物 は 時 井 氏に 依頼 致 置 候.^: 御お 手 被 下 候 半。 永々 

iss 戎 恐縮に 存候"  • 

恐 入 候 得 共 兼 而御願 申 上 置 候 草花 苗少々 おす そ 分け 願 度 この 使 さし 上 候 間 宜敷願 上 候" 紫 鶴 頭な ど 御 持 合せ も 御座 候 は 

f 至極に 奉存 候。 なほ 薄 も少々 ほしく 御座 候が 自然 牛； の もの 得られ 候處 お示し 被 下 候 は ど 幸甚に 御座 候" 

時節柄 折角 御， H 愛專 一 に 相 成 度 候 御. 1 のみ" 草々 頓首。 

なほく 副 島 逢そう めん 少々 入御 笑 味 候。 夕凉の 料に もな し 下され 候 は V 什 合に 御座 候。 

吹 田 順 助 氏 宛 11 八月 三日 於ヒ總  一ノ宮 〔1 一一 九 五〕 

今日 創 乍の 材料の 蒐集 をし にこ まで やって 來 ましたが 果して 思 ふやう に出來 るか  >思 つて 心配して ゐ ます、 明日 一 日 

.4; して。 

あなたの おすま ひ は どんな 風です か 心が， 御ー洛 付きに なりました か。 こ.^ に 「ァグ ネス-ベルナウ ェ ル」 を 持って 來て讀 

. 了 しました。 さすがに 老熟 期の 作 だと 感心し ました" 「ゲ 1 ァと ハイネ」 を拜 見して 妥當な 御 議論に 敬服し ました。 然し あ 

十 こに …… 以上 後便" 

八 木 SS 善 次 氏 宛 11 八月 六 曰 於齒町 i 九 S 

1 寸健巌 を 害された る 由、 どうぞくれ ぐ も 大事に して 下さい。 こ、 暫く 十分に 養生され、 ば 屹度い.^ 事と 思 ひます 力 
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ら 0 

藝術 家が 民衆 を 如何に 見る か。 私が 答 へれば かう です。 藝術家 はいつ でも 對 象が 自己です。 自己が 現代の；； T: 活の 核心に 

徹底した 時 民衆の 一 人となり 民衆と して 世に 訴 へなければ ならぬ。 民衆に たり 代って などい ふしゃら 臭い 態度 を；！^ つたり 

して は それ は 道： i 家、 主義者であって 藝術 家で はない。 そこまで 徹底し な い 間は輕 率な こと はい はないで 今まで^ il^ し yl> 

ただけ の範 圜で眞 面目に 物 をい つて 居れば い X。 それなら 不徹底で 不聰 叫であって もう そ はしないで すむ。 

濱 寺の 事 は 直に 妹に さう いって やります。 

今夕 は 佐 田の 奥さんが 見える との 事。 

原との 會合。 その 話。 「惜 みなく …… 」 の 御 感想 其. g を樂 しみに して ゐ ます。 

女中の 事 を 色々 有りが たう。 御 家の 方に は 別に 御挨按 もしません が 御 序の 節 何卒 くれぐ もよ ろしく。  - 

澤山窨 債 を 持 つ て 片端から 片付け てゐ るので 亂筆 になって すみ ま せ ん。 

足 助 素 一 氏 宛 11 ん月 十六 日 〔ョ九 七〕 

いよく 本 晴れに なった ね。 これまでの 氣候 といって は 全くなかった。 我慢に も 勉强が 出来ないで ぶらくして しまつ 

た。 おまけに 行 III が 鼻 を .3 心く して！： 井 ；t から 治療に 歸 つて 来たので、 獨坊 ちで は琳 しがる ので 机に 向 ふの は 大體夜 だけ だつ 

た。 鼻 はさした る こと はない、 小此木 病院で 見て もらったら 鼻 粘膜 を 一寸た どらした だけだった。 十八 日に は輕 井澤に 連 

れて 行って 來る。 二十日に は歸 京の つもり。 この間 吹 田 君が 尋ねて 來て くれて 一緒に HI 河屋で 食った。 兄の ゐな いのが 物 

足らなかった。 湯ケ 原に 出かけない かとい つたら、 汽車が 大嫌 ひだから 行く 氣に なれない との 事だった。 僕 も 一寸 行って 

見たい が 十八 日に 輕 井澤に 行く ので は 駄目 だ。 輕 井澤から 歸 つて 來ても 兄が そこに ゐる やう だったら 行く かも 知れない。 

近衛 君から 電話が 來て、 樂譜の 版 は 今月 中に 出來る さう だ。 一枚 分 十四 五圓 か. - つて 五六 枚になる だら うとの 事だった • 


で 表. 秋の デ ザイン 及び 印刷 は 如何す るとの 事だった か ら、 兄に 相談し てから 返事す る と 申し 途 つてお いた。 

1、 兄が いつぞや 百圓 位の 經 費なら 無代 配付 はしても い \ といった の は 迚も 行 はれない から、 實 費で 賢る より 代 方が な 

いと 思 ふ。 さう なれば 十二 輯の 「書 後」 に 僕が 事情 を 書く 事に したら どんな もの だら う。 それまで は 「三部 曲」 の電版 

を 見合 はせ たら あまり 延引になる か 知らん。 十一 瞬の 書 後に あれ を 書いた の は、 あの 事 を 相談した 時 兄が 「それ はい. 

な、 そんなら 樂譜が 出来たら 本に 入れよう」 といった 言葉 を 漫然と 僕が 呑 込んで 書いて しまったの だ。 漫然と 吞 込んだ 

のも惡 いが、 兄 も 少し？ I 然と 物 を 云った の はたし か だ。 で これ は兩 成敗と する より 仕方がない。 善後の 良策 を 一 っ考へ 

て くれ 給へ。 

二、 表紙の デザイン 及び 組版 はこつ ちでした がい. -と思 ふ。 卽ち樂 譜の版 を 君に 買って 貰って、 あと は 全部 こっちで や 

ると いふ 譯だ。 

111、 それが 面倒なら 全部 先方に まかせて 先方に 賢 出させる か だ。 

右に ついての 兄の 考へを 今月 中に 知らして 貰 ひたい。 

兄 は 又 腸 胃を惡 くして ゐ たやう だが もうい \ のか。 そちら は 割合に 凉 しいとの こと、 それに 湯に 這 入りたい 時に 這 入れ 

るの だから 凌ぎい \ だ らう。 

第 十三 輯は矢 張 自叙 的に した。 筆者が その 不思議な 記 錄を旅 中に 拾 ひ 出して、 それ を 印刷 するとい ふ 結構に した" 其 言 

錄を拾 ひ 出した 因 緣を小 序と いふ やうな 形で はじめに つける。 其 部分 丈け を 吹 田 君に 讀んで 聞かせたら、 -大 變ぃ& といつ 

て くれた。 新しい 形の 合奏 樂の やうな 氣 持が 出せたら 本望 だと 思って ゐる。 今 は 事件の 背景に あたる もの を 書いて ゐる。 

前に 謦ぃ ておいた もの は 矢 張 あまり 役に立たない。 警句め いた ものが 使用に たへ る だけ だ。 つぎはぎ は 矢 張 大した 效 なし。 

この頃 無理 强ひ にある 女から 戀 愛を强 ひられて 殆んど 閉口して ゐる。 僕 は 如何しても 其 女に 同情が 持てない し 少しも 

£ 北.、 性に 對 する 感じ を 持つ ことが 出来ない の だ。. 兄の いっかの 事件 を 思 ひ 出して 苦笑す る 外 はない。 結局 氣の 毒で は あるが 
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出す より 仕方がない。 中年の 女の 囊 をつ くぐ 恐ろしい いやな ものに W ちた。 一 つ は 女が 不運だった。 ？ 

き はじめた 時 そんな 事 をお ち 出す 奴が ある もの か。 この 際 だから 僕 S は詳 むしゃくしゃして しま ふの，. S 隨\ ^よ . 

ぼんと 彈ね 飛ばして ゐる。  ^タ I パ 

弟 res. の 嫁さん の 事で 今日は 鎌 倉まで 行って 來 ねばならぬ" 夜 は 著作 組合。 

u„ ^も 秋ら しく はなった。 何とい つても もう 秋 だ。 蒙な ど は 捨てて おいた 蓦を 求める ために 股が覺 める 程 冷える， 

il. 富 田、 八 木議が 原の 處に 押し かけた さ うだ。 「惜 みなく 愛 は 奪 ふ」 の 批評が 出たら、 原が 例の？ ヌ こ、？ 

しろ 直 はま だ 臍の 下で 砂 I んでゐ ないや」 といった ので i が 笑 ひ 崩れた さう だ。 あの 霄こ對 して 一つ 大 I を 

書く とも、 つて ゐた f だ。 そこで 「機の 下で 砂 I んだ 兄の 大 論文と いふの を大に i して ゐ るよ」 

少し まごついた 返事 をよ こして ゐた。  M ^ 

では 今 tn はこれ で 失敬" 御大 事に。 

原 W はま だ 出て 来ない。 

おくら、 お 花- お 玉の 諸孃 へよ ろしく。 

木 田 金 次 郞氏宛 11 八月 一 ー十七曰於^^京 〔ミ 九. 0 

新聞にまで 出て しまった からもう 何もかも まします。 實は あなたの 纏 を 二 科會に 出品した のです。 處 がそね. I 選 

に 遇った のです。 ほんと に濟 まない 事 をした と 後悔して ゐ ます。 然し それが V 磨から 出た 事で あるの 塞って 我慢し 

て 「さ、 あれ 力 出たら あなた 編 を勉强 する 上に 纏の 方々 から f の V 取扱 ひ を 受けられる だら うきった のでし 

た" 當選 だって i だって あてに はなり ません けれども 兎に角 その？ 墓 すれば f が V あつたので しヒ ぶ々 も 

^して 下さい。 一 應 あなたの 方に 御返经 しま ro 


最近の 作が (柳ので もよ し) 出来たら 又 見せて 下さい。 忙しい ので 一筆) 

祈 御 健康。 

木 田 金 次 郞氏宛 11 九日 二日 於柬京 〔一一 一九 九〕 

御手 紙 難 有う。 僕 は 決して あなたに 失望な ど はして ゐ ません。 た.^ 耍 もない 茶 目をやつ たの を あなたに ぉ氣の 毒に 思つ， 

ただ ナで すが 御手 紙 をう けて 安心し ました。 昨 曰から 二 科 院展が 初 まりました。 驚く に は 足りません。 た.^ 院 展附屬 の泰. ハ 

西の 乍 品の 展響の 方 は 是非々々 あなたに 見せたい やう な氣 になります。 ロダンの ものな ど 素晴 しい。 「考 へる 男」、 「鼻- 

の かけた 男」  などの 前に 行く と 全く 頭が あがらなくなります。 作者の 人格と. ni 然とが ぴったり 隙間な く 溶け合って ゐま" 

す。  - 

淺 井み つ ゐ氏宛 11 九月 十五 日 於 東京 〔四 00〕 

驛路の 茅の 軒端の 草の 花 秋 さり くれば し をれ 行く かも 

草の 花數は あれ ども 鈴蟲の 宿と なる て ふ 露草の 花 

おのが つむ ましろき 絲の 中に して 蠶の 如くに も われ は 死な まし 

足妨素 一 氏 宛 —— 九月 十五 曰 〔四 0 一 〕 

こちら も 無沙汰ながら、 兄の 方からの 消息 I かないので 一寸 心細い やうな 氣 がし 出した" 御 匿で 御暮 しの 第と は 思 

創 乍 ま出來 ない 出来ない。 今度 位 苦しんだ こと はない。 而 して 今度 位出來 ない こと はない。 何んだ か 僕の 力 はも ，「終焉- 
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に 来たので はない かと 思って 麻し くさへ なる。 原稿 I 却して 旅に 出ようと する 議に震 か 襲 はれる。 、じ 持が すっかり 

ぐれて しまった。 

新人 會の 講演 は 矢 張 承諾して しまった。 實際. ：！： 分の 弱さに 呆れて しま ふ。 而 して 十月 初旬に 二つの 講演" . 

ffl- 島さん が 「惜 みなく …… J の 評 をして 兄の 所まで 经 つたと いって 来た。 此 使の ものに 渡して く， i.- へ" 

足 助 素 一 氏 宛—— 九月 十七 日 〔四 0 一一〕 

他 入に 自分の 作物の 價値を 判定して 莨 はう とい ふ 心に なった その 事. が 僕の 創作力の 返 縮 を 明かに 物語って ゐる。 t を 

思 ふと 情けない。 僕 は 又 I の 生活の 或は 塁の i 期に 來 たので はない かと も 感じて ゐる。 その 渡し を 渡？ しま は，.. 

れば此 衰退 は 治らない ので はない かと も 思 ふ。 何しろ 底 知らぬ 琳 しさ を 感ずる。 

では 兄に は 誠に 濟 まない けれども 「旅する 心」 を 纏めさせて 貰 はう。 明日から あれ を 原稿紙に 訂正しながら 書きな ほす。. 

その 位の こと は 十分に 出來 ると 思って ゐる。 末 當に濟 まなく 思 ふが 何卒 推恕 して くれ 給へ。 

兄の 感想 を 讀んで 大分 安心した" 全く 自分で は 五里霧中 になって ゐ たの だから。 あれ は 然し 今晩 完成す る。 

どうも 難 有-つ。 今 曰 は 母と 子供と を 連れて 目 黑 に 栗 飯 を 食 ひに いった。 

八 木 澤善次 氏 宛 —— 九月 一 一十 1 日 〔四 0 ョ〕 

私に は depression が來 ました。 兄が 聖餐に 其徵が 見えろ とい はれた が 私， H 身 はさ 5 も 思はなかった けれども、 それ はよ 

り&, 力に 續者 なろ 兄に 映 じ そめた のか も 知れません。 兎に角 私 は 半 成の 原稿 を燒 却すべき 悲境に 陷 つた。 「蓮 命の 訴」 ま將 

來出來 上る か 否か は 知らない。 

兎に角 中止し ます。 「旅する 心」 をつな ぎに 出します。 今から 讀み なほす と實に 下らない もの だけれ ども。 祈御储 在。 


木 田 金 次 郞氏宛 11 九月 一 一十 五日 〔四 0 四〕 

素描 十二 枚 一昨日 落手と 共に 拜見、 御 進境に 敬服し ました。 以前の ものに 比 ぶれば あなたの 個性的 見地が 更に 擴大 され 深 

めら れてゐ るの を 私で も 看過す る 事が 出來 ませぬ。 この 秋に 描かれる とい ふ 纏った 御作 品に 對 して 待 遠し く 思って ゐ ます。 

北海道の 柳 ！ それ を 十二 枚の 畫が 殘らず 忠實に 語って ゐ ます。 裏白の 雜が 秋風に ひるが へりつ その 稍が た わ \ に 起 

伏す る樣 は髮髴 として 私の 眼に 現 はれます。 又 其 樹全體 に 現 はれる 複雜な 明 階 も あなた は 確實に 捕へ て ゐられ る 事 を 知り 

ます。 ロダンが 「一 つの 手な り 一 つの 足な り を 征服し 翁す まで 習作せ よ」 といった 言葉 を あなたの 態度に 見る ことの 出來 

るの は 友と しての よろこびです。 

それに 引かへ 私 はつ ま づきました。 創作 を 中途で 擲 たねば ならぬ はめに なりました。 私に は 今 何の 力 も 感ぜられません。 

こんな みじめな： H に 遇った こと は 生れてから 無い といって い.. t でせ う。 私 は 今 何もし ないで ぼんやりして ゐ ます。 

4^ 海道に は 十月の 十一 二日 頃に 行く ことになると 思 ひます。 この間 函 館の 山 本 行 夫君が 尋ねて 来ました。 初對 面で は あ 

ります がい 、靑年 だと 思 ひます。 では 近い 中の 1« 會を 期しつ \。 

吹 H 順 助 氏 宛 11 十月 一 曰 於 東京 〔回 os〕 

こちら こそ 意外の 御 無 汰申 上げて ゐ ました。 全く 今度と いふ 今度 は 打ちのめされました。 今までの 仕事に 對 する 少し 

ばかりの 自信まで 失 はう としてし まって ゐ ます。 是れ から 先き 甦生が 出来れば よし、 さもなければ これで 私の 生涯 はお 仕 

舞です。  ， 

北海道に は 十 一 1 一日に 發 ちたいと 思つ てゐ ますから 多分 行きが けにお より 致す ことになると 思 ひます。 その 節お 目に か 

かって 萬 事 申 上げる ことにします。 あなたに も 或る 危機が 臨んで ゐる こと を 知つ てお それ を 持ちます。 
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蓠望 その 難關を 見事に 突きぬ けられる やう 祈 上げます。 

足 助 素 一 氏 宛 —— 十 一 月 十四日 〔四0穴〕 

ぉ薦で 「旅する 心」 は揷 ii も豫 期の 如く 出來 たこと を うれしく 思って ゐ る。 

唯獻 本の 辭の 活字の 組 方 はどうしても 我慢が 出来ない。 獻げる 人の 名 を あんなに 下の 方に 印刷した の は 如何しても いや 

だ。 出来るなら あの 耳 だけ は 刷り直し ていた ^ きたいが、 それが 出来ない 相談なら あの 頁 は 裏表と も 割愛して いた 父く 摩 

にしたい。 是れは 是非お 願 ひする。 僕の 原稿に は あ \ は 書いて なかった と 思 ふ。 

長與 君から は 「三部 曲」 の 印税 寄附に 對 する 挨 接が 来た。 

御 面會の 上お 話す るの だが 母が 臥床 中で あるのと、 行 三が 今夜 突然 發 熱して 臥て ゐ るので 明日 は 外出が むづ かしい と 思 

ふから 右 書面で 貴意 を 得て 置く。 尤も 製本 出来の 分に 對 して は 訂正して 下さらない でもい. 10 

行 三の 熱 は 一 度 吐いて から 見る/ \ 降下した から 左程 心配す る 性質の もので はな いと 思 ふ。 

大 島 豊 氏 宛 11 十 一 月 十八 曰 〔四 040 

こんな 原稿 W 紙に 音信 を 認めて 失敬) 

不相變 御無沙汰 をし ましたが 夏 休暇 中に 書いて 下さった 非常に 綿密な 御手 紙で 兄の 動靜を 知る 事が 出來て 一 方なら ず 喜 

ばされ ました。 兄の 米國 行が 愈 i 徒爾でなかった の を 深く 感じさせます。 萬 望 その 調子で 十分に 勉强 して 歸 つてお 出な さ 

い。 私 は 今までの 中に 兄に 對 して ほどが みく と 叱りつ けた 人 を 知りません" 然し それ は 畢竟 兄との k: 籙を 語る もの だと 

いってい. >1 と 思 ひます。 

兄の 讀んで 居られる 書物の 種類から 考 へて 見て 兄 は 決して 無駄な 事 はして 居られな いと 思 ひます が、 同時に 最も 緊急な 


現下の 問題に 觸れて 居られる 事が 稍 i 足りない とい ふ感 がないでも ありません。 そちらで 勉强 して 居られる 間 若し 餘裕カ 

あるなら 總 ての 餘裕 を用ゐ て社會 問題 を 研究な さる こ とが 必要 だと 思 ひます。 社會 問題が どれ 程の 程度まで 進んで 來てゐ 

るか、 それが そこまで 來 るに は 如何なる 事情が 働いた のか。 その 事情なる もの は 必至 的な ものである のか、 時代錯誤 であ 

るの か。 將來の 社 會間題 は どこに 落 付く 先き を 見出す であらう か。 日本 は此 問題の 渦の 中に あって 如何なる 位置 を 占め 如 

何なる 反 躧を呈 する だら うか。 …； か k る 問題に 對 して は 兄 は 十分の 考案 をめ ぐらし 歸 朝の 曰に は 一定の 識見 を 持つ 事が 

出来る までにな つて ゐな いと、 浦 島が 白髮 にして 故 1： に歸來 した 悲慘事 を 見なければ ならぬ と 思 ひます。 總 ての 混 維の 中 

にも 日本に もて は ある 眞-ま 目な 力が 靜 かに 力強く 働きつ 、あります >  而 して 其 力 は 驚くべき 進歩した 思想に よって 導かれ 

てゐ ます。 少しで も油斷 して ゐれ ばす ぐに も 其 力に おいて 行かれる おそれが あります。 米國に 居ながら 常に この 力の 動き 

方に つれて 研究 を續 けて 行く とい ふ 事 は餘程 細心な 注意 を 要する と 思 ひます。 洋行して 歸 つて とんだ 馬鹿にな つてし まつ 

てゐる やうな 人 を 私達 は隨分 尠からず 見出します。 この ii に關 して はくれ <\ -. も 自戒して 下さい。 

私の 仕事 をい へば 先づ さした る 故障な く 進んで は 居ます が、 この 夏に 至って ある 危機に 臨んだ こと は爭 はれません。 私 

は， H 分の 是れ までの 仕事に 對 して 妙に， 目 信 を 失 ひ はじめました" 將 來に對 しても して どんく 生長して 行く 半： 長 力が あ 

るか 無い か を 疑 ふやう になり ました。 而 して 百 枚 程 書きお ろした 創作 を 棄却して しま ひました。 ；；^ は 今 落潮に 居ます" 然 

し少々 づ & では あるが 恢復し つ.^ ある やうです。 來 年に でもな つたなら 又 仕事 を 始める 機會も 起り ませう か" 此 秋の 同志 

社の 講演 も 休む 事に なりました" 

あなたが 洋行して 以来の 私の 著作 集 は 何等かの 方面から あなたの 御手 許に 行って ゐ るので すか。 私 は 贈らなければ なら 

ぬ處が 多い 爲 めに 遂 今日まで あなたに は 送らずに！ 1" たと 思 ひます。 「三部 曲」 と 「惜 みなく 愛は藝 ふ」 と 「旅する 心」 と を 

出しました。 「愛 は 奪 ふ」 は 割合 諸方 面から 眞 面目な 反響 を 受けました。 ある 方面から は 中々 ひどい 非難 も 被りました" 

し 私 は 今でも あれ を 書いた 事 を 後悔して は 居ません。 あの 書物 は あれで 何事 をか爲 しつ \ あると 思って ゐ ます。 
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私の 家で は 幸に 皆が 頭 健な 方です。 私 も 昨今 は 健康 を 復 しました" 壬 生 馬が 肺尖 を 犯された が これ も あらかた よくな 

りました。 その 娘 は 疫痢に なって 一時 は危 II と 警戒され ましたが これ も 奇蹟の やうに 快くな りました。 今 私の 處に早 川 ItTT 

の 友達なる 河 崎 久輔氏 (兄 も 御存じの 箬) が 子供の 教育 旁 i 滞在して ゐ ます 0  くれぐ も 御. H 愛 を 祈 上げます 0 萆々。 

足 助 素 一 氏 宛 11 十 一 月 十九 日夕 於湯ケ 原 伊藤 屋 〔四 0 八〕 

今朝 「旅する 心」 をた しかに 落手した。 どう.^ 難 有う。 子供の 病氣を 早く 癒す 爲め、 母の 看護疲れ を 慰める 爲め こ、 に 

來た。 尤も 母 は 二三 日お くれて 來る ことになる だら う。 こ、 は 紅 紫 はま だ ni 分と いふ 處だ。 番頭 君 はじめ 萬 態 依然。 二十 

三日に は歸 京の つもり 故會 場で お 目に か  る。 

原 久米太 郞氏宛 11 士 一月 士 一日 於趣町 〔四 0 九〕 

其 後 は 慮外の 御無沙汰 をして 相す まぬ。 京都に 来て ゐられ る 間に 奥さんが 安達 をな さった 事 をお E 出度 事と は 思 ひなが 

ら遂々 御 ひも 申さなかった と 思 ふ。 爾後 御 母子 共 御 健在 か。 

嘉憲君 は嘉憲 君で 先づ 身が ため も 出来る し 兄の 所 も あの 不幸 以來の 晴雲を 一 掃され たとい ふ もの だ。 全く 兄 も是れ まで 

殆ど 三 人前 位の 蜜 闘 をした。 而 して 一 歩々々 土峯： を ふみかためて 來た" そのいき さつ を 知悉して ゐ るの は 恐らく 僕 位の も 

ので はなから うか。 それ を闾 顧して 今日の 兄 を 思 ふと 少し 感^的に さへ なる。 兄 はよ く 自分の 生 沾に對 して 不足 を 云 はれ 

るが その 必要 はない" 男子と しての 仕事 は 立派に 仕遂げつ \ ある。 決して やきもき する 事 はない と 思 ふよ。 

先月の 京都の 旅から 歸 つて 来る と 子供が 三人 共 水痘に か \ つてし まって それが 膿痘疹 とい ふ 事に なって 中々 腫物が なほ 

ら ない。 留守中 母が 氣苦. をした ので これ も 些か 弱り 鎮 味だった ので 一 同 を 引 つれて 湯ケ 原に 出懸 た譯 だった。 幸に cc 

宋には 一 同 快復した ので 歸 京した。 處が柬 京 は 何しろ 急に 塞くな つたので 母 は 怪我 を 昔した 脚が 痛む やら， 三子 は 交る.^ 


風邪の 氣 味になる やらで 何 か 愚 II 々々して ゐる。 然し いづれ もさした る 事で はない から 御 放念 を 願 ふ。 僕 は 至て fs で 日 

日 來客ゃ 原稿 書き やらに 働いて ゐる。 講演の 筆記 を 持 込まれる の だが 無責任な 肇 記な もの だから 創作と 同じ だけの 手間が 

いるの だ" 新たに 書いた ものと して は 「改造」 の 新年 號に 投じた もの 位 だ。 

倉 田 百 111 氏から ぃ& 手紙 を 貰った。 氏も大 森に 來 てから 思 ひ 切って 牛： 活の 改造 を やったら しい。 奥さんと 子供と は 離 居 

して 今 は 妹さんと 二人で 暮 して ゐ る- 僕に 折 入って 賴 みたい 事が あるとの 事 だが まだ 訪問し ないで ゐる。 兄との 會見を 好 

意 を 以て 報じて 來てゐ た？ 白樺 劇 M で やった 同氏の 「歌 はぬ 人々 」 は 見ずに しまった。 

年内 も餘 日が なくなつ たが 兄の 仕事の 方 は，！ IT 然 多忙な 事と 思 ふ。 寒さの 折 柄 折角， in 愛して くれ。 

竹 崎 君から あれ 以來 音信な し。 兄が 大に何 かいった さう だが それに は 及ばなかった。 あ.. 1 行く の は 竹 崎 式 だ。 あ. 1 行か 

ない と 竹 崎の 面目 は 躍如と しない = 足 助 は 無事。 高 松 洋行の 爲め 上京 屮、 二十 六 七日に は 兄を訪 間す るとの 事だった。 

では 失敬。 

吹 田 順 助 氏 宛——士 一月 十五 H 於 東 一 e4  〔四 一 0〕 

御手 紙 をい た^いて 以來 御無沙汰して しま ひました。 あれに 書かれた あなたの 御 心境 は 悲しい ものでした。 然し それ は 

私の それと 甚だ 似 かよった ものであった だけ 餘計 感じました" 要するに 私 も 何等の 仕事 もな し 得ず 茫然と 暮 して 來 たやう 

な も のです。 人の 牛； 命 に 本當 に ひ 入る ために はも つ と どう か し た 道 を 通ら ねばならぬ こと を此頃 殊更ら 思 はされ ます。 

この間 淸水 税關の 一 下級 官吏 だと 名のる 人から 「愛 は If ふ」 の 綿密な 批評 を 受け ましたが、 肺腑 を 射ぬ かれた やうに 感 

じた 所が 澤 山あった 中に 「愛して ゐる」 とい ふ 事と 「愛する の はい、 事 だ」 とい ふのと の 間に は 大差が あると いふ 言 薬 は 

殊に 强 くひ どきました。 私の 驗が そこに 大きな 不足 を 持って ゐる事 を 見 賞 かれた やうに 思 ひました。 まだ/ \- 駄目です。 

この頃 は 殆んど 何にもして ゐな いといつ てい \ 位です。 唯 僅に 正月の 「改造」 に 一 感想 义を 投じた のみです。 

1 九 二 〇 年  SI 一九 


有 島 武郞仝 築 1„ ^八卷  四 二  0 

あなたの 上 を考へ ると 何 かしら セ ン ティ メンタルになります。 この 冬 は 東京に は 来られな いのです か。 もっとお 話 をし 

て 見たい 氣 持ちに なって ゐ ます。 皆 樣は御 無事です か。 あなたが 家 を 出られる 時 泣いて あと を 追った 二 男 君の 率が 思 ひ 出 

されます。 足 助 は 頭を惡 がって ゐ ます。 出版業が いやにな つたと もい つて ゐ ます。 無理の ない 事 だと 思 ひます。 

叨日は 倉 田 氏 を 訪問し ようかと 考 へて ゐ ます。 あの人 は 生活に 大きな 變 化を與 へた やうです。 その 剪 猛な姿 は 恐ろし い 

程です。 もう 雪が つみました か。 鹿兒 島から すると 晴ぃ事 だと 思 ひます。 祈 御 健全。 

有 島 生 馬 氏 宛 11 士 一月 十九 R: 於：！ 町 〔四 一一〕 

御 細 書 多謝. - 御 一同の 淸福を 知って この 上な く よろこんで ゐ ます。 仕事 も そろく はい.^ かも 知れない が、 十分 用心し 

ながらな さる 事 を 祈って やみません。 母上 は 多分 明後日 貴家に 參られ る 事と 思 ひます。 今朝 は敏、 行 三 1s\ 速れ て 猿樂 町に 

行きました。 野 口の 撟辨慶 でした が、 始めて 見る ものです が、 牛 若が 舞臺の 前方に 出て 五條 橋の 上で 休み こんで ゐる心 持 

で、 獨り月 を 見ながら 佇んで ゐる心 持で、 永く 舞臺に 佇立し (薄 衣 を かづける ま、〕 拍子の みが 靜 かにして ゐる 情景 は 素 

晴らし いもの だと 思 ひました。 

仕事の 事に つき 懇々 の 御意 見 は 多謝し ます。 毎年 著作 集 を 一 ー篇づ 、出す 位の 仕事 をして 居たい と 思って、 春に は r 惜 みな 

く 愛は藝 ふ」 を 出しました。 而 して 秋 出す 爲 めに 小 說ー篇 を かき かけて 失敗に 終った のです。 來 年に なったら 何 か 書け る 

かも 知れぬ と 思つ てゐ ますが、 EI^ の 心の 狀態 では はっきり 出來 るか 如何 か 判りません。 

量に 於て ホヰ ット マ ンゃ イブ センの 書いた 程の 物 はもう 書いて しまったと 3 心 ひます が、 質に 於て 何者 を爲し 了した かと 考 

へ ると つ ひ 筆が 重くな つてし まふので す。 是 迄の 事を續 けて 盛 を 博す る 位なら 肇を 折った 方が い >t かと も 思 ふので す。 

少々 がらに 過ぎた事 を 云って しまった かも 知れません。 

何れ は 又 其 中 御 邪魔に 出た 時に ゅづ ります。 今日は 東京で も 往來を 歩く と 汗ばむ 程です" 


木 田 金 次 郞氏宛 11 土 一月 一 一士 一 曰 於 m 京 〔四 I  二〕 

愈々 年も逼 りました" 御 地 は 嘸 寒い 事で せう。 函 館の 山 本 氏からの 通信に よれば あなた は 御 忙しい 爲 めに 函 館に お出 か 

け も出來 ない 由。 忙しい ばかりで もな く 御 一 家の 生沾を nw 前にして は 出かけられる 氣 にも なれない の だと は 思 ひます が、 

そ，." でも 比袭穴 ュに侮 上に 激 働せられ る 兄の 上 を 思 ふと、 かう して 火鉢に など あたって 手紙 を 書いて ゐる のがた めら はれま 

す。 やう やくの 事で 御 約束 を 果して あな. たの 畫を關 場 包 子 氏に 郵经 しました。 電信柱が 右側に 近く ある 風贵 です。 關場君 

から 非常に よろこんだ 手紙が 來て、 私から も 序の 節御禮 をい ふやう にとの 事でした。 

私 はこの 頃 本 當に惡 い 生活 をして ゐ ます。 仕事に 手が つきません。 毎日 悔の 多い 日が 经ら れてゐ ます。 仕方がな いから 

機會の ある 毎に ホ ヰット マンの 詩を少 しづ、 譯 して 發 表する ことにして ゐ ます。 而 して その 中に 本當の 力が 歸 つて 來 てく 

れる やうに と 祈って ゐ ます。 ではい、 年 をお 迎 へなさい。 

有 島 生 馬 氏 宛 —— 士 一月 一 一十 S 曰 . 〔四 一 一一 一〕 

先達の 御 細 書で あなたの 御 心 持 はよ く 分りました。 染々 仰 有る こと を咸 〔銘 します。 この 半年 は實際 や、 捨鉢の 氣 味で 暮 

して ゐ たのです。 

「美術 之；^ I も 本屋から 经 つて 來 ました。 難 有つ。 あの 中には まだ 讀 まない もの も あるので 披 晃を樂 しんで ゐ ます。 

, 昨日 は 母上と 小 田 原に 行かれた ことによって 私 は 行く の を やめました。 而 して 園 田、 山內、 山 本 を たづね ました。 熱 海 

から は 安着の 電報が 来ました。 仕事が 段々 御出來 になる. S 重疊に 思って ゐ ますが、 過度に 亙らぬ やうに 祈ります。 

橫濱 からの 御菓子 も 難 有う。 行 光 も 今日から 休みに なりました から 其 中 御 邪魔に 出かけた いと 思って ゐ ます。 

信 子さん から 御手 紙 を 難 有、 つ" 
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森 義雄氏 宛 —— 一 月 四日 於 東京 〔四 一 四〕 

讀 者からの 同情と 推賞と を 常に ある 警戒の 心 を 以て 受けよう として ゐる私 も、 あなたからの 御手 紙に. は 手放しに^ 激せ 

ずに は ゐられ ません。 本 當に難 有う 御座います。 あなたの やうな 讀 者に 對 して 私が 怠慢で ある こと は濟 まない 事です。 ヒ 

八 前 力ら 親しい 友に は 話して 解決した いと 思って ゐ たこと が 私の 下らない 殉情 的な 躊隨 から 未だに 解決され ずに あるの 

が禍. 板と なって 私 は 行きつ まって ゐ るので す。 然し この 難關 さへ 切りぬ ければ 私の 傷口から は 新たに 流れ出る 生きた 赤い 

. ^力ま だ 相 當に殘 つて ゐ ると 思 ひます。 どうぞ 其 時の 來 るの を 待って 下さい。 多分 私 は あなたの 期待に かない ことが お 

來 ます。 

而 して あなたの 御 生活の 上に も 最上の ものが 實 現される やう 祈 上げます。 

野 口 幽香 氏 宛 —— 一 月 四 rn 於 東京 〔四 一 き 

この間 はよ くこ そお たづね 下され 又よ くこ そ ゆっくり 話して ゐて 下さいました， あの 日の わさい 樂 しい 阒欒ま 記 舊こ永 

く殘る もの だと 思 ひます。 妹な どと も 常に 顏を あはせ ながら も あれ 程 ゆっくり 談 りあった 事 はたんと ありません。 人 は， M 

事の 爲 めに 餘 りゎづ ら は され 過ぎ て暮 して ゐるゃ 5 です。 

あなた は 私の 平凡 振りから 「或 女」 などの 生れた の を 不思議な ものの やうに 思 はれた やうで したが、 お 恥し い 話です が 

私に は 「或 女」 以外に も 毒 血が まだく 拔け 切れません。 私の 傷口 はま だく 色々 な もの を 吐き出す だら うと 自分ながら 

L やな； 5：： しい 氣も します。 然し 入 生 を ありの ま、 に實感 せねば ならぬ やうに 生みつ けられた 一 人の 文學者 ことって はこし 


こそ 納めねば ならぬ 第 一 の 貢です。 人生 を如寶 に 見た 上で それに 攢 値がなければ 彌 縫して ゐた 所が 結局 は無價 値で あらね 

ばなら ぬのです から。 

信 子さん とい ふお 讓 さんの 居られた の も 愉快でした。 あの お子さんに はたし かに 何 かカ强 いものが ひそんで ゐる 琪を感 

じさせられます。 その 方の 將來が 最上の 道に よって 導かれる やうに 祈つ てゐ ます。 その 方の 御 母上に も 御 序の 節に はよ ろ 

しく 御 傅へ を 願 ひます。 

長 1^ と； 一人ぎ りで あのだ^つ 廣ぃ 住居 は祸 しい ものであります が 又 極めてし め やかな 樂し いものであります。 「クオ ー 

レ 」 を 十四 五 枚 讀んで やって ゐる 中に 今は寢 にっきました" 

吹 田 順 助 氏 宛 I , 一  月 五 w: 於 東京 〔四 一 穴〕 

とうく この 冬 は 御上 京な さらなかった のです わ、 多少 期待して ゐ ましたのに。 次 三 3{- は 母と 熱 海に 行って ゐ ますので、 

私 は 長男と 二人 だけで この 地で 靜 かな 正月 をし ました。 用の-客 は 毎日 二三 人づ \ 押し かけて 来て 困り はてる 程でした が 正 

月に なって 見る と 一 人と して 訪問して 來ろ人 もありません， (足 助 は歸國 して ゐ るので す) ，：nl 分が わざと 造って 來た 讽獨の 

生活 をし みぐ 思 はされ ました。 遊び 友達と いふ もの を I 人 も 持ち 得ない 私自身 を 少し 憐んで やりたい 氣持 にさへ なり ま 

した〕 主義の 上の 同志と いふ もの も 仕事の 上の 仲間と いふ もの も 一 人 も 作らずに ゐる 分 を 多少 痛快に 思 ふ 氣持も 添 はり 

ます。 この 孤 獨 の 境地から 私 は 力 を 得て 行かなければ ならぬ と 思って ゐ ます。 

恐ろし い 理窟に なりました。 今朝 御 心 入の 筋子が と どきました。 兄が 私の 嗜好 を覺 えて ゐて 下さった 事が 何より うれし 

くって 平 速 開かして 朝食の 膳に 上せました。 北海道の もののより 小 味で うまく 賞味し ました。 御 芳志の 程 殊に ありがたく 

存じます。 

山形の 冬 は 久しく 暖國に ゐられ た 兄に は 可な りこた へる のではありません か" 御 老人、 御子 供 衆 は 如何です か。 皆樣折 
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角 御大 事に なさる やう 祈 上げます。 

茂 木 由 子 氏 宛 11 一  月 九日 於 東京 〔gl 一  セ〕 

この間 一 便 を さし 上げて おきました のに それ を 御 落手 下さらなかった のでせ うか。 その 時 五六 通の 手紙 を 同時に 投 •PS 致 

しました が それ に對 して どこから も 返事が 來な いので 少し 心細く 思 つて ゐる處 でした。 御 配慮 下さ いました 風邪 は 九 H か 

ら鎌 倉の 弟の 許に 厄介に なって ゐた お蔭で 快癒して 十 一 日に 歸京 しました" 爾後 至而 頑健に 暮 して ゐ ますから 幸に 御 放念 

下さる や 願 ひます。 あなたに は 別にお さはり 御座いま せんか。 昨日 は 雪の Im 白 さに 擧校を ずる休み をした 末子と 共に 下 

街 を 歩き ま はりました。 

仕事 をし 度くて たまらな いのです が、 何かと 俗事に さまたげられて 困ります。 死亡 だ、 病人 だ、 結婚 だ、 就職 だ、 原稿の 批 

評 だ 何んだ か だ ： • … ひいきにして 下さ るの は 難 有 いが … • ： 尤も 私も惡 いのです。 徹底的 に 仕事に 忠 .K であれば もつ と 入が 

惡 くな つてい &箬 なのです。 其權 利が ある 答な のです が。 塞 さの 折 柄 折角お いと ひ を 祈 上げます。 御 芳情 を 感謝し つ、。 

淺井三 井 氏 宛 11 1 月 十 nlnr  〔四 一 <〕 

年 は來ぬ 森閑と して 雪つ める 家に こもれる 親子の 上に 

子 は 11 り 庭に おり ゐて球 遊ぶ 父は默 して 机に 向 ふ 

物言 へ ば 唇 寒し 言 は ざれば 心 火と なる あさましき 身よ 

二子が 昨日 熱 海から 歸 つて 来たので 急に にぎやかに なりました〕 正月が はじめて 來 たやう です。 今朝 は學 校に 行く のに 

泣く やら 笑 ふやら。 


有 島 生 瑪氏宛 11 1 月 十六 ョ於 東京 〔四 1 九〕 

趙旦の 愛の 朝に 候" 子供達 は 庭 上 にても 子犬の 如く 戲れ 居候。 先日 來ぉ なやみの 宿 熱 も 旣に御 快癒に 候 や。 御 一周忌に 

は 寒 雨に て 信 子 君お さはり 無 之 候 ひしゃ。 あき子 君 は 其 後 如何 や 乍 蔭 御 案 申 上 居候" 平安 御 起居の 程 祈 上 候" 

今朝 東京 病院に おまささん 御見舞 致候處 大分 やつれて 見え 候 得 共 經過は 順 當の樣 子に 付 御 安 意 可 相 成、 反 之 西 居 氏 は 解 

熱 後 頭の 加減よ ろしから ず觀念 錯誤の 事腾 i 有 之 候 由に 而氣の 毒に 候 得 共 一 時 的の 事な らんと 存候。 おまささん は 段々 輕 

快の. S 贯疊、 御 序の 節 は 宜敷願 上 候 U 

今日 午後 は敏、 行 三 と共に 下町に 散策 相 試 候。 行 光 は 試合の 爲 近所に 出 懸け 申 候。 

此頃は 支那 古代 思想 御 溯源の. ra 自然 收獲 多き 事と 存上 候。 何れお 目に か &り候 節 萬々 伺 可 申 候。 

時節柄 折角 御， M 愛 相 威 度。 御 返事 旁 i。 草々 頓首。 

信 子さん に 一 寸 御. ぉ賴申 上た が 小生の 「旅する 心」 の畫稿 (校正刷に あらず) 御所 持なら ば 其 3 曰 一寸 御 報知に ぁづカ 

り 度。 田 中 方に て は 御所 持な りとの 御 返事 を 得たり と 申 居候 次第に 候が 不審に 候 間 改めて 伺 候" 

鯉江 もと子、 谷川 徹三兩 氏 宛 11 一月 十七 曰 於 東京 〔EI110〕 

御， 上より は 大變ぃ 、御手 紙プ V. 難 有. つ。 徹三 兄から は 何のお たよりも ない 事 を 少し 浙 しく 思 はないで はあり ませ スが 

手紙の 書け ない 兄の 御 氣持も 私に はわ かる やうに 思へ ますから 不平に は 感じません。 兄 はいつ でも. H 分の 言葉に K 迫され 

て ゐる人 だから、 .H 分の 言葉が 少しで も 自分の 行爲を 魁け たなと 思 ふともう 自分 を ひどく 責めて ゐる入 だから" 然しもう 

兄の 學校 生活の 單調も 末 近くな つたと 思 ひます。 過去の 苦味 を かみしめて のみ ゐ ずに 新しい ほがらかな 世界に 出て いらつ 

しゃ、，。 兄の 生くべき^ 界は廣 く 遠く 美しく 殘 されて ゐ ると いふ 事 をし つかり 意識して 下さい。 これ は 私の 妄想で もな く 
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誇大で もありません。 

御 姉上のお くらしの 模樣は 御 細 書で 知盡 する ことが 出来て うれしく 存 上げます。 御妯 弟の 中に 何にも 隔てな くお 暮 しの 

程 を 切に 祈 上げます。 御 二人が あの やうに 暮 される とい ふ 事 は 世に もめぐ まれた 生活 だと 2 心 ひます。 多くの 人達の 味氣な 

い 生活 を 一 寸 でも 考 へて 御 覽 なさい。 

始終 御無沙 おして ゐる 私も惡 いけれ ども 御 二人の 事 は 折々 心の中 を往來 して ゐ ます、 而 して 幸福 を 祈 上げて ゐ ます。 

この 春休に は 多分 三 子と 共に 京都に 參 るで せう。 三- ナの 頭に あの 靜 かな 舊 都の 有樣 をお ぜて おきたい 爲 です。 共 後 .ム だ 

けが 京都に 殘っ て 同志 社で 講演す る 事になる と 思って ゐ ます。 その 時 は 又 ゆっくりお 話 も出來 ませう が。 而 して 其き よ 傲 

三 兄 は 府の 或る 種の 桎 梧から 解放され て 御 自分の 仕事の みに 沒 頭し 得る 境 外に なられる かと W 心 ひます。 

再び 御兩 入の 上に 幸福 を〕 

出 本 行 雄 氏 宛 —— I 月 十九 曰 於 東京 〔四 ニー〕 

仕事に 齷齪して ゐた爲 めに 御 返事 を 長々 おこたって ゐた事 をお 許し 下さい。 武者 君の 下に 居る 人達が 何ん と 申しても か 

ま はぬ 事、 武者 君 は 今頃 は 私の 心が わかって くれ、 私 は 始めから 武者 君の 心 持 はよ く 分って ゐる 積り なので、 私に は？ の 

問題 も殘 つて ゐ はしない のです。 私の 武者 君の 事業に 對 する 意兑は よく あなた も わかって ゐて 下さる と 思 ひます。 新しい 

村の 仕事 を あなたが 御 助けな さらう との 御 氣持も 非常によ いもの だと 私 は 思って ゐ ます。 決して 私に 御 遠慮なく 續 (寸 なさ 

れん 窜を 希望し ます。 武者に 行けば 私に 來 るのに 矛盾 だとい ふやうな 考へを 持って ゐる 人が あったら 武者 君 はむしろ それ 

を 悲しむ だら うと 私 は 思って ゐ ます。 少しも 御 煩 慮な さる 餘 地の ある 間 題で はな いではありません か。 

もっと 書きたい ものです が 不相變 忙しく 働いて ゐ ますから 必要 だけの 事 を 申して 今度 は 御免 を 蒙ります。 あなたの 御 仕 

事の 上に 最上の 幸 を 祈 上げます。 


山內の へ あなたの 畫 はと^いて ゐる さう です が、 彼 も 病人 やら 芝居の 監督 やらで 此頃 暫く 遇 ひません からま だ 私 は 落 

手して ゐ ません。 然し あらかじめ 御 禮を申 上げて おきます。 . 

牧山正 S 氏 宛 —— 二月 九日 於 東京 〔im 二〕 

又々 御- 臥の 由 折角 御用 心 を 祈 上げます。 私 は 幸に して 如 例 頭 健 至極 この頃 は 割合によ く 勉強して ゐ ます。 阿部 氏の 處 

ま 決して 急ぐ 譯 ではありません。 氏の ダンテと-一， チヱの 研究 を 新 小 說で讀 みました が、 中々 綿密な 研究で ちっと 返 屈し 

ました。 八：' 月號の 後篇で 早く： i 論 を 知りたい と 思って ゐ ます。 小說 なんかば かりやって ゐ ると、 考證 とい ふ もの は 人に 示 

す もので はなく：！ 論 だけで い へばい、 もの だと 實に グゥ タラな 考 など を 起して 仕樣が ありません。 是は 自分ながら 惡ぃ事 

だと 3 心って ゐ ます。  、 

次 田 氏の もの ま Humor で t なく 輕ぃ Sdbsdronie と 見たら 如何です。 さう すると 吹 田 君ら しい ものが 豐 かに 見えて 來 

る と 思 ふ の です が。 私 はま だ 新た に は讀み 返し て は 見 ま せ んが。 

^大事に なさい。 而 して 早く 御 全快なさい。 度々 そんな 病氣を やる の は 全くよ くない ことです。 草々。 

井 上智、 美名 雨 氏 宛 li 二月 十一 日 於 東京 〔四 一 115 

度々 の 御 音き 口 を 難 有う 御座 い ます。 こちら か ら は 慮外 の 御 竦 音に な つて ゐ ました。 今 曰 私 の §s: 寸中 に お 妹 御さん がお 出 

で 下さって 豆 精 をお と け 下さいました。 「井上より」 と 紙の 上に 書いて あつたので あなたがたが 出張 か 何 かで 東京に 来ら 

れ たので はない かと 一寸 驚かされました。 實に 美しい ものです ね。 丁度 ！ー一 人 子供が 居た ので 銘々 それ を 火で あぶる と燒け 

て ふくらむ ので、 食べて 見る と 餅の やうな 味が する ので、 面白がっても 一 本々々 といく つも 食べました。 

今 B は 此地は 又 .c^ え か へって 氷雨が 降って ゐ ます。 私 も 子供 も 今年 は 幸に 一 度 も病氣 をし ません。 私 も 忙しく 働いて ゐ 
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ます。 唯 仕事ら しい 仕事の 出來な いのは 心許なく 思 ひます。 ホ ヰヴト マンの 詩 は 一月 號の 新潮に 出して おき ましたが 

くれました か。 兎に角 意味 だけ は 分る かと 思 ひます。 十四 五日 頃から ー篇の 創作に か X りたい と 念じて ゐ ます。 多分 此度 

は 何 か 成功す る だら うと 考 へて ゐ ます。 

議會カ 開けて 何 かやって ゐ ますが あんな 事に 頭 を 向ける 馬鹿 は當 世に ないやう です。 政治と 民衆と が これ 位 離，：：^ ぐ こ 

なれば 世話はありません。 

その外 何ん にも 心 を 驚かす やうな 事 中央に はなし。 

お 妹 御さん がお みやげと して 美しい 花 を 下さいました。 豆 精の 淸純 と共に； 1^ を 喜ばせた 事 無上です。 御禮を 申したい と 

思 ひます が お 名 を 忘れました。 だからお 便りの 節 是非 忘れな いせ 私の 咸 〔謝 を 御 披露 下さ い。 

難 有し 何事 難 有し わが 身に は 過ぎた るば かり 難 有き 哉 

木 田 金 次 郞氏宛 —— 二月 十 ni 曰 於 東京 〔11 一一 四〕 

この 地 は 稍 i 春めいて 來 ましたが 北海道 はま だ 中々 寒くて 時には 吹雪 も 見舞って ゐ るかと 察します。 お 變りも ありませ 

んか。 漁 事の 方 は 如何です。 先日の 難船の 事 は 今 思っても 戰慄を 感じます。 今後 は 再び あの やうな 冒險が 起らない やうに 

と 祈つ てゐ ます。 

福田久 道と いふ 未知の 人から 手紙 を 受けました。 最近 「ミレ ー」 傅の 詳譯を 出版す るの ださう で、 それが まだ 白樺に 迎 

t されて ゐた頃 私が 何 かいった のを傳 聞して 其 書に 揷 むべき 寫眞の 複製 を经 つて くれられました。 ミレ， 'の 寫眞 とい ふ も 

の は 私 も はじめて 見た ので 非常に よろこばしく 直ちに 感謝の 意 を 表して おきました。 氏 は 同時に あなたに も I 枚 を さし 上 

げて くれと いって 一枚 を 封入して 来ました から 御覽に 入れます 0 何とい ふ 立派な 表情 を 彼 は 持って ゐ たので せう。 生れな 

がらに して 入の 先驅 者た るべき 顏 形に 加へ て 彼の 素晴 しい 自己 殿鍊の 跡が 素晴 しい 鑿の あとの やうに 其 額に 刻まれて ゐま 


す。 あの 顏ー つで も 私達 は 一 つの 寶を 授かった といって、、 力と 田 3 ひま. 13< 

私 も 相 A 田に 働いて ゐ ます。 其 中 一 二の 創作 を あなたに も 見て いた V く 機 會が來 るかと 思って ゐ ます。 函 館の 山 本 君から 

も 時々 便り を もら ひます。 

御大 事に なさい。 

吹 田 順 助 氏 宛，— 二月 十五 曰 於 東京 〔ョ 一 五〕 

其 後 は 一 向御無沙汰してゐましたが比^1さん御變りぁりませんか。 貴地の 塞 さも この頃 は 少し は ゆるんだ 事と お 察しし ま 

す。 東京 は 今年 は 存外に 暖 いせ ゐか 病人 も至而 少ない やうで 私の 所の もの も 一人残らず 元氣 です。 三兒は 毎日べ ー ス ボ- 

ルに 餘念  なく  暮  して  ゐ  ます。 

あなたの 御作が 「大 觀」 に出た事は新聞で^^知しましたが今月は如何ぃふものか途ってくれなかったので、 讀んで 力ら 

讀ん でからと 思って ゐる 中に 遂 今日に なって しま ひました。. 私の 讀んだ 二三の 新聞 は いづれ も 御作 品に 對 してい" 評 はし 

てゐ ませんで した。 その 評 はどう も 類の か はった ものに 對 して フォ ー カスが 合 はない 所から 來てゐ ると 思 ひます。 全く こ 

の 頃の 新聞 評 ほど 蕪雜な ものはありません。 私 は あまり 腹が立つ たから 時事に 少しば かり 皮肉 を 書いて しま ひました。 私 

は 思 ひます。 あなた は 決して 彼等の いふ 所 を 顧慮す る 所な くどん く 創作 を續 けられる がい. -と思 ひます。 尤もい.^ へき 

事がない のに 何 か 書かねば ならぬ とい ふ 氣で霤 くの は 間違って ゐ ますが、 書く ものが ある 以上 是非 遠慮なく 賽き續 けて い 

た. - きたいと 思 ひます。 あの 作品の 中に 殊に 色 强く現 はれ はじめた あなたの 特色 は幾篇 かの 習作の 後に 始めて 成熟す る 種 

類の もの だと 私 は 信じます。 是非 失望す る 事な く 働かれん こと を 祈って やみません。 

此 頃讀ん だもの \ 中 では 中 川 一政 氏の 「見知らぬ 人」 が會 心の ものでした。 あの 純眞 さは 近頃 類のない もの だと 思 ひます 

エルマンと いふ 人が 來 ました。 東京の 新人 連は大 g ぎ をして ゐる やうです。 私 も 人並みに 明日 は 見に 行って 來 ようと 超 
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つて ゐ ます。 聞きに 行く とい ふ 柄で ないから 見に 行く のです。 この頃 月に 一 囘づ \ 西洋 一 墓の ■ の大 f 若い 豪士か 

ら 、てゐ ます。 中々 むづ かしい が 面 a く 思 ひます。 尤も 其 文舉士 にい はせ ると 私の 短歌 一 つ を 讀んだ ばかりで 私に は 励 

的な 祌經 がない のが 知れる から 音樂は 到底 理解 出来ない とい ふ 事です。 少し 悲觀 して ゐ ます。 

東京の 中で も 所に よると 梅の^き はじめた 所があります。 鎌 倉 あたりで は 椿が 八 分です。 蛙の 鳴聲の 最^の もの を この 

間 一 聲ニ聲 聞きました。 春が 来るな と 思ったら、 貧乏人が 借金 収 りの 来る のを考 へた 時の やうに わくわくした 氣寺 こなり 

ました 0 

でも 此雨 n; 日 やう やく 創作 氣 分に 進み 入った やうです。 明日 あたりから 本氣に 試み 始め ませう。 

足 助 は湯ケ 原に 行って ゐ ます。 近來毎 午後 微熱が あつたので 出 懸けた のです。 轉地後 は 熱 は殆ん どない さう です。 j 

で 生が h4 の 「死と 其の 前後」 を やった とかで 佐久間 氏と f: 名で 紫 書 を くれました。 東京の有樂座の聖餐は55ふ？、^^失收 

したやう です。 

與謝野 晶子 氏 宛 11 二月 十九 日 於 東京 〔四 一一 穴〕 

先夜 は 一 寸御姿 を 兌た と 思 ふ 巾に もうお 見えに なら なくなられ たの は 早々 とお 歸り になった ので 御座いま すか。 御子 樣 

方の 中に 御病氣 でもお ありに なった ので は 御座いま せんでした か。 今朝 は 又 御 歌 築 を この 上 もな く 難 有う 御座いました。 

牛： 馬が あなたのお 歌は此 頃に なって 今の i の 誰もが 云 ひ 現 はし 得ぬ 境に 益 i お進み 入りに なると 感嘆した 言葉. -私 もい" 

ベ きな の だ と存 じました。 

何やら 物に 拘 つて 物の 書け なくなった 此 頃の 私 を 憐れむ につけて 泉の やうな あなたの 御 胸 を 殊更ら 羨 i じ 上げます。 

：^: 馬 夫. 1 は 今朝 發 つて 鎌 倉に か へ りました。 


有 鳥 生. 馬 氏 夫妻 宛 —三月 三日 〔四 一一 七〕 

御無沙汰〕 御 32^ 舞 を 難 有う。 とうく 風邪が 侵入して 來 たやう です が 幸に 一 體に輕 く 無熱の 狀 態です から 咳の 取れる や 

うに 手 あ て を し て 舉校を 休 ませて ゐ ます 。もう 行 n 1 もよ ろしい し敏 も^ 日 あ たり は 恢復す ると 思 ひます か ら 御 安心 下さ い Q 

向井が 少し 顕固 なの を やって ゐ ます。 そちら も 萬 御大 事に なさい まし。 如何にも 不順です から。 

「酸の E^o は 白状す ると 私に は 息苦しい 氣 がして 讀み績 けられな いのです。 此： i の 消息に も 毒 藥が來 たやう だと 誓いた と 

思 ひます が、 矢 張 そんな 氣 がします。 熾烈な 芳 一分の 爲 めに 股が くらむ やうな 氣 持ちになる のです。 田 中 氏が あれ を 面白い 

といって 讀ん， だのが 私に は 第 一 不可解です。 もう 少し 年を取って 私の 情熱が 落 付いて からなら あれ を樂 しみ 讀 むこと が 出 

來 るかと 思 ひます。 

「廢 屋」 も拜 見し ました。 文章に變化が來た！^が第  一 めにつきます。 立派な もの だと 感じました。 唯 あれに は スケッチと 

し て は 構鬪が あ り 過ぎ、 小說 として は 平 叙が 多き に 過ぎ ると いふ 嫌 はないで せう か。 

藤 森 氏の 評に は 思 はず 眉 を 寄せたり 笑ったり してし まひました。 犬に 所 をつ かれた 氣 がします。 あの 文から 思 ひつい 

て 一 つ 小 篇を霄 いて 見ようかと 思って ゐ ます。 「口の 中の 菓子」 に 鎌 倉 海岸の 半 溺死 事件 を對照 させて。 

この 月はバ ィ 口 ンの 研究に 沒頭 する のです。 あの人の 時代 は 私が 考 へて ゐた 以上に 日本の 目下に 似 かよって ゐる やうに 

見えます。 そこに I 人の 詩人 を點 出す るの は 相 常 興味の ある ことに 思へ ます。 

今日 一 寸 「或 女」 の 後篇 を讀み 返へ して，：！ E 分ながら 今では 一 寸書 けさう もない と 思 ふやうな い . ^所 を 出した と共に 文 

章の 下手な のに は 驚きました。 實際 書いて 見たら 是れ からで も 矢 張 あんな ものし か 書け ないか 知れない けれども 少し 此頃 

は 上手に なったら うかと 思って ゐ ます。 

今 叙の 汗 を 見たら 出て E3 ませんで した。 發汗劑 をの ませて 見た のです。 これから 寢 ます。 御機嫌よう。 , 


有^1^武郞仝^|- 第八卷  四 三 二 

佐 藤隆三 夫妻、 有 島 行郞氏 宛， I 三 月 五 曰 於 東京 〔四 一一. 0 

昨日 私の， 誕生日 は 過ぎました。 今日は 又^え 返って 寒い 風が 吹き、 二三 日 前から 流行 風邪に やられた 敏が 少し 熱 を 出し 

て 隣り の 部屋に 臥て ゐ ます。 戶 川が 今 其 部屋の 破 障子 をつ くろって ゐ ます。 私 は 仕事に 忙しい ので 敏の爲 めに 看護婦 を頓 

むこと にしました" 其 中に やって 來 るので せう。 例の 野 田醫， E も來 るで せう。 

午後から は 愛子が 來て 子供 を 上,， の^ 物 園に 伴れ て 行って くれる とかいって ゐ ました。 私 は 午後から 阿部次郎 氏 を 訪ね 

て 思想 上の 意見の 交換 をす る 事に なって ゐ ます。 敏の 部屋で 蒸氣を 立てながら 火鉢の 上で 釜が 鳴って ゐ ます。 こんな もの 

の お と は あなた 方 の 心に は 可な り 遠 いものに なって しまったで せう ね。 

行 郎君から は學 校の 維 誌 を澤山 子供達に 難 有う 御座いました" 近頃 運動 事に 狂して ゐる 彼等 は大 よろこびで それ を 緒き 

ました。 

切に 皆様の 御 平安 を 祈ります。 好 便に まかせて 草々。 

有 島 信 子 氏 宛 11 三月 八日 於 東京 〔四 一一 九〕 

この間 は 折角お 出で 下さった のに ごたくして ゐ まして 失瞪 しました。 誕生日の 御 祝 を まことに 難 有う 御陛 いました。 

其 後 壬 牛： 馬の 熱 は 依然 平靜 なので せう か。 さう 祈ります。 

今朝 は 成 城 小 1  み 校に 行って 朝の 中 を 遊んで 來 ました。 どうかして 日本の 子供に もっと 自由 を與へ もっと 快活で あらせた 

いとお も ひます が  

志 賀直哉 氏 宛 11 三月 十五 B 於 東京 〔四ミ 0〕 


永く お 目に か. -らぬ やうな 氣 がします が 皆樣御 堅固の 事と 存じます。 

「荒 絹」 をお 经り 下さって 難 有-つ 御座います。 あの 表紙の 題 辭は直 方 君が 五十 燭 とかの 電燈の 下で 筆 を ふるった もの だと 

本人から 聞かされて ゐ ました" あなたの 名品が 大變 ふさ はしい 表裝を 以て 現 はれ 出た こと をお 祝 ひします。 

改造の 「晴夜 行路」 を 〔母 號拜 見して ゐ ます。 世の中で は 色々 な 事 をい つて ゐる やうです が、 私 は 全く 感服して ゐ ます。 

十分ない、 仕事と して 完結な さらん こと を 祈 上げます。 私 は 今 全く 行 きづ まって 苦んで ゐ ます。 御 £ せ」。 

吹 田 順 助 氏 宛 I！ 三月 一 一十 四 曰 於 東京 〔四ミ 一 〕 

其 後 は 何やら 大變 遠い 所に 別れく になった 樣に御 竦 昔に なって しま ひました。 許して 下さい。 あなたの 事 は 時折 頭屮 

に祖徠 しないで はない のです が、 此 頃の 樣に 俗事に 忙しい と 遂思ひ 出した 時に も 執筆せ ずに 過して しま ひます。 山形に も 

春 は 動き はじめた と 思 ひます。 皆：： 稼 如何にお 暮 しです か。 私の 處は 子供が 時々 輕ぃ 風邪 をす る 位で 私 は 又 如 例 病的と いつ 

てい k 位 健康です。 仕事 は 矢 張 思 ふやう に は 出 米ません。 然し この頃 は あせり もし なくなりました。 で 其 間の 暇つ ぶしに 

ホヰッ トマ ンの譯 詩な ど 試みて ゐ ます。 あれ を譯 して 見る と バイ ロン、 シ エレ 1 あたり を譯 する 方が 却而 勝手が よく はない 

かと 思 ふ 位 W 難です。 譯は 更に 物に なって ゐ ません" 

來ニ 十九 曰 頃橫濱 から 船で 京都の 方に 行かう かと 考 へて ゐ ます。 例の 同志 社です。 今度 は バイ 口 ンを 演題に 選びました 

が、 どれ 程の ことが 云へ るか 少し 心配です U 但し あの 時代と 現代と は 思った より 多くの 類似 g? を 持って ゐる やうです。 そ 

こにいく ら か の 晴 示を與 へる 事が 出來 るかと 考 へて ゐ ます。 

來月屮 旬に 雑文 を 集めて 著作 集 を 出します。 又 "mil の 雜誌も 出さう かと 思って ゐ ます" 毎日 日記 を 書いて 出したら 面白 

く はない かと 思って ゐ ます U この 春休み に は 上京 はなさい ません か。 新劇が 稍沽 氣を呈 したやう ではあります が目覺 まし 

い 運動 は 更に 起り ません。  ， 

一九二  I 年  四 三 三 


有 島 武郞仝 築 1  少八卷  四 三 四 

他の 分野の 運動と 同様の 運命に ある やう. です。 全く この頃 は潘 しい 程 力 ある ものが 現 はれま せんね Q 

有 島 生， 馬 氏 夫妻 宛 11 三 月 二十四日 於， 麴町 〔四 一一 三〕 

01 の 名) 

ビ ー ナ 死去の 報 を 昨日だった か 見ました。 あき ちゃんの かなしみ を 見る やうに 察します C 宛名 人ビ ュ テ， はスサ ノヲの 

侖の やうに 亂暴を 働く ので 今 は 九 丁目の 角の 果物屋に 放逐の 憂目 を经 つて ゐ ます。 若し 悲報 を 知る ことが 出来たら 今 #2 の 

感に堪 へないで せう。 

「人間」 を 難 有う。 訂正が してない ので 少し 失望し ました" 

二十 九日 5^ 發の 用意で 多少 忙しく やって ゐ ます。 今日 新人 會の 講演が 本に なって 出ました から I 册ぉ 目に かけます。 

信 子さん は 今夕 あたり 御來京 かと 思って ゐ たら 来られ さう もありません ね。 

寬 さんに 行 三 を 診察して もらって 差 支な しとの 事なら 愈 i 二十 九日に 鹿 島 丸で 出發 する つもりです。 

母上 歸京後 寒 いくとい つて ゐられ ます。 全く 昨日 一昨日 は 東京 は^え 返りました。 

與謝野 晶子 氏 宛 —— 四月 一 一日 於 京都 il 一一〕 

とうく 何の 御 消息 も 申 上げない 中に 京に 來て しま ひました。 H 々刻々 其の 事は氣 になって ゐ たのです が、 くつろいで 

筆 を 執る いとま もない 程雜 事に 追 はれて しまった のでした" 而 して 心に かけながら 二十 九日 夕方に 橫濱 から 船に つて 旅 

程に 上りました。 それから 神戶に 行きい つかあな たが 暫く 御 滞在な さった と 聞く 六 甲 ホテルの 離れに 一 夜 を 過し、 大阪を 

忙しく 見物して 昨夜 この 地に 入りました。 昨 H までの 日本晴れの 好晴と 引か へ て 今日は 朝から 美しい 卷の 雨が 降ったり や 

ん だり したので 一 同 は 少し 休む 事に し、 私 も 寸暇 を 得ました から 直ちに 此筆 をと りました。 

あなたの 歌集に ついて 何 かいへ との 仰せで はあり ましたが、 私に 何が 申せ ませう。 若し それが 出來 るの なら 私 は 末 かけ 


て 忘れ 得ぬ 幸福の 中に この 幸福 を 加へ 得る ことが 出来る でせ うに。 然し その 幸福の 影 を も；： S ふ爲 めに 或は 其 中お ほそれた 

企て を 致す かも 知れません。 其 節 私が 若し 低能 兒の やうな 事 をい ふとして，^ 笑つ てお すまし 下さる 樣 願って おきます。 

佛國に 行かれた いとい ふ 女流 賽 家の 畫會の 趣意書 も拜 見し ました。 その 方の 仕事 をよ くも 承知 致さぬ くせに 其 畫會に 加 

はるな ど は、 少し その 畫 家に 對 してす まない 事の やうに 思 はれます ので 唯今まで 躊隨 して ゐる やうな 姿な ので 御隨 います。 

これ はも 少し 考 へさせて い たいきた い と 存じます。 

京都の 此頃 はこの 上な くい \ 時節 かと 存じます" 櫻に はま だ 五六 日の 間が ありませ うか。 春 はま だ聖 籠の 中に 嚴 しくい 

つき まつられて ゐ ます。 まだ 其 姿 を 垣間見る 事 も 許されません。 そのよ さ。 御幸 福 を 祈 上げます。 

有 島 生 馬 氏 宛 11 四 月 三 日 於 京都 〔s 一  i〕 

京に 入りし その 夜より 雨に なりました。 御手 紙は此 宿で 拜見、 子供 はわり に 元氣で 興味 を 持って 見物 をして ゐ ます。 自 

分の 過去 を 1、 みると 幼い 時した 旅行の 記憶と それから 得た 智識が いつまでも 强く殘 つてな つかしく おも ひ 出されます か 

ら 、 今度 の 旅行 もやが て は 子供 等の なつかしい ひ 出と なる かと 思って ゐ ます。 この 二  雨の 續 くのに は 少し 閉口し C ゐ 

ます。 然し 不遠 雨が やむ と共に 春が 一 時に 殺到す る 事で せう。 

あきち やん もい よ/ \ およろ しき 由 々も 御 健 厳 を 祈ります。 東京で 讀んだ 御手 紙の 趣 は 至極 結構な ことと 思 ひます。 

金 は よろこんで 御 融通し ませう から 早速 好適の 地 を 御 選定な さる ことに 急がれる やう 祈ります。 然し その 仕事の 爲 めに 又 

熱 を 出す やうな 事に なりて は 虻蜂取らずの 結 楽になります から その 邊は 御兩 入で 十分に 御注意の 事。 

佐 藤 義亮氏 宛 11 四月 nine 於 京都 sli〕 

其 後 は 御 無音 申 上げ てゐ ましたが おさ は り もな く 御 過し の 事 と存上 げ ます。 

一九二 一年  四 三 五  • 
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目下 私 は 家族と 無事 此 地に 滞在して ゐ ます。 京の 春 はま だ 至って 淺 いのです がそれ が 却ってう つくしく 思 はれます。 

渚 乍 突然 友人 牧山 彥氏を 御 紹介 申 上げます。 帝 犬の 法科 を 出た 人です が 將來を 思想 上の 分野に 於て 働かれたい を 

有する 篤 徵の靑 年です。 此度ー つの 飜譯を 結了し 其 出版 を企阖 して ゐられ て あなたに 御 相談が 願 ひたいとの 事です。 御 多 

忙の處 恐 入ります が 一 , 御 遇 ひ 下さって 事情 直接 御聽取 下されば 仕 合せに 存じます。 

與謝野 晶子 氏 宛 -— 四月 八 0： 於 京都 〔四- HO 

ぁぢ きない 程 寒い 風の 吹く 日が 今日は 來 ました" 外出の 出來 ない 子供達 は 新聞紙の 竹刀で 戰^ をして ゐ ます。 けれども 

もう 春 はふせ ぎと める 事が 出來 ません。 宿の 前の 柳の 萠 葱の 若々 しさ" 

足 助 素 一 氏 宛 ！ 四月 十 於 京都 〔四 11 一一 七〕 

其 後 暫く 兄の 消息 を 聞かない が 健在 か。 抵抗 療法の 其 後の 效果は 如何。 一昨 U から 開講した〕 可な り 身の 入った 氣 分で 

講壇に 立ち 得た のが 愉快 だ。 當 地の 花 も 八 分 通りと いふ 所 だ。 毎日の 人出 は 大した もの だ" 母 も 僕 も 幸に 元； i ，じ暮 して ゐ 

る。 僕 は 花 どころ のさ わぎで はない。 「小さな 灯」 は 何日 頃 市場に 出る だら う. - 出たら どうか 早速 十 部 程 こちらに 经 つてく 

れ 給へ。 僕の 講演 は 二十 七日が 最終日になる。 

十八 日から 二三 日 大和の 方に 母と 行って 法 際 寺に 參詣 する つもり。 

茂 木 由 子 氏 宛 11 四月 二十 六日 於 京都 S1 一一 八〕 

先 H は 又 御手 紙 を 難 有く 拜见 しました" 外面 的の 御 生活 を 縮小な さって ii 己の 時 を 多く 御 造りになる 御 思 立ち は 重 凝に 

官じ 上げます。 詩集が いよく 御 出版の 蓮び に 至った 事 もうれ しく 存じ 上げます。 京都に 居ても 私は此 頃の よい 月 をも碌 


. ^見ずに 通し c しま ひました。 書物と 首 引き をして ゐ ねばならぬ 自分 を 少し 果敢なく 思 ひます。 然し 當 時の 熱狂 詩人 パイ 

ロンの 熱情 は 今の 私に も ひしく と 響いて 來て時 々熱涙 を 要求し ます。 今更に 心 熱の 强 さの 恐ろし さ を 思 ひます。 私の 惡 

い 噂が 御 耳に 這 人る ことがある さう です ね。 その は 多分 本當 かと 思 ひます から 無 御 遠慮 御 信じ 下さい。 それでも 私の 持 

つ て ゐる僎 値 は 決して あなたの 前に 減少す る こと はない と 信じて ゐ ます。 始めから さう 澤山 ある 價航 ではありません けれ 

ども。 来月の 四日 又歸 京の 心 組です。 今夕 散^の 時 京に 來 てから はじめて 美しい 人に 遇 ひました。 家の 前 を 掃除して ゐま 

した。 宿のお 主婦に 聞いたら 知人の 家の 娘で 十七 位 だら うとの ことです。 丈が 高い から 十八 九に 見えました。 隱立 のない 

晴れ やかな 眼 をした やさしい 晴々 しい 人でした" 

有 島 生 ：4t 氏 夫妻 宛 —— 四月 一 一十 八 曰 於 京都 〔四 tl 一九〕 

先日 は 信子樣 より 詳細の 御 米 信に て 御 消息 は 知悉す る 事が 出来て よろこばしく 思 ひました。 矢 張つ めて 働かれる と發熱 

ある 由、 當分は 念に かけて 何もせ ぬ 事 を 祈 入ります。 

いよく 家 も 御 移 轉の由 此夏は 子供 等と 家の 一隅 をお 借りした いと 思って るた 事 も 1!^ 賴み になった 譯 です。 前の 家は然 

しあ まりに 海に 近かった が此 度の 處は 適度の 距離が あるので せう。 其方が 屹度 御 健康の 上に も； i 構 だと 思 ひます。 京都 滞 

在 も 永 引いて 來月 四日 歸 京の 途 につく 事と なって ゐ ます。 講演 は會 心の 思 ひ を 以て 續 けて ゐ ます。 聽衆も 満堂に 一」 熱心に 

聞いて くれて ゐ ます U ああ やって 話し をして ゐ ると，；： 分の.. 3. に はありながら 形 を 収らな かった ものが 段々 はっきり 現 はれ 

て來 るの を 見出します。 それ 丈け が 私に 取っての 收變 です U こ \ の 春 も 早 全く 老いました。 東 山の 若葉の みが 美しく 輝い 

てゐ ます。 明日 は 奈良 博物館 に 法隆寺 に 什寶を 見物 の 心 組です。 

御，： E 愛 を。 

お 初さん は 綿入れから 1 躍して 今朝 は セル を 着て ゐ ます。 

一九二 一年  四 n 一七 
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與謝野 晶子 氏 宛 11 五月 七： W 於 東京 〔i50-J 

兩 がふり 續く ので 京都で て 來た氣 分が 持ち こされて ゐる ゃリな 心が 致します。 花もなぃ中にぁちらにぃっ て若#:^^ゃ 

や 老けてから 歸 つて 來 たわけになります。 歸 つて 見たら ァ ル ス 社から、 途ら れた贵 著が 私 を 待ち受けて をり ました。 難おう 

御座いました。 

御盡 力の 文化 學院 もい よく 開かれました 由. よき 赤子 をお 設けに なった やうな およろこびと 存じ 上げます。 其 中に 校 

内を兒 せて いた V きたいと 存じます。 私の 小 著 も 世に出ました。 雜 多な 文 を 唯 取りと め もな く 集めた もので 御座いま すが 

霄 架の 一隅に お置き 下されば 幸です 3 いづれ 御拜 眉の 上。 

與謝野 晶子 氏 宛 I - 五月 十 HI 日 於 東京 S 四！〕 

使して およこし 下さいました 御手 紙 を 今朝 もくり か へ して 拜見 致しました。 私の 淚は 安つ ぼい 涙です ぐ 出る のです けれ 

ども。 御 本 も 早速 自分の 讀 みたい と 思った 5IV5r を讀 ませて いた K きました。 子供 國 有と いふ 事に つ いて 私も亦 あなたに 罵 

ら るべき 一 人で あるのに 氣 がっきました。 此頃私 は 人に 遇 ふと 時々 子供 社- 齊 有と 申す やうな こと を說 きました。 それ は 勿 

論 在來の 親と いふ ものが 子供 を 所有物 視し 方便 視 する 態度に 反感 を 抱いて 申出た ことで あり、 社會 有と いふ 意味が 瓧會が 

其喃 育に あたるべき もの だとい ふ 程の 意味で はあった のです が、 社會 有と いふ 用語の 正しくな いの を あなたの 寸語 によつ 

て 悟り ましたの は 何よりも 難 有い 事で 御座いました。 私 はもう そんな iEi 葉 を 再び 口にする こと はありますまい。 

歸 京したら 子供が よい^ 具に 對 する やうな 熱意で 創作に いそしみ たいと 思って ゐ たの は 裏切られて、 私 は.： m 分の 頭が 少 

し變 調を來 して ゐ るの を 發 見せねば なりませんでした。 少し 自分 を悲觀 します。 それに 周圍に はつ まりぬ 事で 頭 をな やま 

-す ものが あります ので 餘計 苦しみます。 或 人に とって は 何んでも ない と 思 はしい 事が 私に はた まらない 障碍です" 例へば 


京都 滞在中から 四 五： 迎 農場の 用事での 手紙が 私の 手許に と t いて ゐ ますが、 封 をした ま >~ で 未だに 私は讀 むこと をし ない 

でゐ ます。 發 信者から は 執事まで、 主人 はー體 如何した のかと 催促して 來 ました。 それが 四日 前の ことです。 それ だのに 

私 はま だ この W 件 を 其 儘 抛擲して、 こんな 用 もない 長い 手紙 を あなたに 對 してした & めたり して ゐ ます。 時には 不阖愛 藩 

-も 何も 打 捨て 、雲水の 旅に 出たい と 思 ふこと さへ あります。 

書けば いくらでも！ 然し それが 鹿ら しくな りました。 

これ は ま. た 持った ことのない 姉と いふ ものに 思 ふま、 を訴 へ ろ やうな 心持ち で " 

成 瀨無極 氏 宛 ——. 五月 十四 n 於飽町 S 四 二〕 

當地は 私が 歸 つて 來て 以来 日の目 を 見る こと は 殆どない 位に 雨が ふりつ にいて ゐ ます" 貴地 は 如何です か。 東 山 はじめ 

若葉が ハ t^i 美しい 事 だら うと 御 察しして ゐ ます。 歸 京して 見る と 何 やか や 用事が 溜って ゐて閉 ：！ し 切ります。 早速 収か - 

らうと 3 心って ゐた 創作に もま だ 手 をつ けて ゐ ません。 上海の 講演の 事 色々 仰 有って 下さって 難 有う 御 鹿 いました。 吉野、 

森： <兩 博士 を 通しても YMC A の 依賴が ありまし たが、 今年の 夏 は 御免 を 蒙りました" 何しろ 子供達に 適當な 保姆が 出來 

ない 限り は 一 寸遠出 をす る 事が 案ぜられます。 來秋は 或は 滿鐵の 談話 會か らも 呼ばれる かも 知れません から、 某 頃 適當な 

人が 見つかって ゐ たら 上海の 方へ も 都合して 出かけて 見ようかと も 思つ てゐ ます。 

今日 吹 田 兄から 寸信。 來月は 一寸 上京 T ると かいって 來 ました。 その 頃 は あなた はお 忙しい のでせ うね。 

仕事が 出來 ないで 愚圖々 々して ゐる程 いら 立た しく 物辦 しい 事はありません。 少々 神經 衰弱の 氣 味です。 

奥さん もお 子さん 方 も 御 丈夫です か。 私の 方 は 長男 は 全く 全快し ましたが、 今 は 又 ni 男が 少しせ きをして 寢て 居ます。 

お 大事に。 

今 口 は 晴れる かも 知れません。 

一九二 一年  SI 三 九 


^鳥 武郎 <>li5s^ 節八卷  四 四〇 

一 藤 七 郞氏宛 — 五月 十五 曰 於 東京 〔四 四-一〕 

この度 は ゆる/ \> お 目に か --る 機會を 得た こと を 私 も 殊に よろこばしく 存じて ゐ ます。 只今 あなたが 持って 23, りれ る 色 

色な 御 煩悶 も 心から 御 同情の 出来る もの だと 私 は 思 ひます。 私 も 四十に 垂ん とする まで 何 一 つ 仕事ら しい 仕事 はせ ずに 藻 

がいて 居た ものです。 妻が 死んだ 時 も か \ る 意味に 於て 彼女に 何等の 死 出の おくりもの もす る 事が 出來 なかった の を 私 は 

,H 身 ひとりで つらく 思った ものでした。 然し 考 へて 見る と 要するに そんな 事 は 何んでも ない こと だとお も ひます。 默 つて 

んで も 偉 い 人 も あ り澤山 仕事 をし て も 恥 を 殘す人 も あ り ます。 まあ 凡 て を 運命 に まかせて 思 ふが ま、 を やり切って；^ に 

さへ すれば それでい. - とする より 仕方がな いので はありますまい か。 そこに 安住して 落ちついて ゐ るより 道 はない もの と 

思 ひます。 あなたの 才分と 熱心と はやが て あなた を 自足の 境地に 伴れ て 行く であらう 事 を 私 は 信じます がそ こに は 重點を 

置きた くありません。 あなたの 發 心と 熱意、 それが 十二分に サム シン グ だと 私 は 思 ひます。 

歸 京して から 仕事に 取 か、 つて ゐ ると 一 昨日から 三番 目の 子が 發 熱し 臥る 事に なりました U かうな ると 私 は 落ちついて 

机に 向 ふ 暇 をな くして しま ひます。 こんな 時には 可な りい ら^ (\ と 内助 者の 無い 事を殘 念に 思 ひます。 ^しこれ も に與 

へられた 仕事の 一部 だと 思って ゐ ます。 

柬京は 今日 丈け 晴れました。 明日 は 又 雨ら し 、「御座います。 何 かにつ けて 貴地の 靑嵐を 思 ひやり ます。 

奥さんに よろしく。 お子さん 方の 御 健康 も 祈 上げます。 

以上のお はなしに は 驚かされました。 少しも 知らなかった 事でした。 

灰 谷 やす子 氏 宛 —— 五月 十八 s 於 東京 〔四 四 四〕 

度々 卸 消息 下されて 難 有う 存じました- 遂 i 俗 緣の總 てを擲 つて 端 島に のがれた さう です ね。 そこの 生活の 會 心な もの 


であるの を 筆端に 御 想像 申す こ とが 出來 ます。 

聖書の 傍に 私の 書いた もの をお いて 下さる とい ふ 事 はこ まります。 最も 悟りの 悪い あくの ぬけない 心に あって 筆 をと る 

もの は 私です。 聖典に 寫 入され る爲 めに は 私の 書いた もの は 無益な 御 邪魔に こそ なれ 何ん のた しに もな り はしない と 思 ひ 

ます。 他の 書物と ともに 机邊 より 一掃 せらるべき ものです。 尤も 今度 新人 會 から 出た 講演 集 「新 社會 への 諸 思想」 の屮の 

「ホ ヰット マ ンの 事」 は 多少 御 考察の 足しに もなる かと 思 ひます から 其中经 つて 差し上げる 事に しませう。 稹山 氏に は 其 後 

更こ 會 しません し、 あなたの 原稿 を あなたまで お返しす る や 5 にと 云った 處 がそれ が 氏に は 何等の 力 を 以て 響く 事 は あ 

るまい と 思 ひます から、 御 申 S けです が 何ん とも 申して あげません。 又 あなたと しても そんな もの は頓 とお 忘れに なって 

はいか V です か。 お忘れになる 事 は 出来ますまい。 唯 それと 地上の 緣を 結ばれぬ 事が 刦而 心安く はない のでせ うか。 それ 

が 縦 令 原稿 一 つでありまして も。 私 は 目下 創作 屮、 果して 成就す るか 否か は 疑問です。 祈 御 健在。 

有 島 言 子 氏 宛 11 五月 二十 七 曰 於 M 府津 〔四 四 五〕 

御 3r 情に 滿 ちた 御 消息 を 少し 淑 しく 思って ゐる此 宿で 拜 見して 大變 うれしく 思 ひました。 

私 は 先程 河 崎 氏に つけて 正 行 を 東京に 還し 徹夜の 準 鱅の爲 め晝寢 をして 腿 を さました 所です。 

敏は家 を 出る前に は 全く 平熱に なって ゐ ましたが、 出る 頃から 七 度 三分 位で だるい とい ひました けれども、 今更 彼 だけ 

一 人 残して 行く こと も 出来ず、 風邪 だから 先方に 行ったら 大丈夫 だら うと 祖母さん もい はれる ので 出て 来ました が、 昨日 

の 朝から 發熱 三十 八 度と なり 今朝 は賴 面から 胸に かけて 痲疹 性の 發疹 がした ので、 土地の 醫 者に 見て もらったら それに 相 

違ない との 診斷を 受けました。 その 中 熱度 は n 干 九 度 六 分と いふ 位になります。 この 宿屋に は 三人の 幼兒も 居て 其 中 一 人 

はま だ やって ゐな いとい ふ譯 なので 頓と 閉口し ました。 おまけに 閉靜な 部屋の ある 所 は 目下 改築 5. で、 客の 出入が 中々 や 

かまし いのです。 それで 斷然萬 事 を 賭して 一 同歸 京す るつ もりで 今朝 東京に 電話 を かけて 河 崎 氏に 來て もらった のです。 

】 九 ニー  年  Mm 1 


有. お 武郞企 雄 第八卷  rajp 一】 

處が河 崎 氏が 來て 見る と敏の 容態 は 可な り 進んで ゐて、 自分で も 動く のが 大儀 だとい ふので 又 考へを かへ て敏 よ： 日まで 

樣子を 見る 事に し、 他の ニ兒 だけ は 東京に 還して やりました。 幸に 宿で は 非常に 親切に して 氣を つけて くします からこし 

な傳染 病的な 患者 を ひかへ て 居ても 氣が 引けない だけ は 幸です。 今 動かす のは隨 分危險 です が、 餘 病で も發 した 場合 この 

宿に 居て は 如何す る 事 も 出来ない と 色々 苦心 をして ゐる〕 取 中に 此 手紙が 來 たのです。 それで 遂 こんな 管々 しい 事 を 雷いて 

しま ひました" 

あなたの 御病氣 段々 御 快方で 結構です。 あきち やん も 中々 長い 事でした ね。 又 これからの 引越しで は 色々 御 骨 も 折し ま 

せ 5。 一 方に 病人 を か.^ へて この 御 苦心 蔭ながら 御 察しし ます。 どうか 精々 氣を つけて あなた は 健 .M でゐて 下さい。 お t 

しい 中 を 来月 五日 平佐會 にお 出 下さる 必要 もありません。 私 は 平 佐 生れで もな し 母 も 外！： 人な り籍は 東京に あるの だから 

平 佐に は 格別の 親しみ も 感じません。 先づ 一 會 だけ はします が 今後 御斷り 申します と 幹事に いってお いた 次第でした。 せ 

せこ ましい 事 をし 續 けて ゐる ものです。 こんな 譯で 成るべく 簡單な 事に してお きたいと 考 へて ゐ ます。 然し 單に 遊びに お 

出 下さる 御氣 分なら 午後から でも 壬 生 馬の 代理 かたぐ 來て 下さい。 

仕事が 出来ません。 いらくさせられ ます。 然し 一人の 子供の 生命と いふ 事を考 へる と 自分の 仕事 も 一 つの 生命で ある 

と. In 信しながら たじろいで しま ひます。 自然の 威力の 大きさ を 思 はされ ます。 . 

壬 生 馬に くれ-^ もよ ろしく。 あき ちゃんに も 同樣願 ひます。 今 見る と 空の 具合が 大分よ くな つて 來 たやう です。 明日 

は天氣 かも 知れません わ。 さう したら 朝の 病人の 樣子 次第で 直ちに 歸京、 私 は敏を 連れて 東京 病院に 行って しま ひます。 

この 上 母上 や 煩 はすこと はこつ ちの 方が 苦痛 を 感じます から。 それにしても 二 兒は矢 張 何かと 而 倒して いた V かねば なら 

ぬのです が、 それ.. - 苦痛です。 SI 分の 我儘からの 苦痛 だから 仕方 はない やうな ものの。 今日は 何 かつ まらぬ 事 を 色々 と窗 

いたやう です。 たまさかの 泣 言 をお ゆるし あ；^。 


足 助 素 一 氏 宛 i 六月 四日 〔四 四 六〕 

其 後お 變り はない か U 敏行は 益 i 輕快、 最早 十分 退院 させても よろしい 事に なって ゐ るが、 五日の 例の 會 をす ますまで 

置いて おか， つと 思って ゐる。 昨日 は 秋 田 君に 引出されて エロ シェ ンコの 事に つき 大 奔走、 結果 は 水泡に 歸す。 橋 浦、 和久 

島の さし 入れが 盡 きたら 一 週 1^ 分な り 二週間 分な り を 僕から もさし 入れたい と 思 ふ。 よろしく お頼みす る。 

橋 浦 泰雄氏 宛 —— 六月 四日 於 東京 病院 〔gl 四 七〕 

泎曰秋 田 氏 こ 遇ったら 今日は 又 第三 (？) の 公判が ある 曰 だと か 聞きました" よい 結 Hlf であれ かしと 祈って ゐ ます ^ 

日 は 秋 氏と ヱ 口 シ ヱンコ のこと にっき 多少 奔走して 見ました が、 彼 は 旣に其 筋の 命令で 露 國に歸 還した あとでした。 こ 

の 間中 は 塞か つ た の で 多少お 困りでした らう。 

私よ 敏 行が はしかに か、 つて ゐ るので 目下 この 病院に 来て つき 添って ゐ ます。 然しもう 全快 同樣 ですから 樂な もので 少 

しづ k 仕 に 精出して ゐ ます。 

古川 光太郎 氏 宛 11 六月 九 曰 於 東京 〔四 四 八〕 

御 申 聞 の 事 童話 童謠は 人間 はじまって 以来の 出 米 事と 存じられます。 昔 は 口移しに 傅へ たもの が 今 は 活字に なった と. 

いふ だけの 事で はないで せう か。 而 して 現代に あって は 科學的 研究の 精神に もれず 童話 童謠 にも 色々 な 考察が 加 へられる 

やうに なった ものと 私 は 思 ひます。 尤も 昨年 頃から 其氣 勢が 更らに 高まった について は 一 つの 基因が ある やうです。 それ 

は 日本に 於て は に 文 藥的懊 値を與 へようと 最初の 努力 をした 巖谷 小波 氏 一派の 仕事が 先驅 者と しての 功績 は あると し 

て も、 其 仕事の 性質 は 旣に舊 套に墮 して そこから 新生面が 生じ 得ない はめに なった のでい かなる 方面 かに 此 種の 文 學の新 

9  ty 三 
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お 鳥 武郞仝 笫八卷  ggs 

生命力 萌え出で なければ ならぬ 事と なった ので 諸方で 云々 される に 至った のでせ う。 これ はさう あるべき こと だと， ゾ、 は 思 

つ てゐ ます。 私 も 童話 を 三 篇 ほど臀 きました が、 私の 立場 は い つ でも 子供の 立場から 子供の 心理 を 書く とい ふ のに ありま 

した。 この 立場に は反對 する 人 も 賛成す る 人 も あると 思 ひます が 私と して は それで 通して 行く つもりで ゐ ます。 こしで 御 

囘 答の 結果になる でせ うか。 

成 瀨無極 氏 宛 II 六月 十 曰 於麴町 〔四 四 九〕 

おたまさん からの 通信に よれば あなた もお 子さん もお わるかった さう です が も 5 およろ しいので すか， 外遊の 健 i^;<.Ai^ 

はもう すんだ のです か。 私の 方で も 子供に 代る代る やられて 一 寸 困りました が 全快した ので 昨日 退院 させました。 これ か 

ら身を 入れて 仕事に 取り か  らうと 目論んで ゐ ます。 

此頃は 何やら 頭の 工合が 變 です。 年齢が 影響す るの か神經 衰弱と いふ ものに 犯された のかと おも ふ 程です 0 困って しま 

つて ゐ ます。 せねば ならぬ 事 をし ないで ゐる のが 一番 わるい のか も 知れません。 吹 田 兄 最近に ト； 京との 噂 もあります。 久 

しぶりの 對 面を樂 しみに して ゐ ます。 東京 は 時々 氣違 じみた 人殺しが 有る だけで あと は 平凡です。 里 見の 「新 樹」 とい ふ 

の も 見ました。 私の ことです から うんと 泣かされ ましたが、 劇と して は 作者が 見物 を 少し 甘く見 過ぎて £ ^るかと 思 ひます。 

御大 事に。 早々。 

與謝野 晶子 氏 宛 —— 六月 十四日 〔四 五 0〕 

あなたに いた^い た 書 牋 を用ゐ て " 

此雨 をお いと ひになります か U 私は每 日な でる やうに 愛でて ゐ ます。 書き ものの 爲め にこ  >1 に 來てゐ ます。 ^印が それ 

を あ 力す かも 知れません が、 私の 筆 は それが 何處 であるか をお 知らせ せずにお きませ う。 全く 獨り になって ゐ ると 、， ふ 意 


識に ひたりたい 氣 持から。 先日 は 二 組み 来訪者 を あなたの 方に おむけ 申した の を亂暴 過ぎた 仕業 だと 後悔 致して ゐ ます。 

許して 下さいます か。 二度と も 大山 氏から あんな 事 を 申して 來 たもので すから 遂 その 氣 になって しまった のです。 

仕事 t 相當に はかどって はゐ ます。 はかどって はゐ ますが 何 處か氣 に 入りません。 けれども あなたに お 願 ひします。 ど 

うか 今度の もの だけで 失望な さらずに 下さい、 私 はもう 少し 高い 處に 昇る 自信 は 捨て &を りません から。 御 健康 を 切に 祈 

上げます。 

母 堂 宛 11 六月 十六 曰 於 千 葉 縣稻毛 海氣館 〔四 五 1 〕 

昨朝お した.， め 下さいました 御手 紙 は 晝の頃 落手 難 有拜見 致しました。 御 母上に も 子供達の 上に も 御 無事の 由 うれしく 

存じて みます。 毎日の 雨で 他人 は 嘸 迷惑と 察します が、 私に とって は 何よりの 事で お蔭で 仕事 は 大分 出來 ましたから 何卒 御 

放念 下さい まし。 晝は 牛乳 だけで やって ゐ ますが それでも 1  一 動 不足の 爲 めか 祕 結で W ります ので、 今朝 千 葉の 町まで リチ 

ネを飮 みに 行って 來て、 唯今 歸 宿した 所で 御座います。 芝居 も久々 で 御兑物 少し は御氣 晴らしに なった ことと 存じます。 

信 子さん は 遂に 見なかった やうです ね。 私 は 多分 十九 日に 歸宅 する 事になる だら 5 と 存じます。 恐 入ります が 子供の 懷何 

分宜敷 願 上げます。 

當方は 目下 客 少なで 意外の 仕 合せ をして 居ります。 午前 十 一 時半。 

有 島 生 馬 氏 夫妻 宛 —— 六月 二十 二 曰 於 東京 〔四 五 11〕 

雨に も か、 はらず 先 以而御 無事の 由お よろこび 申します。 十三 日から 私 は 千 薬縣の 方に かきものに 行って ゐて 十九 日に 

無事 歸京 しました。 百 五六 枚の 原稿 を やう やく 書き あげて 持って 歸 りました U それから は氣も 少し 落ちついて ゐ ます。 御 

新居 は 如何です か。 此間足 助が そちらに 出 懸けた さ 5 で、 夏 は 暑から うが 眺望 はえら いもの だと ほめて ゐ ました。 其 中景 
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色 を 見に あがりた いと 考 へて ゐ ます。 おくれ はしました けれども 秋 谷の あき子 さんの 紹介の 小 集を此 月の 二十 七日かん HT 

にしたい と考 へて ゐ ます。 其 頃 上京が 御出來 になれば 好都合 だと 思 ひます。 何れ 確定 次第お 知らせし ます。 

子供 は 潮く 皆元氣 になり ました。 富 本 氏の 妹さん は 矢 張來る ことが 出来ない といって 來 ましたから、 適^ を 物色せ ねば， 

なりません J 

1 層の 事よ い 看護婦で も頓 まう かと 考 へて ゐ ます。 尙御 大事に 祈ります。 

足 助 素 一氏 宛 —— 六月 二十 六 曰 ssiin 

1 昨日 力ら 臥床した 敏行 今夕 武山 翳師 の診斷 によれば 腸 チブス の 疑 ひ ありと いふので 今夕 僕が 附 添うて 又 入院させる 亊 

にす る。 少々. K 々の 不例な ので 困って ゐる。 是れも 併し 人間 一 生 中の 一 挿話 だら う。 十分 養生 を させて やる 車の 出来る の 

を 思へば 勿體 ない 事 だ。 

御 申 付けの 原稿 は 小牛； 方まで (番 町) 御 返 经を煩 はして おく。 御 序の 時で よろしい。 

與謝野 晶子 氏 宛 —— 七月 九日 於 東京 〔四 五 四〕 

文化 學院の 讀本を 御惠经 下さいまして 誠に 難 有う 存じました。 あれ は 先日 頂、 だいした 時 一 讀 して 自分の 文章の 不 蒽 な- 

のに 愛想 を盡 かした 事で た。  あれ を 少女 方に 敎へ るに ついては 大分 氣が 引けます。 一 度 河 崎さん にお 眼に か. f つて 訂正 す- 

べ  き 筒 所 を 申 上げたい と 思 ひながら 嫁 今日に 及びました。 二 男 は 本復して 旣 に返院 致し ましたが 入れ 代りに nlwjr が 入院 レ 

て 居ります、 扁桃腺 を 切 開 致した のです。 幸に 經過は 摩、 當 でもう 三 四日 も すれば 退院が 叶 ふ 事と 存じます から 幸に 御 放 令 や 

下さい まし。 今年 は旣に 子供に 附添 5 て 1 ヶ月ば かり 前後 病院に 臥. g きする 事に なりました。 從て 兎角の 御無沙汰 になつ 

て 居ります。 此夏は 伊豆山に 御驟 暑の 由 伺 ひました が 私共 も 熱 海に 參 らうと 考 へて ゐ ますので 夕 分 度々 お 眼に か >, る機會 


も 得られる 事 かと それ を 非常に 樂 しみに して 居ります。 

新潮の もの 御覽 下さって 失望して いらっしゃ るので はない かと 氣が 引けます。 もう 少し まとまった ものにする つもりで 

したが、 書いて 見る と 百 枚 やそこら では 本 當の發 端 だけより 書け ない 事に なつ てし まって 不體 裁で 御座いました a 

つゆ 小袖と もい ふべき 凉さ になり ました。 皆 樣御變 りなき やう くれ も 祈 上げます。 

山 本 行 雄 氏 宛 11 七月 十 一 曰 於 東京 病院 〔四 五 五〕 

函 館に 歸られ てからの 御手 紙 を 昨日 拜見 しました" 私が あなたに 大 なる 落 膽を與 へたに ついては 御氣の 毒で 濟 まない 氣 

がします けれども、 事 苟も 自分の 關 係の ある 什 事の ことになると、 私 はい 、加減な こと をい つ て濟 まして ゐられ なくなる 

のです。 よく 原稿 を 讀んで 見ろ とい はれて 私が 躊 躍す るの は それが 爲 めです。 原稿 さへ 讀 まなければ 無氣 にならずに 濟む 

もの を、 讀ん だお かげで 色々 な氣 持ちに 自分で 苦しまね ばなら ぬと 思 ふと. 讀む 前から 氣が 重くな つてし まふので す。 

あなたの 置いて 行かれた 原稿 もい よく 讀 むこと にしました。 其 結果 は 原稿の 中の 書き入れで おわかりに なると 思 ひま 

す。 要 之 あなた は 小說を 書く 上の 常識に 缺 けて ゐ ます。 常識 を 無視して か k るの はい.^ けれども、 無視すべき 常識 を 持 合 

はして ゐ ない となると 困る と 思 ひます。 又 非常識なら 非常識で 其 缺點を 十分に 補 ふ 他の 有力な 要素で も あれば です けれど 

も、 構圖 とい ひ、 表現と いひ、 思想と いひ、 前代 未踏と 考 へられる や 5 な もの は 見出されません。 これで はいけ ない と 私 

1 己は考 へます。 私の 意味す る 所 は 原稿の 中の 私の 書 入れ を 注意して 讀んで 下されば 判って 下さる 事と 思 ひます。 

雌伏して 勵み勉 める こと、 これが 今の あなたに 最も 强く 要求され てゐる ことで はありますまい か。 大望 を 持つ こと はい 

い。 然し それ を back  up する 丈け の實 力が 伴って 來 なければ 要するに 滑稽な 大言壯 語に 過ぎないで せう。 

どうぞ 私の 意の ある 所 を 察して 下さい。  . 
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成 瀨無極 氏 宛 —— 七月 十二 曰 於 東京 病院 〔四 五 穴 ：！ 

處が 私の 方に は どちらから も具體 的に は 何の 沙汰 もない のです。 よし 沙汰が あった 處が 私の やうな ものに 何が 出来 ませ 

うか  >  思って ゐ ます。 勿 英語で 講演 をす るな ど は 思 ひも よらない 事です し、 格別 これ はとい つてい ふ 事 も 持って ゐ ませ 

ん。 尤も 「愛 は 奪 ふ」 でも 朗讀 して それ を通譯 して 貰 へれば うれしい のです が、 米國 流の 聽 衆に は あんな 話 は 三文の 價値 

もない のです から、 欠伸 や 居 眠に 責められ るの も 業腹です。 そこいら を考 へて ゐ ます。 そんな 鹽 梅で 第一 交渉 はま だ あり 

ません， L、 交涉 があって も 私の 持ち出す やうな 條件 では 先方が おい それと いって 吳れ るか 如何 かも 判りません し、 全く 未 

定の事 實と御 知 下さい。 

お子さん 御 快方で 結構です。 私の 方の は 三男が 六日の 日に 扁桃腺 を 5 開した ので 經過は 極めて 良好です から 御 放念 下さ 

いまし。 兩 三日 中には 退院が 出来る ことと 思って ゐ ます。 

先日 は 吹 田氏來 京、 ニ會 致しました。 私 は. K 月の 下旬から 子供 を 引 連れ 熱 海に 出 懸けようかと 企てて ゐ ます。 然し 何ん 

とかして お 眼に 懸る ことが 出來 ると 思って ゐ ます。 奥樣 始め 可憐な 御子さん 方に よろしく。 

北衬英 一 郞氏宛 1— 七月 十八 B 於き 〔四 五. S 

御 懇書 を 難 有- 「御座いました。 野 尻 湖で 二十 一、 二、 三、 四、 五の 五日 間 御開 催の 儀 も 承知 致しました。 しっかり は 決 

めて ゐ ません が、 そちらの 御 都合が よかったら 子供 ョ 人 も 同伴した いと 考へ るので すが 如何で せう か。 御 相談の 上 御 返事 

をお 願 ひ 致します" なほ 野 尻 湖まで は 東京 を 何時に 發 てば 一番 都合が よろしい のです か 其 邊の所 も 伺 はして 下さい。 何し 

ろ はじめての ことで 樣 子が 更に 判りません から。 

ホ ヰヴト マンの 詩集 はま だ 着いた とい ふ 報知が 丸 善から 參 りません。 尤も 今月 一 杯 はか、 ると 初めから いって ゐ たので 


五日 間を樂 しく 遊び暮さう ではありません か。 朝 二 時間 位ホ ヰプト マン を やって、 あと は 閑談 散歩の 時 を， 途 るの はどう 

でせ う。 其 間に 自ら 互の 間に 得る 所が あるかと 思 ひます が。 

樂譜 のこと は 門外漢た る 私に は 判りません から 近 藤氏から 直接 返事 をしても らふ 事に します から 左樣御 承知 さ い。 

先 は 右の み。 山 本さん にもよ ろしく お 傳言を 願 ひます。 

有 島 生 馬 氏 夫妻 苑 11 七月 二士 百 〔£ 五八〕 

やう やくよ いお しめりが 來 ました" 私 は 雨に 遇って 大 よろこびで ゐ ます。 行 三 御 厄介の ことと 存じます。 しかしお かけ 

で 健康 を 恢復す る 事が 出來、 此 上ない 仕 合せです。 何卒 便通の こと だけお 氣を つけ 下さい。 あきち やん も 其 後 益 i 良好の 

ことと 思 ひます。 明日 は 行 光が ベ ー スの マッチに 出る ので 多分 二十四日に 熱 海の 方に 發た うかと 思って ゐ ます。 滯 在中 1_ 

度 御遊 來 如何 や。 英 は太洋 丸と いふので 今朝 長 崎の 方に 遊びに 發 つて 行った や 5 です。 聞いて 見る と 家庭 維 誌ば かりで は 

なく 地方の 新聞に 三つまで 同じ 感想文が 私の 名前で 揭 出されて ゐる さう です。 困った もの だと 思つ てゐ ます。 家庭 雜 誌の 

は 筆者の 名 も わかりました。 この 人 は 喀血して 今涛 州に 行って ゐる さう です。 養生 費に 困っての 出来心 だら うと 雜誌社 か 

ら 云って 來 たので 少し 氣の 毒に も 思って ゐ ます。 

八木澤 君が 一 昨日 突然 少し 喀血し ました。 然し 今 は 大分よ ぃ樣 です。 足 助の 招待で 調 布に 行った 歸途 のこと です。 

灰 谷 やす子 氏 宛 11 七月 二十 五日 於 東京 〔四 五 九〕 

度々 の 御 来書 を拜 見し ました。 御作 物 を 御 出版に なりたい 御氣 持ち もよ く 解りました から、 この 上 は 何事 も 申 上げ ませ 

ん。 先々 不取敢 原稿 は 私の 著作 集 を 出して くれて ゐる叢 文 閣の主 入まで 廻绘 してお きました。 主人が 先づ靖 むこと になつ 
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てゐ ますので 私 はまで 拜見 しない 譯 なのです。 主 入が 出版 を 思 ひ 立ったら 版」 なった 上で 私は拜 見し ます。 本に する 債 値 

が あるかな いか は、 私より 主人の 方が より 高い 批評眼 を 持って ゐる かも 知れません。 彼 は 私の 親友で 而 かも 廣 汎な讀 書と 

銳 利な 批評眼の 持主です から" 私 は 天氣が 囘復し 次第 伊豆 國熱 海新濱 町に 參 ります。 池 田と いふ 方が 「三部 曲」 を 庭に 抛 

りな げられ たとの 御 消息 を讀ん で不思 ほ、 ゑみました。 酒 井 道-十と いふ 女子 基 醫靑年 會の大 立 物 も、 私が どれ 程靑 年男 女 

を墮 落させて 居る か 分らない から 抗議 を 申込む とかいつ てゐる さう です。 これ も 悪意な く ほ > ぶませられ ます U 可憐と い 

ふ 感じ を 抱かせられます。 祈 御 健在。 

原 久米太 郞氏宛 —— 七月 一 一十 七日 於麵町 〔四 六 0〕 

大變に 御無沙汰して しま ひました。 時々 の 御 消息に よって 御 起居 は 知る ことが 出来ます が、 此頃は 川 崎 造船 も 遂に 大事 

に 至って 色々 考 へられる こと も 多いだら うと 思つ てゐ ます。 何しろ 勞働 階級の 人々 が自覺 して 行く 有樣の 早い こと は 今度 

の 行動で 可な り 明らかに 證 明され たといつ てい、 とお も ひます。 指導者の 役目 をして ゐた 知識階級から どんく 解放され 

て 自主的に なって 行く 模樣 が觀 察されます。 尤も 今度の I. 動で も 手近かで 見て ゐ たら 色々 の不條 理もブ マ も 見、 ズ 透く 所が 

あるか も 知れない が、 それ は實際 仕方のない 事で、 それです らも 資本 主 側の 不條理 や ブマさ 加減より は遙 かに 上手な もの 

ではない かと こちらから は 推察され ます。 もう 理窟で はなくな つて 來た、 動かすべからざる 事實 になって 來た。 さう いふ 

感じ を與 へられます。 私 は それ は 恐ろしい 事 だけれ ど 同時に うれしい ことに 思 はれます。 私 は 自分の 生 ひ 立ちから 考 へて 

この 勢に 先驅 けす る ことが 出来ない。 然しながら 人間の 歩みが 自然に 行くべき 所に 歸 しつ \ぁ ると 思へば 何ともい へない 

よころ び を 感じます。 

田 所 氏の 事で は 色々 御迷惑 を かけて すみません。 あなたからの 手紙 を 受けて 同 君 も 大に考 へさせられた やうで、 私に 何 

ん とかいって よこせと 手紙が 来ました。 あの人の 事 だから 眞劍に 何 かを考 へて ゐる やうです。 離婚と か。 放蕩と か。 自滅 


とか。 そこで 私 は 奥さんが 喜び勇んで 君 を 養 はう とい ふの なら 甘んじて 養 はれる がい. -。 少しで も 不滿が ある やうなら 矢 

張 君が いかにい やな 仕事で もして 妻子 を 養って 行かねば なるまい とさう いって やりました。 あの人 は 兄と も 違 ふ、 私と も 

違 ふ ^ 然し ある 徹底 さ を 持ち それ を つきつめて 行く if に 於て は 足 助と 匹敵すべき 稀 有な 力の 持主 だと 思 ひます。 それ を 私 

は 生かして 見たい のです。 

子供の 病氣 はやう やくよ くな つて 今 は 一 同 頑健で ゐ ます。 今年 は 一 月 以上 子供に 附添 5 て 病院で 暮 してし まひました。 

それ を 左程 後悔 もして はゐ ません。 

侮 水浴 をさせる 爲 めに 子供達 を： 逃れて 熱 海に 行かう と考 へて ゐ ますが、 こちら は 二十 三 日 以來每 日驟： 肉め いた 雨が 來る 

ので 出かけられないで ゐ ます。 此頃は 私 も 非常に 元氣が 出て 何 か 仕事の 出来る 氣 分が しきりに 動きます。 

此秋 滿韓に 行かなかったら 今年 中に 著作 集 をニ册 出す つもりで ゐ ます。 

兄の 著書 はま だ 市場に 出ません か。 早く 出て 學界 に大 石が 投ぜ られ るの を 待って ゐ ます。 八 木澤が 上京して ゐ ましたが、 

先日 足 助に 招かれて 皆で 玉 川に 行った 歸 りに 喀血して まだ 病院に 臥て ゐ ます。 どうも 可哀相です。 

ラッセルが 東京に 來てゐ ますが 改造 社の 帝國 ホテルの 歡迎會 にも 出席し ませんで した。 どうせ ゆっくり 話 を 聞く 事 も 出 

來 ないだ らう と 思 ひました か ら。 少し 妙な 失望 を 感ずる やうな 氣が し ます。 

来月 中旬 熱 海から 歸 つて 信 州の 愛讀 者に 招かれて 野 尻 湖で 五日 程 過し ます。 これが 私の 夏の プランです。 

皆様の 御 健康 を 祈る。 

吹 田 順 助 氏 宛 —— 七月 一 + 七日 於 東京 〔E 六 一 〕 

「十九 世紀 獨 逸お， 〔想 史」 を御惠 投下 さって 難 有. つ 御座いました U ゥ キンデル バ ンドの もの はかね てから 讀 みませう と 思つ 

てゐ たもの の 一 つだった ので、 飜譯 の勞を 取って 下さった 事 を 殊に ありがたく 思 ひます。 熱 海の 旅 囊に携 へて 行きたい と 
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おもって ゐ ます。 

二十 ni 日から こちら は 雨ば かりで まだ 旅に 出て ゐ ません。 子供 は 幸に 目下 頑健 至極です。 雨が あがり 次第 出かけようと 

考 へて ゐ ますが 其 中に あなたが 又 御上 京になる ので はないで せう か。 お 遇 ひが 出来れば うれしい とお もって ゐ ます。 

與謝野 晶子 氏 宛 —— 八月 三日 於 熱 海 〔3 バー 一〕 

こちらに 來 てから 子供と 共に 八 時には 床に つき 晝は 丸で 野蠻 人の やうに 生活して ゐ ます。 私 はや はりな まける ことが 一 

番 好きな やうです。 昨日 も發 動機の ついた 汽船に 乘 つて 多賀 から 網 代の 方 を 一 日 遊び歩きました。 得さん とい ふ 殺 牛； 好き 

が 章魚 をつ き、 鯖 を 手捕りに しました。 眞 黑な老 漁夫 も 一緒に ゐ ました。 古い 木 舟の やうな 男です がそれ がし やれ をい ふ 

さう です。 いつぞや 熱 海から 六 七 里の 沖に 出た 時 下駄が 片 一 方 流れて 來 たの を 見つけて 「世の中 は 何ん といって もお あし 

の 事 だ， 下駄で せいが お あしに 離れたら 可哀 さう にへ えこん な ことになる だ あから」 ！ 

有 島 生 馬 氏 夫妻 宛 11 八月 五日 於 熱 海 〔四 穴 1 一一〕 

八月 二日に は墓參 下され 候 由 難 有" 故人 は 私達が 募： 參 した 程に おも ひ よろこび 候 事と うれしく 存候" 私達 は 其 日 水 谷の 

得さん に 誘 はれ 多賀 より 網 代に 船遊びに 出かけ、 子供達 は 何事 も氣 付かず 嬉々 として I 曰 を 過し 申 候。 一 昨日 あたりより 

天 氣模樣 も 恢復 致 候 得ば 海水浴 もお も ふま >f に 出来、 一同の 體色 羅漢の 如く 相 成 候。 今度お 眼に か 、り 候 節 は 一寸お 判り 

になる まじき 位に 候) かね 食事の 時給 仕 をしながら 私の 顏を つく，^ 眺めて 笑 ひこ ろげ 居候" 

其.^ 嘵ち やん は 益 i およろ しき 事と 存上 候。 御兩 人に も 母上よりの 御手 紙に よれば 至て 御 元 氣の由 安意此 事に 候。 益 i 

御 自愛 祈 上 候。 

この頃の 生活 は 全く 子供達と えらぶ 所な く、 就 寢も七 時より 八 時，； 間、 結局 私 はな まける 事が 好きな 男と 見え 申 候。 


原 久米太 郞氏宛 —— 八月 七日 於 熱 海 新濱町 〔四 穴 四〕 

兄の 御 消息 は 眞に萬 服の 淸凉 劑、 四 尺の 秋水 を拔き はなつ て 四面 を 薙ぎま はす かと 思 はれる S 梅 全く 胸が 淸々 する。 勞 

働爭 議に關 する 兄の 意見 は眞に 肯緊を 得た ものと おも ふ。 私 も 全部 ：11； 感だ。 前に は 私 も殉情 的な 考 へ から 平和的解決の 主 

張 者で あつたが、 此 頃は實 にさう は 思 はなくな つた。 如何なる もので も 現 はれ 出る のがい.^ の だ。 勢 ひとい ふ ものが 最上 

のこと をす る。 さう 思 ふ。 

ラヴ セルに は 遇はなかった が 其 講演 は慶應 大學に 聞きに 行った。 深い こと は 一 つもい はなかった が、 あの 調子で やった 

りしたら 英闕 あたりの 保守的な 社會 から 恐ろし がられる の は 無理の ない こと だと 思つ ：.0 然し 私 はぁ丄 いふ m 者 肌の 人 か 

らは爆 動的な ことより ももつ と美し い 論理 を 聞きたかった。  . 

この間 田 所が 訪ねて 來た。 兄に もお 遇 ひした といって ゐた。 遇 ふ 度 毎に 私 は あの 男 を 憐れに おも ふ。 あまりに 純眞 な、 

ごまかして ゐられ ない 性格 を 持った 彼の 境地 を 悲しく 思 ふ。 唯 あの 境地 を 彼が 一 人 切りで 切り開いて 行かない のが 私に は 

物 足らない。 私なん ぞの 所に 來て 慰安 を 求めるな どはいけ ない とお も ふ。 此間は それ を 少し 强く 云った。 

天氣が 潮く 恢復した ので 盛に 運動 を やって ゐるリ 

吹 田 は 九月の 何 H とかに 出かける といつ てゐ やう だ。 今頃 は 上京して ゐ るので はない かとお もって ゐ 6。 

「白 官舍」 に對 する 感想 を うれしく 讀ん だ。 足 助 は あれ を 評して 五 尺の 男の 頭の 毛 だけより 現 はれて ゐな いの だから 評の 

限りに あらず といった。 それ はさう に 違 ひない。 あの 調子で うまく 成功す るか 如何 か は 知らないが、 今年 中には 書物に し 

たい もの だと 考 へて ゐる。 園 は 有島ぢ やない よ。 有 島 は 雲 隱れを やら かすの だ。 

足 助が 其 中 こ  に 遊び に來 ると か い つてよ こした。 

祈 御 健在。  . 
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北村英 一 郞氏宛 —— 八月 九日 〔四 六 五〕 

丸 善から はま だ 何ともい つて 來 ません。 如何した 事な のかと おもって ゐ ます。 屆 いたら 直ぐ 報告 はして くれる とお も ひ 

ますが、 鬼に 角 一 度 催促して 見る 積り でゐ ます。 

飛んでも ない を かしな 事 を 承ります が、 或 人が 野 尻 湖に は 湖 神と して 蛇が 祀 つて ある 處 から 蛇 を 大切に する 爲め ひどく 

蛇が 多 いとの 事 を い つ たさう です が本當 でせ うか。 世の中に はい やな も の はたんと ない が 蛇 丈け は どんなにし て も 好き に 

なれない 私に 取って は 可な りな 大 問題な のでお 尋ねし ます。 若し 其 處には 蛇が 特別に 多い となら どうか 他の 所に かへ てい 

たどく 事 は 出来ない もので せう か。 R 分で も 馬鹿 だとお も ひます が …… 

土 岐善麿 氏 宛 I 八月 十三 日 於 熱 海 〔四 穴 穴〕 

口 ー マ 字書き 短篇 小 說集を 御惠與 下さって 難 有う 存じました。 大層 氣 持ちの よい 書物の 出來 たこと をお 祝 ひ 申 上げます。 

又 あなたが 此 書の 出版に 人知れぬ 幾多の 御 苦心 をな さった の を 乍 藤 知って 斯道の 爲 めに 尊い 事 だとお も ひます。 あれ を拜 

見して 感じた こと はとい へば、 これまでの 漢字 を澤山 使用した 文章 を HI マ 字に なほす ことの 意義の 極めて 少ない とい ふ 

事です。 口  T マ 字に する 以上 は 日本の 言 IB はどうしても 漢字の 要素 を 除去して 改造され ねばなら ぬと おも ひました。 音に 

のみた よって 半ば 跟に訴 へる 字を讀 まう とする の は 全く 非常な 苦痛 だと 知りました。 兹に 至って 口 ー マ 字の 成立 は 文章 そ 

の ものの 根本的 改造 を. H 然 に將來 する 事に はなり ますが、 それ を 待たずに 創意 ある 文章 家に よって か --る 文章が 創造され 

る 事が 要せられ ると おも ひました" 是れが 成就され なければ 口 ー マ 字の #： 及 は闲難 だとお も ひます。 

右御禮 旁. - 偶感 愚見 を 申 述べ ます。 

暑中 折角 御 自愛 を 祈 上げます。 


有 島 行 光、 敏行、 行 三 氏 宛 ！ 八月 1 一十 一 日 於 信 州 S 六 七〕 

こ、 はえら い、 はいかいし 一茶の 住んで ゐた 村です、 「こ、 がわが つ ひの 住家 か 雪 五 尺」 と 讀んだ 人です。 「やせ 蛙 まけ 

るな 一茶 こ.. - にあり」 と 詠んだ 人です。 今でも 村の 人 は 神樣の やうに 尊んで ゐ ます。 今 ゐる野 尻 湖 は 美しい く 湖です。 

ゆうべ 月の 夜に 船 を 浮べ て 遊びました。 

有 島 生 馬 氏 宛 11 八月 一 一十 一 曰 於 野 尻 湖畔 〔s〈 八〕 

昨夕 柏 原 驛に下 寧して から、 この 地で 死んだ 一茶の 舊跡を 訪れ、 夜 八 時 頃 十六 日 目の 月に 照らされて、 此 湖畔に つき ま 

した。 

夜 は 十一 時まで 湖心に しづかな 小船 を 浮べました。 一 二日 滞在す るに は 恰好の 處 です" 湖 中の 琵琶 島と いふ 辨財 天女 を 

祀 つた 島 はい、 島です。  . 

海 拔ニ千 尺. 餘。 黑髮、 妙 高の 山々 が 西に 聳えて ゐ ます" 入 情の 純朴な のは氣 持ちが 好う 御座います。 

一 茶と. い ふ 人が 大變 知りた くな りました。 

祈 御 健在。 

山 本 武雄氏 宛 11 八月 二十 六日 於 赤 倉 〔四 六 九〕 

この度 は 色々 御 懇情 を く 存じます。 宿の 亭主が 書 畫帖を 持って 來 たので ぬた 二 首" 

しの じりの 野 尻の 湖 を 遠見れば &の 如し 秋 さびし かな 

白き 雲いた どき 去らず 山々 に 先 づさ& やく や 秋の ， としを 
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山本武 雄、 北村英 一 郞兩氏 宛 11 八月 ョ 十日 於 東京 〔四 45〕 

この 夏 は 私に とって 忘れる ことの 出來 ない 年に なりました〕 野 尻 湖の 五日 間、 それ は 永い 日ではありませんで したが 色 

色な 意味で 私に は 思 ひ 出 深い ものになる でせ う。 この 機會 をお 與へ 下さった 事 を If く 御 鱧 申 上げます。 唯將來 この 集 ひ を 

績 ける について 二つの こと を 御. 齦 ひして おきた い とお も ひます。 

それ は、 

1、 あなた 方が 私 を 先生々々 と 呼んで 下さらぬ 事。 

二、 旅行 費 滞在費の 外に 御總 金な ど をして 下さらぬ 事。 

その 理. e は 極めて 平明であります。 私に は 如何 考 へても 先生と 呼ばるべき 資格はありません。 これ は 誰に でもい つて ゐ 

る 事で、 さう 呼ばれる 毎に 內々 心が おびえて ゐ ます。 第二 は失禮 ながら あなた 方の 御收入 は、 あんな 報酬 を 下さる につい 

て 可な りの 負擔を あなた 方に 負 はせ るに 違 ひない とお も ひます し、 東京で も 京都で も 私 は あんな 澤 山な 報酬 を 受けた 昆ぇ 

がありません し、 謂 は ど あんな 事 は 私の 道樂 で、 ああした 報酬 を受 くべき 輝： 由 は 全くありません。 今度まで は阖々 しくい 

たどく 事に しました が、 將來は 全然 廢止 にして いた t き 度く おも ひ ま す。 

紙が 無くなりました。 もっと 申 上げたい 御 禮の數 々はあり ますが 不取敢 御 禮迄。 

與謝野 晶子 氏 宛 11 九月 七 B 於 東京 〔四 七 一 〕 

あなた も 最早 東京の 雨 を ながめて ぉ暮 しにな つて ゐ ると おも ひます。 私 は 先月の 二十 九日に 歸 つて 參 りました。 この 夏 

は 信 州 を あちこちお 旅な さった ことと 存じます が、 その 爲 めお 頭の 工合 も 少し はよ くお なりに なりました か。 私 は 山に ゐ 

る 間 は うれしい やうに 快活に なって ゐ ましたが、 歸 つて 見る と 東京の 空氣は 矢張り 重い もの だと 感じます。 


御 良人 樣と思 はれる 手蹟で 上書き された 歌集が たしかにと" - きました。 氣の落 付いた 時拜 見しょう とお もって ゐ ます 中 

こお 處 かに はぐ^て しま ひました。 一寸した 處 に惡戲 らしく 潜んで ゐ るに は 違 ひありません が、 拜兑 もせずに 御手 叙 を さ 

し 上げる の もい やです から、 t: 尾 夫人 (と 仰 有い ました か 知ら) の 方へ はま だ 御 挨拶 致しません が、 其 中 尋ね あてたら 直 

ちに a. 見して 手紙で もさし 上け るつ もりで ゐ ますから、 恐れ入り ますが 御 序が 御座いましたら 其 趣 を不惡 徒傳ー を 願 ひま 

す。 

十五 日から 私の 「死と 其の 前後」 がまた 有樂 座で 演ぜられます。 前の 時の 種々 な 思 ひ 出が 今更ら 繰 返されます。 あの 時 

の 御 摩 意 を …… 餘は拜 眉の 上" 御 良人 樣 にもよ ろしく。 

九月 七日 夜 吉右衞 門 あての 脚本 を 草し つ、 ある 机邊 にて 

母 堂 i§ —— 九月 八日 於麴町 〔四 七11〕 

其 後は暫 らく 御無沙汰 申 上 居候 處御 健勝に てお 過し の 事拜承 重疊の 事に 奉存 候。 降て 當方 一同 至て 頑健、 子供 等 は 雨の 

喑 L 間に は棄跌 足に てボ， ル に 熱中し り、 淺井、 吳の兩 君 も 時には 遊來 致され 愉快に 消光 致 居候 間 乍 憚 御 安 意 被 下 度 候" 

私 は 執筆の 爲客を 謝して 多忙に 暮し 居候" 十五 日より 有樂 座に 行 はれ 候 三日間の 「死と 其の 前後」 の 稽古 も 大分 形が 出来 候 

由に て 今日は 午後 出向かん かと 存 居候" 山內の あき子 さんが 自動車に て迎 ひに 來て くれられる 害に 相 成 居候。 分家 信 子 あ 

き 子の 兩人は 昨日 雨の 中 を 歸鎌致 候" それと 共に 木 田 君 も 見物 かたぐ 荷物の^ 話に 出かけ 候〕 一時 は 来客 非常に 多く 女 

中 達 も 困り 入候樣 子な りしが 潮く 平 靜に復 し 候〕 壬 牛； 馬 はま だ滯 在中。 今日が 二 科會の 招待日に 候。 昨夜 來 大雨 加 之 多少 

の 雷嗚と 風と 有 之 今日の 日 比 谷の 歡迎會 も 二 科會も 如何と 存^ 候處、 九 時 頃より^ 光 を 見る に 至 候 事 なれば 其の 向の 人々 

の よろこび は 一 層の 事と 存 居候。 

十 曰に は 午前 十 時の 汽車に て 御 鼸京相 成 候 由 其 節を樂 しみ 居候" 東京 も 此^ は 例年に なき 程 冷 氣に相 成 凌き よき 事に 徒 
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座 候 3- 共、 是れ でも 晴天に 相 成 候 はば 多少の 殘暑可 有 之 候 や。 御 歸京迄 折角 御靜 養の 程 祈り 上 候】 

先 は 右 一 寸御 報知 旁 i。 草々 如 件。 

田 中 周 三 氏 宛 11 九月 十八 日 於 東京 〔四セ 一一 一〕 

御 來書を 難 有う 御座いました。 私が はじめ あの 脚本 をお も ひ 立った 時 は、 和 四郞と 申す 人が それ 程 名 を 得た 人と は 思 は 

な 力った ので、 諫訪の 方の 事 はよ く 調べても： ずに 取 か \ つたので すが、 其 後藤 森 氏から は故鄕 では 中々 高名な 人で ある 

とい ふ 事 を 聞かされて、 それから 急に 實錄を しらべる 餘暇 もなかった ものです から- ちがった 名で 單に 諫訪 から 出た 彫物 

大工と して 脚色す る 事に 致しました。 それにしても 御 厚意 は 難 有く 存じます。 他日 貴地に 一遊の t; 會 でも 出 來 ましたら 是 

非 和 四 郞に關 する 揷話を 調べて 見たい とお もって ゐ ます。 乍 延引 御 f お 迄。 

古川 光太 郞氏宛 —— 九月 十八 曰 於 東京 〔四 七 四〕 

如何なる 原 W であるに せよ 事實 として 女性 は 男性の 奴隸 となって ゐ、 從 つて 或る 意味に 於て 女性 は 男性 を 仇敵と して ゐ 

ます。 是れは 勿論 無意識に 女性の 心理に 働いて ゐた 場合が 多い のです。 同時に 兩性 はかく 仇敵の 間柄に ありながら 本来の 

親和性 を 全然 撥 無す る 事 は 出来ないで ゐ ます。 この 二つの 反對 した 關 係が 兩 性の 交渉に 色々 な 悲劇 を 牛； む 極と なります。 

私の 「或 女」 は 是れを 主題と して 取 あっかった つもりです。 

女性が 本當 に. HI 分が 男性の 奴 隸 たる 境界に あるの を 自 覺 して 讚んだら 恐らく あの 中から 一 掬の 淚を 求め 出す でせ うし、 

男性が 自覺 して ゐて 讀ん だら、 恐らく 此 恐ろしい 矛盾に 對 して K 省 を 持たずに は 居られ まいと 作者 だけ は考 へて ゐ るので 

す。 然し 私の 作物 を 請んで それが 感ぜられな いのは 固より 作者の 罪で もあります が、 一 面讀 者が 兩性間 題の 根本 相に 對し 

て 本 當に考 へて 見たり 苦んで 見たり しなかった 所から も來 るので はない かと 私 は 田 5 つて ゐ ます。 さう いふ 人に 對 してよ い 


くら 說 明しても 駄な事 だから 私 は敢て あの 作に 表現しょう とした 所 を 申 わけ はしないで ゐ たのです。 

委しく は r 惜 みなく 愛 は 奪ふ」 (拙著) の兩性 問題の 所、 又は 「小さな 灯」 (拙著) の 『美 を 護る 者へ 3 をお 讀み 下され 

ば 多少 私の 考は わかって 下さる かとお も ひます。 

有 島 生 K 氏 宛 11 九月 十八 ョ 〔四 七 五〕 

先妻 は 態々 御來 京の 上 「死」 を 見て 下さって 難 有う 御座いました。 昨夜で 片 づきました。 

第一 曰が 最上の 出来で 二日 目， 目へ と 段々 惡ぃ 意味の 舊 になって しまったの は 悲しい 事でした。 S 菅 目に はじ 

めて 見て 其 S 洛 に 憤慨して しまって ゐ ました。 55 け燒 刃-」 よりが もどった のです。 それに 引かへ 見物 は菅 目な ど は 

大入萌 員の 盛况 でした から 芝居 は 損 だけ はしなかった でせ う。 

又く もってし まひました。 一昨、 昨夜の そちらの 月 は 美しい ものだった と 察 上げます。 あきち やん は 其 後 如何。 こちら 

の 子供達 は あらかた 囘復 しました か ら御 放念 下 さ い 。 

御 澄 旁 M" 草々。 

信 子さん にも くれぐ よろしく。 侮 老は實 に 結構 御 心 入れ 厚く 御禮 申します。 山 本のお 母さん も よろこん まました 

藤 森 成 吉氏宛 11 九月 一 一十 四日 於織咐 〔四 七 六〕 

この間 は 「妹の 結婚」 を 御惠经 下さいまして 難 有く 御 S 上ます。 r 御 柱」 もい よく 昨日 本讀み をし ました。 二十 七日 

に は 松 本で 御 柱の 祭が ある f ですから 菅 にかけ て 吉右衞 門、 里 見， B に 出かける さう です。 就て は 受りま ま 

地方の 古い 風俗 を 知って ゐる人 及び 大工 職 を やって ゐる 人に 紹介 狀を 認め 私の 許まで 御 ■ 下さいますまい 力。 f 夕忙の 

處を恐 人り ますが 右 御 願 ひ 申ます。 

1 九 ニー  年  K 五 九 
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里 見 St 氏 宛 11 九月 一 一十 四日 於 趣 町 〔四 P さ 

「御 柱」 について は 毎々 御 骨折 を難 有う、 If す。 「吹きな がした ぞ 月の 鏈を」 は 全然 削除、 放 笑 以て 之き 代へ る こ 

とに し した。 何分 御氣 付きの 俩所は 仰 有って 下さい- 

藤 森 君の 紹介の 件 は賴ん でお きます。 

江 口 渙氏宛 11 九月 二十 ！！一 曰 〔四 セ<」 

先夜 は 失禮、 足 助 君から 霧が か、 り 私の 印 燈靈に はいくら もない とい ふ 事 及 M 君 S 中 も 今 は 寒い とい ふ 事 I 

かされ ましたので 私の 手から 都合して 百圓 をお. 途り申 上げます。 可然 おはから ひ を 願 ひます。 

有 島 生 馬 氏 宛 11 十月 一 日 於 東京 〔四セ 九〕 

其 後 は 御無沙汰。 旣 におつ かれ も囘復 された 由で うれしく おもって ゐ ます。 遠山さん からの 來信 によると あき子 ま少々 

風邪 氣 だった さう です が是亦 快方との 由、 何しろ この 天氣に はさす がに 雨 好きの 私 も 閉口せ ずに は ゐられ ない 位です から、. 

この 上と も 御用 心の 程 を 切に 祈 上げます。 

昨日と 今 曰 「死と 其の 前後」 が 再演され I になって ゐ ます。 昨夜 S 出 は實に 見事 I 功と いってよ いとお も ひました， 

ま 常に 自然な 熱の こもった 演出に なりました。 影の 人の 假裝も 御 注文通りに する 事に させました。 「御 柱」 の 方 ま 中々 の 難 

物ら しく さすがの 吉右衞 門 も 困って 居る やうです 。 然し 一週間 やそこら で 一つの 脚 太の 本當の 意味 を 形に するとい ふの は、 

する 方が 自 I 理 なので はない かと 思って ゐ ます。 躉が腿 をく ぼまして 大事に 監督して くれて ゐ るのに は 難 有く 

に は ゐられ ません。 幸に 脚本が それに 値して くれ \ば い.. とお もって ゐ ますが。 


目下 ホヰ ヴト マン 詩集の 整理に か- 1 つて ゐ ます。 夏の 間 萬 事 を 放擲して 遊んで ゐ たのが 此秋は 非常に 效果を 齎らし まし 

た。 實際 昨年 は 私 も病體 であった とい ふこと を 感じます。 

信 子さん にく れ^^も 宜 甕。 

有 島 生 馬 氏 宛 11 十月 五日 於 東京 〔四 八 0〕 

先日 は 折角 御來 京だった のに 不在で 殘念 しました。 

小說 と共に 私 は 戲曲を 書く 衝動 も 感じます。 小說 では 現 はすことの 出來 ない 材料が ある こと を 感じます から。 處が戲 曲 

を 書いて 居る と 上演と いふ 事が 結果と して 生じて 來 ます。 それに 時間 I られ 過ぎる の は 閉口 だと 思 ひます。 今度の もの 

も 吉右衞 門 後援 會に 託した のです が、 矢 張 稽古 を 見に 來て くれと いはれ ると 行きた くなります。 是非 もない 心の 働き だと 

おも ひます。 然し 是れ は餘程 警戒 を 要する 事で はあります。 

今朝 は實に 久しぶりで 晴れ ましたね。 御麗の 至で t さすがの 雨 好き も 今度と いふ 今度 は 雨 好 I 少し 後悔して ゐた 

所でした から。 

問 島 氏の 處に 來た畫 もい つか 見に 行きたい と 思つ てゐ ます。 

，子さん によろ しく。 草 々0 

藤 森 成 士ロ氏 宛 —— 十月 九日 於錄町 S 八 一 〕 

其 後 ま 御無沙汰" 先日 は 吉右衞 門の 爲め に 紹介状 を 澤山難 有う 御麼 いました 

先月 一 一十 七日に 松 本で 御 柱の 祭が あつたの だ 育で 其 前後に 行く つ もりで ゐ たらし い の です が、 響 力 忙し い の で 其 ま 

まに なり 其 中 初 曰が 五 曰に なった ので 需 きまでに は 行ける かも 知れない とい ふので、 私が あなたに ぉ斷り をしょう と、 

一九二 1 年  四 ブー 
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つたの をもう 少し それ は 待って くれと 量が いった ものです ti にして 今 曰まで 御無沙汰した 事 I 許し 下さい。 

來十 一日に 御 暇が あったら 見物して 下さいません か。 中 川、 秋 田、 足 助の 諸兄 も來て くれる 事と おも ひます。 して 御 

批評. iV 願 ひた い とお も ひます。 

開場 は 十二時。 私の もの は 夜 七 時半 頃に 4S で 下されば 丁 f いと t ひます。 座 S のさ るゃ_」 行かな 直の 席 を 

と 仰 有って 下さい。 若しお 出が むづ かしい やうで したら 乍 揮 御 寸報を 願 ひ 上げます。 

里 一見 氏 宛， I 十月 九 曰 於龜町 S 八 一一〕 

昨 i 墓に 行って 見ました。 何ん ま 一 體 の？ I 張 さ I ぎて 居る やう 5 い 味、 I がれた やうで I と 思 ひま 

したが 何しろ 吉右衞 門が 氣を 滅入らして 苦心して ゐる樣 子 を 見る と氣の 毒で なんとも 物が いへ ずに 歸 つて 來 ました， 

革 羽織の 事 は 久保田 氏 は 却て 前の 方が 自然で い.. との 事で 一寸 吉 氏に はいって おいた が 今朝 取消しの 手紙 を 出して おき 

ました。 お出の 節 親しく 御 相談 下さい。 

毎日の 雨 誠に 闲却。 

木 田 金 次 郞氏宛 I 十月 1 1 十 一!1 曰 於 東京 〔四 八 15 

そちら は 嘸 寒くな つたで せう ね。 こちら ももう 火鉢が ほしいまでに なりました。 其 後 仕事 はどうで すか。 立派な ものが 

出来る やうに と 祈つ てゐ ます。 私 も 目下 は 新 富 座の 芝居の 方に 大分 時間 を 取られて ゐ ますが、 それが 濟ん だら 存分に 沒頭 

したいと おもって ゐ ます。 

福 田久道 から ミレ ー 傳を あなたと 私と にあて て经 つてよ こしまし たからお 屈け します。 私 は 一 覽 しました から あなた 

の 方に おと r め 置き ド さい。 插畫に は はじめて 見る やうな もので 而 かも 實に素 晴らしい ものが あります ね。 少し 文 學的情 


調が かって 居る やうに も 見えます が、 畫 としての 自然の 切 取 方から いっても 見事な もの だと 考 へました I 

藤 森 氏に 经 るべき 畫は 私が 額緣を まだ 見付けない 事から まだお と"^ けしないで あります。 怠慢 を 許して 下さい。 これ 力 

ら而會 日 を 金曜日に きめて 少し 暇 を 作りたい とお もって ゐ ます。 

母 はじめ 一同 元 氣でゐ ます。 あなたの 方 も 御 健康で ある やうに。 

末 光績氏 宛， —十月 二十 三日 於 東京 SAS 

この間 も 足 助と 兄の 噂 をして ゐ たのだった。 折角お 訪ね 下さった のに 玄關拂 ひを喧 はせ てす まなかった。 實は餘 りに 來 

客が 多い ので 遂 制限 を餘儀 なくされ たの だが、 玄關番 は 誰れ 彼れ の 容赦な しだから 失禮 した 事と おも ふ。 度 來られ る 時 

こよ <  乍 倒 豫め御 一報 を 乞 ふ。 さう すれば 金 躍 日でなくて もお 眼に か. - りたい とお も ふ。 殊に 度の 金曜日 卽ち 1 一十 八 

日に は 朝から 旅行に 出る から 萬 望來な いで くれ 給へ。 

大學の 方の 講 養よ 面白い か" 靑年 達さへ つまらぬ くと 愚痴 をい つて ゐる位 だから 兄な どに は あき 足らない もの 力 多い 

とお も ふが 中には 研究の crle をな して くれる 講義 も あるかと おも^。 

二十 九日まで 新 富 座で 吉右衞 門が 僕の 「御 柱」 とい ふ 一幕 劇 を やって ゐる。 毎夕 七 時 頃から 五十 分 位 だ。 一度 立 見で も 

して くれ 給へ。 吉右は 可な り 立派に 劇 を 仕 活かして くれて ゐる。 

餘は御 面會の 上に て。 草々。 

足 助 素 一 氏 宛 —— 十月 二十 五日 〔四 八 五〕 

詩の 朗讀 がそん なに 不可解 だと は 少し 悲觀 したね。 一 入 舞 臺で朗 讀會を やったら 僕の 持たせよ うとした リズ ムも わかる 

だら うし 本 も いくらか 餘 計賣れ るかと 思った の だが 兄の いふ 如くん ば 却て K 對の 結果 を來 しさう だね。 それなら 考へ もの 

一九二 一年  Ell! 
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二十 八日の 朝 僕 は 北 信の 旅行に 發 つから 年譜の 校正刷が 其 前に 出る やう 御 催促 を 願 ふ 0 

寒くな つた。 用心 をして くれ 給へ。 

唐 澤秀子 氏 宛 11 十 一 月 八日 於 東京 〔四  <  六〕 

先日 は 御 電話であった さう です が 丁度 不在で 失謄 しました。 北 信の 讀者 連に まねかれて 戶隱 山まで 行って 来ました。 別 

に 鬼女に は 遇 ひませんで したが、 中 社の 本陣に 泊った 夜 初雪が 五寸 近く 一 夜の 中に 降り 積みました" 翌日 は B 本 晴れ、 山 

又 山の 紅葉に 積み 積もった 其 雪の 白き 樣を 想像して 下さい。 歸 りに 諫訪 にと もお も ひました が 歸心如 矢で 其條歸 京して し 

まひました" 

あなたの 御 健康の 勝れない の を 御 案じして ゐ ます。 切に 御 加養 を 祈ります。 病氣 といへば 無 極 氏の 乘 つて 行った 船 は 稀 

有の 嵐に 襲 はれた やうです ね。 可哀相だった とお も ひます が、 其 時の 樣子 を考 へて 見る といつ でも 聲を 立てて 獨り 笑って 

しま ひます。 「これ やい けね え」 とか 何とかい つて あの 大頭 にはち まきで もした かと 思 ふと。 

この間 中 一一； 日程 販嫁 友ー郞 氏の 家で r 老 船長の 幻覺」 が 試演され ました。 今年 演ぜられ たどの 私の 戲 曲より これ は藝. 術 

的に 演ぜられた 氣 持ちの よい ものでした。 それにつ けても よい 小 劇場が ほしい ものです。 

寒さに 向 ひます から 吳々 も 御大 事に なさる やう 祈 上げます。 

牧山 正彥氏 宛-— 十一月 AB 於 東京 〔四  <  七〕 

手紙 を ありがたう。 

「御 柱」 の批評はぁなたのものを^^-も晴示深く讀みました。殊に平四郞のはじめの態度が脂っこぃとの御感想は適切です。 


私 も はじめから それ を 知って ゐ ましたが、 どうも 私と いふ ものに はま だ この 脂つ こさが 可な り 執拗に こびり つ I てゐ るの 

で 此 ii は 乍 殘念今 のま & にして置くより 仕方がない と あきら めて ゐ ます。 平四郞 と嘉助 と の 交涉に ついては 一 つ 十分に 書 

き 改めて 見たい と考 へて ゐ ます。 何とい つても 實演 されて 見る と 長短が 明確に 判る のが うれしい 事です。 

あなたの 御 仕事が 色々 の 事情の 爲 めに さまたげられて ゐ るの は 仕方がな いとして、 學 校の 方が おもしろ いのは 何よりで 

す。 そんなに 内容の ゆたかな 西 W さんの 講義 は 私 も 閗 かせて いたにき たいとお も ひます。 あなたが. H: 分の 力で 其 講義の 中 

から 新しい 力 を 育て上げて ゐられ るの が 羨ましく 想像され ます。 

此頃は 私 も 精 を 出して 讀 書に 沒 頭したい 氣 持ちに もなります。 兎に角 こ.^ 暫 らくの 間 は 恐らく 私に は 思 ひ 入った やうな 

作物 は出來 ない らしく 考 へられます。 實生沾 改造の 機 も 近づいて 來 たやう ですから。 

先月 末に 北 ：5 に 二三 日の 旅 をして 來 ました。 自然 は 矢 張い つも 若い と 思 はれます。 

今日は 十一月ら しい 荒い 風が 吹きす さんで ゐ ます。 天氣 はよ いのです。 私 は 少しつ かれて ゐ ますが 幸に 無事です。 

藤 森 成 吉氏宛 11 十 一 月 十六 曰 於 趣 町 . 〔四 八 八〕 

飛んでも ない 御迷惑 をお かして 誠 は 申譯が 御座いません。 倉 田 氏の 方に 手紙 を 出して 廻送 を依頓 してお きました から 不 

R1 御 入手 下さる 事と おも ひます。 

貴 著 御惠、 途 下さいまして 誠に 難 有う 御座いました。 どんく 御作が 出来て 行く こと を 羨ましく 存じます。 私 は 今年 は 「白 

官舍」 と 「御 柱」 との ニ篇 が出來 たばかりで 心細い 思 ひ をして ゐ ます。 早く 生活 を 何ん とかして 思 ひ 切った 作が したい も 

の だと 願って ゐ ます。 今の やうに 實牛； 活の 上に 疑 ひが あったり 面倒が あったり して は 心が 萎えて しま ひます。 

其 中又拜 眉の 折 を 期し 御 詫 旁 i。 草々 如 件。  . 

一九二 一年  ，  四 六 五. 
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谷川 徹三氏 宛 11 十 一 月 十九 曰 於 東京 〔四 八 九〕 

こちら こそ 大變 御無沙汰 をして しま ひました。 論文に おい そしみ の 由い、 ものが 出來 上る に 違 ひない と 思 ひます。 それ 

に 題目が 極めて 有意義な 而 して あなたに 適合した ものの やうに 考 へられて 一 層 その 完成が 期待され ます。 完成の 上 は 是非 

發表 なさる やうお 勸 めしたく 思 ひます。 私 は 引 績き會 心の 場合に 遇 ふ 事が 尠 いのに 閉口して ゐ ます。 自分 を も 一 度 凝視す 

べき 時機が 來 たや-うに 考 へられます。 「白 官舍」 にしても 毎日 机に 向って は 見ます が、 書いて は 破り、 書いて は 破りと い 

ふ有樣 です。 今 一寸 その 方 を 抛擲して 喜劇 を 一 つ 書いて ゐ ます。 喜劇 は はじめての 試みです が、 そんな 氣 持ちが 變に 動く 

ので やって 見て ゐ ます。 

御 姉上 も 無事です か。 近頃 暫 らく 消息 を 伺 ひません が 創作の 方 もやって お出でで すか。 先月から 草の葉 會が 復活され て 

ゐ ます。 この 前の 時には 珍ら しい 蠛山、 市 河、 蘆 野、 とい ふ 人達 も 見えました。 昔 私が 無政府主義 を 主張した 時蠟山 1;^ な 

ど は國家 基本の 世界主義 を 主張して ゐ ましたが、 この頃 は 大分 あの人 達も考 へが 變 つて 來 たやう です。 時勢と いふ もの は 

不思議な もの だと 思 はれます" 前 會には 長 谷川 如是 閛 氏が 来て 盛に 支那の 無政府 的 實情を 讃美し ました。 面白い 會合 でし 

た。 さう いふ 時には 殊に あなた 方 を 思 ひ 起します。 

久保兄 も 御 同居と 思 ひます。 宜敷御 傳へを 願 ひます。 

ひょっとすると 五六 日中に 歐洲 から 歸る 弟を迎 へに 神戶 まで 行く かも 知れません。 然し 貴地に 立 寄る 暇 は あるまい とお 

も はれます。 祈 御 健在" 

足 助 素 一 氏 宛 11 十 一 月 一 一十一 一 百 〔四 九 0〕 

風氣 味であった との 由 この頃 久しく 會 はない ので 一 向に 知らずに ゐて 御見舞 もしなかった。 一 昨日 あたりから ひどく 寒 


くな つたから 折角 御 自愛 を 祈る。 

禁 は 兄の 健康 上から 考 へ て大 賛成す る。 

シン プ ソン 博士と いふ 學 者の 事 は 更に 知らない。 

ホ ヰヴト マ ン 詩集 は 東京の 新聞に 廣吿が 出た が 矢 張 賢れ 方 は 同じ か 知らん" 次 版の 時の 校正 は 出 來てゐ るから 必要が あ 

つたら さう いって くれ 給へ。 

末 光 は 其 後いた ちの 道 だ。 

； H 事が 出来ない よ。 だから 一 遍 抛擲して 今 「カラマ ヅフ 兄弟」 を熟讀 して ゐる。 頭の 中が しゃち こばって しまった もの か。 

有 島 生； 氏 夫妻 宛 —— 十 一 月 一 一十 八 曰 〔四 九 一 〕 

唯今 遠 藤に 託された 御供への 御菓子と 御手 紙 三 通と を 確かに 落手し ました。  。 

とうく 御 引 移りに なった 由、 嘸 御不自 S な ことと 御 察しし ます。 殊に 生 馬 君に は 多少の 腸 出血が あった 由、 無理 をな 

さらぬ やうに 養生の 程 祈 上げます。  ， 

信 子 君の 御 骨折 誠にく 御 察しし ます。 何卒 健康 を 害されぬ やう 氣を おつけ 下さい。 

乍 日 錦 水に は 二十 三人 あつまりました。 父上の 肖像と 「神 無二 心」 の 幅と を 欄間に か、 げ 非常にう ちくつ ろいだ よい 會 

でありました。 今朝 は 又 幸に 好天 氣 であった ので 墓前 祭も不 寒、 今 は 子 供述が 十 人來て 食事 をした. - めて ゐ ます。 中々 競 

やか。 夜 は 原 田 君が 活動 寫 IK をう つして くれる 箬- 

行 郞の歸 朝 は 延びて 三十日の 午前 八 時 頃と いふ 事に なりました。 夫 故 私も迎 へに 行ける ので 明朝 九 時半の 汽車で 章 子と 

共に 神戶迄 出向きます。 而 して 成るべく 早々 一緒に 歸 京したい とお もって ゐ ます。 

御手 紙 を持參 して 神戶に 持って行きます。 大騷 ぎな 間から 一 筆 草々 如 件。 

一九二 一 年  四 六 七 
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木 田 金 次 郞氏宛 —— 十二月 八日 於 東お 〔四 九 二〕 

東京で さへ 北海道の やうに 寒くな りました から 御 地の 寒 威 を はるかに 御 察しして ゐ ますが お 障 もな くお くらしの 事と お 

も ひます。 母 も 私 も 子供達 も 無事です。 近頃 末の 弟 も歐洲 から 歸 つて 來て其 中 結婚 するとい ふので 何やら にぎやか 立って ゐ 

ます。 私の 仕事 は 思 ふやう に はかどりません が 是れは 心配せ ずに ゐて 下さい。 私自身 は 心配 をして ゐ ません から" 原因 さ 

へ 除かれ \ は 私 は 又 前 以上の 仕事の 出来る こと を 知って ゐ るので すから。 唯 書き上げたら 書き上げた だけの 甲斐の ある も 

の を 書かう とすると 隨分 躊躇され ますね。 あなたの 仕事 は 如何です か。 此頃 御手 紙がない ので 漁の 方が お 忙しい の だら う 

と 思って ゐ ます。 然し 是非 あなたの 畫の方 も 忘れない でお 勵 みなさる 樣 祈ります。 するめと かずの 子と を 難 有う。 かずの 

子 は 毎日 食事の 時 賞美して ゐ ますし、 するめ は 子供達が 大好物で 日毎お やつに して ゐ ます。 「女」 もと きました。 

ホ ヰット マ ン 詩集の 代 本 は あなたの 方に 经 りましたら うか。 まだ 落手なければ さう いってよ こして 下さい。 

寒さ を 御 W 心。 

原 久米太 郞氏宛 11 十二月 十七 曰 於麵町 〔四 九 1 一一〕 

どうも こちら は 變な氣 候が 續く。 今 曰な ど は 微雨 を 含んだ 南風が 卷先 きの やうな 暖さを }f つてよ こす。 何んでも 太 隠に 

黑點が 出て ゐる さう だから その 加減な の だら うか。 兄の 所では 皆さんお さはり もない か。 僕の 方 は 幸に 一 同 頑健で ゐる。 

今月の 六日に なつてから 突然 行郞の 結婚 談が持 上って いよく 十二 日擧式 及び 披露と いふ 事に なり 實に 天手古舞の 騷ぎ 

をして 辛く 事 を 終へ て 一 安心した" 兄の 所に もお 知らせすべき だと は 思った が、 却而 御迷惑 を かける の は 心苦しい から 事 

後に 一 寸 お知らせ する。 唯 よろこんで 下さり さへ すれば それで 十二分 だ。 新 夫婦 は 目下 箱 根邊を 旅行して ゐる箬 だ。 

露國 の饑戟 農民の 爲 金策の 講演 會が 二十 一日と 二十 二日と に 大阪で 開かれる ので、 秋 田 雨 雀、 藤 森成吉 及び 僕が 出向く 


ことにな つて ゐる。 何時 こっち を發っ こと やら 會 場が 何處だ やら、 まだ 打合せが ついて ゐな いが、 多分 今度 は 多忙の 爲め 

兄 をお たづね する 暇 はなから うとお も ふ。 社會 主義者の 連中が 司會^ だから 中止 を 喰 はない とも 限らない。 東京で 催さう 

とした 諸家 作品 展覽會 は 絕對に 禁止され てし まった やうな 次第 だから。 

今度の 改造に 書いた 小 文 は 暇が あったら 讀んで くれ 給へ。 所謂 主義の 指導者なる ものと 主義 藝術 家なる ものの 熊 度が あ 

きたらな いので 少々 つ むじ を 曲げた 所 だ。 

正月に 御來 京の 時 は アイ ンス タイン の 講義 を わかり 易い やうに 是非お 賴 みする。 

以下 次號 草々。 

河 上肇氏 宛 11 十一 一月 十九 日 於 東京 〔四 九 四〕 

爾.. ^御無沙汰に 打 過ぎて 居り ましたが 御 令息の 御. お 氣は其 後 如何で 御座いま すか。 寒さの 折 柄 嘸 御難^の 事と お 察し 申 

上げます。 御 快方の 程 祈 上げます。 

改造の 月號に 「宣言 一 つ」 とい ふ 小 文 を 投じました。 その 中に いつぞや あなたと 始めて お H にか. - つた 節の 談話の 一 

部分 を揭げ ました。 私の 費 話 を 公け にす るの は 如何 かと 一 時 は 迷 ひました が、 御迷惑に なるやうな 事 はない と 思 ひました 

ので. 取 入れました。 然し 是れは 私 だけの 考 へで あなたの 方から ぉ考 へに なったら 或は 御迷惑に なって ゐる かも 知れない と 

恐れます。 若し 左 樣の際 は 何卒 存分に 御 叱正の 程 願 ひます。 

自分と 自分の 仕事と を 自分で 明か にして置く 必要から あんな もの を 書く 氣に なりました。 多少 他人にまで あたる やうな 

こと をい つたの はこの 頃の 中央 文壇の ffeM の 中に 私と して は 好ましく 思 はれない 流行 思想 かぶれの 議論 を 聞く のが 乍 生 意 

氣 氣に喧 はなかった からです。 

あなたのお 名前 を 出した 事から このお ことわり をして 置く 必要 を 感じまして 此 手紙 を さし 上げます。 

一九二 一年  四 六 九 
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.吳 々も 御 健康 を 祈 上げます。 

川 田 順 氏 宛— 士 一 月 二十  一 B  〔四 九 五〕 

其 後 は 御無沙汰 申 上げて ゐ ますが 御 健勝の ことと 存 上げます。 この間 一寸 大阪の 方まで 講演に 出かけて 警察の 方から 沒 

義 道な 干渉 を 受けて 苦笑せ ねばならぬ やうな 目に 遇つ て歸 つて 來 ましたが、 滯 在が あわた^し いのでお 眼に か、 ら 5 とす 

る 心さ へ 動かずに しま ひました。 

「山海 經」 を 難 有う 存じました。 此頃 になって 詩人の 境界が 羨まれて なりません" 小說 など を 書いて ゐ ると 實際藝 術 家の 

賤民と いふ 氣 がします。 然し 詩人と なるべき 天分 を 受けて ゐ ないかな しさに は その 境 1^ は 單に廣 氣摟を 望む ほどの はかな 

さです。 拜讀 してい さ、 かで も 詩境に ひたりた いと 思って ゐ ます。 御 禮迄リ 

母 堂 宛 11 十二月 二十 八 曰 〔四 九 六〕 

御 健勝の 御 葉書 拜讀 安心 此 事に 奉 存候。 ゆるく 御つ かれ 御 休め 相 成 候 樣祈之 候。 此度は 誠に 彼是 御 多用に て 積 日のお 

つかれさ こそと 存上 候。 

昨日 は 章 子振衲 「よく 似合 ひ 申 候」 行郞 シルクハットと いふいで たちに て 私 内大臣 格に てっき 添 ひ、 山 本、 神 尾、 有 島、 

山內、 高木、 秋 谷の 諸家 を 贈 訪ゅ禮 相す ませ 申 候 間 御 安神 可 被 下 候" 

向井 はァ モイに 赴任す る 兄に 面 會の爲 め 今夜 歸鄕致 候 由、 しげ は 寒さに さはり て 今日は ふせり 居候。 其 他 一同 無事 奮鬪 

致 居候 間 幸に 御 休 神 被 下 度 候" もち もつ き 申 候。 

壬 生 馬、 信 子、 あき子 諸氏に よろしく。 子等に も 可 然御傳 聲奉願 候。 左右 御 伺 旁 i 右の み。 草々 敬白。 

多忙 亂筆御 寬恕被 下 度 候。 


一 九 ニニ 年 

石山 太 柏 氏 宛 11 1 月 九日 〔四 九 七〕 

この度の 御 決心に 付 奥 樣の御 心事お 子 さまの 御 境地まで 推察 申 上げて、 あなたの 悲痛な 御 心中に 對し 他人 事の やうに は， 

Eat, れぬ氣 が 致します。 凡ての 事情が そこまで 行きつ いたのなら それ を 徹底して 見る より 道 はありますまい。 藝 術に まれ 

何に まれ 一 事に 捧誓 する ものに 早 晚來ら ねばならぬ 事で も ある やうに も考 へられます。 私 一 身の上に も 近い 將來 にさう し 

た變 化が 起る かと も考 へられます。 何しろ あなたの 御 仕事が これ を 機に して 益 i 光り か V やく ものに なり まさって 行く や 

う 乍 蔭 祈 上げます。 

頂 だいした 御 畫に對 しても 代金 を さし 上げる のが 至 當と思 ひます が 目下 手許に は 印税が 全く はいらない 有樣 なので、 心 

ならず も 前々 御 融通 申 上げて おいた 金の 中から 相殺して いた V かねば ならぬ を 遺憾に 存じます が 不惡。 相殺の 殘金 につい 

て は 決して 御 心配 下さらぬ 樣 願って おきます。 餘は 更に 拜 眉れ 上。 草々 頓苜" 

里 見 is 氏 夫妻 宛 11 一月 十一 日 fti 九 .<〕 

此度參 上の 際 は 色々 御 芳情 を 御禮申 上げます。 あれから 鎌 倉に 歸り生 馬方に 一泊の 上 今日 一時 頃歸 京し ました" 病氣平 

癒 U 准濱 にての 運動に て 筋骨 强腐少 々閉口。 

「おせっかい」 拜讀。 あと を 期待して ゐ ます。 少女 憧愦の 筆頭に 拙 名 を 見出した 時には 苦笑 を 禁じ？ おませんでした。 飛ん 

, でもない 所で 手痛い ひき 合 ひに 出された ものでした。 不取 敢御禮 迄。 

一九二  二 年  四 七】 
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武者 小路 實篤氏 宛 11 1 月 十 一一 百 於 東京 「四 九九. 一 

こちらから こそ 街 無沙汰して しまって 申： t あ，、，. ません。 いつぞや は瞎 It 社から あなたの 書物が と！^ いて 来ました がそれ 

に，. -御禮 を 申しませんでした。 それから 【星の 群」 誌 も 每號， 遠って 下さる の！」. 今度 はこ ちらが 不精 をして るて 寄稿 もせず 

にゐ るの をす まない 事に 思って ゐ ます。 新しき 村の 爲 めの 選集 は 幸 ひに 寄稿 入 員 はまと まりました。 新潮 社で も それん \ 

蓮んで るる ことと 考 へて ゐ ますが、 最近に は 委しい 消息 を 聞きません。 私 は旣に 校正 を经 りました。 近い 中に 出る ことと 

おも ひます。 あの 本が 十分 に 賢れ て 少し な り と も 村 に餘裕 をつ ける こと が 出来 る やうに と 祈って ゐ ます。 

吉右衞 門への もの はお 書きに ならぬ 由、 最近 私 は 彼に 遇 ふと 思 ひます から 一 つ 直接 尋ねて 見 ませう。 きっと 喜んで 御 顧 

ひする だら うと 思 ひます が、 若し 御 願 ひしたら 書いて やって 下さる とい 、とお も ひます。 あの 入 は藝衛 に對す る 或る 純眞 

さ と 實カ とが あると 思 ひます から、 い  >1 もの を やらせて 其 力 を 延ばさせて 見たい と 私 は 思 ひます。 

東京に 非常に 寒い ことです。 a 地 は 今によ い 事と おも ひます。 

私に 劇 曲 を 捧げて 下さる 事、 それ は 難 有う 御^います。 私に 取って それ はいつ まで もよ い 記念と なり 思 ひ 出と なる で 

せう 0 

友情 の 囘復 につけても 私に 忠告す ベ きも の を お 持ち で し た ら どうかい つて 下さい。 

唐 澤秀子 氏 宛 ー! 1 月 十四日 於 東京 〔五 00〕 

あなた も 少し 御 加減が よくなかった の ださう です ね。 私の は 何んでも ない 單 なる 風邪で したが 何しろ 病的に 健全な もの 

が病氣 をした のです から 1 寸 、健 的な 病氣 でした。 然し も、 つよろ しくな りました。 

さう です 四十 五に なりました。 四十 五に なって 見る と 四十 五と いふ 年齢 は 小僧つ 子の やうな 年齡 だとより 思 はれません。 


自分の して 來た 事から さう 思 はれます。 あなた は 二十 八に なられた ので r ^か。 どんく 若く おなりなさい。 成灝君 見たい 

に 四十 だ 四十 だとい つて ゐ るの は 藥 になら ないや， つです ね" 

年なん ぞ はどうで もい、 として あなたの 今年の プラン は 何です か。 私 は 今年 は 少し 澤山 する 仕事が あります。 見て 居て 

下さい。 お 暇の 節 は 電話で 前觸れ をして お話しに お出 下さい。 話 は 御 承知の 通り 下手お 上です から あなたが 澤山持 參を願 

ひます。 寒い から 御用 心。 

大 島 豊 氏 宛 -— 一 月 十四日 於 東京 〔五 0 一 〕 

Mv  dear  Y.  Osliima: 

First  let  mc  scml  you  my  hearty  g ぼ ョ：" -f  i  New  Year,  pulg  lie  all  the  short  comh お s  of  my Ic 一一 g 

silence. 

,rhc lo 一 だ tidings  you  kindly  sst  me  frequently  have  bee-  read  with  kee 一 i joy  and  i 一一 tit.  Tli letters  tell  y(mr 

life  there  full  or  c:.r(>rt き I  (UU1CC.  Ya  3ust  J 一一 ire(l  ml  i  which ョ §t  Mlip  f  your  J^rasp,  had 1 live(l i 

wise.  Still I  ca: 一  well ir.  the  n  I  care 1 have  sij ョ -I  which 1 never  coull 留 一 w(mM  f  to 

a 一一 y  li)？  Ilanl  as  they  I 1 I  CIre  them  however.  Yo-r  -Kfc  la5l  is  in  tilt  ol. rebirth.  The  surface 

social  life  is  yet  smih;  at  kl  it  looks  s.  Ju-t  i「 ymi  PIS だ c  p little  its  bouj  y(>u  sll  be  l)r ぎ I  to  一一 一一 d  I 

the  If 1 of  if  are  hi I  to  i  up  at  §y  Bl.  Ami  no 一一  観 who  一  s  SBi  tllh  t()  meet  lis 

匿 sio 一つ s  (Is 雲 I  I  to li  appeared.  The  I  is  at  bay.  ca=  you  sec  that  at.  the  f  where  yg き I?  Other  t 

1 wrote  mc  i  the  prof  -  which  occupied  your  miud  is  to  level  (low-  the  impartiality  ol- i  f. 1 Isow  that  really 

Is  one  of  the  great  problems  the  world  it  confront  一 vith.  I  greater  i:robl J  it  sei  to  一 ne,  is  ily  the  SI  sween 
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Miadle  Class  aad  the  Mass  tftople.  Now  the  connecting  bridge  between  those  two  dosses  has  rotten  entirely.  Next  thing  to 

©ocur  IS  merciless  revolution.  Ana  there  fs  help  top  Shice  the  last  "art  cf  the  former  year  the  farmer  people  have  hjejsn  to 

awake  to  their  real  situation  and  commenced  to  take  the  martial  P^^B^rt  towards  the  land-holders  a.ld  their  hebers.  This  is  a 

great  story.  Anytsdy  who  -duld  have  any  concern  to  the  actual  life  of  Japan  must  prepare  himself  with  the  clear,  coiicnK 

view  on  the  coming  social  change. i advis ひ you  to  L>uild  your  standhold  tsfore  you  come  loack  to  Jaaan. 

As  to  my  own  life, i am  do ヨ^  my  b_est  to  f^roduce  my  work  to  my  uttermost  ability.  ； But  owin^  to  some  reason  or 

ether  I  hav ひ not  done  any  credible  work  that 1 could  slsw  ycm  witti  self-confidence.  I  am  ashamed  of  it.  TThis  is  the  reason 

why  I  have  not  sent  any  book:  these  days,  wut  I  won 一 t  stop-  short  here.  If  happily  I  could  p>ass  over  this  inner  crisis,  I  am 

sure  to  t-e  able  to  proauce  thin 一な of  more  WOTtl!  than  those  I liave  produced  till  now.  If  I  could  not,  then  farewell  to 

everything. 

CXher  day  H  met  Mr.  Sonoike.  He  was  oomplaiuing  about  your  s.lence  inspite  of  his  frequent  tidings.  You  have  not 

written  me  rather  ion^  recently.  I  heartily  hope  that  anytwn^  amiss  lias  not  tiappend  to  you.  INly  mother  was  so  pleased 

With  your  land  remembrance  you  sent  to  her.  I  also  thanlc  you  for  your  considerate  deed.  I  was  also  in  receipt  of  your 

.shotp  You  looks  like  a  philosopher  in  it. 

My  three  children  are  doinw  very さ ell.  Tliey  are  grown  up  splendidly.  You  could  not  recognize  them  now. 

Anyway  I  s ョ cerely  f-ray  for  your  good  appttite  and  t>right  spirit.  When  do  you  come  back?  Come  back  anvhow 

with  lol:  of  ； f_? タ. IPS-  to  expand  my  nanowed  IDra-in  with  the  latest  Icnowledre. 

Mrs.  Sakurai  is  in  curious  situation.  She  took  headlong  to  the  dance,  and  has  lost  almost  whole  intere"  p-^c&  home 

liie.  Poor  girl! ひ ue  must  be  in  wrong  relates  with  her  husband,  ^k^^  had  got  a  girl  bal)y  last  year,  and  is  <s 


happy  with  her  husband.  My  youngest  br.ther  was  back  from  abroad  Deo.  last  year,  and  is  living  with  us  newly. Irriea 

wife,  §  and  are  in  fairly  good  health,  and  are  doing  their  work  i  competence.  My  0i  win  write  of  her 

txjrselt. 

whith  hoBt  regards  and  exp  ecting  to  hear  from  you  besre  long. 

Yours  as  ever, 

,rakoo  Arishima. 

I  i  going  to  give  up  to  sxiety  all  the  inher:tanC3  from ョ y  father.  I  will  live  a  i 醫. ぼ was  my 

Iggcherlshed  wish.  May  this  do  me  some  good. 

s 谷川 如是 閑 氏 宛 11 1 月 十四 曰 〔五 2 一〕 

D2r  Comrade 


Thank  you  for  your  short  note  upon  your  pial  of  small iys  in  as  and  ； s.  s  know  my  petty 

thou ま I 1.1  by  a 雲 like  you  is  a 1 It  to ョ e.  I  i  I  short  with ョ y  t.  Wish  very 

I  to  see  ou  I  be  I.  Shall  realize  it  in  se  of  these  I  In  your  leisure  ti3e  comes.  Bel,  I  It  carry  p 

ョ y  I  of  i  s  lie  for  I  Bt  Hease  belive  I  I 1 It  it.  Also  I  It  CISge 1 . 81  of 

arc ノ ery  before  long,  we  ready  about  it. 

Lookinfr  forward  to  OS.  meettin^  In  very  near  future,  H  remi- 


九 二  二 年 


Yours  as  ever, 

Takeo  Arishim- 
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吹 田 順 助 氏 宛 i 一  月 十九 日 於 東京 〔五 0- 一〕 

十二月 七日の 夕方に 書いて 下さった 御手 紙 をな つかしい ものに 拜 見し ました。 

あなたが 海に ある 時 起った 御 母堂の 御 逝去の こと を 何よりお 痛み 致します。 足 助と 二人で 御 留守宅に 出かけたら、 墓地 

に 行かれて 御 不在でした U 奥さんの 弟さん かと 推される 靑 年が 一人 居られました 0 

林 (倭 衞) 君から 汽車の 中で あなたに 遇った との 葉書 は、 前に もら ひました。 同 君が 上海で 旣に 外遊に あきて 来たとの 導 

を 聞いて 面白い とお も ひました。 スペインの 金儲けもう まく 行かなかった のでせ うか。 巴 里 及び 伯林に 於け る あなたの 御 

消息 は 私に いろくな こと を 思 はせ ます" 戰 後の あわた t しい そちらの 生活の 樣 子が、 あなたの 御手 紙の 中に も 看取され 

ます。 

思へば 私達 は實に 千載一遇の 時節に 遇 ひ 得た といって もい.^ と 云へ ませう。 そちらに ゐられ ると 今後の 人間の 生活が 如 

何 向いて 行く かが 割合に 明らかに 見える 事と お 察しし ます。 資本主義と 共產 主義との 過渡期に は 如何なる 生活が 生れ 出よ 

うとして 居る のです か。 その 過渡期に は 如何なる 思想と 藝術 とが 醸されよ うとして ゐ るので すか ^ さ 5 いふ 事に ついて 私 

の 心の 觸角 は朧 ろげ ながら 或 者に さはって ゐる やうに もお も ひます が、 それが 果して 眞 であるが 如何 か は 自分に も 解り ま 

せん" 何しろ 今年に 於 而私は 自分の 生活 をい よく 少しち が へ て 見ようと おもつ てゐます0入としての私は今5^^機に臨ん,；1； 

ゐ ます。 内部 の 生命が 脅か され て ゐ る や う で 創作が 出來ま せん。 これ は 軍に 怠慢から ばか り來 てゐる ものと は考へ られま 

せん。 寧ろ 内部の ものが 私に 怠慢 を强 ひるので す。 「白 官舍」 の續 きなる 「星座」 に旣に 業に 執筆に 驚 手して あるべく して 

まだー^！^手してゐません。 此頃 小説の プ ロットな どを考 へて ゐる のが 變に氣 が ひけて 來 ました。 もっと 端的な 表現に 赴きた 

いとい ふ 熱意が 燃えます。 矢 張 詩 や 音樂が 羨し いとお も ひます。 

此 春 は出來 るなら 單 獨 に 雜誌を 出したい と考 へて ゐ ますが 足 助が 躊踡 して ゐ ます。 足 助 は 商 賢の 方で 少しつ まづ いて ゐ 


る もの だから 自 甫を餘 儀な くされて ゐ るので す。 

日本の 生活です，^ 何ん にも 變 つたこと はありません" ブル ジョァ の 生活が 全く 行きつ まって ゐ ると いふ 事を總 ての 現 

象が 明らかに 語って ゐ ます。 繰返し は 行 はれて ゐ ますが 發展 とい ふ もの は何處 にも 見られません。 曙 術の 世界が 矢 張 その 

通りです。 心 を おどろかす やうな 生活 も 作品 も何處 にも 現 はれ 出て 來て はゐ ません。 何んだ か 世の中が 殊の外 淑 しくお も 

はれます。 

あなたに 見て いたどく 事の 出来なかった 「御 柱」 は 割合に 成功 だとい つてよ かった とお も ひます。 中日 過ぎから は吉 右の 

解 眉 ま 水ぎ は 立って^ えました。 而 して 十分に 或る 感動 を 見る 人に 與 へる ことが 出來 ました。 あの 役者に 若しよ い sa, ト er 

が 出来たなら 必ず 一 人の よい 舞 臺藝術 家と なること が 出来る と 信じます。 一 昨日 も 一 條大 藏に扮 した 彼 を 見て さう 感じた 

ことでした 0 

其 後 戲曲は 一 つ 出来さう になり ましたが 出來 ずに 仕舞 ひました" 

この 春 は出來 るなら 朝鮮から 支那に 遊びたい と考 へて ゐ ます。 支那 人と その 生活に は、 特殊な 觀 察が 出来る かとお も ひ 

ます 0 

^留守宅 を御兑 舞すべき でありながら 遂に 御無沙汰 をして ゐ ます。 今年に なつてから 東京 は 思 ひの 外 寒い のです が II 

今朝 も 雪が 四寸程 積みました i 別にお 變 りない ことと おも ひます。 . 

どうぞ 御 暇の 節 又 伯林の 消息 を 聞かせて 下さい。 あなたの 消息 を 若し 何に かにで も 出せる やうな 形式で 经 つて 下さる と、 

利益 を 被る の は 私ば かりで なくって 大變 にょいと おも ひます か …… 

封入 下さ つ た 葉書 はお もしろ い と 思 ひました。 表現主義と い ふ 事に 關 する 感想 を 大觀の 正月 號に 搨げ てお きました が、 

それが 若し 御手に 入って その 批評 を與 へて 下さるなら 幸です。 改造の 正月 號 にも I 文 を 投じました。 この 一文 は 可な り 1.^ 

響 を 呼んで 大杉榮 氏な ど を 怒ら せた とい ふ 事です。 
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御大 事に。 私 も 大事に します。 林 兄に お 遇 ひの 節 はくれ ぐも宜 敷。 

此 手紙 御 落手の 節 は成瀨 氏に もお 遇で せう か。 圓 山のお たまさん の 家に 强盜が 押しよ せた さう でした が 幸に 息災た つた 

さう です。 その 事 をお 傳へ 下さい。 

有 島 生 馬 氏 夫妻 宛 11 一月 二士 一日 so 四〕 

其 後 は 又 御無沙汰し ましたが この 稀 有の 寒さに も 御 障りありません か。 こちらで も 母上な ど は 全く 閉口して まだ 熱 海；， 了 

も 思 ひ 立 たれぬ 仕儀です。 私 も數日 前から また^ら しく 鼻 かぜ を 引いて 引 こもって ゐ ましたが 昨 曰猿樂 町まで 能 を,， ：， 二 出 

かけました。 

行郞に 託して レ コ T ドを難 有う 御座いました。 それ を 樂んで 聞いて ゐ ます。 

隆 三 夫婦が いよく 十三 曰 頃の 船で 歸國 する やうな 事 をい つて 來 ました。 まだ 船の やうす は會 社の 方に 聞いて は 見 ませ 

んカ  

^^會問題研究ニ册をぉ绘りします。 I つ は 河 上 氏と 福 田 氏との 行き方が おもしろ いのと、 一つ は 露 西 1^- 革命の よい 一つ 

の考へ 方と が あると 思 ひます から。 

子供 連が 成 城小學 校と いふのに 通 ひ はじめました。 數 日の 事 だからよ く は 分りません が. これまでの 所では 格段に 結果が 

よい やうです。 自發 的に 自習な ど を やって ゐ ます。 家庭教師の 必要 もな きに 至り さう です。 

御 健康 を 祈る。 

八 木 澤善次 氏 宛 —— 一 月1 一十 九日 〔五 0 五〕 

御手 紙を拜 見し ました。 例の 公會堂 の 金が 取れなかった さう で 御 氣の毒 をし ました。 市役所の 方から はま だ 何等の 書 i 


も经 つてよ こしません。 委任 狀は 早速 捺印の 上 御 返绘甲 上げます から 宜 敷お 願 ひします。 

兄との 會見 について 河 上さん から もま、 書 を 頂きました。 而 して 社 會間題 研究 も。 それ を 讀んで 私 は 自分の 事 實に卽 した 

知識の 不足なる 事を發 見して 恥し く 思 ひました。 早速 河 上 氏に 御禮 をし ました。 然し あれ を讀 むにつ けても 大杉 氏が 二月 

號の 改造に 出した バタ ー -1 ンの やうな 考へ 方に ついても う 少し 識者の 說が 聞きたい やうに おも ひます。 よい 本で もあった 

ら敎 へて 下さいません か。 

私の 言說が 表面の 熱情に 似ず 理智 的な 印象し か與 へない との 御考 へに 對 して は暫 らく 沈 默を 守る こと. にします。 その 中 

あなたに 少しく うな づ いていた ヾく 事が 起る かと も 思って ゐ ますから"  、 

其 後家 は見當 りました か。 あなたの 方の その 事 も 順當に 行く やう にと 祈つ てゐ ます。 

明日 は 又 弟の 隆三 夫婦が 米國 から 歸 つて 來 ます。 これで 兄弟 全體が 日本に 揃 ふこと になります。 是れに は 一 種の 攝理を 

感じます。 來月 こそ は 創作に 沒 頭したい とお もって ゐ ます。 今日 「白 官舍」 をもう 一度 讀み 返して 見て 少し 勇氣を 恢復し 

ました。 

河 上さん が 藝術家 は エゴイスト だから 云々 とい はれた 事 は勿體 ないやうな 氣 がします。 それに 堪 へる だけの 仕事の 出來 

ない のがつ らく 感ぜられます。 

右 御 返事 旁 草々。 

この間 堺 老と會 食した 時に も 「宣言 一 つ 」 の 話が 出ました。 それ は 「前 驅」 に 出て ゐる さう です が、 まだ 讀 みません。 

堺老は あの 感想 は 誰に も 賛成され ない とい ふ 特色 を 持って ゐ ると 評しました。 それが いろくな 意味で、 私 を ほほ ゑ ま 

せました 0 

あなたの 用 ゐられ る あの 封筒 は 研究所の ものな のです か。 さう だとす ると あれが 私信に 招 ゐられ るの は 妙に 私に は 忌 

まれます。 山川 總長 のまね ではない が勞働 問題 研究に 用 ゐられ る 費が 用 あなたの 私用に 多少な り 供され てゐ ると いふ 事 
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が氣 になる のです。 

これ は 前から 一 度 申さう と考 へて ゐた 事です が 餘白を 借りて こ- -に 認めます。 餘 計な つまらぬ 事 をい ふの を 許して 下 

さい。 .而 して 餘り氣 にせずに 讀んで 下さい。 

牧山正 彥氏宛 —— 二月 七 rn 於 東京 〔50 穴〕 

再度の 御手 紙に 御 答 もせずに 打 過ぎて ゐた事 をお 許し 下さい。 あなたが 私の 人間 及 仕事に 對 L て 色々 に考へ 深く 思索し 

て 下さる 事 を 感謝して ゐ ます。 よし それ は あなたの 安心の 爲 めだと する も その 思索の 結果 は 私に もい 意味の 影響 を與へ 

て くれる 事 は 確かです。 只 ー點に 於て 現在の 處 あなたと 私との 距離が 生じて ゐる やうです。 あなた は Sollen を 普遍的な 

力と して 把摑 しょうとして ゐられ るし 私 は 自分 1 個の Sollen が 何で あるか を 摸索して ゐ ます。 換言すれば あなた は 私よ 

り も客觀 性に 富んで ゐられ るので す。 實 際の 事に 於て は 或は あなたの 方が 私よりも より 多く エゴイスト であるか も 知れな 

いけれ ども、 形而上 學 的の 問題に なると あなた は 私よりも 遙 かに 客觀的 であると いふ 點 に 相異が 生じて 來 るので はない か 

と考 へて ゐ ます。 

「宣言 一 つ」 の 反響が 新潮に は片上 氏に よって、 前衞 には搏 氏に よって 現 はれました。 三月 號の 我等に 於て 私 は それに 答 

へる つもりで ゐ ます。 私が 物 を 斷定し 過ぎる 嫌の あるの は 自分で も 承知して ゐ ます けれども 是れも 生れつき なので せう。 

やめられません。 

金の ことが 大變 おくれて すみませんが 小泉鐵 氏から 六 百 五十 圓ぉ经 りする 事に します。 それ を 家賃と あなたの 學資 とに 

お 使 ひ 下さい。 

あなたの 結婚 生活に 對 する 惱 みは 多少 夢想家 的な 處が あるので はない かとお も ひます。 あなたが 要求され る やうな 妻 は 

果して 得られる もので せう か。   


私ば 今 星座に 苦心して ゐ ます。 三月 中には 是非 書き あげてし まひ 度い と考 へて ゐ ます。  . 

有 島 生： 馬 氏 宛 11 二月 十六 R 於 東京 〔5040  . 

先日 は 突然 參上 致し 御 病狀が 思った より 輕く 見えた ので 安心して 歸 りました。 診斷の 結果 もさう である やうに 祈って ゐ 

ます 0 行 三 を 永々 難 有 御座いました。 昨夜 至て 元 氣で歸 宅し ました。 今 曰 だけ 休んで 明日から 學 校に 出る やうに させます。 

藝 術の 事に ついての 御 勸告を 難 有く 思 ひます。 然し 目下 押 寄せつ \ ある 牛； 活の 更新 問題 は 百年 二百 年：^ 上の 問題 だと 私， 

ょ考 へて ゐる ものです。 藝術 家で あらう が 何で あらう が此 問題に 對 して 自分の 態度 を 決定す るに あら ざれば 誠の 仕事 を 成 

就す る こと は出來 ない と考 へて ゐ ます。 考 へて ゐ るの みならず 私と して は實 際出來 ません。 今日の 政治問題 などに あれ 程 

冷 刻な 私 もこの 問題に は 日夜 考へ こませられます。 

信 子さん にも 宜敷。 又 寒くな りました から 御用 心。  ., 

淺井三 井 氏 宛 11 二月 十七 日 於 東京 〔五 0.O 

今日の 御手 紙 を 先程 拜見 しました。 私が 此頃 手紙 を さし 上げな いのは 時々 あなたと お 目に か. "る 事が 出来る のでお 手紙 

を さし 上げる 必要 を 感じなかった からです。 萬望惡 くお も はないで 下さい。  . 

. ^度 は 御 姉上 樣 方と ゆっくりお あ ひに なって よくお 話 合 ひに なった 事 を 大層 よろこばしく 思って ゐ ます。 實際御 如上 方 

は あなたの 長い 未來 について 心から 色 々心配して ゐられ たやう ですから、 嘸 安心 もな され よろこび もされた 事と おも ひま 

す。 今後と も あなた は あなたの 道 を眞し ぐらに 進んで 皆樣 にこの 上のお よろこびと 御 安心 をお させ 申さる 樣御 精進の 程 を 

深く 祈って ゐ ます。  . 

畫の 事に つ いて は 度々 申 上げる 通り、 唯 見た 跟の 美しい とい ふ 事ば かりに 氣を 取られずに， 物の 眞と いふ 事、 一見 醜よ 
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見える ものの 中に も 見入って ゐ ると 云 ふべ からざる 美が 潜んで ゐ ると いふ 事、 自分の 表現に 他と 混同すべからざる ス タイ 

ルを 創り 上げる とい ふ 事、 夫 等に も 十分の 注意と 修道と を 積まれん 事 を 希望し ます。 といって 實際 あなたが 作品 を 見せて 

下さる と 私に は 中々 どこが どうとの 判斷 はっかなくなります が、 是れは 自分の 仕事から 得た 經驗を 申 上げる までです。 

私 も每日 机に 向って は 居ます が 原稿紙の 白い 場合の 多 いのは 悲しい 事です。 然し 今 私 は是れ にさして 不安 は 感じて ゐま 

せん。 私の 生活が 改 つて 來れば 自ら 作 も 出來る やうになる ものと 信じて ゐ ます。 只 時々 の雜誌 記者な どのつ まらぬ ジャナ 

リ スティックな 質 間 を 以ての 訪問 は 私 を 苦しまし める 事 並大抵ではありません。 時には 自分の 仕事に 對 する 凡ての 感興が 殺 

がれて しまって、 頭 をな ほす 爲 めに 屋外に 飛び出さねば ならなくなります。 

ブレ， クの もの 今度 あなたが お出で 下さった 時 御 自分で 西洋 館 を 尋ねて いた きます。 私が 尋ねる とい >| のです が 今 一 

寸其 暇が 惜しい やうに おも ひます から。 ありさうな 處を 尋ねて 見て 下さい。 

あなたの 御 仕事が 益 i よく 出来る やうに と 祈って やみません。 子供達 は 先刻 寢 にっきました。 私 は 今 其 傍で 此 手紙 を 書 

いて 居ます。 子供に ついての あなたの 御 同情 は 一 人の 親なる 私 を淚ぐ ませます。 

牧山正 彥氏宛 11 二月 十七 日 於 東京 〔五 0 九.〕 

御经 金が 大變 にお. くれて 申譯 がありません。 實は小 泉 氏に 融通した 金が あつたので 其 中から 经金 を依頓 した 處が、 同氏 

は 旅行 中であった ので 手紙 を讀ん だのが おくれ 加 之 こちらから 申出た 金額 はおくれ ないで 三百 五十 圓丈 けなら 经れ るとの 

事で それ を 其方に 依 賴し殘 金 三百 圓を 不取敢 直接に 電经申 上げた 次第です。 小 泉 氏の 達 金は旣 にと t きました か。 

御風 邪だった 由 然しもう 御 起床で 結構でした。 然し 十分 御大 事に なさい。 あなた は 丈夫 さう に 見えて ゐて 割合に 病氣に 

は 敏感な 一入 だとお も ひます から リ 

諸家に 與 へる 答 を 三月 號の 我等に 書きました" 暇が あったら 見て 下さい。 今度 (二月〕 の 新潮と 我等と に片上 氏の 弟なる 


竹 内 仁？ 

林 (？) とい ふ 人の 書いた 阿部次郎 氏に 與 へる 批評 は 中々 讀み ごた への ある ものと 思 ひました が 如何です か。 阿部 氏の 答へ 

を樂 しんで ゐ ます。 兎に角 評檀も 少し 眞劍 になり 始めた やうです ね。 あすこが もっと 眞劍 になって 來 ると 多少な り 創作の 

方に も其氣 分か 影響す るで せう が。 

春が い よくや つ て來 さう です ね。 僕 は 毎日 原稿紙 を 前に して 書いて は 破り 書い て は 破りして ゐ ます。 

與謝野 晶子 氏 宛 —— 二月 二十日 於 東京 〔五一 o〕 

正月に なったら 無沙汰 をす ると 河 崎 女史に 御言 傳が あつたの は 心得て ゐ ますが こちらから はこれ ほど 御無沙汰 する 氣は 

更ら になかった ので 御座いま すが、 如何した 心 か 自分に もよ く はわから ぬ 傾きから 遂に 御 年 首から 今日まで 御 左右 を も 伺 

はずに 過ぎて しま ひました。 御 起居の 樣は 蔭ながら お 歌の はしに 伺 ひ 得る やうに 思って ゐ ました。 學院に は 時々 お出でに 

なるとい ふ 事 を 秋 谷の 娘から 聞いて 御 丈夫な とい ふこと も 想像して ゐ ました。 私 はこの 頃 やう やく 創作の 氣分 になって 每 

日 客 を 謝して 机に 向って はゐ ますが 自分の 生活が 惡 いため か 筆が 思 ふやう に 動いて はくれ ません。 全く 視角 を變 へない ま 

では どうに もなら ない 事な のかと 思 ひます。 力が 枯れ 盡 したと は. まだお も ひません が 何やら 心と 身と 思 ひのおかれ 處 がち 

ぐ はぐに なった やうに 感ぜられます。 思 ふま：.！ にどん/ \- 筆 を 運ばして 行く ことの 出来る 人達 を この頃 は 少し 羨ましく さ 

へ おも ふやう になり ました。 

春が どんく と 近寄って 來る のが 心 を餘計 いらだ. 1 せます。 御 淸康を 切に 祈 上げます。 

宫部金 吾 氏 宛 —— 三月 十 一日 〔五一 一〕 

其 後 は 慮外 の 御 疎 情 申 上 居候 處益 i 御淸祥 の 段 大賀の 至に 奉存 候。 降而 小. Ifi 亦 幸に 碌 々 起居 罷在候 間 乍 揮 御 放念 被下樣 

翠願 候。 借而 過日 は故ク ラ 1 ク氏傳 及 同氏 記 〈ス 館の 詳細 御 報知 被 成 下 難 有、 永々 御 苦心の 結果 宿志 御 貫徹の 段 乍失禮 敬服 
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の 至に 不堪 候し 是れ を機緣 として 同氏の 芳名 は 永く 日本の 1 隅に 輝き 可 申と 存候。 小生 も 心ば かりなり ともと 兼ねてより 

存じながら 今日に 至る まで 何の 御手 傳も不 致 汗顔の 至に 不堪 候。 其 中 寸志 を 寄せ 候 時期 も 有 之 候 半 か。 其 節 は 何分 宜敷奉 

顧 候。 

春めき 參 りながら 今年 は 中々 春來 のお そき がか こたれ 申 候。 折角 御 自愛 專 一に 被 遊 度此段 御禮旁 M。 荩々 頓 首。 

井上み な 氏 宛 11 ョ月 十五 B 於 東京 〔五 一 一一〕 

ほんとうに 御無沙汰 のしつ 廿 けで 何ん ともお 詫びの しゃう がありません。 度々 のよ い 御 消息 又 歌な ど をいた きながら 

こんなに 沈默 してし まって は濟 まない 事です。 如何 かして 手紙 を 書か なくなり 出す と、 書かう とする 方へ は尙 書け なくな 

る不 議な 性癖から 来た 事です。 あなた 方に 〔以下 抹殺〕 

あなた 方の 奮 鬪の御 模樣は 御手 紙 毎に 承知して 乍 蔭お よろこびして ゐ ました。 お子さん もお A£ しくお 育ちの 由 この 上 

なく うれしく 存じます。 私の 所 も 一 同 頭 健 至極です。 三兒 とも 今 は澤柳 政太郞 氏の 經營 する 成 城小學 とい ふのに 通って ゐ 

ますが、 學 校の 方針の 自由な のと 先生に 中々 よい 人が あるのと で 殊の外 仕 合せです。 大變に 元氣に 快活に なりました。 私 

は 今 創作に 熱中して ゐ ます。 自分で むづ かしい 道 を 選んだ ので 期待の やうに は出來 ません が、 兎に角 仕舞まで やって 見る 

氣でゐ ます。 私の 實 生活の 改革 もい よ/ \ 今月 中には 決行す る 事に して ゐ ます。 親ゅづ りの 資產 はきれ いに 捨て. - しまつ 

て 自分の 筆の 先き でかせぎ 出した 所で 活 きて ゆきたい と考 へて ゐ ます。 家内で は 一 騷ぎ 起る ことと おも ひます が、 もう そ 

れを氣 にして 默 つて は ゐられ なくなりました。 〔I 部 抹殺〕 

あなた 方が 段々 生活に 自由に なられて、 K 對に 私の 子供達で も 生活に 苦しむ やうな 日が 来ない とも 限りません が、 そん 

な 時には 彼等に どうか 一顧 を與 へて やって 下さい。 それ をお 頼みして おきます。 御 妹 御さん から は 稀に 御 消息が あるので 

したが 此 頃は頓 と打絕 えて ゐ ます。 どうな さった かと 思って ゐ ます。 あなたの 方からで もお 便りの ある 際に は 何卒よ ろし 


今日は 滄田百 三 氏が 來訪 するとい ふので 今 心待ちに 待って ゐる處 です。 その ひまに 此 手紙 をした >1 めます。 智兄 にもく 

れ<\ もよ ろしく。 

淺井三 井 氏 宛 11 三月 十九 B 於 東京 〔五 ニー 一〕 

この間 は來て 下さった のに ゆるく お 話す るいと まもありませんで おゆるし 下さい。 金曜日で は 迚も 駄目です。 あの 日 

は 割合に 入が すくなかった 日です けれども 矢 張 十二 三 人の 人が 見えました。 

原 町の 家 は 私が 著作 業と いったの でた  つた もの か斷 つて 来ました。 今まで 見た 家の 中で は 1 番 よかった のに 殘念 しま 

したが 仕樣が ありません。 引越しの 節 は 是非 手傳 つていた 父き ます。 而 して 新 家に も是れ まで ど ほり 遊びに 来て いた^き 

ます。 それから 今から お 願 ひして おくの は 母 は 今度 は 別に 住居す る 事と なるとお も ひます が 此方に も 折々 は 尋ねて やつ て 

下さい ませ。 今度の 事で 1 番 苦しむ の は 母 だら うと 思って 氣の 毒に おも ひます から。 

あなたに 對 する 私の 氣 持ち は はじめと 少しも 變 つた 所はありません。 私 は あなたの 素直な 性質 を 深く 愛して ゐ ます。 あ 

なた の 優し さ を うれしい ものに 思って ゐ ます。 それ は 決して 疑 ふ 事な く 信じて 下さ い。 

もう 母上 樣 はお 歸 りに なった のです か。 あなた も 中々 お 忙しい 事と おも ひます。 十分 健康に は 注意して。 御 姉上 方と 本 

當に 理解が 成立った の を あなたの 爲 めに 此上 なくお よろこび 申します。 

今朝 は 三 子と 共に 私の 勉强 室の 前に 花壇 を 作りました。 この 家に 他人が 這 入った 後に 花 は 咲く やうになる かも 知れない 

けれども、 それ もい.^ でせ う。 小さい 手が 何 かよい 事 をした 結果になる でせ う。 午後から は 葵 館の デブ 君、 夜 は 銀座の 散 

歩" 子供達 は久 振りで 銀座の 夜景 を 見た やうです。 

夜が 更けました。 それで は 又。 
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與謝野 晶子 氏 宛 11 三月 十九 日 於 東京 〔五 一 四〕 

故人と 仰 有った ことに ついては その 時に もよ くわ かって ゐた つもりで 何とも 思って はゐ ませんで し ヒ改御 心配， 卜さ 、 ま 

すな" 其 後 御 健康 は 如何です か。 あまりお 忙しい ので 撫 おつかれの 事 だと 吳々 お 察し 申 上げます。 萬 望 御 無理 をな さらぬ 

樣祈 上げます。  . 

成城學 校の すぐ 近所に 都合の よい 貸家 を 見付け ましたが、 著作 業と 申した のがた \ つたの か 貸して はく  e ませんで した。 

御宅の 御 近所に 五 間 程の 五十 圓 前後の 貸家 はありますまい か。 若し 御心當 りが ありましたら お知らせ を 願 ひます。 新兒付 

の 方に 近ければ なほ 好都合で 御座います。 肴 町まで 參れば 電車の 便 もあります から 牛 込 見付邊 でも 大して 通 舉に卞 < 逸^な 

いと 考 へて ゐ ます。 今 はた^ 早く 今までの 重荷から 解放され て 創作に 專 一 でありたい とのみ 希って ゐ ます 0 生 馬の 健康が 

本當 に囘復 せぬ ため まだ この 事 弟 等に さへ 委曲 は 申出て 居りません が、 これ は 相談と 申す よりも 宣言になる ことです から 

弟 等に 不服が あれば 私 は 身 一 つで 家 を 出る だけの 結果になる ものです。 

野依雜 誌に 主義に ついての あなたの 御意 見が 出て ゐて それに 私の 考 へが 一致して ゐ るの を 見て 會心を 禁じ 得ません でし 

た。 太 當に うれしく 思 ひました。 

この頃の 河 上 氏の 態度 も凉 しい もの だとお も ひます。 聞く 所に よれば 福 田 氏の 如く マルクスの 所說を 逆用して マルクス 

の 牙城 を衝 かう とする 舉 者 や 徹底的に 粉碎 する のが 大切な 仕事と 信じ 死に 身に なって 働いて 居られる 樣 子です。 論の 當否 

は 鬼に 角 あの 位 眞劍な if 者 を 持つ とい ふ 事 は 私達の 誇り だとお も ひます。 現在の 創作 の 不振 は 如何です。 實際 私達の 間 

に は 正しい 內的 生活がない とい ふ 事 を 思 はせ ますね" これ 等の 事に ついての 御 考へも 十分 承り 度い とお も ひます けれども 

今 は 暇 を 得ません" 私が 仕事 を 終へ たら 是非 伺 はせ て 下さい ませ。 何しろ 破って 破って 破って 行く より 仕方がな いかと 考 

へて ゐ ます。 ぐづく して ゐ ると 直ぐ 厚い 皮が 張り かけます。 もう 私 もい つまで もお となし くして ゐられ ないやうな 內部 


からの 衝動 を 感じます。 只 力 を 統べ る 力の 足らな い の が 悲しまれます。 

それにしても 此頃は 愉快です。 この 偷快 がすぐ 不満足に よって 蝕まれる の は 知り 切りながら 矢 張 愉快です。 私 も 夢見る 

事が 好きだと 見えます。 

今朝 三人の 子供と 共に 花壇 を 築きました。 晝 から は 四 人 連れで デブ 君と いふ 人の 映畫を 見ました。 夜の 銀麼を 散歩し ま 

した。 歸 つて 子供が 寢 てから 河 上 氏社會 問題 研究の 三 月 號を讀 みました。 而 して 今 あなたに 此 手紙 をした. - めます。 もう 

十 時が 過ぎました。 あなた は 未だお 働きで せう か。 繰返しお 祈りし ます、 どうか 御大 事に。 

武者 小路 實篤氏 宛 ——三 月 二十 五 B 於 東京 〔五一 五〕 

もう 旣に 村の 方に 歸られ たの だとお も ひます。 もう 段々 農事が 忙しくな つて 來 るので せう か。 御 健在 を 祈ります。 

「燃える 林」 を 曠野 社から つて 来ました。 厚く 御禮 申します。 今日は 其 大分 を拜 見して あなたの 姿が！ Itii 透明に 正確に 

深味 を帶 びて 現 はれて 來 るのに 驚きました。 本當に 不死な ものが 其 中に 潜んで ゐ るの を 感じました) 難 有う。 

男澤 氏が 尋ねて 來られ ました。 よい 靑年 らしく 見えます。 農科 大學 の附屬 農場に 依頓 して 見る. ことに 約束して おき まし 

た 0 

昨日 弟妹に 私の 意志 を發 表して I 同の 承諾 を 得ました" 皆 は 快く 私の しょうと する 處を 認めて くれました。 この 次 は 母 

而 して 外 威" 

倉 田 兄の 「父の 心配」 を 帝劇で 見ました〕 立派な 舞 臺效果 を 持った 味の ある 戲曲 だとお も ひます。 スト リンドベルグの 

「死の 前」 に は 大きな 威壓を 感じて しま ひま じた。 

東京に は 少し 寒さが かへ つて 来ました。 九州の 暴風雨に は 村 は 損害はなかった のです か。 
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唐 澤秀子 氏 宛 11 三月 三十 n: 於 千 葉稻毛 〔五一 穴〕 

私の 行く 道の 事に ついて 深 い 御 同情 を 殊の外 難 有く 存じます。 あなたが お 若 か つ た 時 受けられた 苦難に ついてい つか 承 

る 機會の あらん 事 を 祈って ゐ ます" 新 生活 には子 供 を も 伴 ひ 入れる つもりです。 それが 彼等の 爲め にもよ いとお もって ゐ 

ます。 二十 五日から こちらに 來て書 きもの をして ゐ ます。 毎日 坐りき りなので 膝頭が いたみます。 煙草 をのみ 過ぎます。 

淑 しさに は隨 分よ く 慣れて しま ひました。 くたびれ ると 御存知の 下手な 謠 をうな つて ゐ ます。 昨夜 は 犬が 部屋の 外に 来て 

吠えました から やめました。 今蹺 また ひどく 吠えました。 多分 謠の 夢を見て うなされ たの だら... -と考 へたら 犬に 氣の 毒に 

もな り 自分に 笑止に もな りました。 

松 を 吹く 風の 行 衞を追 ひ 居れば われと しもな き 我れ に 遇 ひぬ る  ， 

明日 歸京 。明後日 また 小 旅に 出ます。 

足 助 素 一 氏 宛 —— 四月 十 曰 於 東京 〔五 一 七〕 

里 見の 事 隨分鑌 にさ はった ことと 思 ふ。 昨日 里 見が 来てから 一寸 その 事に 觸れて 見たら、 會 つて 話せ はも 少し 誤解が な 

かったら うが 何しろ 二度まで 出版の 材料 を 代へ たの だから 足 助 氏が 不快に 思 ふの も 無理 はない が、 新潮 社が 二百 枚 位の 叢 

書風の 創作の 出版 を 企てて ゐ るので それに は 潮風が 一 番適當 だから それ を 新潮 社に ま はし 甘酒 を 取って 貰 ひたいと おもつ 

てた の だが 足 助 氏が 不服ら しいので 電話で それで は 矢 張 潮風 を さし 上げる とい ふと そこで 足 助 氏の 方から 電話が 切れた と 

いって ゐた U いっそ 綺麗に 解約した 方が い X かも 知れない と 足 助が いって ゐ たと 知らせたら、 それなら 話が 全く 新たに な 

るの だから その 中 話 をしょう とい ふ 風に いって ゐた。 兎に角 僕の 趣味と して は 約束 は 約束で 果 したら、 齒切 がよくて い. - 

だら うと 思 ふの だが、 ど 5 も 他人の 事に さう く 口 も 出されな いから 默 つて ゐた" 


母 ま 一昨 m 歸 つて 来た。 熱 海に 行って る 間 は 子供 もゐる 事な り、 ごたくして ゐて話 をし なかった" i 作 を 終る と 同時 

に 切り出す つもりで ゐるリ ひょっとすると 不愉快な 結着になる らしい。 

勢 田 たま子 氏 宛 11 四月 十 一 日 於 東京 〔五  一 A〕 

京都の 春 ももう 老いた 事と おも ひます。 これからの 葉 櫻の よい 時節が 却而 なつかしく おも ひ やられます。 あなたの 御 家 

は廣 くなる のです か。 

東京 は 博覽會 とかで 人出が 中々 ある やうです が 私 はお それ をな して まだ その 方に 足 を 向けて 見た 事 もありません。 京阪 

らし い 言葉の 人 も 時々 電車な どで 見受けます。 あなた は 中々 遊びに は 出て は 来られな いのでせ うね。 

滿韓の 旅行 も 如何なる 事 やら 分りません。 私が 財産の 整理 をす るの を 聞いて 滿鐵の 重役が あんな 人間 を賴ん ではた まら 

ない といって ゐ たさう です。 神經 質に は 驚きます が 一 方から 考 へれば 無理 もありません。 かう して 私 は 好んで 自分から 世 

間 をせ まくして 行く のでせ うか。 

御兩 親に も あなたに も 恙な かれ かしと 祈 上げます。 こちら は 一 同 無事 幸に 御 放念 下さい。 川 田さん は 時々 は 見えます か。 

御大 事に 而 して 幸 多 かれ かしと^ 

足 助 素 一 氏 宛 —— 四月 一 一十 曰 於 東京 〔五 1 九〕 . 

十七 日に 母に 話した 處が 矢張り 泣き出された。 而 して 二 ± 一 日に もう 一 度 弟妹 を 集めて 相談 をす る 事に なって ゐる。 今 

度 は 母が 召集す るので 僕の 知った 事で はない。 

借家の 方 は 先方で 掃除 中、 或は 同じ 貸家 中に 更に 都合の よい 所が 借りられる かも 知れない ので 泊り に 行って 貰 ふこと は 

まだ 數日 大丈夫と 思 ふ。 
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牧山正 彥氏宛 —— 四月 二 七十 曰 於 東京 〔五一 10〕 

其 後 こちらから も あなたの 方から も 消息が 絕 えました が、 あなた は 別に 御 障 もない 事と 思 ひます。 僕 は不相 變尤気 e」 す。 

「星座」 も 第一 卷を 書き終へ て 目下 その 校正 をして ゐ ます。 あと 千 枚 ほど も 書いたら 多少 腺 鼻の つくもの が 出来る かとお も 

ひます が、 ああい つた もの を 書く 氣が 少し 退 縮し 始めました から 果して 完結し 得る か 如何 か 疑問です。 

改造で 河 上さん の もの を讀 みました。 總てを 生れつきに 歸 してし まへば 大變 簡單に 事が 分る やうです 0 而 して 實際 はさ 

うなの かも 知れません。 そこに 「あらねば ならぬ」 を 招 ゐて來 るの は 作 爲に墮 した 考へ 方の やうに も 思 はれます。 こ J 

は 私 ももつ と考 へて 見たい と 思って ゐ ます。 この間 一 人の 社會 主義者に 會 つた 時 その 人 は 僕の やうな 人間 は 一 種の 變重 だ 

と 評しました。 成程と 苦笑 を 禁じ 得ませんでした。 

御 歸洛の 節 御 紹介した 飯 嫁 氏に は旣 にお 遇 ひに なりました か。 まだ 會 はれないで 其 機會が 今後 一 寸來 さう もなかつ たの 

なら 乍 御 面倒 僕が 書いて お託しし たもの を 郵便で でも 达り屆 けて おいて 下さ 、，。 

これから 又 ホヰヴ トマ ンの 飜譯に 取り か >1 らう かとお もって ゐ ます。 

昨日の 地震 以来 この 地 は 何ともい へぬ 晚春 らしい 氣 候に なりました。 

話 を 持ち出した 爲 めに 母 は 曙い 氣 分で ゐ るので 幾分 この 春 は 僕も晴 いもの を 感じ はします が。 

吳茂 一 氏 宛 1! 五月 四 S 於 東京 〔五一 一一〕 

御手 紙を拜 見し ました。 今度の あなたの 御手 紙 は 私に 深い 思 ひを與 へました。 本當 にあな たの 内部 經驗の 中には 悲しい 

深 かさが 潜んで ゐ ます。 人生の 諸相に はまこと に 世に ありふれた 樂天 家が 窺 ふ 事の 出来ない 井戸が うがたれ てゐる やうで 一 


けれども 私 は 現世に 力一杯 執 驚して 見ます。 も かも を此 世に 於て なし 遂げて 見ようと して ゐ ます。 償 ふべ から ざな 一 

Wrong を 負うて 死んで 行った 人の 爲め にも 私 は 現世で 何とかして 償 ひ をして 見たい とお も ひます。  . 

それが {も しき 夢で あるの を 悟る 時が 來る かも 知れません" 

その 時には 私 は それ を 私の 智慧の 足らない 爲 めと おも ひませ う。 諦め ませう。  . 一 

この 事に ついては 何やら まだ 申 上げたい 事が 殘 されて ゐる やうです が 今日は 心が 浮き 上って ゐ ますから 又の 時に ゅづり 」 

ます。 然し あの 御手 紙の こと は 永く 私の 心に とヾ まります。 

今夜 は Zimbalist を 聞きに 行か 5 とお もって ゐ ます。 あの人から は 美しい ものが 得られ さう にお も ひます ので。 

吉川銀 之！^ 氏 宛 11 五月 六日 夕 〔五三 一〕 

度々 のお 手紙に 對し御 返事 延引 相 成 居候 事、 誠に 申譯無 之， 先般 來、 著作に 沒頭、 餘事を 抛擲 候爲め こ、 去月 三十日 弟： 

佐藤隆 一. n の 妻 急病に て 死去 致し、 小生 宅より 葬式 を 出し 候爲 めと. にて、 不計 御無沙汰に 相 成 候 次第に 御座 候。 

早速 用件 御 返事 申 上 候。  、 

一、 北海道 拓植 銀行より 資金 借 入れの 事、 承知 致し 候。 

1 、 吉川コ ト 殿の 事 も 承知 致し 候。  " 

一、 土地 解放の 儀に 關し懇 々御意 見お 漏らし 下され よろこばしく 存上 候" 小生 當 初の 考 として は 全く 晨 家に 土地 を與 へ- 

んとの 事な りし も、  某 後 種々 熟考の 末、 農家に 土地 を與 ふるに は 相違な きも、 一 つの 條件 を附 し、 かの 農場の 地面 を 在來ー 

の 農家 全體の 組合 所有物と なし、 一 同 會議の 上に て 規約 を 設け、 將來 の發展 をな す やう 致し 度き 所存と 相 成 申し、 其方 法 一 

は 中々 難事と 存候. 得 共、 貴殿 願く は その 衝に當 られ、 十分の 御 熟考 を 以て、 適 當の案 を 作られ 候樣 致し 度く， 要は 農家が 1 

讓與 せられた る 土地 を 最上に 利用し、 それが 他の 惡 資本家の 手に入らざる 樣、 X 向後 も 生活が 益 i 安全と なり、 發展し 行) 
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くやう 御 取 計 ひ 相 成 度 願 上 候" 札 幌農大 の 森 本敎授 も、 其方 法に つき 學生等 をして 講究せ しめ 候 由 申出 でられ 候 間、 自然 相 

談も可 然と 存上 候。 從來 貴殿が 農場の 爲 めに 蔭 曰 向な く 熱心 從 事せられ 候 所 は 十分 認めて 感 謝 致 居候 次第、 今後の 事 もお 

任せ 申 上 候 間、 開拓者なる 父の 苦心 も 無駄に ならぬ 樣、 小生の 存意も 徹底す る樣、 御 骨折り 下され 候樣 切望の 至に 不堪 候。 

財 康 處分 について は、 母 及び 弟妹の 同意 を 得 居り 候へば、 今年 中には 總てを 片付け 度 存念に て、 何れ 貴地に もま かり 越し、 

御 相談 可 申 上 積り に 候へば、 それまで にお 考へ 置き 下され 候樣 致し 度く、 尙內容 について は 更に 得 貴意 候 事 も 可 有 之 候" 

目前の 仕事、 卽ち 水田 事業の 完成まで は、 勸 業との 關係 上、 小生 名 儀に 致 置 候 方可然 かと 存 居候。 

旣 に春來 色々 御 多忙の 事と 存上 候" 水田の 事 何共 可 然御盡 力、 立派に 成功 致す 樣御 骨折 被 下 度、 家畜 飼養の 事 もよ き 御 

思 付きと 存候。 是亦 十分の 御 計 畫を以 C 事に 當られ 候 樣祈上 候。 

拙 家. I 同 幸に 頭 健、 幸に 御 放念 被 下 度、 貴家 も 益 i 御淸祥 ならん。 此頃 は賑々 敷お 暮 しの 事と およろこび 申 上 候。 先 は 

右 闭事旁 I- ，草々。 

牧山正 彥氏宛 11 五月七日 於 東京 〔五一 i〕 

此 度の 御手 紙 は 悉く 偷 快でした。 殊に ブル ジョァ は社會 奉仕から 出發 乙て 實は 自己の 爲 めと いふ 所に 落ちつき、 プ ロレ 

タリ ャは 自己の 爲 めと いふ 所から 出發 して 實は 社會 奉仕の 結果に なるとい はれる あたり は 案 を 打つ の 思 ひがしました" こ 

れは あなたの 心の中に 醱酵 した 大事な 酵母の 一 だと 考 へます。 而 して それ は 私に カ强ぃ 1^ 示 を 投げ かけて くれました 0 河 

上さん の 言說の 凡てよりも. これ は 私に 强ぃ 力でした。 平 氣で他 を 顧みて 居られない 程 自己に 忠實 であると いふ あの 境地 も 

私に は I 稀 望ましい ものに 考 へられます。 早く あすこに 行きたい もの だと 考 へて ゐ ます。 

昨日 別れに 阿部 兄の 所に 行きました。 樂 しく 三十 分 程 話しました。 それから 長 谷川 如是 閑 氏を訪 ひました。 あの 入の 謙 

遜な のに は 驚かされました。   


鈑塚君 は 如何 思 ひました か。 あの人 は 大分 自分の 事 だけ 考 へる 事の 出来る 人の やうに 思 はれます か。 

有 島 行 光、 敏行、 行 三 氏 宛 11 六月 六日 於 箱 根  < ：緣 葉書) 〔五一 ョ〕 

あなた 方 を つれて 來 ようと 約束した 箱 根に パ パ ひとりで 來て しまって あなた 方が かはい さう です。 此度は 勉强故 ゆるし 

て 下さい。 この 次に はきつ と 連れて来ます。 

(蘆の 湖の 寫眞の 上に) これ は 箱 根 山の頂 上に ある 蘆の 湖と いふ 湖水です。  < 「度 はこ \に來 たわけではありません" 

灰 谷 やす子 氏 宛 —— 六月 八日 於 相 州 箱 根 環翠摟 〔五一 一 五〕 

私の 男の 友達に 隨 分徹晚 的な 男が ありまして 其 徹底的 さから 妻子の 問題に 至而 動きが つか なくなり、 よそから 金 を 借り 

細君 こ 貸本屋 を させ 自分 は 其 丁稚と なって 歩き 貸し をして 始めて 安定ら しい 氣 持ちに 達した 男が あります。 

抽象. こ， ではあります が 委しい こと は 中央 公論の 臨時 增刊に 書いて おきました から 好奇心が あったら 讚んで 下さい。 西 

行 法師の 妻子 を 捨てる 位の こと はま だく 入門 だとお も ひます。 

捨てる こと も出來 なくなる 苦しい 自己に 對 する 超 道義 的 責任感と いふ やうな ものが 生れて 来る やうです ね。 それが 本當. 

の 切羽つ まった 心持ちで ないかと 私 は 思 ひます。 私なん か は そこに 行く とま だく セン ティ メンタ リズムで 動いて ゐ ます 

然し その 男の 氣 持ち はお ぼろげ ながら 分る やうに 思 ひます。 而 して 感心して ゐ ます。 あなたの 隣人愛と かいふ もの は 私に 

ま異ュ^^-の言葉です。 あなた はま だく 如何したら 自分 を 一 番 立派な 統 一 にもち 来たす ことが 出來 るか を考 へる ベ き 時 だと 

おも ひます。 それが 出来ない 先に 隣人の 方に 愛が 動くな どと それ はう そだと 思 ひます。 

良人 や 子供に も 愛が 動き 隣人に も 愛が 動く。 それ はさうな の だから 仕方がない。 それらの 愛の 中から 自己と いふ もの も 

築き上げられ 自己の 姿が 眺められ るので はない か。 何にもせ ずに 戸棚の 中に でも はいって ゐ たので は 自己 なんても の は 消 

1 九 ニニ 年  四 九 三- 
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えてし まふ。 1 1 應 尤もな 考へ ではあります。 然し それ ぢゃ 自己が 餘 りに 唯 物的に 取り あっか はれ 過ぎて ゐ ます。 さ 5 

t ふ 屈に 愛 力 動く、 その 愛に 矛盾が あると すれば そこ を ぎゅっと ひねり 上げなければ 駄目です。 さ うぢゃありません か。 

私 は 今 ニー n の もの を 書きに こ >1 に 來てゐ ます。 十 曰に は歸 京し ます。 自分の 仕事が つぎく に 出て 来て あなたの： IP 品 を 

拜見 する 暇 を 持たないで ゐ ます。 怠って ゐ るからで もい やで 讀 まない ので もありません。 梅雨の お 大事に。 

里 見 氏 宛 ——六 月 ±ー 日 於 東京 麴町 〔五一 一穴〕 

男子 御 出生の 由 十日 箱 根への 小 旅から 歸 宅して 承知、 おまささん にも 至て 御 丈夫の 由 大慶に 存じます 0 御兩 人と も 見事 

に 御 肥立ちの 樣 祈ります。  ■ 

箱 根 滞在 「潮風」 再 讀= 事柄が 拙著 「星座」 と 多少の 相似なる 故 殊の外 身 を 入れて 拜見、 小 句で は r 濱全體 が ゆ r-c ゐ 

るかと 思 ふ ほど 蟹」 「ちゃりん く 蚊帳の 環を凉 しくなら しながら」 など 感に 入りました。 

若い 人の 心の 働きが ぎゅっと 握って あるのに も 敬服し ました。 

見失 はれて ゐた 寫眞が 出て 来ました から 同封 御经 りします 0 不束お ゆるし を 乞 ふ。 萬 事 其 中 御 面會の 上。 草々" 

秦秀雄 氏 宛 11 六月 一 一十 ミ rc 於 東京 〔五一 一 40 

御手 紙を拜 見し ました。 すぐにお 答へ にか. 1 ります。 阿部 氏に 對 する 私の 不服の 中に 左 機な 言葉が あつたか 如何 か は 今 

はっきり 記憶し ません が、 私の 阿部 氏に 對 してい はんとす る 所 は 「自分 も 一 個の 精神的 勞 働であって、 苦しい 生活の 中に 

居る もの だが 其 中に 人格 的な 據所を 有する が 故に 其 境地に あって 靜 かに 自分の 生命 を樂 しむ ことが 出来る。 正しい 心の 持 

ち 方の 下に は總 ての 勞働者 も それが 出來 得べき 喾 である」 と 云 ふ 意昧の こと をい はれた やうで あるが それ はちがつて ゐる 

と 私 は 云 はう とした までです。 其 理由に ついては こ. i に 改めて 申しません。 


次に 私の 作品が 活字になる 以上 諸君に 思 ひも よらぬ 印象と 影響 を與へ はしない か、 若し 人間に 絕對の 基準と いふ ものが 

ない とすると。 とい ふ 質問に 對 して は その 通りです とお 答へ する 外はありません。 實際 私の 作品が 飛んでも ない 解 釋を殳 

けて ゐる なと 思 はせられ る 場合 を 私自身が 經^ して ゐ ます。 實は私 もこの 事で は 可な り 苦しみました。 然し 結局 誤解 を以 

て迎 へられない 生活と いふ もの は 人間 生活の 何處の 隅に も あり 得る もので はない と 感ずる に 至りました。 同じ 色に 對 する 

感じで も 甲の 人と 乙の 入と が 全く 同 一 の 印象 を 受ける だら うと 考へ るより 違った 印象 を 受けて ゐ るに 違 ひない と考へ る 方 

が遙 かに 合理的です。 何故なら 各 入 は 各人の 異 つた 個性の 上に 生きて ゐ るので すから。 それ を考 へる と 人間同士の 間柄と い 

ふ もの ははかない 程 離れ <,\ な もの だと いはねば なりません。 況ん ゃ複雜 な文藝 作品の 內容が 人々 によって ちがって 受取 

られ るの は當然 過ぎる 事です。 然し それ を 恐れて ゐる譯 に は 行きません" 何故なら 人の 生活 そのものが 多少の 意味に 於て 

絕 えず 喧ひ ちがって ゐ るので すから。 然しよ い 作品 は、 作者の 意圖の 深切に 織り込まれた 作品 は、 生活の 上の 誤解より もも 

つと 輕ぃ 誤解 を d て 鑑賞 者に 受取ら るべき もの だと 私は考 へます。 何故なら 藝術は 人生の exposition である からです。 そ 

れを目 あてに して 私 は 作品 を發 表します。 私 は 私自身の 生活よりも もっと 純粹に 近い、 卽ち 誤解の 心配の 少ない 形に 於て、 

私の fdlow.men に 接したい と 望む ものです。  - 

これ だけい つたので は 或は あなたの 疑問 を 解く に 足らない かも 知れません が、 兎に角 これ だけの こと を 申 上げて おき ま 

す。 なほ 御 疑問が 解けなかったら どうか 金曜日に お たづね 下さい。 私で わかる 丈け のこと はお 答へ します から。 

御 返事 迄。 

灰 谷 やす子 氏 宛 11 六月 二十 七日 於 東京 〔五 11 八〕 

露 國勞農 政府に 對し 嬰兒 哺育 所の こと を 聞く と 驚くべく 完全な 設備に なって ゐる やうです。 こ X に 養 はれて ゐる 赤子の 

中には 勿論 晝間 父母が 働く 間 そこに ゐて夜 は 親の 膝に 引取られる もの もゐ るので せう が、 多くの 孤兒 若く は 遺 兒がゐ るに 

一九二  二 年  四 九 五 
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違 ひありません。 是 等の 子供が 大きくな つた 時 彼等 は 養 ふべき 父母 を 持たぬ 代りに 菱 ふべき 社會を 持つ ことと なる のでせ 

50 自分の 仕事 を よろこんで 吳れ る兩親 はない 代りに それ を 喜んで くれる 民衆が あるで せう。 かう いふ 動向が 益々 進めば 

親 千の 愛なる もの は 今日の やうな 形から は變 つて 来て、 親子の 間に 出來た 愛の 量の 大部分が 他の 形の 愛と なって 人間の 間 

に 働き 出す でせ う。 此方が 多分 人類の 211 めに はよ い 事 だと 私 は 思 ひます。 親子の 情が薄ら げば 人間の 持つ 愛の 量 は それ 丈 

け 減る と 思 ふの は 大きな 間違 だと 思 ひます。 然し かくの 如き 變化は 社 會全體 がそれ を 可能なら しめる やう 變 つて 來 ねば 駄 

目です。 現在に 於て は 哺育 所の 保護^ は 金 を 得たい からなる ので 赤子が 可愛い >f からなる のでありません。 然しながら 仕 

事が 金に よって 計畫 されないで 濟む社 會が來 たら 哺育 所で 働かう と 申し出る 人 は眞底 赤子が 可愛 ゆい 爲 めに 申出る や 5 に 

なります。 か、 る 人 は 恐らく 無舉 不注意な 母 以上の 仕事 をな すか も 知れません。 

兎に角 親が 居なければ そして その 親が 養 はなければ 他の 人 は 自分の 半： 活に 多忙で 他人の 子な ど を 顧みて 居られな いやう 

な 社會狀 態で は 私の 考へは 到底 實 行され 得る ものではありません。 然しながら 親が 養 はないでも 子 は暖ぃ 保護の 下に 育ち 

得る 事が 保證 される 社 會が來 たらい やで も 親子の 關係情 合 は 今日と 變 つて 來 るの が 當然 です。 私達が 親と しての 本能 だと 

思 ひ 永久 不變な 現象 だと 考 へて ゐる 現在の 親子の 情 も實は 決して さう 不變な もので なく 生活の 樣式 と共に 變 化すべき もの 

です。 子犬の 自衞 力がない 間 は 親 犬 は 自分の 死 を 賭しても 子犬の 安全 を 護り ます。 然し 子犬が 獨 立して しま ふと 親 犬 は 忘 

れ たやう に 子犬の 保護から 遠ざかります。 それら を御考 へな さって 御覽 なさい。 

足 助 素 一氏 宛 I 七月 二 曰 於 新 潟 〔五一 一九.〕 

淀の 下流 を 思 はせ る やうな 信 濃 川、 それが 雨に 煙る。 葦に 枯葉 まだ 見えず、 蓮 河に は 柳 茂れり。 電車と 自動車との 行き 

來 せぬ 夜 はしめ やか。 


00  a で 子 氏 宛 11 七月 四日 夕 於 束 京 r 五一 一 10〕 

今朝 大雨の 中 を 新 潟から もどりつ いて 御手 紙を拜 見し ました。 あすこ r い 堀割に はま だ 西瓜 を 積んだ 舟 は 通って ゐ ません。 

その代り ：… ヘス ダにレ ，ブ ボル グの まことの 死樣を 報告す る やうで 殘 酷に 亙ります からお 知らせし ません。 河 添 ひの 柳 

は 美しい と 思 ひました。 殊に 梅雨空の 下で は。 太 町 通りの 靑物 市場の 野) の 生々 しいお はま だ 鼻に ついて ゐ ます。 侮 岸の 

砂山から 佐 渡 を 遠く 望み 見た 時に は淚を 感じました、 わけもなく。 

砂に 居て 佐 渡 を見ゐ れば淚 しぬ かそけ くな げく 我れ にや は 似る 

佐渡ケ 島 暗ら き 波路の 末にし も顏打 そむけ ひとり あるかな 

駄目です ね 歌 は。 

歌 はと いへば あなたの 多 窗を羡 ましく さへ 思 ひます。 納 さんが あなたの 所有物の 中の かなり 下の 方に 數 へられた もの だ 

と 記憶し ますが、 あなたの 眼と 心と に は 何もかも 戀の 姿で 立 現 はれる と 思 ふと あなたの 持つ 世界が また 羨まれます。 短歌 

製造 會社 監査役の 報告に よれば、 

手 を 胸に。 しづ やかに 入の 泣 くらむ。 あるかな く。 戀 死なば。 いとつ よき ジン" 千 筋な す。 5 つくしう。 野に 咲け 

る。 さりげなく。 

など 胸に r おみました。 其 中 最初の 分 は 感銘に 少し 藝 りが 起る やうです けれども。 

徘 だり をの。 われ をのみ。 

などの 歌 は 監査役 に はき 虎に ひ^ きます。 

澤山 i 、歌 を讀 むと 私 も 作りたい やうな 氣分は 出ます が il^ に はなり ません。 唯の 言葉に さへ もな りません。 

七日に は 私 は有樂 座に 招待 を 受けました から 其方に 行 V- かも 知れません、 氣が i: いたら。 帝劇の が 見る に 値する 程に よ 
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かったら 知らせて 下さい。 

北海道 行き は 十 曰 頃 まで 延びる でせ う。 

よく 降る 雨です。 い、 雨です。 

有 島 生 馬 氏 宛 II 七月 十 曰 〔sl 一 一 〕 

北海道へ 出發前 是非 一 度 御見舞 を 申さう と考 へ てゐ ましたが 其 機 を 得ないで 殘 念です。 昨日 はお 出かけだった さう です 

が 折 .1 敷 不在で 是 亦失禮 しま し た。 北海道 に 行 つ たらむ かう の 始末 をし つかりつ けて 来たい と 思 つて ゐ ます。 森 本 君が 農 

科大學 の經濟 •€ 敎 室の 人々 と共に 最上の 方法 を 研究して 見たい からと 申出た ので 頼む ことにして ゐ ます。 多分 農民 全體の 

組合 組織に して 收利を 組合 全般の 利 途に用 ふる 事になる ことかと 思 ひます。 

九月から 出す ひとり 雜誌は 「いづみ」 とい ふ 名に しました。 毎月 原稿 を 六十 枚 は 書かねば なりません が是れ が爲め 生活 

が 却て 緊張して い \ かと 思って ゐ ます。 體が 丈夫 だから 11 肉體の 健康が 心的 生 達の い 、條 件で あるか 如何 か は 疑問と し 

て も —— その 位 働いても 續 けられぬ 事 はない と考 へ てゐ ます。 

一 一十 日 位までに は歸 京す るつ もりで ゐ ます。 

暑くな ります から あなたに も 信 子さん にも くれぐ 御大 事に なさる 樣 祈ります。 行 光 は 十六 日に 校から 千 葉縣に 水泳 

に 出かけ、 他の 一 一人 は 一 一十 日から 夏期休暇になる ので その上で 處 置を考 へ ようとし てゐ ます。 

それで は左樣 なら。 

足 助 素 一 氏 宛 —— セ月十 一! 百 於 北海道 狩 太 村 si 一三〕 

今 農場に 着いた" 早速 借り着 をせ ねばならぬ 程の 冷 氣だ。 


ぶっ通して 來 たら 矢 張 草臥れて ゐる。 飯で も喧 つたら 朝寢 をしょう と 思 ふ。 滞在中 雑誌の 原稿 も 書いて 行く つもり。 祈 

御 健康。  • 

有 島 生 馬 氏 夫妻 宛 I - 七月 十七 曰 朝 於岩內 〔5 一一  1 一一〕 

「生れ 出る 惱み」 で 想像に のみ 描いて ゐた 岩內を inE 昨夜 やって来ました〕 木 田 君 等が 岩 内 生れの ものが 歸 つて 來 たやう 

によろ こんでくれ ました。 

木 田 金 次 郞氏宛 1 - 七月 一 I 十二 日 於 東京 〔五三 四〕 

いつでもせ はしない 思 ひ をして 旅 をして ゐる故 折角 農場に お たづね 下さっても ゆっくりお 話 も 出来ず 失 鱧の みしまし 

た。 殊に 岩 内 行に ついては あらん 限りの 御 好意 を あなた も 町の 總 ての 人々 もお 示し 下され 何とも 難 有い 事に 思って ゐ ます。 

1 々御 禮狀 はさし 出し かねます が 序の あった 節 は 皆の 方々 に 吳れぐ も 私の 謝 情 をお 傳へ 下さる やう 願 ひます。 歸宅 する 

と 母 はじめ 總てを 健全に 見出しました。 而 して 晚 食の 節 あなた からいた 父いた あはび の 罐詰を 開いて おいしく いた^き ま 

した。 母 は あなたの 贈物 を大變 によろ こんで ゐ ました。 

東京 はさす がに 暑くな つて ゐ ました" 不取敢 右 御禮旁 i 安着 御 一 報 迄。 

原 久米太 郎氏宛 11 七月 一 一十 六日 於 S 町 〔i 一 五〕 

この頃の 暑さに あの 騷 音と 煤煙との 中に あって 汗み どろに 働きつ 、ある 兄 を 思 ふと 安閑と して ゐるゃ 5 な こちらの 生- 活 

に氣が ひける。 去る 十一 曰から 農場に 行って そこの 片付け 方 だけ は大體 結了した。 農民 達 は氣違 ひじみ た 場 主の 言葉 を 解 

しかねて ぼんやりして ゐる ていたら くだ。 それから 岩 内に 行き 札幌に 行き 小 樽に 行き かなり 多忙に 時間 をつ かって 漸 やく 

一 丸 二  二 年  |！ 九- 
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二十 二日の 朝歸 京す ると 相當 につかれて ゐた。 札幌 では 佐 山に 遇 ひた、 兄の こと を 色々 聞いて ゐた。 大分 商賣は 繁盛して 

ゐる らしい。 農民 組合の 組織 を 農科 大學の 經濟學 教室に 鎮ん だの だが 其 結果 を 採用す る や 否や はこ ちらの 隨意 になって ゐ 

る。 東大 出の 法 學士が 恐ろしく 窮屈な 組織に しょうとして ゐ るので 多少 不安に 感じて ゐる。 11 行の 雜誌は 「泉」 とい ふ々. 3 

で 九月の 半ばに 出す 事に 決定した。 どれ 程の 仕事が 出来る か 知れない が 兎に角 精力の 續く かぎり 勉强 して 見たい とお もつ 

てゐ る。 これから 僕 も. K 當に 働くべき 時が 來 たやう だ。 

背 水の 陣を 多少の 犧牲を はら はせ て 張った 以上 は、 それに 酬 ゆる 丈け のこと はしたい もの だと 覺 悟して ゐる。 

足 助 は 此夏は 貴地に は 出かけな いので はない かと 思 ふ。 鳥 取に 行く 辔ら しかった がそれ はやめに したやう だから。 

もっとよ く 物 を 見たい もの だ。 徹底して 僻見な く。 

暑さの 折 柄御擧 家の 御 平安 を 祈る。 僕の 方 は 幸に 一同 元氣。 

有 島 生： 馬 氏 宛 11 七月 三十 曰 於 東京 〔五一!15 

この頃の 暑さ はさす がに 勉强 でもして 忘れる 外に は 道がない やうです。 然し さした おさ はり もな く、 信 子さん も 誤診 か 

ら 全く 解放され て 食物の 攝取 も樂に なられた 由で 實にく 安心して ゐ ます。 

私 は 今 著作 集の 第 十五 輯 「藝術と<^^」 を 出す のに しく  (これ は 過去の 感想 を 集めた もの) 個人 雜誌 「いづみ」 の 

創刊 號を 出す のに 忙しく、 更に 「ホ ヰット マン 詩集」 の續き 「星座」 の績き 等の 仕事が あとから くと 待って ゐる わけで 

すが 中々 手が ま はりません。 これから 十分 冬忙 になる だら うが 忙しければ 忙しい なりに 餘計 仕事 も出來 るかと 思って ゐま 

す、 然し^ 敲には 十分 注意して 長い間 働く つもりで ゐ ますから 安心して 下さい。 

此の 兩三： W 中には 是非 御 邪魔 かた <,\ 參 上しよ 5 と 思って ゐ ますが。 森 繋 夫と いふ 入から 短 册か何 か ^ 來 たでせ う。 あ 

れは 大阪の ある 汽船 會社 の專務 をして ゐる 人で、 氣 持ちの よい 歌人です〕 古今の 短册を 集め、 それ を寫厲 版に して 同好者 


に 分けてみ ます.。 ぁなたにも！^か誓ぃて ぃたビきたぃが如何だらぅと4^^"て來ましたから、 紙を经 つ て 御覧なさいと 申 1^, 

つたので した。 何 か 書いて 上げれば 非常に よろこぶ とお も ひます" どうぞよ ろしく。  ..ー 

暑さの 折 柄 折角お 大事に。 信 子さん から は 御手 紙 を 難 有う とお 傳へ 下さい。  一 

有 島 行 光、 敏行、 行 三 氏 宛 11 八月 十七 日 野 尻 湖畔 CS 一一 40  . 

三人と も 無事です か。 パ パも 非常に 元 氣で木 崎 湖の 講演 を 終り 今日 こ 頭に来ました。 瀧の やうな 雨の 中 を 自動車で こ > "一 

に來 ました。 去年 見た とほり の 美しい 湖水 や 島が パパ を迎 へて くれました。 n; 人の 遊びに 來 るの を 待って ゐ ます。 一 

一 

唐 擇秀子 氏宛—— 八月 十八 3 於 野 尻 湖畔 〔五ョ <〕  一 

あなた は何處 にも 行かずに 夏 をお 過し でした か。 秋 はかす かながら 都 門に も 催した と 思 ひます。 こ. - まで 來 ると そちら 一 

の { 発の 遙 かなの を 感じます。  い 

信 濃 尻の 湖の 水底に にじみ 入る 雲の 行 手に 物 を こそ 思へ ， 

夜の ひきあけ に跟 がさめ て 湖畔に 行く。 黑姬、 飯 綱、 妙 高の 山々 のす そ を 昨夜の 雨が もやに なって 走る。  .< 

信 濃路は 悲し かりけ り 眞 夏に も 妄執の ごと 雪の 殘れば  一 

母 堂 宛 —— A 月 三十 H 於 秋 田 〔き 一一 九〕  丄 

其後ぉ變りなく御起11^被遊候事とぉょろこび申上候。 私事 一 昨夜 八 時 如豫定 上野 驛を發 し 昨朝 十 I 時 秋 田 市に 蕾き、 

の舊 家なる 石橋と いふ 旅館に 投宿 致し 候。 折抦 私の 舊. 師大脇 農 $士 が 象 潟に て 不慮の 橫死 をな したる 其 葬儀 到 驚の 日の 一 

午後に 相當致 居候 間 午 食後 早速 その 式に 參 列し 不思議なる 感慨 を 催し 候"  一 
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大脇 博士に は そこに ある 九 人 程の 農學 校の 同窓生と 共に 私の 來遊を 待ち 居り 私が 參 りたれば 是非 ー會 をな さんと 申 居ら 

れ候 由の 處、 私の 到着 致 候 節 は旣に 世に なき 人となり 居られ 候 事 無常の 至に 御座 候。 昨夜 は 市の 美術 俱樂 部に てホ ヰット 

マ ンと いふ 詩人の 事に つき 長講 席 を 辯 じ、 今日は 市の 記念 會 堂に 於て 午後 一時より 公開 講話 を 51 す 事に 相 成 居候 處、 昨夜 

午前 三時 頃より 稀 有なる 雷雨と 相 成 降雨の 大量 物す ごきば かり 今朝 も はかき 曇り 居りて 晴れさう なる 模樣も 見えず 奘リ 

今度 は 失敗の 旅 かと 存ぜ られ 候。 此 大雨に て は 途中の 鐵 道に 故障 あらず やと 是亦 氣づか はれ 候 得 共 何事 もな けれ. ま 明日. 更 

利なる 時間の 汽車に て 出發、 東京に 立 寄らず 成る ベ く 早く 貴地 に 參上致 度 心 組 居候。 

行 光は歸 京の 翌日 早速 直 武と中 野に 出かけ 一 日 を 過して 歸家 致し 候。 来月 一 曰より 二人に て 彼 所に て 自炊 致すな りな ど 

申 居候。 行郞 夫婦 も 無事息災 にて、 英夫も 一寸 訪ね くれ 候が 是亦 至て 元氣に 御座 候 間 御 安心 可 相 成 候" 

輕 井澤 は 昨今 如何なる 天候に て 候 半。 何しろ 矢 張 二百十日の 時節に 候 得ば 多少の 變 調に 可 有 之 やに 存ぜ られ 候。 折角 御 

自愛 專 一 に 祈 上 候 a 草々 頓首リ 

大橋茂 三郞、 中 川 一 政 兩氏宛 11 九月 二 B 於輕 井澤 〔五 四 0〕 

土 崎の 半 m は 忘れが たい 記憶と なる 事と おも ひます。 * 天の 空の 下に 高淸 水の 臺 から 眺めた 港の 景色 も 町の 中の 一 種の 

氣分 も、 池鲤亭 により 集った 人々 の 快活な 力強い 向 進の 氣象も 一 々あざやかに 心頭に 浮び 出ます。 私 も そこに 雨 雀 氏 を 見 

出し なかった 事 を 大變に 惜しく 思 ひました。 

講演 をす ました 晚は慰 勞會に 臨み 其 翌朝 は 大分 澤山字 を 霄き騫 食 は俱樂 部と いふ 所で 同窓生と 會 食し、 それから 城址 を 

一 見して 五 時 三十 何分 かの 上り列車に 投じました。 而 して 昨日 晝 11 井澤に 着いた 時には 病的に 健全な 私 も 全く 綿の やうに 

疲れ果てて しま ひました。 何しろ 八月 十二 日 以來の 地方 巡業な のです から。 その 午後 は 綿の 如くに なって 眠りました。 さ 

うしたら 又 病的に 頑健に なって しま ひました。 明後日 位 は 都 門に 入ります、 秋風と 共に。 


皆さんに くれ <,,\ も 宜敷。 

八 木 澤善次 氏 宛 -—— 九月 十  一 B 於麵町 〔五 四 一〕  一 

若菜さん が 少し 御 不快 ださう で それが 多少な り あなたに も 影響す るとの 事 此際餘 程 大事に なさって 早くよ く なられる や！ 

ぅ吳々 も 祈って やみません。 決して 此の 事に 挫折す る 事な く 大事 御成 就 を 祈ります。  ； 

此夏は 木 崎 湖の 夏期 大學で 佐 田夫 人と 一 緖 になり まして 靑木 湖の 方まで 見物し ました。 樂 しい 二日でした。  _ー 

例の 學資の 事が おくれて 濟 みません。 四十 圓 ほど 御途付 申します。 盡 きたら また 御 申出 を 願 ひます。  ^ 

私の 作品に ついての 御 感想 を 難 有く 思 ひます。 私 は トウル ゲ ネフの 役目が 完全に つとまれば 相當滿 足します が 私に は あ. 

の 人 程の 素直 さがな く 多分の 負け惜しみと 無い ものほし さが ある やうです。 これが 害 をな して 私 を 殺す かも 知れません。 ； 

益 をな して トウル ゲ ネフの 境 を 突破させる かも 知れません。 兎に角し ぶとく 步 いて 行って 見ます。  一 

櫛 田 氏が 歸 朝され ましたね。 靜 かに 氏の 滞 歐談を 伺 ひたい 氣 がします。 い X 人が 安全に 歸られ た 事 を 乍 蔭 御 祝 ひ 申し ま 一 

す。  一 

「改造」 に 室 伏 氏の 紹介した 勞働反 對蓮動 は何處 まで 本當 でせ う。 若し 大部分 末當 だとす ると 私 は 快 心 を 感ぜずに は ゐらー 

れ ません" 早晚 ああ 行かなければ ならぬ 箬 だと 思 ひます。  一 

足 助 素 一 氏 宛 —— 九月 十八 ョ於 東京 s 四 一一〕  ノ 

昨日 は 色々 難 有う。 山椒 は 早速 賞味。 鮎 は 今夜 iC ベる。 末 光から 來信、 兎に角 出版した いから 新潮 社に 話して くれとの 

事、 僕の 意見に 從 つて 序文 はやめる といって 來た。  」 

「靜思 を 讀んで 倉 田 氏に」 を 書いて ゐる。 表面 は 倉 .3 に與 へる の だけれ ども 實質は 自分の 主張 を 明らかにする 譯 なの だか 
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ら中々 長い ものに なり さう だ。 多分 三十 頁に はなる かと 思 ふ。 それ を 書き終へ たら 小設を 一 つ ひねり 出さう と 思って ゐ る。 

仙臺か ら 一 昨年 來ゃ い の くと 賴 まれて ゐた 講演、 今年 の 秋 田の がた- -っ て 是非 來 いとの つ びきなら ず 二十 二日の 夜 出 

發 して 二十 三日に やる 事に なった。 出發 までに は 全部の 原稿 を まとめて おきたい と 思 ふので それまで は 御無沙汰 する かも 

知れない。 

昨日 は 西 村 保吉の 悔みに 阔分 寺まで 行った。 汽車が ゴサ トンく と隨分 走らない ので 驚いた。 西 村の 一入の 子が 二十 

七で 死ん だんだ。 

祈 御 快. 力。 草々。 

高山 林 太 郞氏宛 —— 十月 二日 於 東京 sgig 

御 消息 を 拜し御 健勝の 段 を 知って うれしく 存じました。 わたくし も 幸に 至て i で 仕事に 從 事して ゐ ます。 この頃 は 個 

入 雜誌を 出した 關係上 かなり 多忙な 日ぐ らし をして ゐ ます。 然し その 爲め 却って 心が 緊張して よろしい やうです。 資著を 

ぉ经り 下さった さう で 難 有う 御座います。 大層 御 謙 適で はあり ますが 落手して 拜 見す るの を 私は樂 んでゐ ます。 全く 敎育 

の 事 は 一 變 苹を經 ねば 駄 in: にお も はれます ね。 今の 小學 校の 敎 育な どは敎 育で はない と 思 はれます。 昔 宗教から 總 ての 社 

會 活動が 分離した やうに 政治の 桎浩 から それの 分 1 する 時機が 十分に 到來 した 事 を 思 はせ ます。 敎 育な ども 文； fp 省の 鼻息 

を 伺って ゐる間 は 輕生は 不可能 かとお も ひます。 

「泉」 御 笑 草に ぉ经 りします。 祈 御 健在 リ 

有 島 生 馬 氏 夫妻 宛 11 十月 十六 B 於 東京 〔五 E 四〕 

昨日 は あわた r しいお 尋ね をして 然し その 問に 樂 しい 時 を 持つ 事が 出 來て難 有う 御座いました。 默り 勝ちな 親子 は 三等 


の 客席に 向 ひ 合って 持參 のおす しを^べ ました" 何んだ，^-,^の夜の私の向側の行三は母を亡くした子だとぃふ印象をカ, 

く與 へました" 年と ともに 淑 しい 渾 一命の 影が 彼等の 心に もさし はじめる もの か。 さう 思 ひやって 彼を憐 みました。 

然し 今朝 は 元氣で 一 同 東 中 野に 出かけて 行きました。 私 は 今日 古雜！ i を 古本屋に 賣 つたら 二十 九 M 目 ありました" よく 

こんなに溜めてぉ.^ズ、ましたゎぇと本屋が驚ぃてゐました。 部： M が少々 氣 持ちよ くな りました。 女屮の ことわ かり 次第 乍^ 

忘れぬ やう 御 一報 を 願 ひます。 

土蔵の つくろ ひ は 四 十圓 お出し 下さい。 やらせ ますから。 それ も 御 承知なら 一寸 御 返事 を 願 ひます。 

あき ちゃんに よろしく" 御 鱧 旁々。 

茂 木 由 子 氏 宛 —十月 十八 日 於 東京 〔五 S 五〕 

西 川の 奥さんなら 一 度お 訪ね 下さ つ て お 眼に か、 つ た 事が あ つたと 考へ ます。 

「E-ii」 の 西 山 は 西 川 氏 を モデルに した 譯 ではありません。 私 は 西 川 氏に は 一度 もお 眼に か \ つた 事が なく 單に 枯川 老か 

ら御噂 を 聞いた ばかりで それだけ では 迚も II 氏の 輪購 だに 勞 露す 5^ 事 は 出来ません から あの 性格 は 全く 私の ii 創に 成った 

ものです。 其 察 は 如何 か 御 安神な さる やう 奥さんに 御傳へ 下さい" 

河 上 肇氏宛 11 十月 三十 一 曰 於 東京 〔五 il 穴〕 

在 洛中 は 一 度參 上して 色々 伺 度い と 思 ひながら 多忙に かまけ て 御無沙汰して しま ひました。 然し 大學で 講演して あなた 

にも いていた ヾく 光榮を 持ち 聽衆 諸君 か らも 注意 し て 聞 い て 頂け た 事 は 私の 滯 洛中 の よろこばしい 記憶です。 

< ，朝： 京して 可な り疲勞 した. 目 分 を 見出しました。 

乍^ 講演 部の 學生 諸君に ぉ會 ひの 節 も ありましたら 宜敷 御傳へ 下さい。 殊に 禮 として 頂戴物 までして ゐ ます。 其 御禮も 
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萬 望。 

本 寅 氏 宛 —— 十月 三十 一 «: 於 東京 〔五 四 七】 

あなたが 甲 午さん の 弟御です か。 お兄さんの 事 は蠓で 聞いて 悲しく 思つ てゐ ました。 今でも 同 君の 面影 は 念頭に 粗徠し 

ます。 御 愁傷 をお 察しし ます。 とも子に 對 する 理解 は 一 女性の 方の それが 不思議な ほど 私の それと 同一です。 あの 外に 附 

け 加へ るべき 事はありません。 とも子が 淚を 流した の は若樣 だけに 對 して 流した のではありません。 あの 場合の 全 體の氣 

持ちに 對 して 流した のです。 とも子 はお きゃんな 癖に 妙に 恥し がり やで まけず 娥 ひです。 それ 故 自分の 氣 持ち を 吃 又に 傳 

へ かね もし 傳へ るの を あの 時まで 敢て しないで ゐ たのです。 おまけに 吃 又が また 頑固で 自分の やうな もの は 女に 緣 がない 

と 思 ひきめて ゐる 所から とも子に 對 しても 强 ひて 專 暴な 態度 を 示す やうな 結果 になって ゐ たからです。 若樣は 總 ての 女に 

好かれた けれども 命が けで 戀 される 程度の 人で ないやう に 作者 は 頭に 描きながら 彼 を描寫 したつ もりです。 

親切な 御 批評 を 深く 御 鱧 申します。 單に 自分の 考 へる 所の み を。 

土 岐善麿 氏 宛 11 十 一 月  一 0 於 謹 町 〔五 四 八〕 

作者 別 萬 葉 全集 を 御惠经 下さって 難 有う 御座いました。 實は私 は 嘗而萬 葉 集なる もの を 首尾 一 賞して 讀んだ 事 はな かつ 

たのです。 而 して 是非 一度 精讀 したいと 願って ゐた 所の ものです。 此舊 をお 與へ 下さった 事 は 私の 特に うれしく 感謝す る 

處で 御座います。 これ を讀 了したら 私の 藝術 上の 心 持に 大きな 影響の 來る事 を 疑 ひません。 くれぐ も 厚く 御禮申 上ます。 

. 原 久米太 郞氏宛 1 . 十一月 十 n: 於 鐘 町 〔五 四 九〕 

^當 にこの 頃 は 何 か 遠々 しくな つた 程の 御無沙汰 になって 濟 まない。 兄の 御 起居 は 常に 思 ひやって ゐ ながら 心に ある も 


のが 餘 りに 多い 爲 めに 手 をつ ける のが 億劫に なって 却而 御無沙汰 してし まふ。 

岡 田家の 事件 はもう さつば りと 片付いた のか。 あれに は 兄 は 中々 の 骨折りだった らう。 實際 僅かの ことで も 他人の 尻 を 

拭 ふとい ふの は 自分の 場合よりも 餘程 骨の 折れる ものら しい。 此頃は 僕の 方 は 幸に もさう した 面倒が 生起 しないので 仕 合 

せに 思って ゐる。 

先達の 京都 滞在 は 全く みじめな 程 多忙だった。 あの 晚 兄が 大阪に 来られたら 中々 愉快だった らうと 思 ふ。 大石、 才 江な 

どと 夜の 三時 過ぎまで 宿屋で 談 つたので 兄が ゐ合 せたら と 思った。 

兄 は 矢 張 無性に 多忙の やう だね。 い . ^加減もう 梁に なっても よい 時分と 思 ふに 兄の 會社は 死ぬ まで 人 を こき使 ふ 方針 だ 

と 見える ね。 それとも 兄 自身の 貧乏性で 會 社に 行く 以上 は默 つて 煙草ば かり のんで ゐられ ない のかね。 それなら 其 貧乏性 

の 方 はちと 手加減 をして 圖々 しくなる こと だね。 

僕 も 東京に 歸 つて 来たら 毎日 稀 有の 秋日和が 績 くので すっかり 怠けて しまって どうも  一 R 家の 內に はぢ つと して ゐられ 

ない の だ。 處が 外出しても 訪ねる 友 もなければ 通 ふ 女 もない。 しかたなしに 駒 場の オリ ムピ ヴク 選手 豫選 競技 會 など を 見 

に 行った もんだ。 自分ながら を かしくな つてし まった。 

足 助 は 病が 重って から 一 一ヶ月の 餘 にして やう やく 病床に 胡 坐して 二 時間 位は堪 へる ことが 出來る やうに なった。 體カも 

や、 恢復した やう だが 全く 氣の 毒な 樣 子だった。 おまけに 店員に は 逃げられる、 本 は 不景氣 を 喰って 思 ふやう に は 賣れな 

いと 來てゐ ろの だから 腹 も 立つ だら う。 然しもう 難所 は經 過して しまった やう だ" 乞 御 安神。 

勞働 運. i が勞働 階級 全體の 運動と なる 爲 めに は 少なからぬ 年數 が必耍 とされる だら 5。 卽ち勞 働 者 自身の 自覺が 運動 を， 

引き起す までに は 長い 年月が 流れなければ なるまい。 然し それまで この 運動 は 少しの 動搖も 起さずに ゐられ ると は考 へら 

れ ない。 必ず 指導者 若しくは 爆 動 者の 出現が 餘儀 なくされる。 それが 已むを得ない 事なら ば 彼等 を 働かせる もよ い。 而し 

て 彼等が 彼等 相 富の 働き をした 潮時 を 計って 彼等から 勢力 を 1? ひ 取って しまへば い. どうも 將來の 運動の 實際 として は 
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さう する より 仕方がな いやう だ。 彼等の 勢力 を 適當の 時機に^ ひ 取る 事 は 純勞働 者の 中に 或る 數の 覺醒 者が ゐれば 出來な 

い 察で はない やう だ。 

兎に角 僕 は 資^主義 制度の 害毒が 極端に 近づきつ.^ あろ 事 を 感じない では ゐられ ない。 是れは at  gy  cost に 地上から 

拂 拭され なければ ならない もの だと 堅く 信ずる よ。 その 爲 めに 私 等の ル」 活、 會の 生活の 上に 多少の 混亂が 生じた 所が 仕 

樣 のない 事で はない か。 

この 問 同志 社で 馳走に なった 時 竹 崎 氏 も 出席して くれたが 其 席上で、 人間に 所有 愁が ある 以上 私有 制 は 無くなら ないし、 

其 制度の ある 事が 自然で よい 事 だと 單 にいって のけて ゐる。 僕は餘 りの 事に 其 場で 失敬ながら 少しび しりと やり 返した 

が あれ ぢゃ彼 も 駄目 だと 思 ふ。 彼の 神 學 はー體 どこの 邊を さまよって ゐ るの だ。 彼 は 神堪を 他の 部門に 入れ、 他の 部門の 

^問卽 ち 經濟. 學 など を 神 i 部に 入れねば ならぬ との 意見 を 把持して ゐ るが、 ； t 學 部に 近代的の 經濟學 が 入れられる やうに 

なったら 其 調和 を 如何しょう とする の だら う。 僕 は 心から 竹 崎が 現代の 社會 生活に ついて 潜心す る 所があって ほしいと 思 

ふ。 竹 崎の 爲 めに それ を 願 ふ。 

昨日から 東京 は 雨模樣 になって 今日は 一日 降った。 もう 寒 雨と いっても よい 奴が やって来た。 母が 一寸 弱って 枕に つい 

てゐる U 

昨日 はじめて 雁 次郞を 見た" 彼の 紙 治なる もの を 見た。 而 して 感心した。 紙 治と いふ 戀の ふぬけが 英雄に 見えた。 なま 

なかな 人間が 心中な どす ると 物 笑 ひだな とつく ぐ 感じさせられた。 ふぬけ を 英雄にまで したてあげた 近 松 を 見て、 彼の 

天分 に^じ 入った。 

こ、 まで 書いたら 新聞記者が 來て又 僕の 家產處 分の ことにつ いてうる さく 問 ひた す。 僕 はどうして こんな 時に もつ と 

隙 を 古 てること が 出来ない の だら う。 腹 を 立てながら、 記事の 報道 を 上役から 命ぜられて 雨降りに 尋ねて 來た 若い その 記 

者に 或る： を 感ずる の だから やり切れない。 


唐 澤秀子 氏 宛 —— 十 一月 二十 一 日 於 東京 〔五 五 o〕 

冬ら し い 紙 を 買ったら 子供ら しく も 急に あなたに 手紙が 書きた くな りました から。  ： 

ホ 氏の 詩集 を 朝から 譯 して 無闇に 煙草 をのんだ せゐか 頭が われる やうに なって 腹が 少しもす かないので 銀 ぶら と 出かけ 一 

ました。  一 

話が 前後し ますが この間の 帝劇の 西洋風 舞踊に は 全く 失望して しま ひました。 何とい つても 淺草藝 だとい ふ 感じが 邪 摩 

をし ました。 で 話が 前に もどり、 暗ら くな つたのに 白木 も 三越 も 客が 出入す るので 時刻が 變っ たかと 思って 時計 を！^ たら i 

e: 時にはな つて ゐ ませんで した。 曰が 短 かくな つた もの だな あとし み <\ 思 ひました"  一 

榛 原なん かに はもう 行くまい と 思 ひながら も 紙が 買 ひたくな ると 矢 張 あすこに 飛び込みます。 惡 いくせ は脫 けない もの 一 

です。 神田驛 まで 歩き 美しい 人に 遇 はず 電車の 中 も 同樣、 た e 私の 前に 立って ゐた 男の 西洋 入の ゴ 口の やうな 外套の 地 Aji 

ひだの つけ 方に 感心し、 家に 歸 つたら 食事 中。 マグ II の照燒 き、 湯豆腐。 人 浴。 長男が アル キビ ャ デスの 實驗を するとい 一 

つて 湯の 中に 頭から もぐり 込む。  一 

それから 又ホ 氏を譯 する 事 十べ ー ジ、 湯 さめと あきたの とで 又 煙草、 それから 元氣づ いて 此 手紙、 何處に 赤貧の 求 願！ 

あなた は 今夜 何 をし ました か。 

足 助 素 一 氏 宛 I- 十一 万一 一 日 〔五 五一〕 

河内からの 干 鮎 ありがたう。 今朝 は 御迷惑だった。 手紙 をもう 少し 詳細に 書かなかった 事 を 謝する。  一 

創作の 事 御注意 を 感謝す る、 僕 も 兄の 御意 見 を 尤もと 思 ふが 生活の 過渡期に 立つ て 見る と 思想の 混 亂が來 てゐて 以前の 一 

やうに 純一な 創作 氣 分に なれない の だ。 恐らく 僕 は 此の 難 關を雜 越し 得る と は 思って ゐる けれども これ は 自分に も 判明， 4j 
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ない f へ- 來の 事柄に 屬 する。 或は 生活の 改造に よって 創作が 全く a3 來な い、 或はして ゐられ ないやうな 氣持 になって しま ふ 

かも 知れない。 又 創作が 出来ても 到底 賣 高が 減じて それ 丈け では 噴って 行けなくなる かも 知れない。 さう 竊 かに 覺 悟して 

ゐ るの だ。 これ は 兄の 仕事の 上に も 大きな 影響を及ぼす 事で 末 當に濟 まない と 思 ふけれ ども そんな 運命が 來 たら 兄に も あ 

きらめて 貰 ふ 外 はない。 然し 僕 は 決して 自分の 仕事 を おろそかに はしない 積り だ。 来年に なったら 引越し やら 家產の 始末 

やらで 多分の 時間 を-取られ ると は 思 ふが それでも 仕事 だけ は 大切に したいと 思って ゐる。 雜誌を 第二 位に 置いて 考へ ると 

いふ 事 も 自分で はよ く 判って ゐ るの だが 三 四 號の分 は 仕方なし と 見て くれ 給へ。 

金の 事 これ も 精々 注意す る。 自分 だけの 牛； 活は 可な り 切りつ めて ゐる 積り だが いつの 間に か 無くなって ゐ るのに は 苦笑 

せざるを得ない。 先月 もらった 六 百何圓 ももう 百何圓 になって しまった。 弟妹 子供 等に 歳暮 を 贈らう とすると 少し 足りさ 

う もない。 馬鹿 だよ 僕 は 全く。  . 

今 一生懸命で ホ 氏を譯 して ゐる。 先月 中に 出來 なかった のは濟 まなかつ たが 不日 出來 ると 思 ふ。 もう 少し 待って くれ 給 

へ。 餘は 何れ 御 面會の 上。 

木 田 金 次 郞氏宛 —— 十一 万 七日 於 東京 〔五 五一 一〕 

この間 は 委細の 御手 紙を久 振りで 難 有く うれしく 拜見 しました。 此頃畫 を かく 氣 分が 進んで 来られた 由 何よりも うれし 

い 事に およろこび します。 こちらに ある カンパ スに 上塗りす るの は 何とい つても 勿 ig ない 故 文 房 堂で それ を少々 と 油 縛 具 

を少々 经 つてお きました。 あなたの 畫ニ枚 は 私の 書 齋の兩 方の 壁に かけて あります。 先達 壬 生 馬が あれ を 見て 殊に 靜 物の 方 

を よろこんで ゐ ました。 私 は 自分の 1.識 が 不完全で いっか あなたに 勝手な 批評が ましい 事 をい つたの を 後悔し ました。 家 

に 遊びに 來る 一 人の 若い 有 爲な文 學者は 頻りに あれ を ほしがって ゐるさ 5 です がよう 申出ない との 事です。 事に よったら 

上げても い \ でせ うか" 必ず あなたの 畫を 大切に 鑑賞す るに 違 ひない と 信じます。 馬 鈴薯も 先日 申した 通り 落手して まだ 


箱； 開 力ずに ゐま すか 屹度お いしい 事 だら うと 思って ゐ ます。 殊に 皆さんのお 志 を よろこんで ゐ ます。 どうか 兄から も 

れ<\ もよ ろしく 御傳へ 下さい。 私は雜 誌で 當分は 忙しい 事です が ni 四月の 後に は 仕事に 慣れて 長篇の 創作 も 出来る やう 

になる と 思って ゐ ます。 雜誌は どんなで すか。 何 か を あなた 方に もさし 上げる 事が 出来て ゐま すか。 私の 生活の 改革と 共 

に 思想 生活の 方 も 段々 變 化して 行く と 思 ひます。 この  一二 年 はたし かに 私に 取っての 囘旋期 だら うと 思 ひます。 どうか 氣 

の 付いた 所 は 十分に 注意して 下さい。 今月の 末に 新劇 座と いふ 劇團が 「吃 又の 死」 を 二日 試演し ます。 どんな ものが 出来 

るかと 思って ゐ ます。 時間の 都合 上 大分 切りち t めねば ならぬ のが 殘 念です。 

此頃は 起きる とすぐ 矢 を 六十 本づ. - ひきます。 色々 工夫して 見る と 大變爲 めになります。 何事で も 捨てる もので t ない 

の を 知ります。 居 食 ひ をして ゐる ものに はよ い 運動に もなります。 

冬の 空が 時々 實に 美しい 事です。 殊に 晴れ 亙って 風の ない 午後の 靑 {-^ の 色、 それに 比べる と 雲の 色な ど は 甘い もの だと 

考 へ ます。 

岩 內の 人々 の 事 をよ く 思 ひ 出します。 どうか 私の 心からの 好意 をお 傳へ 下さい。 あなた は カム サ， カ行き を まだ 望んで 

ゐられ ます か。 知らせて 下さい。 

今 私 は 奥の 座敷に 居ます。 母が ねて ゐて 子供達に 新聞 を 讀んで 聞かせて ゐ ます。 これから 私が トルストイ 物語 を 讀んで 

聞かせる 所です。 それで は左樣 なら。 健康で おくらし を 祈ります。 

唐 澤秀子 氏 宛 11 十一 万 十 曰 於 東京 〔五 五コ 一〕 

私 は 何とい ふ 偽善者で せう。 人 ごみの 中で お あ ひする と 何だか 願 倒して しまって 昨夜 も譯の わからぬ 事 をい つて 居た や 

うです ね。 私の 義弟が 祌戶へ 赴任す るので 母 等と 共に 晝飯を 竹 葉で 喧べ 一人で 銀座 を ぶらつき、 餘り 腹が すかない のでべ 

，クド ァプ プル を 食ったら なほ 腹が 滿 ちて 氣 まで だるくな つて 有樂 座に 行った のでした。 あなたが 誘って 下さった 時 は 全 
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くさう した 狀 態に 居ました。 それから 次の 幕間に 茶が す、 りたくな つたので す。 云 はれた 通り 大混雜 で 三階まで 押 上らね 

はなり ませんで した。 

昨日 は 猿 之 助の 素質の よいの を發 見した だけで もよ ぃ收 獲でした。 久米 氏の 脚本 も考 へさせられる 内容 を 持って ゐ ると 

思 ひました が 取扱 ひかた に 不足が あるので はない かと 思 ひました。 かね 子さん は 時々 矢 張 あの人の 本質ら しい もの を 見せ 

て くれたの が うれしう 御座いました。 あの人 は 全く 芝居 は 出来ない 人、 自分の 性格に ぴったり 合った ものなら 懸命の 力と 

n 然 さとで 光る 人 だとい ふ 事 を 知りました。 あの 入に 何んでも ふりあて るの は殘 酷です ね。 今度の 役 は 役不足と いふので 

に 萬々 ない が 全く 多少 役ち が ひでした ね" 都會 的な 放玲 者と 出来合 ひさうな 女に は 見えませんでした。 …… 私に は 柄に な 

い 事です、 批評な どと は。 

それにしても あなたと いふ 人 は ：：： 兎に角 張りの ある あなたに お あ ひする のが 氣 持ちが よい。 あなた は 弱い 弱い とい ふ 

けれども、 私 はさう は 思 ひません。 張り …… それ は あなたの 身上です。 ビンと 來る やうな 所が 全く 氣持 ちがい \。 あれで 

あなたから 都會 人と^ 傷 性と を マイナス すれば 當然ソ シャリ ストになる 人柄です。 …… とい ふと 胸が 惡 くなります か …… 

又 柄に もない 批評 をし ました。 

入 ごみの 中にはい ると 私 は 淋しくな ります。 

入な みの 寄せて は 返す 東京の ちまたに 立てば 物の さびしき 

舊錄 です 〔吹き出し ちゃい けません)。 歌 は 下手で もこの 頃 この 心 持が 段々 きびしく なって 行く やうです。 

武子姬 にあった かと 問 はれまし たね。 あの人 も可哀 さうな 人の 一人 だと 思 ひました。 あの人が しみ を 打破る の も 中々 の 

力が いる 事で せう。 あの人に は それが 出來 さう にもありません が …… 人間と いふ もの は 如何して かう 矛盾 を かついで ゐな 

ければ 暮 して いけな いのでせ う。 人が 動と もす ると 厭世家に ならう とする の も 尤も だと 思 ひました。 

あなたが 黑を 基調に する 服裝を 選む の は 以前から 氣づ いて ゐ ましたが、 己れ を 知る 者 だと 思 ひます。 黑と 紫との 諧調 を 


あなたの 服装に 見て 見たい (和服に 於て〕。 黑は 私の 大好きな 色です。 . 

風邪 は 別に 惡く なりませんでした か。 無理 をして はいけ ません よ 全く。 私の 咳 は 暖かい 所から 塞い 所に 出た ので 出た の 

です。 心配し ないで 下さい。 

SK 月 百合 子 氏 宛 11 土 万 ± 一 日 SS 四〕 

久しぶりの 御 消息 を うれしく 拜見 しました。 ずっと 以前に 私の 方から も あなたに 宛てて 手紙 を 出した 積り でした が 受取 

つて は 下さいませんで したでせ うか。 其 中には 私 は あなたが 再び 日本の 地 を ふまれない 事 をお す X めして ありました。 然 

し 今度の 御 消息で 石 川 氏と 共に 土に 親しむ 生活に 入られる おつもり であるの を 知り それなら いい加減に 佛蘭西 を 切り上げ 

てお 歸 りになる がい X と 思 ひました" 歸朝 以来の 石 川 氏に はま だお 遇 ひしません。 あなたの 居られた 頃に 比べる と 日本の 

社 會蓮動 も 隨分姿 を かへ ました。 私の 知って ゐる處 では 石 川 氏 は 其 渦中から 遠ざかって 居られる ので はない かと 思 ひます 

力  

私 もどう やら 此頃 になつ て實 際の： 1H 活に 多少の 變化を 加へ る 必要 を 感ずる に 至りました。 而 して そろ， くそれ を やって 

ゐ ます。 水の 流れる やうな 自然の 氣 持ちで やって ゐ ます。 北海道の 土地 は 農民に かへ しました。 あなたが 時々 訪れて 下さ 

つた 家 は 其 中賈拂 つて 母と 弟妹との 所有に します。 其 他の 財產は ある 社會 運動に 出金し ます。 而 して 私 は 身遷を 掃除して 

出來 るなら 仕事に 沒 頭したい と 思って ゐ ます。 さうな つたら 實生 S に遂 はれて 却て 仕事が 出来なくなる かも 知れません け 

れ ども。 アナ ト ール. フランス の 傍に 私 を 置いて 眺めようと いふの は 皮肉に さへ 考 へられます がそれ でも あなたが 私の 著 

作 を 記憶から 呼び出して 下さった の は うれしい 事の 1 つです。 そのうれ しさに まかせて 去る 十月から 出して ゐる 「泉」 を 

ぉ经 りと 父け します。 そんな 暇が あったら 讀んで 下さい。 

佛蘭 西の 一 角に 十二 三の 少女の やうに して ゐる あなた を 想像す る こと はたやす い 事です。 あなたの あの 妙に 愛 くるしい 


有 离武郎 仝 集 笫八卷  五 I 四 

淋しい 徵 笑が 心眼に 描かれます。 あなた はもとの ま に 少女ら しい 姿と 心との 持主 だと 見えます ね" 私 は 来年 は 四十 六に 

なります。 「まあ」 と あなた は 驚く でせ う。 然し 氣分は 依然として 靑 年です。 私 は 「ダダ イズム」 の氣 持ちに 味 到す る 事が 

出來 ます。 さあもう 十二時です。 ガス • スト I. ブが 不平 を訴 へる やうに つぶやいて ゐ ます。 晝 間から 吹き あれて ゐた 風 

は 死にまで 靜 まりました。 而 して 時計 は 夜半 を 指して ゐ ます。 寢 なければ ならないで せう。 あなたの 上に はよ い 宵で あれ。 

中 川吉ニ 氏 宛 11 十二月 十四 曰 於 東京 〔五 五 五〕  • 

先 曰 は 貴 著の 特製 を 御惠绘 下さって 難 有う 御座いました。 あれが 國民 新聞に 現 はれて ゐた時 は 偶に こ、 かしこ 拜兑 した 

ばかりで したが 足 助 兄から は 度々 推賞の 言葉 を 聞いて ゐ ました。 足 助 兄 は實感 的に 讀ん でゐる やうです。 本 をいた どいて 

から 拜 見した 上で 御手 紙 を 上げようと 今日まで 御無沙汰し ましたが、 自分の 仕事に 逐 はれて ゐて 一 寸暇がない ので あまり 

御禮が 長引き ますから 此 手紙 を 書きました" それにしても あなたと 里 見との 交誼の 斷 絕は兩 方に 交渉 を 持つ 私 をして 可な 

り殘 念に 思 はせ ます。 今のところ では 感情と しても 如何す る 事 も出來 ないで せう ね〕 鬼に 角 機が あって 私が 何 かの 役に立 

つやうな 事が あったら 役に立てて 下さい。 

お子さん 御 丈夫です か。 寒さ をお いと ひなさい まし。 御 鱧 迄。 

唐 澤秀子 氏 宛 11 ± 一 月 十六 日 〔五 S 六〕 

この間 婦人 公論の 波 多 野 秋 子さん とい ふ 人 (暫 らく 前から つきあって ゐる 人です が〕 からの 手紙で あなたと 私と が 「お 仲 

よし」 なのか， それならば それでい i けれども といって 来ました。 お 仲よ しに は 違 ひない が 特別の 意味が 其 言葉に あると 

すれば その 「お 仲よ し」 ではない と 答へ て やったら、 特別の 意味での お 仲よ しで あるとの 噂 さが どこかに 立って ゐ るの だ 

さう です。 人間 達のお せっかい にも 驚く ではありません か。 こんな IT が あなたの 方の 御迷惑に なると 氣の 毒です から 一寸 


おおらせ してお きます。 私に とって は それ は 蚊の 鳴いた ほどで もありません。 波 多 野と いふ 人 は 相當氣 持ちの よい 人 だと 

忠 ひます。 あなたのお 歌が 前から 大好き だ つたので いつ か 紹介して ほし い と 手紙で い つ て來 ました 0 

あなた 力ら の 御 使が あるか/ \- と 思って 待って ゐ ますが まだ 有りません。 御 返へ しする もの はもう ちゃんと 出來、 そ，；^ 

に 北海道から 來 たおい しい 豆まで さし 上げたい と 思って 包んで あります。 一 寸 持って行く とい. 1 のです が 何んだ か 忙しい 

ので 私の 方から も 御 i 一 沙汰して ゐ ます。 買物と いへば 其お 女中 は 歸途に は 可な り 荷が 多くな つてお 氣の毒 かも 知れません 

が、 そのつ もりで 寄って くれる やう 仰 有って 下さい。 

二十 三 曰の 入場券の 事に しかに 承知し ました" その 日までに はおと 父け します。 房 子さん は 勿論 來られ ない と 思 ひます。 

二十日に 舞臺 稽古が ある 由、 大分 變更 せられて ゐ るので 少し 不安に なって ゐ ます。 

白 薔薇と はたと へ もた と へられた りです。 あなた も 茶人です ね。 花の 中には 一寸 私に 例 へられ さうな 結構な 花 はあり ま 

せんよ。 is でい へば 晴れ 際の 雲、 地でいへば 湖の 岬、 水で いへば 大雨の 後の 藪 かげの 水たまり、 人で 云へば 卽ち 私です。 

今夜 一人の 男が 九州に 行く の を 送りました。 それが 悲しい 男な ので 今夜 は 少し 氣が 滅入って ゐ ます。 歸 りに 其 友の 友達な 

る 一 人の すりの 卵なる 未靑年 者が 一 緖に飯 を 噴ったら 男の 去った の を 淋しがって 愛人が 去った 後の やうに 泣きました。 い 

つで も 人殺しの 出來 ると いふす ごい 男です。 其 男が ふっと 懷 中から 母の 遣 骨 を 取り出して 見せました。 この 寒 に。 

どうしても 山茶花の 主の こと を あなたから しぼり 出さなければ 承知が 出來 ません。 一度 私 を 泣かせて 見せて 下さい。 お 

休み。 

吉川銀 之丞氏 宛.！ H 一月 一 I 士 一 曰 〔五 五 40 

御 來書拜 見。 森 本 君に は 先日 面會 しました。 具體 的な 案 は 今年 中には 出來 かねて、 正月 I 杯との 事でした。 それ を 見な 

ければ 桀 して 第一、 第二 兩 農場 を 二 組合に する か、 合同す るか は不 であり ますが、 多分 二つに する 意見 だと 思 ひます。 

1 九 ニニ 年  -  五 1 五 
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財團 法人と なる か 組合と なる かも 目下の 所 考案 中です 。氏の意見 では 矢 張財團 法人と する 方が よく はない かとの 事でした。 

村に 寄附す る 土地と 貴方に さしあげる 土地との 登記 かへ について は、 まだ 借金 を返濟 せぬ 中 は (幾分で も〕 控除して 殘餘 

を抵當 となす 事に は 勿論 反對 すろ と 思 ひます。 その 事に ついては 私が 斷 じて 責任 を 持ちます から、 その 事 を 村に も ， ほじ、 

ぁなた，.^納得されて各々使用なさって下さってょろしぃのです0 その 點 如何 か 不安 を 抱かれぬ やうに 願 ひます。 

§ 小作料 未納者の 處置 にっきて は、 色々 と S 難の ことと お 察しし ますが、 それに は 御 申出の 矮正 方法 等 もよ い 事 かと 

も 思 ひます。 然し それ 等の 細目に ついては 森 本 氏の 調査 を 待って、 はっきり 定められたら よろしい と 5- ひます。 糾合 員 一 

同の 決議に よって 當而の 處分法 を 講ぜられる 事 も、 此 場合よ ろしいで せう。 制度 組織が 變れば それに^して 慣れる まで ま 色 

色の 障礙が 起る の は 豫め覺 悟せ ねばならぬ 所と 思 ひま 了。 それ は 成就す るに は 非常の 忍耐と 誠實 とが 要せられ るで う" 

私 は 私の 考へ を覽現 する 上に 於て、 それ を 君に 期待した いのです。 

(五) それにて よろしく。 

(六) 勿論" 

(七) 差 支な し。 

(八) 大體 それにて よろし。 小 坐への 御 報告 を必耍 とせず。 

御 出京の 事 は 皆 不明です。 御 暇が 出來 たら 一 度 是非 來 京して 下さい。 森 本 君が 正月 中に 一 度 出て 来る 由 故 其 時機 を 見 は 

から ひ 東京に 於て、 n 一人が 會： 出来る やう 御上 京 下されば、 一番よ ろしく はれます。 

豆-三 俵、 米 二 俵た しかに と^きました。 豆に ついては 早速 御 禮狀を 出して 置いた かと 思 ひます。 米 も 難 有く 頂戴し ま 

した。 何卒 組合 負 一同へ よろしく 御 禮御傳 達 願 ひます。 餅 をつ いて 父の 靈 前に 供へ ると いって 母 は よろこんで ゐ まし 

た" 


牧山正 *5 氏 宛 ！ 十二月 一 一十 八 H 於 東京 〔五 五八 】 

先達 來御滯 京の 際 は失禮 ばかりして ゐ ました。 此度 いよく 或る 意味の 降參 をされ た 事 は 結局 或る 意味の 勝利であった 

と 思 ひます。 舉者とぃふ立場からぃふと衣食の累を知らずに研究が績けられるとぃふ事は望ましぃ事^^も知れませんが 一 

人の 人間になる 事が 何よりも 大切 だとい ふその if からする と更ら に世智 辛い 苦勞を 嘗められ るの も强ち 無駄な 事で はない 

かと 私は考 へる ものです。 必ず そこから 又 生れ 出る ものが あるかに 考 へます。 唯學 校の 敎員 としての 生活が どれ 程 あなた 

を滿 足させる だら うかと 思 ひます が 是れは 要するに 考 へやう です。 私 も 丸 七 年 我慢し ました。 今から 考 へる とよく 我慢し 

たと 思 ひます。 然し 考 へて 見る と 其 中から 靜 かな 思索と 讀 書と が與 へられて ゐ たの を 今では 感謝せ ずに は ゐられ ません。 

而 して 若い 入 達と パ 乂 際する 機會 の出來 るの も 素 1" らしい 事です。 私が 絕 えず 自分の 年齢 を 踏み破る ことの 出來 るの は 其お 

かげ だと さへ 思って ゐ ます。 

二十 五日に 母 を 熱 海に 经り 今曰歸 京し ました。 子供 も 彼方に やりました から 是れ から 年末まで 專心 仕事に 沒頭 します。 

御 健^ を 祈ります。  . 

里 見獰氏 宛 11 士 一月 一 一十 八 曰於麵 〔五 S 九〕 

先夜 は r ドモ 又の 死」 を 見に 來て 下さって 難 有う。 大分 せりふ をぬ かされた ので 私と して は 不服で も ありまし たが 1 同が 

車輪で やってくれ たので それに は滿 足して ゐ ます。 二十 五 曰 母上 小 兒等を 熱 海に 逡り 本日 歸京 しました" 一 同 而 元氣、 

さすがに あちら は 暖かです。 是れ から 獨 居 故 年末まで 仕事に 沒頭 すろ つもりです" それ 故年內 には參 上しません。 來年改 

めて 。御 一同の 御 健康 を 祈ります 。草 々0 

1 九 ニニ 年  五 一 七  ， 
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唐 渾秀子 氏 宛——士 一月 一 一十 八 曰 於 東京 〔五六 0J 

簡 な 御手 紙で 物 足らな く 思 ひました が 年末 御 多忙と 思って ゆるして 上げます。 偌而明 後一 ー一 十日の 朝の 中に 遊びに 來ま 

せんか。 波 多 野 秋 子さん も來 ると 思 ひます から 御 紹介 もしたい のです。 波 多 野と いふ 人 も 近頃の 知合 ひで よく は 知り ませ 

んが 母上との 間の 事で かなり 淑 しい 經驗を 持って ゐる 人らしい のです。 今の 夫婦生活 は至而 幸福ら しいので 又 物質的に も 

闲る やうな 事 はない らしい ので かなり 暢； m な と こ ろ もあります が 人間 として は 何處か に 美し さ を 持って ゐ ると ひま 丁。 

朝から 出かける の は 少し 御難 儀 かも 知れません が 大切な 買物 を 忘れて ゐ たんで せう あなた は。 呵々。 

では 其 時。 母 も 子供 も 居ず 家內が 小. 腐く思 はれます。 伊豆から は 今日 歸 つて 夾 ました。 


I 九 二三 年 

原 久米太 郞氏宛 —— 一 月 十九： T 於飽町 〔五 穴 一 〕 

木當に 御無沙汰" 御 一 統御 健全な らん。 私の 方 も 無上に 頑健、 母 は 目下 熱 海に 滞在して これ も 元 Is- でゐ るら しい。 が 足 

助の 不元氣 は 寶に氣 の 毒 だ。 此 は 又 異常に 不規則の 發熱 がして 醫師は 氣管殳 ではない かとい つて ゐる らし いが それ f か 

りで もない やう だ。 多少 は 神 經も手 傅って ゐ るの だら 5 けれども 蛔蟲 でも ゐ るので はない かと E 心 ふから 檢 便したら といつ 

た U 腰部の リ ヨウ マチ は 矢 張い けない ので 臥床の ま. f だ" 何しろ 八月 以来の 永 ゎづら ひだから ャキ くす るの も 實際無 53 

がない。 .K 當に氣 の 毒に 思って ゐる。 吹 田 兄に は 其 後 一 寸會 つた。 其 中 一 會 したいと 思って ゐる。 獨逸 くんだり まで 行つ 

て來 たとい ふ 風 もして ゐな いのが、 あの 男の 面目 を 躍 励 させて ゐる。 

僕が あんまり お人好し 過ぎる とい ふので 今朝 も 素 1 から 1 桜が 來た • そこで 僕 は 好人物なる もの を 書かう とも 思って ゐ 

る。 僕 は .iwl 分の お人好しが 順境から 來てゐ るので 表面的な ものと 思 ひ 少しく 恥し く 思って ゐ たが、 つらく 考へ るのに^ 

ずし もさう ではない。 もっと 根抵 的な ものら しい。 それなら 相當 面白い。 何事 もずん く 見拔 いて 道理に 叶った やり方 を 

する もい x が、 平仄が 合 はないで ハ ー ト ばかりで 行く の もい. 1。 永い 修練の 結果 僕に は それが チャン ボンに なって ゐ るの 

でい やになる。 

中々 家の 始末が つかない。 母の 住む 家の 方の 監督に 任じて ゐた 行郞が 正月 早々 から 腸 チブスで 寢 こんだ ので どうな つて 

ゐ るか 分らない" 然し 二月 末 頃に は 引 移り も出來 ると 思 ふ。 その上で 僕が 引越す。 而 して 家產の 始末 を すれば ノ， 'くと 

する だら う。 其ノ 1- ^とした 擧句 また 困り切って 逆 もどりと いふ 事になる かも 知れない。 それ は 其 時の 事。 

昨日 今日は こちら も隨分 塞い が 何しろ 今年 はからつ 風が 吹かない ので 大 助り だ。 よい 冬 だ。 今 戲曲を 書いて ゐるリ 

1 九 二三 年  五 一 九 
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足 助 素 一氏 宛 —— 一月 十九 日 於 趣 町 〔五 穴 一一〕 

又々 異常の 發 熱の 由 不思議と いふべ し。 何としても 兩 便の 嚴密 な檢查 を先づ して 貰 ふが い X と 思 ふ。 發熱は 多少 兄の 神 

經もか \ はり. を 持って ゐ るの だら う。 高木 を 1 度 賴んで 見たら ど うだらう。 若し 必要が あるなら 一 寸； m 話をド されば 僕よ 

り賴ん でもよ い、 但し 彼 は 外科 だからと 思って 僕 も 今までい ひ 出さないで ゐ たの だが 野 村 氏より はい >- かも 知れない。 

鶴 田の 察 は 背負 なげの 形 だが あれ だけの 事で もしない より はい. -の だし 僕 はそんな に 後悔 はして ゐ ない。 僕が 言論で it 

援 する かも 知れぬ といった の は 事が 十分 具體 的に なって 本人の 志が はっきり わかり 而 して その 事件が 僕の 思想 圈內に 這 入 

つて 来たらし ようと 思って ゐた事 だ。 初對 面で 人間 を 見拔く 事の 拙なる 僕 はいつ でも だまされる 事を覺 悟して ゐる。 だま 

され はしない かと 用心し 過ぎて 尊い もの を 拾 ひそ こねる より は 其方が 僕に は 難 有い から。 吉野 氏な どの 此 度の 常識に は不 

賛成 だ。 お人好しに 出來 上った 僕 は 其 お人好し を 徹底して 行く より 仕方がな いと 思って ゐる。 然し 時々 けち ッ くさい 氣持 

ち か ら其 徹底の 出来な いのが 本當 をい ふと s  i 僕の 悲し みだ。 

使が 來てゐ た 時は來 客だった ので 歸 ると 直ぐ 此 手紙 を 書く。 

足 助 素 一 氏 宛 — 一 月 一 一十 <日 S 穴 1 一一〕 

まだ 感想の 方が 出来ない ので 不取敢 「斷 橋」 だけお 经 りして 置く。 一昨夜 は 中々 面白い 會 だった" 兄の ゐな いのが 殘念 

だった。 酒 狂が 仕舞 ひ 頃に 狂 ひ 出して 櫻 井 八重 千に 1.- つて か- - つた。 女 は 生殖器 を 保護す る 事に だけ 僅かに 誇り を 感ずる 

の だな どと いって ゐた。 あすこの 女中のお ひで さんが 大分 兄に 氣が あるら しい。 是非お いで 下さいとの 傳 言だった。 斷食 

は續 けて ゐる のか、 結果の よい やうに 祈る" 

今日 大舉の 英文 學の -ー コ ル ス敎授 夫婦 を 見 能に 案内す る。 


木 田 金 次 郞氏宛 —— 一月； n 十 H 於 東京 S 穴 四〕 

其 後 は 御 竦 昔 をして ゐ ますが 嚴 寒の 候に も か.. 1 はらず 强 健に 什 事に 從 事して おいでの ことと 思 ひます。 私 もお かげで r 庇 W 

事に 仕事に いそしんで ゐ ます。 早く 悉くの 始末 をつ けて 背 水の 陣を 布いた 上 思 ふと ほりに 振舞 ひたい ものと 思って ゐ ます。 

然し この頃 は 兎に角 仕事に 對 する 熱が 1$ 發 しかけて ゐる やうです。 この間の r ドモ 又の 死」 の 實演は 可な りな 成功で、 臺 

本 を 見た ばかりで は不滿 足であった 人 も 十分に 滿 足して くれました。 三月 號の 一 慕 劇 も 市 村 座で 菊 五郎が 演ずる 事になる 

かと 思 ひます が、 この 方 も相當 自信 を 持って ゐ ます。 

倍て 福 田久道 氏から 又 別封の 本と 寫眞 とを经 つて 來 ましたから 一 覽の 上廻途 します。 私 はもう 存分に 見た もの 故 兄の 方 

にと t めて 置いて 下さって 差 支ありません。 あなたから も 福 田 氏に 蹯 をして 下さい。 大變 よい 本ではありません か。 

俱知 安の 佐 藤氏から 葉書が 來て 白水 曾が 大層よ い 集り を 持って ゐる といって 來 ました。 其 光景 を 想像して 羨し く 思って 

ゐ ます。 

御大 事に。 皆さんに よろしく。 

足 助 素 一 氏 宛 11 二月 M! 日 〔五 穴き 

行 三の 病氣 はもう 大丈夫と 思 ふ。 明日 あたり は 枕を拂 はせ ようかと 思って ゐる。 

三日 程 前から 吉 川が 農場から 出て 来て 折 柄來合 はせ て ゐる森 本と 農場の 規約に ついて 評議して ゐ るので 無沙汰して ゐ 

る。 慶應 病院 はう まく 行った か 知らん。 

詩集 第 ニ輯の 廣吿文 を 同封し て お く。 

ー斷 橋」 がいよ く 三月 帝劇に 於け る 菊 五 郞勘彌 合.：！： の 舞臺で 演出され る 事に なった。 n 一月に 「泉」 が これ を 載せて 出れ 

1 九 二 三 年  五 二  I 
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ば 好都合 だと 思 ふ。 就て は 校正刷 は 何 B3„ ；出來 る だら う。 若し まだ 長く か、 る やうなら 原稿の 轉寫ー 通 を 作らして 下さる 

事 は出來 ないか。 尤も 稽古 は 二十四日から はじまる の だから、 稽古に か V る 頃に は 「泉」 が 出て ゐる 事に なって 好都合 だ 

が、 それ以前に臺本だけでも讀まして置きたぃと今日長田^^雄氏からぃって來たのだ。 

2疆の^$に關しては必要がぁるなら私がロをきくとぃふ事は當入に旣に云ってぉぃた。 岩 澱の 作品に 關 すろ 兄の 考 へと 

私の 考 へとの 間に は 或る 相違が ある。 尤も 「足」 など は隨分 以前に 讀ん だもの 故、 今 讚んだら 如何 だか 知らないが、 その 

時に 得た 感じから いふと 十分な 特殊性 を 有ち 而 かも 多分な 藝術的 內容を 持って ゐ ると 私 は 信じて ゐる。 唯 どんな もので も 

プ ロ文學 とさへ いへば、 評判に なり 易い 目下の 形勢に あって 彼の 作が 認められ るかに ついては、 私 も 疑問に 思って ゐるも 

の だ。 

私 は あの 位の 作品 は 矢張り 公け にしておくべ きもの だと 信じて ゐる。 あの 作品 を 闇に 葬つ てし まふ 事 はない と 思って ゐ 

る。 尤も 今、 非常に 自信の ある 戯曲 を 書いて ゐる やう だから， その 成 緩に よって 彼 も 方針 を 定めて おそく は あるまい が。 

今夜から 急に 嚴寒が 襲って 来た。 注意の 上に も 注意 を 乞 ふ" 明日 は又吉 川と 農場の 相談 をす るので 仕事が 出来ない。 ど 

う もこれ は 仕方がな いが …… 

茅野蕭 々 氏 夫妻 宛 ——ー 一月 十 一 日 於麵町 〔五六 六〕 

お 二人から よい 霄物を 御惠经 下さって 本 當に難 有う 御座いました。 T 度 風邪に か. - つた 爲め學 校 を 休んで 臥って ゐる子 

が ありまし たので 奥さんの 御 本 を 讀んで 聞かせて やりましたら 大層 よろこんで 聞いて 居りました。 御主人の お課しに なつ 

た 戲曲は どれ もま. た讀 まずに ゐ たもので すから 樂 しみに 拜見 します。 此頃は 戲曲を 書きたい 氣 持ちが 强く なって ゐ るので 

萆に それ は樂 しみな ばかりで はなく 少なからぬ 暗示と なって くれる 事と 存じます。 深く 御^ 申 上げます。 子供 はも..' よく 

なった ので 昨日 後 i^Jg 生の 爲 めに 鎌 倉の 弟の 處に 厄介に なりに やりました。 乍 餘事御 放念 下さい ませ。 もう 何やら 春の か を 


りが $ ^中に 漂 ひ はじめた やうに 思 はれます。 御幸 福に その 樂 しい 時節 を迎 へられます やうに。 

唐 澤秀子 氏 宛 11 二月 十四日 於柬京 〔五六 40 

何 を 書いて よこして 下さっても 私 はさう 祌經 にさへ る やうな 事 はしません のに。 この間 は 御 出かけのお 忙しい ところ を 

失禮 しました。 田 所 は あれから 大 飛躍 をして 有：^ 天に なったり 地獄の やうに 苦しんだ りして ゐ ます。 昨 曰 は 彼が 來て 東京 

を 落ちて 行く 名殘を 惜しみ ましたが、 夜の 十 時に また 電話で 呼び出して 來 たので 神 樂阪の 或る 家に 行き 藝者を あげて 飮み 

其藝 者に キスし それから 待合に しけ こみ 相手の 入と 床の 上で 話 をし 悲しくな つて 泣き出し 指 も觸れ ずに 其 家 を 出で ビシャ 

モ ン樣 の處で 別れ 二 時半 頃 家に 歸 りました。 「おめい 歸る のか」 と 田 所が 隣り の 部屋で いふ 聲 を 聞き ましたが これが 當分彼 

の聲の 聞き納めで せう。 

私が 部屋に ゐ ると 襖 を あけて 二十 五になる とい ふ瘦せ 形の その 女が 這 入って 来ました が、 自分で は 意識して ゐな いので 

せう が、 私 は 寒風が 這 入って 來 たやう に 思 ひました。 田 所 は 其 女が よくって 私の 所まで 引 張りに 來 ましたが 應 じませんで 

した。 「あなた は 私 を 嫌って はゐ ないだら、 「ね」 といったら 「嫌って ゐ ません」 と 答へ たから 「それ ぢゃ 話さう」 といって 

半時 間 ほど とりとめのない 話 をして 今晩は あなた を 買 ひ 切った の だから 何處 にも 行かないで ゆっくり こ >t で寢 ておいで と 

いったら 一緒に 歸 ると いふので 途中まで 一緒し たんです。 全く 無表情の やうな 女でした。 何しろ 私に は はじめての 經驗で 

すリ 人間の 生と いふ もの は 悲しい もの だと 本 當に思 ひました。 

子供 はな ほりました。 お訪ね 下さい。 

足 助 素 一 氏 宛 11 1 一月 十九 日 〔五六 八〕 

資は 全く 氣 味が 惡 くお つかなかった の だ。 其 場で 斷 然と 云 ひ 放た う ものなら 玄關を 出た 所で 猫 いらず でものみ はしない 
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かとさへ 思った の だ。 全く そんなす ごさだった から" •：：. 十七 日に 手 f 書いて 必ず， 其鄕 里に 良人と 歸る やう こ 鋭く^, « 

してやった。 

結婚 をし ろとの 兄の 忠告 も 冬 謝する。 あの人 は 去年の 末に 結婚して しまった。 訪ねて 來 ても會 はず。 手紙 をよ こしても 

返事 をし ない 方針 を f 事 S 姊と 談合して ：：： それ 切り さ。 姉の いふ 所に よれば 今 は 幸， S 生活 をして ゐ ると S …… 

先づ 今の 處 妻に 貰 ひたい 女はゐ ない。 何しろ 僕 は 再び 家庭 を 持つ 煩に 堪 へない。 心が 荒んだ のか、 氣 力が 衰 へたの か、 愛 

情が Q-i^ したの か。 何んだ か 知らないが …… 兄が 曾て 踏んで 來た あの 捨鉢な 經路を 今度 は 僕が 行く ので はない かと 恐 もて 

ゐる。 唯  ーニ人 の 子供 だけが 僕 SLi なって ゐ るの だ。 あいつら の 事 I ふと 泣かされる。 而 して？  S を 思 ひと I る。 

早く 兄の 對症處 置が 行 はれて 痛み だけで も 直る とい、 と 思 ふ。 全く あれ ぢ ややり 切れない。 堪忍 强ぃ 僕が 傍て 見て ゐて 

もた まらない。 早く 健康 だけで も 恢復す る やう 祈りに 祈る。 

昨日 今 s の天氣 ではい よ/ \ 春が 來るゃ うだ" 明日から 家 を 見に 人が やって 來る。 吉川は 一昨日 農場に 歸 つて. 斤った" 

「斷 橋」 いよ/ \ 上演と 決定、 明日 十 一 時から 帝劇で 顔 寄せが ある。 午後から は 怠って ゐた倉 田を訪 間しょう とおって ゐ 

る" 

「泉」 四月 號は 小說 にした。 

其 中う か 父 ふ。 

高 村 光太郎 氏 宛 11 二月 二十四日 於 51- £ 穴 九〕 

お 話 はあり ましたが 容易に 滿 されない 希望と 思って ゐ ました 御 制作 も 御惠與 下さる との 御 報に 接して 雀-躍 を 禁じ， 辱 ませ 

ん" 殊に 手の 習作 はいつ か 足-助が 拜兑 して 推賞 措かなかった ものです。 私の 拙 書に 對 して は 釣合の 取れない 難 有 I と は 

知って ゐ ますが 無 御 遠慮 項 戴 致した いん 思 ひます。 どうか 宜敷御 願 ひ 申し上げます。 
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ホ氏 詩集に ついても 過分の 御 獎辭を うれしく 拜見 しました。 

餘寒 折角 御大 事に 祈 上げます。 假令 小屋に 移っても 「手」 は 生涯 珍赏 致します。 

足 助 素 一 氏 宛 —— 一 1 月 一 一十 五日 〔五 七 o〕  ♦ 

この間の 兄の 詰問と いふの は 全く 嬉しい 事だった。 兄に は あたり 前、 僕に も あたり 前に は 相違ない が、 僕の 事情に つい 

て あれまでの 關心を 持って くれる 心臓が この 世に あると いふ 事 は 何とい つても 淚ぐ ませられる 事 だ。 いやに 寒く 便りな く 

なって ゐた 僕の 心 は あの 日に はかに 日光に 浴した。  . 

この 先き どんな 運命が 来る かわからない。 この頃 は 何んだ か 命が けの 戀 人で も 得て 熱い よろこびの 中に 死んで しま ふの 

が 一 番 い. .t 事の やうに も 思 はれたり する。 少し 心が 狂 ひ 出して ゐる なと 自分で も 思 ふが、 自分の 仕事 を 完成した 處 がそれ は 

結局 次ぎの 時代に は 古典と しての み殘れ ば殘る 種類の もの だと 考 へて 來 たりす ると 自分の 生活の 前途が 妙に 晴らく 見えた 

りする の だ。 この 年に なって 熱情が 底 深い 所に 動き 出す やうに なつ てから は 世の中の ことが 少し 明らかに 見え 始めたら し 

い。 子供の やうな よろこび を 以て 見つめて ゐ たもの が 存外 中 ぶら りんの ものに 見えたり して 来る。 もう 一 つ 掘り下げて そ 二 

に 更らに 堅い 地盤に 出 喰 はすまで はこの 不安 は 到底 安定に 達し さう に 見えない。 1 元 生活 を 完成す るに 至る までの 煩悶に 

似て 更らに 迷路 的な 動搖が 僕の 上に 来つ  >- あるの だら う。 然し 僕 は それ を 避け はしない つもり だ。 崩れる もの は 思 ふま、 に 

崩れさせ て 見る。 その あとに 何が 殘 るか 。殘る ものが あ つ たら 僕 は 今よりも もう 少し 立派な もの になる 事が 出來る だら う。 

今までの 僕の 讀者 は少 しづ-^ 僕から 離れて 行く らしい。 諸方で そんな 聲を閗 く。 同時に 他の 種類の 讀者を 得つつ ある 亭 

もた しか だ。 今度の 讀者 はたし かに 前の 種類の 讀 者よりも 堅固な ものであるに 相 ない。 唯 僕 は それらの 讀 1^ にもつと 镇 

極 的な 訴 へ をな し 得ぬ 事 を 遺憾と する。 

あれから 久野 氏の 獨演會 に 行った。 ベ.' ト，. 'フェンの 晩年の 作品 四 種の 中 三種 だけ を 聞いて 歸 つた。 さすがに 四 年雌认 
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の 甲斐が あって 演者の 熱情 も 技術 も 原作者 を 大して 恥し めない ものだった やうに 謹聽 した" 驚いた の はべ. 'ト T フ H ンの 

感情の 廣大 さだった。 人間的な あらゆる 感情 11 滑稽から 崇 美に 至る までの 11 は 少しも 損 はれずに かの 老昔樂 家 11 而 

かも 悲運に 閉 された 11 の 胸中に 湧き 立って ゐ るの を 知った 時、 僕 はた ど 驚く ばかりだった。 僕 はたし かに 或る 力 を 得て 

音 樂堂を 出た。 それから 弟が 病氣 全快 を 祝 ふ爲め 僕と 子供と を 夕食と 活動と に 招いて くれた。 愉快に 一夜 を 過した U 

兄の 病 源が まだ はっきり しないの は齒 痒い 至り だ。 早く 適 當な對 症 療法が 發見 されん 事 を 祈って ゐる。 

何しろ 兄が 生きて ゐ ると いふ 事 は撲に 取っての 力 だ。 自重して くれ 給 へ。 

この間の 兄の 頼 は 美しかった。 

高 村 光太 郞氏宛 —— 三月 一 曰 於 東京 〔五 七 一 〕 

今日は 御 制作 「手」 を 態々 ぉ屆け 下さいまして 難 有う 御 11 いました。 拜 見して 驚きました。 手と いふ ものが あんな 祌祕的 

な 姿 を 持って ゐる もの だと は 今まで 心 付きませんでした。 あれ は 又 一 筒の 群像で も ありました。 見て ゐれば 見て ゐる程 それ 

は 不思議です。 明日 は面會 日です から 早速 部屋に かざって 見る 人 を 驚かさ 5 と樂 んでゐ ます。 「手」 とい ふ 題で 感想 を 書い 

て 見た い と 思 つて ゐ ます。 何しろ 太當 にあり が た"' 御 座 いました。 永く 永く 襲藏し て 御 厚情 を 記憶し ます。 不取敢 御 蹲 迄" 

三月 I 日 「斷 橋」 の 公演 第 一 日 を 見て 歸 りし 夜 十 一 時半。 

足 助 素 一 氏 宛 11 三月 五日 S4nn 

また 御無沙汰して しまった。 「骨」 は 八日 is- から 三日 程 外泊して 1 氣 にかきたい 爲め其 儘に して ゐる。 田 所が 仙 臺に發 つ 

やら、 後藤の 退院した いとい ふ 事 やら、 帝劇 やら、 無意味の 訪 者 やら、 面會 やらで 寧日な しだ。 今夜 も是れ から ビヤ ー 

ト 博士と 晚餐 をす る 事に なって ゐる" 明日 は 御見舞が 出來 ると 思って ゐ るが。 


家が 四 谷 寺 町 とい ふ 所に 見 付った。 家贊 七十 五圓は 高い がしつ かりして ゐて 位置が 馬鹿にい. -し 部： 數も 適度 だ か ら そ 

こに きめた" 今度 は 健康に よく、 濕氣る やうな 事 は 萬ない 積り、 先づ御 安心 を 乞 ふ。 母の 家が 出來 次第 引 移る 事に し、 今 

住んで ゐる家 は 賢れ て も 賣れ なくっても 弟妹に 委託す る 事に 取き めた。 少 しづ、 片が ついて ゆく。 靈感は 1 度 来て 1 度電 

話 をよ こした が斷 つた。 少し 氣の毒 な氣 がする。 

兄の 症况 はま だはつ きりと は 決まらない のか。 中々 長い ものだねえ。 今度 行ったら 僕から 一 っ醫 員に 聞いて やって 見よ 

幸に 一 同 無事 乞 安 意" 

唐 澤秀子 氏 宛 11 三月 五日 於 東京 〔五 七 一一 一〕 

昨夜 はありが たう 御座いました。 何年ぶ りかで 誕生日ら しい 誕生日 を 祝って いたどき ました。  - 

お ぼっか な 幾年 經 なば おほら かに 悔 なき 我れ を 尋ね あ つ ベ き 

. 御出發の前必ずぉ會ひ申すとは申しましたが今になって考へ^pと必ずとはぃ へなぃかも知れません。 あなた もお せ はし 

い 事で せう から。 

若し 修道のお さまたげに ならなかったら、 御 起居の 消息 を 偶に は 漏らして 下さい。 御 烤所を 知らう と はしません。 强く 

ない 御 健康 を くれ <\ も 御用 心なさい。 私自身に も 其 中 何が 起る かわかり ません。 私 も 精 1 杯に は 生きて 見ます。 

波 多 野 秋 子 氏 宛 —— 三月 十七 日 於 東京 〔五 七 四〕 

十五 日の 御手 紙大變 にい、 御手 紙。 これです つかり あなたの 御氣 持ちが わかりました。 私の 所謂 AB のこと が あなたの 

つきつめた 心に 實感 となって 現 はれた 事が よろこばしい。 で 今日 あなたに 約束した 御宅に 上る 事 を 私 は ひかへ ました U 五 

1 九 二 三 年  五二七 
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分 を 待つ のに も それ 程の 苦しみ をして 下さる あなたに 二 時間 を {4! しくお 待たせす るの を考 へる と 私 は 自分が 苦しく 思 ひま 

すけれ ども 强 ひて 自分 を 縛ります。 それ は 私が 次ぎの やうな 結論に 達した からです。 

愛人と して あなたと おつき 合 ひする 事 を 私は斷 念す る 決心 をした からです。 あなたに ぉ會 ひする とその 決心が ぐらつく 

の を 恐れます から、 今日は 行かなかった のです。 私 は 手紙で なりお 目に か、 つてな り、 波多鮮 さんに 今まで の^をお 話し 

てお 詫びが したいの です。 あなたが 私 を 愛し、 私が あなた を 愛する その 心 持 を 如何に 打破る こと も 出来ません。 自然 を" 5^ 

却す る ことが 出來 ない 以上 は出來 ません。 けれども 純な 心で あなた を 愛し， 十一 年の 長き に 亙って 少しも 渝ら ない ばかり 

でな く、 益々 その 人 をい としく 思 はせ る 程の 愛情 を そ \ いで 居られる 波 多 野さん を あざむいて、 愛人と して あなた を 取り 

あっか ふこと は 如何に 無恥に 近い 私に でも 迚も 出来る 事ではありません。 波 多 さんの 立派な 御 心 状が 私の 心まで 淸 めて 

くれます。 美しい 心の 美し さ を 私 はしみ 尊くな つかしく 感じます。 あなた も 波ク々 野さん の 前に 凡ての 事 贊 を吿 白な さ 

るべ き だと 思 ひます。 而 して あなたと 私と は 別れ ませう。 短 かい 間で はあった けれども 驚ぐ 程豐 に與 へて 下さった あなた 

の稱は 死ぬ まで 私の 費です。 淚 なしに は 私 は それ を考 へる ことが 出來 ません。 

縦 令 あなたが 如何に 私 を 愛して 下さっても あなたが 波 多 野さん に對 して 持 たれる 好意と 感謝 は 昔の ま、 であるで せう。 

而 して それ は 年と 共に 滑す とも 減ずる こと はありますまい。 波 多 野さん に その 氣 持ちが わかって 下されば 已むを得ない あ 

なた の氣 持ち はわ かって 下さる と 思 ひます。 而 して これから あなたの ある だけの 力の 及ぶ 限り あなたの 露 心 を以っ て 波 多 

野さん の 生活 を 幸福に し てお 上げな さる 樣 祈り 申し ます。 

勿論 誤解 はして 下さらぬ と 思 ひます が、 私 は 決して 嫉妬 や 激情から 此 手紙 を 書いて ゐ るので はありません。 心の中の ほ 

がら かな 光に よって これ を 書いて ゐ るので す。 

あなたが 自分で は も 死ねない と 仰 有る 言葉 なぞ も 私に はよ く 解ります。 而 して あなたの その やさし い 心 をな つかしく 

思 ひます。 死んで はいけ ません" 


波 多 野さん の爲 めに 私の 爲 めに 1 曰で も 長く 生きて ゐて 下さい。 あなたと はお 目に か、 れ ない 運 IS に S かれても あなに 

の此 世に 於け る 存在 を 感じて ゐられ る 事 は 矢張り 私の よろこびです。 さう です。 私 も 私の 子供に 歸 ります。 三人の 子供 を 

？ は戀 人と します。 全く あなたとの 地上の 交 涉を絕 つて あなた を 愛し 續け るの は 波 多 野さん も 憐んで 許して 下さる でせ う。 

許して 下さらなかった ところが それ を 如何す る こと も出來 ない 事で はあり ますが …… 

然し 波 多 野さん が 同情と 理解と を 持って 下されば 私と して は 矢張り うれしい ことです。 あなた も 如何 か 凡ての 事 を靜か 

に考 へて 下さい。 

殊に 私が 波 多 野さん にお 詫び をした いとい ふ 取りつ めた 考へ を考 へて い 、方法 を 示して 下さい。 

溺れ 易く 感じ 易い 私の 心と いふよりも 行爲を (今までの) 笑 はないで 下さい。 私 は 私の この 弱點を 矢張り 憐れみ 愛せず 

に は ゐられ ません a 私 は 生涯 か V る 弱點に 苦しみぬ く 男で せう。 辯 愛 事の みならず すべての ことの 上に。 

私の 戀愛 生活 は 恐らく 是れが 最後で はない かと 思 ひます。 この 次ぎに 若し 來る としたら それ は 戀 愛と 死との 堅い 結婚で 

あるで せう。 

つまらな いこと を 云 ひ 過ぎて ゐ たらす ベて それ を 無視して 下さい。 まだ 書け て それが いつまでも 書き 續 けさう です。 然 

しそれ に はきり がない か ら。 

里 見 撺氏宛 11 三月 二十日 〔五 セ五〕  . 

用事から 先き に。 

四 谷 右京 町の 私の 所持 地に なって ゐる 分に 目下 材木 置 場に 使用され てゐる 土地 を戶 川が 用ゐ たい 希望 を 持って ゐ ますの 

で それ を 叶へ て やりたい と考 へて ゐ ますが 1 つ あれ を 明けて 下さる 事 は 出來ぬ もので せう か。 至急 御 相談 申 上げます。 

1 九 二三 年  五 二 九 
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この間 要 山の 香 風 園 藤の 寮に 三日 程 行って 書き もの をして ゐ ました。 靜 かで 仕事が よく はかどりました。 

「斷 橋」 は 脚本 もい けない のか も 知れない が 小屋の 不適 當 なのと 演出の 曲の なきと で 失敗した らしい のが 殘 念でした。 

それから この間の 夜 二人の 男と 丸 梅に 出かけお 內 儀さん を 驚かせました レ 勘定の 段に なったら あなたの 帳面に 書き こん 

だから 拂 ひに 及ばず との 事に て 其儘蟲 をよ くして 歸 りました、 御馳走に なった わけです。 濟 みません がよ ろしく。 

足 はもう い k のです か。 御 健在 を 祈ります。 萆々" 

足 助 素 一 氏 宛 — ni 月 1  一 土 一日 〔五. P 穴〕 

今日は 話が 變な 方に それて 兄の 休養の 時間 を そこねた 事 をお 詫びす る。 然し 兄の 方に も 僕に 云って おきたい 事が あるの 

だし 僕 も 岩瀨の 言葉から 彼の 爲 めに 少し 述べて おきたい と 思つ てゐ たので 大體ぉ 互に 話して よかった とも 思って ゐる。 

兄の 僕への お 話 はよ く 分った。 信任と いふ ものに 對 してお 諸な 熊 度 を 取った 事を殘 念に 思って ゐる。 こ、 いらに 僕の 子 

供ら しさが こびり つ いて ゐ るの は 自分ながら 腑甲斐な いと 思って ゐる。 

岩瀕に 聞いて 見た 上で 或は 兄と 岩灝 との 間に 誤解が あつたの ではない かと 思 ふところ だけ は 今日い ひ盡 した 積り だから 

其の 以上 は 僕 は岩瀨 について 釋 明しょう とも 思 はない し、 又 兄の 岩瀨觀 について 首肯す る點も 僕に は 十分に あるので、 僕 

の 意見と して 從來の 交誼 上 岩 濯に いふべき 事 はい ひ 置く つもり. でゐ る。 

これで 今朝の いやな 話の 事 は 打 切りに する。 どうか 不惡。 


兄が 今日 一 寸 僕に 漏らして くれた 會對 個人の 問題の 發展 について は 僕 も 多大の 關心を 感ずる ので 兄の 考 へが 發展 した 

ら差 支ない かぎり 知らせて 項きたい。 僕 も 思想 的に は 或る 落 付き を 得て 居る やう だけれ ども 實際 生活の 問題と して は考へ 

なければ ならない 事が 有り 餘る程 あるので 兄 自身の 意見な ど は 殊に 聞きたい と 思 ふの だ" 

今月末 か來 月の はじめに は 母 も 熱 海から 歸京 する だら う" 母の 感情と 僕の それと は 段々 離隔して 行く やうに 見える。 母 

は 此頃滅 切り 弱氣 になった。 僕の 頑固が 一部分 母 を さう させた やうで も ある。 それ を考 へる と 母に 對 して 氣の 毒な とい ふ 

感情が 起る。 然しもう 乘 りかけ た 舟 だ 如何にも 致 方がない。 其 中には 母 も 新 境遇に 慣れて くれる だら う。 僕と 子供 も 亦 さ 

うなる だら う。 或は 此 月末に 母 を 熱 海まで 迎 へに 行く かも 知れない。 

忙し さに 紛れて 今 曰 行かう か 今日 行かう かと 思って ゐる 中に いつでも 無沙汰が 長くな つて ゐ るのに 驚く。 これから は 

もっと 頻繁に 出かける から 許して くれ 給へ。 

では 其 中に。  ， 

里 見獰氏 宛 11 三月 一 一十 五 H 於麵町 〔五 +- 七〕 

四 谷 土地の 事お 知らせに よって 私の 思 ひち がへ だった 事が 判りました。 一 時 地租 を分擔 して ゐた 事が あつたので 半分 は 

仏の ものと 思 ひ 込んで ゐ ましたが 其 後 全體を あなたの 方に 併合な さりたい 御 希望が あって さう いふ 事に したの を 思 ひ 出し 

ました。 率爾お ゆるし を 願 ひます。 戶川は 私の 大 原の 土地 を檢 分に 今 曰 出かけて 行きました" 

「痕輔 の 夢」 を 御 惠逡. i 有う 御座いました" あれ は 後半 だけ 拜 見して 見事な もの だと 思った 御作 品でした。 樂んで 全體を 

拜兑 します。 
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f 斷橋」 は 二十 二日で 樂 になり ました。 

足 助 素 一 氏 宛 11 四月 十日 於 東京 〔五 七 八〕 

けないで 苦しんで ゐる、 十 一 日の 晚 まで 待って いたどく。 昨日 は天氣 がい. t ので 晝 から 燒け 半分 上野に 出かけた。 今 

. 年の 唯一 の 花見。 祈 御 自愛。 

足 助 素 一 氏 宛 11 EI 月 二十 六 0 於 汽車 5-  〔5 セ九) 

今 船 上 山、 伯耆 大山 を 左に 見、 隱岐 につ どく 海原 を 右に ながめて 米 子に 向 ふところ、 雨 雀 は 鳥 取に 下草し 橋 浦と 二人な 

bo 少し 疲れたが 景色 は 珍ら しい。 中々 よいと ころが ある。 

足 助 素 一 氏 宛 —— 四月 二十 七 H 於 米 子 町 〔aAO〕 

昨夕 七 時頃當 地着レ 夕食後 浦 島 君 外に 案 2： されて 錦 海の 夜色 を 賞味し 城 山址に 登り 折 抦突發 せし 市中の 火事 を 遠望して 

き 货す。 半月 天心に あり。 

足 助 素 一氏 宛 —— 四月 二十 八日 於 松 江と きは摟 〔五八 一〕  - 

<1 '朝 雨中 を 大社に 參詣 おみくじ を 兄の ために 貰 はう としたら 「そんな もの は 一切 出しません」 と 神職の 手間取りの やう 

た老 入に 叱られて ぎ や ふん …… 

午後 二 時此地 着。 雨 蜜 氏が まゐ つて 寢てゐ る 問に 城に 登る、 美しい 景色" 松 江 は 兎に角 竄 にい k 所 だ。 


足 助 素 一 氏 宛 ——五月 一 日 於 城ノ崎 油筒屋 S 八 5 

泎 H 鳥収高 農の 講演 を 1$ 後と して 山陰の 仕事 は濟ん だ。 午後から 海岸の 砂丘 を 見物に 出かけた。 夜 は. I？ 志の 歡迎會 が あ 

り.. てれから 汽車に 乘 つて 夜半 過ぎ 當 地に 着く。 秋 s、  si は 直路 東に 向った。 今朝 温泉 寺に 參詣 した。 ひどく 氣 にいって 

しまった。 今 原稿用紙 を 買 はせ にやって これから 又 仕事に か \ らうと いふと ころ。 境地から いふと 落 付いて 書け さう だ" 

n: 日の 朝 神 戶に向 ふ。 天氣は 幸に よい。 此地 はすつ かり 若葉に なって 山の 姿な ど 一 K ひやうな く 美しい。 

秋 田 雨 雀 氏 宛 —— 五月 ni 日 於 城 ノ崎溫 泉 〔五八 ョ〕 

もう 旣に 御歸 宅な さった 事と 思 ひます。 嘸お 疲れでした らう。 然し この度の 旅行が お蔭で 非常に 快い ものであった 事 を 

ふめな たに 終 謝します。 私 はこ.^ で 二 B 働き ましたが 十五 六 枚し か 書け ませんで した。 明 曰 は 早朝 神戶の 方に 立って 行き ま 

. す。 而 して 五日に は歸 京す るで せう" 船 は 四日に は 出ない ので やめました。 こ > -の溫 泉 場と 玄武 洞と は 2： ^ものです。 

木 田 金 次 郞氏宛 —— 五月 八 R 於 東京 f 五八 四〕 

山陰の 旅行 を 終へ て 去 一 二 曰 神戶に 入る と 狩 太 村の 木 村 氏から 吉 川の 件に 付き 大體の 報知に 接し 驚愕した 次第です。 あの 

事件 は吉 川が 農場の 爲め よかれ かしとの 奉公 心から 起した 事で はあり ましたが、 薄々 情 を 知りながら 默 過して ゐた 私の 不 

行 申譯 なき 事に て、 是れが 爲め吉 川に 思 はざる 迷： i を かける 結果に なった 事 を氣の 毒に 堪 へません。 それにつ き岩內 

に 於て は あなたから 實に 一 方なら ざる 御 懇情 を 蒙った さう で 吉川は 書中に 於て 特に それ を 感謝して 居ります。 吉 川に 取つ 

では 其 際 百 萬の 援兵 を 得た よりも 嬉しかった 事と 私から も 深く 謝意 を 表します。 

F ヒー M に は 六日の 夕方 歸着 しました。 母の 家の 方が 完成し ない 爲 めに まだ 移轉も 完了 しないと いふ 有 樣で中 有に 浮いて ゐ 

1 九 二 三 年  五三 三 
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る やうな 氣 持ちで 閉口して ゐ ます。 其屮に 然し 諸事 解決に 至る と 思 ひます 故 さう したら 少し はまと まった 仕事 も 出来る だ 

らうと 考 へ てゐ ます。 

御 健康 を 祈 上げます。 

吳茂 1 氏 宛 11 五月 九日 於 IseJ- 〔五八 五一 

昨日の 御手 紙拜見 致しました。 仰 有る 事 はよ くわ かりまし たが 萬 望 さう いふ 御 遠慮 は 御 無用に なさって いたどき 度い の 

で 前 通り 繁々 御遊 來ド さると 難 有い と 思 ひます。 遂 事の 繁ぃ爲 めに 私 はいつ でも ゆるく お 話 も 致さず まごく して ゐま 

すが それに も か- - はらず あなた を 友人と して 持つ こと は 私に 取っての 大きな よろこび であるば かりで なく 子供達に は此上 

ない よい 事で あると 確く 信じて ゐ ます。 あなたの 御 時間 をお 取りす る 事 を 不本意に 思 ひながら も あなたの やうな 方が 子供 

に 近づいて ゐて 下さるなら 實に 安心で 難 有い 事です。 此上 とも 何卒 何の 御 遠慮 もな く 彼等の 爲 めだけ にで も 私の 家 を あな 

たの 御 家同樣 にお ひに なって 御遊び にお 出で 下さる 樣御麒 ひします。 殊に 祖母から 離れ 彼等が 四 谷に 住む やうに なれば 

あなたの やうな 方 を 彼等が 必要と する 程度 は 益々 强 まって 行く のです。 さう 私 は 感じて ゐ ます。 

右 不联敢 御 返事 迄。 餘は拜 履の 上。 草々。 

河 上 肇氏宛 I！ 五月 十五 曰 於 S 八 穴 J 

先達 は 突然 推參 してお 妨げ^ 上げました。 其 節お 話中 上 置きました 第 柄 早速 御 熟考 下さって 態々 御 返事 を 難 有う 厚く 御 

纏 申 上げます。 乍 失 鱧 萬 一 御 聞 取 下されば 仕 合せの 至と 考 へて 申 上げた 事で はあり ましたが 御來 示の 次第で 御座いました 

ら 勿論 强 ひて 啡上樣 も 御座いません。 第二の 方法なる もの は 些か も考 へて は 居りませんで したが 改めて 熟考 致して 見ます。 

今にな つて 見る と^ 計な 事で 御 懸念 を 煩 はした 事 を 恐縮し ます。 


然し 今後 萬々 一 にで も御來 示の やうな 御考 へ を鼸し て あの 金 を 利用し て兑 よう かとのお 考 へ が 浮んだ 節 はどう か 無 御 遠 

盧其旨 をお 聞かせ 下さる やう 懇願し ます。 私と して は出來 得る 限り 初. H 心 を w 徹したい 欲望 は 捨て かねて ゐ るので 御座いま 

すから。 然し あなたの 御 自由 を寸毫 でも 束縛す る 結 栗に なって は堪 へられぬ 事で 御座いま すから 其 邊は御 了解 下す つて 御 

；: nl.3 にな さって 下さる やう 御 願 ひ 申します。 

不順 の 節 折角 御，： m 愛 を 祈 上 げ ます。 乍 筆頭 御 詫び に 御禮を かねて。 

唐 澤秀子 氏 宛 —— 五月 二十 九日 於 東京 〔SA 七〕 

あなたが つん けんと 意兑 をして くれる のが うれしい。 全く 少し づ . ^あなた は 偉くな つて 行く。 然し 此 日頃 何處 にも 出な 

いの を 女の 生沾の 物いたら なさに 持って行く ところ は 少し 駄 0 だ。 早く 世話女房 になり 切って おしま ひなさい。 そこの 小 

さな 世界で 大きく 威張る こ と。 

全く 私 は此頃 淋しい。 今度の 琳し さは 容易に つきぬけられ さう もない。 ひょっとすると 共倒れ だ。 過ち を 犯 丁の を 恐れ 

るより 其 過ち を 拭 ひ 取り得る 大きさの 入が 頼もしい との あなたの 言葉 は凉 しい。 けれども 拭 ひ 取る ことの 出來 ない 程な 大 

きな 過ち も 犯す かも 知れない ね。 其 人が 一 番串 福な のか も 知れない と 此頃は 思ったり します。 

此 梅雨 時には 水郷に などお 話して ゐ たが 資現は 出来さう もない。 

何しろ 暫 らく 目で ぉ會 ひして うれしかった。 この 手紙が あなたの 出發ー i にお 手に はいる やうに。 

唐 澤秀子 氏 宛 -— 六月 一 R 於 〔五< 八〕 

すぐ 手紙 を ありがたう。  . 

に 取って 女の人の よさ は、 その 人が 戀人 でない 限り、 母に も 姉に も 妹に も 友達に もな つて くれられろ 察です。 こんな 

1 九 二 三 年  五！ 一一 五 
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は鼸 ろに 感じて ゐ たのだった が 今度の あなたの 手紙 を讀ん ではつ きり 知りました" 、つれし 思 ひます。 

今^も 雨です。 いや だくと 人に はい ひながら 何故 私 はかう 雨が 好きな のか。 點 滴の 音 を 1 人で 默 つて 聞いて ゐ ると 倦 

キ. ると いふ 事が ありません e 雨に は 苦手の 乞食に なり 下る とも、 此道檠 だけ は 捨てられまい。 西洋に ゐた 三年 間 はこの 音 

の 聞け ない のがお いしい 香の物の 食べられな いのと 共に 物 足らない 隨 一だった。 

朝食 を 食 ふ 前 いそがしく 机に 向って あなたが 祈りに 旅立つ 前に これ を： 洛手 する やうに と 認めます。 あなたの 祈りの 十日 

. 問 によき 收變 あれ。 可哀 さうな 秀子。 

石 原 純 氏 宛 I - 六月 七 曰 於 東京 〔五八 九〕 

まだお にか \ る 機會を 得ません が 思想の 爲 めに 立派な お働き をな さって 下さって ゐる 事に 對 して 蔭ながら 平生 感謝し 

てゐる もので 御 諮 います。 此度は 費 著 「人間 相！^」 を御惠 下さいまして 誠に 難 有う 存じます。 其 中には 私の 小さな 感想 

に 封して 敎 へて 下さった もの も 含まれて ゐ ると 存じます が實は あれに 對 しても 公け にお 答へ 申す ベ きが 至 常 だと は 思 ひま 

したが、 s: 然とい ふ ものに 對 する あなたの 御考 へと 私の それと が 可な りかけ 隔 つて ゐ まして 其 詮議に 亙る と 最後 は 結局 互 

ひの 主観に 落 付く 外な き 事故 枝 紫の 諭 翳 は 結局 無駄 だと わざと さし 控 へ た 次第です。 決して 貴 諭 を 無視して ゐた it では あ 

りません" 機會 があって ゆっくりお 話で も 伺 へれば 仕 合せ だと 思って ゐ ます。 御 1 旁 i 右まで。 草々 不穀。 

有 島 生 爲氏宛 11 六月 七 曰 於 東京 s.^s 

久保 夫人から 封入の 手紙と 共に 紹介の 名刺が 來 ましたから 早速お 经 りします。 それでう まく 行く やう 祈ります。 

一身上に 一 寸 した 事件が 持ち 上って ゐ ます。 何れ 御 面倒 を 願 ふ 結果になる だら うと 思 ふと 心苦しい 事 だ 力 これ カ先づ 

.i^ に對 する 面倒の 燒き 納めと お許し 願 ひます。 何れ 委細 は 其 中。 


弟よ 妹よ 長いよ い 共和の 坐活に 存分 私 を與ら せて くれたの を 喜びます。 暖ぃ 想い出 丈け が殘 つて ゐ ます。 

秋 子と 識り 合って からだん く 晴らくな りつ \ あった 人 坐觀が 一 時に 光明に 輝く のを覺 えます。 XXXXXXXXXX 

XXXXXXXXXXXXXXXX" 

私の あなた 方に 吿げ 得る 喜び は 死が 外界の 壓迫 によって 寸 If も從 はされ てゐ ない とい ふこと です。 私達 は 最も 自由 こま 

喜して 死を迎 へる のです。 輕 井澤に 列車が 到着 せんとす る 今 も 私達 は 笑 ひながら 樂 しく 語り合って ゐ ます。 どうか 暫く 私 

達 を 世の 習慣から 引離して 考 へて 下さい。 た 父母 上と 三 兒の上 を 思 ふとき 淚. ぐみ ます。 三兒は 仲の よい 三人です。 三 人で 

仲よ くして ゐ なければ 寂しくて たまらない 若 共です。 向後 も 三人が どうかして 常に 一緒に あり 得る やう、 さう して あなた 

方の 愛に 浴す る ことが 出来る やう 合力して 下さい。 親愛なる 甥ゃ經 にも 私の 變ら ざる 好意 を傳へ て 下さい。 あなた 方す ベ 

ての 上に い つまで もよ い^ 界 が展ら けて ゐる やう。 

六月 八日 夜 列車 中に て 

〇 

母上、 行 光、 敏： t、 行 一 一一 宛 

今日 母上と 行 三 とに はお 會 ひしました が 他の 二人に は會 ひかね ました。 私に は 却って 夫れ がよ かった かも 知れません • 

三兒 よ、 父 は 出来る 丈の 力で 鬪 つて 來 たよ。 

遺  書  .  fs 一七 
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かう した 行爲が 異常な 行爲 であるの は 心 てゐ ます。 皆さんの 怒りと 悲しみ を 感じないで はありません" けれども 仕方 

がありません。 

どう 鬪 つても 私 はこの；！ 命に 向って 行く のです から。 すべて を 許して 下さい。 

皆さんの 悲しみが 皆さん を 傷 ないやう。 皆さんが 弟妹た ちの 親切な 手に よって 早く その 傷から 斷ち 切る やうた おそれ 

ばかり を 祈ります。 か \ る 決心が くる 前まで 私 は 皆さん を どれ 程 愛した か。 

六月 八日 汽車 中に て 

〇 

波 多野樣 

この 期に なって 何事 も 申しません。 誰が い、 ので も いので もない。 善に つれ 惡 につれ それ は 運命が 負 ふべき もの. -ゃ 

うです。 私達 は 蓮 命に 素直であった ばかりです。 それにしても 私達 は あなたの 痛苦 を切感 せずに は ゐられ ません。 あなた 

の けらる. - 手傷が 少しで も 早く 薄らぎ 癒えん 事 を 願 上げます。 私達の 取り か はした 手紙の 斷片は 私達が 如何に あなた を 

感じて ゐ たかを 少しく 語る かと 思 ひます。 然し 私達 は 遂に 自然の 大きな 手で 易 々とかう まで さら はれて しま ひました。 今 

達 は い 心から 凡ての 人に 謝し 凡ての 人に 同感し ます。 現世 的の 負擔を 全く 償 ふ 事なくて 此地を 去る 私達 を どうかお 許 

し 下さい。 

六月 八日 夜 列車 中 

0 

森 本 厚 吉 兄" 


永い 厚誼 を 謝す。 私たち は 愛の 絕頂 における 死を迎 へる。 他の 强迫 によるの ではない。 

(この間 約 五行 削る。 これ は 財 產に關 する 問題。) 

靜 子さん にも 小さい 人た ちに も どうぞ 吳 々もよ ろしく。 兄 等の 健康 を 祈る。 

六月 九日 午前 一 一時 

素 一 兄 

永い く 暖ぃ思 ひ 出の みが 殘る。 

今朝 は 難 有う。 兄の 熱烈なる 諫止に も か.. - はらず J?^ 達 は 行く。 僕 はこの 擧を 少しも 悔いず 唯 十全の 滿 足の 中に ある。 秋 

子 も 亦同樣 だ。 私達 を 悲しまないで 吳れ 給へ。 母子 供 等の 事 他所ながら 觅守を 願 ふ。 僕の 著作の 印税 全部 は將 來三兒 にや 

つて くれ 給へ。 

原 • 吹 田、 秋 田、 藤 森， 其 他の 諸兄に も 手紙 を 書くべき だけれ ども 此際 だから 略す。 兄より 宜敷。 

山 莊の夜 は 1 時 を 過ぎた。 雨が ひどく 降って ゐる。 ；？^ 達 は 長い 路を 歩いた ので 濡れ そぼちながら 最後の いとなみ をして 

ゐる。 森厳 だと か悲壯 だと かいへば いへ る 光景 だが、 寶際 私達 は戲 れつ- < ある 二人の 小兒に 等しい。 愛の 前に 死が かくま 

で 無力な もの だと は此 瞬間まで 思はなかった。 

恐らく 私達の 死骸 は 腐爛して 發 見され る だら う。. 


f 迫  書.  五三九 
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ティル ダ へ 

兄の 口 記 「觀 想藥」 千 九 百 六 年 (明治 一二 十九 年〕 十 1 月 十七 口 を 開いて みると、 瑞西 ルツ ュ ルンから、 シャフ ハウ 

ゼ ン の 古都へ 到 一尉した 晚の ことが 書いて ある。 羅 -it で識 つた 私の 友人 達が そこで 吾々 の 到着 を 待って ゐて くれたの 

である。 その 藝術 家の グ ルプ のうちに 三人の 若い 女性が 居た。 その 中の ティル ダ* ヘックと いふ 野馱 など を S 〈つた 金 

髮靑胖 の 一虚 女が 兄の 心を惹 いた。 二十 三日 そこ を辭 した 時の 日記に は 「涕 淚を垂 る」 と識 して ある。 この 做 か I 巡 

間の 交遊から 二人の 文通 は 始まって、 實に 十八 年 問の 長 口 月に 亙った。 兄 5 殉情、 友愛 は その 半生の 外面 的 推移と 

共に 悉く この 書簡のう ちに 告白され て！ る。 

；?^ は 昭和 三年 九月、 三度 H に シャフ ハウゼン を 訪問した。 ティル ダは 兄の 死 を 勿論 知って はおた が、 改めて 生前 死 

後の 詳細な 事情 を 物語った。 ティル ダ の 室 は 兄の _m 念 物で 充 されて ゐて、 尙ほ 生ける 人に 對す るが 如き 感情 を 抱 い 

てゐ た。 十二月 彼女 は 仝 書信の n ビィ百 二十 I 枚を携 へて 巴 嵐へ 到着し、 日本で それ を發 表する ことの 許可 を與へ 

た。 こ 、に揭 載す る もの は その 書信の 1 部分で ある。 (有 島 生 馬 記) 

ミュンヘン にて 11 一九 〇 六 年 十一月 二十四日 (端き 

昨夜 は 一睡 もせずに 今朝 七 時 此處へ 着きました。 まるで 魂 も 力 もぬけた 死骸の やうです。 何 I つ 興味 を ひく もの も あり 

ません。 1 週の 間の 樂 園の 坐 活は 終りに なりました。 一片の 同情 さへ も 見出し 得ない 暗闇に 蔽 はれた この 隣れ な アダム を 

見て 下さい。 

然もな ほ 私 は、 あなたが 私 を 思 ひ 出して. 十 さるの を 望んで 居 ませう。 そして あなたの 御 便り を 一 心に 待って li, ませう" 


弟から もよ ろしく 申 添へ ます。 御 母上と 弟さんに も 一 同より よろしく。 

ワイ マルに て 11 同年 十二月 (都 窗) 

俸 人が 人に 與 へる 感興 は 素晴らしい ものです。 私 は 此處に まるで 美しい 夢で も 見て ゐる やうな 氣で滯 在して ゐ ます。 ゲー 

ェテ、 シ ルレ ル、 ヘル デル、 ゲヰ ラント、 リスト、 ニイ チェと いふ 名前 を 擧げる 丈け でも、 十分です。 あなたが 一緒に：^ 一 

處 にいら したら と 本當に それ を殘 念に 思 ひます。 この 惠 まれた 町 は、 天のお とづれ なる 雪に よって、 今 二重に 惠 まれて み； 

ます" その 雪に 戲れ てゐる 子供達の 樣も 可愛い ものです。 御 便り を 待って ゐ ます。 ぉ寢 み。  一 

巴 里に て 11 1 九 〇 七 年 一月 十： n  (端 書) 

隨分 長く 御 便りが ありま せんが、 御 達者の こと &思 ひます。 今朝 は ギメ，' 美術館に 行って 立派な 日本 物の 蓖集を 見まし- 

た。  阿 彌陀佛 の 像 も その j つです。 これ は 同年 代の 歐羅 巴の 物の どれと 較べて 見ても 少しも ひけ を 取らない だら うと 思 ひ 

ます。 御 便り を 待ち かねて ゐ ます。 私達 はもう 二三 日此 處にゐ まぜう。 

何卒 ブフ マンに、 昨夜 ベルト 氏に お 逢 ひした と 御傳へ 下さい。 悉 しく は いづれ 壬 生 馬から ブフ マンに 御 便りし ませう。 一 

Q ン ドンに て —— 同年 一月 十 几 日 s@  一 

巴 里で 親しい 弟と 訣れ て、 獨 り 旅 を アミアンに 向 ひました。 其處 にある 本 寺と ビュ グキ *ド* シャゲ ンヌの 壁畫が 見た かつ 

たのです。 二 時間 ほど 其 處に留 り、 其れから カレ I に 行き 復び 海の 表. 晴らしい 光. に 接しました。 

船 はな ほ穩 やかな 水面な 鋤いて 行く。 古臭い 言 分ながら、 侮洋 とい ふ もの は 如何によ く處 女に 似て ゐる こと だら う。 靜 

さ，.. - なみ 

穩な 水の面に は抗し 難い 愛撫が ある。 漣 波 はみ な 卽ち笑 ii だ。 深さと 神 祕とを 指示す る 濃 藍 はお 前の 船 を かこんで、 處，^ 
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の 意味 ありげ な跟 光の やうに 船 を はこび 進める。 なみ 満ちた 愛の 杯 を飮み 干した 若者の 魂 を 蓮び 去る。 其の 中には 恐ろしい 

魅力が ある。 お前 は それ を 憎んでも、 逆ら ふこと は出來 ない。 それ は 聲 も 高めずに、 だが、 致命的な 微笑 を ちらりと 見せて、 

お前に 命令す る。 11 其の 微笑に は 深み 11 そこ ひの 知れぬ みが ある。 (以上； =0- 米 利 加よ リ歐洲 への 旅日記より 拔萃) 

船 は 侮 峽の穩 やかな 水 を 鋤き 進んで、 日暮れ 方に ドォ プアに 着きました。 大陸 をもう 去った のです。 あなたの 住んで お 

いでの 國と 私の ゐる處 との 間 を廣ぃ 海が 隔て & 居る" —— 一 度 は 私 も あなたの 直ぐ 近くに 行った" それから 遠い 處へ！  I 

i タ方は 晴れ渡って 凉 しく その上に、 空に は 新月が おぼろに 輝いて ゐ ました。 それ を 眺めて ゐる うちに， 不圆 憂鬱な 氣持 

が 私を捉 へました。 斯 くして 無情な 汽車の 動搖 に、 亂れた 心 を 抱き 乍ら 私 は 倫敦に 蕾いた の 

です。 

到着の 晚は夜 ど ほし 夢に 過し、 さて 次の 日 11 卽ち 昨日 —— は 元 氣を振 ひ 起して、 落 驚か 

ぬ氣分 をす つかり 拂ひ 落さう といろ くやって 見ました。 市の 端から 端まで 一 番手 頃な 寢室 

を兑 つけよう として 歩きつ どけました" 殆んど 何十と いふ 家 を 漁り たづね て、 結局 その 一 つ 

に 決定し ました。 それから 商業 區に © けつけ て フランスの 貨幣 を兩換 し、 次に 手紙 を受 1^ り 

に 日本 大使館 を 訪ねました。 二 三 の 昔 信 を 獲ました が、 あなたからの は 一 つもありませんで 

した。 それから 大 ぎで、 市の ずっと 端に ある 停車場に 行って 荷物 を 受取り、 復び 勘定と， 

手 廻りの 物 を 取りに ホ テ ル に戾 りました。 斯うして 到頭 私 は 自分の 暫 しの 寓居 11 六 米の 奥行に 三 米 半の 間口、 时懸 椅子 

も 動かし 得な い やうな —— に 住む ことにな りました。 (此處 に 室の 平面 闘 〔上 鬪〕 ぁリ) 

昨夜 は ひどく 疲れて ゐ たので、 ぐっすりと 眠りました。 

今日 も 亦、 船舶 會社ゃ 美術館 を 訪ねて 忙しい 日 を 過し ました。 夕方 近く 歸 つて 來て、 自分の 心とまで は 行かず とも、 自分の 

室 を 暖めようと 5^ 爐に火 を 入れました。 それから あなたの 寫眞と 御手 紙を収 出さう と トランク を 開きました。 肘懸 椅子に ，腰 


を かけ、 あなたの 顏に 見入りながら あなたの 手紙 を 念入りに 繰返し よんで 私 は 泣きました。 私の 憐れな 魂 をいた めました？ 

それが 當 111 であるか 否か は 知りません" 唯々 知って ゐ るの は、 事 Isn 々はめぐ り 逢 ひ、 そして 訣れ たとい ふ 事です。 誰 

と ffw  . ま 

か、 この の 降りる 前に、 吾々 が 復た會 ふ 時 を 知って ゐ ませう。 あなたの 音 づれは その 度每 に、 親しげ に また 再び あなた 

の 許に 鼸 れ と私ケ 誘 ひます。 たと ひそれ がほんの 愛想であった にせよ、 あの 心を牽 きつける 平和と、 懇ろな 人々 のと ころ 

に 戾る理 W は 十分に あるの-です。 然し、 あなたが それ を 書ォ经 るに 末 心 を もってする こと を 私が 信じ、 又 私が それ を讀む 

にも 本心 を 以てする こと を 知る 故に、 あなたの 誘惑に みちた 招待 をう け 入れる こと を 私は强 ひて 遮って ゐ るので す。 如 gi 

にも、 私 は あなたに 復た會 ふの を 望んで ゐ ます、 然し どうして また あなたに、 しかも 永遠に 訣れる ことに 耐へ 得る でせ う 

か。 この 苦し さの 經驗は 1 度で 十二分です。 ティルディ 樣、 人の 1 坐に は、 心臓の 一部 を 自ら 斷ち 裂く 時が あります。 そし 

て それ を. その 止-まら 5 と 欲する ところに 殘 してお く。 そして その 心臓の 傷口 は恒に その 苦痛 を訴へ かける" 若し 彼が 强 

ければ、 その 傷ついた 心 を 「沈 默」 とい ふ黑 布で 包み かくし 死に 到る まで 勇敢な 戰を戰 ふ。 その 死 を 知る 者 は 天に ある 父 

の 外 誰もないで せう。，，  ：， . つ 

私の やうな 無價 値な 者に 對 する あなたの 優しい、 ふかい 心 遣 ひ を、 私 は 自分の 最も 幸福な、 又 最も 悲しい 廻り 合せと 思 

ひます。 そして 忘れようと 務めても、 決して 忘れる こと はないで せう。 あ > -、 若し 來 世に 於て、 總 ての 男 も 女 も、 その 抱 

く 11 情 を 殘らず ありの 儘に 打ち明け 得る 國が あったら、 又、 國 民の 別 も、 ^^會の偏2^も、 不合理た 傳統 もな く、 入の 才賦 

は その 眞實 の價 値に 從 つて 判 斷 される 處が あったら。 その 時 こそ 私 は其處 であな たに 御會 ひし ませう。 

加 之 巴 里で、 あなたに 關 して 大變 にい k 報せ を 聞き込みました。 とい ふの は、 あなた も大變 によく 御存知の ある 11 術 家 

が、 あなたの 人柄に 强く 引きつ けられて ゐ ると いふ 事です。  、- 

その 入 は 早 かれ 遲 かれ あなたに 求婚す る こと X 思 ひます。 もしも 御氣に 適つなら それ を 御^ 引なさい。 それ は 啻に あな 

たの 誇りと 仕 合せの みな, す、 又 私の 誇りと 幸福です。 あなた は旣に 心の 優しい 處 女でした。 ですから 今度に 愛に 滿 ちた 

ティル ダへ  五 四 三 
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妻に、 慈母に おなりなさい" * 

蓖望 あの チ ユリ ヒ 湖畔 を消遙 した 時に、 私の 言った 言葉、 とった 行 ひ を 看して 下さい あの 晚 にあな たは、 エルフの こ 

と、 金星の こと (いつも 月下に 輝いて ゐる〕 あなたの 夢、 春の 印象、 それから 外に も 色々 のこと を 聞かせて 下さった、 そ 

の 時の 言葉 や 行 ひに、 昂奮の あまり 私 は 度 を 超えた かも 知れません。 

私 は 二月 (來 月) の 二十 HI 日に 此處 から 曰 本 郵船に 乘 つて 發 ちます。 此の 手紙 は處々 であな たの 9f 嫌 を 損じ はしな か 

つ たかを 虞れ ます。 その 折 は、 蓖環 私の かく も 亂れた 心 を憐ん で、 私 を 蔑まないで 下さい。 あなたからの 一 語 は、 渴 いた 

草の葉に 注ぐ 一 滴の 露の やうに 私 を 祝福し ませう。 あなたの 御 健康と 幸福と すべての 惠 みと を 祈りつ &。 

夜も闞 けました。 ぐったり とした 氣 持に、 きっと 隨 分意氣 地の ない 事 を 御 書きした と 思 ひます。 それ を恥ぢ はしても 詮 

方 もありません。 御 讃 了に なったら 火中す るか、 又 決して 他人に 見せぬ 樣に願 ひます。 これ を 書いた の は あなたの 爲 なの 

ですから。 私の 假 住居 は&ン ドン 西中區 ブル-' ム ベリ 街 六十 五番です が、 直きに 更 へる かも 知れません。 

ロンドン にて —— 同年 一 月 三十日 (書簡) 

寫眞 をい ろく 御经り 下さって 繰返し # ^く 御^ 申 上げます。 其 等 は 次々 に、 あなたの 許での 追憶 を 喚起して、 夢 を 

てゐ るかの やうに 感ぜられました。 その 思 ひ 出 は 未だ 明かに、 生々 として ゐ ます。 がその 時 は 永遠に 歸 して 終った のです。 

この 世界 は 何とい ふ 不思議な ところで せう。 

また 御手 紙 は 念入りに. S く拜 見し ました。 全く 今日までに. Hi も それ をよ み 返した でせ う — それ も 物好きから では 

なくしん みり とした 氣 持で。 先づ第 一 に 御 躇を申 上げる の は あなたの 祕密を 固く 心の中に 押し 蔽ん で、 誰に も拽ら さず、 唯 

ゆる 

私 を 言 じて 下さった とい ふこと です。 この 樂 しい 御^ 約 を 御 祝 ひする こと を 免して 下さい。 私の 心からの 御慶び を 申し 上 


げ* あなた も 亦 末々 まで 仕 合 せに 御 過し になって、 この 悲 みに 滿 ちた 世界に 樂 しい 家庭と， いふ もの、 美しい 寶例を 一 つ、：， 

お 加へ になる やう 祈り 上げます。 又 私が 何處に 居ても、 あなたの 「婚 禮」 の 御 祝の 仲間に 入れる 機に、 式の 日が 極り 次 

第す ぐと 必ず その 日附を 御知らせ 下さる とい ふ 事 を 今から 約束して 下さい。 たと ひ 私が その 時 多分 は 一 人で 居ようと も. 

歡 喜に 溢れる 心に は 何の 支障 もないで せう。 この 一事 を どうか 是非 約束して 下さい。 

こ の 前の 手紙で 申 上げた ある 藝術 家に つ い ての 御； 61^ ね は、 そ の 入 を 明ら さまに 申 上げる 要 もな い と 思 はれます。 勿論 私 

の 弟ではありません" 弟 は 巴 里に はゐ ません。 その 人の 事、 この 前 申 上げた こと は 巴 里で 耳に し、 其 後に なって あなたに 

もう 御婚， 5 が あると いふ 事 を 知る やうに なった のです。 その 事 を 申 上げた の も， あなたと チ ュ リ ヒ 湖畔 を 逍遙した あの 時 

に 御言 葉から 判斷 して まだ 御 約束 はない ものと 思 ひ 込んで 居た 故です。 (その 時に 仰った 言 を 御 思 ひ 出しなら ば、 私が さ， 

思った の も 左右な く 御 めに ならない と 思 ひます が) その 話 はもう 打 切り ませう。 

あなたが、 御自身 を 私と 比較して 仰る こと は、 全く 恥 かし さの 限りです。 全く 私に は、 何も あなたに 優る ところ は あれ 

ません" た r 恐らく 今迄のと ころ 運命が 幾分 か 私に 都合よ く 事 を 運んだ とい ふに 過ぎません。 然し さう としても、 何故 あ 

なた は その やうに 冷たい こと を 仰る のです か。 たと ひあなた が學 者で 私が 愚人であった にせよ、 僧む 時には 私 は あなた を 

憎みます。 又 あなたが 乞食で、 私が 王者で あっても、 愛す 可く ば あなた を 愛します。 その 境遇が 如何 あら 5 とも 吾々 の 間 

の 交誼 をへ だてる こと は出來 ますまい。 若し 私が 乞食に ならう と-. 罪人に ならう と， 狂者に ならう と、 私が 正しく  きて 

ゆく 間 は、 あなた は 私に 同情 を 注ぎ、 私 を 高め 引上げて 下さる でせ う。 その 事 を 私 は 確かに あなたの 爲に果 すでせ う。 私 

はかた く あなたの 信實と 純潔と 同情に 信 を 措きます。 

たと ひ 如何 樣な簿 が 立た ラと， 私が あなたに ill ぐ 信^ をた ち 切る こと は 出来ません" 決して。 

御手 紙 を 讀んで 後、 私 はます く 1$ び 御 訪ねす まいとの 覺悟を 固めました。 その 事 を 云って はいけ ません。 さう す 

れば あなた を 私に 對 して 無慈悲な 方 だと 思 ふでせ う。  に . 

ティル ダ へ  五 四 五 
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私 は 至って 丈夫で 陶書 館での 勉強に 可成り 追 はれて ゐ ます。 思 ふの を 避ける に は 本を讀 むこと です。 御 健康と ® 兀氣を 

祈りつ 、J 

追伸 巴 里に 寫眞 をお いて 來 ました。 いっか § りする &が ありませ う。 一 番ぉ氣 に 入って ゐる あなたの 寫眞 を：^ つて 

下さい。 殊に 私に と 贈って 下さい。 (私の この 前の 手紙 を どうか 火中して 下さい。 結構 燃える でせ う) 

a ン ドンに て 11 同年 二月 十一 曰 i き 

暫 らく 御 便りし なかった こと は 何とも 御 詫の 致し やう もありません。 片時 も あなたの こと は 念頭 を 去らぬな がら、 それ 

にも拘らず、 否 それ故に いよく 御手 紙 を 差 上げ かねて ゐ ました。 

入に は拽ら さぬ あなたの 心の奥底 を腹藏 なく 打明けて 下さった こと は 繰返し 御禮申 上げます。 

今 は 御 心 を 隈なく 明らかに 理解す る ことが 出来ます。 そして 又 若し 萬 一 にも あなた を 傷つけ る 言葉 や 行 ひが 私に あった 

ならば 心より 御 $ ^し を 願 ひます。 あなた は 決して 11 決して 11 私 を 傷つけ たこと は 有りません。 11 確かに あなたの 心 

づ くし、 あなたとの 友誼 はこの 世に 於て、 又 其 後に 於ても、 最も 貴い 私の 所有と して 私の 心に 殘り ませう。 とり 分け 御麒 

ひし 度 いのは あなたとの 深い 交り をい つ 迄も續 けて ゆく の を 許して 下さる 事です。 如何。 

あなたに 倣 ふとす ると 打明けて 申し上げ ねばならぬ 事が 私に は 一 杯あります。 けれども、 一旦 過ぎた事 は眞 率な 友情の 

外 は 忘れよう とする のを恕 して 下さい。 この 樣な 事に 就いて あなたに 斯く ばかりの 御 心配 をお させした の は 本 當に濟 みま 

せんでした。 が 今 は 御； 3 もす つかり 靜 まった 事と 思って をり ます。 歐洲 を發っ 前に： 冉び御 眼に か k る 事が 出来なかった に 

せよ、 私 は 衷心から あなたの 望と 心中と を 理解し、 明ら さまな 御 心 遣 ひに 感じ かつ 御 1- を 申 上げる 外ありません" 

あなたと 伯林に おいでの K 君との 愛情に 少しで も 陰影 を投 ずる 事 程、 恥づ 可き 事はありません。 それ 故、 私と あなたとの 

間の 音信 をな ほ續 ける とい ふ 事が、 少しで も 他人の 疑惑 を 引 起す とお 考 へになる なら、 私 は あなたに 御手 紙 を 書く の を 止 


めて、 端 書で 文通す る 事 も出來 ます。 それとも 何でも 最上 策と 御 思 ひになる こと を敎 へて 下さい。 

私の 唯 一 の欣 びと いふの は、 此の 前に も 申 上げた 通り、 あなたと K 君との 人知れぬ 交情が いよく 親密と なり、 いっか 

近い 内に あなたが 人生の も 5 一つの 輝かしい 圈內に 入られる とい ふ 事です。 

扱 またい つもの 雜談を 暫く させて 下さい。 この 四日に 弟が 巴 里から 來て 喜ばせて くれました。 その あくる 日. 卽ち 五日 

に は あなたの 御^りが 屆 きました。 若し あなた や 其 他の シャフ ハ ゥゼン の 友達と 今迄に もう 一 度 I 緒に なって ゐ たら、 ど 

ん なであった らう！ 此頃は 見物に 大變 忙しく して ゐ ます。 ある 日 は簿を 見に 行って、 すっかり 違った 型の； t に 接し まし 

た。 初期の 英！： 肖像賨 や ラファエル 前 派の ものです。 ロセッ ティ や、 バ アン ジョン ス、 クロ ォム、 レイノ ルド、 コン スタブ 

ル など は あなたの 趣味に どう 映る でせ うか。 口セ "ティの 浪漫的 熱情、 バ アン ジョン スの憂 鎌な 美し さ、 クロ ォムの 超絶な 

風 調、 レイノ ルドの 手堅い 共感、 コン スタブ ルの 新鮮な 氣カは 全く 入 を 引きつけ る ものです。 他の 日 は、 テ ムス 河畔 を 歩 

きました。 滑らかに 流れ 下る 濁った 水面 を、 鷗 がそ ここ  に 點々 と 白 をう つて ゐ ました。 一度 は 又、 ウェスト ミンス タ？ 

寺院に 入りました。 あの 陰鬱な ゴシックの 尖 頭 を もった 骨 組、 その 中で は 怪しい 陶靈が 人目 を 驚かし もしょう。 時には 又 

博物館に 行って a: 然の 精緻と 美し さの 限りない ことに 驚く。 又は 敎會に 入って 過去の 世紀の 信仰が、 更に 進歩した 信仰の 

形式 を 消 L 盡さ うとして、 ぼんやりと 燃えて ゐ るの を 見る、 等々。 

若し あなた 方が 皆 こ \ に 来て、 戴 紙の 盡し 得ない 澤 山の 事柄 を 話し あ ふ 事が 出来たら、 如何にい & かと 思って ゐ ます。 

さあもう 紙がない ので 終 ひに しなければ なりません。 どうか 私の 眞似 をし ないで 直ぐに 御 返事 を 下さい。 

再 伸、 御寫 3 を 出來る 文け 早く 经 つて 卩 さい、 こちらから も、 他ので も、 ぉ绘 りします。 

a ン ドンに て —— 同年 二月 二十 一 曰 § き 

今朝までに 御手 紙と 寫眞と を まだ 落手 しないので 出發 前に 頂戴の 出來る 見込が まづ 無くなりました" あなたからの 御 便 
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り を さ、 r 度々 戴かう とい ふの は、 全く 私の 我儘です が、 それ を 除いても あなたの 病氣 がまた 惡 くな. P はしない かと 頻りに 

氣 遣って ゐ るので す。 多分 は 御 加減が わるい かどう かも 判らずに 乘 船を餘 儀な くされる ことで せう。 それが 心に か、 り ま 

す。 しかも 殘念 至極ながら 何とも 致 方 もありません。 それで 今 「御 I； 嫌よう」 を 告げる ため 筆 を 取った 次第です 11 この 

本 當に厭 はしい 言 紫 を。：^ は 繰返し シャフ ハ ゥゼン での 心からの 御 もてなしと、 其 以後の 深い 御 心 遣 ひに 御- 1 申 上る 外 あ 

りません。 置. 實の 友誼 を 獲る とい ふ 事 は、 勝利 を 得る こと、 もっと 適切に 云へば、 發見を するとい ふ 事です。 あなたの 御 

蔭で 私 は 自分の 一 生に， 今迄 曾て 知らなかった 國 土に 入り 得た のです. i - そこで 私 は 人 半 一の 二つの 礎で ある 信頼と 共感と 

を收 護す る こ とが 出來た の です。 

吾々 の 船 は ロンドン 培 頭 を 二十 三日の 早朝に 出帆す る箬 です。 英國 海峡で はこの ニー に 日强 風が 吹き捲って、 P ッ テル ダ 

ムの 近くで 一 艘の 汽船が 難破し その 結 架 數 百の 半： 靈が 海に 溺れました。 今 はや \ 下火になつ たもの 、私の 出發 際が 大して 

穩 やかな もので はない とい ふ 事 は 察せられます。 Inl 大な 湧きた ちかへ る 水の 山の 中で、 私が 船に 暈 ふ 樣子を あなた は 今 か 

ら 確かに 思 ひ あてる ことが 出來 るで せう。 それ も 亦考へ 方で は 面白い ことです が。 でも この 永い 航海の 中にはい \ 天氣カ 

あるで せう。 で ぼんやりと 腰 を 下して この 海路 の 有樣を 手紙 に 御 報ら せす る こ とも 出来ようと 思 つて ゐます 。 あの 地中海 

の 紺碧の 水 や 、紅海の 思 ひ 切った 陸、 印度の 鮮やかな 綠の 森林、 等々 が 見られようと いふ 待望 はたし かに 入の 心 を 魅惑し ま 

す。 他の 方々 が 日本へ 來 ると お決めの 時 は、 あなた も 是非共々 來 なくて はいけ ません。 あなた はたし かに 「富 士： W 俱樂 部」 

(註、 シャフ  ゥゼン なる 藝術 家の 圑體を かく 名 づけて ゐた。 がム ベルが 「富士山 幻想曲」.^ いふ 立派な セ 口の 曲 を 作つ 

て以來 のこと だ。) の歷 とした 一員な のです から。 是非、 是非とも 來て 下さい。 ど，. - かそれ に 同意して 下さい！ 

終りに 心から 祈り 上る の は、 あなたと K 君との 樂 しい 交りが ますく 固められて ゆく ことです。 それ は 大切な ことで も 

あり、 同時に 美しい ことです。 もう、 私の 狭い 知人の 間 だけにで も 見聞した 不幸な 戀愛 事件 は 多すぎる 程あります。 その 

上に 今 私が 心から 望む の は、 その 凝 光のう ちに あなた を 見る ことです。 何の 歡 喜が、 に 優る でせ う。 


萬 望 御 母上と 弟さんに 心からの 御訣れ の言雜 をお 傳 へして 下さい。 私に お便り を 下さる のが 後れた の は 御 病氣の 所以で 

はなくて 何 か 他の^ 泰の爲 である こと を 切に 望みます。 この 世での 最上の 生活が 御身の 上に ある 事 を 祈りつ \。 

再 伸、 私の 寫眞 について は 御 詫 をし なければ なりません。 壬 生 馬が 到着した 時、 差 上げる ことの 出来る 寫眞 はみ な 置い 

て來 たこと が 判りました。 萬 望い まに 曰 本から どれ か 他の を御经 りする まで 御 待ち 下さい。 その 折 はもつ と 良い の を 差 上 

げられ る氣が 致します。 もし 日本 宛に 直ぐ 御 便り を 下されば、 日本の 土 を 踏む や 否や それ を 受取って 欣 ぶこと が 出来る と 

思 ひます。 私の 日本での 住所 は 飽町區 下 六 番町十 番地です。 

ポ I ト サイドに て 11 同年 三月 七日 (書簡) 

御手 紙と 寫眞 を-や-取った 時の 私の 言語に 絕 した 喜び を 想像して 下さい。 日本へ 着く までに 御 便り を 頂く こと は 全く 不 1^ 

能 だと 思って ゐ たのです。 そこへ 今朝 亊務 長が 外の 通信と 1 しょに あなたの を 渡して くれました。 

今し方 ボ ー ト サイドの 見物から 歸 つて 來 たと ころで、 私の 心 はすつ かり 顕 倒して 何 を 申し上げて よい かも 分りません。 

唯 明かな の は、 あなたの 手紙と 寫眞が 快い 夢の 樣に 私の 心 を 和めて くれた 事です。 只今 は 私の 下らぬ 譫言で 御 煩し せぬ 樣 

に 何も 申 上げますまい。 この 次に 此の 船の 寄港す るの は コロン ボで、 三月の 二十 1 日、 その 次 は シン ガボ- ルに 三月 二十 

日に^ きます。 最後 は 香港の 四月 四日です。 併し 其 等の 港へ 宛て、 御 使り を 下さる の は、 恐らく 私の 手に入らぬ こと、 

思 は ますから さし 控 へて、 ^^接に日本へ经って下さぃ。 あなたの お書きの 日本語 は 大變に 上手でした。 結構 私に も讀め 

ました。 其 ， 意^ は、 「怫 說」 とい ふ 事です。 

酷い 暑さ。 石炭 をい ま 積 込んで ゐ るので 埃の 入らぬ 樣に窓 をす つかり 閉めなければ ならない のです。 ま 息し さうな 《発 氣、 

耳 も 聾せん 許りの 騷： 首、 みなが のこらず 鬣 苦しい 感じです。 あなた は 御. y 分の 惠 みに 滿 ちた 樂 園に暮 してい らっしゃい。. 

外部の 世界 は 詰る ところ、 見える ほどに 良い ものではありません から。 もう 筆 を擱き ませう。 書き 續け る ほど、 けません 
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地上に 於け る總 ての 惠 みが あなたの 上に ある 樣に。 

再 仲、 また、 自分の 意圜 に反して 何 か 申 上げます。 御寫眞 のうちで、 頓 杖して おいでの が 1 番 結構です。 た 父 あなたが 

何も 仰って 下さらな いのが 心殘 りです。 すっかり 云って 下さい。 大切に 護り ませう から" 

na ンボ にて —— 同年 三月 二十 二日 (書簡) 

あなた を 思 ひ、 あなたが 忘れられません。 私の 曰 記からの 書 抜き を 少し 御 目に かけ ませう。 

「三月 七日 稍凉 し、 ボ， ト サイド、 

船が ボ ー ト サイドに 近づく と スチュ ュヮ， 'ドが 隣室で 告げて ゐる聲 で 目が 覺 めた。 船室 は ひどく 蒸 暑い。 多分 暑氣が 滑 

してく る だら う。 ……船客 はみ な 甲板に 集って 陸の 片影 を も 見逃がすまい とする。 皆！ 坐 懸命な の だ。 際涯 もない 大洋の 

寂し さ を 知らない 人に は、 吾々 に 生を與 へ、 食糧 を與 へ、 吾々 を 養育して 吳れた 陸. の 甘美な 引力 を 理解す る 事が 闲難 だ。 

大洋 は 冒 險の部 域で あり、 陸 は 家 (屢々 樂 しいと 云 はれて ゐる) である。 前者 は 魅力 を もち、 後者 は 引力 を もつ。 

船が を 下す や 否や、 ボ ー トの 群が その 傍 を取卷 いて 集り、 その 光景 はいよ く 興 深くな つて ゆく。 それらの. I 快い 

淺黑の 皮膚の やせ 骨だった 11 アラビア 人 型の 入々 は、 緩い 衣 を 藩け、 トルコ 精 を 被って ゐる。 程 もな く 石炭 船に つ t い 

て、 行商人が 群 をな して 押し寄せる。 その 1 人 は 一枚 一片 づ つで 埃 及 切手 を 賢り つけて、 それ を 一 枚 貼れば 何！！ にで も 端 

書 を 出せる とい ふ。 が 後で 聞けば それ は半片 切手で、 もう 一枚 づっ 貼付し なければ ならなかった。 酷い 奴等 だ • 噓ゃ 泥棒 

はあり ふれた 德 なの だ。 船 を 去る 直前に、 此處 へ轉经 されて 来た 手紙の 一束 を受 1« る。 その 中に 壬 生 馬からの 端 書が 一通 

あった。  .： 一.： 

テ ィ ルディ は 端 書と 手紙 を 一 通づ つと 寫眞を 三枚 寄越した。 淚 …； J;^ は 心の底で は それ を容 しながら も、 自分の 淚を罪 

惡に 感じた。 私 は 全く 救 はれ 難い 愚者 だ。 友人！ それは何とぃふ^！偽の言紫だらぅ。 「友人」 とい， ふ 言葉 は 魔 i 卑怯の 隱 


れ家 なの だ。 それ を 十分に 知り 盡 しなが らも あなた を 友人と 呼ぶ-  

吾々 は 上陸した。 その 中で 一番 主な 建物 は 郵便局 だが、 それ も 巴 里 や 倫敦の 光景に 慣れた 眼に は 平々 凡々 に寫 る。 街路 

は 汚く 狭く、 家屋 は 小さく、 住民 は 乞食の 群の やうに 見える。 而もな ほ 此の 半 i: 帶的 都市に は ある 人 を ま 惑す る 力が ぁウ 

た。 …； 想像 は 1 極端から 他へ 人 を 追 ひ 遣る。 時には 卽刻 にも 此の 忌 はしい 町 を 立ち去ら うと 思 ひ、 時には 復た 全く 異づ 

た 世 に 入った 樣な氣 がする。 その 世界 も 結局 は あの 在り 来りの 世界より はまし かも 知れない の だ。 一時 頃に 船 は 動き 

始めて 間もなく ス ェズ 運河に 入った。 夜中の 略 十一 時 まで 三 艘の船 や 通過させる 爲に 吾々 の 船 は 繋留 を C 儀な くされた。 

その 船 は 各々 サ？ チラ イト を n 頭に 揭げ、 H{ 月夜の 濃い 靑 穴な-を 太陽の 殘 光の やうに その 光 は 明るく 照らした。 周 围は靜 けさ 

そのもので、 ^折穩 やかな 漣 波の 寄せて うつ 音が 聞え る 許り。 私 は、 水夫 等が 音 もた てずに 仕 •  事 をして ゐる 最上 甲板に 佇 

んでゐ た。 その 樣子 は、 彼等が この 靜 寂の 神祕 的な 問け さを亂 すまいと 懼 れてゐ るかの 樣 であった。 渾" 河 そのもの も 

の强ぃ 光に 憐光 1>  放つ 流の やうに 見え、 物怖ぢ して 飛び立つ 鳥の あと も瞭 きりと 光の 隅に かくれる までつ ける ことが 出來 

る ほどであった》 舷側の 小さな ボ！ トには アラビアの 舟 夫が 乘 つて ゐて 土語で 互に 何 か 語り 交 はして ゐた。 この 折 ほど：^ 

の樣な 奇異な 感じ をう けた 事 は 今迄に もなかった。 ini 分 は 何で あるか。 それ は 何處の 事で あるか。 宛らに アラビアの 物語 

の 主人公で でも あろ 樣な氣 持が した。 

『夜 は 可成り 冷え冷え とした』 …… 

三月 八日。 

未だ 運河の 中 だ。 舟が 進む につれ て 景色 は 段々 面白くな つた。 輕ぃ赤 砂です つかり 出來 上った 堤の むかう に は、 微妙な 

あら 

簿 紫色 をした 影 を ひいて、 露 はな 山な みが 連なって ゐる" 

八十 九哩の P 河 を 經てス ェズに は 十 時 頃に 到 清した。 日 は 高く 昇り 寓物は 强烈な 光に 燃えた つて ゐた。 マネ H のみが 此 

の 素晴らしい 先 4S 微かな 槪念 を傳へ 得よう。 •：.：」 
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も. 書き 續 ける 暇が ありま せんので、 こ- -で 止めて 置き ませう。 時には 憶 ひ 出して 御 便り を 下さい。 時 は 決して 私の 

あなたに 對 する t 情 を 裂く こと は 出来ません。 「菩提樹」 の 紫 を 1 片 同封して 置きます。 その 木蔭で、 怫陀が 眞理に 到達し. 

たとい ふ 神聖な II です。 それと 花 を 1 つ、 其の 名 は 知りません が、 それでも 私の 尊敬の 心からなる 記念と して。 御機嫌よ 

う。 

此の 午後から、 また 大洋の さ 中へ 入ります。 トリ ト オンに 身 を 委せつ. -。 

因幡 丸に て 11 同年 三月 二十 七日 (書 S 

今 は 殆んど 申 上げる： t がありません U 實の ところ 餘り申 上げよ 5 とい ふ 事が 多すぎて、 書き 经る ことが 出來 ない のです， 

三月り 一 一十 日に コ 口 ンボを 出帆して から も、 航海 は 以前の 通りに 穩 やかでした。 夜毎に 北極星 は 低まって ゆき、 日の たつに 

連して ます- v(\ 熱帶 的な 感じが します。 大 印度洋 は アジアと ァ ウス トラ リアの 連 島に よって 狭められて 今や 海峡の 狀をロ ま 

し、 我々 の 船 は 水道の 靜 かな 水 を 裂いて 進んで ゆきます。 綠 樹に蔽 はれた 一 帶の 陸、 其 處彼處 に は 土人の 小屋から 立ち 登- 

る らしい 輕 やかな 燻 もちら ほらと 見えます。  もう 現在 は あなたから 遙 かに 遠ざかって 終った のです。 時空 は 力です。 時に 

はそんな もの は 虚しい 影に すぎない として 無視し よ 5 と 努める" けれども 今 ははつ きりと その 大きな 力 を * 終 じます。 彼ぎ 

無慈悲な 怪物 は あなた を 私から 切り離し たのです。 

あなた は 御 機 ぼ 如何。 あなた は 不思議な 方です ね。 日と なく 夜と なく あなたが 忘れられない 程、 私を捉 へて いらっしゃ 

る 0 今でも 一週に 三度 づ >tチ ユリ ヒに お出掛けで すか。 他に も 音樂會 があります か。 ^折 は 湖の 畔 にもお いでです 力 ゥ 

ル リクさん の 方々 は 御 達者で せう か。 あなたの 音 樂の御 稽古 は隨 分進步 した こと、 思 ひます。 何 か 御 好きの い &音樂 力 見 

附 かったら 寫 して 经 つて 下さい。 誰かに 彈 いて 貰 ひませ う。 さう すれば 一番 あなたの 身近に 居る や 5 な氣 もす るで せう。 


K 君 はどうです。 私の 心から 御麟 する こと は、 K 君が いつも 達者で、 又い つも あなたの 歡 びと 幸福との 源泉で ある ことで 

す。 お 母上と 弟さん は 如何です か。 あなたの ロルフ も 丈夫です か。 あの人 は 未だ 不相變 お 說敎を やって ゐま すか.。 あなた 

のジ エラ ニヤ ムの鉢 や、 他の 花 は ど 5 なりました。 本 は、 ピアノ は。 それから あなたの ものす ベて は？ 私 は あなたに 關 

した 事 は 何でも 知りたい のです。 ほんの 些事で も 私に 書き 经 つて 下さい。 否、 私の 願 は 度 を 超えて ゐ ます。 然し もしお 暇 

がお ありで したら、 何卒 何 か あなたの 樣子を 報せ て 下さい。 家鄕に 近づく に從 つて 肩に 重荷の か \ るの を 感じます。 家に 

辍 つてから 何 をす るか、 漸々、 に 御 聞きに 達する でせ う。 11 苛々 します から 止めに しませ 5。 御身 體を 御大 切に、 御 母上 

と 弟さんに よろしく。  -- 

音樂、 やさしい 聲の絕 えた 時、  ， 

憶 ひ 出の なかに 鳴り さめく —— 

. 香り、 匂 ひ すみれが 萎む とき、 

よびおこされた 感覺の 中に 巢 ごもる (シ エレ，) 

-m 京よ- 5 .11 同年 五月 二十 五日 (書簡) 

四月 七日 附の 御手 紙 を數日 前に 嬉しく 拜見 致しました。 手紙 をお 書きになる 積り だとい ふ 御 端 書 を 受取って から、 私 は 

毎日 あなたからの 委細の 御 便り を 待ち設けて ゐ たので、 今度の ねんごろな 御手 紙 を 頂いて 大變に 喜びました。 先づ 第一に、 

御 近親の 方々 に そんなに 澤 山の 病人が おありだった とい ふ 事 は 心から 御氣の 毒に 存じました。 御 母上 や 義理の 御 兄 上 や、 

御 姉上の 二人の 御子さん は 其 後 如何です か。 漸々 お 宜しい 方で せう か。. 伺 上げます。 期樣 にいろい ろな 災難が 績 いて 身 邊 

に 御 P りで は、 隨分御 心 ii だった こと \ 思 ひます。 云 ふ 迄 もな く 人 の^は 明日 を 定めず、 誰が 何時 死の 道程 を、 仙」 つて ゆく か 

とい ふ 事 も 測り 難い 事です。 私の 方で も、 一 人の 婦人が 思 ひがけな く 狡くな ひました。 その 人 はま だ 年 も 若く 見込 も 有り、 

テ ィルダ へ  五 五三 
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輝かしい 將來が 待って ゐ たのです。 そして 又 私と は 幼年の 頃から 極く 親しくして ゐた 人でした。 その 人の 葬式 は 昨日 執行 

はれて、 その 二人の 幼兒は 永久に 片親の ない 子に なって 終った のです。 この 出来事 は 私の 心 を 酷く 落膽 させ、 ふさぎ込ま 

せ、 人生に 對 して 極めて 陰鬱な 思想 を 何う しても 抱かざる を 得ない 有樣 でした。 然し これ も 結局 死す 可き もの —— 入 間の 

^け 難い 運命です。 唯々 信實な 愛情と 心からなる 同情の みが これに 打ち勝つ 許りです。 この 手紙が 其方へ 蕾く 頃に は 其方 

の 御 病人 達が、 すっかり 御 快癒になる 事 を 心から 祈りながら も、 もし 不慮の 事が あつたに せよ、 私に は あなたに 同情し、 

あなた を 慰める 理由が 十分に あります。 蓠望 確かり と あなたの 信念の 上に 立って 入 生の 有爲 怯めず 臆せず、 御迎へ 

になる 事 を 切望し ます。 又、 少く とも、 此の世に は、 常に あなたの 幸を欣 び、 あなたの 不幸 を 悲しまう として ゐる 者が 一 

人 は 居る こと を 記憶して 下さ い。 

若し あなたの 心に さへ かな ふなら ば、 あなたの 悲しみ を 共に 頒 つの を 許して 下さい。 あなたの 生活 はすべ て 私の 關 心と 

する 所です" 萬 望 それ を 忘れないで 下さい。 

あなたが 實 際に 日： ホの 土地 を 踏む 前に、 もうず つと 私と 一 緒に 來た とお 言 ひです が、 私が あなたの 極く 身近に 居る 樣な氣 

がする 所より 見れば、 成程 それ も 本 當に違 ひありません。 折に ふれて 心に 浮ぶ あなたの 憶 ひ 出 は 驚く 程 生々 しい ものです。 

あなたと ぉ訣れ してからの 種々 樣々 な こと を 御 話したい と 思 ふ、 併し さう 爲 ようとす ると、 情なく も あなたの 姿 は 見えず、 

海 を 隔てて 遠い 遠い 處 においで なのです。 でも 何くれとなく 申 上げ ませう。 ； 5^ の 兩親は 私の 歸阈を 大變に 喜んでくれ まし 

た。 二人とも 大分 年 をと つて、 私が 閾を發 つてから 後、 胡麻 籀の髮 は 白 髮に變 り、 皺の 數 にも 年月の 辛勞の 跡が 讀 まれます。 

兄弟た ち も 非常に 大きくな りました = そして 大した 期待 を 以て 私を迎 へて くれました" 期く して 私 も 今や 祖 1 に 住む 事と 

なった のです。 .1! 分の 一生の 事業に も 取り 褂ら ねばな りません。 若し 自分に 最も 應 はしい 仕事 を摑 むこと さへ 出来たら！ 

自分の 爪先から 血が 进 るまで 働き ませう。 私 はつ まり 何 か 仕事が 爲 たい 許りに ぢっ として ゐられ ない の-です。 仕事 だ、 仕事 

だ！ 三十 歳の 若者に とって は 如何に 誘惑 的な 言葉で せう。 然し，！： 分に 最も 相應 した 仕事 を 見附ける に は、 十分な 用心と 


辛抱が 耍 ると いふ 事 を 私 は 知って ゐ ます。 それ 故 私は溫 順し く、 靜 かに 始まる の を 待つ てゐ ます。 今の 處、 いくらか 暇が あ 

るので、 イブセンの 散文 劇 「ロス メ ルス ホルム」 の 飜譯を やって ゐ ます。 あの 劇 を 如何お 思 ひです か。 私の 印象で は、 あ 

れ t 決して イブセンの； 11^ も 深刻な 劇の 1 つではありません が、 その内に は 現代に 於いて 収り 分け 重大な 間 題 を 分明に 取扱 

つて ゐる 點が澤 山に あって、 それが 非常に 私の 住 HI を惹 いたのです。 その 劇の 一行 ごとに 何 か 私に は 意味が 籠って ゐる樣 

に 見えます。 ^間で は 高遠な 理想と 呼ぶ ところの 者 を 高く 揭げ 乍ら、 實際は 矛盾した 偏見 だの、 死んだ 俥統 などに 縫り つ 

、 てゐ るよりも、 人類の Ey* 手痛い 缺陷を 5^ 摘し、 それ を 改造にまで、 心 ある 入の 考察に 供へ ようとす る 者と なる の は、 如何 

：贵 く、 また 美しい 事で せ 5 か。 私 は、 イブ セゾ についての あなたの 遠慮のない 批判 を 伺 ひ 度い と 思 ひます。 あなたの ィ 

プ センに 就いての 御 考へを 殘らず 仰って 下さい。 序ながら 大變に 面白い と 思った 本 を 一 つ 御 薦めし ませう。 それ は ミス • 

フランシス. スゥ キュイ 著の 「婦人の 覺醒」 (ロンドン、 リ-ヴ ス社發 行、 紙 緣正價 一志) です。 

" まだ御讀みでなかっr^^ならば、 まあ 1 册ぉ購 めに なって 讀んで ごらんなさい。 私に は 1 つの 啓示でした" そして 眞 面目 

な 興味 を 以て ill しました。 吾々 は皆穩 やかな 革命の さなかに 生活して ゐ ます。 — 一般. 1^ 會の 截智に 於け る 革命の。 吾 

吾よ 士 合せで はないで せう か。 萬 望 吾々 も、 各自の 天賦に 從 つて 何 か を 其の 道程に 寄與 したい ものです。 此の 思想に 熱情 

を 場ら れて、 私 は^ 望と 期待と で 一杯になります。 扱、 爆 動的な 話 はこれ で 打 切りと しませう。 

前 1^ で 私の 素入寫 眞を數 御 達り 致しました。 アメリカに 居る 時寫 した ものです。 萬 御 受取りに なって 御 一 覽 下さい， 

口髭 を 生やして ゐる 私の 寫眞 も澤山 ありませ う。 笑って はいけ ません" 生きた 人間な ので、 これで も 「立派」」 見えたい と 

いふ 厳榮 心が あります。 それから、 私の 同窓で ある 岩波 氏の 御 厚意に よって あなたに 日本の 「きもの」 を 御託け しました。 

岩波さん は 日 太 政府の 委員と L て 歐洲に 行かれる の e、 その 途中 チ ユリ ヒに立 寄って その 「きもの」 を ウル リク 孃の 許へ 置 

いて ゆかれる 箬 ですから、. 序の 折に お訪ねに なって 私の さ i やかな、 然し 心からの 記念 を 受納して 頂ければ 結構です。 そ 

テ ィ ル .ダ.. へ. .  -五五 


有 島武郞 仝. 集 第八卷  五 五々 

して それ を御覽 になる に. つけて， 又 あなた を絕 えず 忘れずに ゐる私 を 思 ひ 起して 下さ い。 「富士山 俱樂 部」 の 方々 や シャフ 

ハウゼンの 女の 友人 達に も 何 かの 土產を 私より 岩波 君に お 託けし ました 。萬 望 宜しい 樣に御 計 ひ 下さい。 豫め その 御 禮を申 

上げて おきます。 - 

ジュミ プ小樣 から 伯林よりの 葉書 を 項き ました。 あの方 は 今度 は 長らく あちらへ 御 逗留の つもりで せう か。 孰 L こせよ、 

あなたが 當 然と 御考 へになる 人々 にみ なよ ろしく 御傳 言下 さい。 

もう 隨分 長い 手紙に なりました。 これ 以上の 手數 をお かけして は濟 みません。 ではお 寢 みなさい。 時折 私に 御 便り を 下 

さるの を 忘れて はいけ ません。 あなた は 私に 缺 くことの 出来ない 方です、 あなた は 私 を 慰め、 i め、 勵 して 下さる ので 

す。 御 便り を あてもなく 待たせない 樣に御 願し ます。 この 前の 手紙に 封じ込められて 來，^ ほ 御手 紙を披 いたと き、 

云 ひやう もない 香りが まづ 最初の 挨拶 をった へて くれました i, あなたの 心情の やさし さが。 御 地で は、 この， 更 りの 屆く 

頃に は、 もう 殆んど 夏に なり か >. つて ゐる 事と 存じます。 その 頃に あなたの 樂園は どんなに 美事で せう。 ベルリンのに^ 

は 如何です か。 あなたと K 君が いつも 御 達者で、 いよく 御 交情の 濃 かで あらむ こと を 心より 祈って ゐ ます。 

再 伸、 次便で 日本の 郵便切手 を 御、 途り しませう。 

東京麴町ょ，o^ I "同年 七月 十八 日 (書簡) 

あなたの 手紙と 數通 にも 及ぶ 御 端 書に も 御 返事 を 上げなかった と は、 隨分私 も 怠け者です。 けれども それ を、 あなたの^ 

憶が 薄れて ゆく 爲 だとお 考へ になって はいけ ません。 全く その 反對 です。 あなた は 前に 「時間 は その 役目 を果 すだら う」 

と 仰った 事が あります。 成程 その 通りです、 がその 意味 は あなたの 豫期 なさった のと は 全然 異 つた ものです。 よく 何 彼に： 

つけて 私 は 部屋の 1 隅に ある 文 机に 仕方なく, ふこと があります。 その 机上に は歐洲 旅行の 記念の ものが 並べて ある、 そ 

れを 暫く はぢ つと 眺め こんで るると、 その 1 つくが 生きく と 思 ひ 出 を 喚び 起して、 胸 打ちの 勗 まるの を 驚え、 時には 


感動の あまり 淚を誘 はれる 事 さへ もあります。 私達の 發っ 前日に あなたが 書いて 下さった 晩餐の メ  二ゥ さへ も 丁寧に とつ 

てあります。 御宅に やっと 迎り齎 いたの は、 寒々 とした 冬の 日の 夕方で したね" あの 階段 を 昇って ゆく と あなたが 握手 を 

して 下さった、 その 打ち解けた 飾り 氣 のない あなたの 樣 子に、 すぐと あなた は 私に とって 親しみ 深い 方 だと 思 ひました。 そ 

れが 始まりでした。 それからと いふ もの は 私の あなたに 對 する 敬愛と いふ もの は些 しも 變 りません。 それ を 信じて 下さい。 

この 前の 御手 紙 は 詩と 牧歌で あふれて ゐ ましたね" 一寸 燕に でも 化った 印度洋 を 一 飛び さへ すれば もう 此， 魃へ 来られ ま 

す。 日本に も晚 春から 初夏の 好い 氣 候の 頃に は 燕が 澤山 居ます。 堇靑の 翼と 赤味の さした 頸筋 をして、 樂 しさうな 可愛い 

い 奴です ね。 それから そちらの 御 病人 達 は 一日々々 と 御 恢復の 由 を 伺って 本當に 嬉しく 思 ひました。 けれども 其の 爲に音 

樂の 勉强を 長らく 廢め ておいで， たったと は 惜しい 事でした ね。 燕さん にも 似合 はない ことではありません か。 

扱て 此方の 事です が、 何から 始めたら 良いで せう か。 あなた は 私の 喜び も 悲みも 親しく 頒 けて 下さる と 書いて 下さい まし 

た， 、何う も 有難う。 今日 本の 國民は 米國ゃ 朝鮮の 人々 と 大騷ぎ を やって ゐる樣 です。 或る人々 は米國 人の 卑劣な 鮮心を 深 

く 疑って 直ぐに も 劍戟に 見える 事も辭 せぬ と 云って ゐ ます 。亜米利加 人の 中に も 同様な 見解 を もって ゐる人 も ある 樣 です。 

ティルディ 樣、 これが いつも 國民 同士が 互に 睨み あ ふ 遣り方な のです。 瞟が噂 を 生む 丈の ことで、 實 際に は 何も 兩國 民間 

に 重大な 懸 ，隔 はない のです。 それ を惡ぃ 奴等が 揑ち 上げて 「今に これ を 見ろ」 とい ふ。 それから 圃笑、 流血、 "^^,者、 孤兒、 

寡婦、 そん；：； 事に はもう 旣に 我々 は 飽き あきしました。 は 心の底から 其樣な 政治家 や 愛國家 を憎惡 します。 あなたの 國 

は 永い 間 平和で したから、 …… る もの  刑罰 は 如何に 恐ろしい か 御 解りに ならないで せう。 吾々 が あのけ ちな 愛國 主義 1 . 

それ も 寶際は 國民的 偏見に 過ぎない のです が — を 破り 去る まで は、 世界 同胞と いふ 事 は 決して 望まれ まゼん j 我 國の朝 

鮮に對 する 關 係に 就て は 其の 詳細 を 申 上げる の も 恥 かしく 思 ひます。 日本 は …… ける とい ふ 名目の 下に、 t 固た る 權カを 

掌握して、 自 „^ の 内閣 その 者 は 人形 同樣 になって 終った のです。 勿？ f 朝鮮に も 非常に 多くの 科 はあります。 長い間 その 國 

民の 統一 を 忘れ、 國民 としての 品位 を 失って、 その 現狀 はさながら 荒廢 その 者で、 今と なって は 自ら 救 ふ 術 も 見込 もない 
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位， です。 誰か 他から それ を 助けなければ ならぬ 事に は 議 を 挾む 可く もありません。 た その 問題と なる の は、 如 tH- 二 そ 1,^ 

教濟 する かとい ふ 事です。 曰 本 は 朝鮮 を 助けようと いふ、 それ は 結構です。 然も 曰 本は實 はこれ を …… すので す。 その 存. U 

は 危急 を 告げて ゐ るので す。 此の 事 實は汎 く 認められて 居て、 歐洲 1^ 國の 内に は、 疑惑の 眼を睜 つて 日本の 擧動を 監視して 

ゐる 國も澤 山あります。 然も 此 等の 國に 日本 を 監督す る 櫂 利が どうして あるで せう か。 西班牙が 如何に 太 洋洲を 遇した か、. > 

英國が 印度 を あしらつ たか、 又 露西^が 波. 鋪を、 佛國 がマダ ガス カル を、 獨 逸が ス ダン を、 又歐洲 諸國が 1 樣に、 あなたの. 

御國を 除く 外 は 11 ことに 此の 點で私 は あなたの 國が 好きです —— 如何に 目下の 自分より 卑し い 者 を あしらつ たかを 御 if 

なさい。： i 等に は 日本に 對 つて 石. を 投げる 丈け の 度胸が あるで せう か 。決してありません。 如何に 劣者 を 遇す 可き か を敎べ 

たの は先づ 彼等な のです 。若し 私が、 この 侵略的な 人達に、 他^の 躅立を 侵す のは宜 くないと 訓 へようと しても、 得る！ _1 

は、 現代の 第一^ 國 に 皆 さう 遣る の だとい ふので、 私 は 沈 默を餘 儀な くされて 終 ひます。 何處に 1 體某 督の敎 SI る驊 

民が、 何處に 正義、 寬大、 同情、 同胞と しての 咸 〔情が あるで せう。 

^  ^  ^01,  0^0  0 ト 0 「 ？  ；  ； 0  0  0000100 ひ 000  00000  000000 

强、 者 もっと， >. 切に 云へ は、 鮮蠻な ものが 正しい とされる、 力 は 正義 だ、 それ 切りです。 私 は 眼前に、 入 性の 最も 恐 

ろしい、 悲劇 2 な 有 ：1 を In- せつ けられて ゐ ます。 人生の 悲しむ 可き 皮肉！ 吾々 の內 にある 人間ら しさ を こえて 動物性が 

匍 ひ 出る の を 御 .1 乎 、なさい。  > 

とんだ 世£ 言 をお 聞かせし ましたね、 然し 人間の この 弱 點 を 思 ふと 厭惡の 情 を 抑へ る 事が 出来ません" 彼等 は 各自に 假- 

面 を 被って、 天使 か 極く 優しい 戀人 でなければ 言 ひ 得ない 樣な 神聖な 美しい 言葉 を 平然として 口にして ゐ るので す。 7 ティ.： 

ルディ 樣、 少 くも 吾々 だけ はこん な卑む 可き 路を 進まない 樣に爲 たい ものです、 そしてお 互に 信實な 愛に よって 結ばれ ま、 

せう。 此の世 の 偽に i 溧を 感ずる につけ I 層 私 は信實 のこ もった 胸に 愛着 を 感じます。 それ こそ 私の 全 生命の 隱れ家 

とも；/^ふ可きものです。 何ぅか私を確かりと摑へてゐて下さぃ。  マ， ノ 

私 は あなたに 悲しい 事 を 御 打ち明けし ませう。 私が 米國へ 行く 前の 知己に 一入の 少女が ありました。 其の 入 は 隨分氣 の.. 


毒な 身分だった ので， 私 は 心から 同情 を 捧げて ゐ ました。 年 も 若く、 また 無 邪氣な 入でした。 そして 私 も 出来るだけの 事 一 

は その 少女と お母さんとの 難儀 を 救 ふために 盡 したので す。 それから 此の方、 私 は その 少女 を 自分の 愛する 妹の やうに 思- 

つて ゐ たのでした。 今度 歸國 して 見る とその 人 はもう 一人前の 若い 婦人と なって、 人柄 も 確かり とし、 文學の 知識 も 相當ー 

に 心得て ゐ ました。 方々 から 緣談の 申込 もあった のです が、 不思議な 事に は、 もっと 勉强 したいと いふ ロ實の 下に、 皆斷； 

つて 終 ひました。 

或 日の こと、 偶々 私と 二人で 腹藏 のない 話の 折 柄、 もしゃと 危 んでゐ たこと ながら、 私に その 意中 を 打ち明けて くれ ま 一 

した" 然し 私 は それ を斷 つたので す。 何う してで せう か、 それ は 此處で 云 ふ 可き 事ではありません。 その 人 を担絕 した 罪 を 一 

負 ふ 丈け の 力 は 私に も あると 信じます。 けれども 許す 可く は その 人 を 憐れと 思って あげて 下さい。 それ は 誰彼と いはず 世間： 

の 入 皆に ある 事で せう から。 あなたに もお 覺 えが ありませ う、 人の 1 生の 中には、 自分の 上に ある 不思議な 力 を 及ぼす や 一 

うな 人に 幾人 か (私 は、 本當の 浪漫主義 者が よく 云 ふやう に 特に 一人と は 云 ひません) 出 遇 ふこと があります。 そして そ： 

の 人々 を 忘れ かねて、 その 思 ひ 出に 胸 を 絞る やうな 憧憬 や、 或は 淚 さへ もき まって 誘 はれる" 確かに 私に はさう いふ 人が， 

何人 かあります。 私 はこの 憧憬の 感を よく 知って ゐ ます。 それ 故 私 は 彼女 を可哀 さう に 思 ふので す。 この 人生 は 苦しい も 一 

のです。 何卒 出來 るなら 彼女 を 憐んで 下さい。  一 

今度 は 嬉しい 事 を 云 ひませ う。 それ は 私の 生れた の は 無駄ではなかった とい ふ 事です。 私 は 愚か者で 力 も 弱く、 得意と 

す 可き 何の 取 柄 もありません が、 唯々 有難い 事に は 心 を 持って ゐ ます。 それ を賴 りに やって 行き ませう。 私 は 今 男らしく 1 一 

心に 働いて ゐ ます。 同胞に 何か少 くと も寄與 する 處 がなくて はなり ません。 この 良心 を 以て、 幸福 を 感じて ゐ ます。 この 事； 

を 私と 共に 欣んで 下さい。 私に は又總 ての 悲みを 心の中に おし 隱 して 微笑み 得る 丈け の 力が あります。 この 事 を 私と 共に 一 

欣んで 下さい。 前に も 申 上げた とほり、 私 は 只今 トウル ゲ -1 エフの 「父と 子」 を 日本語に 譯 して ゐ ます。 御讀 みに なった 事 一 

があります か。 未だで したら その 爲に 時間 を 御 割きになる やうに 御勸 めします。 私が それ を譯す 理由 は、 多くの 點に 於て： 
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そ， f ぶ 日本の 人々 を訓 へる 處が あるから です。 もう 隨分 長い 手紙に なりました • いつも あなたに 手紙 を 書く と 長くな り ま 

す。 樂 しい 夢と よい 日 を 祈りつ.. < 筆を擱 きます。 

追申、 私の 笑って ゐ る寫眞 を经れ とい ふお 話でした が、 とても とても！ カメラの レンズの 前で は 笑 ふこと なんか 出來 

ません。 レンズ は 硝子で、 しかも 冷たい ものです から。 

君が， fp 達者で ミュンヘンに おいでの 由 を 伺って 嬉しく 思 ひます。 あなたの 一心 を 捧げて K 君 をよ く 優しく 御 愛しな さ 

い。 私 はいつ も K 君の 成功と 幸福と を 祈って 止みません。 御宅の 方々、 「富士山 俱樂 部」 の 人々 にもよ ろしく。 

私の 弟 は 御 地 を 訪ねた かも 知れません。 行きませんでした か。 可哀想な 人です。 今は鬱 いで ゐ るので せう。 弟が 若い な 

がらに 愛情 を 捧げて ゐた 女の人が 最近に 歿く なった のです。 m あなたの 歌 はま だ 着きません が、 豫め 御志づ くしに 御 禮を申 

上げて おきます。 「勿忘草」 を 有難う。 あなた は 馬鹿です ね、 何う して あなたが 忘れられる でせ うか！ 私は賨 石の やうに 

あなたからの 御 便り を 受取って ゐ ます。 私に 手紙 を 書いて 下さる 時間 は 決して 無駄に はならない とい ふ 事 を 確りと 申 上げ 

てお きます。 それ 丈け の 事 は あるので す (もし 洋鬼 i の 云 ひ 方 を 使 ふの を 許して 下さるなら) だから、 長い 手紙 を 書いて 下 

さい。 「これが 私達の なつかしい 湖水です か」 と 仰る のです ね。 さう です。 取り分け 私達に。 さよなら。 

日本の 切手 を经れ とい ふ 御 話でした が、 もう 暫く 待って 下さい。 きっと 御， 经 りします。 

東京よ ft- —. 同年 十二月 三日 (書 1® 

御手 紙 を 心から 嬉しく 拜見 しました。 私の 兵役 服務 もお 終 ひに なった の を 共々 喜んで 下さい。 今 こそ また 平和な 自由な 

市民に 歸れ たのです。 處で まづ御 返事から 始め ませう。 その 「きもの」 を 御着に なって、 若し 長過ぎたら 次に ある 繪の やう 

に たくし上げて ごらんなさい。 それから 小帶 を、 あなたの 丈に あ ふや 5 に 結んで、 その 次の 繪のゃ 5 に 疊んで 垂らす ので 

す。 今度 はもう 一 つの 幅 廣の帶 をと つて 次圖の 如くに 上の 方 を (略々 胸の 高さに〕 お 結へ なさい。 帶の 大きさ や 色から い 


ふと、 實の ところ 日本の 帶は あなたに は 似合 はない かも 知れません。 御存知の やうに 日本 婦人 は隨分 幅の 廣ぃ 固い 帶を使 

ふので、 女の人で さへ も滾 して ゐる ほどです から、 その代りに 何 か柔ぃ 絹の 帶 でも 御つ かひに なるとい X と 思 ひます。 1 

嬗 何ん な 色 ゃ模樣 をお 勸 めして い X でせ うかね。 これが 1 番むづ かしい 問 鶴で、 全くのと ころ 何と 御 返事して い. -か 分り ま 

せん。 むしろ あなたの 好みに 任せた 方が い. -で せう。 私の 記憶が 過って ゐ なければ、 あなたの 御 好きな 色 は薄靑 色だった 

と 思 ひます。 もし さう とすれば 其 色 は 着物に よく 映る でせ う。 處で 次の あなたの 御 務め は その 「きもの」 を 蕾て 寫眞 を寫 

して 绘 つて 下さる ことです。 本當 にさう して 下さる でせ うね。 全く 私 は、 1 年の 中で も I 番 い- - 季候に あなた を 取り 卷く 

美しい 土地 を 見る ことの 出 來た弟 を 羨ましく 思 ひます。 先日 リリ ェ孃 からの 御 便りで は 秋の 果物 (葡萄 やその 他〕 は 大變に 

よく 出 來て今 は 圍爐裡 の 仕度 をして ゐ ると いふお 話でした。 その 短い 文 言が あなたの 町 を 取り 卷く 古風な 林檎 や 葡萄園 を 

思 ひ 出させました。 赤い 顿を した 林檎 や 眼 を 輝かせて ゐる 葡萄に 飾られた 庭の 美しい 姿が 心中 を往來 しました。 收護 のた 

のしい 歌 や、 田舍の 人の 高い 軟呼、 とり 入れ 時の 物語. それ も 過ぎて、 今は爐 邊が戀 しく 友達の なつかしい 頃で せう。 降 

誕祭、 雪、 それに 次いで 懐へ かじかむ 時節が 來る。 同時に 樂 しい 追憶 や 暖かい 友情 ゃ將來 への 希望。 私自身 も 同じ 樣な立 

場に あります。 けれども 惜しい かな 此處に は 友人 もな く、 雪 も 足. りず、 た^ 塞 風が 肌 を 裂く ばかりです。 

次に まづ 吉報と してお 報せ 致した いのは、 今度 私が 北海道 (日本の 北端の 島) にある 札幌晨 科大學 (私の 母校〕 の敎授 

に 任命され た 事です。 札幌は 東京から 凡そ 三日の 行程に あります。 其處で 如何なる 成功 を收め 得る か は 測り 得ない にして 

も、 兎も角 自分の 力に ある だけ は 働く ことの 出来る 地位 を 獲る ことが 出來 たとい ふ點に 就いては 欣びを 感じます。 東京 を 

發 つの は 一 月の 上旬に なり ませう。 併し 御 便り は 以前の 住所へ 宛て >t 下さって 差 支ありません" 

ガンバ， 君 ゃブフ マ ン 君が 御宅との 交際 を 避ける 樣 にして おいで だとい ふの は殘 念な ことです。 勿論 その 理由 は 全然 私 

の 想像の 及ぶ ところではありません が、 私と して は それ も 1 時の 誤解で 直きに 復た 御宅 を氣 持の い \ 御 家と して 尊敬す る 

樣 になる 事 を 祈って ゐ ます。 
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あなたの 寫眞 はいつ も 机の 上から 私 を 見つめて ゐ ます。 私 も あなた を。 本當に 私の 思 ひ 出 はいつ も あなたに 歸 つて ゆく 

のです。 あなたの 優し さはいつ も 私を惹 きつけます。 どうかい つ 迄 も 御 忘れな く、 親切な あなたの つまらない がそれ でも 

忠實な 友人の I 入と して 置いて 下さい。 K 君 は 近頃 如何です か" 私 は あの方が いつも 御 達者で あなたに 優しくして くれる 

の を 祈って 止みません。 

寫眞 をもう 數葉 れ とお 仰る のです が、 殘 念ながら 歸國 してから は 一度 も 寫眞を 撮った 事がない のでお り 致し かね ま 

す。 けれども 早晩 何とか 御言 付 を果す やうに 致します。 唯 私の 笑って ゐる處 とい ふの は 果してお 绘り 出来る か 危ぶみます。 

前に 申 上げた 事の ある 可哀 さうな 娘と いふの は、 私の 家の 事情が 彼女との 結婚 を 許さない ので、 獨 身で ゐる ことに 決め ま 

した。 それでい ま は 笑 ふの も 私に 取って は 辛い ことです。 詰る ところ 吾々 はみ な 運命の 女紳の 憐れな 子に 過ぎません。 

心からの 訣れ と、 夜の 挨拨と を御经 りします。  ， 

札幌 にて —— 一九 〇 八 年 二月 十日 (端き ■ 

思 ひ 出が なほ 消え やらずに 殘っ てゐ ると いふ 事 を 知る の は 本當に 嬉しい ことです。 あなたの 寫眞 のつ いた 御 端 書 を 頂い 

て、 何よりも あなたが 其れに 大變 よく 寫っ ておいで なの を 喜びました。 け ふ も 長い 實の ある 手紙 を 差 上げる 積り でした が、 

四 五日のう ちに 讓り ませう。 そちらから も 御 願 ひ 致します。 

再 伸 (私の 近處の 景色です) 

楠 木 鉢からの 花 を 一つ 差 上げます。 

札幌 にて 11 同年 二月 二十 六日 (書簡) 

待 折 項いた 數 葉の 御 端 書に つづいて、 今日は 御宅の クリス マス トリ， の 小枝 を 同封した 御手 紙 を 嬉しく 拜 見し ました。 


どんなに あなたが 同情 を もって 想像 をな さっても、 御 便り を 頂いて 如何に 私が 喜びに 溢れ、 また 甘い 哀傷の 心に 襲 はれる 

かとい ふ 事 は 思 ひ 付き もな さらないで せう。 これ 迄隨 分と 長く 手紙 を 差 上げなかった とい ふの は 全く 間違って ゐ ました、 

殊に もこの！ 二 四 ヶ月と いふ もの は、 御 母上 や 弟さん 妹さん 方の 御病氣 で苦勞 をして おいでで したのに。 溫ぃ心 を 捧げて く 

れる 私の 姉妹の あなたに 對 して 如何な に 私 は 情の ない 振舞 を かさねて ゐ たでせ うか。 今迄の 打ち 續 いた 不幸に 如何な にあ 

なた は 苦勞 なさった でせ う。 併し 神樣が 全く あなた を 御 見捨てに ならなかった 許りでなく、 あなたの 親しい 方々 を 健康に 

歸す ことによって あなた を 祝福して 下さった の を 思 ふと 心から 嬉しく 感じます。 

何故 私が 此樣に 長く 御手 紙 を 上げなかった か、 それ を 聞きたい とお 思 ひです か、 きっと 其の 馬鹿らし さに 笑って お 終 ひ 

でせ うけれ ど。 全く 自分と しても、 男らしく 總 ての 幸 不幸 を 平然と 受けて ゆく ことが 出来ない の を 恥 かしく 思 ひます、 で 

も 本 當の事 を 申 上げ ませう。 前にお 話した と 思 ひます が、 私 は 自分の 兩 親に、 今迄 も 私 を隨分 親しく 思って ゐた ある 少女 

と 私との 結婚 を 許して くれる 樣に 願った のです。 けれども 兩親 は、 その 少女の 身分が 此方 ほど 高くない からと いふので 私 

の 乞 を 容れて くれませんでした。 そして 其の 少女 は、 今迄 一 度 も 逢った 事 もない 男の人の 許へ 無理に も 嫁がせられる こと 

になり ました。 宛で 知らない 人な のです から、 その 男 を 好き か 嫌； 6 かさへ も 分って ゐな いのです。 併し 私が 兩 親に 婚約の 許 

を 求めた ときには 少しも 其の 事 を その 少女に 知らせませんでした。 それで 私に は しも 自分 を もら ふ 積り はない の だと 考 

へ て 前に 申 上げた 申込に 應 じたので す 0 私が その 少女に 自分の 意向 を 知らせなかった とい ふの は事實 起った 通りの 成行き 

にし かなら ないだら うと 危ん だからです。 此處 まで は 鬼 も 角 も 無事だった のです。 私 は 決して、 兩 親に 結婚の 許 を 願った 

とい ふ 事 を その 少女に 知らす まいと 決心し、 今後 は 親身の 兄妹と して 事態に 應 じて 蔭と なり 日向と なって 庇って ゆかう と 

いふ 覺 悟でした。 所が その 少女の 方の 話 は その 中に 鍵れ て來 ました。 私の 方の 事情が その 少女に 聞え て 終った のです。 そ 

の 歎きに 私の 心苦し さ、 この 樣な 事態と なって は 東京に 留る こと は 最早 や 許されず、 何處 かへ 逃れて 唯一 人で 暮す 外に 途 

はありませんでした 。某處 へ 此の 大學へ 勤めて はとい ふ 話が あつたので、 卽 座に 意 を 決して 承諾し それから ずっと 此處に 一 
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入で、 荒凉 とした 沙漠に すむ 傷ついた 獸の やうに 日を经 つて ゐ ます。 その 人 は 私と 兄妹の やうに 音信 を續 けて くれと 輯み 

ましたが、 その 妻と しての 立場 を考 へ て 其 を 全く 斷り、 少女の 母親 を 通して 以外に は 何の 便り も爲 ない 事に 致しました。 實 

をい ふと、 必ずしも 是が非でもと いふ ほど、 それの 少女 を 思って ゐ たとい ふので はありません。 まるで、 話は異 ふので す。 

唯 この 樣な思 ひも 懸けぬ 事が その 身の上に 起って からと いふ もの、 私の その 少女に 同情す る 心は昂 じて、 遂に は 暗い 沈ん 

だ氣 持に なって 終 ひました。 この間と いふ もの は 殆んど 誰に も 便り をせ ず、 巴 里に 居た 弟に さへ も 無音に 過し ました、 こ 

れが卽 ち 此樣に 長く 御 便り をし なかった 譯 なのです。 だが 早まって はいけ ません、 「長い間 御 便り を あげなかった」 とい ふ 

の は 必ずしも 斯樣 に喑ぃ 境遇に あって あなた を 必要と しなかった とい ふので はありません。 全然 正反對 です。 悲しみと 孤 

獨 に绘 つた それらの 月日の 間 幾度 か あなたが 此處 においで だったらと 心から 思った ことで せう か、 全く 言葉に も 現 はせ な 

い 位 あなた を 必要と して 居た の. です。 これが 何故 こんなに 御 便りし なかった とい ふ 本當の 理由です。 それが 解って 頂ける 

でせ うか。 それなら 寓 私の 怠慢 を 咎めないで むしろ 私 を 憐れと して 下さい。 

斯 くして、 遂に； は 日本の 北 隅に 住む 事に なった のです。 此處 では 雪が 四 尺 ほど も 積り、 寒暖計 は 華氏で 零下 一一 一 十 度に 

も 降ります。 吾々 の 大學と 道廳の 建物が まあ 目星し い 物と いった 位の、 この 古い 變 つた 町の 孤客と して こ- -に 日を经 

の、 幸に も 丁度 非常に 親しくして ゐた 友人が 居て、 妻 君 共々 I 部展を 《人な. けて くれたので、 まづ 落着いて 心地よ く 慰めの 中 

に 住 ふこと も 出来る やうに なりました。 それで 部屋 を いくらか 小 ざつば りと 改め、 ガム パ T 君 や (といへば 妹さんが 歿 くな 

ら れた樣 です ね、 .K 當に お悼みの 申 上げ やう もありません) シュ ミサ ト君ゃ 弟の 繪を壁 間に 揭げ、 ゲ， テと あなたと 壬 生 馬 

と プア -1 1 (米國 で 知合 ひに なった 少女で 私の 大變 好きな 人) と 1 友人との 寫眞 を、 ェ ン マフ オル スタ ー さんに 賀 つた ァ ル 

ブスの 高山植物の 枯れた 花 鉢と 一緒に 机上に 飾りつ けました。 この 小 室に こもって、 何 彼に つけて 机に 腰 を かけて はよ く 

あなたの 寫眞を あちらこちらに 罱 きか へ て、 あなたの 思 ひ 出 や 此の頃 はどうし ておいで かな どと 思 ひに 耽る ことが ありま 


前に 绘る御 約束 をしながら まだ 果 さない 日本の 切手の こと は 全く 私の 不注意 を 御 詫びし なければ なりません" 然し 近い 

內には 何とかして 蛇 度 御 ，途 りし ませう。 それから 何でも 私の 欲しい 物 を 贈って 下さる と 仰る のでした らば、 あなたが rtM 分 

でお 乍り になった 物 か、 大切に して ゐ らした 物で、 日用の 身に 附 けて 持ち運びの 出 來る樣 な 物 を 項き 度い と 思 ひます。 隨 

分 我儘な 勝手な 願ながら 御聞屆 けが 願へ るで せう か。 

私の トウル ゲニ エフの 飜譯も 可成 長く 抛って 置き ましたが、 遠からず 又 遣って 見ようと 思って ゐ ます。 あなた も 私も隨 

分 忙しいで はありません か。 仕事が 山の やうに あるので すから ね、 だから 若い 八達に 追 越されない 樣に せかせか やらな け 

れば なりません。  . 

この 手紙が そちらへ 着く の は 櫻の 花が 咲き 始める 頃 だら うと 思 ひます。 心から あなた 共々 今年 は 昨年よりも ずっと 御 都 

合が よく 蓮んで 喜びと 生命に 溢れた 心で 春 を御迎 へになる の を 祈って 止みません。 伯林の K 君 は 如何です か。 いつも 御 達 

者で あなた こ 優しくして 下さる やうに 祈って 居ます。 御 母上 や 弟さんに よろしく、 時々 は 思 ひ 出して 御 樣子を 知らせて 下 

さる やうに 御 願 ひ 致します。 

東北 帝 國大學 にて —— 同年 四月 十六 曰 (書簡) 

あなたからの 御 便り を 頂いた と 同時に 先日 申 上げた 少女の 結婚の 通知 狀を 受取りました。 例へ 私に 對 して その 少女が. M 

何に 眞情を 捧げて ゐて くれたに しても 遂に 一 面識 もない 人に 嫁ぐ 外に は 仕樣 もなかった のです。 いふ 迄 もな く 此事は 私に 

とっての 大打擊 でした。 その 間にあって あなたの 温い 同情と 御 心付けと が 私に とって どんなに 大切な ものであった でせ う。 

「大風に あって 强木を 知る」 とい ふ 日本の 諺に ある 通り、 悲 みや 不幸に あって 始めて 友情の 尊 さとい ふ ものが 解ります。 テ.. 

ルディさん、 あなたと 私と は 人種 も異り 距離 や 時間 その他す ベての 物が 間 を 隔て X ゐる にも拘らず、 あなたに 斯く 迄の 愛 

着を覺 える とい ふの はいかに も 不思議な、 時には 全く 會 得の ゆかない こと- -思 はれます。 私 はこと に 女の人に して は內 
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氣 なのです が、 あなたに はすつ かり 打ち解けた 感じが もて >|、 私の 長所 も 短所 も 知りつ くして ゐ ながら、 なほ 私 を 蔑まな 

い 許りでなく、 私の 短所と いふ ものの 爲 にいよ いよ 優しく 愛 を 注いで くれる 人の 前に ゐる やうな 氣 がします。 私に は本當 

に 尊い 大切な 方です。 日本の 銀貨 をお なくし ださう です が、 ちっとも 搆 ひません。 それ をな くした とい ふお 知らせで 私の あ 

なた を 思 ふ 心が 改めて 深められる 位の ものです。 いま 目の あたり 御 眼に か >- つて 御宅の 階段の 降り口で 御會 ひした 時の や 

うにし つかりと 溫ぃ 握手 をす る ことが 出來 たら 如何に 嬉しいで せう" でも そんな 签 想は果 しがない から 止めに しませう。 

結局 今度の 私の 職業 も 決して 惡 いこと はありません。 敎 室の 授菜 も颧々 面白くな つて 行き、 學 生の 方で も 亦 私に 興味 を も 

つて ゐる やうです。 私の 氣 分に は 何 か 若々 しい ものが あって 靑 年の 心に 訴へ、 すらすらと 働き かけて ゆく ところが あると 

見えます。 今 住って ゐ るの は 寄宿舎の 一室で、 子供の やうに 無邪氣 で、 ジプシ ー の樣に 慣習 を 無視した 元 氣な靑 年の 間に 

混って ゐ ます。 今 はま だはつ かな 春の 初 まりの 美し さに、 は 藍 をた めきって ゐ ます。 揚げ雲雀の 歌 も 聞え 始め、 燕 も そ 

ろ そろ 來 出しました。 蕾 も 芽 も 日に ふくよかに、 樹々 が 大地の 胸から 乳 を 吸 ふ もの 音 も 聞えない 許り、 櫻の 花の 開いた と 

いふ 報せ を迎 へる の も 遠く はないで せう。 昨夜 は滿 月でした。 寒から ず 暑から ず 和やかな {t^ 氣は 如何なる 胸の 深 傷 も 癒し 

得ようかと 3 心 はれる ほどに、 暫 らく は 獨り戶 外に 佇んで、 彼の 薄倖な 少女 を 嘆き、 また 私 を 思って ゐて くれる とい ふ、 

西の 少女 を 思 ひ 出して、 夜の 更ける まで 眠られませんでした。 

ゲ ー テの r ゲ ッッ」 を 夏に 上演な さらう とい ふ 御 企て は 嬉しい ことです。 私 も その 劇 は 前に 米 國にゐ た 時に よんだ ので、 

あなたと K 君との 演技が どんなに よく 調和す る だら うかな ど \ 想って ゐ ます。 唯 それ を 眼の あたり 觀て樂 むことの 出來な 

いのは 殘 念です。 でも 萬 望 その 寫眞 でも 御绘り 下さる やつ 是非 御 願 ひして 置きます。 いま 手許に ある 繪 葉書に、 あなたの、 

又 私の 古雅な シャフ ハウゼンの 町の 道端に ある 林檎の 花が 満開に 寫 つて ゐ るの があります。 此の 手紙が 御手 許に 屆く 頃に 

は そちら は 花の 芳香で むせ 返る 許り だら うと 思 ひます。 この 一年中で も 一番 楽しい 季節に、 樂し いづく めの あなた を こめ 

手紙が 見つける やうに。 


弟の 壬 生 馬 は 相 變らず 巴 里に 居て 可成よ く 便り を くれます、 健康 も大變 恢復して いよいよ 仕事に 出精して ゐる さう です。 

御蔭で 兩親も 達者です。 御 母上 や、 K 君 や 外の 御 近付 を 願った 方々 によろ しく 御傳へ 下さい。 

又 御 便り 願 上げます。 

にて 1 i 同年 五月 八日 (書簡 レ 

今夜 もまた この 前の 御手 紙 を 繰返し 讀ん で、 御會 ひしたい、 あなたの 眼 をみ つめて 湖の 邊 での やうに かたい 握手 を 交し 

たいとい ふ ふかい 憧憬に 襲 はれました。 いま 一 體何 をして 何を考 へて おいでで せう か。 いま どんな 幻が 御 心に 浮んで ゐる 

でせ うか。 ティルディさん、 白狀 すれば あなた を 友達 だと か 親友 だと か 親身の 妹 だと か 申 上げて ゐ たの は、 長い間 あなた を 

も 私 自ら をも詐 して ゐた のです。 知らず知らずに 僞を 言って ゐ たのでした。 私 は あなたが 好きな ので も、 い X 方 だと も 思 

つて ゐ たので はない のです。 あなた を 愛して ゐ たの だし、 今 も あなた を 愛して るので す。 此樣な 事 をい ふ 私 を 笑って、 御 

憤りに さへ なる かも 知れません。 ほんの 數日 しか 御 近付に なった ことのない 詰らない、 よくも 知らない 者が 愛する とい ふ 

のです から 馬鹿げた 事です。 それ は 何とで も御考 へに 任せる 許りです。 唯 申 上げないで はすみ ません。 あなた はもう 私の 

命から 分ち 得ない ものと して、 氣が鬱 いだり、 辦 しいと 思 ふ 時にはい つも 幻に 現れて、 母親が 胸に 嬰兒を 抱き 慰める やう 

に 私 を 慰めて 下さる のです。 たった 一度で も あなたの 胸に とり 縫って 思 ひの 丈 を 泣き 盡す ことが 出来たら！ シャフ ハウ 

ゼンを 去る 汽車の 中で ひどく 泣いた とい ふ 事 を 知って おいでで すか。 ガン パ， 君が ブフ マン 君に 訊いて ごらんなさい。 又 

チ ユリ ヒ でお 訣れ した 晚 一 睡も 出来なかった の は 御存知で すか。 その 時 は 親切な 友 だち に訣れ るの が 惜しい からだと 思つ 

てゐ ました。 でも 今 こそ その 間違 ひが 解ります。 その 時 も あなた を 愛して (知らず知らず にも〕 ゐ たから こそ、 云 ひや A 

のない 悲み をした のです、 私 を 蔑む とも 潤む とも 御 心の ま > に 任せます。 

勿論 あなたに はもう 御 婚約が あり、 夢にも 私の 愛に 報いて 下さらう 等と 考 へた 事はありません。 斯 5 申 上げる の は、 あ 
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なた に 萬 事 を あからさまに 申 上げなければ ならぬ とい ふ 神聖な 義務 を 感ずる からです。 私の 心底 をす つかり 申 上げた から 

に は、 あなたとの 音信 を斷 つのが 道と 思 はれます。 もし あなた も、 さう 御考 へになる なら ほんの 一 言もう 手紙 を 寄越すな 

と 仰って 下さい。 この 瞬間から 私達の 關 係は變 つて 終った ので あなたに は 自身 を 私から 護る とい ふ務 があります。 自分の 

感情 を 抑 へられない 私 は 罪深い 者です。 それにしても 運命 は殘 酷です。 私達 は 違った 人種、 國 民に 生れつ いたのです。 お 

互に 知り あ ふとい ふ 機 も 果敢ない ものでした、 あなたに は 御 自分の 愛情の 神聖な 宮 があります。 それでも 私に は 何 5 して 

もこの 感情 を 抑へ きれない のです。 いつ 迄 も 御 達者に、 御幸せ を 祈ります。 

札幌 にて！. 同年 十一月 十五 日 (書簡) 

手紙 を 差 上げる のを控 へてから もう 長い、 長い ことになります。 此頃は 私の こと を 憤って おいでで せう か。 それ も 尤も 

な 事です。 この 前の 御手 紙 は 深い 悲 みと 感謝の念 を 1^ て拜 見し ました。 私の 向う 見ず な狂氣 じみた 宣言に 對 して 優しい 御 

心 遣の 見える 御 返事の 一言 一 言に 私の 胸 は銳ぃ 刃物で つかれる やうに 覺 えました。 そして 深い 感動に 打 たれ 乍ら も、 そん 

な 告白 をしても 何にも ならない とい ふ 事 を 十分に 識り 別け 乍ら あんな 無茶な 事 を 申 上げた 自分の 淺は かさ を恥ぢ 入り まし 

た。 仰る こと は瞭 きりと 解りました。 又 私の 無 襲な 言葉 を ゆるして 下さった 許りでなく これから も 交誼 を 許して 下さって 

この 1 時の 中絕の 後で 1 層 親し さ をます だら うと 言って 下さる 御 親切 を 心から $  く 存じます。 本 當に御 禮を言 ひます。 

御 心 はよ く 分りました。 あなたの 親切に 甘えて 復た 友達の 中で 一番 好きな 入と 思って ゐ ませう" 篱望 あまり 御 憤りになる 

ことなく 氣の 向いた 時折に 御 便り を 下さい。 これ 迄の やうな 感情 をもう あなたに 對 して 抱いて ゐな いとい ふの を 御 見せす 

るよ すがと して、 此の 夏に 私 も ある 令孃と 婚約 を 取り結ん だとい ふ 事 を 御 報せ 申 上げます 。式 は大體 次の 五月に 擧げる こと 

になって ゐ ます。 その 人に 就いても つと 委細 を 申 上る の も 或は 一 興で せう か。 年 は 二十 一 で 安子と いふ 名です。 年の わりに 

は 子供つ ぼい のです が 優し い 人 なつこ い 純潔な 人です。 その上に 私 を 大變に 思って ゐて くれる のです" 今は兩 親と 東京に 住 


んでゐ るので 昨年の 夏 私が 東京へ 戻った 時に 會 つたので すが、 何日 か往來 をして ゐる うちに 二人の 間に は 深い 緣が結 ぼれ 

て 終った のです。 その 人の 優しい 心 遣 ひに 命の 限り は 誓 ひを變 へまい と 堅く 決心し ました。 何卒 この 事 を 鹿んで 下さい。 

此の 前に 申 上げた 可哀 さうな 少女 は、 結婚 後體 をす つかり 痛めて 今 は 海岸に 病氣の 母親と 一緒に 暮 して ゐ ます。 その 人 

の 事を考 へる とい つも 胸 も 裂ける 樣な氣 がします。 

でも 下らない 事です。 命が 確りと 私達 を 摑んで 身動き もさせな いのに、 もがいた とて 何の 役に立つ でせ うか。 從ふ外 

ない のでせ 5。 此の 夏に 演出され た 「ゲ ッッ」 の 繒紫書 や 寫眞は 間違 ひなく 手許に 屆 きました。 厚く 御. 禮申 上げます。 本當 

に それ を 見られなかった のは殘 念でした。 地上で 此上 なく 愛して おいでの 人の 傍で、 ゲ， テの あの 傑作 を 上演した その 時 

の あなたの 樂し さは 如何で したでせ う。 その 折の 衣裳 を 着けた 一人の 御寫奠 はお 持ちに ならない でせ うか。 若し あったら 

一葉 蓠望经 つて 下さい。 

私の 寫眞を 御、 送りす る 約束 をして から 隨 分になります から 御 叱り を 受ける の は當然 ながら、 何卒 惡く おとりに ならない 

樣 にお 願 ひ 致します。 御 申 付 を 忘れた ので は 決してな いのです。 但私は 非常に 不精な のです。 その外に はない のです。 然 

し早晚 いくつか 纏めて 御 約束 を果 しませう。 

札幌は 今冬です。 いづこ も 雪に 被 はれて、 此の 手紙 も 雪 を 載せた 屋根の 下で 書いて ゐ るので す。 外 は 酷い 寒さで も、 私 

の 心 は 暖かです。 今頃 あなた は 一 體何を 思 ひ、 何 をして おいでで せう。 曰 記 をつ けて おいで だったら 頁 を 返して 十一月 十 

五日のと ころ を 開いて 御覽 なさい。 今 は 十 時です。 私の 想像で は 今し方 あなた は 煖爐の 傍に 坐って 家の 方 やお 友達と 話に 

油が のって ゐ らっしゃる 頃で せう。 でも 何とない 寂し さが 時折 心に 忍び入って 來 るので せう。 これが 今の あなたの 御樣子 

と 思 ふ の です が 違 つたで せう か。 

こちら はいつ も 丈夫で 元氣 よく 始終 仕事 を樂 んでゐ ます。 今年 は 此の 大學 に瑞 西の方が 鶴 逸 語の 先生に 見えました。 チ 

ユリ ヒ — あの" S^I. 11 の 方な のです。 瑞 西の もの、 瑞 西の 人 は 全く 私め 心 を 奪 ひます。 その 方の 名 は ハンス • コレ 
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ルと いふので、 二十 九になる 快活な 素朴な 人です。 若し や 御存知 かと も 思 ひます が。 

いくら 書いても 限が ありま せんから、 嫌に おなりの 前に 早く 止め ませう。 さよなら" 御 達者で 仕 合せに 御暮し 下さい。 

幸福の 項 上に おいでの 時 も 御 忘れな く、 時々 思 ひ 出して 下さい。 いつも あなたの 健康と 幸： 幅な 生涯 を 祈って ゐる 憐れな 者 

がゐ るの を。 

御 母上 や 弟さん や あなたの 愛する K 君に よろしく。 

札幌 にて 1 一九 一〇 年 十二月 二十 五 曰 (書 S 

あなた はま だ 私の 事 を 忘れずに ゐて 下さいました" 二通の 端 書、 それに 添へ て 私に も覺 えの ある 悽 かしい あなたのお 部 

屋 の續、 あなたの あんな 親切な お 言 葉、 私 は 心から 感謝し ます。 私の 筆不精の 爲 めに 手紙 を 書か なくなつ てから 本 當に久 

しい 事です。 けれども それ は 筆不精の 罪で、 あなた を 忘れた 爲め ではない と 信じて 下さい。 いいえ、 忘れる 所では ありま 

せん。 あなたの 想 ひ 出 は 千 一 夜の 物語の やうに 樣々 の 形 をと つて 私の 心に 蘇生って 来ます。 或 時 は あなたの 家に 於け る あ 

なた であり， 又 或 時 は ディ，' セン ホ， フェンからの 汽車の 中の 姿で あり、 さう して 最も 繁く 描かれる もの は、 チュ ー リツ 

ヒ 湖畔 を 一緒に 散歩した あなたの 姿です。 併し 私達の 幸福な 時 は 遠く 過ぎ去って しま ひました。 しかも 尙 かく 新しい 生々 

した 想 ひ 出！ 

あなた は 別れて 以来の 私の 境涯に 興味 を 持って 下さる かと 思 ひ、 先づ第 一 に それ を 申 上げ ませう 11 何と 云 ふ 自惚れ か 

と 微笑され るか も 知れません が 11 私 は 引きつ 父き 舊の學 校で 英文 學の 講義 をして ゐ ます。 妻 はいつ も 渝らず 忠實に その 

仕事 を 立派に やって ゐ ます。 而 して 來年は 赤坊が 生れる 箬 です。 私が 父になる と 云 ふ 事を考 へる。 それ は 不可能の 事の や 

うに 見えます が、 事實 です。 私 は あなたが 他の 人々 の やうに それ を 皮肉 だと は 思 はず、 私の 爲 めに、 喜んで 下さる (私に 

同情 を 持って 下さる と 言 ひ 度い) と 思 ふから、 こんな 事 を 申 上げる のです。 


學 校での 授業の 外に、 私 は 壬 生 馬 や 他の 友人 達と 「白樺」 と 云 ふ 月刊 文 藥 雜誌を 去る 四月から 創めて ゐ ます。 それ は 、一 

1 般 から 比較的 好評 を 受けて ゐ ます。 十一月に は ロダン 誕生 七十 年の 祝賀に 特別 號を發 行し ました。 

貧弱ながら も 西洋 文化の 眞髓を 日本に 紹介す る 道 を かう して 開かう と 試みつ あります。 その 特別 號が 世界から 壓倒的 

の 賞 讚 を 以て 迎 へられた と 云 ふこと を 西洋文明の 爲 めに、 又 rn 本人の 同化 力の 爲め にこ- - にお 傳 へす る こと を 喜びます。 

私 は ツル ゲ ー ネフの 「父と 子」 の 飜譯に 就いて 私の 誤算 を說 明して おかねば なりません。 それ は旣に 私の 仕事が 完成す 

る 以前、 或 作家に よって 飜譯 されて ゐ ました。 私 は 私の 妻と 協力して 他の 作家の 作で、 もっと 小さい もの を飜譯 し、 親し 

い 人達の 間に 頒布して 熟讀 しても らふと 云 ふこと を計畫 して ゐ ます。 もし さう いふ ものが 出来たなら、 あなたが 日本語 を 

ぉ讀 みに ならな くと も 必ず 一 部お ，逶 り 致し ませう。 

今や 年の 暮が 迫って 一 年の 出来事 を 省みる 入々 の 凡て は 或 寂しい 思 ひ 出 を 抱いて ゐ るで せう。 私達の 住む 小さな 町 は 全 

く 雪で 鐡 され Cfl 達 は 寒 氣と戰 つ てゐ ます。 而も 冬 は その 魅力 を 持つ てゐ ます。 私 は I 母 日 氷 滑に 出掛け、 蓮 動で 身體を 暖め ま 

す。 さう 云 ふ 時に 冬と 雪と に關聯 して 瑞 西の 想 ひ 出が 私の 心に 蘇生って 來 ます。 あなたの 事が 强く 私の 心 を 捉へ私 は 傍に 

あなたが ゐられ る やうに さへ 感じます。 ティル ダ》 '、この 名 は どん^に 親しい なつかし いもので せう。 あなた は 今 何 をして 

ゐ るの？ と 私 は 囁きます。 時として 淚が 頗を傳 はる こと さへ あります。 時 は 過去って 取り返すべく もない。 過去 は 過去 

です。 私達が 再び 逢へ るか ど 5 か は 分りません。 併し 現在 あなたに 逢へ ようと 云 ふ 望はありません。 さう して 私を嘗 つて 

逢った 人、 なつかしい 友と 思った 人が、 永久に 離れて 行く と 云 ふ 考は心 を 怪しく も顫 はせ ます。 

扱お 端 書に よれば 來 春はィ タリ. 》 旅行の 御計寳 とか。 素敵です ね。 あなたが 宛 も 隣家のに でも 行かれる 樣に ドイツと か、 

ィ タリ， とかに 行かれる の を 聞く 度、 地球上の 遠い 端に 住む 吾々 に比べる と、 極めて 僅かな 努力で あらゆる 文明の 諸相 を 

完全に 知り 得る 特權を 持つ ョ ー 口 ツバ 人 を 羨まずに ゐられ ません。 ィ タリ， は 何處へ 行かれる でせ う。 もし 口， マへ 行か 

れ るか、 グ エネ チアへ 行かれる か、 又は ミラノ か、 ナポリ か、 アッシジ か、 何れへ 行かれても、 私 や 弟が 嘗て その 地に 行 
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つたと 云 ふこと、 而 して 嘗て 私達が 熱狂 的な 讃美の 心で それ 等 を 眺めた の だと 云 ふこと を 忘れずに いらして 下さ、，。 どう 

か 旅行. B. 度々 お便り 下さい。 私達の 思 ひ 出 も そこに 逍遙って ゐ るので すから。 

それから 又 (こんな こと を 露骨に お尋ねして よい かどう か。 けれども あなたの 友情 を 信じて 許して 下さい) あなたの 身 

の 振 方、 結婚の 事です がそれ はどうな つたので すか。 私は屢 i あまりに も屢 i 祈って ゐ ます。 あなたの 彼に 對 する 深い 愛 

と獻 身と が あなたの 他の 自己と 1 緒になる ことによって- 正當の 酬い を 見出さ れんこと を。 その 日が 私に どんなに か 喜ば 

しい 日で せう。 もし 来るならば その 日の 早く 來る こと を。 

それ 力ら ガム バ， 君が 來年 日本へ 來 ると 云 ふこと はどうな りました か。 あなた は その 計 畫に加 はらない のです か。 もし 

その 計 畫に加 はって ゐな いのなら、 あなた 自身で 計畫 なさる 事 を 望みます。 而 して 再び あなたの 手 を 取る 日 を 私に 與 へて 

下さい。 私の 胸に は 常に 一つの 野心が 燃えて ゐ ます。 それ は 今一度 ョ ツバに 渡って 二三 年の 滯在 によって 知識と 見聞 

とを擴 めたい と 云 ふこと です" もし この 夢が 實 現されたなら、 その 時 こそ 私 は 目前に あなた を 見る ことが 出来ます。 

語りつ ^ければ 際限はありません。 次の便り に讓 つて これで 止め ませう。 あなたの 母君 や 御兄弟 はいか it です か。 どう 

ぞ よろしくお 傳へ 下さい。 あなたの 御手 をし つかりと 握りし めて 樂 しい クリスマス、 又ィ タリ，' の 御旅 行の 愉快な らんこ 

と を 祈ります。  、 

鎌 倉に て 11 一九 一 五 年 五月七日 (ss) 

隨分 長い間お 便り を 怠りました。 併し あなた を 想 ふ 毎に、 胸の 中で 心臓 は 丁度 彈んだ 鞠の やうに 高鳴る のです。 私達 を 

距 てる 絕 1. 的な 時空のう ちに あなた を 徒らに 求めて。 あなたの 温かい、 同情の 溢れた 友情 を 今 も 尙私は 心の中に 愛撫し つ 

つ、 時と 共に それが 益々 强く 私の 肉に 喰 ひ 入り 骨に 染み込む の を 感じて ゐ ます 0 いつも 御機嫌 は 如何です、 御 丈夫です か-" 

さう して 幸福に ぉ暮 しです か。 そんなに 數 多い 試練と 惱 みと を 持 たれた あなた は 普通人 以上の 大きな 幸 |隔 二よ つて 酬いら 


れ なければ なりません。 

御 結婚 はま だ？ い X や、 さう だと は 思 ひません。 少 くと も旣 にあな たが この 世で 最も 幸福な 主婦で ある 事 を 望ませて 

下さい。 それが 幸福で ある やうに、 もし 又 (不幸に して ：} 悲 みであるなら ば、 あなたと 同じ 心 を 私に も 感じさせて 下さい。 

常に 徴 笑む 夏が あなたの 國を 訪れ、 隣 國の血 腥ぃ戰 亂の唯 中に も あなたの 國は 微風に 心 和ぎ 靑 葉に 心樂 しまれる 事 を 想 

像し ます。 1 體 人類 は 何ん と 云 ふ 恐ろしい 殘虐を 行 ふので せう。 最も 進歩した 文明の 冠 を 頂く と 思 はれて ゐる 入々 の 手に 

よって、 私の 生涯 中に こんな 恐ろしい 事 實が實 現されよ 5 と は 夢にも 想像し ませんで した。 この 罪業が 1 刻 も 早く 過ぎ去 

つて、 數十 萬の 無辜の 民が 流した 血に よって、 凡ての 怒、 全能の 神の 裁が 與 へた、 この 怒 を 拭 ひ 去られる こと を 願って ゐ 

ます。 凡ての 生きと し 坐け る もの は 悲哀から 逃れる 事 は出來 ません" 私自身 もこの 試練 を 避け 得ませんでした。 去 九月 宋 

に 妻が 突然 病氣 にか.. t りました。 1 月 程 札幌の 病院に 入って ゐ ましたが、 北^の 嚴 しい 冬 を， 绘る 事が 出来ない ので、 十一 

月に 彼女 を 東京に 移し 保養地 平 嫁の 病院に 入れる 事に 決めました。 それ 以來 全く 床に 就いた 切りで、 肺結核と 診斷を 下さ 

れ ました。 111 人の 兒達、 五 歳と 四 歳と 三歲 になり ますが、 三人 とも 私の 許に 居ります。 何と 云ふ辦 しい {tss 生活で せう。 

私 は 凡ての 仕事 を棄 て&、 子供達の 養育に 從 つて ゐ ます。 これ は 可成の 痛手 だと 云 ふ 事 を 御 分り 下さる でせ う。 併し 有り 

がたい 事に、 私 は それに 直面す る 事の 出来る 强さを 持って ゐ ます。 私の 獻 身と 友人 達の 親切と が 彼女の 病氣を 癒し、 遂に 

は 前に も增 して 丈夫な 彼女と なす 事が 出來 ると 云 ふ 確信 を 持って ゐ ます。 又 この 不幸に よって 何處 かに 病弱な if の ある 人 

類と 云 ふ ものに 對 して、 より やさしい 同情と 愛と を 感じ 得る 機に なった 事 を 私 は 神に 感謝して ゐ ます。 快樂 のみが 唯 一 の 

幸福で ない と 云 ふ 事、 又、 幸福と は 人々 が 漠然と 想像す る樣な もので は 無い と 云 ふ 事 を 知りました。 あ \ 最愛な ティル ダ 

よ。 愛 は 隱れた 小 徑に橫 はり、 同情 は 隅つ こに 蔽 はれて 隱 れてゐ ます。 深い 心と 純眞な 心と を 持つ 人の みが、 それ を發見 

する 事が 出来ます。 今 私 は 前に も 滑して あなたに 對 する 友情と 愛と を 感じ、 あなたと 同じ やうな 地上に 立って ゐる 事を感 

じます。 あなた を 私の 側近く 私 は あなたの 使 ふ 香水の 香 を かぎあな たの 灤 碧の 跟を 見る やうに 感じます。 
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御機嫌よう ティル ダ。 決して 私達 はそんな に 遠く離れて はゐ ない のです。 あなたが 私の 事 を 思 ふ 限り、 さう して 私が あな， 

たの I を 想 ふ 限り、 少く とも そこに この 世の 凡ての 偽と 僞 善と を 打ち破る に 足る、 神聖な 友情が 存在して ゐ ます。 

二伸 もし 御 返事 を 下さるなら 東京 麴 町に 宛，」 \ 下さい。 

ま 京よ ft>  11 同年 十一月 十七 日 (書簡) 

九月 八日 附の 御手 紙 は どんなに 私 を 驚かせた でせ 5。 さう して 人間の 蓮 命 を 悲しく 感じます。 あれ 程 希望に 充 ちた あな 

たの 婚約が どうして 突然 破約され る や 5 になった のです。 勿論 私 は 今度の 悲劇が 如何して 起った などと 云 ふ 事 を あなたに 

お尋ねして あなたの 心の中の 傷に 血 をぬ る 樣な事 は 致しません" ^し 一 人の 友と して、 特に 關 係の 深い 一人の 友と して、 _ 

あなたの 惱 みの 全て を 知り 度い。 さう して 出来るならば あなたの 苦み を 如何にもして お慰めし たいと 願 ふので す。 併し、、/ 

を 安め て 下さい。 私 は 心からなる 同情 を この 手紙と 共に あなたの 許に ります。 あなたの 爲 めに、 あなたと 共に、 あなたの 

心の中に 私 は 泣きます。 全能の 神が あなたの 思 ひ 遣り 深い やさしい 美しい 心 を 支持し、 人類の 正し さと 貴 さと、 信ずる 力; 

とを與 へ、 遙か 離れた この 世の 一 隅に 常に 愛と 同情と を 持つ 一 つの 魂の 存在 を 信じて 下さい。 あなたが 野戰 病院に 赴き、 一 

人類の 敵なる 野蠻 性の 爲 めに 傷き 苦む 哀れな 人々 に 慰安 を與 へられよ 5 とする の は、 あなたに も 大きな 慰めで ありませ う。 ： 

苦しめる もの > ！爲 めにあな たの 全力 をお 盡 しなさい 0 與 へる もの は與 へらる 人 ものより 幸福で す0 而 して あなたの 悲 みは 

1 つの 泉と なり、 假令憂 議で唷 くと も、 そこから 湧き出る 淸淨な 水 は、 あなたの 隣人が 最も 求めて ゐる 同情と 尊敬と なつ 

て灑 がれる でせ う。 

あなたの 二葉のお 寫眞は 私 を 喜ばせました。 私 は 一 見 あなた を 見分けました。 三人の 中の 眞 中に 坐って 居られる のが あ 一 

なた です ね" 而 して あなたの 微笑み、 それ は 私が あなたと 共に ある 時に あなたが 私に 微笑みかけられた その 微笑みです。 

おの 包で 幾つかの 小さな 人形 をお 经 りします。 それ は 豆の 樣に 小さい ので 豆 人形と 呼ばれて ゐ ます。 その 一 つく がら 


なた へ 私の 友情 を齎 して 吳れ るよう に。 これで 筆を擱 きます。 あなたの 御 元氣で 苦しい 試練から 雄々 しく 立ち直られん 事 

を 祈りつ、。 

二伸 先日 シャツ フ ハウゼン 宛に 人形のお 禮 のお 手紙 を 書きました。 お 受取り 下さいました か。 若し まだなら 該 地の 郵 

便 局に てお 問合せ 下さい。 (註。 赏時 ティル ダ は澳國 野戦^院に 働いて ゐ た。) 

妻 は 幾分 良好に 向 ひ、 滿足に 思って 居ります。 我國は 目下 御大 典で 大變 な賑は ひです。 氣の 毒な く ティル ダょ、 ；？^ は 

あなた を 胸に 抱く。 

；柬 京よ， 9 11 一九 一八 年 六月 二十 九日 (書簡) 

あなたの 事 をな つかしみながら、 こんなに 長く 手紙 を 書かなかった の は 私の 誤りです。 何年 も 前にお 別れした 切りで、 

しかも 尙 かく 强ぃ 愛着 を覺 える と は 唯 i 不思議です。 資女は 私の 最も 愛する 最も 價値 ある 友の 一人と して、 常に 私の 心の 

中に 生きて ゐる事 を 信じて 下さい。 長い間の 御無沙汰で 書き 度い 事 は 山程あります。 この 前のお 手紙で 貴女が K 氏との 婚. 

約 を 破棄され た 事 を 知りました。 その 報知 は どんなに か 私の 心を顚 倒させました らう。 許婚 者に 對 して、 あれ 程 誠 實で愛 

情 ii くあった 貴女 は、 この 世で たった 一 人 を 愛すべきでした。 ^し 過ぎ去った 悲みを こ  に 繰返しますまい。 現世 は あま 

りに も 苦 惱に滿 ちて ゐ ます。 過去の 不幸 を 繰返して、 現在の 悲みを 更に 滑す やうな 事 は 致しますまい。 併し 純潔な 堪忍 を 

以て 悲みを 忍ばねば ならぬ 者 は あなた 一 人で ない と 云 ふ 事をホ ロ白 させて 下さい。 私自身 癒しが たい 不幸に 遭遇し ました。 

卽ち 一 昨年 妻 は 肺の 病から 世 を 去りました。 前に も 書きました 通り、 妻 は 一九 一 三 年の 秋 以来 肺結核 を 患 ひ、 遂に 一九 一 

五 年の 八月 二日、 私 を 始め 彼女の 兩 親等の 悲みを 後に、 一 一  一 人の 遺兒を 悲嘆と 寂しい 父の 手 もとに 殘 して 永遠に 逝った ので 

す。 あなたから 贈られた 人形 は 死の 床に 間に合 ひました。 彼女 は 死ぬ 前に その 人形 を 愛撫し、 あなたの 御 厚意 を 心から 謝 

して ゐ ました。 私の 生涯 はこの 世の 樂園を 輝かしい 火の 下から 悲哀の 奈落に 落ちて しま ひました。 しかし 私 は 人生 は 結局 
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情 ある もの だと 云 ふ 確信 を 以て この 不幸 を 切り 拔 けて 行き ませう。 鬪 ひ^き 戰 つて 遂に 私 は 勝利 を 得ました。 私 は 敎職を 

退き、 ー阖の 決心と 苦い 經驗と を 以て、 文维の境涯に飛び：：^みました。 私の 仕事 は 文壇に 認められて 来ました。 私 は 知識 

階級の 生活の 進步と 善の 爲 めに 良き 努力 を 1^1 す 事が 出來 るで せう。 三人の 子供 も 立派に 育って 來 ました。 私 は 確 ^ な 歩 を 

續け、 1? 力 を 傾けて、 人類 生活の 成長 進 ルの爲 めに 盡 しませう。 

あ.. -、 私 は あまりに も 思 ひ 上って ゐ ます。 恕 して 下さい。 I は あなたの 前に そんなにまで 高 振る 必要はありません。 資 

女 は 私 を 愛して 下さる。 私 は 貴女 を 愛する。 それで 十分です。 ； iOl の 心が 時間と 穴 >i 間との 距を 越えて、 固く 結ばれて ゐる 

と 云 ふ 事 は 如何に 不思議な 併し 又 如何に 美しい 事で せう。 愛する ティル ダょ〕 私達の 間が 國籍、 國、 血、 敎育、 生活、 習 

慣の 差異、 その他 凡ての 相違に も 不：； r 私達 はお 互に 人間で あると 云 ふ 事で 理解し 合 ひ、 何もの も その 問を距 てる 事の 出 

來ぬ程 完全に 解し あって ゐ るので す。 それ は資に 嬉しい、， 又 美しい 事です。 

現在 ョ ー n ッ パを 襲って ゐる 恐ろしい 戰禍 の観牲 たる 傷病 者の 看護に 一 身を獻 げてゐ ると 云 ふ あなたの 態度に 私 は 敬服 

します。 それ は あなたの 樣な 女性に とづ て、 最も 適 はしい 仕事です。 あなた は 親切な 愛情と 注意： If い E い： 慮に 富んだ 方です。 

あなたの 看護 を 受けた 人々 が、 人類愛に E 覺め、 お 互に 殺し 合 ふと 云 ふ 事 を 僧む 樣 になる の は 疑 ひもない 事です。 あなた 

の やさしい 影響に よって 現在 ョ ー D ッ パに 魔手 を 仲して ゐる 恐ろし ぃ戰 1^ を中絕 せしめて 下さい。 併し 貴女の 御 健康に も 

吳々 も氣を 付けて 下さい。 こんなに 互が 遠く離れて ゐ ると 云 ふだけ で 十分に 淋しい 事です。 その上 もし 萬 一、 私達が 幽明 

界を 異にする 場合に でもな つたら、 どんなに それ は 大きな 淋し さで せう。 もし 私達が 現 實に手 を 握り、 唇 を 接する 事が 出 

來 ないならば、 せめて 手紙の 中に それ を 交し ませう。 

度々 お便り を 下さい。 お 閑の ある 度に 書いて 下さい。 私 も 間違な く 書きます。 母君に よろしく。 

あなたに 告げる とい ふより、 要求す る。 この 手紙が IS き 次第、 返事 を 下さい。 それ を 約束して 下さいます か。 あなた は 

常に 私の 愛の 奥 くに 住んで ゐる事 を 信じて 下さい。 琳 しがらないで 下さい。 私も辦 しがり ますまい。 愛の ある 所， 入 生 


は 生 田斐が あやます。 あ \、 ティル ダょ。 どんなに 私 は あなた を 愛する か。 

輕井" おにて 11 同年 八月 十八 曰 is 

妻の 死、 その他の 報道 を螯 いた 手紙 を 御 受取り 下さいました か。 その後 如何お？：：：^ しです か。 病 者、 傷者の-お 護に 御 努め 

の 事と 思 ひます。 さう して あなた.； III.:ir 御 丈夫で 御 元； J 讽で すか。 いつもく 幸福で 居られる ように。 ぁなたにそれを"^^む價 

値が あります。 旣に耐 へがたい 様々 の 不幸 を附 へて 來られ ました。 今や 慰安 を享 けられて よい 時です。 私.： m 身 は 依然 元氣 

で 夏 を この 避暑地に 逸って ゐ ます。 こ、 に は-おに 澤 山の 外人が 315 ます。 此地は nltf-i- の 高原で 非常に 凉 しく 全ての 人が 夏 

の 長い 事 を 願って ゐ る位凉 しい 土地です。 三人の 子供達 も 極めて 元氣 です。 淺 ましい 戰爭の 事 は^を 書く さへ 忌し い^で 

す。 が 日本 も、 今度 その 戰爭 に參 加したら しいので す。 さう して 一部 軍險の シベリア 出兵の 準備 をして ゐ ます" 私 も國民 

軍の 一入と して (この 事 は あなたに 知って 賀ひ 度い のです が) 出征 簿に 載せられて ゐ ます。 何と X な 事で せう。 それ は實 

に 何の 意味 もな い^です。 

もう そんな 摩 は 止め ませう。 あなたに 對 する 溫 かい 友情、 それ こそ この 手紙 を 1^1  く 第 一 の！：：： 的な のです から。 誠の 友情 

を 心に 懷 くもの こそ、 阔家 別、 皮膚の 色の 相違な ど を 忘れて、 固く！^ ばれ ませう。 心と 心と が 深く 結ばれよう とする 願の 

み、 世界の 眞の 平和 を .11 すでせ う。 あなた もさう お 思 ひに なり ませう。 さ.、 ならば 假令 小さいながら も. あなたと 私と は 

こ \ に眞の 平和の 締結の 楔と なる 事が 出來 ます。 

こんな 難 かしい 理窟 はさて おいて、 あなたの 事 を 想 ふ 度に、 私の 心 は 波立ちます、 それ は不思 な 位です。 神が 常に 凡 

ての 罪惡 から あなた を 守って 下さる ように、 さう して 慰め を與へ て 下さる ように。 

私 は 著作に 忙しく 働いて 居ります。 第 六 番目の 著作 築が 出か.^ つて ゐ ます。 それ は 九月 初に 出版の 豫定 です。 あなたが 

私の. 書く もの を 讀んで 下さる isT が出來 たらと 思 ひます。 假令 あなたが ぉ讀 みに なれな くと も、 一部 } ^り ませう。 さう して 
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假 令外觀 だけで も、 あなたの 興味 を惹く かも 知れません。 その 本の 裝幀は 壬 生 馬の 手になる ものです。 弟 は 美しい 家.. 2： と、 

可愛い 娘と 共に、 福に 暮 して ゐる事 を 序でながら 申し上げて おきます。 

出来るだけ 度々 お 手紙 を 下さい。 互に 文通す る 事に よって 互の 距 たり を 縮め ませう。 距離 を 忘れ、 宛 かも 顔と 顏と 向き 

合 ふやうな 通信 を 交し ませう。 あなたの なさる 事、 あなたの 健康、 あなたの 將來の 計畫. 希 心 ®、 それ 等に 關 する 凡 

て を 一 々知り 度く 思 ひます。 言葉の 差と 云 ふ ものが 嫌 はしく 思 はれます。 私達が 考へ 感ずる 所の もの を、 その ま \ に 傅へ 

る 事の 出来ない 言葉の 相違と 云 ふこと です。 若し 全世界 を 通じて 同一の 言葉であるなら ば、 どんなに 良いで せう。 さう す 

れば 私達の 感情 を その ま、 知る 事が 出来ます。 國 別と 國語 別の 不必耍 な 障壁、 こんな 呪 はしい ものはありません。 

母君 は 御機嫌い か V です。 ガム ベル や、 シ ユミ ブト や、 ブゥフ マン は？ それらの 入々 の 消息 を 御存じで すか。 それから 

エンマ、 フ オル スタ， は？ リリ エンス カャ は？ 私達が 無 邪氣な 小兒の 群の やうに 1 緒に 遊んだ 日の 事 を 想 ふと、 樂し 

い 夢の やうです。 物事 は 移り行きます。 しかし ティル ダょ。 私は變 りません。 私 はいつ も あなたの 心からなる 友で、 いつ 

も 貴女の 幸福 を 祈って ゐ ます。 心からなる 接吻 を 以て この 慌た^しい 手紙 を閉ぢ ます。 

よき 夢と、 よき 現實 と共に あなた を 見舞 はん 裹を 祈ります。 

二伸 恐らく 一 月 後に 私 は 東京に 歸 ります。 御手 紙 は どうぞ 東京 宛に 下さい。 

東京よ， 9 11 一九 一 九 年 一 月 十五 曰 (書 5 

御 心の 籠った 長いお 手紙 を 頂きました。 感謝と 感動と を 以て 讀み 了り ました。 何よりも 先づ あなたが 御 丈夫で 常に 渝ら 

ぬ 愛と 熱心と を もって 貴い 仕事 を續 けられて ゐる事 を 喜びます。 最近のお 姿を寫 したお 寫 眞を经 つて は 下さいません か。 

同封に て 私と 三 兒 の寫眞 をお 经 りします。 私 も 隨分年 をと りましたら 5? しかし 私の 心 は 老いず、 若い 羊の やうに、 と 

きめき 躍つ てゐ ます。 


血醒ぃ 歐洲の 天地に 平和の 訪れた 事 は 何とい な 喜ばしい 願 はしい 事で せう。 平和 克復の 聲を 聞かれた 時、 あなたの 胸 は 

どんなに 踊った 事で せう。 この 恐ろしい 國際 間の 鬪爭 から 遠く離れて ゐた 日本人で さへ、 平和 成立の 聲 を 聞いて は 「萬 歳」 

を 叫ばずに は ゐられ ませんで した。 この 大事 件の 結果と して、 よし 「黃金 時代」 を 期待す る 事 は 出来な くと も、 これ を轉 

期と し、 世 文明の 潮流 は 全く 新しい 方向 を 取って 進んで 行かねば なりません。 「國 家」 と 云 ふ ものが その 限られた 領域に 

き、 これに 代 ふるに 人類と 人格の 咸嚴 とが 進歩の 原動力と して 立たねば なりません。 ドイツ 帝 國の專 制 政治の 末路と A ハ 

こ、 我國 にも 亦 民主主義の 精神が 入って 來まレ た。 さう して それ は舊 弊な 偏見 者から 不當に 排斥 せられて ゐ ます。 ^し 時 

がその 解決 をす るで せう。 さう して 新しい 精神 は 愚かな 傳 統を滅 し、 やがて 取り入れられ るで せう。 あなたの 祖國 カ旣に 

數 世紀 以前に 1_ ^代 思想 を 體 得せられた 事 は、 如何に 幸福な 又 先見の明でした らう。  - 

私達が シャフ ハウゼン 滞在中に 會 つた 人々 の 上に、 か \ つて ゐる蓮 命 は 私の 氣 になり、 又 私 を 悲しませる 事です。 べシュ 

リン はもう この 世に はゐ ないで せう か。 あまりに も 意外な 又 悲しい 事です ね、 あなたの 母君 は尙御 ー兀氣 です か。 あなたの 

許婚 者の 心が 再び 歸 つて 爽 るの を、 殆ど 絕 望に 近い その 事 を 今も尙 待って 居られる のです か。 何ん と慘 ましい 悲しい 事で 

す。 運命 は 如何にして かく あなたに 酷な のでせ う。 貴女 はいつ か ra! 本 を 訪れる と 云 はれまし たね。 それ はいい。 撝 でない 

やうに。 私の 生ける 限り 心からの 誠 を もって あなた をお 迎へ します。 

私 は 文筆の 仕亊に 一半： 藤 命勵ん でみ ます。 旣に七 種の 出版が 市場に 出. 何れも 十 版 以上 を電 ねて ゐ ます。 之 は H 本の 霤 

物と して は 珍ら し い 成功と 云 はねば なりません。 私 は それ を 英語に 譯 して、 ョ， 口 ツバの 人々 の問に讀者を5^られたらと 

思 ひます。 いっか はこの 望を實 現したい と 思って ゐ ます。 壬 生 馬 は 家族と 今、 侮邊に 住って 獪 il に 親しんで 居ます。 少し 

く 健 厳 を 損して ゐ るので、 海岸に ゐる 事が 彼の 健康 を囘復 する に 最も 良い と 思 ひます U 

ティル ダ！ 手紙 を 下さい。 澤山 書いて 下さる 程 良い。 あなたの 消息 はいつ も 私に カを裔 します。 人生に カを與 へる も 

のは溫 かい 心の みです。 あなたの 心、 それ は 私に 無くて ならない ものです。 忘れないで 下さい。 どうか、 ティル ダょ。 
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心 から あなたの 御 健康 ふ 御幸 福と を 祈り ます。 

東 古 小よ. —  — 同年 一 一 一 月 十 五 日 §  S 

元日に 雷 かれた 御手 紙が 溫 かい 愛と 友情と を て屆 きました。 . 心からなる 感謝 さう して 更にく 大きな 悅！ 私達の ひ 

かかく も 結ばれて、 時の 距 たり、 場所の 距 たり も、 之 を 妨げる 事の な いのは 不思議です。 私が 軍隊 名簿に 登- 錄 され 戰， f に 

逢ら れる かも 知れない と 云 ふ 心配 は f: 駄 でした。 私 は 召集され ませんで した。 さぅして今ゃ戰^^？-も終結を吿げました。 そ 

れ のみならず、 停年で 今 は 全く 軍籍から 返いた のです。 さう 云へば 年を老 つた ものです ね、 然も 私の 心は靑 年の 心です。 

仕事 は 之から 始まる のです。 畢生の 仕事 を 完成させる 爲 めに 私 は 長く 生きなければ ならない。 あなた も 長生き をして ドさ 

い。 而 して 日本 來 遊と 云 ふ あなたの 夢が 實 現される ように。 貴女が 日本へ 來られ るよう になったら、 どんな こ 私よ 嬉しい 

でせ う。 貴女が 一 生に 一 度 日本 を 訪ねられる 事 は 意味の ある 事です。 

私は尙 著述に 勵 んでゐ ます。 私の 著作 (今までに 七册 出た のです が) は 特に 若い 人々 の 間に 評判が 良く、 私 は その 爲め 

に 勇； 1  观を 得ます。 或 著作 は 1 萬 部から 賣れ ました。 それ は B 本の 出版界に は 稀 有の 事です。 私け-同胞の 爲に 何事 か をして 

ゐ ると 思 ふと 喜ばしい の です。 唯 あなたが それ を 讀んで 下さる ことが 出來な い。 

母君が 尙御 健全な 事 を 知って 喜ばしく 存じます。 私の 家族 も 皆 丈夫です。 子供達 も 立派に 育ちました。 三人の 中二 人 は 

小舉 校に 通って ゐ ます。 寫眞 をお 经 り出來 ると 良い のです が。 その 中に 一枚 寫し てお ；^达 りし ませう。 どうか あなたの も 御 

绘り 下さい。 

日本 は 今 X  X  X  X が 起り 兼ね まじき 危機に 立って ゐ ます。 民主的の 傾向 は 今や 一 般 人の 心に. ぬみ 亙り、 社會 生活の 改造 

に對 する 何等かの 方法が 講ぜられないならば 滿 足しない 狀况 です。 我々 は 六十 年 以前に 所謂 維新 を經驗 しました。 それ は 

單に 西洋文明 を (特に 物質 方面に 於け る) 鵜呑みに したに 過ぎません。 今や 西洋の 思想が 國 内に 充 ちわたり、 國民 思お" ど 


XX から XX せしめよ うとして ゐ ます。 その：！ 栗 は ど-つなり 行く か。 誰に も 分りません。 しかし それ は 與昧の あると 同時 

に XX すべき 事柄です。 

無用な 理論 は 扱お き、 今一度 あなたの 手 を 取り、 今一度な つかしい あなたの 聲を 聞き 度い と 云 ふの が 私の 願です。 なつ 

かしい く ティル ダょ、 私が H 本への 歸途 あなた は 幾度 あなたの 誠 を 認めて 途 つて 下さった の を 御^ 憶です か。 港々 で 私 

は あなたの お便り を 受け取り、 大きな く 慰め を 受けた のでした。 私が チュ ー リプヒ を 立ち、 ドイツに 向 ふ 時でした ね。 

私達 はゲ， テ通を 停車場の 方へ 歩いて 行きました〕 私達 は 別れの 最後の 瞬間までお 互の 目と 目で やさしい 語ら ひ をつ どけ 

たのです。 それ以来 私達 は 一つ心です。 心で 固く 結ばれて ゐ ます。 これ 程强ぃ 友情が この 世に 二つと 他に ありませ うか。 

ティル ダ！ この 友情 を 大事に 持ちつ ヾ けて 行き ませう。 私達の 墓場まで も。 最愛の ティル ダ よ- この 手紙に 托して 私の 熱 

い/, \ 接吻と、 抱擁と を经 ります。 私の 貧しい 英語で は 私の 心 は 表 はす 事が 出来ません。 兎に角 言葉 を て は 人の 心の 袋 

も 深い 所を傳 へる 事 は出來 ません。 字と 字、 句と 句の 問に あなた は 私の 愛を讀 み 取って 下さる でせ う。 私の 愛する、 誰に 

も墙し て 愛する テ ィルダ よ。 

東京よ， 9 II 一 九 ニニ 年 一 月 十四 曰 (S 簡) 

露の 如くに あなたの お便り は 私の 股 を 潤しました。 三度まで 私は悉 しい 便り を 雷 かう として， いつも 書き 度い 事が あり 

あまって 筆が 進みません。 あなたの 嬉しい 友情に 對 しいつ も 私が 感謝して ゐる事 は 御 想像 以上です。 ティル ダょ、 湖畔の 

散歩 を覺 えて ゐま すか。 その 時 は 月が 美しかった。 空氣は 冷く 肌 ざ はりが よかった。 他の 人々 も 私達の 前 を 牛〉 いて ゐ まし 

た。 私 は あなたに 寄り添 ひ、 あなたの ポケットに 手 を 入れて あなたの 手 を 握りし めようと しました が、 あなた は それ を 許 

されなかった。 その 害です。 あなた は 婚約 中だった のです もの。 惡く 取らないで 下さい。 その 時の あなたに 對 する 私の 感 

は最 -;^ 义の 妹に 對 する それでした。 私 は 自分の 行 を 恥 かしい と は 思 ひません 6 私 は 親しく あなたに 觸れ ないで は、 私の 
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感情 を傳 へる 事が 出来ない と 思った のです。 併し、 お別れに 際して 停車場で あなたの 腿が 私の 眼 を 射、 他の 何物に も 比べ 

られ ない 數 多の 愛撫の 意味 を傳 へられた 時、 私 は 全く 滿 足し、 ； 達の 生命の ある 限り、 二人 は 隔てる 事の 出來 ない 友 だと 

云 ふ 事 を 知りました。 しかし それ は資 際に 證 せられました。 數 年の 長い 年月の 後、 私達 はかう して 心からの 方 情 を 抱いて 

相對 して ゐ ます。 ョ ー 口 ツバの 旅行 巾の 友人の 追憶 も 凡て 失 はれました。 た 父 1 入 あなたの みが 殘 つて ゐ ます。 1 あなた は 

私 を 忘れない 唯一 の 人、 さう して 私が 忘れない 唯一 の 人です。 これ は 偶然な 併し 又 必然な 事です。 

お 手紙に は 書いて ない が、 御 元氣の 事と 喜んで ゐ ます。 併し あなたが 跟戰 病院の 仕事 を 止められてから、 何 をして 居ら 

れ るか 分りません" 今でも 母君と 一緒にお 住 ひです か。 さう して 母君の 御機嫌 はいかが です か。 シャ ハウゼンに ゐた t- の 

友 はどうして ゐま すか。 ガム ペル は？ リリ エンス キ 1 は？ シ ユミ ヴト は？ エンマ は？ 一度 それらの 入々 に 就て 知 

ら せて 下さい まし、 その 後の 消息 を 知り 度 いものです。 

私 は相不 變元氣 で、 文筆の 仕事に 勵 んでゐ ます。 小說、 脚本、 紀行 その他の 諸篇を 含めて 旣に 十三の 著作 集 を 公に しま 

した。 私が ョ 1 口 ヴパの 旅に 就いて、 ナポリから アッシジまでの 印象 を 記した 旅行記 を 一部 贈呈し ます。 私の 物した 小さ 

な スケッチが、 あなたの 興味 を惹く かも 知れません。 字 はお 讀み になれ なくと も、 少く とも はお 分りで せう。 

来る 可き 春に 私の 胸に 長い間 抱いて ゐた 望を實 現しようと 思って ゐ ます。 卽ち 父から 受けた 全ての 肘 產を棄 て \、 一介 

の 文筆 勞働 者と して 生きて 行かう と 云 ふ 事です。 瓧會 的の 地位と か、 物質 上の 財產 とか は、 唯 私の 生涯 を 妨げる だけです。 

何等か 價値 ある もの を 生み出す 前に 裸 一 貫の 人間で あらねば なりません。 さう でなければ、 次の 時代の 正しい 位置 を 算定 

すろ 事が 出來 ません。 あなた は 私 を 馬鹿らしい、 急進派 だとお 取りになる かも 知れません。 が、 さう ではありません。 私 

は 唯 近い 將來の B 本に 於て、 凡ての 人が なさねば ならぬ 事 をす る だけです。 この 試練に 自分 はよ く 耐へ得 6 と 信じます。 

• あなた も 同じ 意見であって 下さる 事 を 願 ひます。 三人の 子供達 も 立派に 成長し ました" 私 は 大きな 興味 を もって 彼等の 將 

來ケ樂 みに 見て 行き ませう。 壬 生 2:1 は 少なからず 健康 を 損して ゐ るので、 家族と 共に 東京から 三 十哩 ばかり 離れた 海邀に 


住んで ゐ ます。 しかし 今では I 日々々 快くな つて ゐ ますから 間もなく 全快す るで せう 。或る 婦人に 託して、 ぉ途 りした 荷物 

は 無事に 着いた さう で 安心し ました。 その 婦人の 夫 は 日本で 私が 敎鞭を 取った と 同じ 學 校で ドイツ語の 敎授 をして ゐ ます。 

その 名前 はハ ンスコ ラ-と 云 ひます。 コラ， 夫妻 は實に 良い 人です。 特に コラ ー 夫人の やさしい 思 ひ 遣りの ある 性質が 好 

きです。 もし コラ， 夫人の 住所 を 御存じで 訪ねられる やうな 事が ありましたなら、 貴女 は 非常に 良い 友 や 得られる でせ う。 

最愛の ティル ダょ。 こんな 風に 書き つ^けて ゐては 際限が ありません。 もう 止めなければ なりません。 筆 を擱く 前に も 

っと度々手紙を；卜さる事を約^^しませぅ。 私も亦 もっとお 便り を 達り ます。 私の 事 を 想 ひ 出されたなら 端 書な りと 下さい。 

あなたの 事に 就て 書いて. 下さる 事が、 どんな 喜び を 私に 與へ るか 想像な さる 事 も 難いで せう。 あなた も 同じ 心 持で ゐて下 

さると 思 ひます。 

幸福な 平和な 生活 をお 遼り 下さい。 一度で 良い から、 僅かの 期間で も 良い から、 日本へ 来られる とい ふ 夢 をお 棄て にな 

ら ぬよう、 最愛の ティル ダ！ 抱擁と 接吻と を 以て。 

東京よ 6 11 同年 三月 四日 8 簡) 

今日は 私の 第 四十 四囘の 誕生日で、 あなたに お便り を 書く に 最も 適 はしい H だと 思 ひます。 御機嫌 如何です か。 變らず 

御 i 兀氣 である 事 kV 祈ります。 赛は來 ました もの \ 未だ 淺く、 梅 や 桃の 花盛りで も、 大分 寒いです。 先達、 さう です ね、 一 

月 も 前です か、 オイゲン.、、 HI ルリと いふ 瑞西 人の 醫 if 博士が、 私 を 訪ねて 来られました。 その 人 は シャフ ハウゼンでの 親 

しい 友達の 寫眞 を澤山 持って来て 下さいました" 日本に 有 島と 云 ふ 兄弟が ゐ るから、 行ったら 是非 逢って 來 いと あなた 方 

に 云 はれた の ださう です ね" けれども， M  ， ル リ氏は アド レ スを 失って どうして 私達 を 操したら い.^ か 分りませんでした。 

所が アメリカから 日本へ 来る 太平洋の 船中で、 最初に 話しかけた 一 人の 若い 日本人が あつたの です。 それが (不思議な 緣 

にも) 私の 二番目の 弟だった のです。 その 弟の 性 は 佐 藤と 云 ひます が、 その 佐 藤が 私共の 住所 を敎 へたので、 閑 をみ て 直 
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, ぐ 私の 所 を 訪ねて 来られました。 どんなに 喜んで 氏 を迎へ たかは あなたの 想像に 任せます。 その寫 ；K 〈の 一枚に、 壬 生- が 

ガムべ ルゃ ブフマ ン 等と ライン 河の 畔で、 倚り 添って 立って ゐる のが ありました。 勿論 私が 氏に 尋ねた 最初の 言葉に 贵女 

に 就いて でした。 博士 は 嘗て 「白鳥 ホテル」 の 直く 近所に 住んで ゐた 事が あって、 貴女の 家族と はよ 知って ゐ ると 云 は 

れ ました。 さう して 貴女が、 今 ホテルの 近所に 本屋の 店 を 開いて 居られる 事 を 語られました。 それだけ 窜 を知づ たので 

も 私 は 非常に 喜びました。 世界と い ふ もの も 結局 は 何と 小さ いのでせ う。 

私 は E 下 新しい 小說に 全力 を盡 して 居ります。 隨分 長く か. - ります が、 その 完成 を樂 んでゐ ます。 それ は 私の 若い 時の 

舉生々 活を モデルと した ものです。 そこに は 私が 默 して は 居られない 位澤山 の 喜ばしい 又 悲しい、 追憶が あります。 

同時に 私 は 亡き 父から 譲り受けた 財產を 凡て 抛棄し、 全く 裸 一 貫に ならう と 云 ふ 計 畫を眞 面目に 企てつ、 あります。 あ 

なた は それ を 度外れの 事と 思 はれる かも 知れない。 けれども かくする 事に よって、 私 は 過去の 仕事と は 比較に ならない い 

い 什 事 を 作り出して 行ける と 確信して ゐ るので す。 私の 過去の 仕事 は 云 は t 遊. 威でした。 今 著作と 云 ふ 一事に 私の 生涯 を 

限定して こそ、 讀 者の 心の 深いく 所まで 訴 へる 事が 出來 ると 信じます。 私の 變化を 喜んで 下さい。 僅かの 人 だけが 私の 

決心 を 理解して 吳れ ます。 さう して 貴女が その 中の 最初の 人で なければ ならない。 今後 私の 書翰 紙 は 次第に 粗末な ものと 

なって 行く でせ、 つ。 もし あなたが 日本へ 來られ たと しても、 私の 家で あなたな 十分に おもてなし は出來 ないか も 知れ ませ 

ん。 しかし それに も 不拘、 あなた は 私の 中に よりよ き 人間 を 見出して 下さる でせ う。 私 は 有産階級の 生活と いふ ものに 全 

く 望 を 失 ひました。 その 種の 生活 は 危機に 瀕して ゐ ます。 その 屮 から 望の ある 出口はありません。 行きつ まりの 道 同然で 

す。 より 新鮮な、 より 淨 化された 氣を 呼吸す る爲 めに は， それから 先 づ脫け 出なければ なりません。 

あなた 自身の こと を 偖て 語って 下さい。 御 仕事 はどうで すか。 母君 は？ その他 色々 の 事 を。 リ リイ、 ぺシュ リンの 富 

眞を！ El- ました。 今 友達と 幼稚園 を 開いて 居られる の ださう です ね。 隨分變 つた 機に 見受けます. 嘗ての 愛らし さがな くな 

つて 寧ろ いかめしい 樣 子に 變り ましたね。 それ は 現在の 職業の せゐ でせ 5 か。 それ ども 何 か 不幸に でもあった のです か。 


又ェ ンマ嬸 の 寫眞も ：1I^ ました。 所々 皺 を 見かける 他 あまり 變ら ない 樣 です。 免に 角 皆が 年 をと つて 行く のです ね 。しかし、 

しかし ティル ダょ。 私の 心 は 決して 年 をと りません。 少く とも 私は嘗 つて 私の 胸の 中に 鼓動した と 同じ 火の やうな 心 を 持 

つて ゐ ます。 それ は 奇妙な 位です。 而 して 私の 心の 31^ も 神聖な 場所に、 あなた はいつ も瑜ら ず、 若く、 やさしく、 愼み 深 

く藏 されて ゐ ます" 

東京よ. ftN 11 同年 四月 十 A 日 i 簡) 

二月 七曰附 御手 紙 約 一週間 程 前に 頂きました。 音 樂に そんなに 秀でて 居られる デ イスラ， 氏 (註、 ティル ダは nl 下 その 妹 

にあた る 人と 共同して ホ テル .1$:: をして ゐ る。) をお 迎 へす るの は 非常に 喜ばしい 事です。 日本の 若い 人達 は 西洋 音 樂の傑 

作 を 優秀な 音 樂家を 聽く爲 めにあら ゆる 機會を 待って ゐる 有樣 です。 しかし、 經濟 的に は 少しも 惠 まれて ゐ ません。 唯經 

濟的 後援がない と 云 ふだけ の 理由で、 若い 人達の 音 樂に對 する 憧慌 も滿 されない のです。 それ故に い 音 樂を聽 き 度い と 

云 ふ 燃える やうな ST が ありながら、 吾國に はま だ 一箇の 管 紋樂国 もありません。 か- -る 狀況 ですから、 デ イスラ..' 氏の 來 

朝 も、 非常な 困難 を见 越さねば なりません" 東京に 一 っ國 立の 音樂學 校が あります。 そこに 數 人の li 逸人の 教師が ゐ ます。 

しかし その 學校は 頗る 官僚 的で、 本國 政府に よって 资格 あり、 櫂 威 あり レ， 認められ たもの.^ 他 は、 絕對に 採用し ません。 

それ のみでな く、 それらの 教師 連 は 來朝當 時 は その 本國 でも 何れも 一 流の 人々 だった と 云 ふ 話です が、 時と 共に その 技倆 

は 著しく 落ちて、 數 年後 歸國 する 頃に は 本 國の音 樂 家に 伍し そその 名 も 技！ i も 非常に 低い ものと され、 殆ど 存在 さへ 認め 

られ ないやう になる さう です。 此 大きな 缺 if と 技- 1 の 返 歩と は 日本の 昔樂界 に競爭 者がない と 云 ふ 事に 基因して ゐる らし 

く 思 はれます。 デ イス ラ が 日本へ 來る事 を 決心され る 前に、 この 事情 ヶ 十分よ く 考慮され る 必要が あると 思 ひます。 

私の 考 へる 最も 良い 方法 は 東洋 を ざっと 旅行して ま はって、 日本、 支那、 印度、 濱洲の 大都市で 演奏 會を 催される 事です。 

旣に我 國 は エルマン、 シュ ー マン ハ インクな どを迎 へ、 之 等 有名な 入々 の 技を聽 きました。 近く 六月に はヂン バリ スト を 

テ f ル -. タ へ  五八 E 
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迎 へる 箬 です" 之 等の 人々 の 技倆 は聽 衆に よく 感ぜられ、 その 仕事 は 十分 酬いら れ たと 思 ひます。 もし デ イスラ.' 氏が こ 

の 種の 旅行 を まれるならば、 その 興行に 日本で 一番 適した 帝國 劇場の 支配 入に 話し合って 見 ませう。 日本 以外の 國々 の 

事 は 何等か 他の 方法で 契約され なければ なりますまい。 この 方法が 一番 安.^. でせ う。 どうか デ イスラ ー 氏に 萬 事 を 相 1 し 

て 下さい。 その上 あなた からお 指阖で 凡て を 取 計ら ひませ う。 

先達 あなたと コラ， 夫人 デ イスラ， 夫人 (ディ スラ ー 氏の 奥さん だと 思 ひます が) の 寄せ 書のお 端 書 を 頂きました。 貴女 

方の 御 厚意 を 有りが たく 存じます。 コ ラ- 夫人の 愛すべき 性格 をお 分りに なった に 違 ひありません。 私はコ ラ，' 夫人 を 本 

當に 高貴な 人 だと 思 ひます。 あなた 方お 二人が お 互に 親 IZ な 友と なられる 事 を 祈って ゐ ます。 その 端 書に その 中 長い 手紙 

を 下さる とお 書きでした。 心からお 待ちして ゐ ます。 若し この 手紙 を 御覧に なって 未だ その 約 を 果して 居られなかった な 

ら 几て を 措いて 直ぐ 書いて 下さい。 あなたのお 手紙 を 開く 時、 いつも、 神祕な 喜が 私の 心に 忍び寄ります。 この 世界の 廣さ 

と 狹さを 痛切に 感じます。 私達の 知り合 ひに なって からの 長い 年月 も、 たった 一 瞬に 縮まって しま ひます 。その 時 私 は 私の 

傍に 貴女 を 感じます。 (ここに 私の 寫眞を 入れて おきます〕 ああ、 私 は 前に それ を经 つたので した。 何と 云 ふ 馬鹿で せう。 

コラ. '夫人に お 逢 ひの 節 は どうぞ よろしくお 傳へ 下さい。 それから 夫人の 住所 をお 知らせ 下さい。 デ イスラ，' 夫人に は 

「私の 最も 親しい 友の 友 は 又 私の； 0. 沢 も 親しい 友で ある 」 事 をお 傳へ 下さ い。 

最 の 少女よ。 我が 心からの 祝福 を 受けられよ。 

東. 11^ よ 6 il 同年 六月 二十日 (書簡) 

五月 四日 附の なつかしい お便り を 數日前 頂きました。 どんなに 心から 喜んだ でせ う。 今度 は 特別に 長いお 便り を 下さい 

ました。 

何よりも 貴女の 親しい 友の 一 人が 近々 日本へ 来られる と 云 ふ 事 を 知って 喜ばしく 思 ひます。 さう して 最近の 消息 を 色々 


伺へ る 事を樂 しみに して ゐ ます。 その 方が 見えたら、 私 は あなたに 關 して、 あらゆる 細かし い 端々 まで 聞き出さずに は 置 

きません。 

私 は 相變ら ず元氣 で、 最近 ニ册 出版 をし ました。 何れも 相當眞 率な 赏讃を 受けました。 同時に 財產處 分の 仕事に か. -り 

ます。 全部 片附 くまでに は相當 長い 時間が か \ りさう です。 それ は 重大な 仕事で、 私 は 自分 だけで 靜 かにな さねば なり ま 

せん。 私 は 銀行 株の 他に 幾らかの 不動産 を 持って ゐ ます。 その 値段 は 大變廉 くな つて 來て、 恐らく 合 衆國を 除く 外、 他の 

凡ての 國に 於ても 同樣 である 機に 適當な 買手 を 求める 事が 困難です。 集積した 文明 は 急速に 崩壞 しつ.." ある やうです。 そ 

れは或 意味に 於て や はあり ますが 良い 兆候で せう。 

あなたのお 友達の 音 樂 家に 闘しての 私の 手紙 はお 受取で せう。 殘 念ながら 日本で 滿 足な 地位 を 見出す の は 不可能で はな 

いかと 思 ひます。 

なさね f ならぬ、 差し迫った 仕事が あります から、 今日は 短信ながら これで 筆を擱 きます。 短く とも、 長い 手紙に も 表 

よし 切れない 、じからの 愛 をお 送りし ます。 ティル ダょ" 信じて 下さい。 お 互の 心 を 結ぶ 愛の 奇 しき 事よ。 貴女に 呼び 力け 

る 毎 こ 私よ、： ：3 の 高 りを覺 えます。 常に 私の 心の奥 深く 貴女が 若々 しく、 思 ひやり 深く 生きて ゐて 下さる 事 を 祈ります。 
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